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ビス ミッ ラー ヒラ フ マ ー ニ ラ ヒ ー ム 


人 間 に は 3 つの 種 


類 の 生 が あり ます 。 現世 、 


す 。 現世 で は 肉体 は ぅ 


の は 魂 で す 。 魂 が 肉体 か ら 離 れる と 、 人 は 死 
土 に 還っ て も 、 あ る い は 焼 か れ て 灰 に な っ た と し て も 、 も 
し まっ た と し て も 、 
宮 まり ます 。 墓場 で の 4 


腐り 、 


ま に あ り ます 。 人 に 4 


し く は 猛獣 が 食べ て な く な っ て 
ませ ん 。 墓場 で の 生 が 


動き は あり ませ ん 。 


人 が 現世 と 来世 で 幸 
な の で す 。 現 世 で 幸福 
世 で 幸福 で ある こと と 
を 深く 慈 し ま れ 、 幸 福 


最後 の 審判 で は 一 つの 
共に 天国 も し く は 地獄 で 永遠 に 生き る の で す 。 
時 で ある 為 に は 、 ム スリ ム と な る こと が 必要 
よ 、 快 適 に 生き る こと で す 。 来 


で ある こと と ! 
は 、 天 国 に 行く こと で す 。 
で ある 為 の 道 を 預言 者 た ち を 通し て し も べ に 


教え られ まし た 。 な ぜ な ら 人 は 
ける こ と が で き な い か ら で す 。 どの 聞 言 者 も 、 決 し て 自分 
語っ た り は し ませ ん で し た 。 預言 者 た ち が 語 っ た 幸福 へ の 道 


何 か を 


を ディ ー ジ ンジ (イズ ワー ょ 、 宗教 ) 
(アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よ 2 う 


肉体 が 創造 され 、 


墓 、 来 世 で の 生 で 
E 命 と 活力 を 与え る 


こま す 。 肉体 が 墓 で 


魂 は な く な り 
E で は 感覚 が あり 、 
魂 と 


アッ ラー は し も で 


と 呼び ます 。 


ラー ム と 呼び ます 。 駐 


され て きま し た 。 


II 
た 。 今 で は 、 幸 福 に 至る 為 


は 、 時 の 経過 と 共 


、 こ の 幸せ の 道 を 自分 の 理性 で 見 つ 


の 考え で 


項 言 者 ムハンマド 


に ) が 示さ れ た も の を イス 
言 者 アー ダム 以来 、 何 千 人 も の 預言 者 が 遣わ 
後 の 預 言 者 が 私 た ちの 預言 者 ムハンマド で す 。 
に 損なわ れ て きま し 


こ は イ スラ ー ム を 学ぶ 以外 の 手段 は な い 


の で す 。 イ スラ ー ム ! 


半生 「 イ ー マ ー ン 」 (信仰 ) の 


知識 と 、 肉 体 に よっ て な され る べき 「 イ スラ ー ム の 規定 」 の 知識 で 


す 。 信仰 と 規定 
学び ます 。 


は 多く の 、 ス ン ナ 


読ん で くだ さい 。 


に 関す る 知識 は 、 ス ン ナ 
無知 な 人 々 、 人 逸脱 し た 人 々 の 誤っ た 
は あり ませ ん 。 イ スラ ー ム 暦 1000 
に 従う 学者 た ちがい まし た 。 
存在 し な く な っ て し まい まし た 。 
語 、 ベ ルシア 語 の 本 、 そ し て それ ら の 翻訳 は 
ど に 存在 し ます 。 ハ キー カ 
を も と に し た も の で す 。 幸福 に 至る 為 に 、 


スハ キ ー 


に 従う 学者 た ちの 書物 か ら 
書物 か ら 学 ぶ べ き で 
年 以前 に は 、 


イス ラー ム 諸 国 に 
し か し 今 で は も は や 


この 学者 た ち が 書 いた アラ ビア 
世界 各地 に 、 図 書館 な 
ゥ 出版 の 全て の 書籍 


は 、 こ れ ら の 文献 
カト ッ ゥ 出版 の 本 を 
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皿 言 : 宣教 師 は キリ スト 教 を 広め よう と 努力 し 、 ユ ダ ヤ 教 徒 は 
律 法 を 広め よう と 、 イ スタ ン ブ ー ル の ハ キ ー カ トッ ゥ 出版 は イス ラ 
ー ム を 広め よう と 、 フ リー メー ソン は 宗教 を 消失 させ よう と 努め 
ます 。 知性 、 理 性 と 良心 を 備え た 人 は 、 こ れ ら の 中 の 正しい も の 
を 認識 し 、 理 解 し ます 。 寺 DD プ P の の 

人 々 が 現世 と 来世 で 幸福 と な る 為 の 要因 と な る の で す 。 人々 の 人為 
の これ 以上 に 尊 く 、 効 果 的 な 奉仕 は あり 得 ま せん 。 今日 、 キ リス 
ト 教 徒 や ユダ ヤ 教 徒 が 手 に する 「 律 法 」「 新 約 聖 書 」 と いう 名 の 
20 と を 彼ら 自身 も 
語っ の てい ます 。 ク ルアー ン は 、 ア ッ ラ ー 科 あ RSM 
の 和らい ち は ハ キー カト ッ ゥ 
出版 の 出版 し て いる 書物 を 注意 深く 、 ye 理解 す 
る べく 努力 する べき な の で す 。 


印刷 : イフ ラー ス 新 聞 社 
イス タン ブー ル 、 イ ェ エニ ボス ナ 、29 エキ ム 通 り 23 号 
電話 : 0212 一 454 一 3000 
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そう 、 こ れこ そ が 欧 問 の 安 席 の 負 で ある 


序文 


礼拝 の 書 の 執筆 を 、 バ スマ ラ を 唱え る こと に よっ て 始め ます 。 
アッ ラー に 成 謝 い た し ます 。 ア ッ ラ ー が 選ば れ 愛 され た し も べた 
ち 、 そ し て その 中 で 最も 凡 高 な 存在 で あら れる ムハンマド に 祝福 
と 平安 あれ 。 崇高 な る 預言 者 へ ムハンマド の 清らか な 家族 と 公正 で 
誠実 な その 友 た ち 皆 の 為 に 良い ドゥ アー を 。 

現世 で は 、 良 い こと 、 価 値 の ある こと と 悪い こと 、 有 害 な こ 
と な ど が 混ざり 合 ON tt 
る 為 に は 、 常 に 良い こと 、 意 義 の ある こ 夫人 
す 。 ア ッ ラ ー は 非常 ( に 事 想 深い ね お 方 で あら れる by さよ 
を 悪い こと か ら 区 別 す る 一 本 0 に の 
性 と 呼ぶ の で す 。 清らか で し っ か り し た 理性 は この 役割 を 立派 に 
果たし 、 決 し て 誤る こと は あり ませ ん 。 人 罪 を 犯す こと 、 我 欲 に 従 
うこ と は 理性 と 心 を 病 ま せま す 。 善 を 悪 か ら 識別 で き な く な る の 
で す 。 ア ッ ラ ー は 憐れみ を 以 て この こと を ご 自身 で 行わ れ 、 ま た 
預言 者 た ち を 仲介 し て 教え られ 、 ま た これ を 行う こと を 命じ ら 
れ て いま す 。 こ の 命令 と 禁止 を 「 デ ィ ー ン 」( 教 え 、 宗 教 ) と 呼 
び ま す 。 預言 者 ムハンマド が 教え られ た 「 デ ィ ー ン 」 を イス ラー 
ム と 呼び ます 。 今日 、 地 上 に は 変化 し て いな い 、 損 な われ て いな 
本 0 の の の 
為 に は イス ラー ム に 従う こと 、 つ まり ムスリム に な る こと が 必要 
で す 。 ム スリ ム に な る 為 に は 、 形 式 的 な か も の も イマ ー ム も 宗務 担 
当 者 も 不要 で す 。 ま ず 人 は 心 で 信仰 し 、 そ れ か ら イ スラ ー ム の 命 
令 と 禁止 事項 を 学び 、 実 践 する の で す 。 

信仰 を 持つ 為 に は 信仰 告白 を 唱え 、 そ の 意味 を 知る こと が 必要 
で す 。 こ の 言葉 の 意味 を 正しく 信じ る 為 に は 、 ス ン ナ の 道 に 従う 
学者 た ちの 書い た 書物 を 、 そ の まま の 形 で 信じ し る こと が 必要 で 
す 。 ス ン ナ の 道 に 従う 学者 た ちの 書い た も の 、 真 の 宗教 書 に 従う 
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ロ 


ト 100 
学派 
り 


皆 が 必要 と する 信仰 』 


ー バ た ちの 道 を 行く 、 真 の ム ス リ 
民 」 も し く は 「 ス ン ニ 」 も し く は 
りつ め は ササ ハー べた ち 
吉 者 」 と 呼ば れ ま 
る 人 々 で す 。 
す 。 なぜなら 最初 、 ア ラビ ア の ナ 
か ら で す 。 ま た 彼ら は 「 呪 われ た 
が ムスリム を 「 
世 』』、『 永 遠 の 幸福 』 と いう 私 た ち 
UE 
まし た 。 ム スリ ム を この g つ に 
り 、 イ ギリ ス な の で す 。 

どの グル ー プ に 属し て いよ う 
な われ て いる 人 は 地獄 へ 行き ます 。 
た め 、 す な わ ち 自我 に 
( いつ で も 「 ラ ー イ ラー ハイ ッ ラ 
清め る 為 、 す な わ ち 我 欲 や シャ イ 


す 。 3 つめ は ス 


テ 
| 


デ 
ー ュ 


に 敵対 する 人 々 で す 。 


彼ら は 「 ワ ッ ハ ー ブ プ ブ 」 


座 信 者 」 と 呼ん で いる こと が 


狗 教 し た だ け の 善行 が 与え られ ます 。 イ スラ ー ム の 
(マズ ハブ ) の いずれ か ! 
(アフ ル ・ ア ル テ ス ン ナ ) 学者 」 


こ 所 属す る 学者 を 「 ス ン ナ の 
と 呼び ます 。 信仰 の 条 


E し く 説 か れ て いま す 。 


の 本 で 記 


読ま れる こと を お 勧め いた し ます 。 
EE 世界 の ムスリム は 3 つ に 分 


) 類 され ます 。 一 つめ は サハ 
ム た ち で す 。 彼ら は 「 ス ン ナ の 
「 救 われ た 民 」 と 呼ば れ ま す 。 
彼ら は 「 シ ー ア 」「 介 
派 に も シー ア 派 に も 敵対 す 

「 ナ ジュ ド 派 」 と 呼ば れ ま 
ジュド 地方 で 生じ た も の で ある 
民 」 と も 呼ば れ ま す 。 こ の 人 々 
「 最 後 の 審 判 と 来 

の 書物 に も 書か れ て いま す 。 ム 
を 、 預 言 者 ムハンマド は 呪 わ れ 
分 類 さ せ た の は ユダ ヤ 教 徒 で あ 


レー 


由 


と 、 自 ら の 我 欲 に 


ムスリム は 皆 、 


に 従い 、 心 が 損 
我 欲 を 清め る 


に 本 質 的 に 存在 する 不信 仰 や 罪 を 清め る 為 


と 唱え 、 そ し て 心 を 
友人 、 そ し て 有害 


の 
が デー 。 


2 


な 誤 


っ た 書物 か ら も た ら さ れる 憎悪 や 罪 か 


スタ グフ ィ ル ッ ラ 


う 人 の ドッ アー は 必ず 受け 入れ られ ま 


を 覆っ て いな い 女 司 


ある も の を 飲み 食い する 人 は イス ラー ム に 
解 さ れ ま す 。 こ の よう な 人 々 の ドゥ アー 
信仰 を 持っ た 後 、 


を 行う こと は 、 全 
ラム 教徒 すべ て の 
な 人 罪 で す 。 


ドル ダダ キー 


」 と 唱え る 必要 が あり ます 。 


EE や 秘め られ る べき 部 分 け を 見 る 人 、 


区 も 重要 な 命令 は 礼 振 で す 。 日 に 5 


す 。 礼 拝 を 行わ な い 人 、 


ノヽ ラフ 


に 従っ て いな いこ と が 
は 受け 入れ られ ませ ん 。 


救 わ れる 為 に 、「 
イス ラー ム に 促 


全 


身 
ー ム で 


日 


沿 


ハン バリ ー 派 に 


ク 


人 的 義務 ) で す 。 礼拝 を 行わ な いこ 


こ お い て は 不信 人 


h と され ます 。 


『 


の 礼拝 


て の ムスリム に と っ て ファ ルド ・ ア イン (イス 


は 大 き 
ガー 


』 と いう 書物 を 参考 に し て くだ さい 。 
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礼 捧 を 完全 に 、 正 し く 行 う 為 に は 、 ま すず 礼 拝 


し た 。 多 く の イ スラ ー ム 学者 た ちの 書物 を 活用 


意 し た この 礼拝 に 関す る 知識 を 全て の ムスリム が 学び 、 ま た 子 


に も 教え る べき な の で す 。 


に つい て の 知識 を 
学ぶ こと が 必要 で す 。 こ の 本 で は 、 イ スラ ー ム で 教え られ て いる 
礼拝 に つい て の 知識 を 、 簡 潔 に 説く こと が 効果 的 で ある と 考え ま 


し て 、 私 た ちの 


] 


著 


レ ヾ 


礼拝 を 正しく 行う 為 に は 、 礼 拝 で 唱え られ る クル アー ン の 言葉 
と も 、 礼 拝 が で き 
熱 知 し 、 完 全 に 発 


や ドッ アー を 暗記 する 必要 が あり ます 。 少 なく 
る だ け の 章 句 や ドゥ アー を 、 そ れ ら の 詠み 方 を 
音 で きる 先生 や 友人 か ら 学 ぶ べ き で す 。 


クル アー ン を 正しく 読む 為 に は 、 ク ルアー ン 教 室 に 


あり ます 。 ク ルアー ン を 正しく 読む こと を 学び 、 
える べき で す 。 


< 通う 必要 が 


子供 た ち に も 教 


クル アー ン は 、 ロ ー マ 字 で 記す こと は 不可 能 で す 。 だ か ら 原 文 


を 読む べき な の で す 。 これ を 読む こと は と て も 容易 で す 。 預言 者 


ムハンマド は ある ハデ ィ ー ス で 「 子 供 た ち に クル アー ン を 教え 、 


も し く は クル アー ン を 教え る 師 の も と に 送る 人 に 


ルアー ン の 一 文字 一 文字 ご と に 、10 回 カー バ を 


、 教 えら れ た ク 


訪問 し た だ け の 報 


償 が 与え られ る 。 審判 の 日 に は 国家 の 長 と いう 王冠 が 与え られ 


る 。 全 て の 人 々 が それ を 見 て うら や む 」 と 語ら れ て いま す 。 
アッ ラー が 私 た ち 皆 を 、 正 し く 信 仰 を 持っ た 後 で 礼拝 を 正しく 
学び 、 行 い 、 善 行 を 行う し も べ と し て 下さ いま す よ うに 。 


西暦 2001 年 ヒジ ュ ジ 歴 (太陽 暦 ) 1880 年 ヒジ ュ ラ 歴 (太陰 


暦 ) 1422 年 
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礼拝 は 偉大 な 神 命 で ある 


預言 者 アー ダム 以来 、 啓示 が 下さ れる た び 、 一 回 の 礼拝 が 課 


され て いっ た 。。 それぞれ が 人 行 
預言 者 ムハンマド を 信じ る 人 々 


こき 陸 、 


礼拝 は イス ラー ム の 柱 で す 。 


頭 は 、 礼 拝 で ある 」 


に 


プア 


っ て いた 礼 草 
と され まし た 。 礼拝 を 行う 
信仰 の 条件 で は あり ませ ん 。 し か し 礼拝 が 義務 で ある こ 
と を 信じ る こと は 、 信 仰 の 条件 で す 。 


に 義務 


E を まとめ た も の が 、 


礼拝 を 継続 的 に 、 正 し く 、 完 全 に 
行う 人 は 、 教 え を 確立 させ 、 イ スラ ー ム と いう 建物 を 維持 する こ 
と に な り ま す 。 礼拝 を 行わ な か い 人 は 、 教 えと 、 イ スラ ー ム の 建物 
を 月 し た こと に な り ま す 。 預言 者 ムハンマド は 、「 イ スラ ー ム の 


E を 義務 に 
E を 行い な さい 」 と 命じ し られ て いま 


と 言わ れ ま し た 。 頭 の な い 人 は いな いよ う 
こ 、 礼 拝 の な い イ スラ ー ム も あり 得 な い の で す 。 

礼拝 は イス ラー ム の 教え に お いて 、 信 人 
(義務 ) と され た 命令 で す 。 ア ッ ラ ー 
身 に 崇拝 行為 を 行う よう に と 礼 提 
ー ン で は 100 か 所 以上 で 「 礼 電 


に 次 いで 最初 に ファ ル 
は し も べた ち が 、 た だ ご 


され まし た 。 ク ル ア 


の ゲイ ー の も 、! ア デッラ テ 


義務 


され て いま す 。 


礼拝 は 、 イ スラ ー ム に お いて 3 


は EE 
と され た 。 そ れ を 大 事 に し 、 条 件 ( 
行う 人 を 天国 に 入れ られ る こと を アッ ラー 


と ラビ スー 


た 行 が 


5 回 の 礼拝 を 行う こと を 
較 毎日 5 回 の 礼拝 を 


は 約束 さ れ て いる 」 と 


命じ し られ て いる 全て の イ バ 


ー ダ の うち 、 最 も 尊い も の で す 。 あ る ハデ ィ ー ス で は 「 礼 拝 を 行 


わな し 
また 


で ある 」 と され て い 


上 


E す 。 つ まり ムスリム 
は 行わ な い の で す 。 偽 信者 は 時 に は 行い 、 
偽 信 者 は 地獄 で 痛ま し い 罰 を うけ 


拝 を 行わ な い 者 は 、 最 後 の 審 判 の 


で 見 る だ ろう 」 と いわ れ て い 
礼拝 を 行う こと は 、 ア ッ ラ 


E す 。 
ー の 僅 
小さ さ を 理解 する こと で す 。 これ を 理 


ます 。 預言 者 ムハンマド は 「 礼 
、 ア デッラ ー を 立腹 され た 状態 


笛 


を 行い 、 悪 いこ と を 行い ませ ん 。 
る こと を 意識 する 人 の 心 は 純粋 な 
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庄 
言 仙 


\ 者 は 、 イ スラ ー ム か ら 得 る も の が な い 」 と され て いま す 。 
] の ハデ ィ ー ス で は 「 信 者 と 不信 仰 者 を 区 別 す る も の は 礼拝 
は 礼拝 を 行い 、 不 信仰 


時 に は 行い ませ ん 。 


に さ を 考 え 、 そ の 前 で 自ら の 
笑 し た 人 は 常に 良い こ 

、 ア ッ ラ ー の 御前 に い 
* 満 た され ます 。 礼拝 で 行 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


うこ と が 命じ られ て いる 全て の 動き は 、 心 と 体 に 効果 の ある も の 


モス ク で 集団 礼拝 を 行う こと は 、 ム スリ ム の 心 を 互い に 結び つ 
け ま す 。 彼ら の 間 に 愛 情 を も た らし ます 。 互い が 兄弟 で ある こと 
を 理解 し ます 。 年 長者 は 年 少 者 に 慈悲 を 持っ て ふる まい ます 。 豊 
か な 人 は 貧し い 人 を 、 強 い 人 は 弱い 人 を 助け ます 。 健康 な 人 々 は 
病気 の 人 が モス ク に いな いこ と に 気が付く と 家 を 訪問 し ます 。 
「 イ スラ ー ム の 上 兄弟 た ちの 援助 に 駆け つけ る 人 を 、 ア ッ ラ ー が 助 
けら れる 」 と いう ハデ ィ ー ス に お ける 吉報 の 対象 と な る べく 競い 
合う の で す 。 
礼拝 は 人 を 、 愚 事 、 醒 い 行 い 、 あ る い は 禁じ られ た 行い か ら 遠 
ざけ ます 。 罪 へ の 償い と な る の で す  。 ハ ディ ー ス で は 「 日 に 5 
司 の 礼拝 は 、 あ な た 方 の 誰か の 家 の 前 を 流れ る 川 の よう で ある 。 
誰か が 日 に 5 回 この 川 に 入っ て 体 を 洗え ば 、 そ の 体 に は 汚れ が 残 
ら な いよ うに 、 日 に 5 回 の 礼拝 を 行う 人 は 小さ な 罪 を 許さ れる 」 
礼拝 は アッ ラー と 言 者 へ の 信仰 に 次 いで 、 全 て の 行い 、 イ バ 
ー ダ より も さら に 尊い イ バ ー ダ で す 。 そ の 薦 、 礼 拝 は その ファ ル 
ド 、 ワ ー ジ ブ (義務 )、 ス ン ナ 、 ム スタ ハッ プ (推奨 行為 ) を 尊 
重 し つつ 行わ な けれ ば な り ま せん 。 預言 者 ムハンマド は ある ハデ 
ィ ー ス で 次 の よう に 仰せ られ まし た 。「 わ が ウン マ 、 わ が 友 た ち 
よ 。 そ の 実践 に お いて 完全 に 尊重 が な され て いる 礼拝 は 、 ア ッ ラ 
ー が 好ま れる 全て の 善行 の 中 で も 最も 崇高 な も の で ある 。 預言 者 
た ちの スン ナ で ある 。 天使 た ちら の 愛す る も の で ある 。 マ アリ ファ 
(アッ ラー に 関す る 智 ) と 、 地 と 天 の 光 で ある 。 肉体 の 力 で あ 
る 。 糧 の 恵み で ある 。 ドゥ アー が 受け 入れ られ る 媒介 で ある 。 死 
の 天使 へ の と りな し で ある 。 墓 で の 光 で あり 、 ム ンカ ル と ナ キ ー 
ル へ の 答え で ある 。 審判 の 日 に 人 を 覆う 影 と な る 。 地獄 の 炎 と 
と の 間 の 遮断 克 で や る 。 ス ラー ト 橋 を 稲妻 の よう に 通り 抜け させ 
る 。 天 国 の 鍵 で ある 。 天 国 で 王 脳 と な る 。 ア ッ ラ ー は 信者 に 、 礼 
拝 より も 重要 な も の は 与え られ な か っ た 。 も し 礼拝 より も 上代 高 な 
イ バ ー ダ が あっ た な ら ば 、 ま ず そ れ を 信者 に 与え られ た だ ろう 。 
な ぜ な ら 天 使 た ちの 一 部 は 常に キヤ ー ム (直立 ) を 、 一 部 は ルク 
ウ ( 立 礼 ) を 、 一 部 は サジ ダ ( 跳 拝 ) を 、 一 部 は タ シ ャ ッ フ ド を 
行っ て いる 。 これ ら の 全て を 1 ラ カ ー ト の 礼拝 に まとめ 、 信 者 に 
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贈ら れ た の で ある 。 なぜなら 礼 提 
あり 、 イ スラ ー ム の 言葉 で あり 、 
か ら で あ る 。 

ある 時 、 ア リー が アス ル の 礼 草 
まし た 。 彼 は その 奄 し み に よ り 、 


E は 信仰 の 頭 で も り 、 教 え の 柱 で 


言 者 人 と っ て の ミウ ラー ジェ だ 


天 の 光 で あり 、 地 獄 か ら 救 う も の で ある 」 


E を 過ごし て し まっ た こと が あり 


声 を あげ て 泣い て い 3 


E し た 。 預言 者 ム ハ ン マ 


ら を 丘 か ら 下 へ と 叩き つけ 、 
は 彼 の この 状態 を 


知り 、 ア リー の そば に 来 ら れ ま し た 。 彼 の その 状態 を ご 
て 諸 世 界 の 王 で ある 預言 者 ム ハ ン マ 


そし て ドゥ アー を 行わ れ ま 

ンマ 

われ 3 
アブ ー 

に 寝 入 っ て し まい 、 ウ ィ ト ル の * 

拝 に 預言 者 ムハンマド の 後 を 追 

ンマ ド に 会 い 、 泣 いて 訴え 3 


し た 。 


ー 
= 


し 


な 者 ) に 伝え な さ 
アッ ラー の 友 
は ある 晩 、 深 い 眠 り 【 


ー 


の で: た だ 。 


(功徳 ) を 与え た 。」 数 か 月 後 、 
ャ イタ ー ン が 来 て その 神聖 な 足 


「 起 き な さ い 、 礼 拝 の 時 間 が 過ぎ て し 


“は 「 ア リー よ 、 頭 を 上 げ な さ し 
E し た 。 ア リー は と て も 喜び 、 礼 提 
・ バ クル は ある 晩 、 多 く の イ バー ダ を 行っ た 為 に 


E し た 。「 ア ッ ラ ー の 使 
て くだ さい 、 ウ ィ ト ル の 礼拝 が で きま せん で し た 」 と 泣き 、 新 願 
まし た 。 預言 者 ムハンマド も 泣き 始め られ まし た 。 そ こ に 天使 
ジブ ラー イー ル が 現れ 、「 ア ッ ラ ー 
い 。 ア ッ ラ ー は 彼 を 
ワリ ー) で ある お 方 バ ヤ ジー ド ・ ビ スタ ー ミ 帥 
筐 われ 、 朝 の 礼拝 に 起き さる こと が で きま せ 
ん で し た 。 彼 が 余り に も 泣き 、 嘆 
「 バ ヤジ ー ド よ 、 私 は 
いた こと へ の 恵み と し て 、 あ な た ! 


磨 に な っ 
や も 泣き させ は じ め ら れ ま し た 。 
太陽 が 再び 上 が り 、 預 言 者 ム ハ 
、。 ま だ 太陽 が ある 」 器 溝 
E を 行っ た の で し た 。 


思 


夜 遅 く 
[ 拝 が で きま せん で し た 。 朝 の 礼 
ゝ ヽ 、 モ スク の 入り 口 で 預言 者 ム ハ 
徒 よ ! 私 を 助け 


佑 


の 使徒 よ 、 ス ッ ド ッ ゥ ー ク ( 地 実 


許さ れ た 」 と 告げ まし た 。 


げ 


\ た 為 、 次 の よう な 声 を 聴い た 
この 過ち を 許し た 。 あ な た が 潤 
こさ ら に 7 万 の 礼拝 の サワ ー ブ 
また 深い 眠り に 襲わ れ た 時 、 シ 
を つか ん で 彼 を 起こ し まし た 。 

E う 。」 バ ヤジ ー ド ・ ビ ス 


ター ミ 帥 は 「 シ ャ イタ ー ン よ 、 お まえ が この よう な こと を する と 


は 。 お まえ は 皆 が 礼拝 を 逃 し 、 
な ぜ 私 を 起こ し た の だ ?」 シャ 
「 朝 の 礼 提 


得 た 。 今 


な いよ うに と 。」 


時 間 が 過ぎ て し 


E を 逃し た 時 、 あ な た は 泣い て 7 万 の # 
は それ を 考え て あな た を 』 
の サワ ー ブ し か 得 ら れ な いよ うに 。7 万 


E う こと を 望む 。 
イタ ー ン は 答え て 言い まし た 。 
[ 振 の サワ ー ブ を 
思 こ し た の だ 。 1 回 分 の 礼拝 
回 の 礼拝 の サワ ー ブ を 得 


守 


ロ 


ます 。「 現 世 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


偉大 な る ワリ ー で ある ジュ ナイ ド ・ バ グ ダ デ ィ 師 は 言わ れ て い 


で の 1 時 間 は 、 審 判 の 日 の 千年 間 よ り も より 尊い 。 


な ぜ な ら こ の 1 時 間 で 誠実 な 、 受 け 入 れ ら れる 善行 を 実施 する こ 
と が で きる し 、 も う 一 方 の 千年 間 で は 何 も 行 うこ と が で き な い た 


めで ある 。」 


預言 者 ムハンマド は 言わ れ ま し た 。「 礼 拝 を 、 わ ざと 


次 の 礼拝 と 一 緒 に する の で あれ ば 、 地 獄 で so0 フク バ 焼 か れる だ 


ろう 。」1 フク バ は 来世 に お ける go 年 で あり 、 来 世に お ける 1 
は 現世 に お ける 千年 に 当たり ます 。 


だ か ら 、 イ スラ ー ム の 兄弟 た ちよ ! あな た の 時 間 を 、 無 駄 な 、 


無益 な も の に 費やし て は いけ な い の で す 。 あ な た の 時 間 の 価値 を 


知っ て くだ さい 。 あ な た の 時 間 を 良い こと の 為 に 使っ て くだ さ 
い 。 預 言 者 ムハンマド は 「 災 い の う ち 最たる も の は 、 時 間 を 無益 
な も の に 費やす こと で ある 」 と 言わ れ ま し た 。 礼 拝 を 時 間 通 り に 


行っ て くだ さい 。 審判 の 日 に 後悔 せ ず 、 ま た 大 き な 善 行 を 得る こ 


と が で きる で し ょ う 。 ハ ディ ー ス で は 次 の よう 言わ れ て いま す 。 


が 過ぎ て し 


し な い 人 、# 


礼拝 を 既定 の 時 間 に 行 わ ず 、 カ ダー に 残し 、 そ れ を 実践 する こ 
と な く 亡 く な っ た 人 の 慕 で は 、 地 獄 の 70 の 窓 が 開か れ 、 審 判 の 
まで 神 を 受け る 。」 
礼拝 を 、 規 定 の 時 間 に あ え て 行わ な い 人 、 す な わら ち 礼 拝 の 時 間 


E う こと を 悲し か こと も な い 人 は 教え か ら 逸 脱し 、 も 


し く は 信仰 を 持た な い 人 と し て 死ぬ の で す 。 礼拝 を 思い 起こ し も 


[ 拝 を 行う べき と 認め て いな い 人 は どう な る で し ょ う 


か 。 礼拝 を 大 切 に せ ず 、 和 目 分 が や る べき こと と も 思っ て いな い 人 
は 「 ム ル タ ド 」 す な わ ち 径 教 者 と な る 、 と いう こと を 、4 つの 学 


派 の 全て の 学者 が 意見 を 一 致 さ せ て 教え て いま す 。 礼拝 を わざ と 


行わ ず 、 そ れ を 後 で カ ダ ー と し て 行う こと すら 考え な い 人 も 「 ム 
ル タ ド 」 す な わ ち 径 教 者 に な る こと が 、 ア ブ ド ゥ ル ガ ー ニ ・ ナ ブ 


ル シ ー 帥 の 
「 天 の 災い 」 


『 ハデ ィ カ ー ト ゥ ン ・ ナ ディ ヤ 』 と いう 書物 の 
と いう 部 分 で も 書か れ て いま す 。 


イマ ー ム ・ ラ ッ バ ー ニ 師 の 『 書簡 集 』 と いう 本 の 第 1 
巻 、275 番目 の 書 備 で は 次 の よう に 書か れ て いま す 。 


- あな た 方 が この 恵み を 得 た こと は 、 イ スラ ー ム の 知識 を 教え 
た こと 、 そ し て イス ラー ム 法 の 規定 を 伝え た こと に よる 。 そ の 地 


で は 無知 が 


ほ 付 き 、 迷 信 が 広め られ て いた 。 ア ッ ラ ー は 愛さ れる 
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ーー 礼 振 の 書 ーー 


お 方 の 愛情 を あな た 方 に 与え られ た 。 だ か ら イ スラ ー ム の 知識 を 
教え 、 法 の 規定 を 伝え る 為 に で きる 限り の こと を し て ほし い 。 こ 
の 2 つ は 全て の 幸福 の 始ま り で あり 、 上 昇 へ の 媒介 で あり 、 救 い 
の 要因 で ある 。 十 分 に 努力 し て ほし い 。 宗教 者 と し て 尽力 し て ほ 
し い 。 そ の 地 に お いて 命じ られ た こと を 伝え 、 禁 じ ら れ た こと を 
避け させ 、 正 し い 道 を 示し て ほし い 。 衣 を 纏う 者 章 第 19 節 で は 
「 本 当 に これ は 訓 戒 で ある 。 そ れ で 望む 者 に 、 主 へ の 道 を 取ら せ 
な さい 」 と 命じ し られ て いる 。 


茶 み さい 、 春 を 存 お う 、 心 の 竣 ん を 大 き 去 ろ う 
デッラ ー だ 近づく ぐ こ と な な できない ひい 丸 看 を し かない 誠 な 
どこ で 丸 克 を 存 お うと 、 商 な 全て 署 刀 沙 ち る 

公夫 全 と 婦 る こと な で き い 存 を し な い 旗 ク な 
クル アー ン で アッ テー か 彰 を 賞 蔵 され た 

丸 左 し 交 い 大 りり 、 そ の 考 を 愛さ な いと 女 せ られ た 
ハデ ィ ー ス で 友 言 わあ 嫌 で て いる 

大 妃 の し る し な 、 和 人 に だ お いて 妨 ら か に ば な ら 交 ひい 

第 が 大 を し 交 い 大 りな 

丸大 を 一 つ 要 み うこ と な 大 き 人 次 胃 で ある 

族 奪 し て る 誠 さ な い 

みみ ダー の 婦 存 を し な かい 大 りな 

尋 を 敵 枯 する 考 な 

大 女 か ら 去 る こと だ な る 

色 な ムスク ム と な 交 ク 北 み い 

丸 彰 を し 交 い 大 な 

丸 義 な 心 を 消 め 、 凍 を 枯 ざ ゲ る 

消 め られ る こと な 交 い 

丸 彰 を し 交 い 大 な 


ーー] 礼拝 の 書 ーー 一 


第 1 部 


信仰 と 礼拝 


まず 礼拝 を すべ き で ある 


アッ ラー は 、 人 が こ 


こと 、 来 世 で も 無 


限 の 医 


す 。 そ の た め に 


の 人 に 必要 な こと で す 。 
信仰 ( イ my の 


を 語る と 認識 する こと 、 そ の 人 を 信 
言 者 ムハンマド が アッ ラー の 預 
て 選ば れ た 使者 で ある こと を 事 
すこ と 、 ア デッラ ー が シン プル な 


ル な 


多 で 、 包 括 的 な 


る こと 、 で きる の で あれ ば 信 


す 。 強い 信人 


よう ! 
し 、 
れる こ 
か り し た 形 で 心 
信仰 と 
で 受 ! 
信者 (ムー ミン ) 、 
は 預言 者 ムハンマド 
NACS 
分 に 学ぶ こと 、 そ し て 


幸 
人 千 し られ まし た 。 災い の 要 
アッ ラ こ の 第 一 NN 


の 世界 で 快適 に 安 ら い で 生き る こと が で きる 
に 至る こと が で きる こと を 願っ て お られ ま 


申 の 婁 


凡 と な る 有益 な こと を 行う よう に 


大 


と な る 有害 な こと は 禁じ られ まし た 。 


は 


用 で 教え られ て いる こと は 


! と は 、 火 が 焼く こと 、 へ ビ 
を 死な せる こと が ある こと を 経験 と し て 信じ 、 
こ 、 心 か ら 完 全 に アッ ラー と その 
の ご 満悦 や 美 を 求め て 努力 する こと 、 そ の 罰 や 
と 、 そ し て その 信仰 を 大 理 石 に 書か れ た 文字 の よう に し っ 
に 定着 させ る こと で す 。 
は 、 預 言 者 ムハンマド が 語 
け ナ 入れ る 、 す な わ ち 信じ る こと で す 。 


ブ プ アノ 


人 と で す 。 信仰 す る こと ! 


全て 


に と っ て 信仰 は 必須 な の で す 。 

書 に お いて は 誰か が 完全 に 正しい こと 
中 する こと を 意味 し ます 。 預 
で ある こと 、 ア ッ ラ ー に よっ 
と 見 な し 、 信 じ て そ れ を 口 に 出 
用 で 教え られ て いる こと は シン プ 
包括 的 な 形 で 信じ 
に 出し て 唱え る こと で 
が 噛ん で 毒 を も た らし 人 
それ ら か ら 逃 れる 
特性 を 偉大 で ある と 褒 識 
威厳 か ら 逃 


言 孝 


百 


テー 


生 


兄 告白 を 


られ た 全て の こと に 
この よう 6 


心 
PE 


そし て ムスリム と 呼び ます 。 全て の ムスリム 
に 従い 、 
従う 為 に 


彼 が 示さ れ た 道 を 進む こと が 必要 で 


まず 信仰 し 、 そ れ か ら イ スラ ー ム を 十 


レ ド で ある こと を 実行 し 、 禁 じ ら れ た 


も の を 人 避け 、 そ の 後 ス ン ナ を 実行 し 、 マ クル ー フ で ある も の を 庁 
ける こと が 必要 な の で す 。 そ の 後に ム バ ー フ (許容 行為 ) で ある 


こと に 


つい て も その お 方 に 
イス ラー ム の 基本 は 信仰 で す 


に ほ 徒 り よ う 


努力 する べき な の で す 。 
。 信 仰 を 持た な い 人 の イ バ ー ダ や 


BL 


レ ( 


の 他 の ファ ルド や 禁じ られ た 


感 
旬 代 


A 


表す ぁ 


の 要 


べき 


知識 は 


ム ノ ヽ 
学び 、 
持つ 


信仰 ( 


療 行 を 決し て アッ ラ 
せん 。 ム スリ ム と な る こと を 望む 人 は 


大 浄 ・ 洒 浴 ) 、 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


ー は 好ま 


ドド 


れず 、 受 け 入れ られ る こと も あり ま 
まず 信仰 し 、 そ れ か ら グ ス 
( 小 浄 ) 、 礼 拝 、 そ し て 必要 と な る そ 
[本 を 学ぶ べき な の で す 。 


信仰 は 正しく ある べき で ある 


だ な を ロロ っ 


や 知性 


が 


見 同 


因 と な り ま 


事柄 に 


皿 性 
ド が 教え 
E 信 
為 に は 、 以 下 

は 継続 的 で 定 


ンマ 


その ま 


に に 


科学 の 知識 は 
な いこ と 、 創 造 主 が いる こと を ] 
956 
マ ド が も た ら さ れ た 知識 を 学び 、 信 じ る と いう こと で す 
「 も し 納得 
は 、 預 言 者 た ち を 信じ て いな いこ 
を 持つ 人 々 が 見 昌 


OMY で 。 


E 握 し た 
、 世 界 ( 


ー 
0 


信仰 と は 


率 " 


時. 


られ た 事柄 
じ る べき な 


着 し た も の 


ら 離 れる こと を 考え て は いけ 


や め 


に っ 


信 


な ど と 言 
に な り ま 


2 
Pa 
者 の 信仰 は 


う 人 は その 
す 。 


、 諾 れ と 希望 


を 恐れ 、 し か し その 世 悲 に 一 
す 。 罪 を 行う こと を 避け 、 罪 


な けれ ば な り ま せん 。 そ し て 全て の 罪 を 3 


ー の 


た か 
似 


と 時 に は 、 来 


お 調 


の よう に な る 
が 尽き る 瞬間 に 


F し に 対し 希望 を た 失っ て は いけ な い の で す 。 罪 に つ 
悟 を 行う べき で す 。 な ぜ な ら 悔 悟 を 行っ た 人 は 、 人 罪 を 犯さ な か っ 


知識 は 、 信 仰 に 至る 為 の 助け と な り 
お ける 均衡 や 秩序 が 偶然 の 産物 で は 
理解 し 、 知 り 、 信 仰 に 至る こと へ 
後 の 預 言 者 で ある 預言 


中 


と を 意味 しま 
HH し た も の で は な い の で す 。 預 
こ 従う 学者 た ちから 
認め られ る 信仰 を 


を 、 ス ン ナ の 道 に 
の で す 。 正 し く 、 


の 条件 に も 従う こと が 必要 で す 。 


で ある べき で す 。 一 上 で あれ そこ か 
な い の で す 。3 年 後に は ムスリム を 
瞬間 に 信仰 を 失い 、 イ スラ ー ム か ら 


の 間 に あ る べき で す 。 ア ッ ラ ー の 禄 
瞬 た り と も 絶望 し て は いけ な い の で 
に よっ て 信仰 が 失わ れる こと を 恐れ 
hh し た と し て も 、 ア ッ ラ 
いて 悔 


か ら で す 。 
に 至る 前 


に 信仰 を 持つ こと が 必要 で す 。 死 が 迫 
世 の あ り 方 が 示さ れ ま す 。 そ の 時 に は 、 全 て の 不 


\ も の に 対し て 行う 
な けれ ば いけ な い の で す 。 


寺 つ こと を 望む で し 


の 
べき な の で す 。 
目 で 見 て し 3 


E え 


し か し 信仰 は に 見 
で 見 る こと な く 信 じ 
ば 信仰 し た こと に は 


な ら な い の で す 。 し か し この 瞬 間 に も 、 


れ ま す 。 


太陽 が 西 か ら 癌 る 前 に 
り の 大 き な し る し の 一 つが 、 


が 


を 見 た 


れ ま せん 。 も は や 
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言 他 を 持つ で し ょ 2 う 。 


馬 悟 の 扉 は 閉じ られ て いる の で す 。 


信者 の 悔 悟 は 受け 入れ ら 


言 他 し な けれ ば いけ ませ ん 。 世界 の 終わ 
太陽 が 西 か ら 虹 る こと で す 。 それ 
し か し その 信仰 は 認め ら 


アッ ラー 以外 の 何 も の も 、 幽 玄 界 の 事象 、 秘 め ら れ た 事象 を 知 


ら な いと いう こと を 


ラー が ご 存じ で あ 


言 じ る べき で す 。 つ まり 、 幽 玄 界 は た だ アッ 
、 そ し て アッ ラー が 教え られ た も の の み が そ 
れ を 知る の で す 。 天使 、 


ジン 、 ジ ジャ イタ ー ン 、 き ら に は 酸 言 者 た た 


ちゃ も それ を 知る こと は あり ませ ん 。 し か し 預言 者 た ちや 誠実 な し 


も べた ち に は 、 幽 玄 界 か ら 知識 が 与え られ る こと が あり ます 。 
信仰 や イ バ ー ダ に つい て の 規定 は  、 強 制 


イス ラー ム の 


れ な い 限 り 意図 


的 に 


さ 
否定 し て は いけ ませ ん 。 イ スラ ー ム の 規定 
の 


( すなわち イス ラー ム の 命じ し て いる こと ) や 禁止 事項 
ーー つ で も 軽視 する こと 、 ク ルアー ン や 天使 、 預 言 者 た ちの うち 


いずれ か ー つ で も 傷 
に つい て 、 強 制 が な い 限 り 、 
と と な り ま す 。 
務 で ある こと を 。 


た な いこ 
拝 が 義 


な い 状態 で 杏 定 す る と 


イス ラー ム が 明 


白 に 


辱 す る こと 、 そ 


し て これ ら や その 伝え た 事柄 
言葉 で 否定 を 行う こと は 信仰 を 持 
アッ ラー の 存在 、 天 使 た も ち 、 グ スル や 礼 
殺害 する と 脅 さ れ て いる よう な や む を 得 
に し た 人 は 、 不 信仰 者 と は な り ま せん 。 


0 NM 疑い や 不安 
を 抱い て は いけ ませ ん 。 礼拝 
他 の アル コー ル 飲 料 を 


が 義務 で ある こと 、 ワ イン や その 
に する こと や 、 賭 博 、 利 子 や わい ろ が 


ハラ ー ム (禁じ られ た も の ) で ある こと に つい て 疑い を 抱く こと 


は 、 信 仰 か ら の 人 逸 


避 の 要 
る も の を ハタ マー ム し と 大 べ 立て る と と ち 、 


と な り ま す 。 ある い は ハラ ー ル で あ 
ハラ ー ム で ある も の を ハラ 


ー ル で ある と 訴え る こと に つい て も 同様 で す 。 


信仰 
性 で 把握 で きた 
情 屋 信二 戸 械 
れ た 


は 、 イ スラ ー ム が 教え て いる 形 で ある べき で す 。 自分 
用 で 、 あ る い は 哲学 者 や 科学 者 た ち が 教 える 
、 信 仰 と は な り ま せん 。 問 言 者 ムハンマド が 教え ら 
形 で 信仰 する こと が 必要 な の で す 。 


け の 理 
で 


信仰 する 人 は 、 た だ アッ ラー の 人 為 に 愛し 、 た だ アッ ラー の 人 為 に 敵 
対す る べき で す 。 ア ッ ラ ー の 友 で ある ムスリム た ち を 愛し 、 イ ス 
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ラー ム に 対し 手 や ペン に よっ て 敵対 する 人 々 は 愛し て は いけ な い 
の で す 。 こ の 敵意 は 心 に 存在 する も の で す 。 (ムスリム で は な い 
人 々 、 ム スリ ム で は な い ト ルコ 人 、 そ し て 和 観光 客 な ど に も 、 笑 顔 
と 優し い 言 葉 で 接する べき で す 。 良い 徳 に よっ て 私 た ちの 教え 
を 彼ら に 愛し て も ら う の で す 。) 

預言 者 ムハンマド と その 教 友 た ち が 示 し た 正しい 道 か ら 離 れる 
こと の な い 真 の ムスリム た ち が 信 じ た よ うに 、 信 仰 を 持つ べき で 
す 。 正 し く 信 じ る 為 に は 、 ス ン ナ の 道 を 行く 人 々 の 信仰 に ふさ わ 
し い 形 で 信仰 する べき な の で す 。 ス ン ナ の 道 を 行く 学者 た ちの 書 
いた 真 の 宗教 書 に 従う 人 々 に は 、100 回 分 の 疾 教 に 値する 善行 
が 与え られ ます 。4 つの 学派 の いずれ か に 属す る 学者 を 、「 ス ン ナ 
に 従う 学者 」 と 呼び ます 。 ス ン ナ に 従う 学者 た ちの 長 は 、 イ マー 
ム ・ ア ー ザ ム ・ ア ブー・ ハ ニー ファ で す 。 こ の 学者 た ち は 、 教 友 
た ちか ら 学 ん だ こと を 記し て いる の で す 。 教 友 た ち も 学 者 た ち 
に 、 預 言 者 ムハンマド か ら 聞 いた こと を 伝え た の で し た 。 


スン ナ に 従っ た 信条 


ムスリム で ある こと の 最初 の 条件 は 、 信 仰 す る こと で す 。 正 し 
い 信仰 は 、 ス ン ナ に 従っ た 信条 に 基づい て 信じ る こと で 可能 と な 
り ま す 。 知 性 を 持ち 、 思 春期 を 終え た 男女 の 最初 の 義務 は 、 ス 
ナ に 従う 学者 た ち が 書物 に 書い て いる 信仰 に つい て の 知 
識 を 学び 、 そ れ ら に 従っ た 形 で 信仰 する こと で す 。 最 後 の 審判 の 
に 地獄 で の 六 か ら 逃 れる こと は 、 彼 ら が 教え た 事 を 信じ る こと 
MM E と な る の で す 。 地獄 か ら 救 われ る 人 々 は 、 た だ 、 彼 ら の 道 
を 進む 人 々 な の で す 。 彼 ら の 道 を 行く 人 々 を 「 ス ン ニ 」 も し く は 
「 ス ン ナ 派 」 と 呼び ます 。『 イス ラー ム の 徳 』 と いう 書物 の 
553 ページ 、 第 46 の 書簡 を 参考 に し て くだ さい 。 

ある ハデ ィ ー ス で は 「 私 の ウン マ は 73 の 派 に 分 か れる 。 こ の 
うち ーー つの 派 の み が 地 獄 の 六 か ら 救 われ る 。 他 の も の は 減 び 、 地 
獄 に 行く こと に な る 」 と いわ れ て いま す 。 こ の 73 の 派 の それ ぞ 
れ が 、 イ スラ ー ム に 従っ て いる こと を 主張 し て お り 、 地 獄 か ら 救 
われ る と され て いる 派 が 自分 た ち で ある こと を 訴え て いま す 。 信 


エ 帆 


全 
O 
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者 た ち (アル ニム ウミ ヌー ン ) 章 第 54 節 及 び ビ ザン チン (アッ 
ーー ローム) 章 第 32 節 で は 「 そ れ な の に か れ ら は 諸 宗 派 に 分 裂 し 
た 。 し か も 各 派 は 自分 た ち が 素 晴らし いと 言っ て いる 」「 そ れ は 

宗教 を 分 裂 さ せ て 、 分 派 を 作り 、 そ れ ぞ れ 自 分 の 持っ て いる も の 
に 喜び 、 満 足し て いる 者 」 と され て いま す 。 し か し この 様々 な 派 
の 中 で 救 わ れる で あろ 2 う 唯 一 つの も の の し る し と し て 、 預 言 者 ム ハ 
ンマ ド は 次 の よう に 告げ られ て いま す 。「 こ の 派 に 属す る 者 と 
は 、 私 や わが 教 友 た ちの 道 を 行く 人 々 で ある 。」 教 友 の う ち 誰 か 
一 人 で も 愛さ な い の で あれ ば 、 ス ン ナ の 道 を 行く 人 で ある こと か 
ら 人 逸脱 する の で す 。 ス ン ナ に 従う 人 々 の 信条 を 持た な い 人 は 、 不 
信仰 者 も し く は 逸脱 者 と な り ま す 。 


スン ナ に 則 し た 信条 を 持つ こと の 証 

アッ ラー は 、 ス ン ナ に 従う 用 で 信仰 を 持つ ムスリム た ち 
0 され ます 。 多く の 条件 を 満た すこ と で 初め て スン ナ 

に 従っ た 信仰 を し て いる と 言え ます 。 スン ナ に 従う 学者 た ち は 

この 条件 を 次 の よう に 説明 し て いま す 。 

信仰 の 6 つの 条件 、 す な わ ち アッ ラー へ の 信仰 と その 唯一 性 
( それ に 類する 存在 が な いこ と ) を 信じ る こと 、 天 使 、 大 典 、 
預言 者 た ち 、 来 世 で の 生 、 定 命 (良い こと も 悪い こと も アッ 
ー に よっ て 創造 され た も の で ある こと ) を 信仰 する こと で す 。 
れ ら は 「 ア ー マ ン トッ ゥ ッ 」 で 示さ れ て いま す 。 

アッ ラー の 最後 の 盛 典 で ある クル アー ン が 、 ア ッ ラ ー の 言葉 で 
ある こと を 信じ る こと で す 。 

信者 は 、 自 分 の 信仰 に つい て 疑い を 抱い て は いけ ませ ん 。 

預言 者 ムハンマド を 信じ 、 生 前 に その お 方 を 目 に する 人 誉れ を 与 
えら れ た 教 友 た ちの 全て を 深く 愛す る べき で す 。4 代 の カリ フ 、 
そし て 預言 者 ムハンマド の 家族 、 妻 た も の うち 、 誰 に つい て も 否 
定 的 な こと を 口 に する べき で は あり ませ ん 。 

イ バ ー ダ を 、 信 仰 の 一 部 と 見 な すべ き で す 。 ア ッ ラ ー の ご 命令 
と 禁じ られ た 事柄 を 信じ つつ 、 そ れ を 面倒 が っ て 行わ なかい の で あ 
れ ば 不信 仰 者 と な る と 認識 する べき で す 。 ハ ラー ム に 重き を 置か 
ず 、 軽 視 す る 人 、 イ スラ ー ム を か ら か う 人 の 信仰 は 消え ま まっ て い 
く で し まり の 。 
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礼拝 を し 、 ア ッ ラ ー と 預言 者 ムハンマド を 信じ て いる と いう 一 
方 で 、 誤 っ た 信仰 を 持つ 人 を 否定 し た り 、 彼 ら が 不信 仰 者 で ある 
と 主張 し た り し て は いけ ませ ん 。 

俳 を 犯し た こと が 明らか に 分 か っ て いる 人 以外 、 ど の 信者 の 
背後 で も 礼拝 を 行う べき で す 。 こ の 法規 は 、 金 曜 礼拝 、 イ ー ド 
大 祭 ) の 礼拝 を 先導 する 統治 者 や 首長 に つい て も 同様 で す 。 
ムスリム は 、 自 分 た ちの 統治 者 、 支 配 者 に 反抗 する べき で は あ 
り ま せん 。 反抗 する こと は 騒乱 を も た ら す こと と な り 、 様 々 な 災 
い の 要 因 と な り ま す 。 彼ら が 善行 を 施す よう ドッ アー し 、 罪 で あ 
る 事柄 を 放棄 する よう 穏やか な 言葉 で 忠告 する べき で す 。 

ウド ッ ゥ ッ ー を 行う 際 、 足 を 洗う 代わ り に 、 特 に 何 の 支 障 や 必要 性 
が な か っ た と し て も 、 濡 れ た 手 で 一 度 革 製 の 靴下 の 上 か ら 湿 ら せ 
る こと が 、 男 性 に も 女性 に も 許さ れ て いま す 。 裸足 も し く は 靴 
下 を は いた 足 に は これ は 適用 され ませ ん 。 

天 言 者 ムハンマド の ミー ラー ジュ (昇天 ) が 、 魂 と 肉体 と 共 
和 有 有 お 和 札 た こと で ある こよ を 信じ な けれ ば いけ ま 邊 ん 。! ミ ー ラ テラー 
ジュ は 夢 の 中 で 起こ っ た こと で ある 」 と いう 人 は 、 ス ン ナ の 道 か 
ら 離 れ た こと に な り ま す 。 


ー 
ー 


信者 た ち は 、 天 国 で アッ ラー に まみ えま す 。 最 後 の 審判 の 
、 預 言 凍ら に よっ て と りな 
レ が 行わ れ ます 。 そ れ か ら 墓 で の 尋問 が あり 、 そ こ で の 
罰 は 魂 と 肉体 の 双方 に 対し て 与え られ ます 。 ア ウリ ヤー ( 聖 
人 、 ア ッ ラ ー の 友 ) た ちの 奇 味 は 真実 で す 。 奇 器 と は 、 ア ッ ラ ー 
が 愛さ れる し も べべ に お いて 顕 れ る 奇 踏 的 な 状態 で あり 、 ア ッ ラ ー 
の 規定 の 範 購 外 、 す な わ ち 物理 や 科学 、 生 物 の 法則 に 反する 形 で 
0 に 数 多く 存在 し 、 と て も 全て を 
耕 定 する こと は 不可 能 で す 。 に いる 魂 は 、 生 者 が 行っ て 
ERSS Pe クル アー ン を 読む こ 
と 、 サ ダ カ を 支払 うこ と 、 さ ら に は 全て の イ バ ー ダ の 善行 を 死者 
の 魂 に 贈る こと は 彼ら に と っ て 効果 が あり 、 六 が 軽減 され る 、 
も し く は 取り 除 か れる 理由 と な り ま す 。 これら 全て を 信じ る こ 
と が 、 ス ン ナ に < 従う 信仰 を 持つ 人 で ある こ と の し る し な の で す 。 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


信仰 の 条件 


信仰 の 条件 は 6 つ あ り 、 これ ら は 「 ア ー マ ン トッ ゥ 」 で 明らか 
に され て いま す 。 預 言 者 へ ムハンマド は 、 信 仰 と は 定め られ た 6 
つの 事柄 を 信じ る こと で ある と 教え られ て いま す 。 こ の 為 、 ム 
スリ ム で ある な ら ば Men 
トッ 」 を 暗記 させ 、 そ の 意味 を 十分 に 教え る べき で す 。 

アー マン トゥ : アー マン トッ ビッ ラー ヒ E ワ マ ラー イカ ティ ヒ 
ー ワク トゥ ビ ヒ ー ワル スリ ヒー ワル ヤ ウ ミ ルアー ヒ リ ワ ル 
カ ダ リ ハイ リヒ ー ワ シャ ッ リ ヒー. 

ミナ ッ ラ ー ヒ タタ アー ラー ワル バア スイ バア ダル マウ ティ ハッ ク 
ン 、 ア シュ ハ ド アン ラー イラ ー ハ イッ ラッ ラー、 ワ ア 
ジュ か ド アデ ンチ ハン マイ ダン アデ ドッ プー ワダ スー ルツ 


第 一 の 条件 
アッ ラー を 信じ る こと 


「 ア ー マ ン トッ ゥ II ホホ べ る こと は 、 ア ッ ラ ー の 存在 
と 唯一 性 を 信じ * 心 で 論 Ka yo と いう 意味 で す 。 アッ 
ー は 存在 し 、 唯 一 2 ー つ 、 と いう 言葉 に は 辞書 的 
に は 2 種類 の 意味 が あり ます 。 一 つめ は 数 の 観点 か ら 2 の 半分 で 
あり 、 数 の うち 最初 の も の で す 。 も う 一 つ は 、 並 び 得 る も の 、 類 
似 し た も の が 存在 し な いと いう 観点 か ら の 「 一 」 で す 、 ア ッ ラ ー 
は 数 の 観点 か ら で は な く 、 並 び 得 る も の 、 類 似 し た も の が 存在 し 
な いと いう 和 観点 か ら 「 唯 一 」 で あら れ ま す 。 つ まり その 特性 ・ 
属性 に お いて どの よう な 形 で あれ アッ ラー に 配 さ れる 存在 は な い 
の で す 。 全 て の 被 造物 の 特性 ・ 属性 は 、 それ を し た 
特性 、 属 性 と は 類似 し な いも の で ある と 同様 に 、 創 造 主 の 特性 

周 性 も 、 そ の 創造 され た も の の 特性 や 必 性 と は 類似 し な いも の な 
の で す 。 
全て の 被 造物 の あら ゆる 器官 ・ 細胞 の 創造 主 、 無 か ら 存 在 さ 
せら れ た お 方 は た だ アッ ラー の み で す 。 ア ッ ラ ー の 特性 の 真実 を 
知る こと は 誰 に も で きま せん 。 人 が 考え 、 思 いつ く よ う な も の か 


て 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


ら 、 は る か に 


っ て 誰 

も な く 終 わ 
な いも の で あり 、 
で す 。 す な わら ち 前 、 
ん 。 た だ 「 あ ら 


か け 離 れ て いる の で す 。 そ の 特性 に 
ら せ 、 考 える こと は 適切 で は あり ませ ん 。 私 た ちら は た だ 、 
ー ン で 述べ られ て いる 特性 
に する べき な の で す 。 
も な いも の で す 。 そ の 
認識 され て いる 6 つの 
後ろ 、 
うる 場所 に 存在 され 、 あ ら ゆ る 場所 


は 決し て 
角 か ら も 
上 、 下 どい うり 


時 性 


向 4。 春 5 


れる 」 と 表現 する こと が で きる の で す 。 


アッ ラー の 特性 


ヴ ジ ュー ド : ア ッ ラ ー は 
ー ジ ブル ・ ヴ ジュ ー ド 」、 
キダ ム : アッ ラー の 存在 


バカ ー: ア ッ ラ ー の 存在 に 
ん 。 類似 す る も の の 
に お いて 和 無 
ー の 特性 、 
ド 同 作業 者 も 類似 する 存在 も あり ませ ん 。 
MO 
こ お い て 、 ど の 被 造物 の 特性 や 


れる こと は あり ませ 
に 、 そ の 特性 や 属性 
導 ン の 
kV で 


性 ( 


は 14 あり 、 
性 、8 つ は スプ ブー ト の 特性 


覚え る こと は と て も 重要 で す 。 


存在 し 、 そ の 存在 は # 


に 始 
は 終わ り は あり ませ ん 。 
存在 が 不可 能 で ある よう 
は 不可 能 
そし て その みわ ざ に 


その うち の 6 


ザー ト の 特性 


つい て 


や 美 名 を 覚え 、 そ の 神 司 
全て の 特性 と 美 


と 呼ば れ ま す 。 こ れ ら の 意 


思い を 巡 
クル ア 
E を これ ら に よ 
名 は 、 始 まり 
と ど ま る こと の 
か かけ離れ た も の 
も の は あり ませ 
に 向い て お ら 


つ は ザー ト の 特 
味 を 知り 、 


限 で す 。 そ し て 「 ワ 


すなわち その 存在 は 必須 で ある の で す 。 


まり は あり ま 


ト ん 。 


と な る こと 
属性 、 


属性 


キヤ ー ム ・ ビ ナ フ シ ヒ : 
きら れ まず 。 
在 し な い 時 か ら 、 ア ッ ラ ー 


界 を 無 1 
れ て いた の で あれ 、 


PE ド メ タ ラ プー 


アッ ラー は その 特性 と 共に 


場所 を 必要 と は され ませ ん 。 物質 や 空 


決し て 消失 さ 


な の で す 。 
お 


は その 特性 、 


必 


に 類似 し て は お られ ませ ん 。 


こ ひ と り で に 生 
間 が 存 


は 存在 され て いま し た 。 なぜなら アッ 
ラー は どの よう な も の で あれ 必要 と は され な いか ら で す 。 この世 


され る より 以前 に どの よ 


うな 特性 を 持た 


に その よう で あら れる の で す 。 


スプ ブー ト の 特性 


命 を 持た れる お 方 で す 。 
物 の 生命 と は 類似 し な いも の で あり 、 そ の 特性 に 


その 生命 は 被 造 
ふさ わし く 、 ま 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


た 固有 の 生命 で あり 、 始 まり も 終わ り も あり ませ ん 。 
イル ム : アッ ラー は 全て を ご 存じ で あら れ ま す 。 ア ッ ラ ー の 知 は 


被 造物 の 知 と は 異な り ま す 。 闇夜 


く の を ご 覧 に な られ 、 そ れ を お 知り に 
考え や 意志 を も ご 存じ で す 。 そ の 知 に 


わり も な いも の で す 。 


に 、 ア リー が 黒い 石 の 上 を 歩 


な り ま す 。 人 の 心 に 浮か ぶ 
は 変化 は な く 、 始 まり も 終 


サミ イ : アッ ラー は 聞い て お られ ます 。 媒介 な く 、 道 具 な く 、 聞 
いて お られ る の で す 。 アッラー の 聞か れ 方 は 、 し も べべ の 聞き 方 に 


は 類似 し な いも の で す 。 こ の 特性 も 、 


も 終わ り も な いも の で す 。 


全て の 特性 と 同様 に 始ま り 


バ サ ル : アッ ラー は ご 覧 に な っ て お られ ます 。 道具 や 条件 な し に 
に な る の で は あり ませ ん 。 


ご 覧 に な られ ます 。 目 に よっ て ご 覧 に 


イラ ー ダ : アッ ラー は 望ま れん ます 。 思 ま れん た も の を 創造 され ま 


す 。 全 て は 、 ア ッ ラ ー が 望ま れ た こと に よっ て 存在 し ます 。 そ の 
お 望み の 妨げ と な る よう な カカ は 一 切 存在 し ませ ん 。 
ク ド ッ ゥ ッ ラ : アッ ラー は 全て に お いて その 力 が 十分 で あら れ ま す 。 


る ん ん な こ で で あれ 。 アッ メラ ター に と っ る て 
カラ ー ム : アッ ラー は 語ら れる お 方 で す 。 そ れ は 道具 、 文 字 、 声 


舌 に よる も の で は あり ませ ん 。 


タク ウィ ー ン : アッ ラー は 創造 者 で あら れ 3 
創造 者 は 存在 し ませ ん 。 全 て を アッ ラー が 創造 され ます 。 ア ッ ラ 
ー 以 外 の も の に つい て 創造 者 と いう べき で は 


林 難 で は な の で す 。 


ます 。 プ ダブ プー 以外 に 


ト ょ あり ませ ん 。 


アッ ラー の 特性 の 真実 を 理解 する こと は 不可 能 で す 。 誰 も 、 そ 
し て どん な も の も 、 ア ッ ラ ー の 特性 を 分 か ち 合う こと も それ に 似 


世 る こよ も で きま せん 。 


第 2 の 条件 
天使 た ち を 信じ る こと 


「 ワ マラ ー イ カト ッ 」: 私 は アッ ラー の 天使 た ち を 信じ まし 
た 、 と いう と こと で す 。 天使 た ちら は アッ テー の し も べ で す 。 人 移 て の 
俳 を 犯し ませ ん 。 男女 の 差 


天使 は アッ ラー の 命令 に 従い 、 
は な く 、 結 婚 し ませ ん 。 彼ら に は 


生命 が 


* あ り ます 。 食 べ る 


ーー] 礼拝 の 書 ーー 一 


こと 、 飲 むこ と 、 


眠る こと は あり ませ ん 。 光 で で き て お り 、 知 性 


も 宗 高 な 存 有 


を 持ち ます 。 そ の うち 


ジブ ラー イー ル ( 彼 の 上 に 
記 直 を も た ら す こと 、 命 令 や 禁止 ヨ 
上 に 


イス ラー フィ ー ル ( 彼 の 


F 安 あれ ) : 


と が その 役割 で す 。1 ロ 


に は 全て が 再び 艇 り ま す 。 


ミー カー イー ル ( 役 の 上 に 1 


こと 、 豊 か で ある こと 、 


アズ ラー イ 
の 役割 で す 。 

彼ら に 続 
ノル レシ ジ シュ 」 と 


叶 ば れる 天使 


ー ル ( 彼 の 上 に 


生物 は 、 ア ッ ラ ー を 除い て 全て 死に # 


は 4 人 い 


F 安 あれ ) : 


F 安 あれ ) 


\ て 4 つの 階級 の 天使 た ちら が いま す 。 
E す 。 ア ッ ラ ー の 御前 


E が 4 大 天使 で す 。 


ほ 項 を 教え る こと で す 。 
F 安 あれ ) : ス 
に それ を 吹い た 時 ( 
色 え ます 。 2 回 目 


その 役割 は 預言 者 た ち に 


| 


スー ル を 吹き 鳴ら すこ 
こ 出 る 音 を 聞い た 
に 吹い た 時 


欄 を 送る こと 、 安 く な る 


秀 儲 と な る こと 、 高く な る こと 、 そし て 
あら ゆる 物質 を 動か す 役割 を 負っ て い 3 


E す 。 


: 人 々 の 魂 を 取る こと が そ 


「 ハ メレ - イ - ア 
に 存在 す 


る 天使 を 「 ム カッ ラビ ー ン 」 と 呼び ます 。 久 を 与え る 天使 た ちの 


うち 大 き な も の を 「 カ ルー ビ ヤ ー ン 」、 
ハー ニー ヤー ン 」 と 呼び ます 。 天 国 
地獄 の 3 


の 名 は ルド ゥ ヴァ ー ン 、 
「 マ ー リ ク 」 で す 。 地獄 
す 。 最も 数 の 多い 被 千 
イ バ ー ダ を 行っ て いな い 


第 3 の 条件 


慈悲 の 天使 た もち を 「 ル ー 


の 天使 た ちの うち 偉大 な も の 
だ 使 た ちら の うち 僅 大 な も の の 名 は 
の 天使 た も ちら を 「 ザ バー 
物 は 天使 で す 。 天 に お いて は 天使 た ち が 
場所 は 存在 し ませ ん 。 


ー」 と 呼び ま 


啓典 を 信じ る こと 


「 ワ クト ッ ゥ ッ ビ ヒー」 
いう 意味 で す 。 ア ッ ラ 


ブ プラー イール と いう 名 の 天使 


銘板 の 上 に 記さ れ た 
えら れる と いう 形 で 、 
す 。 これら 


ン 3 
久代 


され た 訂 


下さ れ ま し 
は 始ま り も な く 、 終 わり 
れ た も の で は あり ませ ん 。 全て が 真実 で す 。 ア ッ ラ 
+ の うち 、 私 た ち に 知ら され て いる も の は 104 ページ あ 


アッ ラー が 下さ れ た 麻 典 
ー は これ ら の 産 軸 
に 読ま せら れる 


を 信じ まし た 、 と 


の 


を 預言 者 た ち ヘ ジ 
と で 、 ま た 一 部 を 


ロ 


ー 
ミー 


本 


24 


< 一 部 は 天 


に ハー 曲 


諾 を 媒介 と せ ず に 直接 伝 
作 て で が 7 リアー の 旧来 で 


も あり ませ ん 。 これら は 創 ら 


ー に よっ て 下 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


り ま す 
ジ は 預言 者 シト 
は 預言 者 イブ ラー ヒー ム 
言 者 が ダー ウー ド に 、 新 約 
預言 者 ムハンマド に 下さ 
アッ ラー は 、 人 々 が 現 
に 至る こと が で きる よう 、 
ー ダ ム ( 彼 の 上 に 
上 に 
た 。 こ れ ら の 啓典 で 、 信 1 
と する 全て の 


これ ら の うち クル アー ン 


す 。 ク ルアー ン が 記 示 さ 


。 こ れ ら の うち 10 ペー ジ は 預言 者 アー ダム に 
に 、30 ペー ジ 


は 預言 者 イ 
に 、 律 法 が 預 


百 


寺 考 


1 
ドリ ー ス に 、10 ペー ジ 


ムー サー に 、 詩 篇 が 預 


聖書 が 預言 者 イ 


ドコ 


サー に 、 ク ルアー ン が 


れ た の で す 。 


世 で 安 ら い で 暮 ら 


区 人 切 の 人 間 、 そ 


F 安 あれ ) か ら 最 後 の 預 言 者 へ ムハンマド ( 彼 の 
F 安 あれ ) まで 、 多 く の 預 言 者 を 媒介 


と イ バ ー ダ の 旭 


柄 に つい て の 知識 が 与え られ て い 
は 、 ア ッ ラ ー が 下さ 』 
それ 以外 の 全て の 世 


た 後 、 


ー ュ 


来世 で も 永遠 の 幸福 


人 切 の 預言 者 で ある 


ン ヽ 


し て 


と し て 訂 典 を 下さ れ ま 
本 が 説 か れ 、 人 々 が 必要 
E す 。 

た 最後 の 麻 典 で 
は 無効 と さ 


し ン 


光 ま し た 。 天使 ツジ プ ラー イー ル は クル デー シン を 、 朝 言 者 ム る ベジ シャ ド 


年 か け て も た らし 


に 28 
か ら な り ま す 。 

い 一 節 を いく つか ! 
ー ン は 磨 示 され て 以来 、 
そし て 今 
的 肖 
で す 。 


た の は アブ ー・ 
節 を まとめ 、 
て は 、 


さら に 

ク / 
字 で 書 
A) ム ス ハ フ を 手 に よる 
ば いけ ませ ん 。 キ ブラ の 
B) 重々 し く 、 謙 虚 さ を 


6 つ 書 か せ 、 


す 。 


レア ー ン は 、 本 来 の 形 に 
生か れ た も の は 、 ク ルアー ン と は 呼ば れ 


これ に よっ て 「 ム スハ フ 」 が で きま 


時 に は 、 ウ 
方 角 
持っ て 読み 3 


ゅ ー 


を 向い て 座り 、 注 音 
E す 。 
CO ム ス ハ フ を 見 な が ら 、 そ れ ぞ れ の 節 一 つ ー つ を 1 


E し た 。 ク ルアー ン は 14 の 章 、6236 の 節 
一 部 の 本 で は この 数 が 異な っ て いま す が 
こ 区 切っ て いる こと に より ます 。 な ぜ な ら ク ル ア 
一 切 の 変化 が 加え られ て いな いか ら で す 。 
後 も 変化 する こと は あり ませ ん 。 ク ルアー ン は アッ ラー の 
葉 で す 。 こ の よう な 書物 が 人 間 に よ っ て 作ら れる こと は 不可 能 
ー つ の 節 で すら 作る こと は 不可 能 な の で す 。 

預言 者 へ ムハンマド が 来世 へ と 移ら れ た 後 、 
バク ル ・ ス ッ ド ゥ ッ ー ク で し た 。 彼 は クル アー ン の 


癌 


区 初 の カリ フ と な っ 


レム 


し た 。 教 友 の 


この ム ス ハ フ が アッ ラー の 言葉 で ある こと を 一 致し て 告げ 
まし た 。 第 3 代 の カリ クン で ある ツウ スラ マー ンジ は 、 
いく つか の 地方 に 送っ て いま 
従っ て 読む こ 


この ム ス ハ フ を 


と が 必要 で す 。 
上 ん 。 
状態 で いな けれ 
意 深 く 詠 み ま す 。 


了 の 文 


の ある 


E し く 読 み ま 


D) タ ジ ュ ウイ ィ 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


ー ド の 原則 に 従っ て 読み ます 。 


E) 読ま れ て いる も の が アッ ラー の 言葉 で ある こと を 考え る べき 


で す 。 


fF) ク ルアー ン の 命令 や 禁止 に 従い ます 。 


「 ワ ルス ー リ 


第 4 の 条件 
預言 者 た ち を 信じ る こと 


E」: アッラー の 預言 者 た ち を 信じ まし た 、 と い 


う 意味 で す 。 預言 者 た ち は 、 ア ッ ラ ー が 喜ば れる 道人 々 を 至ら 


せ 、 正 し い 道 を 示す 為 に 選ば れ ま し た 。 全 て の 預言 者 た ち は 皆 、 
同じ 信仰 を 語っ て いま す 。 預言 者 た ち に は 7 つの 特性 が ある こと 
を 信じ る 事 が 必要 で す 。 


イス マ : 罪 を 犯 
られ て いる 、 も 
いま せん 。 


さ な い こと 。 預言 者 た ち は い ずれ か の 教え で 禁じ 
し く は 禁じ られ る こと に な る 大 小 の 罪 を 決し て 行 


アマ ー ナ : 預言 者 た ち は あ ら ゆ る 観点 か ら 信頼 で きる 人 々 で す 。 


決し て その 信頼 を 裏切る こと は あり ませ ん 。 


昌 


スッ ドッ ゥ ー ク : 預言 者 た ち は そ の 言葉 、 行 いそ し て あら ゆる ふ 
る まい に お いて 正しく 、 誠 実 な 人 々 で す 。 決 し て 嘘 を つく こと は 


ファ ター ナ : 預言 者 た ち は 非 常に 知 的 で 、 理 解 力 の ある 人 々 で 


あり ませ ん 。 
す 。 や 耳 が 不 
ん 


自由 で ある 人 、 女 性 か ら は 預言 者 は 現れ て いま せ 


タブ リー グ : 預言 者 た ち は 、 人 々 に 教示 し た 事柄 を 、 全 て アッ 


プー か ら も た ら 
令 や 禁止 事項 の 


され た 啓示 に よっ て 学び まし た 。 彼ら が 教え た 命 
as 、 彼 ら 自 身 の 考え の も の は 


あり ませ ん 。 預言 者 た を ち は アッ ラー か ら 命 じ ら れ た こと の 全て 


を 人 々 に 教え ま 


し た 。 


アダ ー ラ : 預言 者 た ち は 決 し て 迫害 や 不正 を 行い ませ ん 。 誰 か の 
為 に 公正 さ を 放棄 する こと も あり ませ ん 。 

アム ヌル ・ ア ズル : 預言 者 た を ち は 、 預 言 者 と し て の 任務 か ら 解 か 
れる こと は あり ませ ん 。 現世 で も 来世 で も 常に 預言 者 な の で す 。 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


新た な 教え と 規定 を も た ら す 預言 者 を ラス ー ル と 呼び ます 。 新 
し い 教 え は も た ら さ ず 、 既 存 の 教え に 人 々 を 導く 預言 者 は ナビ ー 
と 呼ば れ ま す 。 預 言 者 た ち を 信じ る と は 、 彼 ら の 間 に 差 を つけ る 
と なく 、 全員 が 、 ア ッ ラ ー に よっ て 選ば れ た 誠実 な 、 真 実 
を 語る 預言 者 で ある 事 を 信じ る こと で す 。 彼ら の うち の 一 人 で も 
信じ な いと いう 人 は 、 即 ち 誰 も 信じ な いこ と に な る の で す 。 

預言 者 と いう 任務 は 、 勤 入 で ある こと 、 イ バー ダ を 多く 行う こ 
と 、 空 白 や 苦し み を 味わう こと な ど に よっ て 得 ら れる も の で は あ 
り ま せん 。 た だ アッ ラー の 恵み と 選択 に よる の で す 。 そ の 数 は 定 
か で は あり ませ ん が 、 12 万 4 千 よ り も 多い こと が 知ら れ て い 
ます 。 こ の うち の 318 人 も し く は 315 人 が ラス ー ル で す 。 こ の 25 
ち 6 人 が より 崇高 と され ます 。 彼ら を 「 ウ ル - ル - アズ ム の 預言 
者 」 と 呼び ます 。 ウル - ル - アズ ム の 預言 者 と は 、 預 言 者 アー 
ダム 、 ヌ ー フ 、 イ ブラ ー ヒ ー ム 、 ム ー サ ー、 イ ー サ ー、 そ し て ふ ム 
ハン マ ド ・ ム スタ ファ ( 彼 の 上 に アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ま 
す よ うに ) で す 。 ま た 、 預 言 者 た ちの うち で は 8s0 人 の 名 前 が よ 
く 知 られ て いま す 。 こ れ ら は 、 ア ー ダ ム 、 イ ドリ ー ス 、 シ ト 、 ヌ 

フ 、 フ ー ド 、 サ ー リ フ 、 イ ブラ ー ヒ ー ム 、 ル ー ツ 、 イ スマ ー イ 
ー ル 、 イ スハ ー ク 、 ヤ ー ク ブ 、 ユ ー ス フ 、 ア イ ュ ユー ブ 、 シ ュ ア イ 
ブ 、 ム ー サ ー、 ハ ー ル ー ン 、 フ ドゥ ル 、 ユ ー シ ャ ・ ビ ン ・ ヌ ー 
ン 、 イ ル ヤ ス 、 エ ル ヤ サ 、 ズ ルキ フル 、 シ ャ ムウ ン 、 イ シュ モイ 
ル 、 ユ ー ヌ ス ・ ビ ン ・ マ タ 、 ダ ー ウ ー ド 、 ス ライ マー ン 、 ル クマ 
ーー クリ ヤー、 キタ ヤー 、 が イル イー か ー ィ ビン マル 
ヤム 、 ズ ルカ ルナ イン 、 そ し て ムハンマド ( 彼 の 上 に 祝福 と 平安 
が あり ます よう に ) で す 。 

この うち の 2?28 人 の み が ク ルアー ン で 紹介 され て いま す 。 ズ ル 
カル ナイ ン 、 ル クマ ー ン 、 ウ ザイ ル 、 そ し て フ ド ッ ゥ ル に つい て 
は 、 預 言 者 で ある か どう か に つい て 意見 の 相違 が あり ます 。 ム ハ 
ンマ ド ・ マ ー ス ム 師 は 、 第 2 巻 第 86 の 書 備 で フ ド ッ ゥ ル が 預言 者 
で ある こと を 告げ る 知ら せ が し っ か り し た も の で ある こと を 記し 
て いま す 。 第 182 の 手紙 で は 、 フ ドッ ゥ ル が 人 間 の 形 で 姿 を 見 せる 
9 そし て 物事 を 行う こと は 、 彼 が 生き て いる こと を 示す も 
の で は な いと し て いま す 。 ア ッ ラ ー は フ ド ッ ゥ ッ ル の 、 そ し て 多く 
の 預言 者 、 聖 人 た ちの 魂 が 人 間 の 形 で 姿 を 見 せる こと を 許さ れ た 


| | 
凍 


の で す 。 
は な いと 


説い て い 


役 ら を 見 る こと は 


ーーー] 礼拝 の 書 ーー 一 


、 彼 ら が 
る の で す 。 


生き で いる こと を 示す こと で 


預言 者 へ ムハンマド ( 彼 の 上 に 祝福 と 平安 あれ ) 


彼 は アッ ラー の 
の うち 最も 優れ た 


ブ ド ッ ゥ ッッ ラー で す 。 


ル ・ ア ウ ワ ル 月 の 
まれ まし た 。 人 多 
母 を 、8 歳 の 時 ( 
リブ に 扶養 され ま 
ラー と 結婚 し まし 


預言 者 で あり 、 愛 
存在 で あり 、 そ し 
西暦 571 年 の 4 


愛さ れる お 方 で す 。 預言 者 た ち 


て 最後 の 預言 者 で す 。 父 は ア 
H 20 日 に あたる 、 ラ ビー ウ 


12 日 、 月 曜日 の 


は 彼 の 誕生 以前 に 亡 
こ < 祖父 を 亡くし て い 
、 ハ ディ ー ジ ャ ・ 


時 


し た 。25 歳 の 
た 。 彼女 と の 間 に 


夜 、 夜 明け 近く に マッ カ で 生 
く な っ て いま し た 。 6 歳 の 時 
ます で 人 @ 儀 。 デア ーッ タデ 
トゥ ル ・ ク ブ 
4 人 の 娘 と 2 人 の 皿 子 が 生ま 


れ ま し た 。 最初 の 息子 の 名 は カー シム で し た 。 そ の 為 、 ア ブー・ 


カー スム と も 呼ば れ て い 
の 為 の 預言 者 で ある こと が 告げ られ まし た 。3 
まし た 。592 歳 の 時 ! 


仰 へ と 呼び か ける 
か ら エ ル サ 
来 事 が あり まし た 
ー ジ ュ で は 、 天 


ム へ 、 そ こ か ら 天 に 運 
。 こ の 旅 を ミー ラー ジュ と 
国 と } 


よう に な 


h 獄 、 そ し て 


た に 5 
に よれ ば 、 西 暦 
ら マ ディ ー ナ へ と 


oO 


ゆま す 。 マ ディ ー ナ の 9 


回 の 礼拝 は この 夜 【 


622 年 に アッ 
移住 し まし た 。 こ 
本 の ク バ ー 村 


E す 。40 茂 の 時 、 


に 義務 


全て の 人 間 と ジン 
年 後に は 、 皆 を 信 
こ 、 あ る 晩 マ ッ カ 
戻さ れる と いう 出 
早 び ます 。 ミ ー ラ 
アッ ラー と 会 われ た の で し 
と され た の で す  。 歴史 
ラー の お 許し を 得 て マ ッ カ か 
の 旅 を ヒジ ュ ラ ( 聖 遷 ) と 呼 
に 到着 し た 、 ラ ビー ウル ・ ア 


ば れ 、 ま た 


ッ ワ ル 月 の 8g 


詩 
時 


に あたる 西暦 


10 月 20 日 が 、 ム スリ ム の 


ヒジ ュ ラ 大 陽 


辱 の 初 


に な り ま す 。 


は 、 そ の 土 } 
周り を 192 


避 各 る 


0 | 


色 の ム ハ ッ ラム 月 に 始ま り ま 
年 と な り 


に 亡くな られ ま 
の 部 屋 に 埋葬 さ 


前 
時 


預言 者 ム ハ ン マ 
方 で し た 。 その 美 


西暦 632 年 ) の ラビ ー ウ ル ・ ア ッ ワ ソル 月 の 19 


し た 。 火 
れ ま し た 。 


只 日 か ら 


名 


ヒー 


ド は 
し さ は 


自室 。 
ぎ に 明 ら か 


ムスリム の ヒジ ュ ラ 太陰 歴 
す 。 天 に ある 月 が 地球 の 


亡くな っ た 年 齢 
ば 63 歳 、 太 陽 暦 に よれ ば 61 歳 で し た 。 
全て の 人 々 の 
に は され ず 、 


E す 。 そ し て ヒジ ュ ラ 歴 11 
、 月 曜日 の 午 
夜 ( 本 
は 、 太 陰暦 に よれ 


ー 
Nr 


水曜 


へ の 


で 最も 美しい お 
その 美 し さ を 


ーー | 礼拝 の 書 ーー 一 


ま 札 た 人 を 、 そ し て こ 
、 あ ら ゆ る 観点 で 宗 高 

ヽ 官 の 力 が 、 
預言 者 は 、 子供 の 頃 に 


全て の 器官 


こ に も ゃ 行っ た こと が あり 


り 、 学 校 に 行っ た こと は 全く あり ませ ん で し た 。 
けた こと も あり ませ ん で し た 。 
すなわち 、 考 えた こと 、 知 


2 度 、 
に 行き 、 ブ スラ と 呼ば れる 地点 か ら 


こし た 人 、 さ ら に は 夢 で 見 た 人 の 生涯 は 快適 さと 喜び の 2 う 
提 き ま し た 。 預言 者 は 、 


あら ゆる 時 代 、 あら ゆる 場所 
れ か ら 生 まれ て くる 全 
な 存在 で す 。 知 性 、 思 想 
全て の 人 より も 優れ て 
を 行う 人 々 と 共 ( 
戻り まし た 。 それ 以外 に は ど 
た 。 彼 は 文 填 で し た 。 つま 
誰か に 教え を 受 
し vb 松生 全て を ご ど 春 じ で し た 。 
る こと を 望ん だ こと は 全て アッ ラー が 


PEy/ ん 
具 


ー が 


事 壮 ん で し 


教え られ て いた の で す 。 ジ ブ プ ブラー イール と いう 名 の 天使 が 来 て 、 


預言 者 の 望む こと 全て を 
太陽 の よう に 光 を 放っ て v 
に つい て の 知識 の 光 は 、 
ゆる 場所 へ と 至り まし た 。 
り 、 その カ 力 は 


取る 為 に は 、 彼 を 信じ 

2 
それ を 周囲 に 放ち 、 広 め 
ッ ラ ー の 友 ) と 呼び ます 


電波 の よう に 、 


ー 瞬 ご と に 
受け 取る 為 に は その 受信 装 
よう な 心 を 持つ 人 は この 光 を 受け 取り 、 
ます 。 こ の よう な 偉大 な 人 を ワリ ー ( ア 


語っ て いま し た 。 そ の 神聖 な 心臓 は 
\ ま し た 。 預言 者 の 放つ アッ ラー 
地 に 、 天 に 、 そ し て あら 
今 で は その 墓地 か ら も 光 が 放 た れ て お 
強まっ て いる の で す 。 電磁 波 を 
置 が 必要 で ある よう に 、 彼 の 光 を 受け 
彼 が 示し た 道 を 進む こと で 清め ら 


。 こ の ワリ ー を 知り 、 信 じ 、 愛 する 人 


も 、 彼 の 前 で 礼儀 正しく 
と 愛情 を 持っ て / 
取り 、 清 
組織 を 成 
心 を 完全 させ る 為 に は 
れる 光 を 要 
を 細 


や 魂 の 糧 と な る ワリ ー た ちの 読 話 、 


座る 人 も 
皿 い 起こ す 人 も 
め ら れ 、 成 封 し 始め ます 。 ア ッ ラ 
展 さ せる 為 に 太陽 エネ ルギー を 要 
、 預 言 者 へ ムハンマド の 心 と 、 そ こ か ら 放 た 
と され た の で す 。 人 を 育て 、 そ の 構造 と エネ ルギー 
E 持 する 全て の 栄養 素 が 同化 に よっ て 生み 出さ れる よう 


、 も し く は 遠方 で 彼 を 徳 
、 そ の 心 は 光 や 関 き を 受け 
ー は 、 私 た ちの 肉体 や 
と され た よう に 


に 、 心 
全て が 預 


言葉 、 文章 も また 、 


戸 


言 者 ムハンマド の 神聖 な 心から 放 た れ た 光 に よっ て 生み 出さ れ た 


も の な の で す 。 
アッ ラ 


ー は 、 ジ ブラ ー イ ー ル と いう 名 の 天使 に よ 
ハン マ ド に クル アー ン を 遣わ され まし た 。 そ うし て 人 々 


り 、 預 言 者 ム 
に 、 現 世 
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と 来世 で 必要 か つ 有益 で ある 事柄 を 命じ られ 、 同時 に 有害 
な も の を 禁じ られ まし た 。 これら の 命令 や 禁止 事項 の 全て を 、 


「 イ スラ ー ム 教 」 も し く は 「 イ スラ ー ム 」、 も し く は 「 


と いう の で す 。 


預言 者 ムハンマド の 全て の 言葉 は 1 
す 。 そ れ を 信じ る 人 々 を 「 信 者 」 もしくは 「 ム スリ ム 」 と 


の 控 」 


E し く 、 尊 く 、 有 人 益 な も の で 
ほ び ま 


す 。 預言 者 ムハンマド の 言葉 の どれ か 一 つ で あれ 信じ な い 、 気 に 入 
ら な いと いう 人 は 不信 仰 者 と 呼ば れ ま す 。 ア ッ ラ ー は 信者 を 愛さ れ 
ます 。 信 者 を 永遠 に 地獄 で 放置 され る こと は あり ませ ん 。 地 獄 に 
は 全く 入れ られ な いか 、 も し く は 人 罪 の 為 に 入れ られ た と し て も 後に 
地獄 か ら 出 され る の で す 。 不 信仰 者 で ある 人 は 、 天 国 に 入る こと は 
あり ませ ん 。 直 接地 獄 に 入り 、 そ こ か ら 決 し て 出る こと は あり ませ 
ん 。 彼 を 信じ る こと 、 問 言 者 ムハンマド を 愛す る こと は 、 全 て の 幸 


と 


理解 力 、 知 性 、 知 能 、 気 前 の よさ 、 


力 、 的 確 な 話し 方 、 預 言 者 特 


E 安 あれ ) の 知識 、 理 性 、 


謙虚 さ 、 温 和 さ 、 慈 し み 、 


耐 、 努 力 、 人 間 愛 、 誠 実 さ 、 信 頼 、 男 敢 さ 、 


意 深 さ 、 高 隙 さ 、 寛 大 さ 、 良 心 、 恥 を 知る 意識 、 禁 欲 主 義 、 
信 は 、 他 の 全て の 預言 者 た ちよ り も 優れ て いま し た 。 親 友 や 敵 か 


ら 受 けた 害 は 許さ れ ま し た 。 誰 に も 対抗 する J 
せん で し た 。 ウ フ ド の 戦い で 不信 仰 者 た らち が 預 言 者 の 神聖 な 類 


に 血 を 流さ せ て 歯 を 折っ た 時 も 、 


I デ タラ ジー よ 、 彼 を お 詳し くだ きい 。 


す 」 と ドゥ アー され た の で し た 。 


預言 者 ムハンマド は 非常 に 多く の 良 
た 。 全 て の ムスリム が これ ら を 学び 、 そ の J』 


福 、 安 祝 、 善 の 始ま り で す 。 役 が 預言 者 で ある こと を 信じ な いこ と 
は 、 あ ら ゆ る 災い 、 苦 し み 、 吉 事 の 始ま り で す 。 
預言 者 ムハンマド ( 彼 の 上 に 祝福 


威厳 、 男 気 、 表 現 
の 英知 、 美 し さ 、 罪 に 対す る 注 
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ト う な こと は され ま 


これ ら を 行っ た 人 々 に つい て 


し 


無知 ゆえ の こと な の で 


気質 を お 持ち で し 


ト う な 道徳 を 身 に 着け 


る こと が 必要 な の で す 。 こ れ に よっ て 現世 と 来世 の 災い 、 苦 し み 
か ら 救 われ 、2 つの 世界 の 主 で ある お 方 ( 彼 の 上 に 祝福 と 平安 あ 
れ ) の 仲裁 を 受け る こと が で きる の で す 。 な ぜ な ら ハ ディ ー ス で 


「 ア ッ ラ ー の 徳 に よっ て 道徳 を 身 に つけ な さい 」 と 命 


知ら で すま 。 


じ ら れ て い 
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教 友 (サハ ー バ ) た ち 

預言 者 へ ムハンマド の 神聖 な お 顔 を 目 に し 、 そ の 甘美 な 声 を 聴く 
準 れ を 得 た ムスリム た ち を 教 友 (サハ ー バ ) と 呼び ます 。 預言 者 
た ち に 次 いで 、 こ れ ま で 生ま れ て きた 、 そ し て これ か ら 生 まれ て 
くる 全て の 人 の 中 で 最も 尊 く 崇高 な 人 は アブ ー・ バ クル ・ ス ッ ド 
ゥ ッ ー ク で す 。 最 初 の カリ フ が この 人 で し た 。 彼 に 次 いで 最も 尊い 
人 は ウマ ル ・ ビ ン ・ ハ ッ タ ー ブ で あり 、 そ の 次 に 最も 尊い 人 は 駐 
言 者 ムハンマド の 8 代目 カリ フ で あり 、 信 仰 と 謙譲 、 知 識 の 源 で 
あっ た ウス マー ン  ・ ビ ン ・ ア ッ フ ァ ー ン で す 。 彼 に 次 いで 最も 
尊い の は 、4 代目 の カリ フ で あり 和 驚 く ほ どの 優秀 さ を 備 えた アッ 
ラー の 獅子 、 ア リー・ ビ ン ・ ア ブー・ タ ー リ ブ で す 。 ハ ディ ー ス 
か ら 理 解 さ れる と ころ に よる と 、 フ ァ ー テ ィ マ 、 ハ ディ ー ジ ャ 、 
アー イシ ャ 、 マ ル ヤム 、 そ し て アー イシ ャ が 世界 の 女性 の 中 で 
も 上 高 な 存在 で す 。 ハ ディ ー ス で は 「 フ ァ ー テ ィ マ は 天国 の 女 
性 の 中 で 最も 崇高 で や る 。 ハ サン と フサ イン は 、 天 国 の 若者 の 
で 最も 祭 高 で も る 」 と され て いま す 。 
彼ら に 次 いで 、 教 友 た ちの 中 で 最も 崇高 な の は 、 天 国 に 行く こ 
と が 吉報 で 伝え られ た 10 人 で す 。 こ れ は アブ ー・ バ クル ・ ス ッ 
ドゥ ー ク 、 ウ マル ・ ウ ル ・ フ ァ ー ル ク 、 オ スマ ン ・ ビ ン ・ ア ッ プ 
アァ アーン 、 ア リー ビン ジッ アプ ー ゞ ター リプ 。 ア ブー・ ウ バイ ダ ャ * 
ビン ・ ジ ャ ラフ 、 タ ル ハ ー、 ズ バイ ル ・ ビ ン ・ ア ッ ワ ー ム 、 サ ア 
人 区 ポ ゃ ャ アア ー ャ ワッ カー ス 、 サ ザイ ドッ ピシッ イル 、 デ ブタ 
ゥ ル ラ フ マ ー ン ・ ビ ン ・ ア ウフ で す 。 彼ら に 次 いで 、 バ ドル の 戦 
い 、 次 いで ウフ ド の 戦い 、 そ れ か ら 「 ル ドッ ワン の 碑 い 」 に 参加 
し た 人 々 で す 。 

アッ ラー の 使徒 で ある 預言 者 ムハンマド の 為 に 生命 や 財産 を 捧 
げ 、 彼 を 助け た 教 友 た ち 全て の 名 を 、 敬 意 と 愛情 を 持っ て 唱え る 
こと は 私 た ちの ワー ジブ (ファ ルド で は な い が 実 行 す べき で ある 
こと ) で す 。 反 対 に 、 彼 ら の 倍 大 さ に ふさ わし く な い 様 な 言葉 を 
に する こと は 決し て 許さ れ な い の で す 。 彼ら の 名 を 失礼 な 形 で 
語る こと は 人 逸脱 に あたり ます 。 

預言 者 ムハンマド を 愛す る 人 は 、 そ の 教 友 の 全 て を も 愛す る ベ 
き で す 。 なぜなら ある ハデ ィ ー ス で は 「 わ が 友 を 愛す る 人 は 、 私 
を 愛す る 逆 に 愛す る の だ 。 彼ら を 愛さ な い 人 は 、 私 を 愛さ な い ゆ ゅ ゆ 


] 
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え に 愛 さ な い と いう こと で ある 。 彼ら を 傷つけ る 人 は 私 を も 傷 つ 
ける 。 私 を 傷つけ る 人 は アッ ラー を も 傷つけ た こと に な る 。 アッ 
ラー を 傷つけ る 人 は 当然 、 六 を 受け る こと に な る 」 と され て いま 


す 。 ま た 別 の ハデ ィ ー ス で は 、「 ア ッ ラ ー は 私 
か に 善 を な すこ と を 望ま れ た 時 に は 、 彼 の 心 
を 与え られ る 。 彼ら の 全て を 自分 の 命 の よう 
る 」 と され て いま す 。 預言 者 ムハンマド が 亡 く 


の ウン マ の うち 誰 


に 教 友 た ち へ の 愛情 
に 愛す る よう に な 


な っ た 日 、 マ ディ 


ー ナ の 町 に は 3 万 g 千 人 の 教 友 が いま し た 。 教 友 の 合計 は 192 万 4 


千 人 を 超え て いま し た 。 


4 大 学派 の イマ ー ム と その 他 の 学者 た ち 


信仰 に 関す る 知識 に お いて 、 正 し い 道 は 唯一 で す 。 こ れ は スン 


ナ 派 で す 。 こ の 世界 に 存在 する 全て の ム ス リ 
レ ヽ 預言 者 ム ハ ン マ の 道 を 変化 の 改悪 な し 
が で きる 要因 と な っ て いる の が 、 こ の 偉大 な 4 


ム に 正しい 道 を 示 


に 私 た ち が 学 ぶ こ と 


人 で す 。 そ の 一 人 


全 た や ーッ アー e デ ター イィ の ロー ツウ の ィ ルマン と 


サー ビ ト で す 。 イ スラ ー ム 学者 の うち 最も 偉大 な 人 の 一 人 で 、 


スン ナ 派 の 長 で す 。 2 人目 は イマ ー ム ・ マ ー 


リク ・ ビ ン ・ ア ナ 


ス 、3 人 目 が イマ ー ム ・ ム ハン マ ド ・ ビ ン ・ イ ドリ ス ・ シ ャ ー フ 


ィ イ ー、4 人 目 が イマ ー ム ・ ア フ マ ド ・ ビ ン 
ー が 彼ら 皆 に 慈悲 を お か け く だ さい ます よう 


・ ハ ン バ ル (アッ ラ 


今日 、 こ の 4 人 の イマ ー ム の 誰か 一 人 に で も 従わ な い 人 は 、 大 
き な 危 険 の 中 に あり ます 。 正 し い 道 か ら 逸 れ て し まっ て いる の で 


す 。 私 た ち は こ の 本 で 、 ハ ナ フ ィ ー 派 に 従っ た 


紹介 し て いま す 。 
この 4 大 イマ ー ム の 弟子 た ちの うち ? 人 は 、 
に 高め られ て いま し た 。 こ の 為 、 神 学 


礼 振 に つい て の 


事柄 を 、 こ の 学派 の 僅 大 な 学者 た ちの 書物 か ら 引 用 し 、 要 約 し て 


神学 の 知識 を 実 
に つい て の 学派 は 


2 つ あ り ま す 。 ク ルアー ン と ハデ ィ ー ス に 適っ た 信仰 と は 、 こ の 
2 つの 学派 が 示す 信仰 な の で す 。 ス ン ナ に 従っ た 信仰 の 知識 を 
地上 に 広め た の は この 2 人 で す 。 一 人 は アブ ー・ マ ンス ー ル ・ マ 


ー ト ゥ リ デ ィ ー で あり 、 も う 一 人 は アブ ー・ ル 


ー・ ア シュ アリ ー で す 。 


・ ハ サン ・ ア リ 


この 2 人 の イマ ー ム は 、 同 じ 信 仰 を 伝え て いま す 。 役 ら の 間 の 


| | 
| 芝 [ 
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いく つか の 差異 は 、 重 要 な も の で は あり ませ ん 。 真実 に お いて は 
同じ な の で す 。 イ スラ ー ム 学者 は 、 ク ルアー ン や ハデ ィ ー ス で 称 
状 さ れ て いま す 。 ク ルアー ン の ある 章 句 で は 、「 知 っ て いる 者 と 
知ら な い 者 が 同じ で あろ うか 」 と され て いま す 。 ま た 別 の 章 句 で 
も 、「 ム スリ ム よ 、 あ な た が 知ら な いこ と を 知っ て いる 者 に 尋ね 
な さい 」 と され て いる の で す 。 

ハデ ィ ー ス で は 次 の よう に 言わ れ て いま す 。「 ア ッ ラ ー と 天使 
た ち 、 そ し て 全て の 生物 は 、 人 に 善 を 教え る ムスリム た ちの 人 為 に 
ドゥ アー する 。」「 最 後 の 審 判 の 日 に は 、 最 初 に 預言 者 た ち 、 そ れ 
か ら 学 者 た ち 、 次 いで 痢 教 者 た ち が と りな し を 行う 。」「 人 々 よ 、 
知り な さい 。 学 者 た ちの 話 を 聞き 、 学 選 の で す 。」「 学 びな さい 。 
学ぶ こと は イ バ ー ダ で ある 。 教え る 人 、 学 ぶ 人 に は 聖戦 ( ジ ハ ー 
ド ) の サワ ー プ が 与え られ る 。」「 学 選ぶ こと は 、 サ ダ カ を 支払 うこ 
と の よう で ある 。 学者 た ち に 学ぶ こと は 、 タ ハッ ジュ ド の 礼拝 
だ NO クイ の の! ぶ こ と は 、 全 て の ナー フィ ラ ( 義 
務 で は な い ) 礼拝 より も より 報償 が ある 。 なぜなら 、 彼 自身 に 
も 、 彼 が 教え る 人 々 に も 有益 で ある か ら で あ る 。」「 他 者 に 教え る 
為 に 学ぶ 人 は 、 ス ッ ド ッ ー ク 誠実 な 人 々 ) と し て の サワ ー ブ が 与 
えら れる 。」「 知 識 は 、 PR 
で ある 。」「 学 びな さい 、 そ し て 教え な さい 。」「 あ ら ゆ る も の に 
源 が ある 。 篤 信 の 源 は 知識 を 備え た 人 の 心 で ある 。」「 教 える こ 
は 、 罪 の 償い と な る 。」 


第 5 の 条件 
来世 を 信じ る こと 


「 ワ ル ヤ ウ ミ ル アー ヒ リ 」: 最後 の 審判 の 日 を 信じ ます 、 と 
いう 意味 で す 。 こ の 時 の 始点 は 、 人 が 死ん だ 日 で す 。 最 後 の 審判 
の 終わ り ま で 続き ます 。 最 後 の 日 と いわ れる の は 、 そ れ に 続く 夜 
が 来 な い 為 で す 。 あ る い は 、 こ の 世界 の 後に 訪れ る も の だ か ら で 
す 。 最後 の 審判 が いつ 訪れ る か は 知ら され て いま せん 。 し か し 駐 
言 者 ムハンマド は それ に 関す る 多く の し る し を 伝え て お られ ま 
す 。 例 えば 、 マ フ デ ィ ー (救世 主 ) が 現れ 、 預言 者 イー サー が 
天 か ら ダ マス カス に 再 降臨 し ます 。 ダ ッ ジ ャ ー ル ( 偽 の 教 世 主 ) 


[【 
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が 現れ 、 ゴ グ と マ ゴ グ と 呼ば れる 人 々 が あら ゆる 場 有 
れ ま す 。 太陽 が 西 か ら 昇り 


ー ム の 知識 が 忘れ ま ら れ 、 


に 避 


エメ ン か ら 火 が 立ち 昇り 3 
いま す 。 


-。 ハ ラー ム に 当たる 行為 


募 場 で は 尋 間 が 行わ れ ま 


天使 た ちら に 答え る 為 に は 
し て 子供 た ち 


に も 覚え させ る の で す 。 
私 の 預言 者 は ムハンマド で す 。 私 の 教え は イス ラー ム で す 。 


を 双 乱 
大 き な 地 震 が 起こ り ま す 。 イ スラ 
罪 や 悪事 が 多く 行わ れる よう に 
が あら ゆる 場所 で 行わ れ ま す 。 イ 
ます 。 天 と 山 が 砕け 、 太 陽 と 月 が 光 を 失 


に 陥 


な り 


す 。 慕 場 で ムン カル と ナ キ ー ル と いう 
の こと を 覚え る べき で あり 、 
「 私 の 主 は アッ ラー で す 。 


私 の 


聖典 は クル アー ン で す 。 私 の キ ブ ラ は カー バ で す 。 私 の 学派 は ア 


最後 の 審判 の 日 に は 皆 カ 
ます 。 誠実 な 人 々 
ら 、 あ る い は 左 1 


人 FN 


の 記録 短 は 右側 か ら 、 
則 か ら 与 えら れ ま す 。 シル ク 


・ ハ ニー ファ の 学派 で す 。」 


* 蘇 り ま す 。 マ フシ ャ ル の 場 に 集め られ 


で 


(アッ ラ 


人 の 記録 和 島 は 
ー に 何 も の 
や や 不信 仰 以 外 の 全て の 罪 は 、 ア ッ ラ ー が 望ま れ 


後ろ か 


れ ば 許さ れ ま す 。 望ま れれ ば 小さ な 罪 の 為 に 六 が 与え られ ます 。 
行い を 量 る 為 の 竹 が あり ます 。 ス ラー ト 橋 が アッ ラ 


よっ て 地獄 の 上 に 
ル の 泉 が あり ます 。 


と りな し が 行わ れ ま す 。 


大 小 の 罪 が 許さ れる 為 


た ち 、 学 者 た ち 、 天 使 た ち 、 
され た 人 達 が と りな し を 行い 、 


こ 架 けら れ ま 


す 。 預言 


ラー ニ 


を 行う こ 


ほ 悟 


に 、 預 言 者 た ち 、 ワ リー た ち 、 
名 教 者 た ち 、 そ し て アッ ラー の 許 
それ は 受け 入れ られ ます 。 


者 ムハンマド だ け 


ー の 命令 に 


}+ の カウ サ 


と な くし て 死ん だ 信者 の 


実 な 信者 


H 


天国 と 地獄 は 今 で も 存在 し ます 。 天 国 は 七 、 層 の 天 の 上 に あり 
ます 。 地獄 は あら ゆる も の の 下 に あり ます 。 天国 に は 八 つの 扉 
が あり ます 。 地獄 は 七 層 に な っ て いま す 。 一 番目 の 層 か ら 七 番 
目 の 層 へ と 、 六 が 重く な っ て いき ます 。 
第 6 の 条件 
運命 を 信じ る こと 


「 ワ ビル カ デ リ ハイ 
ター ラー」: 運命 と 、 良 


リヒ ワ シャ ッ リ ヒ 
いこ と も 悪い こと も アッ ラ 


ミタ ダダ デー 
ー か ら で あ 
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る こと を 信 
と 、 災 い 、 


じ ま し た 、 と いう 意 
有益 な こと 、 


意味 で す 。 人 の 身 に 起こ る 
H 害 な こと 、 利 


ッ ラ フー が 定め られ た こと な の で す 。 


アッ ラー が 何 か の 存在 を 思 


良い こ 


Ne 


Si 


人 益 や 損失 の 全て は 


まれ る こと を 「 カ ダル 」 問い ます 。 


カ ダ ル 、 す な わ ち 望ま れ た 事象 が 存在 させ られ る こと を 「 カ ダ 


ー」 と 呼び ます 。 カ ダー と カ ダ ル の 言葉 は 、 そ れ ぞ れ 互 い の 意 味 
で も 用 いら れ ま す 。 
アッ ラー は し も べた ち に 意志 を 与え られ 、 こ の 意志 と 彼ら が 望 


むこ と を 、 事 象 の 創造 の 要 


因 と され まし た 。 


一 人 の し も べ が 何 か 


を 行う こと を 求め 、 ア ッ ラ ー も それ を 望ま れる の で あれ ば 、 ア ッ 
ー は その 事象 を 創造 され ます 。 
ー も 望ま れず 、 そ れ は 創造 され ませ ん 。 


こ 紹介 


ここ まで 簡単 ( 
学び た い 人 


ダディ の ペル シア 語 で 書か れ た 


フェ イズ ラー 師 の な され た 翻訳 で ある 『 
と て も 
世 で の 幸福 の 為 に 必要 十分 な の で す 。 
タワ ッ ク ル (信頼 ) を 

信仰 の 条件 で ある と いう クル アー の 
。 食卓 剖 で は 「 も し 信仰 が ある な ら 、 ア ッ ラ ー に つ 
と 、 イ ムラ ー ン 家 章 で は 「 当 然 ア ッ ラ 
頼 す る 者 を 愛さ れる 」 と 、 離 婚 章 で は 「 誰 か が アッ ラー 
彼 に は アッ ラー が 十分 で あら れる 」 と 、 人 


と いう 本 を 
り 、 そ の 上 恵み は 現 ] 
アッ ラー は 皆 に 


読ん で くだ さい 。 
世 と 来 


あたり ます 
いて 信頼 し な さい 」 


信頼 する の な ら 、 


で は ! ア ッ ラ テー は その し も べ に 


アッ ラー の 使徒 は 次 の よう 【 
マ の 一 部 が 、 私 に 示さ れ た 。 山 
に た くさ ん で ある こと に 私 は 
か 、 と 問わ れ た 。 私 は は い 、 と 


『 


し も べ が 求め な けれ ば アッ ラ 


し て きた スン ナ 派 の 教義 に つい て より 広く 
は 、 ハ キー カト ッ ゥ 出版 の 発行 し て いる 、 重 要 な イス ラ 
ー ム 学者 で あり 偉大 な ワリ ー で ある マ ヴ ラ ー ナ 


・ ク フー リド ・ バ グ 
信仰 の 書 』 と 、 カ マフ ル ・ 
皆 が 必要 と する 信仰 』 


H 益 で 素晴らし い 作 品 で あ 


命じ し られ まし た 。 信頼 は 
は 、 こ の 命令 の 一 つ に 


5 
に つい て 
団 章 


と っ て 十分 で は な い の か 」 と さ 
れ 、 ま た 他 に も 多く の 章 句 が あり ます 。 


こ お 


っ し ゃ られ まし た 。 


「 わ が ウン 


や 砂漠 を 満た し て いた 。 こ れ ほ ど 


驚き 、 


斉 ん だ 。 あ な た は 府 ん だ の 


答え た 。 彼 ら の うち わずか に 七 万 


人 が 罪 を 問わ れる こと な く 天 国 
の か を 私 は 尋ね た 。 そ の 行い 


せ ず 、 ア デッラ ラー 以外 の も の に つ 


に 行く 、 
に 魔術 、 
いて 信頼 せ ず 、 信 用 


と 言わ れ た 。 それ 
まじ な い 、 


は 誰 な 
占い を 混入 さ 
も し な い 人 々 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


で ある と 仰せ られ た 。」 こ の 話 を 聞い て いた 人 の うち ウ カ ー シ ャ 
( 後 の 上 に 平安 あれ ) が 立ち 上 が り 、「 ア ッ ラ ー の 使徒 よ 、 ド ゥ 
アー し て くだ さい 。 私 た ち も そ の 一 部 と な り ま し ょ う 」 と 言っ た 
時 、 預 言 者 ヘム ハン マ ド は 「 主 よ 、 彼 を その 一 部 と し て くだ さい 」 
と 言わ れ た の で し た 。 別 の 人 が 立ち 上 が っ て 同じ ドゥ アー を 求め 
た 時 に は 、「 ウ カー シャ は あな た より も 素早 く 行 動 し た 」 と 応じ 
られ まし た 。 
タワ ッ ク ル と は 、 や る べき こと を 行い 、 そ の 結果 に つい て は 思 
いわ ずら わな いこ と で す 。 
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第 2 部 
イ バ ー ダ と 礼拝 

イ バ ー ダ と は 何 か 

イ バ ー ダ ( 此 拝 行為 ) と は 、 私 た ちと 全て の 存在 を 無 か ら 創 造 
され 、 あ ら ゆ る 有 瞬間 に 存在 を 維持 され 、 目 に 見 える 、 あ る い は 見 
えな い 事 故 や 災い か ら 守 られ 、 あ ら ゆ る 瞬間 ( ET 素 
青 ら し いも の を 与え られ 、 育 まれ る 存在 で ある アッ ラー 0 
与え られ た 、 偉 令 と 禁止 事 順 を 実践 する こ と で す 。 拉 
ラー の 愛情 を 得 ら れ た 預言 者 た ち 、 ワ リー た ち 、 OO 
に な ろう と する こと 、 従 うこ と で す 。 
自ら に 無数 の 恵み を 与え られ た アッ ラー に カカ の 限り 感謝 する 
こと は 、 人 と し て の 務め で す 。 MIN 
借り で す 。 し か し 人 は 、 自 ら の 不 完全 な 知性 や 狭い 考え に 
絡 アッ ラー へ の 感謝 や 敬意 と な る 事柄 を 見 つけ る こ 0 

ん 。 感謝 する こと 、 散 意 を 示す こと が 可能 と な る 行い が アッ ラ 
提 2 は 、 称 替 の つも り で 行っ た こと が け 
な す と いう 意味 に な る か も し れ な い の で す 。 

そう 、 人 々 が アッ ラー に 対し 、 心 、 言 到 、 そ し て 体 で 行う 
感謝 の 行為 、 つ まり し も べ と し て の 務め と いう も の は 、 ア ッ ラ 
ー に よっ て 教え られ 、 そ れ が 預言 者 ムハンマド に よっ て 示さ れ た 
の で す 。 ア ッ ラ ー が 示さ れ 、 命 じ ら れ た し も べべ と し て の 務め を 、 
イス ラー ム と 呼び ます 。 ア ッ ラ ー へ の 感謝 は 、 そ の 使徒 た ちら が も 
た らし た 道 に 従う こと で 可能 と な り ま す 。 こ の 道 に 従わ むず 、 こ れ 
に 適さ な い 全 て の 感謝 や イベ バー ダ を 、 ア ッ ラ ー は 認め られ ず 、 ま 
た 好ま れ ま せん 。 なぜなら 人 が 素晴らし いと 思う も の の 中 で あ 
っ て も 、 イ スラ ー ム に お いて は それ が 好ま れず 、 本 いも の 
で ある と 見 な され る も の は 多く ある か ら で す 。 

つま り 、 知 性 を 持つ 人 が アッ ラー に 感謝 し 、 イ バー ダ を 行う 為 
に は 、 預 言 者 ムハンマド に 従う こと が 必要 と な る の で す 。 

預言 者 へ ムハンマド に 従う 人 は ムスリム で す 。 ア ッ ラ ー に 感謝 す 
る こと 、 つ まり 預言 者 ムハンマド に 従う こと を 「 イ バー ダ を 行 
う 」 と 言い ます 。 

イス ラー ム は 2 つ に 区 分 され ます 。 

1. 心 に よっ て 信じ 、 信 仰 す る べき 事柄 
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2. 体 や 心 に よっ て 行わ れる べき イ バ ー ダ 

体 に よっ て 行わ れる イ バ ー ダ に うち 最も 尊い も の が 、 礼 拝 で 
す 。 ム カッ ラフ 責任 能力 者 で も る 全て の ムスリム が 日 に 5 回 礼拝 
を 行う こと は ファ ルド (義務 ) な の で す 。 


ムカ ッ ラ ブフ と は 誰 の こと か 

知性 を 持ち 、 思春 期 に 達し て いる 箇 女 を ムカ ッ ラ フ と 呼び ま 
す 。 ム カッ ラフ で ある 人 は 、 ア ッ ラ ー の 命令 と 禁止 事項 に 従う 責 
任 を 持ち ます 。 イ スラ ー ム で は 、 ム カッ ラフ で ある 人 に 、 ま ず 信 
仰 す る こと 、 それ か ら イ バー ダ を 行う こと が 命じ られ て いま す 。 
さら に 、 行 うこ と が 禁じ られ て いる ハラ ー ム 及び マク ルー フ の 
柄 を 避け る こと も 必要 で す 。 

知性 は 、 理解 する 為 の で す 。 益 の ある こと を 害 の ある こと ヵ 
ら 区 別 す る 為 に 創造 され た も の で す 。 知 性 は 一 つの 計測 機器 の 
MY も の うち より 良い も の を 、9?2 つ の 悪い 
の の うち より 悪い も の を 識別 し ます 。 知 性 を 持つ 人 と は 、 た だ き 
と 悪 を 区 別 す る の で は な く 、 良 い も の を 見 た 時 に そちら を 選 
び 、 悪 いも の を 見 た 時 は それ を 放棄 する 人 な の で す 。 知 性 は 目 
の よう な も の で あり 、 イス ラー ム は 光 の よう な も の で す 。 光 が 
な けれ ば 目 で 見 る こと が で き な い の で す 。 
思春 期 と は 、 成 封 し た 年 齢 と いう こと で す 。 男の子 が 思春 期 に 
達する の は 、12 歳 を 満了 し た 時 点 で 始ま り ま す 。 男の子 が 思春 
に 達し た こと を 示す 徴 師 が あり ます 。 こ の 徴候 が 見 られ な い 場 合 
は 、15 歳 に な っ た 時 点 で イス ラー ム に お いて は 思春 期 に 達し た と 
判断 され ます 。 
女の子 が 思春 期 に 達する こと は 、9 歳 を 満了 し た 時 点 で 始ま り 
で す 。 女 の 子 か 思春 期 に 達し た 徴 侯 が 全く 見 られ な い 場 合 は 、15 
蔵 を 満了 し た 時 点 で 思春 期 に 達し た と 判断 され ます 。 


山本 


レ 


ざ * 灯 


RT 


「% 
典 


ムカ ッ ラ フ の 行い (イス ラー ム 法 ) 

イス ラー ム の 教え が 教え て いる 命令 や 禁止 事項 を 「 シ ャ ー リ ア 
法 」 も し く は 「 イ スラ ー ム 法 」 と 呼び ます 。 こ れ ら を 「 ム カッ ラ 
フ の 行い 」 と も 呼び ます 。 ム カッ ラフ の 行い は 8 つ あ り ま す 。 フ 
アル ルド 、 ジー ジブ プ 、 スシ ンチ 、 ふ る ス タダ ハバ プ 、 み パー ブ プ 、 ハ ラー 
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ム 、 マ クル ー フ 、 そ し て ム フ シ ド で す 。 
ファ ルド : アッ ラー が 、 そ れ を 行う こと を クル アー ン で 明白 に 、 
絶対 的 に 命じ て お られ る こと を ファ ルド と 呼び ます 。 フ ァ ル ド を 
棄 す る こと は ハラ ー ム で す 。 そ れ を 信じ な い 人 、 そ の 実践 に 重 
き を 置か な い 人 は 不信 仰 者 と な り ま す 。 フ ァ ル ド に は 2? 種類 あり 
ます 。 
2 アイ ン (個人 的 義務 ) : ムカ ッ ラ フ で ある ムスリム が 
皆 、 そ れ ぞ れ に 行う こと が 必要 な ファ ルド で す 。 信仰 する こと 、 
ウド ッ ゥ ッ ー を 行う こと 、 グ スル を 行う こと 、 日 に 5 回 の 礼拝 を 行う 
こと 、 フ マダ ー ン 月 【 こ 断 食 を 行う こと 、 豊 か で あれ ば ザ カ ー ト を 
支払 うこ と 、 巡 礼 に 行く こと な ど は ファ ルド ・ ア イン で す 。 832 の 
ファ ルド 、54 5 ド が 知ら れ て いま す 。 
ファ ルド ・ キ ファ ー ヤ (社会 的 義務 ) : ムスリム の うち 数 人 、 も 
し く は た っ た 一 人 で あれ それ を 行う の で あれ ば 、 他 の 人 々 は その 
義務 か ら 救 われ る こと に な る ファ ルド で す 。 な され た 挨拶 に 答え 
る こと 、 遺 体 を 洗浄 する こと 、 葬 儀 の 礼拝 を 行う こと 、 ク ルアー 
ン を 全て 暗記 し て ハー フィ ズ に な る こと 、 ジ ハー ド (聖戦 ) を 行 
うこ と 、 工 業 や 質 易 に 必要 と な る も の 以上 に 、 宗 教 的 、 科 学 的 な 
知識 を 学ぶ こと と いっ た ファ ルド が それ に あたり ます 。 


の の 人 義 ME 
呼び ます 。 こ の 命令 の クル アー ン に お ける 根拠 は 、 フ ァ ル ド ほ ど 
に 明白 で は あり ませ ん 。 疑問 の 余地 の ある 証拠 に よっ て 確定 され 
て いる も の で す 。 ウィト ル の 礼拝 を 行う こと 、 イ ー ド の 礼拝 を 行 
うこ と 、 豊 か で あれ ば 犠牲 の 動物 を 層 る こと 、 フ ィ ト ラ を 支払 う 
こと は ワー ジブ で す 。 ワー ジブ の 規定 は ファ ルド に 近く 、 ワー 
ジブ を 放棄 する こと は ハラ ー ム に 近い マク ルー フ で す 。 ワ ー ジ ブ 
で ある 事 を 信じ な い 人 は 不信 仰 者 と な り ま す 。 し か し それ を 実行 
し な か っ た こと で 地獄 の 罰 の 対象 と な る こと は あり ませ ん 。 


スン ナ : アッ ラー が 明白 に 示さ れ て は お ら ず 、 た だ 預言 者 ム ハ ン 
マ ド が その 実行 を 奨励 され 、 あ る い は 継続 的 に ご 自身 が 行わ れ 、 
ある い は 他 の 人 が それ を 行っ て いる の を 見 られ て も それ を 止め ら 
れ な か っ た 事柄 に つい て 「 ス ン ナ 」 と 呼び ます 。 ス ン ナ を 気 に 入 
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ら な いと する こと は イス ラー ム の 否定 で す 。 そ れ を 気に入り 、 か 
つ 実 践 は し な い 場 合 、 久 は あり ませ ん 。 し か し 理由 な く 継 続 的 に 
それ を 放棄 する 人 は 、 災 いや や 六 の 対象 、 も し く は サワ ー ブ を 減ら 
され る こと の 対象 と な り ま す 。 例 々 えば 、 ア ザー ン を 唱え る こと 、 
イカ ー マ を 行う こと 、 集 団 で 礼拝 を 行う こと 、 ウ ドッ ゥ ッ ー を 行う 時 
に ミス ワー ク を 用 いる こと 、 結 婚 し た 夜 に は 食事 を ふる まう こ 
と 、 子 供 に 割礼 を 受け させ る こと な ど で す 。 

スン ナ に は ? 種類 が あり ます 。 

スン ナ ・ ム アッ カ ダ : 預言 者 ムハンマド が 継続 的 に 行わ れ 、 行 わ 
れ な か っ た こと の な い 強 い ス ン ナ で す 。 ファルド の 礼拝 の スン 
ナ 、 ズ フル の 最初 と 最後 の スン ナ 、 マ グリ ブ の スン ナ  、 イ 
シャ ー の 最後 の ゥ ラ カ ー ト の スン ナ が それ に あたり ます 。 これら 
の スン ナ は 、 理 由 な くし て 放棄 する こと は で きま せん 。 これ を 気 
に ら な い 人 は 不信 仰 者 と な り ま す 。 

スン ナ ・ ガ イリ ・ ム アッ カ ダ ( ム ア ッ カ ダ で は な い ス ン ナ ) : 預 
言 者 ムハンマド が イ バ ー ダ と し て 時 折 行 われ た こと で す 。 ア スル 
と イシ ャ ー の 4 ラ カ ー ト の 最初 の スン ナ が これ に あたり ます 。 こ 
れ ら は し ば し ば 放棄 され た と し て も 何 か を 必要 と する こと は あり 
ませ ん 。 理 由 な く 完 全 に 放棄 する こと は 、 人 破滅 や 、 と りな し を 受 
けら れ な いと いっ た こと の 要因 と な り ま す 。 

5 人 か ら 10 人 の 人 が 実行 すれ ば 、 他 の ムスリム に 対し て は 取り 
肖 さ れる スン ナ は 「 キ ファ ー ヤ の スン ナ 」 と 呼ば れ ま す 。 挨 拶 を 
行う こと 、 お 籠り を 行う こと な ど で す 。 ウ ドゥー を 行う 時 、 飲 食 
や 。 良い 行い の 初め に ビス ミッ ラー と 唱え る こと は スン ナ で 


o 


Qr 


ー ン 


K\ 


ム ス タ ハ ブ : これ は マン ドゥ ー ブ 、 ア ー ダ ー ブ (礼儀 ) と も 呼ば 
れ ま す 。 ム アッ カ ダ で は な い ス ン ナ に 当て は まり ます 。 問 言 者 ム 
ハン マ ド が その 生涯 に 一 度 か 2 度 で あれ 行わ れ 、 愛 され 、 好 まれ 
て いた 事柄 で す 。 生 まれ た 子供 に 生後 7 に 名 前 を 与え る こ 
と 、 男 女の子 供 の 為 に アキ ー カ と し て 動物 を 層 る こと 、 着 こなし 
に 気 を 配る こと 、 芳 符 を つけ る こと は ム ス タ ハ ブ で す 。 これら を 
行う 人 に は 多く の 報償 が あり ます 。 行 わな か っ た 人 に 罰 は あり ま 
せん 。 と りな し を 受け られ な いと いう こと も あり ませ ん 。 
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ム バ ー フ : 行う こと が 命じ られ て お ら ず 、 生き 
い 事 柄 を ム バ ー フ と 呼び ます 。 つ まり 、 罪 で ある こと 、 命 令 

の 従属 で ある こと が 教え られ て は いな い 事 柄 で す 。 良 い 計 志 で 
行わ れ た 場合 に は サワ ブ が 、 悪い 意志 で 行 われ た 場合 に は 衣 衣 が 
与え られ ます 。 眠る こと 、 合 法 な も の を 食べ る こと 、 合 法 で ある 
こと を 条件 に 様々 な 衣装 を 身 に 着け る こと と いっ た 事柄 は ム バ ー 
フ で す 。 これら は イス ラテ ラーム! に 従い 、 そ の 但 令 に 従う こと を 意 
志 し つつ 行え ば 善行 と な り ま す 。 健康 で あり 、 イ バー ダ を 行う こ 
と を 意志 し て 飲み 食い する こと が これ に あたり ます 。 


山 m 


ハラ ー ム : ア ッ ラ ー が クル アー ン で 「 行 な っ て は いけ な い 」 と 明 
白 に 禁じ られ た 事柄 で す 。 ハ ラー ム を 行う こと 、 ハ ラー ム を 用 い 
る こと は 絶対 に 禁止 され て いま す 。 ハ ラー ム で ある も の を 合法 で 
ある と 言う 人 、 合 法 で ある も の を ハラ ー ム と 言う 人 の 信仰 は 失わ 
れ 、 不 信仰 者 と な り ま す 。 ハ ラー ム で ある も の を 放棄 する こと 、 
それ ら を 避け る こと は ファ ルド で あり 、 大 き な 和 善行 と な り ま す 。 
ハラ ー ム に は 2 種類 あり ます 。 
ハラ ー ム リ - アイ ニ ヒ ー : 人 を 和 殺 、 玉 、 同 性 同志 の 性 
交 、 賭 博 、 ワ イ 人 衝 か 凍 A か 
嘘 を つく こと 、 科 盗 を 行う こと 、 朋 の 肉 、 血 、 及 び 死 肉 を 食べ る 
こと 、 女 性 や 少女 た ち が 頭 や 腕 、 足 を 露出 し た 状態 只 で 外 に 出る こ 
と は ハラ ー ム で あり 、 大 き な 罪 で す 。 誰 か が ハラ ー ム を 行う 際 に 
ビス ミッ ラー と 唱え れ ば 、 あ る い は それ が 合法 で ある と 信じ る な 
ら 、 も し く は アッ ラー が それ を 禁じ られ た こと を 軽視 する の で あ 
移 ば 、 不 信 促 者 どなり ます 。 こ れ ら が ハラ ー ム で ある こと を 信 
じ 、 恐 れつ つも 行っ た 場合 は 不信 仰 者 と は な り ま せん 。 し か し 地 
獄 の 罰 の 対象 と な り ま す 。 も し 意地 を 張っ て 悔 悟 し な いま ま 死 ね 
ば 、 信 仰 な し に この 世 を 去る 要因 と な り ま す 。 
ハラ ー ム リ . ガイ リヒ ー : これ ら は 本 質 的 に は 合法 で ある も の 
の 、 他 者 の 権利 ゆえ に ハラ ー ム と な る も の で す 。 例え ば 誰か の 庭 
較 に 入り 、 持 ち 主 の 許可 な く 果 物 を も いで 食べ る こと 、 家 財 や お 
金 を 盗ん で 使う こと 、 信 託 を 裏切る こと 、 わ いろ や 利子 、 賭 博 で 
資本 や お 金 を 得る こと な ど で す 。 こ れ ら を 行っ た 人 は 、 そ の 際 に 


ビス ミッ ラー と いっ た 
合 は 不信 仰 者 と は な 
償い が で きる か ら で す 。5 
値 程 の 他 者 の 


朗 害 で あり 、 
銀 の 価 


ーー | 礼拝 の 書 ーー 一 


に 


利 の 


た 700 ラ カ ー ト の 認め られ る 礼拝 の 分 だ 
げ ら れ 、 そ の 権利 の 持ち 主 ( 
ー ム を 避け る こと は 、 イ バー ダ を 行う 
行 で す 。 だ か ら ハ ラー ム に つい て 知 


に よっ て 取り 上 


な の で す 。 


に 、 


箇 


いつ か 審判 の 日 に 集団 


場合 、 あ る い は 合法 で ある と 信じ て いた 場 
ませ ん 。 なぜなら それ は 人 に 対す る 権利 の 
半 の オオ ムギ の 重 さ の 


で 行わ れ 


け の サワ ー ブ が アッ ラー 
こ 与 えら れ ま す 。 ハラ 
こと より も さら に 大 き な 善 
、 そ れ を 避け る こと が 必要 


Ni 


7・ マ クル ー フ : アッ ラー と 預言 者 ムハンマド が 好ま れず 、 ま た 


イ バ ー ダ の サワ ー ブ を 損なわ せる 事 可 


月 を マク ルー フ と 呼び ま 


K 


直ら 


E す 。 太陽 が 昇る 


F を 行う こと な ど で す 。 こ れ ら を 


マク ルー フ は 2 種類 あり ます 。 
タフ リー マン ・ マ クル ー フ (ハラ ー ム に 近い マク ルー フ ) : 
ジブ で ある 事柄 を 行わ か いこ と で す 。 ハ ラー ム に 
と な り ま す 。 これ ら を 行う こと は 罰 を も た らし 
際 、 真 上 に ある 際 、 沈 む 際 に 礼 料 
意図 的 に 行っ た 人 は 、 反 抗 し 罪 を 行っ た こと に な り ま す 。 地獄 の 
罰 の 対象 と な り ま す 。 礼 振 


リー マン ・ マ クル ー フ を 行っ た 人 


o 


に 


ー ジ ブ と な り 
合 は 、 礼 振 


ム バ ー ブ 
こと より も より 


ム ス タ ハ ブ で ある 事柄 


ム フ シ ド : イス ラー ム に お いて 、 合 法 で ある 行い も し く は 開 


に お いて ワー ジブ を 放棄 し た 人 、 タ フ 


は その 礼拝 を 再度 


ラー ェ 


人 条 2 こ が 


も し 過失 や 忘れ て いた こと に よっ て 行っ た 場 


に 過失 の サジ ュ ダ を 行い ます 。 
タン ズ イ ィ イー ハン ・ マ クル ー ブ プ ( ム バ ー フ 

、 す な わら ち 合 法 に 近い 、 
い 


に 近 


い マ クル ー フ ) : 


も し く は 行わ な いこ と が 行う 


事柄 で す 。 ム アッ カ ダ で は な い ス ン ナ や 、 


れ て いる イ バ 
礼 、 ザ カー 
や 啓典 に 
を 中 断 さ せま 


ダ を # 


ド 効 と 


ー = 


し ます 。 断食 中 ( 
ます 


o 


区 


ーッ 尿 


呈 を 行わ な いこ 


すう 


する 事柄 で す 。 信仰 や 礼拝 、 
や 取引 を 中 断 す る こと な ど で す 。 例 え 
文句 を つけ る こと は イス ラー ム へ の 憎悪 を 意味 し 、 
す 。 礼 拝 中 に 


と 


天 2 フ ー 


こと は 。 ウル ドゥ ピ 


始 さ 
婚 如 や 巡 
仙 。 チタ グー 
信仰 
民 効 と 


と 礼拝 を 3 


的 に 飲み 食い する こと は 、 断 食 を 中 断 さ せ 


す 。 ム バー フ の うち 、 ア ッ ラ ー が 
及び 「 ハ サナ 」 と 呼び 


られ ます が 、 
す 。 
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ファ ルド 、 ワ ー ジ ブ 、 そ し て スン ナ を 行う 人 、 そ し て ハラ ー ム 
や マク ルー フ を 避け る 人 に は 、 報 償 が 与え られ ます 。 ハ ラー ム や 
マク ルー フ を 行い 、 ワ ー ジ ブ を 行わ な い 人 に は 罪 が 記さ れ ま す 。 
ー つ の ハラ ー ム を 避け る こと の サワ ー ブ は 、 一 つの ファ ルド を 行 
うこ と の サワ ー ブ よ り も より 大 き な も の と な り ま す 。 マ クル ー フ 
を 避け る サワ ー ブ は 、 ス ン ナ の サワ ー ブ よ り も より 大 き な も の で 


イス ラー ム の 敵 た ち 


イス ラー ム の 敵 


大 の 敵 が ユダ ヤ 教 徒 と 偶像 崇 提 


の 多く が 偶像 


みみ ツ プー" 


は 自 


案 ざ れる も の を 「 ハ イル 」 


E す 。 これ ら を 行う 人 に も サワ ー ブ が 与え 
この サワ ー ブ は スン ナ の サワ ー ブ よ り も わずか で 


は 、 イ スラ ー ム を 減 亡 させ る 為 に スン ナ に 
従っ た 書物 を 攻撃 し ます 。 ク ルアー ン の 食卓 章 で は イス ラー ム の 
E 者 で ある と され て いま す 。 偶像 
崇拝 者 と は 、 偶 像 や 彫像 を 崇拝 する 不信 仰 者 で す 。 キリスト 教徒 
E 者 で ある こと は 明らか で す 。 イ エメ ン の アブ ド 
ビン ・ サ バ と いう ユダ ヤ 人 は 、 ス ン ナ に 従う 人 々 を 減 
亡 さ せる 為 に シー ア 派 と いう 分 派 を 作り ま 
ら を アラ ウイ ー- 派 と 呼び 
ス 人 た ち は 、 あ ら ゆ る 帝国 主義 


し た 。 シ ー ア 派 の 人 々 


E す 。 イ スラ ー ム の 敵 で ある イ ギ リ 
向 な カカ で 、 イ ンド や アフ リカ か ら 
集め た 金 に よっ て 、 流 血 を 伴う 戦乱 と ワッ ハー プ 派 と 名 付け られ 


た 偽り に 満ち た 書物 に よっ て スン ナ に 従う 人 々 を 攻撃 し まし た 。 


世界 の どこ で あっ て も 、 永 遠 の 幸 福 を 得 た い 人 は 、 シ ー ア 派 や ソ 
ッ ハ ー プ 派 の 書物 に 騙さ れず 、 ス ン ナ に 従う 学者 た ちの 書物 に し 


っ か り と 従う 


こと を お 勧 めし 3 


イス ラー ム の 条件 


イス ラー ム に 入っ た 人 々 、 す な わり ム ス ! 
で あり 、 必 ず 行 わな けれ ば いけ な い 5 つ の 載 


す 。 
イス ラー ム の 条 信 


E す 。 


ド アン ラー 


E の 一 つ は 、 信 仰 告 


イラ ー ハ 


(カカ! 
行う こと で す 。 カ リマ ・ シ ャ ハー ダ を 行 5 
イッ ラッ ラー フ ワ アシ ュ ハ ド 


ム に と っ て ファ ルド 
本 的 な 務め が あり ま 


マ ・ シ ャ ハー ダ ) を 
こと と は 、! ア シュ ハ 
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アン ナ ム ハ ン マ ダ ン アブ ドゥ フー 
を 持ち 、 
の で きる 人 が 「 天 と 地 に は 、 ア ッ 
何 
真 に 祭 拝 さ れる べき お 方 は た だ アッ ラー で あら れる 。 
30 
一 切 の 不足 は な く 、 そ の お 名 前 は アッ ラー 
に 信じ る こと で す 。 そ し て 
ヨ 色 の 輝 か し く 


の 。 る の ま 上 、 線 侍 


拝 ま れる べき も の な ど 、 


ー は その 存在 が 必 
に あり 、 そ の お 方 
で ある 」 と いい 、 
さら に バラ の よう 


IS 
に 赤み が か っ た 


| 去 


ワ ラス ー ル フ 」 と 言う 


Eh の 2 


以 
5 


7 
2 
2 


三山 


ー つ 、 


お 方 で あり 、 


る 対 的 


に 達し て お り 、 話 すこ と 
外 に 崇拝 され る べき 存在 
と し て 存在 し な い 。 

アッ ラフ 
全て の 崇高 さがそ の お 方 


愛さ 


れる お 顔 を 持ち 、 黒 い 


眉 と 黒い 目 


な 属 
アラ ブ 人 と 呼ば れ 、 
子 で ある ムハンマド 
の し も べべ で あり 、 
る アー ミナ の 上 息子 で 


し た 。 


イス ラー ム の 5 つの 条件 の 5 つめ は 、 そ の 条件 
に 礼拝 を 行う こ 


定時 


月 で 、 毎 5 回 、 


ノ ュ ッ ー て / 


彼 の 上 


ム 家 の 一 員 で 
に アッ ラフ 


を 持ち 、 


聖 な 額 は 広く 、 立 派 


E 格 と 甘美 な 言葉 を 持た れ 、 ア ラビ ア の マッ カ で 生ま れ た 為 に 


あり アブ ドゥ ッ ラ ー の 


や 人 


ー の 平安 あれ ) が アッ ラー 
使者 で ある と いう こと で す 。 


彼 は ハブ の 娘 で あ 


や ファ ルド に 6 
と で す 。 全 て の ム ス リ 


が 毎日 、 時 間 に な る と 


に 5 


日 


の 礼拝 を 


ー と テク スー 


に 実 


スン ナ に 注意 を 払い 、 


了 す る こと は ファ ルド で す 。 礼 1 
アッ ラフ 


伴 を 、 


つっ 
ム 
り 


行い 、 そ れ ら を 時 間 通 
ファ ルド 、 ワ ー ジ ブ 、 


に 集 


し 、 


時 間 が 過ぎ て し まわ な 


いう ち に 行う こと が 必要 な の で す 。 ク ルアー ン で は 礼拝 は 「 サ ラ 


ー ト 」 
ッ ア ー ボ る と と 、 


天使 が ! 


と 呼ば れ ま す 。 サ ラー 


と は 、 前 


生 悟 する こと 、 


れる こと 、 
ラー ト と は 、 イ ノ 


ーッ 
い 、 


惹 し まれ る こと を : 


に ーー 


味 し ます 。 


忌 


E の 言葉 を 唱え る こ 


レミ ハー ル の 本 が 教え て いる 


と を 意味 し ま 


フ の タク ビー ル 」 で 始ま り ま す 。 

へ その 下 ま で 下ろ し 、 

える こと に よっ て 始め られ る の で 
向け 、 挨 拶 を 行う こと で 完了 し ます 。 

0 ム の 5 つの 条件 の 3 つめ は 、 財 産 か ら ザ カー ト を 支払 う 

「 ザ カー ト 」 の 辞 

に ずる こと こ ょ と いう も の で す 。 イネス ダーム 区 


で 上 げた 後 、 


肩 に 


II 
状態 


す な わ 


コー 
o 


FE 書 的 な 意味 は 


書 に よる と 、 人 が ド 
アッ ラー が 慈悲 を か けら 
イス ラー ム に お ける サ 
用 で E の 動作 を 行 
す 。 礼拝 は 「 イ フ テ ィ タ 
ち 男 性 が 手 を 耳 の 高 さ ま 


「 ア ッ ラ ー フ アク バル 」 と 


最後 の 座位 で 頭 を 左右 の 


、 靖 潔 さ 、 称 賛 、 良 い 
お ける ザ カ ー ト と 


は 、 必 要 不 可 欠 な 額 以 上 、 か つ 「 ニ サー ブ 」 と 呼ば れる 一 帯 の 基 


準 ( 


られ ます 。 区 


と すぐ に ウシ ュ ル カ 


ーー 礼拝 の 書 


こ 応 じ た 「 ザ カー ト の 財産 」 を 持つ 人 が 、 
分 け 、 ク ルアー ン で 示さ れ て いる ムスリム た ち に 
と な く 与 える こと を 意味 
学派 で は 、 
す 。 人 金 や 銀 の ザ カ ー ト 、 
牧 し た 4 本 足 の 家畜 の ザ カ ー 
す 。 こ の 4 つめ の ザ カ ー ト は 


に 


すず: ザ カ 


し ン 


貿易 品 の ザ カ 
、 大 昌 
ウ シュ / 
支払 われ 


放 


昌 


ブ の 量 に 達し た 


イス ラー ム の 5 つの 条 作 
0 断食 を 行う 

と は 、 辞 書 的 に は ある も の を ある も の か ら 守 る こと を 意味 し ま 
す 。 イ スラ ー ム で は 、 条 件 に 従い つつ 、 ラ マダ ー ン 月 に アッ ラー 


が 命じ られ た ゆえ に 


し 


渉 で す 。 ラ マダ ー ン 月 は 空 に 新 
前 も っ て 計算 
イス ラー ム の 5 つの 条 信 


す 。 


行う こと で す 。 道 1 
行っ て 戻っ て くる 


に と っ て 、 生 涯 に 
し 、 ア ラフ ァ ト に 


が 安全 で あり 、 
E で 後に 残す 子供 た ちの 4 
し 引い て 残っ た お 金 で その 地 ( 
一 度 、 イ フラ ー ム の 状態 で カー バ 神 
滞在 する こと は ファ ルド で す 。 


E 後 に 支払 われ ま 
EE の 4 つめ は 、 


呈 


を 
v 7 チ 


され た 暦 で は 
EE の 5 つめ は 、 
肉 


に 行っ て 


4 つの 種類 の ザ カ ー 


と を 「 サ ウム 」 


日 3 つの も の か ら 
ます 。 こ の 3 つの も の は 、 食 べ る こと 、 飲 むこ と 、 そ し て 性 交 
H が 見 られ る こと に より 始め 


トーー- 


財産 の 一 定量 を 取 
こ 、 恩 を 着せ る こ 
類 の 人 々 に 与え 
の 財産 が あり ま 


年 以上 牧草 地 で 放 


ー ト は 七 種 


リス 


ー ト 、 


凶 か ら の 収穫 の ザ カ ー ト で 
レ と 呼ば れ 
ます 。 他 


す 。 
の 3 つの ザ カ ー 
す 。 

ラマ ダー ン 月 に 
と 呼び 


以 穫 され る 
は 、2 サ 


日 断食 を 
すす 。、 ザウ み 


自分 を 守る こと を 意味 


6 


始め られ ませ ん 。 


生涯 に 一 度 巡 礼 を 
体 が 健康 で あり 、 マ ッ カ に 
E 活 に 必要 な お 人 金 を 差 
帰っ て くる こと の で きる 人 
殿 を 周回 


ここ で 準 げ られ た イス ラー ム の 5 つの 条件 の うち 最も 崇高 な も 


間 人 カリ マ ・ シ ャ ハ 


に 次 いで 尊い こ 


肝 
高 で ある こ 
の 4 つの 条 作 
ある と 見 な し て い 
初期 初め て 


と に つ し 


テ 


月 上 


礼拝 は 、 預 言 者 と し て の 活動 の 11 有 
前 の ミー ラー ジュ の 夜 に ファ ルド と 


ダ を ! 


ます 。 カ 


旧 え 、 そ の 意味 を 信じ し る こと で す 。 
と は 礼拝 で す 。 そ れ か ら 断 食 、 そ れ に 
友 後に ザ が カー ト と な り 3 


こ 次 いで 


リマ ・ シ ャ ハー ダ が 最も 宗 


\ て 『{ 


E す 。 カ リマ ・ シ ャ 
ファ ルド と され た 


学者 た ちの 意 
E の 順序 に つい て は 、 学 者 た ちの 多く が 


見 が 一 健 し て いま す 。 残り 
先述 の よう で 
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ハー ダ は 、 イ スラ ー ム の 最 
事柄 で し た  。 日 に 5 回 の 
、 ヒ ジュ ラ の 1 年 数 か 


きれ まし だ 。 アマ ダー ン 月 


ーーー] 礼拝 の 書 ーー 一 


の 礼拝 は 、 ヒ ジュ ラ 歴 2 年 目 の シ ャ ー バ ン 月 に ファ ルド と され ま 
し た 。 ザ カー ト の 支払 い は 、 断 食 が ファ ルド と され た 年 の 
ラマ ダー ン 月 に ファ ルド と され まし た 。 巡 礼 は ヒジ ュ ラ 歴 9 年 に 
ファ ルド と され まし た 。 


ーー | 礼拝 の 書 ーー 一 


第 3 部 


イス ラー ム に お いて 、 信 仰 に 


で す 。 礼拝 
の で あり 、 
礼拝 は サラ ー ト 
悲 、 悔 惜 を 意味 


は 信仰 の 柱 で す 。# 


と いわ れ ま す 。 サ ラー ト は 本 来 、 ド ゥ アー、 慈 
は この 8 つの 意味 を 全て 含む も の で 


し 、 礼拝 


ノー ニー 


礼拝 を 行う 


こ 次 いで 最も 宗 高 な イ バ ー ダ は 礼拝 


L 拝 は イ バ ー ダ の 


イス ラー ム の 2 つめ の 条件 で す 。 ア ラビ ア 語 


ある 為 に サラ ー ト と 呼ば れる の で す 。 


アッ フー の 最 
に 5 
で 、 信 仰 
イス ラー ム で 
の 日 


ロ 


に 次 いで 


も 好ま れ 、 繰 り 返 し 繰り 返し 命じ られ た こ 
の 礼 振 で す 。 ア ッ ラ ー が ムスリム に 対し て 命令 し た も の 
区 も 重要 な も の が 礼拝 を 行う こと で す 。 

区 初 に 命じ られ た ファ ルド も 礼 持 
、 信 仰 に 


次 いで 最初 に 


す 。 日 に 5 


ロ 


の 礼拝 を し て 


ら 救 われ 、 永 遠 
国 に 至る こと は 、 
す 。 正 し い 礼 振 
ず に 


集め 、 人 を アッ 
預言 者 ム ハ ン マ 


ム の 柱 で ある 。 礼 提 


行う こと の な い 


の 救い 


区 や も 祭 高 な も 
* ぶ は 


慈 


で 


と が 、 


問わ れる こと は 
いた 人 


の 為 に は まず 


ド は 次 の よう 


です 。 最 後 の 審判 


礼拝 に つい て で 


は 、 全 て の 苦し みや や 試み か 
に 至り ます 。 地 獄 の 炎 か ら 救 われ て 天 
礼 捧 を 正しく 行う こと に よっ て 可能 
不足 な く ウ ドッ ー を 行い 、 
礼 振 を 始め る こと が 必要 で す 。 礼拝 に 
良 の 形 で 行う べく 努力 すべ き な の で す 。 イ バー ダ の 全て を そこ に 
le 0 


と な る の で 
気 を 緩め 


全て の 動作 を 最 


礼 振 で す 。 


言わ れ ま し た 。「 礼 拝 は イス ラー 


礼拝 を 正しく 行う こと で 誉れ を 与え られ た 人 


拝 は 、( 人 を ) 
ず 。 

人 を 悪 
外見 だ け の 礼拝 
で は 、 外 見 だ け 
ー ム 学者 た ち ! 
の 全 


醒 行 と 悪 


事 か ら 遠 ざ 


で す 。 同 時 に 、 
の 礼拝 を も 放 来 


け な い 礼拝 


放 する べき で は あ 


は 、 正 し い 礼 拝 で は あり 3 
正しい 礼拝 が で きる よ 2( 


00 作者 00 まお 
人 は 、 当 然 イ スラ ー ム を 月 壊さ せる 。」 
人 は 、 醍 い 、 
いか ら 守 られ ます 。 と いう の も 、 賜 昧 章 第 45 節 で は 「 本 当 に 
肝 か ら 遠 ざけ る 」 と され て いる た め 


せん 。 
に な る ま 
ませ ん 。 イ スラ 


9 
て 


人 


よ 、「 一 つの こと を 全て で き な い の で あっ て も 、 そ 


て を 放棄 し て は いけ な い 」 と し て いま す 。 無 


k 限 の 恵み の 主 で 


ある アッ ラー は 、 外 見 だ け の も の で も 本 来 の も の と し て 認め られ 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


る か も し れ ま せん 。 こ の よう な おか し な 礼拝 を する くら いな ら 礼 
拝 な どす る な 、 と 言っ て は いけ な い の で す 。 こ の よう な お か し な 
や り 方 で は な く 、 正 し く 礼 拝 し な さい 、 と 言う べき な の で す 。 そ 
し て その 誤り を 正す べき で す 。 この 繊細 さ を 十 分 理解 する 必要 が 
あり ます 。 

礼拝 は 集団 で 行う べき で す 。 集団 で 行う こと は 、 個 人 で 行う よ 
り も より 大 き な サ ワー ブ を も た らし ます 。 礼拝 で 全て の 器官 が 謙 
虚 さ を 示し 、 そ の 心 も ア ッ ラ ー へ の 景 居 を 抱い て いる こと が 必要 
で す 。 人 を 現世 と 来世 で 、 人 災い や 苦し みか ら 救 う の は た だ 礼拝 で 
す 。 ア ッ ラ ー は 信者 た ち 章 の 初め の 部 分 で 、「 信 者 た ち は 、 確 か 
に 勝利 を 勝ち と る 。 か れ ら は 、 礼 拝 に 敬 度 で あり 」 と 仰せ られ て 
いる の で す 。 
危険 と 恐れ の ある 場所 で 行わ れる イ バ ー ダ の 価値 は 何 倍 も 高 ま 
り ま す 。 敵 が 攻撃 し て きた 時 に 兵士 が ささ や か な 仕事 を 行う こと 
は と て も ゃ 貴重 と な り ま す 。 若 者 が イ バ ー ダ を 行う こと も 、 よ り 尊 
いも の で す 。 なぜなら 我 欲 を 抑え 、 イ バー ダ を 行い た く な い 
と いう 欲求 を も 乗り 越え を て いる か ら で す 。 
青年 時 代 に 人 を 上 う 5 つの 敵 、 即 ち シャ イタ ー ン 、 我 欲 、 
そし て 悪い 友人 は 、 彼 に イ バ ー ダ を させ る こと を 望み ませ 
ん 。  。 あらゆる 愚 事 の 源 は 悪い 友人 で す 。 青年 が 、 
3 つの 瑞 か ら も た ら さ れる 悪い 欲望 に 従わ ず 、 イ バ ー ダ を 放 
乗せ ず に 礼拝 を 行う の で あれ ば 、 そ れ は と て も 尊い も の と な 
り ま す 。 年 老い た 人 の 行う イ バ ー ダ の 何 倍 も の サワ ー ブ が 与え ら 
れ 、 わずか な イ バ ー ダ に 多く の 報償 が ある の で す 。 


礼拝 は 誰 に と っ て ファ ルド と な る か 

礼拝 を 行う こと は 、 知 性 を 備え 、 思 春期 に 達し て いる 全て の 男 
女 の ム スリ ム に と っ て ファ ルド で す 。 礼拝 が ファ ルド と な る 為 に 
は 8 つの 条件 が あり ます 。 

ムスリム で ある こと 

知性 を 備え て いる こと 

思春 期 に 達 し て いる こと 

イス ラー ム で は 、 知 性 を 備え て いな い 人 、 思 春期 に 達し て いな 
い 小 さ な 子 供 た ち は 礼 拝 を 行う 責任 を 負い ませ ん 。 し か し 両親 は 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


子供 
せな けれ ば いけ 3 
まし た 。「 あ な た 方 は 皆 、 


ユ 


半 飼 


1 


の よう で ある 。 


た ち に イス ラー ム の 知識 を 教え 、 イ バー ダ を 行う よう 慣れ さ 
ませ ん 。 預言 者 ムハンマド は 次 の よう に 


仰せ られ 
い が そ の 群 


れ を 守る よう に 、 あ な た 方 も 子 人 


な けれ ば いけ な い 。 


ご づ 


ふさ わし い 形 で 生 


E れ て くる 。 


+「 な い 。 彼ら に イ 


も し 教え な い の で あれ ば その 責任 
他 の ハデ ィ ー ス で は 「 全 て の 子供 


た ち は イ スラ 
後に その 父 が 、 


ト 教 徒 や ユダ ヤ 教 徒 、 そ し て 無 

従っ て 全て の ムスリム の 第 一 の 
ム 、 ク ルアー ン を 読む こと 、+# 
の 条件 を 教え る こと で す 。 子 供 
世 と 来世 で 


ノ J 


ヵ 


うち に 曲 ! 
と すれ ば 


げ ら れる 」 と 語っ て き 
それ は 折れ て し まい 、 


に 


イス ラー ム の 知識 と 立派 な 道徳 が 与え られ な か っ た 子 
ゝ る 人 々 に 簡単 に 騙さ れ て し まい 


い 道 に 
害 を 与え る 存在 と な る の で す 。 


礼拝 を 行う 人 の 状態 
物 許 ・ 角 鈴 から 表 っ た 邦 


ホホ ラー サー ン の 総 前 で ある アプ ドゥ み ッ ラー 
憲兵 が 何人 か の : 
うち の 一 人 が 逃 
ヤー グー ルル 


ル は と て も 公正 な 人 で し た 。 
を 総督 に 報告 し まし た が 、 
た 。 ち ょ うど その 日 、 
へ と 向かい まし た 。 

際 、 人 々 は 彼 を 泥棒 だ と 思 
総督 に 引き 渡さ れ 、 
治 屋 は 監獄 で ウド ゥ ッ ー を 行い 、 
二 私 を 救っ て くだ さい 、。 


その 


1 っ て 指 


% 公 
小 記 


0 じ 涯 民 志 。 


教 者 
の 務め は 、 子 供 た ち に 
拝 


F 税 さ と 安らぎ を 得る こと を 求め る 両 
務め を 果たす べき な の で す 。 なぜなら 私 た ちの 父祖 は 「 木 
E し た 。 年 を と っ て か ら HH 


ヒラ ー ト の 鍛 
し ば らく し て 家 


監獄 に 入れ な さい 、 
礼拝 を 行い ま 
私 に は 罪 が な いこ 
ご 存じ で す 。 私 を この 監獄 か ら あ な た の 実 


らし て しま 


E を 行う こと 、 信 
ミ ム ス リム と な る 


| 


害 を 受け る か ら 


E た ちと あな た の 谷 
人 々 を 地獄 か ら 守 ら な けれ ば いけ 


令 下 に ある 
スラ ー ム を 教え 
を 負 う 。」 
ー ム に 適し た 、 
彼ら を キリ ス 
の 


イス ラー 

仰 と イス ラー ム 
こと を 望む 、 現 
親 は 、 ま ず こ の 
は 若い 
げ よ う 


で す 。 


供 


よ 、 趣 


E す 。 両 


E 棒 


台 屋 が 
戻り 、 再 び 
えま し た 。 彼 は 
と 


ー 
(9 


し た 


だ が 救 


菅 は 、 そ の 晩 の 夢 で 、4 人 の 


言わ れ 3 


親 、 民族 に 


国 、 


・ ビ ン ・ タ ー ヒ 


を 捕まえ 、 そ れ 
1 


夜 に 出発 する 
泥棒 た ちと 共 ( 
まし た 。 鍛 
。 手 を 掲げ 

と を あな た の み 
える の で す 」 と 
強 朝 な 人 物 


デ 
に 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


が 訪れ  、 そ の 玉座 を ひっ くり 返 そ うと する と ころ で 目 を 覚 ま 
し まし た 。 そ れ か ら す ぐに ウド ッ ゥ ッ ー を 行い 、2 ラ カ ー ト の 礼拝 を 
行い まし た 。 そ し て 再び 寝 入 り ま し た 。 再 び 4 人 の 人 物 が 来 て 、 
玉座 を 壊 そ うと し て いる の を 見 て 、 目 覚め まし た 。 そ うし て 、 
虐げ られ た 人 が 自分 に 対し て 許し を 求め て いる こと を 理解 し た の 
で 六 。 。 

軌 チ も の 大 砲 8 錠 旋 も 導 し て で き 交 の い 

涙 が 、 恋 グ 詳 の 辱 誠に な っ た こと を 。 

亡 度 ぁ 厳 を 逆 し た 鋭 克 

大 者 の が ゥ デー が それ を うぅ 

主 よ 、 尊 大 み の は た だ あ 友 た で す 。 あな た な と て る 尊大 で あ ク 、 
大 きか も る の も ぁ 作 さ 交 る も の も 孝 し ん だ 克 た だ あな た だ 莉 太 し 次 
す 。 あな た だ 腹 太 ナ る 考 が 、 た だ 却 旨 を 紛 ろ の で チ 。 


彼 は その 晩 の うち に 監獄 の 長 を 呼び 、 虐 げ ら れ た 人 が いな いか 
と 尋ね まし た 。 長 は 、「 私 に は わか り ま せん が 、 た だ 、 礼 
拝 を 行い 、 多 く の ドッ アー を し 、 涙 を 流し て いる 者 で あれ ば 
一 人 いま す  」 と 答え まし た 。 そこで 鍛冶屋 連れ て こら れ 、 
状況 が 尋ね られ まし た 。 宰相 は 許し を を い 、「 あ な た が 私 に 対 
し て 持っ て いる 権利 を 帳消し に し て ほし い 、 千 の 銀 の 贈り 物 を 受 
け と っ て 和 欲し い 、 何 か 他 に 望み が ある 時 に は 私 を 誠 お む て ほ し い 」 
と 求め まし た 。 鍛冶 屋 は 、「 私 の 権利 は 帳消し に し た し 、 贈 り 物 
も いた だ く が 、 何 か あっ た 時 に あな た を 訪れ る と いう こと は 到 し 
ませ ん 」 と 答え まし た 。 な ぜ か 、 と 尋ね られ る と 、「 私 の よう な 
一 人 の 貧者 の 為 に あな た の よう な 重 帝 の 玉座 を 何 度 も ひっ くり 返 
され る よう な 私 の 主 を 差し 置い て 、 私 の 要望 を 主 以外 の 人 に 
訴え る こと は し も べべ に ふさ わし い 行 為 で は あり ませ ん 。 礼拝 の 後 
に 行っ た ドゥ アー が 、 私 を どれ だ け 多 く の 苦 し みか ら 救 っ て くれ 
た こと で し ょ う 。 どれほど の 願い を 叶え て くれ た こと で し ょ 2 う 。 
だ か ら ど うし て 他 の 誰か に 底 護 を 求め まし ょ うか 。 ア ッ ラ ー 
は 限り の な い 慈 悲 の 扉 を 開か れ 、 無 限 の 恵み の 食卓 を 皆 に 広げ ら 
れ た の に 、 な ぜ 他 の お 方 を 誠 む まし ょ うか 。 そ の お 方 か ら 求 め た 
の に 与え られ な か っ た 人 が いる で し ょ うか 。 求 め 方 を 知ら な けれ 
ば 得る こと は で きま せん 。 そ の お 方 の 御前 に 礼儀 正しく 出る の で 


な けれ ば 、 そ の 慈悲 を 得る こと は で き な い の で す 。」 


プ バ ー ダ だ に 、 あ る 牙 肌 か が 誠 え た の で あれ 
その 友 の 恵 みみ はぁ も ちろ ん 、 科 多く の 扉 を 詳 く 


偉大 な ソリ ー の 一 人 で ある ラー ビア - イ - アド ゥ ウィ イヤ (アッ 
ラー の 慈 悲 が あり ます よう に ) は 、 ある 人 が ドゥ アー し て い 
る 時 に 、「 主 よ 、 私 に 慈悲 の 扉 を お 開き くだ さい 」 と 言っ て いる 
の を 聞き 、「 無 知 な 者 よ 。 ア ッ ラ ー の 慈悲 の 扉 は 今 ま で 閉じ られ 
て いた と いう の か ? そ れ で 今 開 いて ほし いと 求め る の か ?」 と 言 
っ た の で し た 。 (慈悲 が 与え られ る 扉 は いつ で も 開い て いま す 
が 、 そ れ を 受け 入れ る 扉 で ある 心 は 、 皆 義 い て いる わけ で は あり 
ませ ん 。 こ れ が 開か れる 為 に ドゥ アー する こと は 必要 で す 。) 
アッ ラー よ 「! 皆 を 苦し みか ら 救 われ る の は た だ あな た で す 。 私 
た ち を 現世 と 来世 で 苦し み の う ち に 放っ て お か な いで くだ さい 。 
必要 と し て いる 者 に 全て を 与え られ る の は た だ あな た で す 。 現世 
で も 来世 で も 意義 の ある 、 有 人 益 な も の を 私 た ち に お 与え くだ さ 
い 。 現世 と 来世 で 、 私 た ち が あ な た 以外 の 何 も の か に 求め 
る 必要 が 生じ ませ ん よう に 。 アー ミー ン 。 


物 族 ・ 家 が 燃え て いた 

教 友 の 一 人 ハミ ー ド ・ タ ウィ ー ル は 自分 の 礼拝 場所 で 礼拝 を し 
て いま し た 。 彼 の 家 に 火事 が 起こ り 、 人 々 が 集まっ て 火 を 消し ま 
し た 。 そ の 妻 が 走っ て 彼 の 元 に 来 て 、 彼 に 怒り 、「 家 が 燃え て み 
ん な が 集まっ て いる 。 す べき こと が 山 ほ ど ある 。 そ れ な の に 
あな た は そこ か ら 動 こう と も し な い 」 と いい まし た 。 彼 は 、「 ア 
ッ ラ ー に 碑 っ て 言う が 、 私 は 何 も 知 ら な か っ た の だ 」 と 答え まし 
だ 。 

アッ ラー の 友 で ある 人 々 は 、 ア ッ ラ ー へ の 愛情 と 近 し さ に お い 
て 非常 に 高い 段階 に 達し て お り 、 そ の 友 に 新 願 す る こと の 味わい 
に 夢中 に な っ て お り 、 我 を 忘れ て いる の で す 。 


物 攻 : 鋼 の 灰 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


教 友 の 一 人 アブ ドゥ ッ ラ ー 


す 。「 私 は アッ ラー の 使 
聖 な 胸部 


か ら は 、 火 に か けら れ 油 


徒 の お そば で +# 


うな 音 が 聞こ えて いま し た ] 


塊 話 ・ 足 の 先 


・ ビ ン ・ シ ャ フル が 語っ て いま 
L 拝 を し て いま 
B 騰 し て いる 、 鍋 の 水 の よ 


し た 。 そ の 


預言 者 ムハンマド の 愛さ れ て いた 嬉 アリ ー は 、 ひ と た び 礼 拝 を 


始め る と 例え 世界 が 月 壊し て も 気が付か な いよ うな 状態 で し た 。 


次 の よう に 語 


で き て 、 骨 まで 中 通し 3 
ず 、 医 師 に 診 せ まし た 。 


E し た 。 人 々 は その 矢 を 


られ て いま す 。 あ る 戦い で アリ ー の 足 に 矢 が 飛ん 
抜く こと が で き 
医師 は 、「 あ な た に 意識 を 失わ せる 薬 を 


与え な けれ ば 。 そ うす れ ば この 矢 を 抜く こと が で きる で し ょ 2 う 。 


そう で な けれ ば この 痛 


め ま し た 。 
帯 を 巻き ま 
し た か 」 と 


聞き まし た 。 


まし た 。 ア リー は 「 全 然 気 が 付か な か っ た 」 と 言っ た の で 


これ は 驚く に 値 し な 
フ の 美 し さ を 前 に し て 、 


る 人 々 に 


み ! 
まし た 。 信 者 た ちの 長 ア リー は 、 
い 。 少 し 待っ て ほし い 、 礼 拝 の 時 間 が 来る 。 礼 拝 を 始め た 
いて ほし い 」 と 言い まし た 。 ネ 


ー 


ー 


は 礼拝 を 終え 、 
医師 は 「 は い 、 


医師 に 
取り 出 


同 え る こと は で きま せん 」 と いい 
「 意 識 を 失わ せる 楽 な ど 必要 な 


ぎ ( 


t 王 


[ 拝 の 時 間 が 来 て アリ ー は 礼拝 を 始 
医師 も その 神聖 な 足 を 裂き 、 矢 を 取り 出し 、 傷 
じ た 。 ゲ リー 


ー 
Ke 


口 に 包 
「 矢 を 取り 出し ま 
し まし た 」 と 答え 
し た 。 


ゝ こと で は あり ます 。 実際 、 預 言 者 ユー ス 
エジプト の 女性 た ち は 我 を 忘れ 、 手 を 切 
っ た こと に 気がつき ませ ん で し た 。 も し アッ ラー が 、 そ の 愛さ れ 


し 、 死 の 痛み を 感じ な v 


物 医 : 気 を 括 わせ る 薬 


ワリ ー の 一 人 アー ミル ・ カ ユ ス の 足 の }# 
これ を 切断 し な けれ ば いけ な いと 言わ れ ま し た 。 ア 
ー ミ ル は 、 決 め ら れ た こと に 従う こと は 
だ 、 と 言い 、 そ の 指 が 切ら れ ま し た 。 数 
り 、 太 も も に まで 至っ て いる こと が わか 


つか り 、 


で し よう:。 


且 ( に 


後 、 


し も べ で ある こと の 条件 


我 を 忘れ させ られ た と し て も 、 和 驚く べき こと で は な 
い の で す 。 信 者 た ち も 死 の 瞬間 に 預言 者 ムハンマド の 姿 を 目 ( 


ー 
ー 


ハン セン 病 が 見 


この 病気 が 足 に 移 


まし た 。「 こ の 足 を 切 


断 し な けれ ば いけ な い 、 イ スラ ー ム は これ を 許し て いる 」 と 言 
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い 、 外 科 医 を 連れ て きま し た 。 外科 
要 で あり 、 そ れ で 痛み を 感じ させ な 


医 は 、 
の 


失神 させ る 為 の 薬 が 必 
に し な けれ ば いけ な 


い 、 そ う で な けれ ば 耐え られ な いと 言い まし た 。 ア ー ミ ル は 、 


「 そ ん な 手間 は いら な い 。 
て き て ほし い 、 


だ の OA 人 に クル デー ン を 
変化 が 現れ た ら 足 を 切っ て ほし い 。 


私 は 


求め まし た 。 人 々 は 彼 の 言 


っ た 通 り に 


美しい 声 で クル アー ン を 読む 人 を 連れ 
読ま せ て ほし い 、 


私 の 顔 に 
気が付か な い だ ろ う 」 と 
し まし た 。 あ る 人 が 連 


れ て こら れ 、 美 し い 声 で クル アー ン を 読み 始め まし た 。 ア ー ミ ル 


の 顔 


色 が 変わ り 、 外 科 医 は 太もも の 半ば か ら 彼 の 足 を 切断 し 、 止 


征 し まし た 。 クル アー ン を 読ん で いた 人 が 黙っ た こと で アー 


ミル は 我 に 


た と 答え まし た 。 足 を 切り 、 
全く 気が付い て いま せん で し た 。 その後 、 
彼 に 足 が 渡さ れ ま し た 。 彼 
あな た で す 。 私 


役 ! 
さい と 彼 が 
は 足 を 掲げ 、 


求め 


た の で 、 
「 主 よ 、 与 えら れ た の は 


返り 、 切 り ま し た か と 尋ね まし た 。 


焼い て 止 」 


医師 は 切り まし 
し 、 包 帯 を 巻き まし た が 


切ら れ た 足 を くだ 


は あな た の 


し も べ で す 。 あ な た が 定め られ 、 あ な た が それ を 創造 され ます 。 


これ は 
足 で 罪 の 為 の 一 


足 で す 。 も し 


人 後 の 審 
歩 を 踏み 1 
ば 、 私 は 、 決 し て あな た の 


判 の 


日 に 、 命 令 
HH し た り は し な か っ た か と 尋ね られ れ 
ご 谷 令 な し で 足 を 踏み 出し た り 、 呼 吸 


に より 、 決 し て この 


を し た こと は あり ませ ん と 答え る で し ょ 2 う 。」 


勿 許 
ブル サ が オス マン 帝 


の よかっ た ギリ シア 人 の 親友 が その 理 | 
「 あ な た の お 父さん や お 人 区 さん の 教え を な ぜ 放 棄 し た の か 」 と 彼 
を 批判 し て 言い まし た 。 彼 は 親友 に 
一 時 的 に 捕虜 と な っ た ムスリム の 一 人 が いま し た 。 
虜 が 幽閉 さ れ て いる 部 
に 気が付き 


「 私 の 元 に 、 
ある 時 、 こ の 拓 
っ た り し て いた こと 
0 しい の 


: 丸 克 の 導 の 月 戸 艇 
国 の 領 ] 
シア 人 た ちの うち 一 人 が 、 窟 


上 と な る 以前 、 
に ムスリム に な り ま し た 。 彼 と f 


町 に 住ん で いた ギ 


次 の よう に 説明 し ま 


屋 で 体 を 


を 彼 に 尋ね 、 そ れ か ら 


し た 。 


げた り 起 き 上 が 


NN 
の な ら 礼 振 ご と に 私 に 
欲 に 取り つか 1 日 に 日 


さら に 


E し た 。 そ ば に 行っ て 何 を し て い 
動作 が 終わ る と 彼 は 手 で 顔 を 質 
ゃ も し 礼拝 する こと が 許さ れる 
こ 金 を 1 枚 支払 うこ と を 
に その 額 を 増やし 、 つ い に 


で 、 礼拝 


し 出 ま し た 。 私 は 
は 礼拝 ご と に 
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10 枚 の 金 を 求め る よう に な り ま し た し 、 彼 も それ を 認め まし 
た 。 私 は 崇拝 行為 の 為 に 彼 が 払う 犠牲 に 感嘆 し 、 あ る 時 彼 に 『 あ 
な た を 解放 し まし ょ う 』 と 言う と 、 彼 は と て も 再び まし た 。 そ れ 
か ら 手 を 掲げ 、 私 の 為 に 次 の よう に ドゥ アー し まし た 。『 ア ッ ラ 
ー よ 、 こ の あな た の し も べべ に 、 信 仰 に よっ て 人 蒼 れ を 与え て くだ さ 
い 』 

その 瞬間 、 私 の 心 に は ムスリム に な り た いと いう 願い が 生じ 、 
それ は と て も 大 き な も の と な り ま し た 。 私 は すぐ に 信仰 告白 を 行 
い 、 ム スリ ム と な っ た の で す 。」 
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第 4 部 
礼拝 の 種類 


の II ファ ルド 、 ワ ー ジ 
、 ナ ー フ ィ ラ と いう 形 で 3 つ に 分 類 さ れ ま す 。 こ れ ら は 以下 の 
Se 


ファ ルド の 礼拝 : 日 に 5 回 の 礼拝 の ファ ルド 、 金 曜 礼拝 の 2 ラ カ 
ー ト の ファ ルド 、 そ し て 葬儀 の 礼拝 は ファ ルド の 礼拝 で す 。( 葬 
儀 の 礼拝 は ファ ルド ・ キ ファ ー ヤ で す ) 
ワー ジブ の 礼拝 : ウィ トル の 礼拝 、 イ ー ド の 礼拝 、 捧 げ ら れ た 礼 
拝 、 そし て 開始 し た も の の 途中 で 断 し た ナー フィ ラ の 礼拝 で 

す 。 定 め ら れ た 時 間 に 行え を な か っ た ウィ トル の 礼拝 の カ ダ ー を 実 
行 す る こと も ワー 99 

ナー フィ ラ の 礼 振 : 日 に 5 回 の 礼拝 の スン ナ 、 タ ラー ウィ ー の 礼 
拝 、 そ し て サワ ー ブ を 得る 為 に 行わ れる タ ハ ッ ジ ュ ド 、 礼 拝 所 に 
入っ た 時 の 礼拝 、 イ シュ ラー ク 、 ド ゥ ー ハ ー、 ア ッ ワ ー ビ ン 、 イ 
ステ ィ ハ ー ラ 、 タ ス ビ ー フ の 礼 振 な ど は ナー フィ ラ の 礼 振 で す 。 
つま り 行 うこ と は 命令 で は あり ませ ん 。 フ ァ ル ド や ワー ジブ で あ 
る 礼拝 に 不足 が ない 人 は 、 ナ ー フ ィ ラ の イ バ ー ダ に お いて も サワ 
ー ブ が 与え られ ます 。 


日 に 5 回 の 礼拝 


2 の ご 命令 で す 。 ク ルアー ン で は 100 か 所 以上 
、「 礼 拝 を 行い な さい 」 と 命じ られ て いま す 。 知 性 を 持ち 、 思 

春期 に 達し て いる 全て の ムスリム が 日 に 5 回 礼拝 を 行う こと が 、 

クル アー ン と ハデ ィ ー ス で 命じ られ て いま す 。 

ビザ ンチ ン 章 第 17, 18 章 で は 「 そ れ で 、 夕 暮 に また 上 暁 に 

ラー を 讃え な さい 。 天 に お いて も 地 に あっ て も 、 栄 光 は か れ に 

きす る 。 午後 遅く に 、 ま た 日 の 傾き 初め に (アッ ラー を 讃え な さ 

ゞ 」 と され て いま す 。 

誰 和 牛 章 第 238 節 で は 「 各 礼拝 を 、 特に 中 間 の 礼拝 を 誰 厳 に 守 

れ 」 と され て いま す 。( す な わ ち 、 礼 拝 を 継続 的 に 行い な さい 、 


沿 ヾ 
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と いう こと を 意味 し ます 。 ま た クル アー ン で 言及 され て いる 「 ネ # 
念 」 や 「 感 謝 」 が 礼拝 を 意味 する と いう こと も 、 ク ルアー ン の 
息 の 本 で は 記さ れ て いま す 。 フ ー ド 章 第 114 節 で は 、「 礼 拝 は 
間 の 両端 に お いて 、 ま た 夜 の 初め の 時 に 、 務 め を 守れ 。 本 当 に 
行 は 、 悪 行 を 消滅 させ る 。 こ れ は ( 主 を ) 念じ る 者 に 対す る 副 
で ある 」 と され て いま す 。 
預言 者 ムハンマド は 次 の よう に 言わ れ ま し た 。「 ア ッ ラ ー は し 
も べ に 、 毎 日 5 回 の 礼拝 を 行う こと を 命じ し られ まし た 。 正しく ウ 
ドゥ ー を 行い 、 こ の 5 回 の 礼拝 を 時 間 通 り に 行い 、 ル クウ や サジ 
ュ ダ を きち ん と 行う 人 を アッ ラー は 許さ れる で し ょ う 。」 

5 回 の 礼拝 は 、40 ラフ カー ト と な り ま す 。 こ の うち 17 ラ カ ー ト 
は ファ ルド で す 。 3 ラ カ ー ト は ワー ジブ で す 。920 ラ カ ー ト は スン 
ナ と な り ま す 。 

ファ ジェ ュ ル の 礼拝 : 4 ラ カ ー ト で す 。 ま ず 2 ラ カ ー ト の スン ナ 、 
そし て 2 ラ カ ー ト の ファ ルド を 行い ます 。 こ の スン ナ は と て も 強 
いも の で す 。 ワ ー ジ ブ だ と 見 な す 人 も いま す 。 

ズ フ ル の 礼拝 : 10 ラ カ ー ト で す 。 ま ず 2 ラ カ ー ト の 始め の スン 
ナ 、 そ れ か ら 4 ラ カ ー ト の ファ ルド 、 最 後に ゥ ラ カ ー ト の 終わ り 
の スン ナ を し ます 。 

アス ル の 礼拝 : ラフ カー ト で す 。 ま ず 4 ラ カ ー ト の スン ナ 、 そ れ 
か ら 4 ラ カ ー ト の ファ ルド を 行い ます 。 
マグ リブ の 礼拝 : 5 ラフ カー ト で す 。 ま ず 3 ラ カ ー ト の ファ ルド 、 
それ か ら ゥ 2 ラ カ ー ト の スン ナ を 行い ます 。 

イシ ャ ー の 礼拝 : 13 ラ カ ー ト で す 。 ま ず 4 ラ カ ー ト の スン ナ 、 
それ か ら 4 ラ カ ー ト の ファ ルド 、2 ラ カ ー ト の スン ナ 、 そ の 後 、 
ワー ジブ で ある 3 ラ カ ー ト の ウィ トル の 礼 振 を 行い ます 。 


RS -1 


功 


洗 中 


アス ル と イシ ャ ー の 最初 の スン ナ は ム ア ッ カ ダ で は な い ス ン ナ 
で す 。 これら の 第 2 ラ カ ー ト で は 座位 の 際 に 「 ア ッ タ ヒヤ ー ト 」 
の 後 で 「 ア ッ ラ ー フ ンマ サッ リ 」 の ドッ アー を 、 そ の 後 で 「 ア 
ッ ラ ー フ ンマ ・ バ ー リ ク 」 の ドッ アー を 最後 まで 唱え ます 。 立 ち 
上 が っ た 時 に は 、 第 3 の ラフ カー ト で 「 ビ スミ ッ ラ ー」 を 唱え る 前 
に 「 ス プ ハ ー ナ カ 」 を 唱え ます 。 し か し ズ フ ル の 礼拝 の 最初 の ス 
ン ナ は ム ア ッ カ ダ で す 。 つ まり 強く 命じ し られ て いる の で す 。 そ の 


my 


| se 
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サワ ー ブ も より 多く あり ます 。 
0 少 0 ト 」 を ! 
に すぐ に 立ち 上 が り ま す 。 立ち 
昌 え 、 そ の まま ファ ー テ ィ イム バ 章 
ズ フ ル と イシ ャ ー の ファ ル 
ルド の 後 は ぁ ラ カー ト を さら (!【 
サワ ー ブ が あり ます 。 全 て を 一 
ー ト ご と の サラ ー ム を 行い つつ 
の 形 で も 、 最 初 の 2 ラ カ ー ト は 
ます 。 こ の ム ス タ ハ ブ の 礼拝 は 、 
も で きま す 。 
第 1 の ラ カ ー ト は 礼拝 を 始め 
ち 上 が っ た 時 に 始ま り ま す 。 そ 
す 。 終 わり の ラ カ ー ト は 、 挨 反 
ー ト で は 、92 
それ ぞ れ の ラ カ ー ト に は 、 礼 
ナ 、 ゐ み フ シド 、 そ し て マク ルー 
これ ら を ハナ フィ ー 派 に 従っ た 


目 


日 


礼拝 の ファ ルド 

ファ ルド は 、 ア ッ ラ ー が 実行 
オイ パ ピー グ を マデ アルド どす る 徐 作 

ダ は 誠実 で 正しい も の と は な り 
店 の 
ち 7 つ は 礼拝 外 に あり 
ァ ル ド を 条件 と 、 礼 拝 中 の ファ 
。 一 部 の 学者 は 、 タ クビ ー 
、 礼 拝 の 


ぐー Qr[ 
7tY ンプ 


ヴ 


礼拝 入 の ファ ルド (条件 ) 
ハデ ス か ら の 清め : ウド ゥ ー の 
状態 の 人 は グ ス ル を 行う こと 


2. ナジ ャ ー サ か ら の 清め : 礼拝 を 行う 人 の 体 、 服 、 そ し て 礼 提 


一 度 


の サジ ュ ダ の 後 は 座位 を 取り 


、5 つ は + 


目 の 座 位 で は ファ ルド と 同様 
え 、 そ れ か ら 第 3 の ラ カ ー ト の 人 為 
上 が る と まず 「 ビ スミ ッ ラ ー」 と 
を 読み ます 。 

の 後 4 ラ カー ト 、 マ グリ ブ の ファ 
に 行う こと は ム ス タ ハ ブ で 、 多 く の 
度 の サラ ー ム で 、 も し く は 2 ラ カ 
実行 する こと が で きま す 。 ど ちら 
最後 の スン ナ の 代わ り と 見 な され 
終わ り の スン ナ の 後 で 行う こと 


た 時 点 で 、 そ の 他 の ラ カ ー ト は 立 
し て 再び 立ち 上 が る 時 まで 続き ま 
を 行う まで 続き ます 。 複数 の ラ カ 
ら 

拝 の ファ ルド 、 ワ ー ジ ブ 、 ス ン 
フ が あり ます 。 こ の 先 の 項目 で は 
胸 で 紹介 し ます 。 


を 求め られ た 絶対 的 な 命令 で す 。 
が 満た され な い 限 り 、 そ の イ バ ー 
ませ ん 。 礼 拝 を 行う 際 に は 、12 
ヾ と な り ま す 。 こ の ファ ルド の う 
L 拝 の 中 に あり ます 。 礼拝 前 の フ 
ルド を ルク ン (構成 要素 ) と 言い 
ル が 礼拝 中 に 行わ れ て いる と し て 
条件 も 構成 要素 も 6 つ ず つと な り 


な い 人 が ウド ッ ゥ ー を 行い 、 大 汚 の 


ーー 礼拝 の 書 一 ーー 


を 行う 場所 を 、 重 大 も し く は 軽微 な ナジャ ー サ (すなわち イス ラ 
ー ム に お いて 汚い と 見 な され る も の ) か ら 清 め る こと 。 (例え 
ば 、 血 、 尿 、 ア ルコ ー ル の よう な 物質 は イス ラー ム に お いて 汚い 
と 見 な され ます 。) 

サト ッ ル ・ ア ウラ : 礼拝 を 行う 際 に う べき 体 の 箇所 を 覆う こ 

と 。 こ れ は アッ ラー の 命令 で す 。 ムカ ッ ラ フ で ある 人 、 す な わ ち 
知性 を 持ち 思春 期 に 達し て いる 人 に つい て 、 礼 拝 時 に 露出 し て い 
る こと 、 あ る い は 常に 他 の 人 に 見 せる こと 、 他 の 人 が 見 る こと が 
禁じ られ た 場所 の こと を アウ ラ の 部 分 と 呼び ます 。 男 性 の アウ ラ 
は へ そ か ら 膝 下 ま で で 、 女 性 は 顔 と 手 以外 の 全て が アウ ラ で す 。 

4. イス ティ ク バ ル ・ キ ブラ : 礼拝 を する 際 に キ ブ ラ の 方 角 に 体 
を 向け る こと で す 。 ム スリ ム の キ ブ プラ は 、 マ ッ カ の 町 に ある カー 
バ で す 。 つ まり その 部 分 の 地上 か ら 天 に 至る まで の 空間 が キ ブ ラ 
な の で す 。 

5. 時 間 : 礼拝 を 時 間 通 り に 行う こと で す 。 す な わ ち 礼拝 の 時 間 
に 入っ た こと を 知る こと 、 行 っ て いる 礼 振 が どの 礼拝 か を 訟 識 し 
て いる こと で す 。 

6. ニー ヤ : 礼拝 を 行う 際 に 心から それ を 意図 する こと で す 。 た 
だ 口 に 出す こと は ニー ヤ と は 言わ れ ま せん 。 礼拝 を 意図 する こと 
と は 、 礼 拝 の 名 、 時 間 、 キ ブラ を 心 で 念じ る こと 、 集 団 で 行う の 
で あれ ば イマ ー ム に 従う こと を 心 で 念じ る こと で す 。 ニ ー ヤ は 長 
初 の タク ビー ル を 行う 際 に な され ます 。 タ ブリ ー ク の 後 で 行わ れ 
る ニー ヤ は 有効 で は な く 、 礼 拝 は 認め られ ませ ん 。 

7. イフ ティ タフ ・ タ クビ リ : 礼拝 を 始め る 際 に 「 ア ッ ラ ー フ ・ 

アク バル 」 と いう こと で す 。 こ の 最初 の タク ビー ル を イフ ティ タ 
フ ・ タ クビ リ と 呼び ます 。 他 の 言葉 を 語る こと で この タク ビー ル 
を 行う こと は で きま せ ん 。 


Iml 


礼拝 中 の ファ ルド (レク ン ニ 構成 要素 ) 

礼拝 を 始め て か ら 実 行 す る べき 5 つの ファ ルド が あり ます 。 こ 
の 5 つの ファ ルド の それ ぞ れ を ルク ン (構成 要素 ) と 呼び ます 。 
礼拝 中 の ファ ルド は 以下 の 通り で す 。 


1. キヤ ー ム : 礼拝 を 始め る 際 、 実 行 す る 際 に 立っ て いる こと を 


意味 し ます 。 立て な い 病 人 は 座っ て 行い ま 
動作 を イメ ー ジ し な が ら 行 いま す 。 椅子 に 座 


い 人 は 寝 た ま まで 、 


っ て 礼拝 を する こ 
2. キラ ー ト : 声 に 
アー ン の 章 も し く ! 


83. レタ ) 守 デ ー 


す 。 ル クウ で は 少 


ズィー ム 」 と 呼び ます 。 身 を 


マン ハミ ダ 」 と 


カル 


ハム ド 」 と 唱え ます 。 
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湊 


と は 許さ れ て は いま せん 。 


こ 出 し て 褒 
は 節 を 読む こ と で す 。 
の 後 、 手 を 膝 に 

な く と も 8 回 、 
起こ す 際 に 


昌 え ます 。 


4. スジ ュー ド (サジ ュ ダ ) 8 


ジュ ダ は 続け て 2 
す 。 サジ ュ ダ ご と ! 
アフ 


に 少 ヵ 


ぶ く と も 8 折 


」 と 唱え ます 。 
5. カ ダ ー イ ・ ア ー 
む ま で 座位 を 取る こ 


ヒラ : 
と で す 。 こ れ を 


光 で こと を 意味 し ま 


お いて 体 を 前 に 
「 ス プ ハ ー ナ ラッ ビ ピ ヤル ア 
は 「 サ ミ 
起き 上 が っ た ら 、 


礼拝 が 重要 な こと で あり 、 イ バー ダ の 中 で 


は 、 条 件 が これ だ 


け 多 いこ 


と か ら も 理解 され ます 。 さ ら に 


座っ て 礼拝 で き な 


す 。 礼 拝 で 、 ク ル 


中 全 選 で 


アデ アッラーフ リ 
リッ パナ チー 


ルク ウ の 後 で 地 に 伏 す こと で す 。 サ 
加 NM き を 地面 に つけ る こと を 意味 しま 
「 ス プ ブ ハ ー ナ ラッ ビ ヤ ル 


最後 の ラ カ ー ト で アッ タ ヒ ヤ ー ト を 読 
後 の 座位 と 呼び ます 。 


も 大 切 で ある こと 


と 。 メー 


ジブ 、 ス ン ナ 、 ム スタ ハブ 、 マ クル ー フ 、 ム フシ ド も これ ら に 加 


える な ら 、 し も べべ が アッ ラー の 前 
無力 で 弱く 、 哀 れ な 被 造物 で す 。 
され た アッ ラー を 必要 と し て いま す 。 礼 


きる で し よう の 。 
5 る 瞬間 に 、 自 ら 


し も べべ は 
を 創造 


拝 と は 、 し も べ に 
この 本 で 
きま し よう 。 


礼拝 の 条件 


と その 無 
は 、 こ の 点 


ハデ ス か ら の 清め : 


この 項 で は 、 ウ ドッ ゥ ッ ー、 


力 さ を 教え る イ バ ー ダ な の で す 。 
に 関す る 知識 に つい て 順 を 追っ て 挙げ て い 


グ ス ル 、 タ ヤン ム ム に つい て 紹介 し ま 


に どの よう で ある べき か が 理解 


あら 


「 


と は 礼拝 の ファ ルド の 一 つ で す 。 ク ルアー ン 
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を 手 に 取る こと 、 カ ー バ を 周 尼 


する こと 。 


過失 の サジ ュ ダ (ティ 


ラー ワ の サジ ュ ダ ) を 行う こと 、 葬 儀 の 礼拝 を 行う こと の 為 に 
も 、 ウ ドゥ ッ ー を 行う こと が 必要 で す 。 常 に ウド ゥ ー の ある 状態 で 
ある こと 、 ウ ドゥ ッ ー の ある 状態 で ベ バッド に 入る こと 、 ウ ドッ ー の 


ある 状態 で 飲み 食い する こ 


ウド ゥ ー の ある 状態 で 亡くな っ た 人 に は サワ ー ブ が 与え られ ま 
す 。 預 言 者 へ ムハンマド は 次 の よう に 
「 ウ ドゥー の ある 状態 で 死ん だ 人 は 、 死 の 苦し み を 味わわ な い 。 
ー は 、 信 仰 を 持っ て いる こと の し る し で ある 。 礼 
は 、 体 を 罪 か ら 清 め る こと で ある 。」 
「 ム スリ ム が ウド ッ ー を 行 


な ぜ な ら ウ ドッ 
拝 の 鍵 


調 


ちる 。 最後 の 座位 で は 


壮行 の うち 


も 尊い の ! 


と は 大 き な 善 行 で す 。 


言わ れ ま し た 。 


2 うと 、 そ の 俳 が 耳 、 


許さ れ た 人 と し て 座る 。」 
3 礼 振 で ある 。 常に ウド ッ ー 


人 は 、 た だ 信者 で ある 。 信 者 は 


ー を 行っ て 寝る べき で ある 。 
る こと に な る 。 ウ ドゥ ッ ー の ある 状態 
は 、 食 べ 物 や 水 が ズ ィ ク ル を 行っ て いる 。 


中 、 彼 の 為 に 位 悔 を 行う 。」 


7 ドー 
の 1 を 取 
を 知っ て いな が ら 、 強 人 
仰 者 と な り ま す 。 礼拝 中 ( 
両側 に 
を 行い 、 礼 拝 を 


ウド ゥ ー の ファ ルド 
ウド ッ ゥ ッ ー の 義務 は 、 
1 . 顔 を 一 度 水 で 洗う こと 
2. 両 腕 を 肘 と 共に 
3. 頭 の 4 
る こと 

4. 両足 を か か と と 


こ は 、 フ ァ ル ド 、 ス ン ナ 、 礼 儀 、 そ 


ウド ッ ー を 保ち 、 


腹 


これ に よっ て アッ ラー の 席 護 


が 無 


効 と な っ た 人 


ハナ フィ ー 派 で は 4 つ あ り ま す 。 


一 度 水 で 洗う こと 
分 の 一 を メス フ す る こと 、 す な わら ち 濡 らし た 手 で 撫で 


ト に 洗う こと 


し て 禁忌 


消す も の が あり ます 。 ウ ドッ ー が な いこ と 
] さ れる わけ で も な く 礼 提 
こ ウ ドッ 
挨拶 を 行い 礼拝 を 中 断 し ます 。 時間 が 過ぎ る 前 に 
色 切 か ら や り 直し ます 。 


手 、 足 か ら 落 


を 保持 する 
夜 は ウド ッ 
を 受け 


で 食べ 、 飲 ん だ 人 の 腹 中 で 


| に 留 圭 


まっ て いる 間 


と され る 


E を 行う 人 は 不信 


人 は 、 す ぐに 
有用 ビ 
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シャ ー フ ィ イ ーー 派 に よる と ニー ヤ と タル ティ ブ も ファ ルド で あ 
り 、 顔 を 洗う 際 に ニー ヤ を 行う 必要 が あり ます 。 水 が 顔 に 触れ る 
前 に ニー ヤ す れ ば 、 そ の ウド ッ ー は 有効 と は な ら な い の で す 。 顔 
や あご の 琵 を 洗う こと は ファ ルド で す 。 マ ー リ キー 派 で は 、 こ す 
り 、 洗 うこ と が ファ ルド と な り ま す 。 シーア 派 で は 足 を 洗わ ず 、 
は だ し の 上 か ら メ シフ を 行い ます 。 


ウド ッ ゥ ッ ー の 行い 方 

1. ウド ッ ー を 始め る 際 に は 次 の ドゥ アー を 唱え ます 。 

「 和 o 約 ミッ ジー ビル * ア スィ イー み 、 アル ハム F リッ プーE アデ 
プー ディ ー ニ ル イス ラー ム 、 ア アデ ラー ダグ ウブ フィ ク イル 
re チル KA NR アビ ツラ スイ ー ジャ アラ テルマ ー 
タフ ー ラ ン ワ ジェ ラー レル イス ラー マ ヌー ラン ュ ェ 」 

それ か ら 、 手 を 肘 ま で 8 回 洗い ます 。 

手 で 口 に 3 回 水 を 入れ な が ら 次 の ドゥ アー を 唱え ます 。 

「 ア ッ ラ ー フ ンマ スキ ニー ミン ハウ ディ ナビ ー ヤ カ カス 
アン ラー アズ マウ バー デフ アバ ー ダ ン 9 引 」 

右手 で 鼻 に 3 回 水 を 売れ 、 左 手 で 中 を 洗い ます 。 鼻 に 水 を 入れ る 
際 に は 

「 ア ッ ラ ー フ ンマ アリ フ ニ ー ラー イハ タル ジャ ン ナ ティ 
ワル ズ ク ニ ー、 ミ ン ニア ミ ハ ー、 ワ ラー トゥ リフ ニー ライ 
ハタ ダン ナー ル 93」 と いう ドッ アー を 唱え ます 。 

掌 に 水 を 入れ 、 額 か ら 顔 の 下 、 明 ま で 、 顔 を 洗い な が ら 次 の ドッ 
アー を 唱え ます 。 

「 ア ッ ラ ー フ ンマ バイ ー ド ワ ジ ュ ヒ ビビ ヌー リカ ヤツ ウマ 
タブ ヤ ド ッ ヴ ジ ュー フ アウ リヤ ー イ カ ワ ラー トッ ゥ サッ 
ヴイ ド ワ ジ ュ ヒ セー ビ ズ ヌ ピー ヤ ウ マ み ス ワッ ドッ ウ 


1 侍 高 な る アッ ラー の 御名 に よっ て 始め ます 。 私 た ち に イス ラー ム の 教え を 与え 
られ 、 信 仰 を 恵まれ た アッ ラー に 感謝 と 称 状 を 。 水 を 、 清 め る 者 、 イ スラ ー ム 
を 光 と され た アッ ラー に 感謝 と 称 堆 を 。 

3 アッ ラー よ 、 一 度 飲ん だ 後 、2 度 と 潟 き を 覚え な い 預 言 者 の 水 貯 めか ら 私 と い 
う し も で に 一 杯 飲ま せ て くだ さい 。 

sa アッ ラー よ 、 私 に 天国 の 香り を 味わわ せ て くだ さい 。 そ し て 私 に 天国 の 恵み に 
よっ て 糧 を お 与え くだ さい 。 地獄 の 香り で は な く 。 


| | 
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ジュ ー フ アダ ー イ カ 4」 

左手 で 右腕 を 肘 ま で g 回 洗う 時 に は 、 

「 ア ッ ラ ー フ ンマ アー ティ ニー キタ ー ビ ー ビ ヤ ウ ミニ ー 
ワ ハス ビニ ー ヒサ ー バ ン ヤギ シー ラン 5」 

と ドゥ アー を 唱え ます 。 

右手 で 左腕 を 8 回 、 肘 まで 洗う 時 に は 

「 ア ッ ラ ー フ ンマ ラー の le キタ ー ビ ー ビ シマ 
ー リ ー ワ ラー ミン ワラ ー イ ザ フ リ ー ワ ラー トゥ 
パー シ グ ュ 。 も セ サー パシ ジャ ディ ー ダ シン 

と ドッ アー を 唱え ます 。 

両 朋 を 洗っ た 後 、 手 を も う 一 度 洗い 、 そ の 水 で 頭 を 湿ら せな が 


ら 、 
「 ア ッ ラ ー フ ンマ ハッ リム シャ ー リ ー ワ バシ ャ リー ア 
ラン ナー ル 、 ワ アズ イィ イラッ ニー タフ タ ズ イ ッ リ アル シカ 


ラー ズ ィ ッ フラ イッ ラー ズ ッ ル アル シカ ィ 

と ドゥ アー を 唱え ます 。 

それ か ら 右 手 と 左手 の 人 差し 指 で 両 耳 の 穴 に 水 を 入れ 、 親 指 で 耳 
の 後ろ を 湿ら せ 、 

「 ア ッ ラ ー フ ンマ ジュ アル ニー ミナ ッ ラ ズ イ ー ナ ヤス タ ミ ウ 
ー ナ ル カウ ラ ファ ヤッ タビ ウー ナ アフ サナ フ 』l 

と ドゥ アー を 唱え ます 。 
手の甲 で 首 の 後ろ を 湿ら せな が ら 、 
[ツタ アー アワ シマ) アー トルク ダル バ ディ ミナ シン ザール 
と 下 ドゥ アー を 唱え ます 。 


4 アッ ラー よ 、 あ な た の 光 で ワリ ー た ちの 顔 を 白く され た よう に 、 私 の 顔 を も 
く な さっ て くだ さい 。 敵 の 顔 が 黒く な る 日 に 、 私 の 罪 の 為 に 私 の 顔 を 黒く な さ 
ら な いで くだ さい 。 
s ア ッ ラ ー よ 、 私 の 記録 筐 を 右側 か ら お 与え くだ さい 。 私 の 審判 を 容易 に し て く 
だ さい 。 

e アッラー よ 、 記 録 短 を 左側 か ら 、 背 後 か ら 与 ん を な いで くだ さい 。 私 の 審判 を 困 
難 な も の と な さら な いで くだ さい 。 
1 0 財 本 邊 生生 S4U2RMYSSI 二 2 擬 3Nae 
に 凡 高 な 玉座 で 影 を お 与え くだ さい 。 
』 テ ッ ラ ー よ 、 私 を 、 話 を 聞い て 最も 良い も の に 従う 者 と し て くだ さい 。 
9 アッ ラー よ 、 私 の 首 を 火 か ら 解 放し て くだ さい 、。 
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自 を 湿ら せ た 後 、 左 手 の 小指 で 右足 の 小指 か ら 始 め る 形 で 足 の 指 
の 間 を も 洗う 形 で 、 か か と と 共に 右足 を 3 回 洗い な が ら 、 
1 み ラ ー ジ ツマ 省 ロ yh ダグ マイ や ヤー デラ テス ・ ペ テー ト 
ウゥ ヤ ウ マ タ ズ イッ ルー フィ ヒル アク ダム io」 
と ドッ アー を 唱え ます 。 
左足 を 3 回 洗い 、 足 の 指 の 間 を 小指 で 、 今 度 は 親指 か ら 始 め 、 小 
昌 ま で 洗っ て いく 形 で 、 か か と と 共に 洗い な が ら 、 

1 デ 有 テー プン マ アー グ ト ルル ドッ 灰 メグ マイヤー デラ ラ 
スラ ー ト ゥ ヤ ウ マ タトゥ ルド ゥ クッ リ アカ ダー ミ アダ 
ー イ カ 、 ア ッ ラ ー フ ンマ サイ ー マシ ュ ク ー ラ ン ザン ビー 
マー フラ ン ワ アマ リ マク ブー ラン ワ ティ ジャ ー ラ ティ 
ラン タブ ー ラ ュ ロ 」 
と ドッ アー を 唱え ます 。 


預言 者 ムハンマド は 次 の よう に 言わ れ ま し た 。「 誰 で あれ 、 ウ 
ドゥ ッ ー を 行っ た 後 で 天 を 向い て 次 の ドゥ アー と 唱え れ ば 、 ア ッ ラ 
ー は その 人 の 罪 を 許さ れ 、 受 け 入 れ ら れ 、 そ の 玉座 の も と で 護 
され る 。 最後 の 審判 の 日 に は この ドゥ アー を 唱え た 人 は その 善行 
の 報償 を 得る 。『 ス プ ハ ー ナ カッ ラー フン マ ワ ビ ハ ム ディ カ 
アシ ュ ハ ド アン ラー イラ ー ハ イッ ラー アン タ ワ フ ダ 
カ ラー シャ リー カ ラ カ アス タグ フィ ルカ ワ アト ッ ゥ ッ ー 
ブ イラ イカ アシ ュ ハ ド アン ラー イラ ー ハ イッ ラッ ラ 
ー ワ アシ ュ ハ ド アン ナ ム ハ ン マ ダ ン アブ ドッ カ ワ 
ワ ス ー ル カ ril」 

ある ハデ ィ ー ス で は 、「 誰 で あれ ウド ッ ー の 後 で 『 イ ン ナ ー 


0 アッ ラー よ 、 足 が 滑る 日 に 、 ス ラー ト 橋 で 私 の 足 を 滑ら な いも の と し て くだ 
さい 。 

n ア ッ ラ ー よ 、 あ な た の 敵 た ち が ス ラー ト 橋 で 足 を 滑ら せる 日 に 、 私 の 足 を 消 
ら せ な いで くだ さい 。 ア デッラ ー よ 、 私 の 努力 を 認め られ る も の と な さっ て くだ 
さい 。 私 の 罪 を お 許し くだ さい 。 私 の 行為 を お 認め くだ さい 。 私 の 取引 を 合法 
な も の と し て くだ さい 、。 

アッ ラー よ 、 あ な た を 成 謝 と 共に 称え 、 賞 苦し ます 。 あ な た 以外 に 祭 拝 さ れる 
べき 存在 は な いこ と 、 あ な た が 唯一 で あら れる こと 、 共 同 で 何 か を 行っ て いる 
存在 は 全く な いこ と 、 そ し て ムハンマド (アッ ラー の 祝福 あれ ) が あな た の し 
も で あり 、 使 者 で や る こと を 証言 し ます 。 
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アン ザル ナ フ ー』 の 章 句 を 一 度 唱え れ ば 、 ア ッ ラ ー は その 人 を 誠 
実 で や る 人 と し て 記録 する 。2 度 唱え れ ば 、 狗 教 者 と し て 記録 さ 
れる 。 8 度 唱 えれ ば 、 預 言 者 た ちと 共に 復活 する 」 と 言わ れ て い 
ます 。 
また 別 の ハデ ィ ー ス で は 「 誰 で あれ ウド ッ ゥ ッ ー を 行っ た 後 で 私 に 
対し て 10 回 祝福 祈願 を 行え を ば 、 ア ッ ラ ー は その 人 の 悲し み を 取 
り 除 か れ 、 喜 ば せら れ 、 ド ッ ア ー を 受け 入れ られ る 」 と 言わ れ て 
いま す 。 

ウド ッ ゥ ッ ー を 行う 際 、 ウ ドゥ ー の ドッ アー を 知ら な い 人 は 唱え な 
く て も 構い ませ ん 。 し か し で きる 限り 急い で 暗記 し 、 そ れ を ウド 
ゥ ッ ー の 際 に 唱え る よう に すべ き で す 。 こ れ は 大 き な 善 行 で す 。 ウ 
ドゥ ッ ー の 最後 の 方 、 そ し て ウド ゥ ッ ー を 行っ た 後 で 「 ア ッ ラ ー フ ン 
マジ ュ ラ ル ニ ー ミナ ッ タ ワー ビー ン 、 ワ ジュ アル ニー ミナ ル 
ムタ タッ ヒ リ ー ン と 、 ワ ジュ アル ニー、 ミ ン イ バ ー デ ィ ク アッ 
- サー リヒ ー ン 、 ワ ジュ アル ビー ミナ ッ ラ ズィー ナ ラー ハ 
ウフ ン アラ イヒ ム ワ ラー フ ム ヤ フ ザ ヌー ン 」 と ドッ アー 
を する こと は 大 き な 善 行 で す 。 

ウド ゥ ー の ドッ アー を 知ら な い 人 は 、 そ れ ぞ れ の 部 分 を 洗う 時 
に カリ マ ・ シ ャ ハー ダ を 唱え て 大 き な サ ワー ブ を 得る べき で す 。 


あ 友 た だ 再 彦 が ある な ら 、 広 章 を い な さい 
それ な 地 枯 の 下 で ある 

丸 存 な 太 者 の ミー テラー ジュ で ある と 
半 り な さい 


ウド ゥ ッ ー の スン ナ 
ウド ッ ゥ ッ ー の スン ナ は 18 項目 に な り ま す 。 


。 圧 た まり ま 、 0 アリ ター ドッジ シー ド コサック タ ャ イダ ど て 0 
ジー ム 」 と 唱え つつ 始め る こと 。 
9. 手 を 手首 まで 3 回 洗う こと 


3. 日 を 3 回 水 で 清め る こと 、 こ れ を 「 マ ズ マ ザ 」 と 呼び ます 。 
4. 鼻 を 3 回 水 で 清め る こと 、 こ れ を 「 イ ステ ィ ン シ ャ ー ク 」 と 
呼び ます 。 

5. 眉 、 着 、 あ ご ひげ の 下 に 隠れ た 皮膚 を 、 顔 を 洗う 際 に 湿ら せ 


(て 
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. 耳 を 一 度 湿ら せる こと 
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洗う 時 、 眉 の 下 を 湿ら せる こと 。 
ひげ の 垂れ 下がっ た 部 分 を 和 
ひ 


寺 


げ の 


垂れ 下がっ た 部 分 の 


に 右手 の 指 を 樺 の よう に 入 


歯 を 、 - 何 か で こ すり 、 綺 麗 に する こと 。 ミ スワ ー ク を 用 いる 


ほ 要 な スン ナ で す 。 


. 頭 の あら ゆる 部 分 を 一 度 、 湿 


ら せ る こ 


うな じ を 、3 本 の 指 で 一 本 電 


手 と 足 の 指 の 間 を 洗う こ 


1 の 
顔 を 洗う と き は 心から ニー ヤ す る こと 。 


6 培 和 5 
. 洗う 部 分 を 十分 に 手 で 撫で る こと 。 


ウド ゥ ー で 洗う べき 場所 を 、 間 隔 を あけ ず に 洗う こと 。 


ウド ッ ー の 徳 


ウド ッ ー の 作法 は 2a 項 
1. こ こ で の 徳 と は 


目 あ り ま す 。 
行わ れる こと が 善行 と な り 、 か つ 行 わな く て 


も 罪 に は な ら な いも の を 意味 し ます 。 し か し 、 ス ン ナ を 行う こと 
は スン ナ で あり 、 行 わな いこ と は ハラ ー ル に 近い マク ルー フ で 
す 。 こ の 徳 の こと を マン ドゥ ー ブ 、 も し く は ム ス タ ハ ブ と も 言い 


ます 。 ウ ドッ ゥ ッ ー の 徳 は 次 の 通り で す 。 


2. 礼 拝 の 時 間 に 入 る 前 に ウド ゥ ー を 行う こと 。 (差し 障 り の ある 


状態 の 人 は 


、 時 間 に 入 っ て か ら ウ 


ゥ ー を 行う こと が 必要 で す ) 


会 部 の 洗浄 を 行う 際 に は キ ブ ラ が 右 も し く は 左側 に 来る よう に す 
る こと 。 ウ ドゥー を 損なう こと を 行う 際 に は 、 キ ブラ が 前 も し く 


は 後ろ に 来る よう ! 
83. ナ ジャ ー サ ( 把 物 ) ヵ 


4. 水 で 清め た 後 、 布 で 拭く こと 。 


5. 洗 浄 を 行う 際 に は アウ ラ の 場所 を すぐ に 覆う 
6. 他 者 の 助け を 求め ず 、 自 分 で ウド ッ ー を 行う 


こす る こ と は ハラ ー ム に 近い マク ルー フ で す 。 
* 付 着 し て いれ ば 水 で 清め る こと 。 


7. キ ブラ の 方 角 に 向かっ て ウド ッ ー を 行う こと 


6S 
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8. そ れ ぞ れ の 器官 を 洗う 際 に カリ マ ・ シ ャ ハー ダ を 唱え る こと 。 
9. ツ ウツ ドゥ ッ ー の ドッ アー を 行う こ ょ 。 

10. 日 に 右手 で 水 を 入れ る こと 。 

11. 鼻 に 右手 で 水 を 入れ る こと 。 

12. 鼻 を 左手 で 清め る こと 。 


18. 日 を 洗う 


際 に ミス ワー ク で 歯 を 清め る こと 。 


14. 品 を 洗う 時 に 、 断 食 中 で な けれ ば 口 を ゆす ぐ こ と 、 軽 くう が 


い を する こと は ウド ゥ ー で も グ ス ル で も スン ナ で す 。 断食 中 は マ 
クル ー フ で す 。 
15. 鼻 を 洗う 際 に は 、 水 を 骨 の 近く まで 入れ る こと 。 


16 耳 を 湿ら せる 際 に 5 
17. 足 の 指 の 間 を 洗う 時 に は 、 左 手 の 小指 で 洗う こと 
18. 手 を 洗う 時 に は 、 hy で ちか ナニ と きつ い 、 ぴ 
っ た り し た 指輪 を 動か すこ 19. と は 欠か せな いこ と で あり 、 フ ァ 


ルド で す 。 

20. 水 が 豊か に あっ た と し て も 浪費 し な いこ と 。 

91. 水 を 、 油 を 塗る か の よう に 少し だ け 使 うこ と 。 (3 回 洗う 場所 

か ら 、 少 な く と も 5? 滴 の 水 が し た た る 必要 が あり ます ) 

の を 行っ た の で あれ ば 、 そ の 容器 を いっ ぱ 
こし て お く こ と 。 

NR 

ンマ ジュ アル ニー ミナ ッ タ ワー ビー ン 」 の ドゥ アー を 唱え る こ 

と 。 

24. ウ ドゥ ー の 後 で 「 ス プ ブ ハ ー」 す な わ ち 2 ラ カ ー ト の 礼拝 を 行う 

ご と ど 。 

25. ウ ドゥ ッ ー が ある 状態 で ウド ッ ー を 行う こと 、 す な わ ち 礼拝 を 

行っ た 後 、 ま だ ウド ゥ ー が ある うち に 、 次 の 礼拝 の 為 に も う 一 度 


2 ドウ ジー を 和 う こ 星 。 


26. 顔 を 洗う 
27. 顔 、 腕 、 
著 を 洗う こ 


寺 に まぶた や まつ げ を 清め る こと 。 
足 を 洗う 際 、 フ ァ ル ド で ある 場所 より も 少し 広い 範 
と 。( 腕 を 洗う 際 、 手 の ひら に 水 を 一 杯 に 満た し 、 そ 


れ を 肘 ま で か ける べき で す ) 


28. ウ ドゥ ッ ー 


を 行う 時 に は 、 使 っ た 水 を 服 や 体 、 頭 に ね させ な 


いこ と 。 
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自ら の 学派 で セク ルー フ で は な く 、 


も の が あれ ば 、 そ れ を 行う こと は ム ス タ ハ ブ で す 。 


ウド ッ ゥ ー を 行う 際 に 禁 


ウド ッ ゥ ッ ー を 行う 際 に 


を まじ ら れ て いる 事柄 
こ や っ て は いけ な い 事 柄 は 19 
これ ら を 行う こと は ハラ ー ム も し く は マク ルー フ で す 。 


1. 野 外 で ウド ッ ー を 損なう よう な こと を する 場合 に 


方 角 を 前 も し く は 後ろ に 


9 陰部 の 洗浄 の 


ー ム G ず 。 


8. 右手 で 洗 * 
4. 水 が な い 時 に 


宏 。 業 で 。 
5. ソ 
て は い 
6. ウ 
洗っ て は いけ 
洗っ て は いけ 
7 ウド ゥ ッ ー の 


8. 顔 を 洗う 時 1 
に 向け て 流す べき で す 。 
を 吹き か け て は いけ ませ ん 。 
を きつ く 閉 じ て は い 


9. 水 に 足 
10. 日 と 
と 腔 に 、 湿 


ゥ ー を 行う 際 
け ま せん 。 

* ゥ ッ ー の 場所 を 、 そ の 範囲 
「 ま せん 。 あ る い は gs 還 
+ ま せん 。 
場所 を 、 
は 、 水 を 上 顔 ( 


し な いこ と 。 


、 食 べ 


を 行っ て は いけ ませ ん 。 


物 で 、 肥 料 で 、 


洗 * 


0 


ませ ん 。 


11. 右 手 で 鼻 を 洗っ て は いけ ませ ん 。 


12. 頭 、 耳 、 


ば を 中 


骨 で 、 動 物 の エサ で 、 
で 、 そし て 他 の 人 の 持 ち 物 で 、 植 木 鉢 で 、 タ イル の か けら で 、 
ある い は 布 や 紙 で 洗浄 を 行う こと ! 
に 水槽 に つ 


他 の 学派 で は ファ ルド で ある 


癌 あり ます 。 


は 、 キ ブラ の 


に 他 者 の 前 で アウ ラ の 場所 を 見 せる こと は ハラ 


炭 


葉 


マク ルー フ で す 。 


ト い た り 、 鼻 水 を 入れ た り し 


け ま せん 。 


うな じ の 一 つつ に つい て は その た び 


より も 過度 に 広く 、 あ る い は 狭く 
より も 少な く 、 も し く は 多く 


いた 布 で 拭い て は いけ ませ ん 。 
こ か ける の で は な く 、 額 の 


上 か ら 下 方 


大 の 外 か ら 見 える 部 分 
ら さ れ て いな い 筒 所 が わずか で も 残っ て いれ ば 、 ウ ド 
ー は 有効 と な り 


ご と に 手 を 江 

し 、 一 度 以上 まとめ て 湿ら せ て は いけ ませ ん 。 毎回 濡らす こと 
な く 繰 り 返 すこ と が で きま す 。 

ミス ワー ク を 用 いる こと : ウド ゥ ッ ー を 行う 際 に ミス ワー ク を 用 い 


る こと は ム ア ッ カ ダ の スン ナ で す 。 


| @ の 


が だ パース で は 。 


SS ウー 


ーー ] 礼拝 の 書 ーー 一 


ク を 


て TH 


\ て か ら 行 われ 


1 が の ーー ジグ * 
ク を 用 いる こと に 15 


る 礼 提 


の 効 


E は 、 
れる 礼拝 より も 70 倍 崇 高 で も や る 」 と され て い 
ウル ・ ワ ッ ハ ー ジ ュ 」 と いう 


1H』 い な いま ま 行 わ 


ミス ワー ク を / 


1 


1. 死 の 瞬間 に 、 シ ャ ハ 
光 肌 を 下 く いい 
8. 療 を 取り 除き ます 。 
4. 胆 汁 酸 を 止め ます 。 
5. 日 内 の 】 
6. 日 臭 を 取 


除き ます 。 


7. ア ッ ラ ー が 豆 ば れ ま す 。 


8. 頭 部 の 欠陥 を 強め 3 


9 


鋼 み を 取り 除き 3 


ダ の 言葉 を 中 


9. シ ャ イタ ー ン が 世 れ 3 
10. 目 が 輝き ます 。 

11. 善 行 が 増し ます 。 
12. スンナ に 
13. 
14. 美 しい 言 


葉 を 話す よ 2 


ミス ワー ク を 
く な り ま す 。 


ミス ワー ク は 、 ア ラビ ア 地 方 に 
す 。 ま っ すぐ な 枝 の 先端 か ら 2 セン チ 余 り の 部 分 の 上 肥 を むき 、 
つけ て お きま 
こ 開 きま す 。 ア ラッ ク の 木 が な けれ ば 、 オ リー ブ の 
は ミス ワー ク の 代わ り 
いる と いう スン ナ を ニー ヤ し つつ 、 樹 脂 を 


こ を 2 時間 ほど 水 に 
ブラ シ の よう 【 
木 で 作ら れ ま 


す 。 女性 


2 


従っ て 行動 し た こと 
が と て も 清潔 に な り ま す 。 
2 物 り 二 す 

15. ミ スワ ー ク を 用 いて 行わ れる 2 ラ カ ー ト の 礼 提 
H い ず に 行わ れる 70 ラ カ ー ト の 礼 提 


える 要 


に な り ま す 。 


革 物 で | 
]』 が ある こと が 示さ れ て いま す 。 


よ 、 ミ スワ 


な り ま す 。 


E ま の サワ ー ブ は 、 
E よ り も な お 多 


育つ アラ ッ ク と いう 木 の 枝 で 


ー 
*ー 


す 。 そ れ か ら そ れ を つぶ す と 、 


ウド ッ ゥ ッ ー を 行う 際 に 注意 すべ き 事 柄 
や む を 得 な い 事 情 が な い 限 り 、 


必要 が あり ます 。 


に 、 ミ スワ ー ク を 用 
HH いる べき で す 。 


以下 の 10 の 


ほ 柄 に 重き を 置く 


1. 両 腕 に 支障 が ある 場合 は 、 タ ハー ラ は 行え ませ ん 。 腕 を 土 に 


顔 を 壁 に 


68 


つけ て タ ヤ ン ム ム を 行い ます 。 顔 に も 傷 が ある 場合 は 、 


礼 電 
ん 。 


2 病気 で ある 人 に は 、 そ の 妻 、 女 奴隷 、 子 供 、 


行わ せま す 。 


3. 石 や それ に 類 し た も の で タ ハ ー ラ を 行う こと 


な り ま す 。 


戻さ な け 


し た 人 は 、 


も の を 携え て いて は いけ ませ ん 。 何 か に 包 
に 入れ て お くべ き で す 。 

は 左足 か ら 入 り 、 
8. ト イレ で は アウ ラ の 人 和 


ト の 
トイ ルレ に 


いけ ませ ん 。 


9. ア ウラ の 人 箇所 と 汚物 を みて は いけ 
} ま せん 。 
10. あ ら ゆ る 水 、 モ スク の 克 、 


吐い て は いけ 


ん 。 


知 情 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


E を ウド ッ ゥ ー の な い 状 態 で 


MM も し く は 気 
ば 、 復 活 し た 場 
メー ジ ! 9 
E が 人 
イレ に 入る 導 に 
っ て 入る こと は ム ス タ ハ ブ で す 。 
イレ に 入る 際 、 


、 礼 拝 を 放棄 する こと は し ませ 


絶 し た 人 が 2 


E す る こ と も で き な い 1 


所 を ] 


本 


ませ ん 。 


募 、 道 


ウド ッ ー を 無効 と する 事柄 


7 つの 事柄 1 
1. 体 の 前 後 


か 


日 ロロ 


は ドー 生 森 


効 と し ま 


す 。 


ら 出 る も の 
2. 大 小 の 排 湯 と お な ら 


3. 沈 腸 器 具 
場合 ドッ 


4. 男 性 
湿っ た 場 
5. 


は 


生 が 、 


か ら 出 る 汚物 、 
ば より 多く 混じっ た 時 、 


の 先端 や 人 の 指 が 朋 
・ 効 と 
ドゥ ー を 行う こと が な お 
及び 女 1 尿 を こ 
合 は 無効 と な り ま す 。 

日 い っ ぱい の 嘱 吐 


時 


い で す 。 


ぼ さ な い 為 に 置 


に ヽ 


| | 
親 


E っ て いた と し て も 礼拝 
、 専 用 の シャ ル ワ ー ル を 着用 する こと 、 


に 排 港 を 行っ て は いけ 


[ 門 に 出し 入れ され 、 周 


な り ま す 。 乾い た まま の 場合 


つば を 吐い た 時 
や 腸 か ら 来 る 液状 の 』 


兄弟 が ウド ゥ ッ ー を 
は 、 水 の 代わ り と 


4 時 間 以 内 に 意識 を 取 


合 も カ ダ ー は 行い ませ ん 。 寝 な が ら 


ほ 病 が 24 時 間 以 上 継 
は 免除 され ます 。 
頭 を 


手 に アッ ラー の 御名 や クル アー ン が 書か れ た 
まれ た 状態 が 、 


ポケ ッ 


0 
に 開く べき で す 。 ま た 話し て は 


また トイ レ に つば を 


ませ 


囲 が 湿っ た 


。 負 び ウ 


\ た 綿 の 外側 の 部 分 カ 


Pa 
てこ] 


( が つ 
は 、 イ マー ム ・ 


ー ゴ 


アザ ー ム に よる と 少量 で も ウド ゥ ッ ー を # 
か ら 出 た 時 に 


が 


6. 耳 に 入れ られ た : 


か ら 昌 
や 膜 、 
だ 然 間 患 者 、 
ル の 際 に 洗う べき 場 及 
た 場合 、 耳 か ら 出 る 血 が 、 
C) 吹き 出 物 や 傷 の 血 、 
D) ミス ワー ク や つま 
E) 耳 、 へ そ 、 乳 人 
場合 。 

F) ヒル が 大 呈 


日 る も の 


及び 


に 広 カ 


4 


量 の 


あら ゆる 吹き 出 物 か ら 出 る 


を 吸っ た 


礼拝 の 書 


ほ 効 に し ます 。 


は ドッ ウー 記 舞 


中 色 の 液体 が それ だ け で 出 た 場合 。 


効 に な り 


* っ た 場合 、 例 えば 鼻血 が 


耳 の 穴 か ら 出 た 場合 。 
騰 を 綿 に 
E よ うじ の 
か ら 痛 み も 


に 吸わ せ た 時 。 
が HH 
し く は 病気 に より 液体 


場合 


以上 の 


眠る こと 
横 に な っ て 、 あ る い 

っ た 時 に は 、 ウ ドゥー が 無 2 

気 軟 する こと 、 発 狂 


の 場合 に は 、 ウ ドゥ ッ ー が 人 


E 効 と な り 


E す 。 


は 肘 を つい て 、 あ る い は 何 か に 
区 避 な り ま す 。 
0 


て ん か ん 発作 を 


と き に 揺れ て し まう くら い 酔 うこ と 


は ウド ッ ー を 無効 


ルク ウ や サジ ュ ダ を 伴う 礼 

ドゥ ー も 無効 と し ます 。 し ヵ 

礼拝 の 際 の 微笑 は 、 礼 提 

が その 声 を 聴い た 時 に 

合 は 「 微 笑 
な り 、 柄 い 場所 に 3 

を 無効 と し ます 。 


か な か っ た 場 
裸 に 


ウド ッ ゥ ッ ー を 行っ た こと を 認識 し て お り 、 その 後 、 無 
は ある と 認め られ 


不安 が あれ ば 、 ウ ドゥー 


FE も ウド ッ ゥ ー も 無 
は 「 声 を 日 
] ど 含 衝 ま す 。 
FE を 触れ る こと は 


ゝ し 子供 の 場合 は 
効 と は 
し て 笑う 」 と 


ほ 効 と さ 


し ン づ ヴ 


判断 き 


[ 


男性 で も 女性 


液 、 


選 こ すこ 


E で 声 を 出し て 笑う こと は 、 


膜 が グ ス 
骨 を 浸透 し 


が 出 て いる 


も た れ て 上 


民 


と 、 歩 く 
と し ます 。 
礼拝 も ウ 
れ ま せん 。 
ん 。 他 の 人 
れ 、 声 を 聞 


必 P 


まる 


効 に な っ た 
ゥ ッ ー が 無効 


と な っ た こと を 論 識 し 、 そ れ か ら ウ ドゥ ッ ー を し た か どう か 不安 に 


な っ た 場合 は 、 ウ ドゥ ー を 行う こと が 必要 で す 。 
ウド ッ ー を 無効 と し な い 事 柄 
以下 の 事柄 は ウド ゥ ッ ー を 無効 と は し ませ ん 。 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


口 、 耳 、 皮 膚 の 傷 か ら 出 た ウジ 中 。 
療 を 吐く こと 。 
血 を 吐い た 時 に 出 が 、 つ ば より も 少な い 場 合 。 


た 
歯 か ら 出 た 血 が 、 つ ば より も 少な い 場 合 。 
頭 か ら で る 固まっ た 血 ( 量 が 多い 場合 も ) 
血 や 腸 か ら 出 る 固まっ た 血 が 、 日 いっ ぱい より も 少な い 場 合 。 
耳 に 入れ られ た 薬 が 耳 も し く は 鼻 か ら 出 た 場合 。 
鼻 に 吸い 込ま れ た も の が 何 日 も 後に 鼻 か ら 出 て きた 場合 。 
何 か を 噛ん だ 時 に 、 そ こ に 血 が 付い た 場合 。 
痛み が な く 、 何 ら か の 原因 で 泣い た 時 、 あ る い は 玉ねぎ 、 煙 、 ガ 
ス な どの 影響 で 涙 が 出 た 場合 。 
女性 が 子供 に 授乳 し た 場合 。 
犬 量 で あっ て も 、 汗 を か いた 場合 。 
ハエ 、 カ 、 ノ ミ 、 ワ ラジ ムシ の よう な 中 が 大 量 に 刺し た 場合 。 
少量 で あり 広がら な い 血 、 も し く は 日 い っ ぱい に は な ら な い 程 度 
の 嘱 吐 。 
民 っ て いる 時 、 も た れ て いる も の を 取り 除い て も 寝 て いる 人 が 倒 
れ な い 場 合 。 
礼拝 中 に 眠る こと 。 
座 を 揃え 、 頭 を 腔 の 上 に お いて 眠っ た 場合 。 
足 を 一 方 に 引い て 、 座 っ た まま で 眠る こと 。 
裸 の 動物 の 上 で 眠り 、 動 物 が 坂 を 昇っ て いる か 、 平 ら な 場所 を 進 
ん で いる 場合 。 
礼拝 中 に 微笑 むこ と 。 
礼拝 中 に 笑っ た こと を 自分 だ けが 聞い た 場合 、「 ダ フク 」 と 呼ば 
れ ま す 。 ダ フク は 礼拝 の み を 無効 と し ます 。 
髪 、 ひ げ 、 あ ご ひげ 、 爪 を 切る こと 。 
傷口 の か さぶ た が は が れる こと 。 
以上 の 場合 に は 、 ウ ドッ ー を 無効 と は し ませ ん 。 


ウド ッ ゥ ッ ー の 為 の 容易 さ (メス ト も し く は 傷口 の 上 か ら の マス フ ) 
マス フ と は 、 撫 で る こと を 意味 し ます 。 メ スト に は 2 種類 あり 
ます 。 

メス ト の 上 か ら の マス フ 


メス ト は 、 
ます 。 メス 


ーー 礼拝 の 書 


足 の 洗う べき 部 分 を 績 う 、 


ト が 大 きく 、 


合 、 マ ス フ が 何 も な い 場 所 に な され る 場 


2 


トーー- 


水 を 通さ な い 靴 を 意味 し 
届い て いな い 場 
合 は 、 そ れ は 認め られ ま 


せん 。 メ スト は 、 一 時 間 道 を 歩い て も 足 か ら 外れ な い 位 、 き っ ち 
り と し て 足 に フィ ッ ト し て いる こと が 必要 で す 。 

足 の 在 と 足 の 甲 、 も し く は 足 の 在 だ けが 皮 で 旨 わ れ た 靴下 の 上 
か ら マ ス フ を 行う こと は 認め られ て いま す 。 

伸び て お ら ず 、 歩 く と き に 下 に 落ち な い 靴 下 の 上 か ら マ ス フ を 
行う こと も 認め られ て いま す 。 

メス ト は 、 ウ ドッ ー を 無効 と する も の が 足 に つく こと を 防ぐ も 


の で す 。 足 を 洗っ た 後 、 メ ス 
ー を 行う こと ! 

マス フ は メス ト の 
は マス フ す る こと は あり ませ ん 。 
に 従っ て マス フ を する 為 に は 、 右 手 の 親 指 
こ 沿 わせ 、 足 の 指 
手のひら は メス ト に 
さ が あ る こと が ファ ルド で す 。 


の 裏 ! 
スン ナ に 
の 上 に 、 左 ヨ 


の 方 へ と 引き ま 
は 3 本 の 手 の 指 の 幅 、 


は 認め られ て いま す 。 


FE の 指 を 左手 の メス ト (【 


そし て 長 


マス フ は 


FE の 外側 で 行う こと も 認め 


うこ と が スン ナ で す 。 


メス ト の 


す 。 旅 行者 の 場合 
は 、 メ スト を 着 
に な っ た 時 か ら 始 まり ます 。 
効 と な っ て か ら 924 時 間 以 内 ( 


ー が 無効 
ゥ ー が 無 
ト で gs 日 8 盟 
住 者 と な り 、 


濡れ た 革 の 上 を 歩く こと 、 あ る い が 雨 
濡れ れ ば 、 マ ス フ と 見 な され 
上 か ら マ ス フ で きる 時 間 は 、 定 住 者 の 場合 24 時 
すなわち 79 時 間 で す 。 こ の 


お 9 


は 8 日 8 晩 、 


] し た 時 か ら で は な く 、 


ペニー 


苑 マ ス フ す る こと が で きま 
それ か ら 924 時 間 が 経過 


上 か ら 行 われ ます 。 


を 着用 する こと 、 そ れ か ら ウ ドッ ゥ 


メス ト の 下 、 す な わ ち 足 


且 を 右 の メス ト 
且 の 方 か ら 足 首 
触れ させ ませ ん 。 マ ス フ 


られ て いま す が 、 内 側 で 行 


に よっ て メス ト の 表面 が 


日 月 


前 で 
き 間 
メス ト を 着用 後に ウド ッ 
メス ト を 着用 し た 人 の ウド 
こ 旅 に 出る 場合 、 こ の メス 
す 。 旅行 者 で あっ た の が 定 
し て いる の で あれ ば 、 メ ス 


ト を 脱ぎ 、 足 を 洗っ て ウド ゥ ー を 行い ます 。 
足 の 指 3 本 分 が 入る ほど の 破れ が ある メス ト の 上 か ら マ ス フ を 


行う こと が 認め られ 


は 認め られ ます 。 ー つ の メス ト の 数 か 所 に 
これ ら を 合わ せ た 時 に 


0 


3 本 の 指 ほ ど 


E せ ん 。 破れ が それ より 小さ けれ ば 、 マ ス フ 


小さ な 破れ が ある 場合 
に な る の で あれ ば 、 こ れ 
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で マス フ を 行う こと ! 
分 、 も う 一 つの メス ト に も 指 ? 


は 認め ら せ ま せん 。 
本 が 見 える ほど の 破 


ー つ の メス ト に 指 ? 本 
れ が ある 場 


合 、 こ れ で マス フ を 行う こと は 可能 で す 。 マ ス フ が 認め られ な い 
破れ と は 、3 本 の 指 の 先端 の み で は な く 、 全 て が 見 える も の で 
す 。 

傷 や 包帯 の 上 か ら の マス フ 

傷 、 吹 き 出 物 、 皮 膚 の ひび 割れ 、 あ か ぎれ な どの 上 か ら 、 あ る 
い は そこ に 塗ら れ た 軟 育 、 縄 、 ガ ー ゼ 、 総 創 詩 、 包 帯 と いっ た も 


の を 外す こと 、 取 り 除 く こ と が 傷 に と っ て 


か ら マ ス フ を 行い ます 。 
差し 障 り が ある 人 で あれ ば 、 礼 


ゥ ッ ー を 行う こと が で きま す 。 こ こ で 得 ら れ た ウド ッ ゥ ッ ー で 、 


H 害 で あれ ば 、 そ の 上 


E の 時 間 を 問わ ずい つ で も ウド 


だ け の ファ ルド と ナー フィ ラ の 礼 提 


を 行 


す 。 礼 拝 の 時 間 が 過ぎ る と ウド ッ 
間 に な っ て か ら 新 た 


の 時 間 の 中 で ウド ッ ゥ ッ ー を 行い 、 
で あっ て も ウド ッ ゥ ッ ー を 絆 
ある と いう 状態 


が 舞 


に ウド ッ ゥ ー を 行い 、 
あら ゆる イ バ ー ダ を 行う こと が で き 3 
差し 障 り が ある 状態 と な る 為 に は 、 ウ ドッ ゥ ッ ー を 無 
が 継続 的 に 存在 し て いる こと が 必要 で す 。 つ まり 、 
ファ ルド の 礼 提 
E 持 する こと が 


E す 。 


好き な 
い 、 ク ルアー ン を 読み ま 
E 効 に な り ま す 。 礼 拝 の 時 


この 時 間 が 過ぎ る まで 、 


効 と する 事柄 
何ら か の 礼拝 
うだ け の 時 間 


E を 行 


で き な い 人 は 、 差 し 障 り が 
に な り ま す 。 差し 障 り が ある 人 の 「 差 し 障 り 」 
は 、 次 の それ ぞ れ の 礼拝 の 時 間 内 で 一 度 で も 、 


少し で も み ら れ る 


場合 、 そ の 差し 障 り が 継続 し て いる と 見 な され ます 。 


グ ス ル 

礼拝 が 正しい も の と な る た め !【 
の で ある こと が 必要 で す 。 ジ ュ ヌ ー 
必要 な 状態 ) の 男女 、 
性 が 、 礼 拝 の 時 間 
が ある 場 

預言 者 ムハンマド は 次 の よう 【 
うと し て いる 人 に 、 そ の 毛 の 数 だ け 


テ 
ー ュ 


ウド ゥ ー と グ ス ル が 正しい も 


ー ブ 


( 
また は 月 経 や 産 裾 の 状態 か ら 抜け 出し た 女 
の 終わ り ま で の 間 に そ の 礼 提 
合 、 グ スル を 行う こと が 必要 で す 。 
こ 言 われ まし た 。 
(すなわち 、 非 常に 
サワ ー ブ が 与え られ る 。 た くさ ん の 罪 が 許さ れる 。 


性 交 や 夢精 に より 洗浄 が 


E を 行う だ け の 時 間 


「 グ スル を 行 お 
こ 多く の ) 
で の 位階 


天 民 
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が 高め られ る 。 グ スル の 人 為 に 彼 に 与え られ る サワ ー ブ は 、 こ の 世 


界 に ある 全て の も の より も な お 尊い 。 
『 こ の し も 信 を 見 な さい 、 


アッ ラー は 天使 た ち に 、 
夜 、 嫌 が ら ず に 起き 、 私 の 命令 を 考 


え 、 ジ ュ ヌ ー ブ の 状態 か ら グ スル を 行っ て いる 。 証 人 に な りな さ 


い 、 私 は この し も べ の 人 罪 を 許し た 』 と 言わ れる 。」 
別 の ハデ ィ ー ス で は 、 


「 生 れ た 時 に 


すぐ に グ ス ル を 行い な さ 


い 。 な ぜ な ら キ ラー マン ・ カ ー テ ィ ビ ー ン の 天使 た ち は ジ ュ ヌ ー 
に 傷つく 」 と 言わ れ ま し た 。 イ マー ム ・ ガ ザー リー 
か が 、 夢 で 私 に 言っ た 。 『 私 は 一 


ブ の 状態 の 
は 次 の よう 


られ て いる 。 


が いる 家 に は 
礼 捧 を 行う 、 


い 


だ 


に 炎 の 
別 の ハデ ィ ー ス で は 、「 家 、 
、 慈 悲 の 天使 

RE 


に 言わ れ ま し た 。 
定 の 時 間 、 ジ ュ ヌ ー ブ の まま だ っ た 。 今 、 


「 誰 


に いる 。』」 


私 は 火 の シ ャ ツ を 着せ 


犬 、 そ し て ジュ ヌー ブ の 状態 の 人 


は 入ら な い 」 と 言わ れ て いま す 。 
は 行わ な い 人 で も 、 


ー つ の 礼拝 の 時 間 を ジ 


厳し い 六 を 受け ます 。 水 で 洗う こと 


が 不可 和 5 の の 20 ら PO 0 の 
る 人 は 次 の こと を 行う こと が で きま せん 。 

どの 礼拝 も 行う こと 
クル アー ン や その 章 旬 に 手 を 触れ る こと は で きま せん 。 


カー バ の 周 丘 


を 行う こと 


は で きま せん 。 


は で きま せん 。 


モス ク や 礼拝 所 に 入る こと は で きま せん 。 


グ ス ル の ファ ルド 


ハナ フィ 


ー 派 に 
日 の 中 を 洗う こと 


場所 が 残れ ば 、 歯 の 


な り ま せん 。 
鼻 を 洗う こと 


の 


* (の 


Oo 


に ある 噛ま れ た パン の 下 


り ま せん 。 ハ ン バ リ ー 派 で は 


グ ス ル で も ファ ルド で す 。 シャ ー フ ィ 


に ニー ヤ を する こと が ファ ルド で す 。 
体 の 全て の 部 分 を 洗う こと 。 へ その 中 、 ひ げ 、 ま ゆ 、 ひげ 、 そ 


の 下 の 度 膚 、 そ し て 髪 を 洗う こと が ファ ルド で す 。 爪 、 


よる と 、 グ スル の ファ ルド は 3 つ あ り ま す 。 
に 、 針 の 先ほど で も 濡 ち され て いな い 
上 や や 歯 の 穴 が 濡 ら ちさ れ な けれ ば 、 グ スル に は 


に ある 乾い た 汚れ の 下 ま で 、 あ る い は 日 の 
E で 水 が 通 ら りら な けれ ば 、 グ スル に は な 
と 鼻 を 沈 う こと は ウド ゥ ッ ー で も 
一 派 で は 、 グ スル を 行う 際 


珠 ご 


。 まあ 
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た 、 あ る い は 体 の どこ か !( 
ば 、 爪 に マニ キュ ア が あれ 
ん 。 


グ ス ル の スン ナ 
5 
会 部 を 洗う 


計 5 の の 。 
グ ス ル より 前 に ウド ゥ ッ ー を 行う こと 、 顔 を 


ヤ す る こと 。 シャ ー フ ィ 
お 


グ ス ル の 行い 方 


スン ナ に 従っ た グ ス ル は 、 次 の よう ! 
まず 、 綺 麗 で あっ た と し て も 、 両 手 と 陰部 、 


が ある 部 分 を 洗い ます 。 


それ か ら 、 完 全 な ウド ゥ ッ ー を 一 度 行い 3 


ル を ニー ヤ し ます 。 足 の 下 
2 


全身 を 3 回 、 手 で こす りな が ら 洗 うこ と 
全身 を 洗っ た 後 で 、 両 足 を 洗う こと 


それ か ら 全 身 に 3 度 水 を か け ま す 。 ま ず 3 


に 、 そ れ か ら 6 左肩 に か け ま す 。 
全 に 濡れ る 必要 が あり ます 。 


朱 す 。 


グ ス ル で 一 つの 部 分 に か けら れ た 水 が 他 の 部 分 


水 を か ける 
一 度目 に か け 


こ 水 が 通っ て いな い 物 質 が あれ ( 
ば ) グ ス ル を 行っ た こと に は な り ま せ 


さよ (例え 


洗う 際 に グ ス ル を ニー 


に 行わ れ ま す 。 


そし て 体 の 』 


度 頭 に 、 そ れ か ら 右 肩 


ーー 派 で は ニー ヤ を 行う こと は ファ ルド で 


で 汚れ 


ます 。 顔 を 洗う 時 に は グ ス 
に 水 が た まる の で あれ ば 、 足 も 洗い ま 


ご と に 、 そ の 部 分 が 完 
た 時 に は そこ を と ずり 


に 流れ た 場 


その 部 分 0 
ある 部 分 に か けら れ 
に は な り ま せん 。 グ ス 
の に り 09 を 行う こと は マク ルー フ で す 。 し 


SN ルター の 際 に は 、 


た 水 が 他 の 部 分 に 流れ た 場 


か し グ ス ル を 行っ て いる 時 


三山 


に ウド ッ ー が 無 
ゥ ー を 行う こと が 必要 で す 。 


、 洗 っ た こと ! 


効 と な れ ば 、 時 


細 (詰め 物 や か ぶせ 物 を し た 歯 が あ る 人 ) 


MM か 
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ハナ フィ ー 派 で は 、 歯 の 間 や 歯 の 穴 が 濡 ら ちら さ れ な か っ た 場合 、 
グ ス ル は 完了 し ませ ん 。 こ の 為 、 歯 に か ぶせ 物 を し た り 、 詰 め 物 
を し た り し た 場合 は 、 グ スル は 正しく 行わ れ ま せん 。 人 は ジュ ヌ 
ー ブ の 状態 か ら 逃 れ ら れ な く な り ま す 。 金 、 銀 、 そ し て 委 れ て い 
な い 他 の 物質 で で きた か ぶせ 物 、 詰 め 物 の 下 に 水 が 通ら な い 場 
合 、 ハ ナ フ ィ ー 派 の 学者 の 全て に よる と 、 グ スル は 認め られ ませ 
ん 


タフ タウ ィ ー は 「 マ ラー クル ・ フ ァ ラ ー フ 」 の 注釈 、96 ベー ジ 
で 、 さ ら に は その 翻訳 文 で も や る 「 イ スラ ー ム の 恵み 」 と いう 本 
で 、 次 の よう に 記し て いま す 。 

ハナ フィ ー 派 の 人 は 、 自 分 の 属す る 学派 で は で き な い こと を 実 
行 す る 為 に 、 シ ャ ー フ ィ ー 派 に 従う こと が で きま す 。「 バ フル ・ 
ウル ・ ラ ー イ ク 」 と 「 ナ フル ・ ウ ル ・ フ ァ ー イ ク 」 と いう 書物 で 
も その こと が 書か れ て いま す 。 し か し それ を 行う 際 に は 、 そ の 学 
派 の 条件 に も 従う こと が 必要 で す 。 努 力 、 苦 労 を せ ず 、 条 件 に 徒 
うこ と も な く 真 似 を れ す る こと は 「 ム ラッ フィ ク 」 と 呼ば れ 、 簡 単 
な も の ば か り を 集め る と いう 5 意味 に な り ま す 。 こ れ は 認め られ る 
も の で は あり ませ ん 。 
自分 の 属す る 派 で 、 何 ら か の ファ ルド を 行う こと が で き な い 人 
は 、 こ の ファ ルド を 行う 為 だ け に 、 他 の 学派 の 模 信 を する べき で 
す 。 し か し 、 そ れ を 行う 際 に は 、 模 條 し た その 派 の 条件 に も 従う 
べき で す 。 か ぶせ 物 や 詰め 物 を し て いる ハナ フィ ー 派 の 人 は 、 マ 
ー リ キー 派 も し く は シャ ー フ ィ ー 派 を 模 條 する 為 に 、 グ スル 、 ウ 
ドゥ ー を 行う 際 、 礼 拝 を ニー ヤ す る 際 、 イ マー ム ・ マ ー リ ク も し 
く は イマ ー ム ・ シ ャ ー フ ィ ー に 従う こと を 思い 出す こと が 必要 で 
す 。 つ まり グ ス ル を 始め る 際 、「 グ スル を 行う こと 、 マ ー リ キー 
も し く は シャ ー フ ィ ー 派 に 従う こと を ニー ヤ し まし た 」 と いう 言 
葉 を 心 で 唱え た 人 の グ ス ル は 、 正 し いも の と な り ま す 。 ジ ュ ヌ ー 
ブ の 状態 か ら 逃 れ 、 清 め ら れる の で す 。 マ ー リ キー も し く は シャ 
ー フ ィ ー の 学派 に 従う こと で 、 ウ ドッ ー と 礼拝 が 正しい も の と な 
り ま す 。 か ぶせ 物 や 詰め 物 を し て いな い 人 々 の 前 で 礼拝 を 先導 す 
る こと も で きま す 。 

シャ ー フ ィ ー 派 の 模 條 を する 人 は 、 イ マー ム の 後ろ で ファ ー テ 
ィ ハ 章 を 読む こと 、 自 分 も し く は 他 者 の 陰部 に 手の平 で 触れ た 
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時 、 そ し て 婚 問 する こと が ハラ ー ム で ある 18 通り の 女性 を 除く 
女性 の 皮膚 に 自分 の 皮膚 が 触れ た 場合 に は ウド ッ ー を 行い 、 ま た 
ウド ゥ ッ ー で は ニー ヤ を 行い 、 わ ず か な 汚れ で も 避け る こと が 必要 
で す 。 ク ルアー ン に 触れ る 際 に は シャ ー フ ブフ ィ ー 派 に 従っ て ウド ッ 
ー を 行う こと が 必要 で す 。 ハ ナ フ ィ ー 派 で ある 旅人 が シャ ー フ ィ 
ー 派 を 模 條 し て ズ フ ル と アス ル の 礼拝 を ずら し て 一 緒 に 行 う 為 に 
は 、 シ ャ ー フ ィ ー 派 に 従っ た ウド ゥ ー を 行う こと が 必要 と な る の 
で す 。 


女性 の 月 経 と 産 裾 
グ ス ル に は 、11 種類 が あり ます 。 こ の うち 5 つ は ファ ルド で 
す 。 こ の うち ? ぅ 2 つ は 、 女 性 の 月 経 や 産科 が 終わ っ た 時 に 行う も の 
2 
イブ ニ ・ ア ー ビ デ ィ ー ン は 「 マ ン ハ ヘル ・ ウ ル ・ ワ ー リ ディ ー 
ン 」 と いう 書物 で 次 の よう ! に 語っ て いま す 。 
法学 者 の 総意 に よっ て 、 全 て の ムスリム の 男女 が イル ミハル を 
学 避 こと が ファ ルド で ある こと が 示さ れ て いま す 。 全 て の ム ス リ 
ム 女 性 が 月 経 や 産科 に つい て の 知識 を 得る こと は ファ ルド で す 。 
全て の ムスリム 男性 は 、 結 婚 す る 際 に 月 経 や 産科 に つい て 学ぶ こ 
と が 必要 で す 。 結婚 し た ら 妻 に も 教え る べき な の で す 。 
] 経 と は 、g 歳 を 満了 し 、9 歳 に な っ た 健康 な 少女 、 も し く は 
期間 の 最後 の 瞬間 か ら 15 日 が 経っ た 女性 に 生じ る 、 少 な く 
も 3 日間 続 く 出 血 を 意味 し ます 。 
ヨ 色 以外 の あら ゆる 色 、 そ し て 渦 っ た も の を 月 経 の 血 と 呼び ま 
す 。 女の子 は 、 月 経 が 起こ る よう に な る と 思春 期 に 達し た こと に 
な り 、 女 性 と 見 な され 、 イ スラ ー ム の 教え や 命令 に 従う 責任 を 負 
いま す 。 血 が 見 られ た 有 瞬間 か ら 見 えな く な っ た 日 まで の 日 数 を 生 
NN 内 の 誠司 還 長 で 10 日 で す 。 
女性 それぞれ が 自分 の 生理 期間 や 時 間 を 把握 する こと が 必要 で 
す 。 8 歳 を 滴 了 し た 女の子 に は 、 母親 や 、 も し いな けれ ば 祖母 や 
姉 、 叔 母 な ど が 、 月 経 や 産科 に つい て の 知識 を 教え る 必要 が あり 
の 
ニニ ファース と は 産 裾 の こと で あり 、 産 後 の 女 性 に 見 られ る 出 
を 意味 し ます 。 この 出血 の 最短 期間 と いう も の は あり ませ ん 。 出 


37 
ヽ | 


月 
上 


り ま す 。 40 


ー ゴ 


っ て 礼拝 を 開始 し ます 。40 
な わ ち 「 差 し 障 り 」 と な り ま す 。 女 性 は 産 密 の 日 に つい て も 覚え 
て お く 必 要 が あり ます 。 
ハー ザ は 、3 日 すなわち 79 時 間 か ら 5 分 で も 短い 出 


パス ケッ 


礼拝 の 書 一 一 


血 が 止ま り 次 第 すぐ に グ ス ル を 行い ます 。 最 長期 間 は 40 日 と な 
が 過ぎ れ ば 、 出 血 が 止ま っ て いな く て も グ ス ル を 行 


以降 に 出る 血 は イス ティ ハー ザ 、 す 


、 あ る い は 新しく 始ま っ た 人 に つい て は 15 日 、 そ れ 以 外 の 人 
に つい て は 10 日 を 超え る 出 


9 歳 以 下 の 女の子 に 見 られ る 出血 で す 。 こ れ ら の 昌 
長い 期間 続く 場合 は 危険 で あり 、 医 者 に 行く こと が 必 


お し で まり 
要 で す 。 


、 そ し て 妊婦 や 55 歳 以 上 の 女性 、 
日 血 は 病気 の し 


イス ティ ハー ザ の 状態 の 女性 は 、 し ば し ば 鼻血 が 出る 人 と 同様 
に 、 そ の 状態 で 礼拝 を 行い 、 


H 経 、 産 f 
で きま せん 。 


断食 を する こと も で きま す 。 


昼 状 態 に ある 女性 は 礼拝 が で きず 、 断 食 を する こと も 
過失 の サジ ュ ダ 、 感 謝 の サジ ュ ダ を 行う こと も で き 


ませ ん 。 ク ルアー ン に 触れ る こと は で きま せん 。 モ スク や 礼拝 所 
は で きま せん 。 そ の 状態 が 終わ れ ば 、 断 食 を カ ダ ー し 
ます が 、 礼 拝 の カ ダ ゲー は 行い ませ ん 。 女性 は 月 経 が は じ ま っ た こ 


爺 六 る こと 


と を 夫 に 知ら せる こと が 必要 で す 。 預 


が の はじまっ 
と 言わ れ ま 


行っ て 洗 * 
す 


te 3 
川 


者 ムハンマド は 、「 月 経 


た こと 、 終 わっ た こと を 夫 か ら 隠 す 女 性 は 呪 わ れる 」 


し た 。 月経 や 産 1 


屋 の 出血 が 止ま れ ば 、 す ぐに グ ス ル を 


する こと が ファ 


婚 如 の 終わ り 、 す な わ ち 離婚 の 要因 と な る 多く の 言葉 が あり ま 


レ ド で す 。 こ れ は アッ ラー の ご 命令 で 


す 。 信仰 が 失わ れる こと を 恐れ る よう に 、 尋 燥 (が 終わ る こと を も 
深く 恐れ る べき で す 。「 イ ルミ ハル 全集 」 の 5a5 ペー ジ を 参照 し 


て くだ さい 


o 


アッ ラー な その 徐 し を 、 や ばり し る も で だ よっ て われ る 

交 ら 交 い 考 な は な 、 し も ゃ で が や っ た と 考え る 

全て の 多賀 な 便 造 才 の も の で あり ク 、 し も で の 子 を 遂 し て 営ま 嫌 る 
アッ ラー の ご 准 今 な い 旋 り 、 ご みみ で すら 働 動 だ に し な ひい 


タ ヤ ン ム ム 
タ ヤ ン ム 


ム ふと は 、 土 で 清め る こと を 意味 し ます 。 ウ ドッ ー を 行 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


う 、 も し く は グ ス ル を 行う 為 の 水 が 見 つか ら な い 場 合 、 あ る い は 
水 が あ っ た と し て も それ を 用 いる こと が 不可 能 で ある 場合 、 き れ 
いな 土 、 砂 、 レ ン ガ 、 石 の よう な 、 土 に 属す る 清潔 な も の で 、 ハ 
ナ フ ィ ー 派 に お いて は 礼拝 の 時 間 に 入 る 前 に も タ ヤ ン ム ム を 行う 
こと が で きま す 。 そ れ 以 外 の 学派 で は 礼拝 の 時 間 の 前 に 行う こと 
は 認め られ て いま せん 。 

タ ヤ ン ム ム は ウド ゥ ー や グ ス ル を 容易 に する た め の 規 定 で す 。 
イス ラー ム で は 、 土 で 行う タ ヤ ン ム ム も 、 水 で の 清浄 の よう で あ 
る と 見 な され ます 。 イ スラ ー ム は 多く の 汚れ が 土 に よっ て 清め ら 
れる こと を 明白 に 教え て いま す 。 

タ ヤ ン ム ム を 必要 と する 状態 は 主 に 次 の よう な も の で す 。 

1. ウド ゥ ー や グ ス ル の 為 の 水 が 見 つか ら な いこ と (町 の 中 で 
は 常に 水 を 探す こと が ファ ルド で す )。 
水 を 用 いる 事 の 妨げ と な る 病気 、 水 を 使っ た 場合 に その 冷た さか 
ら 死 亡 す る 、 も し く は 病気 に な る 危険 が ある こと 。 

水 の そ ば に 敵 、 も し く は 狼 猛 な 、 あ る い は 毒 を 持っ た 動物 が いる 
還 A 

年 獄 に お り 、 水 を 使え な いこ と 。 

死 を 以 て 田 迫 され る こと 。 

旅行 者 で あり 、 飲 用 水 以外 携え て いな いこ と 。 

井戸 か ら 水 を 波 む こと が で き な い こと 。 


タ ヤ ン ム ム の ファ ルド 
タ ヤ ン ム ム の ファ ルド は 3 つ で す 。 ウ ドッ ゥ ー を 行う 為 と グ ス ル 
を 行う 為 の タカ ヤン ム ム は 同じ で す 。 た だ ニー ヤ が 異な り ま す 。 ウ 
ドゥ ッ ー の 為 に な され る ニー ヤ で グ ス ル を お こ な う こと は で きま せ 
ん 。 同じ タ ヤ ン ム ム が グ ス ル の 為 に も 有効 と な る 為 に は 、 グ スル 
の 為 に ニー ヤ を する こと が 必要 で す 。 
1. ニ ー ヤ を 行う こと 。 
ゥ 2. 両手 を 清潔 な 土 に つけ 、 顔 全体 を 撫で る こと 。 
3. 手 を 清潔 な 土 に つけ 、 ま ず 右 、 そ れ か ら 左 の 腕 を 撫で る こと 。 
タ ヤ ン ム ム の ファ ルド は 2 つ で ある と 言う 人 も いま す 。?2 つめ 
と 3 つめ の ファ ルド を 一 つの ファ ルド と し て 見 な し て いる の で 
す 。 ど ちら も 正しい も の で す 。 


ーーー] 礼拝 の 書 ーー 一 


タ ヤ ン ム ム の スン ナ 
バス マラ に よっ て 始め る こと 。 


(に ヨ 


E の ひら を 土 の 


眉山 (| 


ゆ 


ご づ 


ウド ッ ゥ ッ ー を 行う よう ! 
腕 や 顔 に 触れ られ て いな い 場 有 
タ ヤ ン ム ム よ り 前 に 


手 を 土 に 


に 、 叩 きつ 


手のひら を つけ る こと 。 
上 で 前 後 


ご 


ける よう ! 


指 の 間 を 湿 


腕 を 、 上 記 の 通り 


に 動か すこ と 。 


に 、 迅 速 に 行う こと 。 


、 考 えら れる 場所 で 】 


E の ひら に 土 が つい て いれ ば 、 そ れ が な く な る まで 析 
め て 叩き 合わ せる こと 。 
E を 土 に 置く 時 に 
E ず 顔 、 そ れ か ら 右 腕 、 そ れ か ら 左 腕 を 湿 


指 を 開く こと 。 


吊 


己 


性 る る 。 


を 残さ な いこ と 。 


に 強く 置く こと 


に 湿ら せる こと 。 


ら せ る こと 、 そ れ を 行う 際 に 


K を 探す こと 。 


タ ヤ ン ム ム で 注意 すべ き 事 柄 


ウド ゥ ー の な い 人 が 、 


は 、 そ れ で 礼 提 


東 す 。 


一 か 所 の 土 で 数 人 が タ ヤ ン ム ム を 行う こと が で きま 
タ ヤ ン ム ム が な され る 土 や それ に 類する も の は 使 / 
な いか ら で す 。 タ ヤン ム ム が 終わ っ て か ら 、 
は 使用 済み の も の と な り ま 


月 


ラー > 


E を 行う こと 
タ ヤ ン ム ム に 依っ て 礼拝 を 行う 為 に 
する だ け で は 不 十分 で す 。 礼拝 


の ディ ー 放 の ジン バ パリ 


行わ れ ま 
の で あれ ば 、 


生徒 


に 示す 
は で きま 


せん 。 


EE に つ 


は 指 輸 を 


助 か す こと 。 


す 。 他 の 学派 で は 、 土 と 同じ よう な 種 
これ ら の 粉 は な か っ た と し て も 、 タ ヤン ム ム は 行え 


的 で タ ヤ ン ム ム を し た 場合 


は 、 た だ タ ヤ ン ム ム を ニー マヤ 
\ て も ニー ヤ す る 必要 が あり 


す 。 な ぜ な ら 


済み と は な ら 
手 や 顔 か ら 落 ち た 土 

す 。 
ー 派 で は 、 タ ヤン ム ム は た だ 土 で の み 


類 で ある 清潔 な も 


ます 。 燃 えて 灰 に な る 、 も し く は 熱 で 浴 け る も の は 土 の 種類 で は 


あり ませ ん 。 従 っ て 、 木 、 草 、 板 、 鉄 
人 金 、 ガ ラス な ど で タ ヤン ム みみ ふみ は で き 
真珠 や 再 震 で は で きま せん 。 石灰 、 
石 、 セ メン ト 、 素 焼き の タイ ル 、 素 焼き の 陶器 、 陶 磁器 
全 ) 


壁 、 銅 、 
まま が 、 


行う こと が で き 3 


ませ ん 。 


深 喰 、 


米 、 ベ ン キ 、 塗 装 さ れ た 
砂 で は で き 


磨 か れ た カコ 


計 


選 し か な く 、 水 が 


| | 
1 天 ] 


以下 で あれ ば 、 


ーー つの タ ヤ ン ム ム で 数 和 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


それ で タ ヤ ン ム ム を 行う こと が で きる の で す 。 


E 類 の 礼拝 を 行う こ 


と は 誰 め られ ませ ん 。 


2 キロ 以下 の 距離 の と ころ に 水 が あ る と いう 兆候 が 認め られ る 、 
ある い は 知性 を 持ち 成熟 し た 公正 な ム ス リ 
期待 で きる 場合 、 旅 行者 は あら ゆる 方 向 に 
る い は 誰か を 派遣 し て それ を 探す こと が ファ ルド で す 。 期 待 で き 
な い 場 合 は 水 を 探す こと は 不要 で す 。 


誰か が 、 水 の 有無 


ム の 報告 に よっ て 強く 
200 メー トル 進み 、 あ 


E を 誠 お むず お に タ ヤ ン ム ム を 行っ て 礼拝 を 行い 、 後 


で そば に いる 公正 な 人 か ら 水 が 存在 する こと を 聞い た 場合 、 ウ ド 


ゥ ー を 行っ て 礼 提 


E を や り 直 し ます 。 


2 キロ 以上 遠く に 水 が あ る 時 に は 、 タ ヤン ム ム で 礼拝 を 行う こと 


が 認め られ ます 


和 荷物 の 中 に 水 が あ る こと を 忘れ た 人 は 、! 
ば 、 タ ヤン ム ム で 礼 料 


水 が 終 わっ た と 思い 込ん だ 人 が 、 礼 提 


気が付い た 場合 、 
旅行 者 が 近く に 


本 や 村 に いる の で な けれ 
E を 行う こと が で きま 


す 。 


E の 終了 後に 水 が あ る こと に 


タ ヤ ン ム ム で 行っ た 礼拝 を や り 直 し ます 。 
\ る 人 に 水 を 求め る こと は 認め られ て いま す 。 彼 


ら が 水 を 与え な い の で あれ ば 、 タ ヤン ム ム で 礼拝 を 行い ます 。 友 
達 が その 水 を 市 場 で の 値段 で 売る の で あれ ば 、 余 分 な お 金 を 持つ 
旅行 者 は それ を 購入 する こと が ファ ルド で す 。 そ の 持ち 主 が 高値 
で 売る の で あれ ば 、 タ ヤン ム ム で 礼 提 


ま を 行う 2 こと が 認め られ ま 


す 。 市 価 で あっ て も それ を 買う だ け の 余分 の お 金 が な けれ ば 、 や 
は り タ ヤン ム ム を 行い ます 。 


砂漠 で は 、 道 中 に 飲む 為 の 水 が あ る 状態 で 、 タ ヤン ム ム を 行う こ 


と が で きま す 。 


水 が 少な けれ ば ジュ ヌー プ で ある 人 が 優先 され 、 月 経 中 の 女性 、 


ウド ゥ ー の な い 人 、 遺 体 よ り も 先 に 洗わ れ ま す 。 持ち主 が 別々 で 


ある 水 を 一 か 所 に 集め た の で あれ ば 、3 


E ず 遺体 が 洗わ れ ま す 。 


ジュ ヌー ブ で ある 人 は 、 タ ヤン ム ム を 行っ た 後 で ウド ゥ ー が 無効 
に な っ た 場合 、 ジ ュ ヌ ー ブ の 状態 と は な り ま せん 。 水 が 少し あれ 
本 、 た だ ドルー を 和仁 い ます 。 


ジュ ヌー ブ で ある 人 の 体 表 の 


E 分 以上 が 傷 、 


も し く は 天然 瘍 、 は 


し か 等 で や れ ば 、 タ ヤン ム ム を 行い ます 。 度 膚 の 多く が 健康 な 状 


態 で あり 、 傷 の 部 分 を 濡らす こと な く 洗 * 


する こと が 可能 で あれ 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


ば 、 グ スル を 行い ます 。 傷 の 部 分 を 濡らす こと な く 洗 : 


が 不可 能 で あれ ば 、 タ ヤン ム ム を 行い ます 。 


タ ヤ ン ム ム ふ ム は どの よう に 行う か 


清め られ る 為 に ニー ヤ を し ます 。 
タ ヤ ン ム ム で 礼拝 を 行う 為 に は 、 た だ タ ヤ ン ム ム に ニ 


まる こ さき 


まず 、 ジ ュ ヌ ー ブ で ある 状態 、 も し く は ウド ッ ゥ ッ ー の な い 状 態 か ら 


ー ヤ を す 


る だ け で は 不 十 分 で す 。 イ バー ダ で ある 何 か 、 例 えば 葬儀 の 礼 


拝 、 過 失 の サジ ュ ダ を 行う 為 に 、 も し く は グ ス ル の 為 に 
ム を 行う な ど と ニー ヤ す る こと が 必要 で す 。 

タ ヤ ン ム ム を ニー ヤ す る 際 に は 、 ウ ドゥ ッ ー と グ ス ル を 
こと が 必要 で す 。 ジ ュ ヌ ー ブ の 状態 か ら 清 め ら れる こと 


タ ヤ ン ム 


区 別 する 
を ニー ヤ 


する 人 は 、 タ ヤン ム ム を 行っ た こと で 礼拝 を する こと は で きま せ 


ん 。 ウ ドッ ゥ ッ ー の 為 に も う 一 度 タ ヤン ム ム が 必要 で す 。 


肘 よ り 上 の 部 分 まで 袖 を まく っ て 両 腕 を 出し 、 両 手のひら を 清河 


な 土 、 石 、 石 や 漆喰 で 覆 わ れ た 壁 に つけ 、 少 な く と も 3 


触れ させ 、 両 手のひら で 顔 を 撫で ます 。 針 先ほど の 場所 で あれ 手 


本 の 指 を 


の ひら の 触れ て いな い 人 箇所 が あれ ば 、 タ ヤン ム ム は 無効 と な り ま 


9 
顔 に 完全 に 触れ る 為 に 、 手 を 広げ 、 5 


NIR の 部 分 に 置き 、 


両手 の 長 


NN 指 を 水平 に し て 額 、 ま ぶた 、 鼻 の 


ご 下 完 に う MMe に 


両 脇 、 唇 と 顎 の 顔 側 の 部 分 
の ひら は 類 に こ 触 れ て いま す 。 


す 。 そ れ か ら 左 手 の 親 指 の 腹 で 右 の 親指 の 外側 に 触れ ま 
SN SR 


還 は あり ませ ん 。 
タ ヤ ン ム ム は 、 ウ ドゥ ー と グ ス ル で 同じ 手順 で す 。 


タ ヤ ン ム ム を 無効 と する 事柄 
タ ヤ ン ム ム を 必要 と する 特別 な 状況 が な く な っ た り 
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両手 を 再び 土 に つけ 、 手 を は た き 、 砂 や 土 を は た いた 後 、 
手 の 4 本 の 指 の 腹 で 右腕 の 下 側 を 、 指 の 先 か ら 肘 へ と 触れ させ ま 


の 時 、 手 


まず 左 


す 。 指 輸 


右手 で 左腕 を 触れ ます 。 手 の ひら を 
つけ る こと が 必要 な の で あり 、 土 や 砂 が 手 に つく こと 


は 必要 


、 水 が 見 つ 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


か っ た り し た 場合 、 そ し て ウド ッ ー や グ ス ル を 無効 と する 状態 と 


な っ た 場合 、 タ ヤン ム ム も 無効 と な り ま す 。 


ウド ゥ ッ ー、 グ スル 、 タ ヤン ム ム の 効用 


イ バ ー ダ の 目的 で 行わ れる 清浄 は 、 体 の 健康 増進 に も 効果 的 で 
す 。 肉体 的 な 効用 と 共に 、 精 神 的 な 面 か ら も 多く の 効用 が あり ま 


す 。 確認 され て いる 無数 の 効用 の うち いく つか を 
と が で きま す 。 


常世 界 に お いて 、 私 た ちの 手 が 触れ な い 場 所 は な く 、 即 ち 無 数 
細菌 と 接触 し て いる と 言え る で し ょ う 。 ウ ドゥ ッ ー を 行う 際 に 


、 次 の よう に 列 


手 、 顔 、 足 を 洗う こと は 、 放 膚 病 や 炎症 の 最善 の 


y 防 策 で す 。 と 


いう の も 、 細 菌 、 寄 生 虫 、 バ ク テ リ ア の 一 部 は 、 
に 取り 込ま れる た めで す 。 


皮膚 を 通し て 体 


気管 支 系 の 門番 で ある 鼻 を 洗う こと で 、 砂 や 細胞 の 塊 が 体 に 入る 


こと を 防ぎ ます 。 
NN 頭痛 や 疲労 感 を 和 


AAM 


ら げ 、 血 管 や 神 


経 を 活発 化 さ せま す 。 継続 的 に ウド ゥ ー を 行う 人 が 年 を と っ て も 


ジュ ヌー ブ の 要因 と な る 行為 で は 、 大 き な エ ネル ギー が 費やさ 


れ 、 心 拍 や 脈拍 が 早まり ます 。 体 が 過度 に 働く こと 


0 


労 感 、 だ る さ 、 脱 力 感 、 緩 みな ど が 生じ ます 。 グ 
が 本 来 の 生気 を 取り 戻す こと が で きま す 。 


理 的 監 張 、 気 候 条 件 、 服 装 、 生 活 、 仕 事 、 そ し て 


する 状況 に よっ て 崩れ ます 。 こ の 電気 的 な 負荷 は 、 


に よっ て 、 疲 
スル に よっ て 体 


通常 、 私 た ちの 体 に は 静電気 の バラ ンス が あり ます 。 体 の 健康 は 
この 電気 バラ ンス と 密接 な 関係 が あり ます 。 こ の バラ ンス は 、 心 


グ ス ル を 必要 と 
怒り に 満ち て 


いる 状態 で は 通常 時 の 4 倍 、 グ スル を 必要 と する 状態 で は 12 倍 
と な り ま す 。 近年 、 赤 外線 に よっ て 特殊 な 方 法 で 外皮 を 撮影 する 
こと が 可能 と な り 、 そ れ に よる と 性 的 交渉 後 は 全身 の 体 表 が 過度 
の 静電気 層 で 覆 われ て いる こと が 確認 され て いま す 。 こ の 層 は 、 


皮膚 が 酸素 を や り と りす る こと を 妨げ 、 友 膚 の 変 
と な り ま す 。 こ の 状態 か ら 脱 す る 為 に 、 針 先ほど 


色 や し わ の 原因 
の 場所 すら 残さ 


o3 全身 を くま な く 洗 うこ と が 必要 な の で す 。 こ れ に よっ て 水 の 


粒子 が 不要 な 静電気 を 取り 去り 、 体 を 以前 の 状態 へ と 


戻す の で 


す 。 こ の 観点 か ら 、 グ スル は 医学 的 に も 必ず 実行 され る べき 清 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


な の で す 。 


ウド ッ 
が 可 


洗う こと 


と 呼ば れる 戦う 細胞 が 体 を 有害 な 物質 か ら 守 り 


め ま す 。 


こり 


ー や グ ス ル は 
の 硬化 や 狭 鶴 を 防ぎ ます 。 
E で 、 リ ン パ 系 は 、 
0 


、 循 環 


区 や も 重要 な 


に よっ て 刺激 され ま 


に も ゃ 月 
" ゥ ッ ー は 者 


人 2 


分 的 に 


3 


さら に 


表 浄 


を を 


刺激 を 与え る こと 


枢 の 一 つ で ある 見 の 後ろ と 


邊 や その 側面 を 


に よっ て も リン パパ 系 に 影響 を 与え る こと が で きま す 。 ウ 
ドゥ ー と グ ス ル に よっ て リン バ 循 環 の 流れ が 改善 され 、 リ ン バ 球 


K が な い 時 に 土 で 行わ れる タ ヤ ン ム ム も 、 
失 さ せま す 。 


ナジ ャ ー サ か ら の 清め ( タ ハ ー ラ ) 


体 、 衣 
と を 意味 しま 


分 b、1f 


清潔 で な い 場 合 
所 と 頭 を つ 
て も 礼拝 ! 
一 体 化 は し て いな いか ら で す 。 し か し 、 
は 認め られ ませ ん 。 なぜなら 、 ビ ン は 尿 が 作 
(ここ か ら 、 和 密閉 され た 香 


携え て 


られ る 場所 で は な いか ら で す 。 


装 、 礼 提 


[ 拝 を し て いる 人 と 
の 礼拝 ( 


\ る 人 の 礼拝 ! 


E を する 場所 
す 。 ス カー フ 、 
ンダ ル 等 も 衣装 と みな され 


ユー 


E す 。 


に 


ける 場所 が 清潔 で あれ ば 、 
よ 認 め ら れ ま す 。 なぜなら 敷物 は 


蓋 


Pr 


体 の 


敷物 


マフ 
け き 


、 体 の 抵抗 力 を 高 


静電気 を 大 きく 消 


に 、 ナ ジャ ー サ 、 即 ち 汚 れ が な いこ 
か ぶり も の 、 タ ー バ ン 、 マ スト 、 サ 
に 巻い た マフ ラー の 先端 の 部 
こ 動 く 為 に 衣装 と 見 な され 、 そ れ が 
は 認め られ ませ ん 。 
他 の 場所 に 汚れ が 付 


は 、 踏 ん で いる 場 
\ て い 
ラー の よう に 体 と 
の 瓶 に 入っ た 尿 を 


水 、 エ 


チル アル コー ル 、 ヨ ー ド チン キ の ビン 、 も し く は 閉じ られ た 箱 に 


入っ て し 


っ て いれ ば 、 礼 料 


だ 


の {# 
和 。 


し 捧 


工 、 


し く は それ 以 」 


\ た 


衣装 、 礼 振 


の つい た ティ ッシュ 、 
E を 行う こと ! 


を 行っ て いる 場所 で 、 
上 の 大 き な 汚 れ が な けれ ば 礼拝 は 
か し ディ ル ハ ム の 量 が あれ ば 、 


フス ラーム に 


「 デ ィ ル ハム の 量 」、 


近い 


汚れ た 布 な ど が ポケ ッ ト に 入 
は 認め られ な いと いう こと が わか り 
す 。) 両足 が 踏む 場所 、 そ し て サジ ュ ダ を 行う 場所 が 清潔 で あ 
る こと が 必要 で す 。 汚 れ の 上 を 覆う 布 、 
は 認め られ ます 。 サ ジュ ダ で 有 
害 は あり ませ ん 。 


ガラ ス 、 ナ イロ ン の 上 で 
の 裾 が 賜 いた 汚れ に 触れ て 


も 
認め られ ます 。 し 
マク ルー フ と な り 


ーー | 礼拝 の 書 ーー 一 


ます 。 そ れ を 洗う こと 
ば 、 洗 うこ と は ファ ル 


コー ル の 滴 に つい て も 、 


ム ・ ア ブー・ 
て その 他 の つの 学派 


粒子 で あれ 洗う こと が ファ 
礼 振 
量 と は 、 


触 し た 時 点 で は な く 、 
ディ ル ハ ム の 量 


購 ウー ダダ で 宇 。 ディ イル か なあ 
ド と な り 、 少 な けれ ば 、 ス ン ナ で す 。 


に よる な ら 、 
レ ド で す 。 ナ ジャ ー サ の 量 
を 行う 時 点 の 量 と な り ま す 。 


グ 


本 


ち 4. 8 グラ ム の 重 さ 


に な り 


ご ヴ 


ます 。 液体 の 汚れ で あれ ば 広 


の ひら に 入る 水 の 表 
固形 の 汚れ が 、 手 の ひ 
て いた と し て も 、 礼 提 
ナジ ャ ー サ に は 9? 種 


大 きい ナジ ャ ー サ : 人 か ら 排 出さ れ た 際 
て 、 了 肉 を 食べ る こと の な い 動 物 (上 星 以外 


要因 と な る 全 


肉 、 


の も の を 含む 全て の 動物 の 甘 は 大 き な ナジ ャ ー サ と な り 
小さ い ナ ジャ ー サ で ある も の が 、 


小さ い ナ ジャ ー サ : 
や 衣 有 
で は 礼拝 に 害 を 与え ま 
尿 、 食 用 肉 と し な い 各 
スズ メ と いっ た 食用 肉 
ます 。 
ワイ ン の 蒸溜 に 
ナジ ャ ー サ で あり 、 
は 、 箇 
取り 除く 必要 が あり 3 


印 だ け の 


装 の 一 部 に つい た 場 


Eg の 


よっ て 作ら れ た ラ 
ワイ ン と 同様 ハラ ー ム で す 。 礼 提 
Hn、 エ チル アル コー ル や アル コー ル 飲 料 を 服 や 肌 か ら 洗 い 、 


ます 。 蒸 発する こと に よっ て は 清め られ ませ 


面積 で す 。 
ら よ り も より 広い 面積 に 広 


E ま を 妨げ る こと は あり ませ ん 。 


類 あ り ま す 。 


ユ 


代 、 尿 。 そ れ か ら 、 人 、 家 畜 、 


自 
、 こ の 部 分 も し く ! 
せん 。 食用 肉 と する 種 の 4 本 足 の 生 
鳥 の 全 は 小さ な ナジ ャ ー サ で す 。 ノ 


と する 種 の 鳥 の 伏 は 、 き れい な も の 


を 行 


ん 。 こ れ ら が 入っ て いる ビン や それ に 類する も の は ポケ ッ 


取り 晶 
ナジ ャ ー サ は 
バラ 


れ た 水 は ム スタ マル の 水 と 呼ば れ 


HH さ な け れ ば な り 3 
、 清 潔 な 水 、 ウ ドゥ ー や グ ス ル を 行っ た 水 、 
の よう な 液体 で 清め られ ます 。 ウ ドゥ ッ ー や グ ス ル に 
根本 的 に 清 


ませ ん 。 


より も 多けれ 


アル 


洗う こと が ファ ルド と な り ま す 。 イ マー 
ユー ス フ と イマ ー ム ・ ム ハン マ ド に よる な ら 、 そ し 
全て の 大 き な 汚 れ は 、 そ の 微 
は それ が 接 


の 汚れ で あれ ば 1 ミス カル 、 す な わ 
げた 手 
1 ミス カル より も 少な い 
まっ て 服 ! 


こつ い 


に ウド ゥ ッ ー や グ ス ル へ の 
の 、 刀 ミ 


本 の 部 位 
3 部 位 の 4 分 の 1 ま 


0 細 


人 


ク 、 エ チル アル コー ル も 大 き な 


う 際 に 


か ら 


酢 や 


いら 


、 清 潔 で す 。 た だ 、 


め る も の で は あり ませ ん 。 こ れ に よっ て 汚れ を 落と すこ と は で き 
ます 。 し か し 、 ウ ドッ ー を 行っ た り グ スル を 行っ た りす る こと は 


ーーー] 礼拝 の 書 ーー 一 
で き な い の で す 。 


イス ティ ンジ ャ ー : 前 後 か ら 排 港 物 が 出 た 時 、 そ の 場所 を 清め る 
こと を イス ティ ンジ ャ ー と 言い ます 。 イ ステ ィ ン ジ ャ ー、 す な わ 
ち タ ハー ラ は 、 ム アッ カ ダ の スン ナ で す 。 つ まり トイ レ で ウド ッ ゥ 
ー が 無効 に な っ た 後 、 男 性 、 女 性 が 石 や 水 で 前 後 を 清め 、 尿 やや 便 
を 残さ な いこ と は スン ナ で す 。 し か し 、 そ の 場所 が 他人 の いる と 
ころ で あり 、 ア ウラ の 場所 を 露出 し て 水 で イス ティ ンジ ャ ー を 行 
うこ と が で き な い の で あれ ば 、 汚 れ が ひど か っ た と し て も イス テ 
ィ ン ジ ャ ー は 断念 し ます 。 ア ウラ の 場所 を 露出 する こと は し ませ 
ん 。 そ の まま で 礼拝 を 行い ます 。 忠 出し た 場合 は 大 き な 罪 、 ハ ラ 
ー ム を 犯し た こと に な り ま す 。 人 の 気配 の な い 場 所 を 見 つけ れ 
ば 、 水 で イス ティ ンジ ャ ー を 行い 、 礼 拝 を や り 直 し ます 。 な ぜ な 
ら 、 ー つ の 命令 を 実行 する こ と が ハラ ー ム を 行う こと の 要因 と な 
る の で あれ ば 、 ハ ラー ム を 行わ な い 為 、 そ の 命令 は 延期 され る 
か 、 放 棄 さ れ て 実行 され な いか の どちら か と する か ら で す 。 
骨 、 食 料 、 肥 料 、 レンガ 、 植 木 鉢 、 ガ ラス 片 、 炭 、 動 物 の エ 
サ 、 他 者 の 持ち 物 、 そ し て お 金 に な り 得る も の 、 例 えば 絹 、 モ ス 
ク か ら 出 され た 物資 、 ザ ム ザ ム の 水 、 葉 、 紙 で イス ティ ンジ ャ ー 
を 行う こと は 、 ハ ラー ム に 近い マク ルー フ で す 。 無地 の 紙 で あ 
れ 、 尊 重 す る こと が 必要 で す 。 お 人 金 に な る 可能 性 が な いも の 、 宗 
教 的 に 無益 な 文章 が 書か れ た 紙 、 そ し て 新聞 で イス ティ ンジ ャ ー 
を 行う こと は 認め られ て いま す 。 し か し イス ラー ム 的 な 言葉 が 書 
か れ た 紙 で は 絶対 に イス ティ ンジ ャ ー を 行う こと は で きま せん 。 
前 も し く は 背面 を キ ブ ラ に 向け 、 立 っ た まま 、 あ る い は 正当 な 理 
な く 裸 で ウド ゥ ッ ー を 無効 に する こと は マク ルー フ で す 。 尿 が 集 
め ら れ た 場所 で グ ス ル を 行う こと は 認め られ ませ ん 。 し か し 展 が 
流れ 去り 、 残 ら な い の で あれ ば 、 そ れ ら は 認め られ ます 。 イ ステ 
ィ ン ジ ャ ー で 用 いら れ た 水 は 汚 いも の と され ます 。 服 に か ける 
き で は あり ませ ん 。 そ の 為 、 イ ステ ィ ン ジ ャ ー を 行う 際 、 ア ウラ 
の 場所 を 露出 し 、 人 の いな い 場 所 で 行う こと が 必要 と な り ま す 。 
蛇口 の 前 で 、 手 を 下着 の 中 に 入れ 、 排 港 器官 を 手 の 中 の 水 で 洗う 
こと は イス ティ ンジ ャ ー で は あり ませ ん 。 尿 の し ずく が つく こと 
で 手 に し て いた 水 は 汚 れ た も の と な り 、 そ れ が 滴 っ た 下着 が 汚れ 


: 嘩 


ーーー] 礼拝 の 書 ーー 一 


ます 。 その 水 が 滴 っ た # 
れ ば 、 礼 拝 は 


イス ティ ブラ : 男 属 


信 す る 前 に 
場合 、 ウ ドゥ ー が # 
ら の 面積 より も 
礼拝 
礼拝 
ムギ ほど の 綿 を 尿 の 穴 
れ ま す 。 た だ し 


サト ゥ ル ・ ア ウラ (アウ ラ の 場所 を 績 う こと と 、 女 f# 


ご だ ざり) 

人 が 露出 し て 
ム で ある 場所 を 
所 は 、 へ そ か ら 


他 の 部 分 ( 腕 、 頭 ) 


E が 、 


は マク ルー フ と な り 

は 認め られ ませ ん 。 
に 入れ る べき で す 。 
、 綿 の 端 


他 の 人 に 
「 ア ウラ の 場所 」 と 呼び ま 
座 の 下 ま で で す 。 膝 は アウ ラ に 
ら を 露出 し て 行っ た 礼拝 


場所 の 合 


認め られ ませ ん 。 


歩い た り 咳 払い を し た 
する こと で 「 イ ステ ィ ブ ラ 」 を 行う こと 、 つ ま 
さ な い こと は ワー ジブ で す 。 


E 効 と な り 、 ま た 服 も 汚れ ます 。 下着 が 手 の 0 
ヽ さ く 漏 れ た の で あれ ば 、 ウ ド 
ます 。 そ れ よ り 大 きく 漏れ た の で あれ ば 


計 が 手のひら の 


尿 の し ずく が 残っ て いな 
ウド ゥ ー を する べき で は あり ませ ん 。 


面積 より も 大 きけ 


、 左 側 に 寝 た り 
に 水滴 を 残 
いこ と を 確 
で も た れ た 


尿道 


nr 


一 滴 


" ゥ ッ ー を し て 行っ た 


末 


イス ティ ブラ を 


難 に 感じ る 人 は 、 オ オ 


が 外 に 出 な いこ 


見 せる こと 、 


は 認め られ ませ ん 。 礼 指 


を 覆 2 こ と 、 靴 下 を 履く こと 


漏れ た 尿 は 綿 に 吸収 さ 


と が 必要 で す 。 


生 が 身 を 引 う 


他 の 人 が 見 る こと が ハラ ー 


す 。 男 性 の アウ ラ の 場 
舎 束 ます ず 。 て これ 
人 に 体 の 
男性 の スン ナ 


で す 。 これら が 見 える 状態 で 礼拝 を する こと 仁和 の 5 


女性 は 、 手 の ひら や 顔 以 外 の 全て の 場所 、 
つの 学派 全て で アウ ラ で す 。 そ の 為 、 女 性 の こと を アウ ラ と 呼ぶ こ 
生徒 
分 の 一 が 一 回 
効 と な り ま す 。 わ ず か 1 
は マク ルー フ と な り ま す 。 薄く 、 
し て いな いこ 
一 人 で いる 時 に 
、 背 中 と お な か を 徐 うこ と 
は 徳 で す 。 

預言 者 ムハンマド は 次 の よう に 


ら か の 器 
拝 は 無 
ませ ん が 、 礼 拝 
見 える 布 は 、 何 も 着 

女性 は 礼拝 以外 、 
ァ アルド で あ 
所 を 才 う こと 


と を 意 


言わ れ 3 


の ルク ウ の 間 霞 出 
に 見 える 程度 で は 礼拝 は 無 


は 膝 と 有 の 間 


を 性 


手 か ら 上 、 


髪 、 足 は 4 


は ファ ルド で す 。 ア ウラ の うち 何 


し た 上 体 で あれ ば 礼 
効 と は な り 
! の 体 の 形 や 色 が 
味 し ます 。 
を 才 う こと 


は フ 


は ワー ジブ 、 そ の 他 の 場 


E し た 。「 他 人 で ある 女性 
は 火 で 満た され 、 地 獄 に 入れ られ る 。 他 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


人 で ある 女性 と 揚 手 する 人 の 


られ る 。 他 人 で ある 女性 と 必 


話す 人 は 、 そ の 言葉 一 つ ー つ 


別 の ハデ ィ ー ス で は 、「 隣 人 の 女 1 


る こと は 、 他 人 で ある 女性 を 


腕 は 首筋 か ら 縛 られ 、 昌 
要 に 迫り られ て いな い の に 性 
の 為 に 千年 地獄 に 
邊 や 友人 の 妻 を † 
見 る こと より も 10 倍 さ ら に 悪い 。 結 


負 獄 に 投げ 入れ 


欲 を 持っ て 


いる だ ろう 」 


生 欲 を 持っ て 見 


婚 し て いる 女性 を 見 る こと は 、 未 婚 の 女性 を 見 る こと より も さら に 


千 倍 の 罪 で ある 。 謙 洲 の 罪 も 


同様 で も わる 」 と され て いま 


預言 者 へ ムハンマド は 次 の よう に 言わ れ ま し た 。「 ア 


も も を 出し て は いけ な い 。 


記 誰 の 太もも も 見 て は いけ 


+ な い 。」 


別 の ハデ ィ ー ス で は 、「 ア ウラ の 場所 を 露 


な ぜ な ら あ な た の そば か 
る 。 それら に 対し 恥 じ らい 、 


また 他 の ハデ ィ ー ス で は 次 の よう に 


LGA BMW まつ と 


また 敬意 を 示し な さい 。 
録 す る 天使 で ある 」 と 言わ れ ま し た 。 


いわ れ 


まし だ た だ 。 


すり 
リー よ 、 太 
E き て いよ う 


出し て は いけ な い 。 
ら 決 し て 離れ な い 存 在 が いる た めで あ 


それ ら は 記 


「 ア ウラ の 


場所 を 績 いな さい 。 妻 や 女 奴 隷 以 外 の 誰 に も 見 せ て は いけ な い 。 


一 人 で いる 時 も 、 の に 


ー が 呪 わ れ ま す よ 2 う 【 


SUI 


「 ア ウラ の 場所 を 外出 し 、 き 


対し 恥 を 感じ な さい 。」 
「 自 分 た ち を 女性 に 似せ る 男性 、 ぞ で し て 男性 に 


似せ る 女性 を アッ 


人 に 5 の の おじ た ご 且 伯 に 5 
な ら 、 ア ッ ラ ー は イ バ ー ダ と し て の サ 
バー ダ の 豆 び を すぐ に 感じ る 。」 


遠ざけ る 


た ワー ブ を 与え られ 、 彼 も イ 


わ ち 、 道 徳 、 職 場 、 衣 装 を 他 


ム で ある も の に 芸術 と いう 名 


ご き 商 


、 葛 れ を 感じ 、 彼 ら に 従わ 
男性 が 男性 の 、 女 性 が 女性 


また 他人 の アウ ラ の 場所 を 見 る 人 を 、 


人 が 呪 わ れ ま す よ うに 。」 
分 自身 を 何ら か の 部 族 に 似せ る 人 は 、 そ の 仲間 と な る 。」 す な 


者 に 似せ る 人 は 、 そ の 人 た ち に 含ま れ 
る よう に な る の で す 。 流行 や 不信 仰 者 た ちの 風習 に 従う 


を 与え 、 ハ ラー ム を 3 
術 家 、 先 駆 者 と 呼ぶ 人 は この ハデ ィ ー ス か ら 教 


。 SF 


DB し て いる 人 々 を 
を 得る べき で あ 


な いよ うに する べき な の で す 。 


ム で す 。 つ まり 、 男 性 が 女性 


の 、 女 蛋 性 が 男 性 


る こ と が ハラ ー ム で ある よう に 、 労 性 が 男性 
ウフ の 場所 を 見 る こと も ハラ ー ム で す 。 J 性 


の 、 
の 、 


の アウ ラ の 場所 を 見 る こと も ハラ ー 
の アウ ラ の 場所 を 見 
女性 


お 性 


が 女性 の ア 
に 対す る ア 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


0522 SA 


場所 も 同様 で す 。 女 f 


生 の 、 他 人 で ある 男性 に 対す る アウ ラ の 場所 


は 、 手 と 顔 以外 の 全身 で す 。 他 人 で ある 女性 の アウ ラ の 場所 は 


性 欲 を 伴っ て いな く て も 見 る こと は ハラ ー ム で す 。 


布団 の 下 で 裸 で 寝 て いる 病人 が 、 頭 も 布団 の 中 に あっ た 状態 で 
イメ ー ジ し て 礼拝 を 行う 際 は 、 裸 の まま で 礼拝 を し た こと に な り 
ます 。 頭 を 布団 か ら 出 し て 礼拝 すれ ば 、 布 団 に くる まれ て 礼拝 を 
行っ た こと に な り 、 礼 拝 が 認め られ ます 。 


男性 は 、 婚 巡 す る こ 


と が 永遠 に 不可 能 で ある 18 通り の 「 マ フ 


ラム 」 の 女性 の 頭 、 顔 、 首 、 腕 、 膝 より 下 の 足 を 、 性 欲 を 持た な 


いこ と を 確信 で きれ ば 、 


見 る こと が で きま す 。 た だ し 、 胸 や わ 


を 見 る こ と は で き ませ ん 。 


き 、 太 も も 、 膝 、 背 


女性 に と っ て 、 叔 父 、 叔 母 、 伯 父 、 伯 母 の 息子 た ち も 他 人 の 15 


性 と 同様 で す 。 義兄 や 義父 も 他人 の 男性 で す 。 彼ら と 話す こと 、 


冗談 を 言い 合う こと 、 


同席 する こと は ハラ ー ム で す 。 男性 も 、 叔 


父 、 叔 母 、 伯 父 、 伯 モ 


の 娘 た ちや 、 義 妹 、 義 母 と 話す こと は ハラ 


ー ム で す 。 


男性 は 、 マ フラ ム で ある 18 通り の 女性 と 死ぬ まで 結婚 する こ 


620PSEN 1 


ませ ん 。 こ の 、18 通 


じ 場 所 に いる こと も で きま す 。 女 性 も 、 8 通り の 協 性 と 結婚 で き 


通り の 男性 及び 女性 と は 以下 の 3 通り で す 。 


血統 に より 親戚 で や る 人 々 


協 性 女性 
内 1 
2. 父 も し く は 母 の 父 2. 母 も し く は 父 の 評 
8. 息子 、 息 子 や 娘 の 候 コ 38. 娘 、 息 子 や 娘 の 娘 
4. 見 弟 4. 姉妹 
5. 兄弟 の 息子 5. 姉妹 の 娘 
6. 姉妹 の 息子 6. 兄弟 の 娘 
7. 叔父 と 伯父 7. 彼 母 と 伯母 
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乳 を も ら っ た こと で 親戚 と な っ た 人 々 


男性 


9. 乳母 と 養父 の 坪 


. 養女 、 養 女 と 養子 の 


11. 乳 兄弟 (男性 


11. 乳 見 弟 (女性 ) 


12. 乳 上 兄弟 (女性 ) の 候 


12. 乳 兄弟 (女性 ) の 娘 


18. 乳 兄弟 (男性 ) の 


息子 13. 乳 兄弟 (男性 ) の 娘 


14. 乳母 の 兄弟 


14. 乳母 の 姉妹 


婚 問 に よっ て 親戚 と な っ た 人 々 

15. 義父 15. 義母 
16. 義 埋 の 忌 ゴ 16. 屯 E の 娘 
17. 義理 の 父 17. 義理 の 
18. 靖 18. 嫁 


アウ ラ の 場所 を 露出 させ て 外 に 出る 、 も し く は 他 者 の アウ ラ の 
場所 を 見 る 男性 、 女 性 は 、 地 獄 の 燃え さか る 炎 で 焼 か れる こと に 


な り ま す 。 


イス ティ ク バ ル ・ キ ブラ ( キ ブ ラ の 方 向 を 向く こと ) 
礼拝 と て は 、 カ ー バ へ 向かっ て 行わ れる も の で す 。 マ ッ カ の 町 に 


ある カー バ の 建物 の 方 角 


前 、 エ ル サ レ ム で し た 。 


を 「 キ ブラ 」 と 呼び ます 。 キ ブラ は 以 
聖 選 か ら 17 か 月 後 の シ ャ ー バ ン 月 の 半 


ば の 火曜 日 に 、 エ ル サ レ ム で は な く カ ー バ へ と 向かう こと が 谷 じ 


られ まし た 。 


ーー | w 
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キ ブ ラ は カー バ の 建物 で は な く 、 そ の 空間 で す 。 す な わ ち 、 地 
か ら 天 まで の その 空間 が キ ブ ラ な の で す 。 従っ て 海 や 井戸 の 底 、 
高山 、 飛 行 機 で も 、 こ の 側面 に 向かっ て 礼拝 し ます 。 視神経 の ク 
ロス する ? つの 方 角 の 間 の 空間 が カー バ に あたっ て いれ ば 、 そ の 
礼 振 は 正しい も の と な り ま す 。 し か し 、 
病気 の 為 
財産 が 人 容 まれ る 危険 
狂 猛 な 動物 に よる 危険 
敵 に 遭遇 する 危険 
動物 か ら 下 り た 場合 、 再 び 誰 か の 手助け な し で は 乗る こと が で き 
な い 
と いっ た 場合 や 、2 つの 礼 振 (フル と アス ル 、 マ グレ ブ と イシ 
ャ ー を 、 マ ー リ キー 派 や シャ ー フ ィ ー 派 に 條 っ て ) を まとめ て 行 
0 可能 で ある 方 向 に 向かっ て 礼拝 
を 行い ます 。 ボ ー ト 、 電 車 、 飛 行 機 で は 、 キ ブラ に 向かう こと は 

条件 と され ます 。 


礼拝 の 定時 
預言 者 ムハンマド は ある ハデ ィ ー ス で 次 の よう に 言わ れ ま し 
た 。「 ジ ブ プラー イー ル が カー バ の 門 の そば で 、9? 日 間 私 の イマ ー ム 
と な っ た 。 私 た ち は 暁 兆 が さす 時 に ファ ジュ ル の 礼拝 を 、 太 陽 が 
真 上 か ら 下 が る 時 に ズ フ ル の 礼拝 を 、 全 て の 陰 が 本 体 の 大 き さ と 
等 し く な る こと に アス ル の 礼拝 を 、 そ の すぐ 後 、 断 食 が 終わ る 時 
に マグ リブ を 、 夜 の 8 分 の 1 の 時 間 に イ シャ ー を 行っ た 。 そ れ か 
『 ム ハン マ ド よ ! あな た の 、 そ し て 過去 の 預言 者 た ちの 礼拝 
の 時 間 は この 通り で ある 。 あ な た の ウン マ に 5 回 の 礼 振 の それ ぞ 
れ を 、 私 た ち が 礼 振 し た この 時 間 の 間 に 行 わせ な さい 』 と 彼 は 言 
っ た 。」 
毎日 行う こと が 命じ られ て いる 礼拝 の 数 が 5 で ある こと も 、 こ 
こ か ら 理 解 さ れ ま す 。 
ファ ジュ ル の 礼拝 の 時 間 : 暁 光 が 見 え 始 め る 、 す な わ ち と 東 の 方 角 
が 白 み 始め た 時 か ら 、 火 が 昇る 時 まで で す 。 
ズ フ ル の 礼拝 の 時 間 : 陰 が 短く な り 、 そ れ か ら 長 く な り 始 め た 時 
か ら 始 まり 、 陰 が 実物 と 同等 も 5 し く は ? 倍 の 長 さ に な る まで 続き 
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天 ま 。 一 人 る 和 め ほ かみ 人 の イマ ー ム 。 年 な わ お ちら イマ ーー ム み * ア ブー ララ 
ー ス フ と イマ ー ム ・ ム ハン マ ド に よる も の で あり 、2 つめ は イマ 
ー ム ・ ア ザー ム ・ ア ブー・ ハ ニー ファ に よる も の で す 。 

アス ル の 礼拝 の 時 間 : ズ フ ル の 礼拝 の 時 間 の 終わ り に よっ て 始ま 
り ま す 。 こ れ も ゃ 、 

イマ ー ム ・ ア ブー・ ユ ー ス フ と イマ ー ム ・ ム ハン マ ド に よれ ば 、 
会 が その 本 体 と 同じ 長 さ に な っ た 時 に 始ま り 、 日 没 ま で 続き ま 
か 。 
イマ ー ム ・ ア ザー ム ・ ア ブー・ ハ ニー ファ に よれ ば 、 陰 が その 本 
体 の ゥ 倍 の 長 さ に な っ た 時 に 始ま り 、 日 没 ま で 続き ます 。 

し か し 太陽 が 色づい て か ら 、 す な わ ち 地平 線 ま で 槍 の 長 さ まで 
近づい て か ら は 、 あ ら ゆ る 礼拝 を 行う こと は ハラ ー ム で す 。 た だ 
アス ル の 礼 振 を し て いな か っ た の で あれ ば 、 日 没 の 時 間 ま で に そ 
れ を 行い ます 。 
マグ リブ の 礼拝 の 時 間 : 日 流 に よっ て 始ま り 、 地 平 線 が 暗く な る 
まで 、 つ まり 赤み が 消失 する まで 続き ます 。 
イシ ャ ー の 礼拝 の 時 間 : マグ リブ の 礼拝 の 時 間 の 終了 か ら 、 暁 光 
が さ し 始 め る まで 続き ます 。 イ マー ム ・ ア ザー ム ・ ア ブー・ ハ ニ 
ー フ ァ に よる と 、 イ シャ ー の 時 間 は 空 の 白 み が 消え た 時 に 始ま り 
ます 。 ア スル の 時 間 も こ の よう に な っ て いま す 。?2 人 の イマ ー ム 
の 見 解 に よる イシ ャ ー の 時 間 が 始ま っ て か ら 、 少 な く と も 半 時 間 
待っ て イシ ャ ー を 行え ば 、 全 て の イマ ー ム に 従っ て 礼拝 し た こと 
に な り ま す 。 イ シャ ー の 礼拝 を 、 正 当 な 理由 な く 夜 の 半分 より も 
後に 行う こと は マク ルー フ で す 。 

礼拝 を 時 間 よ り 前 、 も し く は 後に 行う こと は ハラ ー ム で す 。 大 
き な 罪 と な り ま す 。「 ト ゥ ルキ イェ 」 紙 の 発効 し て いる 礼拝 と 日 
の 出 の 時 間 表 は 正しい も の で す 。 

礼拝 を 行う こと が ハラ ー ム に 近い マク ルー フ 、 す な わ ち 禁じ ら 
れ て いる 時 間 は 8 つ あ り ま す 。 こ の 8 つの 時 間 に 始 まっ た ファ ル 
ド は 正しい も の と は な り ま せん 。 日 が 昇る 時 、 日 が 沈む 時 、 そ し 
て 正午 で す 。 こ の 3 つの 時 間 に は 、 あ ら か じ め 用 意 さ れ て いた 葬 
儀 の 礼拝 、 過 失 の サジ ュ ダ 、「 サ ジュ ダ 」 と いう クル アー ン の 言 
葉 に 従っ て 行う サジ ュ ダ も 認め られ ませ ん 。 日 が 沈む 時 に は 、 そ 
の 日 の アス ル の 礼拝 は 行う こと が で きま す 。 
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E ま の ファ ルド を 行 


マグ リブ の 


ナー フィ ラ の 礼拝 (義務 で は な い 礼 拝 ) を 行う の が マク ルー フ 
で ある ?2 つの 時 間 が あり ます 。 フ ァ ジ ュ ル の 礼 

っ た 後 、 日 が 昇る まで と 、 ア スル の 礼拝 を 行っ た 後 、 

ファ ルド の 前 に ナー フィ ラ の 礼拝 を 行う こと は マク ルー フ と な り 
ます 。 


よっ て 異な り ま す 。 
67 度 に 位置 する 北極 園 の 北側 に 位置 する 寒い 国 
き が と て も 大 きい 季節 に は 、 地 平 線 の 光 が 消 える 引 
ます 。 こ の 為 、 


す 。 


ん 


新 月 


ら な い の で あれ ば 、 断 食 を する こと が 必要 で す 。 


詳細 に つい て の 解説 (北極 ・ 南 極 で の 礼拝 と 断食 ) 


それ ぞ れ の 国 の 礼拝 時 間 は 、 そ の 国 の 南極 か ら の 距離 と 季節 に 


2 ュ ナ 


この よ 


o 


シャ 


は 、 
北極 、 


で は 、 太 陽 の 傾 


に 朝日 が 昇り 
バル ト 海 の 北端 で は 、 夏 に は 夜 が な なく 、 イ シャ ー 
と ファ ジュ ル の 礼拝 の 時 間 に な ら な い の で す 。 


フィ ー 派 に お いて は 、 時 間 は 礼拝 の 条件 で は な く 、 理 由 で 
由 が な けれ ば 、 礼 拝 は ファ ルド と な ら な い の で す 。 従っ て 


うな 国 に 住む ムスリム に は 、 こ の ?2 つの 礼拝 
な り ま せん 。 南半球 で は 海 で ある 為 、 こ の よう な 国 


は ファ ルド と 
は 存在 し ませ 


ご フ タン 月 の ga0 の 夜 、 ど こ か の 町 で 新 月 が 見 られ れ 
、 全 世界 が 断食 を 始め る こと が 必要 と な り ま す 。 


これ か ら 来 る 夜 の 新 月 で す 。 


南極 や 月 に 行っ た ムスリム も 、 旅 行者 の 規定 に 当て は 


中 に 見 える 


より も 長い 場合 、 礼 拝 は 時 刻 で 始め られ 、 時 刻 で 終わ り ま す 。 
が これ ほど に 長く は な い 町 の ムスリム た ちの 時 間 に 従 う の で 
す 。 も し 礼拝 を 行わ な けれ ば 、 が 長く な い 場 所 に 来 た 時 に カ 
ダー を 行い ます 。 
2 
アザ ー ン と は 、 皆 に 知ら せる こと を 意味 し ます 。 日 に 5 回 の 礼 
人 0PNEUAPM そし て 金曜 礼拝 で 説話 者 の 前 で 男性 が ア 


ザー ン を 唱え る こと は 、 ム アッ カ ダ の スン ナ で す 。 


女性 が アザ ー 


ン パイ カー マ を こ と ロマ クル ー フ で す 。 アザ ー ン Hb の 人 2 
を 告げ る 為 、 高 いと ころ で 詠み あげ られ ます 。 ア ザー ン を 


に 時 間 
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唱え る 時 に 両手 を 挙げ 、 
ダグ ハタ やす 。 イダ ター マ 


指 を 一 本 ずつ 両 耳 の 穴 に 入れ る こと は ム 
を 読む こと は アザ ー ン より も な お 重要 な 


こと で す 。 ア ザー ン と イカ ー マ は キ ブ ラ に 向かっ て 唱え られ ま 
す 。 そ の 時 に は 会 話 は せ ず 、 挨 拶 を され て も 返し ませ ん 。 


アザ ー ン と イカ ー マ は どの よう な 場合 に 読み あげ られ る か 
畑 、 庭 園 で 個人 も し く は 集団 で カ ダ ー を 行う 場合 、 男 性 が アザ ー 


ン と イカ ー マ を 大 き な 声 
を 聞い た 人 、 ジ ン 、 石 は 
つか の カ ダ ー の 礼拝 を ま 
マ を 詠み あげ ます 。 そ の 


で 読み 上 げ る の は スン ナ で す 。 ア ザー ン 
} 後 の 審判 の 日 に 証言 を 行い ます 。 い く 
と め て 行う 人 は 、 ま ず ア ザー ン と イカ ー 
後 、 カ ダー を 行う 際 に は それ ぞ れ に つい 


て イカ ー マ の み を 読み ます 。 ア ザー ン は 読ま な く と も 構い ませ 


ん 。 
で 、 個 人 も し く は 集団 


カー マ を 詠み あげ ませ ん 。 


ザー ンジ と イカ ー マ は 家々 
か し それ を 唱え る こと は 
も し く は 礼拝 の 参加 者 が 
を 集団 で 行っ た 後 、 個 人 
唱え ませ ん 。 街道 沿い 
が お ら ず 、 礼 拝 に 参加 す 
時 間 に や っ て くる 人 々 が 、 


で 定時 の 礼 振 を 行う 人 は 、 ア ザー ン と イ 
な ぜ な ら 、 モ スク で 読み あげ られ た ア 

で も 読ま れ た と 見 な され る か ら で す 。 し 
より 良い と され ます 。 地 区 の モス ク 、 
一 定 で ある モス ク に お いて 、 定 時 の 礼拝 
で 礼 振 を 行う 人 は アザ ー ン と イカ ー マ を 


に あり 、 あ る い は イマ ー ム や ム ア ッ ズ ィ ン 


る 一 定 の 人 も いな い モ スク で は 、 様 々 な 
ー つ の 定時 の 礼拝 の 為 に 様々 な 小 集団 


を 作り ます 。 全 て の 小 集 団 の 為 に アザ ー ン と イカ ー マ を 読み ま 


す 。 こ の よう な モス ク で 


は 個人 で 礼拝 を する 人 も 、 ア ザー ン と イ 


カー マ を 自分 が 聞こ える 程度 の 声 で 唱え ます 。 


旅行 中 で ある 人 は 


分 の 仲間 で ある 人 々 と 集団 で 礼拝 する 時 


も 、 個 人 で 礼拝 する 時 も 、 


で 礼拝 する 人 の そば に 1 
可能 で す 。 旅 行者 は 、 家 
カー マ を 唱え ます 。 なぜ 


アザ ー ン と イカ ー マ を 唱え ます 。 個人 
間 が いれ ば 、 ア ザー ン を 読ま な いこ と も 
で 個人 で 礼 捧 す る 時 で も 、 ア ザー ン と イ 
な ら 、 モ スク で 読み あげ られ た アザ ー ン 


と イカ ー マ は 、 彼 の 礼拝 
集団 の 一 部 が 家 で アザ 


に 適用 され な いか ら で す 。 旅 行者 で ある 


ン を 唱え れ ば 、 そ の 後 で 礼拝 を する 人 た 


ち は ア ザー ン を 順 え ませ ん 。 
聡明 な 子供 、 盲 人 、 父 親 が 定か で な い 人 、 ア ザー ン を 読む こと 
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の で きる 無知 な 村人 が アザ ー ン を 読む こと は 、 間 題 な く 認 め ら れ 
ます 。 ジ ュ ヌ ー ブ の 状態 で も や る 人 が アザ ー ン と イカ ー マ を 唱え る 
こと 、 ウ ドゥ ッ ー の な い 状 態 で アザ ー ン を 読む こと 、 女 性 、 罪 人 、 
酔っ ぱら い 、 知 性 を 伴わ な い 子 供 が アザ ー ン を 読む こと 、 座 っ た 
まま で アザ ー ン を 読 下 こと は 、 ハ ラー ム 区 二 い マグ クル ー プ で す 。 
こう いっ た 人 が 読ん だ アザ ー ン は 、 復 唱 さ れ ま す 。 ア ザー ン が 正 
し いも の で ある 為 に は 、 ム アッ ズ ィ ン は ムスリム か つ 知 性 を 伴う 
人 で ある 必要 が あり ます 。 ス ピー カー で 読む こと は 真正 と は され 
ませ ん 。 

人 人 で ある 者 の アザ ー ン が 真正 と され な い の は 、 イ バー ダ に お 
いて 彼 の 言葉 が 受け 入れ られ な いか ら で す 。 人 罪人 、 そ し て スピ ー 
カー で の アザ ー ン で は 、 礼 拝 の 時 間 に な っ た こと を 信じ る こと が 
で きま せん 。 こ の よう な 人 の アザ ー ン や サイ ン に よっ て 、 礼 拝 を 
完了 させ る こと も され ませ ん 。 

アザ ー ン を 尊重 し 、 敬 意 を 抱く 人 、 文 字 、 言 葉 を 変え る こと な 
く 、 壊 すこ と な く 、 節 を つけ た り せ ず 、 ミ ナレ ッ ト ( 失 塔 ) に 上 
が っ て スン ナ に 適し た 形 で 読む 人 は 、 高 い 位階 へ と 達する こと に 
な り ま す 。 

し か し 、 ア ザー ン を スン ナ に 従っ て 読ま な い の で あれ ば 、 例 え 
ば 、 い くつ か の 言葉 を 変え た り 、 訳 し た り し て いれ ば 、 あ る い は 
節 を つけ て 読ん で いれ ば 、 あ る い は その 声 が スピ ー カ ー を 通し て 
出 て いれ ば (な ぜ な ら ス ピー カー か ら の 声 は 、 イ マー ム も し く は 
ム ア ッ ズ ィ ン の 声 で は な い の で す 。 彼ら の 声 は 電気 と 磁石 に 変わ 
り ま す 。 こ の 電気 と 磁石 が 生じ させ る 声 が 聞こ える の で す )、 そ 
の アザ ー ン を 聞い た 人 は それ を 復唱 する こと は で きま せん 。 


E 細 に つい て の 解説 (アザ ー ン は スピ ー カ ー を 通し て 読み 上 げ る 
こと が で きる か ) 

ミナ レッ ト に 設置 され た スピ ー カ ー は 、 ム アッ ズ ィ ン に と っ て 
怠 必 と な る 為 の 要因 で あり 、 ア ザー ン を 暗い 部 屋 で 、 座 っ た ま 
ま 、 ス ン ナ に 従わ な い 形 で 読む こと の 要因 と な り ま す 。 何 世 紀 
も 、 天 へ と そびえ る 精神 的 な 装飾 で や っ た ミナ レッ ト が 、 こ の 杜 
い ビ ドア ゆえ に スピ ー カ ー の 柱 と な っ て し まっ て いま す 。 イ スラ 
ー ム の 学者 た ち は 、 科 学 が 生み 出し た も の を いつ で も 月 定 的 に 受 


3 直 
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け 止 め 、 例 えば 印刷 機 の 設置 を 奨励 し 、 有 人 益 な 本 を 印刷 し て 知識 
を 広め る こと を 求め て きま し た 。 ラ ジオ や スピ ー カ ー を 通し て 各 
地 で 有益 な 放送 が な され る こと も 、 イ スラ ー ム が 愛し 、 活 用 する 
こと の で きる 発見 で ある こと は 疑い も あり ませ ん 。 し か し ム ス リ 
ム が アザ ー ン の 心地 良い 声 を 聴く こと が で きず 、 イ バー ダ を ス 
ピー カー を 通し た 耳障り な 音 に よっ て 行う こと は 、 害 の ある こと 
で す 。 ス ピー カー を モス ク に 設置 する こと は 不要 な 浪費 で す 。 信 
半生 NR 、 あ た か 
も 教会 で の 鐘 の よう に 響く この 道具 が な い 時 代 に は 、 ミ ナレ ッ 
で 読み あげ られ る アザ ー ン や モス ク で の タク ビー ル の 声 は 、 外 国 
人 を も 人 層 惚 と させ た も の で し た 。 そ れ ぞ れ の 通り で 読ま れる アザ 
ー ン を 聞き な が ら モ スク を いっ ぱい に し た 人 々 は 、 教 友 の 時 代 と 
同じ よう に 、 集 中 し て 礼拝 を 行っ て いま し た 。 ア ザー ン の 、 信 者 
を 尋 審 させ る 神聖 な 影響 力 は 、 ス ピー カー の 機械 的 な 声 に よっ て 
和 失わ れ て し まっ た の で す 。 
預言 者 ムハンマド は ある ハデ ィ ー ス で 次 の よう に 言わ れ ま し 
た 。「 誰 で あれ 、 ア ザー ン を 聞い た 時 に ム ア ッ ズ ィ ン と 共に 小声 
で それ を 唱え れ ば 、 一 文字 ご と に 千 の サワ ー ブ が あり 、 千 の 罪 が 
許さ れる 」 
アザ ー ン を 聞い た 人 は 、 ク ルアー ン を 読ん で いる の で あれ ば 、 
聞い た こと を ゆっ くり 口 に 出す こと が スン ナ で す 。「 ハ イヤ ア 
ラー」 と 聞い た 時 に は それ は 繰り 返さ ず 、「 ラ ー ハウ ラ ワラ 
ーー メッ レタ イッ ター ビッ ツー と 言い ます 2 度目 区 | アデ 
シュ ハ ド アン ナ ム ハ ン マ ダ ン ラス ー ル ッ ラ ー」 と 読ま れ た 
時 、 両 手 の 親 指 の 爪 に キス を し た 後 、 両 目 の 上 を 触る こと は ム ス 
タ ハ ブ で す 。 イ カー マ で は この よう に は され ませ ん 。 


アザ ー ン の 唱え 方 


アデ アッ フー フ アク バル 4 昌 
デア ジェ ハ ド デン ラー イ ヲ ラー デハ イッ ラップ デビ ゥ 回 
アシ ュ ハ ド アン ナ ム ハ ン マ ダ ン ラス ー ル ッ ラ ー 9? 上 E 
ハイ ヤ アラ ッ サ ラー 9? 回 
ハイ ヤ アラ ッ フ ァ ラ ヲ ラー 9?E 
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アッ ラー フ アク バル 9 回 
っ ゲー イオ タダ タツ ンー 1 階 


朝 の 礼拝 の み 、「 ハ イヤ アラ ッ フ ァ ラ ー」 の 後 で 2 回 「 ア ッ 
サラ ー ト ハイ ルン ミナ ン ナ ウム と 唱え ます 。 

イカ ー マ で は 、「 ハ イヤ アラ ッ フ ァ ラ ー」 の 後 で ? 回 、「 カ ド 
カー マテ ディッ サラ ー ト ッ ゥ 」 と 唱え ます 。 


預言 者 ムハンマド は 次 の よう に 言わ れ ま し た 。「 ア ザー ン が 読 
まれ た 時 に は 次 の ドゥ アー を 唱え な さい 、。 

「 ワ アナ アシ ュ ハ ドゥ アン ラー イラ ー ハ イッ ラッ ラ 
ー フ ラー シャ リー カラ フ ワ アシ ュ ハ ド アン ナ ム ハ ン 
マダ ン アブ ドゥ フ ワ ラス ー ル ワ ラディ ー ト ッ ウゥ ビッ ラ 
ー ヒ ラッ バン ワ ビル イス ラー ム ディ ー ナ ン ワ ビ ム 
ハン マデ ィ ン サッ ラッ ラー フ アラ イヒ ワ サッ ラマ ラス 
ー タ アン ザビ ゼー ギヤ ギー テ 」 
また ある ハデ ィ ー ス で は 次 の よう に 言わ れ ま し た 。「 わ が ウン 
マ よ 。 ア ザー ン が 読ま れ た な ら 次 の ドゥ アー を 唱え な さい 。 

「 ア ッ ラ ー フ ンマ ラッ ババ ハー ズ ィ イヒ ッ ダ ー ワ ティ ーッ ター ン 
マテ デ ティ ワッ サラ ー テ ィ ル カー イマ ティ アー ティ ム ハ ン マ 
ダニ ル ワシ ー ラ タ ワル ファ ズィー ラ タ ワッ ダラ ジャ ー タ ル 
ラフ ィ ア タ ワ ブ アス フ マカ ー マ ン マフ ムー ダニ ッ ラ ズ ィ 
ワ アジ ヅ ジ タ フ イン ナカ ラー ッ フ リフ ル ミア ー ド 」 


アザ ー ン の 言葉 の 意味 

アデ アッラーフ アク バル : アッ ラー は 僅 大 で す 。 ア ッ ラ ー に は 何 も 
必要 で は あり ませ ん 。 し も で の イ バ ー ダ も 必要 と され ませ ん 。 イ 
バー ダ は 、 ア ッ ラ ー に は 何 の 効 用 も あり ませ ん 。 こ の 重要 な 意味 
を 頭 に 十分 に 植え つけ る 為 に 、 こ の 言葉 は 4 回 繰り 返さ れ ま す 。 
アシ ュ ハ ド ラー イラ ー ハ イッ ラッ ラー フ : その 斑 厳 
さと 偉大 さ に より 、 誰 の イ バ ー ダ も 必要 と は され な い 一 方 で 、 ア 
NE も イ バ ー ダ を され る 権利 は な いこ と を 証言 し 、 
それ を 信じ ます 。 何 も の も その お 方 に は 似 て は いま せん 。 
アシ ュ ハ ド アン ナ ム ハ ン マ ダ ン ラス ルー ッ ラ ヲ ラー : ム ハ ン マ 
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ド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) は アッ ラー が 遣わ され た 預言 者 で ある こ 
と 、 そ の 預言 者 は アッ ラー が 望ま れる イ バ ー ダ の 方 法 を 教え る お 
方 で や る こと 、 そ し て た だ 預言 者 が 教え 、 示 され た イ バ ー ダ の み 
が アッ ラー に ふさ わし いと いう こと を 証言 し 、 信 じ ま す 。 
ハイ ヤ アラ ッ サ ラー、 ハ イヤ アラ ッ フ ァ ラ ー : 信者 を 、 快 楽 
さ 定 幸福 、 救 い の 要 因 と な る 礼拝 に 招く 2 つの 言葉 で す 。 
アッ ラー フ アク バル : アッ ラー に ふさ わし い イ バー ダ は 誰 に も 
で きま せん 。 そ れ ほ ど ま で に アッ ラー は 偉大 な お 方 な の で す 。 
ラー イラ ー ハ イッ ラッ ラー ブフ : イ バ ー ダ 、 服 従 に ふさ わし い 
お 方 、 そ の 権利 を 持た れる お 方 は た だ アッ ラー の み で す 。 ア ッ ラ 
ー に ふさ わし い イ バー ダ は 誰 に も で き な い の と 同様 、 ア ッ ラ ー 以 
外 の 誰 に も イ バ ー ダ を 受け る 権利 は あり ませ ん 。 

その お 方 を 皆 に 知ら せる 為 に 選ば れ た これ ら の 言葉 の 偉大 さか 
ら 、 礼 拝 の 誉れ の 大 き さ が 理解 され ます 。 
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四 生 和 
イフ ティ タフ ・ タ クビ ー ル を 言っ た 後 、 ニ ー ヤ を 行い ます 。 礼 
拝 の ニー ヤ を 行う こと と は 、 そ の 名 称 、 時 間 、、 キ ブラ 、 イ マー ム 
に 従う と いう こと を 心 に 念じ る こと を 意味 し ます 。 

イフ ティ タフ ・ タ クビ ー ル の 後 で 行わ れる ニー ヤ は 真正 と は な 
ら ず 、 そ の 礼拝 は 認め られ ませ ん 。 フ ァ ル ド や ワー ジブ を ニー ヤ 
する 際 、 ど の ファ ルド で ある の か 、 も し く は ワー ジブ で ある の か 
を 知っ て いる こと が 必要 で す 。 ラ カー ト の 数 を ニー ヤ す る こと は 
不要 で す 。 ス ン ナ を 行う 際 に は 、 礼 拝 を ニー ヤ す る こと で 十分 で 
す 。 人 葬儀 の 礼拝 に は 、「 ア ッ ラ ー の 為 に 礼拝 を 、 死 者 の 為 に ドゥ 
アー を 」 と ニー ヤ し ます 。 

イマ ー ム が 、 男 性 た ちの イマ ー ム と な る こと を ニー ヤ す る こと 
は 条件 で は あり ませ ん 。 イ マー ム は 、 同 席 す る 信者 の 集団 の イマ 
ー ム と な る と ニー ヤ を し な けれ ば 、 集 団 と 共に 礼拝 を 行っ た こと 
の サワ ー ブ を 得る こと は で きま せん 。 イ マー ム と な る こと を ニー 
ヤギ すれ ば 、 そ の サワ ー プ を も 得る こと が で きま す 。 イ マー ム は 、 
女性 た ち へ の イマ ー ム と な る と ニー ヤ す る こと が 必要 で す 。 

イ バ ー ダ を 行う 際 、 た だ 口先 で 唱え る こと を ニー ヤ と は いい ませ 
ん 。 心 か ら ニ ー ヤ され な けれ ば 、 イ バー ダ は 認め られ な い の で す 。 
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タフ リー マ ・ タ ダク ビー ル 


な り ま す 。 


礼拝 の ルク ン (構成 要素 ) 


礼拝 中 の ファ ルド を ルク ン と 呼び 


E す 。 全 部 で 5 つ に な り ま 


礼 振 を 行う 際 に 「 ア ッ ラ ー フ アク バル 」 と 言う こと で あり 、 
これ は ファ ルド で す 。 他 の 言葉 を 言う こと は で きま せん 。 一 部 の 
学者 は 、 タ フリ ー マ ・ タ クビ ー ル が 礼拝 に 含ま れる と 見 な し て い 
ます 。 そ れ に よる な ら 礼 拝 の 条件 は 6 つ で あり 、 ル クン も 6 つと 


キヤ ー ム : 礼拝 の 5 つの ルク ン の 一 つめ が 、 キ ヤー ム で す 。 キヤ 


ー ム は 立 位 を 意味 し ます 。 立て な い 病 人 は 、 座 っ て 礼拝 し ます 。 
座れ な い 病 人 は 、 あ お むけ に 寝 て 、 頭 で 礼拝 し ます 。 顔 が 上 で は 


な く キ ブラ に 向く よう 、 頭 の 下 に 枕 を 敷き ます 。 足 は 折り 、 キ ブ 
ラ に 向け て 伸ばさ な いよ うに し ます 。 立 っ て いる 時 、 足 は 互い か 


ら 指 4 本 分 ほど 離し ます 。 


立て な い 病 人 、 立 つと めまい が する 人 、 頭 、 歯 、 目 、 あ る い は 
その 他 の 部 位 が ひど く 傷 む 人 、 尿 を 漏らし て し まう 人 、 傷 日 が 開 
く 人 、 立 っ て 行う と 敵 の 恐れ や 盗難 に 遭う 危険 が ある 人 、 立 っ て 


行え ば 断食 が 無効 と なか っ て し まう 人 、 
出し て し まう 人 な ど は 、 座 っ て 礼拝 し ます 。 ル クウ で は 少し 体 を 


ある い は アウ ラ の 場所 が 露 


倒し 、 サ ジュ ダ で は 頭 を 床 に つけ ます 。 頭 を 床 に つけ る こと が で 


き な い 人 は 、 ル クウ で わずか に 、 サ 1 


させ ます 。 サ ジュ ダ で の 前 屈 が ルク ウ の 


た ジュ ダ で は も う 少 し 体 を 前 屈 
時 の 前 屈 よ り も 深い も の 
で な けれ ば 、 礼 拝 は 認め られ ませ ん 。 地 下 


こ 石 や 板 を 置き 、 そ の 


上 に サジ ュ ダ を 行っ た 場合 、 礼 拝 は 論 め ら れ ま す が 、 罪 を 犯し た 
こと に な り ま す 。 つ まり ハラ ー ム に 近い マク ルー フ で す 。 

キラ ー ト : スン ナ と ウィ トル の ラ カ ー ト ご と に 、 そ し て 個人 で 行 
う フ ァ ル ド の 2 ラ カ ー ト で 、 立 位 の 状態 で クル アー ン の 一 つの 節 
を 読む ゆこ と は ファ ルド で す 。 短い 章 を 読む こと は より 良い と さ 


れ ま す 。 


キラ ー ト と し て ここ で ファ ー テ ィ バ 章 を 読む こと 、 ま た スン 


ナ 、 そ し て ウィ トル の 礼 提 


E の そ ぞ それぞれ の ブラ カ ー ト で 、 そ し て ブ ァ 
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ルド の 2 ラ カ ー ト で ファ ー テ ィ バ 章 


以外 の 一 つの 章 も し く は 3 つ 


の 節 を 読む こと は ワー ジブ で す 。 フ ァ ル ド で 、 フ ァ ー テ ィ バ 章 と 
他 の 章 句 を 最初 の 2 ラ カ ー ト で 読む こと は ワー ジブ も し く は スン 
ナ で す 。 フ ァ ー テ ィ ハ バ 章 を 他 の 章 句 より も 先 に 読む こと も ワー ジ 
ブ で す 。 こ の 5 つの ワー ジブ の どれ か が 失念 され た 場合 、 過 矢 の 


サジ ュ ダ を 行う 必要 が あり ます 。 


キラ ー ト で クル アー ン の 客 訳 を 読む こと は 認め られ ませ ん 。 金 


曜 礼 捧 や イー ド の 礼拝 を 除き 、 イ マー ム が 、 全 て の 礼拝 に お いて 
ー つ め の ラ カー ト を 25 つめ の ラ カ ー ト より も 9? 倍 の 長 さ の も の を 
読む ゆこ と は スン ナ で す 。 一 人 で いる 時 に は 、 全 て の ラ カ ー ト で 同 


じ 量 を 読ん で も 構い ませ ん 。 イ マー 


ム が 、 Ua 


ト で 、 同 じ 章 句 を 読む 習慣 を つけ る こと は マク ルー フ で す 。 

め の ラ カー ト で 読ん だ も の を 2 つめ の ラ カ ー ト で も 読む こと は 
ハラ ー ル に 近い マク ルー フ で す 。 逆 に < 読む こと は より 悪い こと で 
す 。2 つめ の ラ カ ー ト で 、 一 つめ の ラ カ ー ト で 読ん だ も の の 次 の 


章 を 飛ば し 、 そ の 次 の も の を 読む こ 
ー ン を その 正本 の 順序 通り に 読む こ 


と は マク ルー フ で す 。 ク ル ア 
と は 、 常 に ワー ジブ で す 。 


ルク ウツ : 立 位 で クル アー ン を 読ん だ 後 、 タ クビ ー ル を 行い 、 ル ク 


ウ を し ます 。 ル クウ で は 、 協 性 は 指 を 開い て 肘 の 上 


背中 と 頭 を 同じ 高 さ に し ます 。 
ルク グ 必 で は 、 少なく も 8 回 、 


こ 置 きま す 。 


ゲハ デー ジッ クビ 定 ゆみ アツ グ 


共 イ オデ み 」 と 言い ます 。 3 回 読む 前 に イマ ー ム が 頭 を 上 げた 場合 
は 、 そ れ に 従う 人 も すぐ に 頭 を 上 げ ま す 。 ル クウ で は 腕 と 足 を ま 
っ すぐ に し ます 。 女 性 は 指 を 開き ませ ん 。 背 中 と 足 、 腕 は まっ す 


ぐに は し ませ ん 。 
ルク ウ か ら 体 を 起こ す 時 に は 、 


「 サ ミア ッ ラ ー フ リマ ン ハ 


SS . 仙 肩 る あ 生 。、 イ マー あき 。 


固 人 で 礼拝 する 人 に と っ て ス 


ン ナ で す 。 イ マー ム の 後ろ の 集団 は それ を 日 に し ませ ん 。 それ に 
続い て すぐ に 「 ラ ッ バ ナー ラ カ ル ハム ド 」 と いい 、 ま っ すぐ 


に 立ち 、| ア ッ ラ ー フ アク バル 」 


と いい な が ら サ ジュ ダ へ と 移 


る 際 、 ま ず 右 、 そ れ か ら 左 の 膝 、 そ し て 右 、 そ れ か ら 左 の 手 、 そ 


の 後 鼻 と 額 を 床 に つけ ます 。 


サジ ュ ダ : サジ ュ ダ で は 、 手 の 指 を 互い に つけ 、 キ プラ に 向 か 
い 、 耳 と 同一 線上 に 置き 、 頭 は 両手 の 間 に 慎 き ます 。 額 を 清潔 な 
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場所 、 つ まり 石 、 土 、 板 、 敷 物 に つけ る こと は ファ ルド で あり 、 
鼻 も 共に 地 に つけ る こと は ワー ジブ と され ます 。 特に 理由 の な い 
人 が 鼻 だ け を つけ る こと は 認め られ ませ ん 。 額 だ け を つけ る こと 
も マク ルー フ で す 。 
両足 、 あ る い は 少な く と も それ ぞ れ の 足 の 一 本 ずつ の 指 を 地面 
に つけ る こと は ファ ルド 、 も し く は ワー ジブ で す 。 つ まり 両足 と 
も 床 に つけ られ て いな けれ ば 礼拝 は 認め られ ませ ん 。 
サジ ュ ダ で は 、 足 の 指 を 折り 曲げ 、 そ の 先端 を キ を ブラ に 向け る 
こと が スン ナ で す 。 
男性 は 、 腕 と 太もも を お な か か ら 離 し て お きま す 。 手 と 膝 を 床 
に つけ る こと は スン ナ で す 。 か か と は キヤ ー ム で は 互い に 指 4 本 
分 離し 、 ル クウ 、 カ ウマ と サジ ュ ダ で は くっ つけ て お く こ と が ス 
ン ナ で す 。 

サジ ュ ダ を する 際 、 ズ ボン の 裾 を 上 に 引っ 張る こと は マク ルー 
フ で す 。 そ し て それ を 上 に 向け て まく り 上 げ て 礼拝 を する こと も 
マク ルー フ で す 。 腕 、 足 、 裾 を 、 ま くり 上 げた り た くし 上 げた 
り 、 短 いも の を 身 に つけ た り し な が ら 礼 拝 を 行う こと は マク ルー 
フ で す 。 面倒 臭 が っ て 、 あ る い は 頭 を 覆う 大 切 さ を 考え ず に 頭 を 
義 わ ず に 礼拝 を 行う こと は マク ルー フ で す 。 礼 振 に 重き を 置か な 
いこ と は 、 イ スラ ー ム の 否定 で す 。 汚れ た 服 、 仕 事 着 で 礼拝 を 行 
うこ と も マク ルー フ で す 。 

カ ダ ー イ ・ ア ー ヒ ラ : 最後 の ラ カ ー ト で 「 ア ッ タ ヒヤ ー ト ッ ゥ 」 を 
読む まで 座っ て いる こと は ファ ルド で す 。 座 っ て いる 時 に は 、 指 
を し る し と する こと は あり ませ ん 。 男性 は 左 有 を 、 指 先 を 右側 に 
向け る 形 で 床 に 置き 、 こ の 足 の 上 に 座り ます 。 右足 は 直立 させ 、 
この 足 の 指 は 地面 に 触れ ます 。 指 の 先 は キ ブ ラ の 方 向 に 少し 曲げ 
ます 。 こ の よう に 座る こと は スン ナ で す 。 
女性 は 唇 部 を 床 に 置く 形 で 座り ます 。 太 も も は 互い に 接近 させ 
ます 。 右足 を 右側 か ら 外 に 出し ます 。 左足 は 、 指 先 を 右 に 向け た 
朋 で 体 の 下 に 置き ます 。 
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礼 捧 は どの よう に 行う の か 


個人 で 行う 男性 の 礼拝 


例え ば 、 


きま す 。 
の 方 向 


まず キ ブ 


に 向け 、 
拝 の スン ナ を 行う こと を ニー ヤ 
と 心から 念 


で 右手 を 左手 の 上 に 


ファ ジュ ル の 礼 


じ た 後 、 


重ね 


ジュ グ 


A) スプ ッ 


B) アウ ズ 


G) プ テ ー 


を 行う 場所 か ら 
ヽ ー ナ カ を 読み ます 。 


ティ ハバ 章 の 後 、 


E の スン ナ は 次 の よう 
ラ に 向かい ます 。 足 を た が い に 
両手 の 親指 を 耳たぶ 


E す 。 手 の ひら 


三 記 て 


L 


上 9 


の ファ ジ 


と いい 、 


ず に 


に 行わ れ ま す 。 
指 4 本 分 離し 、 
に 触れ させ 3 
「 ア ッ ラ ー の ご 満悦 の 為 に 今 
に まず 。 和 ア ラテ 
「 ア ッ ラ ー フ アク バル 」 
ます 。 
目 を 離さ ず に 


平行 に お 
を キ ブ ラ 
ュ ル の 礼 


に 向かい まし た 」 
へ その 下 


・ バ スマ ラ の 後 、 フ ァ ー テ ィ バ 章 を 読み ます 。 
バス マラ は 読 
ば 、 ア ラム タラ カー イフ ァ ) を 読み 3 


、 他 の 章 句 (例え 


短い 章 句 を 読ん だ 後 、「 ア ッ ラ ー フ アク バル 」 と 唱え な が ら ル 
クウ を 行い ます 。 手 を 膝 頭 に お き 、 腰 を まっ すぐ に し 、 目 は 足 か 
ら 離 さ ず に 8 回 「 ス プ ハ ー ナ ラッ ビ ヤ ル アズ ィ ー ム 」 と 言い 
ます 。 5 回 も し く は 7 回 言う こと も で きま す 。 

「 セ ミ アッ ラー フ リマ ン ハミ ダ 」 と いい な が ら 体 を 起こ す 
際 に は 、 ズ ボン を 挽い た り 、 目 を サジ ュ ダ の 場所 か ら 離 し た り し 
な いよ うに し ます 。 ま っ すぐ 起き 上 が り 、「 ラ ッ パ ナー ラ カ ル 
ハム ド 」 と 言い ます 。 この 直立 を カウ マ と 呼び ます 。 

あま り 時 間 を お か ず に 、「 ア ッ ラ ー フ アク バル 」 と いい な が ら 
サジ ュ ダ を 行い ます 。 AO 

A) 右 膝 、 左 膝 、 右 手 、 左 手 、 上 鼻 、 そ し て 額 を 床 に つけ ます 。 

B) 足 の 指 を キ ブ ラ の 方 向 に 折り げ ま す 。 

C) 頭 は 両手 の 間 に 入 っ て いま す 。 

D) 手 の 指 は 閉じ ます 。 

E) 手のひら は つけ ます 。 肝 は 床 に つけ ませ ん 。 

F) この 状態 で 少な く と も 8 回 「 ス プ ハ ー ナ ラッ ビ ピ ヤル アラ 
ー] と 言い ます 。 

それ か ら 、「 ア ッ ラ ー フ アク バル 」 と いい な が ら 左 足 を 床 に 広 
げ 、 右 足 の 指 を キ ブ ラ の 方 向 に 曲げ 、 正 座 し ます 。 手 の ひら は 膝 
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の 上 に 置き 、 指 は 自然 な 状態 に し て お きま す 。 
長い 間 正 座 し て いる こと な く 、「 ア ッ ラ ー フ アク バル 」 と い 
い 、 再 び サ ジュ ダ を 行い ます 。2 回 の サジ ュ ダ の 間 の 座位 を ジャ 
ル サ と 言い ます 。 
サジ ュ ダ で は 少な く と も g 回 、「 ス プ ハ ー ナ ラッ ピピ ヤル アラ 
ー」 と いっ た 後 、「 ア ッ ラ ー フ アク バル 」 と いい な が ら 立 ち 上 
が り ま す 。 立ち 上 が る 時 に は 手 を 床 か ら 葵 い よく 跳ね 上 げた り 
足 を 動か し た り は し ませ ん 。 サ ジュ ダ か ら 起 き 上 が る 前 に 、 額 、 
それ か ら 鼻 、 そ れ か ら 左 手 、 右 手 、 そ し て 左 膝 、 右 膝 と いう 順 で 
地面 か ら 起こ し ます 。 
立っ て いる 間 に 、 バ ベス マラ に つい で ファ ー テ ィ バ 章 を 、 そ の 後 他 
の 章 句 を 読み 、「 ア ッ ラ ー フ アク バル 」 と いい な が ら ル クウ を 
行い ます 。 
2 つめ の ラ カ ー ト は 、 一 つめ の ラ カ ー ト と 同様 に 行い ます 。 た だ 
2 回目 の サジ ュ ダ の 後 、「 ア ッ ラ ー フ アク バル 」 と 言っ て か ら 立 
ち 上 が る こと は せ ず 、 正 座 し 、 
A) 「 ア ッ タ ヒヤ ー ト ゥ ッ 」「 ア ッ ラ ー フ ンマ サッ リ 」「 ア ッ ラ ー フ 
ンマ バー リク 」、 そ し て 「 ラ ッ バ ナー アー ティ ナ 」 の ドッ ア 
ー を 読ん だ 後 、「 ア ッ サ ラー ム アラ イク ム ワ ラフ マト ッッ 
ラー」 と 挨拶 を し ます 。 
B) 挨拶 を し た 後 、「 ア ッ ラ ー フ ンマ アン タッ サラ ー ム ワ ミ 
ンカ ッ サ ラー ム タバ ー ラ クタ ヤー ザル ジャ ラー リ ワル 
イク ラム 」 と 言い 、 他 の こと は 何 も 話 さ ず 、 フ ァ ジ ュ ル の 礼拝 の 
ファ ルド を 行い ます 。 な ぜ な ら 、 ス ン ナ と ファ ルド の 間 に 話す こ 
と は 、 礼 拝 を 無効 に は し ませ ん が 、 サ ワー ブ を 減ら し ます 。 
礼拝 の 後 、 そ れ ぞ れ 完 全 に 、 ア スタ グフ ィ ル ッ ラ ー と 8 回 唱え 
ます 。 そ の 後 、「 ア ー ヤ トゥ ル クル シー」、30 回 「 ス プ ブ ハ ー ナ ッ 
ラー」、30 回 「 ア ル ハ ム ド ゥ リッ ラー」、30 回 「 ア ッ ラ ー フ ア 
ク バ ル 」 を 唱え 、 そ し て 一 度 タ フリ ー ル 、 す な わ ち 「 ラ ー イラ 
ー ハ イッ ラッ ラー ワ フ デフ ラー シャ リー カラ フ 、 ラ フ ム 
ルク ワ ワ フ ル ハム ドゥ ワ フワ アラ ー クッ リ シャ 
イン カ デ ィ ー ル 」 と 、 声 を 潜め て 唱え ます 。 大声 で 読み あげ る 
の は ビ ド ッ ゥ ッ ア で す 。 それから ドッ アー を 行い ます 。 ドゥ アー で 
は 、 男 性 は 腕 を 胸 の 高 さ に 編ん で あげ ます 。 腕 を 肘 の と ころ で 曲 
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げ る こと は し ませ ん 。 手 を 開き 、 手 の ひら を 天 に 向け ます 。 なぜ 
な ら 、 礼 振 の キ ブ ラ が カー バ で ある よう に 、 ド ッ ゥ アー の キ ブ ラ は 


つ 、 イ フラ ー ス 章 を 11 回 、「 
「 ア スタ グフ ィ ル ッ ラ ー」 を 6 


天 で ある か ら で す 。 ド ッ ア ー の 後 、 そ れ ぞ れ に バス マラ を 唱え つ 


グル デア ウー ズ ] を 2 回 、 そ し て 
7 回 唱え る こと は ム ス タ ハ ブ で す 。 


「 ス プ ハ ー ナ ラッ ピカ 」 の 章 句 を 読み 、 手 で 顔 を 撫で ます 。 

4 ラ カ ー ト の スン ナ と ファ ルド の 9 回 目 の ラ カー ト の 後 、「 タ ヒ 
ヤー ト 」 を 読み 、 立 ち 上 が り ま す 。 ス ン ナ の 8 回 目 と 4 回 目 の ラ 
カー ト で は 、 フ ァ ー テ ィ ハ バ 章 の 後に 別 の 章 句 を 呼び ます 。 フ ァ ル 
ド で は 、8 回 目 と 4 回 目 の ラ カー ト で た だ ファ ー テ ィ バ 章 を 読 
み 、 別 の 章 句 は 読み ませ ん 。 ウ ィ ト ル の 3 ラ カ ー ト で は 、 フ ァ ー 


ティ ハバ 章 の 後 、 別 の 章 旬 を 呼 
い 、 手 を 耳 の と ころ まで 上 げ 3 


び ま す 。 そ れ か ら タ クビ ー ル を 行 
E す 。 そ れ か ら ク ヌー ト の ドッ アー 


を 唱え ます 。 ム アッ カ ダ で は な い ア スル と イシ ャ ー の 最初 の スン 


ナ も 、 他 の 4 ラ カ ー ト の スン ナ と 同様 で す 。 し か し ? 回 目 の ラ カ 
ー ト の 後 の 座位 で は 、「 ア ッ タ ヒヤ ー ト 」 の 後 「 ア ッ ラ ー フ ンマ 


居 必 | な 1 チケ タク グー ツジ ンマ 


個人 で 行う 女性 の 礼拝 


バー リク 」 も 唱え ます 。 


例え ば 、 フ ァ ジ ュ ル の 礼拝 は 次 の よう に 行わ れ ま す 。 


体 の 形 が わか ら な い 様 な 形 で 全身 を 覆 いま す 。 外 に 出し て 良い 部 


位 は 手 と 顔 の み で す 。 礼拝 で 読ま れる 章 句 や ドゥ アー は 、 先 述 の 


中 
ェ 


FE は 勇 性 の よう に 耳 の と ころ 


「 個 人 で 行う 男性 の 礼拝 」 と 同様 で す 。 異な る 点 は 以下 の 通り で 


に 持っ て 行か ず 、 手 は 肩 の 高 さ に 


し 、 ニ ー ヤ を 行い 、 タ クビ ー ル を し ます 。 手 を 胸 の と ころ で 組み 


合わ せ 、 礼 拝 を 始め ます 。 


B) ルク ウ で は 完全 に 背 を まっ すぐ に は し ませ ん 。 


に 寝かせ ます 。 


D) タ シ ャ ッ フ ド で は 正座 を し ます 。 す な わ ち 、 左右 の 足 は 右側 
に 置き 、 左 の 太もも の 上 に 座り ます 。 

礼拝 に お いて 、 女 性 が 十分 に 身 を 覆う 為 の 最も 容易 な 服装 は 、 
手 を も 覆 ん える ほど の 大 き な ス カー ブフ や 、 足 を も 覆 え る ほど に 幅広 


で 長い スカ ー ト で す 。 
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礼 振 の ワー ジブ 

礼拝 の ワー ジブ は 以下 の 通り で す 。 

ファ ー テ ィ バ 章 を 唱え る こと 。 

ファ ー テ ィ ハ バ 章 の 後 、 一 つの 章 も し く は 少な く と も 8 つの 短い 節 
を 唱え る こと 。 
ファ ー テ ィ ハ 章 を 、 他 の 章 句 より も 先 に 唱え る こと 。 
ファ ー テ ィ ハ バ 章 と その 後に 読ま れる 章 を 、 フ ァ ル ド の 礼拝 の 1 所 
目 と 2 回 目 の ラ カー ト で 、 ワ ー ジ ブ や スン ナ の それ ぞ れ の ラ カ ー 
ト で 読む こと 。 
サジ ュ ダ を 続け て 行う こと 。 
3 も し く は 4 ラ カ ー ト の 礼 振 に お ける ? 回 目 の ラ カー ト で 、 タ シ 
ャ ッ フ ド の 間 は 座っ て いる こと 。 最 後 の 座位 は ファ ルド で す 。 
2 回 目 の ラ カー ト で は タ シ ャ ッ フ ド で あま り 座 ら な いこ と 。 
サジ ュ ダ で 、 上 鼻 を 額 と 共に 床 に つけ る こと 。 
最後 の ラ カ ー ト で 座っ て いる 時 に 「 ア ッ タ ヒヤ ー ト ッ ゥ ッ 」 の ドッ ゥ ッ ア 
を 唱え る こと 。 
礼 振 で は ルク ン (構成 要素 ) を 正しく 行う こと に 重き を 置く こ 
と 


に F 


SS 


取 


礼拝 の 後 、「 ア ッ サ ラー ム アラ イク ム ワ ラフ マト ッ ゥ ッッ ラ 
ー| 選 言う そ ささ と 。 

ウィ トル の 礼拝 の 3 回 目 の ラ カー ト の 後 、 ク ヌー ト の ドゥ アー を 
読む こと 。 
イー ド の 礼 振 で タク ビー ル を 行う こと 。 

イマ ー ム が 、 朝 、 金 曜日 、 イ ー ド 、 タ ラー ウィ ー、 ウ ィ ト ル の 礼 
拝 、 そ し て マグ リブ と イシ ャ ー の 最初 の 9 ラフ カー ト を 、 声 を 出し 
て 読み 上 げ る こと 。 
イマ ー ム と 個人 で 礼拝 を 行う 人 が 、 ズ フル と アス ル の ファ ルド 
で 、 そ し て マグ リブ の s 回 目 、 イ シャ ー の 3 回 目 と 4 回 目 の ラ カ 
ー ト で 、 小 さ な 声 で 唱え る こと は ワー ジブ で す 。 イ マー ム が 大 声 
で 読む こと が ワー ジブ で ある 箇所 で は 、 個 人 で 礼拝 を 行う 人 の 場 
合 、 大 き な 声 で 読む こと も 小さ な 声 で 読む こと も 認め られ て いま 
すず 。 
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イー ド の 礼拝 の 前 日 の ファ ジュ ル の 礼拝 か ら 、4 日 目 の ア スル 
の 礼拝 まで 、923 回 の ファ ルド の 礼拝 の 後 で 「 タ シュ リー ク の タク 
ビー ル 」 を 唱え る こと は ワー ジブ で す 。 


過失 の サジ ュ ダ (サハ ー イ ー の サジ ュ ダ ) : 礼拝 を 行う 人 が 、 礼 
拝 で ファ ルド で ある 事項 を 、 わ ざと 、 あ る い は 失念 し て 放棄 すれ 
ば 、 礼 拝 は 無効 に な り ま す 。 も し ワー ジブ で ある も の を 失念 し て 
放棄 し て も 、 礼 拝 は 無効 に は な り ま せん 。 し か し 、 過 失 の サジ ュ 
ダ を 行う こと が 必要 に な り ま す 。 

過失 の サジ ュ ダ を わざ と 行わ な い 人 、 あ る い は 礼拝 の ワー ジブ 
の どれ か を わざ と 放棄 し た 人 は 、 そ の 礼拝 を も う 一 度 行 うこ と が 
ワー ジブ と な り ま す 。 行わ な けれ ば 罪 と な り ま す 。 ス ン ナ の 放棄 
の 場合 は 過失 の サジ ュ ダ は 不要 で す 。 過 失 の サジ ュ ダ は 、 フ ァ ル 
ド を 遅らせ た 時 、 も し く は ワー ジブ を 放棄 し た 時 、 そ し て 遅らせ 
た 時 に な され ます 。 
礼拝 中 、 何 度 か 過失 の サジ ュ ダ を 必要 と する 状況 に な っ た の で 
あれ ば 、 6 です 。 イ マー ム が ミス を する 
こと は 、 彼 に 警告 を 与え た 人 に も 過 和 失 の サジ ュ ダ を 必要 と させ ま 
す 。 イ マー ム ( 本 夫 PP 
別に 過失 の サジ ュ ダ を する こと は あり ませ ん 。 

過失 の サジ ュ ダ を 行う 為 に は 、 ア ッ タ ヒヤ ー ト ッ を 唱え 、 一 方 
に 挨拶 を 送っ た 後 、2 回 サジ ュ ダ を 行い 、 座 位 を 取り ます 。 そ れ 
AD 1 デック ドー ドル 1 リッ リリ) ガー リグ 」 リラ ッ パ チー 
の ドゥ アー を 唱え 、 礼 拝 を 完了 させ ます 。 一 方 も し く は 両方 に 挨 
拶 を 行い な か が ら 、 あ る い は まっ た く 挨 拶 を 行わ ず に 過失 の サジ ュ 
ダ を 行う こと も で きま す 。 


過失 の サジ ュ ダ を 必要 と する 事柄 : 

座る べき と ころ で 立ち 上 が る こと 。 立ち 上 が る べき と ころ で 座 
る こと 。 声 を 出す べき と ころ で 声 を 出さ な いこ と 。 声 を 出さ な い 
と ころ で 声 を 出す こと 。 ド ゥ アー を 唱え る べき と ころ で クル アー 
ン を 読む こと 。 ク ルアー ン を 読む べき と ころ で ドッ アー を 読む こ 
と 。 例 えば 、 フ ァ ー テ ィ ハ バ 章 を 読む べき と ころ で 「 ア ッ タ ヒヤ ー 
トゥ ッ 」 の ドッ アー を 読む こと 。「 ア ッ タ ヒヤ ー ト ッ ゥ 」 を 読む べき 
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と ころ で アァ ー デ ィ ハ の ム 亭 を 新 如 こと 。 こ と こ で は ファ ーー ティ ハ 章 が 
放棄 され た こと に な り ま す 。 PPE PV に 挨拶 を 行う こ 
と 。 フ ァ ル ド の 礼拝 の 1 括 恒 目 の ラ カ ー ト で 他 の 章 を 読ま 
ず 、8 回 目 、4 回 目 の ラ カー 陸 ど ご 。 最初 の 9 ラ カ ー ト で 
ファ ー テ ィ バ 章 の 後 で 他 の 章 を 読ま な いこ と 。 イ ー ド の 礼拝 の タ 
クビ ー ル を 行わ な いこ と 。 ウ ィ ト ル の 礼拝 で クヌート の ドッ アー 
を 読ま な いこ と 。 


ティ ラー ワ の サジ ュ ダ : クル アー ン で は 14 か 所 で 、 サ ジュ ダ と 
いう 言葉 を 含む 節 が あり ます 。 こ れ ら の うち どれ か を 読ん だ 人 、 
ある い は 聞い た 人 は 、 そ の 意味 を 理解 し な く て も 、 一 度 サ ジュ ダ 
を 行う こと は ワー ジブ で す 。 サ ジュ ダ の 節 を 書い た 人 、 ス ペル を 
つづ っ た 人 は サジ ュ ダ は し ませ ん 。 

々 、 砂 漠 、 そ の 他 の 場所 か ら 流 れ て きた り 、 こ だ まし て きた 
り し た 声 を 聴い た 人 、 鳥 か ら 聞 いた 人 は サジ ュ ダ する こと が ワー 
ジブ と は な り ま せん 。 人 の 声 で ある こと が 必要 で す 。 ラ ジオ 、 ス 
ビー カー か ら 聞 こえ る 声 は 人 の 声 で は な く 、 ハ ー フ ズ の 声 に 似 た 
無機 質 な 機械 の 声 で ある こと は 先 に も 述べ た 通り で す 。 従っ て 、 
ラジ オ や テー プ で 読ま れ て いる サジ ュ ダ の 節 を 聞い た 人 が ティ ラ 
ー ワ の サジ ュ ダ を 行う こと は 、 ワ ー ジ ブ で は あり ませ ん 。 

ティ ラー ワ の サジ ュ ダ を 行う 為 に は 、 0 が ある こと 、 キ 
ブラ へ 向かっ て 立ち 、 手 を 耳 の と ころ に 上 げ ず に 「 ア ッ ラ ー フ 
デ ググ ソ M| と DOY、 サ ジュ ダ を 行い ます 9 度 、! ス グー チ ララ 
ッ ビ ヤル アラ ー」 と 言い ます 。 そ れ か ら 「 ア ッ ラ ー フ アク バ 
ル 」 と いい な が ら サ ジュ ダ か ら 体 を 起こ す と 完了 で す 。 ま ず ニ ー 
ヤ を 行う こと が 必要 で 、 Se 
礼拝 中 に 読ま れ た 時 に は 、 す ぐに 別 の ルク ウ も し く は サジ ュ ダ を 
行い 、 立 ち 上 が 本 JNN サジ ュ ダ の 節 を 読ん だ 後 、 
2, 3 の 節 の 後 で 礼拝 の ルク ウ を 行い 、 テ ィ ラ ー ワ の サジ ュ ダ を ニ 
ー ヤ すれ ば 、 礼 拝 の ルク ウ も し く は サジ ュ ダ が ティ ラー ワ の サジ ュ 
ダ と 見 な され ます 。 集団 で 礼 振 し て いる 人 は 、 イ マー 時 
の 節 を 読ん だ の を 聞か な か っ た と し て も 、 イ マー ム と 共に さら に 1 
可 の ルク ウ と 2 回 の サジ ュ ダ を 行い ます 。 集団 の 人 々 も ルク ウ で ニ 
ー ヤ を 行う こと が 必要 で す 。 礼拝 の 後 で 行う こと も で きま す 。 


| 107 | 


ーーー] 礼拝 の 書 ーー 一 


感謝 の サジ ュ ダ : ティ ラー ワ の サジ ュ ダ と 同様 で す 。 恵 み を 与え 
られ た 人 、 悩 みか ら 救 われ た 人 が アッ ラー に 感謝 の サジ ュ ダ を 行 
こと は ム ス タ ハ ブ で す 。 サ ジュ ダ で は まず 、「 ア ル ハ ム ド ッ リ 
ラー」 と 言い ます 。 そ れ か ら サ ジュ ダ の タス ビー フ を 預言 者 さま 
な えま す 。 礼拝 の 後 で す サジ ュ ダ を 行う こと は マク ルー フ で す 。 
礼拝 を 正しく 行う こと を 尊重 し な い 人 は 、 全 て の 被 造物 に 害 を 
与え る こと と な り ま す 。 なぜなら その 人 の 罪 に よっ て 雨 が 降ら 
ず 、 地 上 に 穀物 が 実ら ず 、 そ し て 予想 外 の 時 期 に 雨 が 降り 、 効 用 
の 代わ り に 害 が も た ら さ れる 、 と され て いる か ら で す 。 


語 


礼 振 の スン ナ 

札 拝 で 手 を 耳 の と ころ まで 上 げ ばる こ ょ 。 
手のひら を キ ブ ラ に 向け る こと 。 

タク ビー ル を 行っ た 後 、 手 を 組み 合わ せる こと 。 

右手 を 左手 の 上 に 載せ る こと 。 

男性 は 手 を 脱 の 下 に 置く こと 、 女 性 は 胸 に 置く こと 

イフ ティ タフ ・ タ クビ ー ル の 後 、「 ス プ ハ ー ナ カ 」 を 唱え る こ 
と 。 

イマ ー ム と 、 個 人 で 礼拝 を 行う 人 が 「 ア ウー ズ 」 を 唱え る こと 。 
バス マラ を 唱え る こと 。 

ルク グ クウ で すき 度 」 ス デハ か ハー チチ テッ ピ ヤ ルル デア デ ズィー ム 」 よ 
呈 。 

サジ ュ ダ で 3 度 「 ス プ ハ ー ナ ラッ ピ ヤ ル アラ ー」 と 言う こ 
二 
最後 の 座位 で 「 サ ラ ワ ー ト 」 の ドッ アー を 読む こと 。 

挨拶 を し な が ら 左 右 を 向く こと 

0 2 0 IME UE 全て の 礼拝 で 1 回 目 の 
ラ カ ー ト で は り ? 回 目 の ラ カー ト で 読む も の より も 9? 倍 の 長 さ の も 
の を 読む こと 。 
ルク ウ か ら 起 き 上 が る 際 、 イ マー ム と 、 個 人 で 礼 振 する 人 が 「 サ 
ミ アッ ラー フ リマ ン ハミ ダ 」 と 言う こと 。 

ルク ウ か ら 起 き 上 が っ た ら 「 ラ ッ バ ナー ラ カ ル ハム ド 」 と 言 
性 


忠 
NY 
fY 


| 108 | 
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サジ ュ ダ で は 足 の 指 を 
ルク ウ と サジ ュ ダ を 行 
I デ タタ ジーン デ グ パ バル 
手 と 膝 を 床 に 置く こと 

か か と を 、 キ ヤー ム で は 


サジ ュ ダ で は くっ つけ る こ 
「 ア ー ミ ー ン 」 と 


ファ ー テ ィ ハ バハ 章 の 後 、 
に タク 
どど 。 
床 に 寝かせ 、 右 足 を た て 
を 取る こと 。 


う 際 と サジ ュ ダ か ら 


ビー ル を 行う こと 。 
サジ ュ ダ の 為 に タク ビー ル を 行う こと 。 座 位 の 際 に 
回 の サジ ュ ダ の 間 で 


月 
) 


げ 、 先 を キ ブ ラ へ と 


」 と 言う こと 。 


互い ( 
記 。 


に 指 4 本 分 離し 、 


ルク ウ で 、 指 を 開い た 


向け る こ 
起き あがる 際 に は 


ど 。 


ルク ウ と カウ マ 、 


言う こと 。 ル クウ より 前 
手 を 膝 頭 に 


こ 思 く 
左足 を 


て 座る こと ど 。2 


マグ リブ の 礼 電 
の 最初 の ラ カ ー ト は 、9 
マー ム に 従う 人 は 、 フ ァ 
ー ナ カ は 読み ます 。 タ 


ノヽ 


E で は 短 


い 章 句 が 
回 


読ま れ 
の ラ カ ー ト より も 


ティ ハバ 章 と 他 の 章 を 読み 3 


ク 


だ か アワード を 行う こと 。 


礼拝 の ム ス タ ハ ブ 
礼拝 を 行う ろ 時 に は サジ ュ 
ルク ウ を 行う 際 に は 足 を 
サジ ュ ダ で は 上 鼻 を 置い た 場 
タ ヒ ヤ ー ト ッ の 人 為 に 座っ 
ファ ー テ ィ バ 章 の 後 で ! 
は 長く 、 マ グリ の 放 大 
イマ ー ム に 従う こと は 、 
ルク ウ で は 指 を 開い て 膝 
頭 を 、 首 と 共に ルク ウ で 


旧 え られ る 章 人 名 


ダ す る 場所 を 見 る こと 。 
見 て いる こと 。 

募 所 を 見 て いる こと 。 
て いる 時 は 、 膝 の 


で は 短く する こと 。 
タク ビ 
の 上 に 置く こと 。 

は 真っ 直ぐ 保つ こと 。 


サジ ュ ダ を 行う 際 に は 
と 。 
サジ ュ ダ を 、 両 手 の 間 で 
サジ ュ ダ で 、 上 鼻 の 後 で 額 
礼拝 の 最 中 に あく び を す 


男 司 


全 ご き 。 


区 


まず 右 、 そ れ か ら 左 の 腔 を 床 に 


行う こと 。 
を つけ る こと 。 
る 時 は 、 手 の 


で 日 
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E す 。 フ ァ ジ ュ ル の 礼拝 
長く され 3 


ル を 見 えな いよ うに 


を 隠す こ 
E が サジ ュ ダ で 肘 を 挙げ 、 高 く 保つ こと 。 女 性 は 腕 を 床 に つ 


座位 


E す 。 イ 
ませ ん 。 ス ブ 


ビー ル を 言う こと 。 ア ッ タ ヒヤ ー ト ッ ゥ 


上 を 見 て いる こと 。 
は 、 フ ァ ジ ュ ル 、 ズ フル で 


Sie 


ー 
Ne 


つけ る 


ど 。 
け 


男性 


ルク ウツ と サザ ジュ ダ で 8 


まっ て いる こ 
サジ ュ ダ か ら 


タ ヒ ヤ ー ト ッ ゥ 


頭 を 上 げた 後 で 手 
両手 を 床 か ら 離 し た 後 で 、 膝 を 上 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


放 


で 手 を 太もも の 上 


は サジ ュ ダ で 腕 と 足 を お な か か ら 離 すこ と 。 
回 ずつ タス ビー 


フ を 行え る だ け の 間 、 と ど 


を 床 か ら 上 げ る こと 。 
げ る こと 。 
に 置き 、 指 を キ ブ ラ に 対し て まっ 


すぐ 向け る こと 、 曲 げ な いこ と 、 ど の 指 も 動か さ な い こと 。 
左右 に 挨拶 を 行う 時 に は 頭 を 向け る こと 。 

挨拶 を 行う 時 に は 肩 を 見 る こと 。 

礼拝 の マク ルー フ 

服 を 着 ず に 、 肩 に 掛け た 状態 で 行う こと 。 

サジ ュ ダ を 行う 際 に スカ ー ト や ズボン の 裾 を あげ る こと 。 

スカ ー ト や ズボン の 裾 、 腕 を た くし 上 げた 状態 で 礼拝 を 行う こ 
ど と 。 

意味 の な い 動 き を 取る こと 。 

作業 着 、 も し く は 年 長者 の 前 で 着 ら れ な い 様 な 服 で 礼拝 を 行う こ 
。 

日 の 中 に 、 ク ルアー ン を 唱え る の に 妨げ と な る も の を 入れ て いる 
こと 。 妨げ と な れ ば 礼拝 は 無効 と な り ま す 。 

頭 を 杉 わ な い 形 で 礼拝 を 行う こと 。 

便意 や 尿意 を 我慢 し な が ら 、 あ る い は 選 が 出 そ う な 状態 で 礼拝 を 
行う こと 。 

礼拝 中 、 サ ジュ ダ の 場所 に ある 石 や 土 を 手 で 払う こと 。 

礼拝 中 に 指 を 鳴ら すこ と 。 

礼拝 中 に 手 を 脇腹 に 置く こと 

頭 や 顔 を 周囲 に 向け る こ | で 周囲 を 見 て いる こと 。 胸 を 他 に 
向け た 人 は 礼拝 が 無効 と な り ま す 。 

タ シ ャ ッ フ ド で 犬 の よう に 座る こと 。 

サジ ュ ダ で 、 男 性 が 腕 を 床 に つけ る こと 。 

人 の 顔 に 対し 、 あ る い は 大 声 で 話し て いる 人 の 背中 に 対し て 礼拝 
を 行う こと 。 

誰か の 挨拶 に 、 手 や 頭 で 応 える こと 。 


礼拝 、 礼拝 外 で あく び を する こと 。 
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イマ ー ム が 単独 で 、 集 団 
ハラ ー ル に 近い マク ルー フフ で す 。 


イマ ー ム が 単 
9 


IS 


独 


前 の 列 に 空い て いる と ころ が ある の 


こ 場 所 が な い 時 ( 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


礼拝 中 に 目 を つぶ る こと 。 
イマ ー ム が ミ フ ラー ブ の 中 に いる こと 。 


か ら 半 メー トル 高い と ころ に いる こと は 


で 下 に いる こと も ハラ ー ル に 近い マク ルー フ で 


に 、 後 ろ の 列 に 並ぶ こと 、 烈 


こ 列 の 後ろ に 一 人 で いる こと 。 


生き 物 の 絵 が 描か れ た 服 で 礼拝 を 行う こと 。 
生き 物 の 絵 が 、 礼 拝 を する 人 の 上 、 前 、 右 、 


る い は 布 や 紙 に 描か れ て 架け られ 、 あ る い は 
巡礼 の 写真 も 生き 物 の 写真 と 同様 で す 。 
炎 を 伴う 火 に 対し 礼拝 を 行う こと 。 
礼 振 の 節 を タス ビー フ で 数 える こと 。 
頭 か ら 足 まで 、 一 枚 の 布 で 包ん で 礼拝 を 行う 
を 撤 い て 、 上 部 が 露出 し た 状態 で 礼拝 を 行う 


マク ルー フ で す 。 


忠 出 し た 頭 に 布 
。 


左 の 壁 に 描か れ 、 あ 
置か れ て いる の は 


口 や 鼻 を 覆い な が ら 礼 拝 を 行う こと 。 


や む を 得 な い 場 合 で は な い の に 、 只 か ら 療 を 


手 を 1 、 9 度 動 か すこ の 


礼拝 の スン ナ の どれ か を 放 乗 する こと 。 


や む を 得 な い 場 
と 。 


合 で は な い の に 、 子 供 を 胸 


心 を 惑わ せ 、 集 
ム 、 楽 器 の そば 、 
9 こと 。 


ファ ルド を 行う 際 、 支 障 が な い の に 、 壁 や 柱 に 
ルク ウ を 行う 際 、 


悪 。 


力 を 失わ せる も の の 近く 、 


食べ た いと 思っ て いる 食事 の 前 な ど で 礼 拝 を 2 


起き あがる 際 、 手 を 耳 の 


クル アー ン の 章 句 を 読む の を 、 ル クウ を し な 


サジ ュ ダ と ルク ウ で 、 イ マー ム よ り 先 に 頭 を 置く こと 、 頭 を 上 


人 央 。 


汚れ て いる 可能 必 


E の ある 場所 で 礼拝 を 行う こ 


墓 に 向かっ て 礼拝 を 行う こと 。 


ig 


出 すこ と 。 


に 抱い て 礼拝 を 行う こ 


同 えば 装飾 品 、 ゲ ー 


下 


る 介 索 者 め と 。 
と ころ まで 挙げ る こ 


が ら 終 える こと 。 


て 


加 a 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


タ シ ャ ッ フ ド で 、 ス ン ナ に 従っ て 座ら な いこ と 。 
2 回 目 の ラ カー ト で 、1 回 目 の ラ カー ト よ り も 8 つの 節 以 上 余分 
こ に 唱え る こと 。 


MI 
の 


礼拝 以外 で マク ルー フ で ある 事柄 

トイ レ や 、 そ の 他 の 場所 で ウド ゥ ー を 無効 と する 際 、 イ ステ ィ ン 
ジャ ー を 行う 際 に 、 キ ブラ を 前 に する こと 、 背 を 向け る こと 。 
太陽 と 月 に 対し ウド ゥ ッ ー を 無効 と する こと 。 

小さ な 子供 を キ ブ ラ の 方 向 に 向け させ て ウド ッ ゥ ッ ー を 無効 に させ る 
こと は 、 そ れ を させ た 大 人 に と っ て マク ルー フ と な り ま す 。 そ の 
為 、 大 人 に 取っ て ハラ ー ム で ある こと を 子供 に や ら せ る こと は 
それ を させ た 人 に と っ て ハラ ー ム と な り ま す 。 

キ ブ ラ に 対し 、 や む を 得 な い 理 由 な く 両 足 も や し く は 片足 を 伸ばす 
と 。 
クル アー ン や イス ラー ム の 書物 に 対し 足 を 延び すこ と 。 そ れ が 高 
いと ころ に あれ ば 、 マ クル ー フ と は な り ま せん 。 


礼拝 を 無効 と する 事柄 

や やむを得 な い 理 由 な く 咳 を する こと 、 の どか ら 療 を 出す こと 。 
礼拝 を し て いる 人 が 、 他 者 が くし ゃ み を し た 時 に 「 ヤ ル ハ ムカ ッ 
フラ デ ジン | あ 言 うこ 吉 。 

礼拝 を 個人 で 行っ て いる 人 が 、 別 の と ころ で 集団 礼 捧 を し て いる 
人 々 ヘイ マー ム が クル アー ン の 言葉 を 唱え て いる 時 、 間 違え た の 
を 聞き 、 彼 に 警告 すれ ば 、 そ の 人 の 礼拝 は 無効 と な り ま す 。 も し 
イマ ー ム が この 人 の 警告 に 従っ て 唱え れ ば 、 イ マー ム の 礼拝 も 無 
効 と な り ま す 。 

礼拝 中 に 「 ラ ー イラ ー ハ イッ ラッ ラー」 と 言っ た 時 、 も し そ 
の 目的 が 誰か に 返事 する こと で あれ ば 、 礼 拝 は 無効 と な り ま す 。 
も し 目的 が 何 か を 告げ る こと で あれ ば 、 礼 拝 は 無効 に な り ま せ 
ん 。 

アウ ラ の 場所 を 起 出 する こと 。 
痛み 、 も し く は 別 の 悲し み の 為 に 泣く こと 。 (天国 や 地獄 に つい 
て 言及 され 、 そ れ ら を 考え て 泣い た の で あれ ば 無効 に は な り ま せ 
ん ) 
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手 や 言葉 で 挨拶 を 受け る こと 。 

カ ダ ー と な っ た 礼拝 の 量 が 5 を 超え て お ら ず 、 礼 拝 中 に それ を 思 
い 出 すこ と 。 
礼拝 中 、 彼 を 見 た 人 が 礼拝 を し て いな いと 思う ほど に 余計 な 動き 
を し て いれ ば 、 礼 拝 は 無効 と な り ま す 。 

礼拝 中 に 何 か を 食べ る こと 、 飲 むこ と 。 

礼拝 中 に 話す こと 。 

イマ ー ム 以外 の 人 の 過ち を 指摘 する こと 。 

礼拝 中 に 笑う こと 。 

礼 振 中 に すす り 泣 く こ と 、 嘆 く こ と 。 


礼 振 を 中 断 す る こと を ム バ ー フ と する 事柄 

へ ヘビ を 殺す 為 。 

逃げ る 家畜 を 捕まえ る 人 為 。 

家畜 の 群れ を オオ カミ か ら 救 う 為 。 

沸き 立つ 鍋 か ら 逃 れん る た め 

叶 間 が な く な っ た り 、 人 えがい なく な っ た りす る 本 が な い 人 

合 、 他 の 学派 で 礼拝 を 無効 と する も の か ら 救 われ る 為 、 例 え 

ィ ル ハム より も 少な い 汚 れ を 清め る 為 に 、 あ る い は 1 電 
に 接触 し た こと を 思い 出し て ウド ゥ ー を 行う 為 に 礼拝 を 中 断 す 
る こと は 認め られ ます 。 

排 洪 や 選 が 我慢 で き な く な り そ う な 時 に も 、 礼 拝 を 中 断 す る こと 
が で きま す 。 


D 


礼拝 を 中 断 す る こ 人 

「 助 け て 」 と 叫ぶ 誰か を 助け る 為 、 に 落ち そう な 有 人 を 助け る 
PS 0 ま キャ ドド カキ 
母 、 父 、 祖 父 、 祖 母 が 呼ん で いる 為 に ファ ルド の 礼拝 を 中 断 す る 
こと は 認め られ ませ ん 。 認め られ た と し て も 、 ど うし て も 必要 が 
な けれ ば 中 断 し て は いけ ませ ん 。 ナ ー フ ィ ラ の 礼拝 で は 中 断 す る 
こと が で きま す 。 彼ら が 助け を 求め て いれ ば 、 フ ァ ル ド を も 中 断 
する こと が 必要 で す 。 
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集団 礼拝 


礼 


ど で 。 
は 男性 に と っ て スン ナ で す 。 金曜 
* で す 。 


行う 
プ が 


ハン マ ド は 次 の よう 
は 、 一 人 で 行わ れる 礼拝 
5 


の ノ 2 ハ 
の 為 


拝 で は 、 
集 


団 が で きま す 。 


こと は ファ ル 
与え られ る こと が ッ 


ディ ー ス で は 、 


に 行く 人 に 、 ア ッ ラ ー 


5 回 


より も 


一 歩 ど 


が 記録 さ を た ノー 0 と 【 


生 天 
集 
し ま 


合い 


国 で 彼 の 位階 を 一 つ 


団 


す 。 愛情 や 結び つき 
ます 。 


容易 
体 で 


を 深め 3 


に 理解 され ます 。 
ある こと の 最 


区 


団 礼拝 に 


集 


す 。 イ マー ム と な る こと や 、 


くつ 


か の 条件 が あり ます 。 


イマ ー ム と な る 為 の 条件 


イマ ー ム と な る 為 に は 6 つの 条件 が あり 
で も 人 


め ら れ ま せん 。 


ム ス 


ム で ある こと 。 ア ブー 


団 礼 捧 は 、 ム スリ ム が 唯一 の 心 、 
の し る し な の で す 。 
病人 、 麻 痺 が ある 人 、 足 が 
は 、 集 


彼 に 従っ て 集団 


「 集 


27 倍 の サワ ー ブ が 
ター を 衝 め 、 
~ と に サワ ー ブ を 
に 一 つ ず つ 俳 が 消 
ト げ られ る 。」 

で 行わ れる 礼 振 は 、 ム スリ ム の 間 


) 断 され た 人 、 
加わ る こと は 必須 人 条件 で は あ 
で 行わ れる 礼 振 で 、 人 々 が 令 


E ま の ファ ルド を 集団 
L 拝 や イー ド の 礼拝 で は 集 
集団 で 行う 礼拝 に は より 多く の サワ ー 
ヽ デ ィ ー ス で 知ら され て いま す 。 


に 言わ れ ま し た 。 団 で 行わ れる ネ 


に 一 体 1 
E す 。 人々 は 集まり 、 互 い に 話し 
悩み や 苦しみ が あ る 人 、 病 気 で ある 人 が それ 


E う 存在 を 、 イ マー ム と 呼び 


少な く と も 2 人 が いて その 1 人 が イマ ー ム と な る こ 
の 礼 電 
f 


で 行う こと 
団 で 


預言 者 ム 
[ 拝 に 
ある 」、 ま た 別 
礼拝 所 に 集団 礼拝 
記さ れ 、 行 い 
され る 。 そ し 


ピコ 


し や 統一 を も た ら 


に よっ て 
侍 一 の 


歩け な い 才 人 、 盲 人 
り ま せん 。 


ン が 


ファ ー ル ク が カリ フ で ある こと を 信じ な い 人 、 


墓場 で の 場所 を 信じ な い 人 は イマ ー ム に 


思春 # 


に 達し て いる こと 。 


知性 


を 伴っ て いる こと 。 


れ ま せん 。 


お 性 


で ある こと 。 友 性 


酔っ 払い 、 


を 形成 する 為 に は 


E す 。 こ の 条件 の 一 つ 
E わ な いこ と が わか っ て いる 人 の 背後 で な され た 礼拝 は 、 


計 約 
H 応 


・ バ クル ・ ス ッ ド ゅ ゥ ッ ー ク や ウマ ル ・ 


や 


ミー ラー ジョ 


は な れ ま せん 。 


老衰 し た 人 は イマ ー ム に は な 


E た ち に 対し イマ ー ム に は な れ ま せ 


ーーー] 礼拝 の 書 ーー 一 


ん 。 

少な く と も 、 フ ファー ティム バ 章 と 一 つの 節 を 正しく 唱え る こと が で 
きる 人 。 一 つの 節 も 覚え て いな い 人 、 覚 えて いた と し て も タ ジ ュ 
ウィ ー ド で 読む こと が で き な い 人 、 な まる 人 は イマ ー ム に は な れ 
ませ ん 。 

障害 が な いこ と 。 障害 の ある 人 は 、 障 害 の な い 人 々 へ の イマ ー ム 
に は な れ ま せん 。 


イマ ー ム は 、 ク ルアー ン を タ ジ ュ ウィ ー ド で 読む こと が 必要 で 
す 。 読み 方 が きれ いで ある と は 、 タ ジュ ウィ ー ド で 読む と いう こ 
と で す 。 礼 拝 の 条件 に 重き を 置か な い イ マー 6 叶 まこ 

こと は で きま せん 。「 誠 実 で 公正 な 人 の 背後 で 礼拝 を 行い な さ 
い 」 と いう ハデ ィ ー ス は 、 モ スク の イマ ー ム に つい て の 言及 で は 
な く 、 金 曜 礼拝 を 先導 する 統治 者 や 総督 の 為 の も の で す 。 

イマ ー ム に 最も 適し た 人 は スン ナ (すなわち イス ラー ム の 知 
識 ) を 最も 良く 知っ て いる 人 で す 。 こ の 京 で 同等 で や る 人 々 が い 
れ ば 、 ク ルアー ン を 最も 良く 読 ゆ 人 が イマ ー ム と な り ま す 。 こ の 
点 で も 同等 で あや れ ば 、 篤 信 が ある 方 が イマ ー ム と な り ま す 。 そ れ 
で も 同等 で あれ ば 、 年 長 で ある ほう が 選ば れ ま す 。 

奴隷 、 遊 牧 民 、 罪 人 、 盲 人 、 父 親 の わか ら な い 子 供 が イマ ー ム 
と な る こと は マク ルー フ で す 。 イ マー ム は 集団 を うん ざり させ 、 
彼ら を 苦し め る 形 で 礼拝 を 長 々 と 行い ませ ん 。 

女性 た ち が 自 分 た ち だ け で 集団 礼拝 を 行う こと は マク ルー フ で 
す 。 

一 人 の 人 と だ け 一 緒 に 礼拝 を 行う イマ ー ム は 、 そ の 人 を 右側 に 
立た せま す 。2 人 の 人 へ の イマ ー ム と な る の で あれ は ド 、 前 に 出 ま 
す 。 フフ ブ 性 が 女性 や 子供 ( < 従う の) こと は 訟 認 め られ ませ ん 。 

イマ ー ム の 後ろ で は 男性 が 列 を 作り 、 そ の 後ろ で 子供 た ち が 、 
その 後ろ で 女性 た ち が 並 び ま す 。 

イマ ー ム が 女性 た ちの 礼拝 を も 導く こと を ニー ヤ し た と き 、 同 
じ 礼 拝 に 参加 し て いる 女性 た ち が 男 性 と 同じ 列 で 礼拝 を 行え ば 、 
男性 の 礼拝 が 無効 と な り ま す 。 も し イマ ー ム が この 女性 の イマ ー 
ム と な る こと を ニー ヤ し て いな けれ ば 、 並 ん で いる 男性 に 害 は あ 
り ま せん 。 し か し この 女性 の 礼拝 が 認め られ ませ ん 。 立っ て 礼拝 
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を 行う 人 が 、 座 っ た まま 礼拝 を 行う 人 に 従う こと は 認め られ て い 
ます 。 定住 者 は 、 旅 行者 で ある イマ ー ム に 従う こと が で きま す 。 
IOIIOIOIOIOIOIIOISIS 

と は で きま せん 。 イ マー ム に 従っ て 礼拝 を 行っ た 後 で イマ ー ム の 
ウド ゥ ー が な か っ た こと を 知っ た 人 は 、 礼 拝 を や り 直 し ます 。 
ラガ ー イ ブ 、 ベ ラー ト 、 カ ディ ル の 礼拝 を 集団 で 行う こと は マ 
クル ー フ で す 。 
集団 の 人 々 が 求め た と し て も 、 イ マー ム が ファ ルド の 礼拝 を 導 
く 際 、 ク ルアー ン の 章 句 や タス ビー フ を スン ナ の より も 長く 読む 
衣 MK 
イマ ー ム が ルク ウ を する まで に 礼拝 に 問 に 合え な か っ た 人 は 
1 は な り ま せん 。 イ マー ム 
が ルク ウ を し て いる 時 に 礼拝 に 来 た 人 は 、 ニ ー ヤ を 行い 、 立 っ た 
の Py ot の ht の 
い 、 イ マー ム に 従い ます 。 ル クウ を 行う 前 に イマ ー ム が ルク ウ か 
ら 体 を 起こ せ ば 、 そ の 人 は ルク ウ に は 間 に 合 え な か っ た こと に な 
り ま す 。 
イマ ー ム より も 先 に ルク ウ を 行う こと 、 サ ジュ ダ を 行う こと 、 
ある い は 先 に 身 を 起こ すこ と は ハラ ー ム に 近い マク ルー フ で す 。 
ファ ルド の 礼拝 を し た 後 、 列 を 乱す こと は ム ス タ ハ ブ で す 。 

ムスリム が 日 に 5 回 の 礼拝 を 毎日 集団 で 行え を ば 、 全 て の 預言 者 
た ちと 共に 行っ た ほど の サワ ー ブ を 得 ま す 。 

集団 で 行う 礼 振 が これ ほど 徳 の ある も の と な る 為 に は 、 イ マー 
ム の 礼拝 が 有効 な も の で ある こと が 前 提 で す 。 

誰 で あれ 、 集 団 礼拝 を 何 の 理由 も な く 放 棄 す れ ば 、 そ の 人 は 天 
国 の 符 り を か ぐ で ぐ こと が でき ませ ん 。 集団 礼 振 を 何 の 理由 も な く 放 
棄 す る 人 は 、4 つの 学派 それ ぞ れ で 「 憎 まれ る べき 人 」 と 定義 
れ て いま す 。 
に 5 回 の 礼拝 を 集団 で 行う べく 努力 する べき で す 。 最 後 の 審 
判 の 日 、 ア ッ ラ ー が 七 層 の 地上 、 七 層 の 天 、 玉 座 と 全て の 被 造物 
を 天 衝 の 一 方 に 、 条 件 を 守っ て 集団 で 行わ れ た 一 回 の 礼拝 の サワ 
ー ブ を も う 一 方 に 置か れ 、 集 団 で 行わ れる 礼拝 の サワ ー ブ の 方 が 
より 重く な る の で す 。 


NO 


TU 


DU 
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イマ ー ム に 従う 礼拝 が 正しく 行わ れる 為 に 
タク ビー ル の 前 に 
に 従い 


礼拝 を 行う 際 、 
る こと 。「 イ マー ム 
9 


イマ ー ム 
E す 」 と 心から 念じ る こと が 必要 で 


10 の 条件 が あり ます 。 
に 従う こと を ニー ヤ す 


イマ ー ム が 友人 性 た ち に も イマ ー ム と な る こと を ニー ヤ す る こと お が 


男 


必要 で す 。 男 性 


ませ ん 。 し か し も し ニー ヤ を 行え ば 
る 人 々 の サワ ー ブ を も 得る こと に な り ま す 。 
、 イ マー ム の か か と より も 後ろ に ある べき 


団 


の 人 々 の か か と は 


団 の 人 々 は 、 


財 と の 間 
イマ ー ム と 集団 と の 間 
ほど の 道 が あっ て は い 


イマ ー ム も し く は 集団 


に 、 
に 、 


その 逆 で あっ た り し て は いけ 
イマ ー ム と 集団 
ませ ん 。 


女 情 


同じ ファ ルド の 礼 


ボー ト が 通 


け ま せん 。 
の 人 々 の うち の 誰か を 見 た り 、 声 を 聞い た 
りす る こと が で き な い よう な 壁 の 間 に 
イマ ー ム が 動物 に 乗っ て いる 時 


ー 
ー 


人 


すま せん 。 


は 、 く っ つい て いな い ? つの 船 


集団 の 人 々 が 地面 に 


へ の イマ ー ム と な る こと を ニー ヤ す る 必要 は あり 
ド 、 彼 は 集 


団 に 参加 し て い 


礼拝 


E を 行う こと が 必要 


E の 列 が あっ て は いけ ませ ん 。 


肌 れ る ほど の 


中 や 車 が 通れ る 


に いて は いけ ませ ん 。 
至り 、 


に 


に いる こと は で き 


他 の 学派 の イマ ー ム に 従う 集団 の 礼拝 が 真正 と な る 為 に 、2 つの 
伝承 が あり ます 。 一 つめ に よる な ら 、 集 団 礼拝 に 参加 し て いる 


人 々 が 、 
在 し な いこ 


邊 分 た ちの 学派 で 


「 


拝 を 無 


し 


彼 自 身 の 学 派 に 


や か ぶせ 物 が ある イマ ー ム (【 
集団 【 
じ 列 に : 


ル び ます 。 左側 に 


効 と する 事柄 が イマ ー ム に 存 
と を 知っ て いる こと が 必要 で す 。2 つめ に よる な ら 、 

よっ て 礼拝 が 
の 人 々 も 従う こと が で きま す 。 こ の 見 解 に 


真正 と され る イマ ー ム に 、 他 の 学派 
正人 門 ら 。 歯 の 詰め 物 
に 従う こと は 認め られ ませ ん 。 


こ あ た る 人 が 一 人 だ け な の で あれ ば 、 イ マー ム の 右側 で 同 
な ぶ こ と は マク ルー フ で す 。 


育 後 に いる 


こと も マク ルー フ で す 。 足 の か か と が イマ ー ム の か か と より 前 に 


+ 真 
テ で 


人 後 ( 


た 礼拝 は 
、 イ マー ム の 背 
0 ム ふと 一 緒 に 


に 


、 個 人 で 礼 提 


正 と な り ま す 。 
ル び ます 。 
E を 行う 


2 人 も し く は それ 以上 の 場 


時 の よう 


に 礼拝 し ます 。 
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ーー # 


7 7 
唱え て も 、 
ャ マー ジィ ー 


立っ て 


集 


団 


\ る 時 に イマ ー ム が 心 の 
礼 振 に 参加 し て いる 人 々 は 何 も ! 
派 で は 、 イ マー ム と 共に 


L 拝 の 書 


で ! 


旧 え て も 、 大 き な 声 で 


を 読み ます ) た だ 、1 回 
ます 。 イ マー ム が 大 き な 


セー ニコ 


こ 人 々 も 小声 
の ツタ カー ト で 1 ラプ ハー ナチ ゆみ (1 


昌 え ませ ん 。( シ 
『 で ファ ー テ ィ バ 章 
を 唱え 


て は いけ ませ ん 。 
ッ フ ラー フ リマ ン 
バナ ー ラ カ ル 


の 人 々 も サジ ュ ダ を 行い 3 
お いて は 、 一 人 で 礼拝 
唱え ます 。 

ウィ トル の 礼拝 
外 は 個人 個人 で 行 


EE すず 。 


われ 3 


E す 。 


遅れ て きた 人 の 礼拝 
イマ ー ム に 従う 人 に は 4 科 


は 、 ラ マダ ー ン 月 は 


で ファ ー テ ィ バ 章 を 唱え 終え る と 、 集 
団 の 人 々 は 小声 で 「 ア ー ミ ー ン 」 と 言い ま 
ルク ウ か ら 起 き 上 が る 時 、 

ハミ ダ 」 と 言う と 、 集 団 
ハム ド 」 と 言い ます 。 それ か ら 体 を 前 
に 「 ア ッ ラ ー フ アク バル 」 と いい な が ら 、 イ マー ム と 


す 。 こ れ を 大 声 で 言っ 
イマ ー ム が 「 セ ミア 
の 人 々 は た だ 「 ラ ッ 
に 折る 時 
に 集 


団 


ルク ウ や サジ ュ ダ 、 そ し て 座位 に 


する 時 と 同様 に 集団 の 人 々 も 


集 


ドッ アー 等 を 


で 行わ れ ま す 。 それ 以 


E 類 が あり 


す 。 こ れ は 「 ム ドッ ゥ リ 


ク 」「 あ みみ タ ディ 」「 マ スプ ー ク 」 そ し て 「 ラ ー ア タク 」 で す 。 
ム ド ゥ リク : イフ ティ タフ ・ タ クビ ー ル を イマ ー ム と 一 緒 に 行っ 


< 人 を 意味 し ます 。 


ムク タデ ィ : イフ ティ タフ ・ タ クビ ー ル に 間 に 合 え を な か っ た 人 を 


意味 まま) 


日 


の ラ カ ー 


マス ブー ク : イマ ー ム の 1 
を 意味 し ます 。 


ラー フク : イフ ティ タフ ・ タ クビ ー ル を イマ ー ム と 


し その 後 ウ ドゥ ー を 無 
いな お し 、 再 び イ マー ム ! 
同様 に キラ ー ト を せ ず 、 
つ 、 礼 振 を 行い ます 。 
ば 、 イ マー ム の 


ナ ば 礼拝 が 無 


マス プ ブー ク 、 す な わ ち 1 


日 


目 の ラ カー 
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ト に 間 に 合 え な か っ た 人 


に 行い 、 し 


効 と する 状態 が 生じ た 為 、 ウ ドゥ ー を 行 
に 従っ た 人 で す 。 こ の 人 は 、 そ れ 
ルク ウ や サジ ュ ダ の タス ビー フ を ! 
この 人 は 、 も し 世 傘 的 な 会 話 を し な けれ 
背後 に いる よう な 状態 で す 。 し か し モ 
た 後 、 近 く で ウド ッ ゥ ッ ー を 行わ な けれ ば な り 』 
効 に な る と も され て いる か ら で す 。 


で ど 
呈 え つ 


唱 


E ス ク か ら 出 
ませ ん 。 も し 遠く に い 


ト に 間 に 合 え な か っ た 人 


は 、 イ マー ム が 左右 に 挨拶 を 行っ た 後 、 立 ち 上 が り 、 間 に 合わ な 
か っ た ラ カ ー ト の 礼拝 を 行い ます 。 

キラ ー ト は 、 ま ず 1 回 目 、 そ れ か ら 2 回目 、 そ し て 8 回 目 の ラ 
カー ト を 行っ て いる 形 で 実行 し ます 。 座位 は 、 ま ず 4 回 目 、 そ れ 
か ら 8 回 目 、 そ し て 2 回 目 と 、 す な わ ち 逆 か ら 始 め ま す 。 例 え 


ば 、 イ シャ ー の 最後 の ラ カ ー ト に 間に合っ た 人 は 、 イ マー ム が 挨 


拶 を 行っ た 後 、 立 ち 上 が り 、1 


ティ ハバ 章 と 他 の 章 句 を 読み ま 
で は 座り ませ ん 。 


ロ 


日 


ロ 


、2 


す 。 1 


回 


の ラ カ ー 
の ラ カ ー ト で は 座り 、? 


の 2 


イマ ー ム が 行わ な か っ た 場合 、 集 団 礼拝 に 参加 し て いる 人 々 も 行 


わな い 5 つの 事柄 
イマ ー ム が クヌート の ドッ ア 


を 1! 


ん 。 


いま せん 。 
イマ ー ム が 4 ラ カ ー ト の 礼 提 


E の 2 フラ カー ト 


人 々 も 座り ませ ん 。 


人 々 も 行い ませ ん 。 


えな けれ ば 、 人 々 も ! 


計 


だ 避 


旧 え 


イマ ー ム が イー ド の 礼拝 の タク ビー ル を 行わ な けれ ば 、 人 々 も 行 


で 』 


E ら な けれ ば 、 


イマ ー ム が サジ ュ ダ の 章 句 を 読み 、 サ ジュ ダ を 行わ な けれ ば 、 


イマ ー ム が 過失 の サジ ュ ダ を 行わ な けれ ば 、 人 々 も 行い ませ ん 。 


イマ ー ム が 行っ た 場合 で も 、 集 団 礼拝 に 参加 し て いる 人 々 は 行わ 


な い 4 つの 事柄 

イマ ー ム が ? 回 より も 多く サジ ュ ダ を 行っ た 場合 、 人 々 は 行い ま 
せん 。 

イマ ー ム が イー ド の タク ビー ル を 1 回 の ラ カ ー ト で 3 回 より も 多 


く 行 っ た 場合 、 
イマ ー ム が 葬儀 
合 、 人 々 は 行い ませ ん 。 

イマ ー ム が 5 回 目 の ラ カー ト 


の 礼拝 で 4 


ロ 


人 々 は 行い ませ ん 。 
回 より も 多く の タク ビー ル を 行っ た 場 


を 行 お うと 


せん 。 イ マー ム を 待ち 、 
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し た 場合 、 人 々 は 行い ま 
に 挨拶 を 行い ます 。 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


イマ ー ム が 行わ な か っ た 場合 で も 、 集 団 礼拝 に 参加 し て いる 人 々 
は 行 う 10 の 事柄 

イフ ティ タフ ・ タ クビ ー ル で 手 を 上 げ る こと 。 

スプ ハー ナカ を 唱え る こと 。 

ルク ウ を 行う 際 タ クビ ー ル を 行う こと 。 

ルク ウ で タス ビー フ を 読む こと 。 

サジ ュ ダ を 行う 時 、 起 き 上 が る 時 、 タ クビ ー ル を 行う こと 。 
サジ ュ ダ で タス ビー フ を 唱え る こと 。 

「 サ ミ アッ ラー フ 」 を 唱え な く て も 「 ラ ッ バ ナー ラ カ ル ハ 
ム ド 」 と 唱え る こと 。 
「 ア ッ タ ヒヤ ー ト ッ 」 の 最後 まで 座る こと 。 

礼拝 の 最後 に 挨拶 を 行う こと 。 

イー ド ・ ル ・ ア ドッ ハー (犠牲 祭 ) で 23 回 の ファ ルド の 後 、 挨 
失 を 行わ っ た すぐ 後 で タク ビー ル を する こと 。 こ の 9 回 の タク 
ビー ル を タ シ ュ リ ー ク の タク ビー ル と 呼び ます 。 


イフ ティ タフ ・ タ クビ ー ル の 徳 

誰か が 、 イ フ テ ィ タフ ・ タ クビ ー ル を イマ ー ム と 共に 行え ば 、 
秋 、 木 か ら 葉 や 風 が 吹く た びに 落と され る よう に 、 そ の 人 の 人 罪 も 
同じ よう に 落と され ます 。 

ある 日 、 預 言 者 へ ムハンマド は 礼拝 を され て いる 時 、 フ ァ ジ ュ ル 
の 礼拝 の イフ ティ タフ ・ タ クビ ー ル に 間に合わ な か っ た 人 が いま 
し た 。 彼 は 奴隷 を 一 人 解放 し 、 そ れ か ら 預 言 者 ムハンマド を 訪 
ね 、 質問 し まし た 。「 ア ッ ラ ー の 使徒 よ 。 私 は 今日 、 イ フ テ ィ タ 
フ ・ タ クビ ー ル に 間に合い ませ ん で し た 。 奴 隷 を 一 人 解放 し まし 
た 。 私 は イフ ティ タフ ・ タ クビ ー ル の サワ ー ブ を 得る こと が で き 
る で し ょ うか 。」 聞 言 者 ムハンマド は アブ ー・ バ クル ・ ス ッ ド ッ ゥ 
ー ク に 、「 こ の イフ ティ タフ ・ タ クビ ー ル に つい て あな た は どう 
思う か 」 と 尋ね られ まし た 。 ア ブー・ バ クル ・ ス ッ ド ッ ゥ ー ク は 、 
「 ア ッ ラ ー の 使徒 よ ! 仮に 私 が 40 頭 の ラク ダ を 持ち 、 そ の 和 荷 が 
宝石 で あり 、 そ の 全て を 貧者 へ の サダ カ と し て も 、 や は り イ マー 
ム と 共に 行う イフ ティ タフ ・ タ クビ ー ル の サワ ー ブ を 得る こと は 
で きま せん 」 

それ か ら ア ッ ラ ー の 使徒 は 「 ウ マル よ 、 あ な た は この イフ ティ 
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ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


タフ ・ タ クビ ー ル に つい て どう 思う か 」 と 尋ね られ まし た 。 ウ マ 


ル は 、「 ア ッ ラ ー の 使徒 よ ! 
ぱい に する だ け の ラク ダ を 


り 、 そ の 全て を 貧者 へ の サダ カ と 


仮に マッ カ と マデ ィ ー ナ に 間 を いっ 
私 が 持っ て いて 、 そ の 和 荷 が 宝石 で あ 


し て も 、 や は り イ マー ム と 共に 


行う イフ ティ タフ ・ タ クビ ー ル の サワ ー ブ を 得る こと が で きま せ 


ん 」 と 答え まし た 。 


それ か ら 預 言 者 ムハンマド は 「 オ スマ ー ン よ ! あな た は この イ 
つい て どう 思う か 」 と 尋ね られ まし 
た 。 オ スマ ー ン は 、「 ア ッ ラ ー の 使徒 よ ! 私 が 夜 、2 ラ カ ー ト の 礼 


フ テ ディ タフ ・ タ クビ ー ル に 


それ か ら 預 言 者 ム ハ ン マ 


ティ タフ ・ タ クビ ー ル に つい て どう 
E よ ! マ グリ ブ 


アリ ー は 、「 ア ッ ラ ー の 使 有 


拝 を 行い 、 そ れ ぞ れ の ラ カ ー ト で 荘厳 な る クル アー ン を 全て 読ん 
だ と し て も 、 や は り イ マー ム と 共 ( 
ル の サワ ー ブ を 得る こと は で きま 


< 行う イフ ティ タフ ・ タ クビ ー 
E せ ん 」 と いい まし た 。 


ド は 、「 ア リー よ ! あな た は この イフ 


( 


思う か 」 と 尋ね られ まし た 。 


方 ) か ら マ シュ リ 


ク (東方 ) まで 不信 仰 者 で 満ち て お り 、 ア ッ ラ ー が 私 に 力 を 与え 
られ て 全て を 倒し た と し て も 、 や は り イ マー ム と 共に 行う イフ テ 


ィ タ フ ・ タ クビ ー ル の サワ 
示し た 。 


それ か ら 預 言 者 ムハンマド は 


よ ! 七 層 の 地 と 七 層 の 天 が 


で 書き 続け た と し て も 、 や は り イ マー ふと 


フ ・ タ クビ ー ル の サワ ー ブ プ ! 
れ ま し た 。 


こつ いて 書く こと 


話 : 写生 た だ 仁 ら た 放 大 所 


1 W の プリ ジープ アー" 


ー ブ を 得る こと は で きま せん 」 と いい 


、「 わ が ウン マ よ 、 わ が 友 た ち 
紙 と な り 、 大 洋 が イン ク と な り 、 全 て 
の 木 が ペン と な り 、 全 て の 天使 が 書記 と な り 、 


最後 の 鱗 判 の ま 


GE 行 リ イア デイ ダ 


は で き な い 」 と いわ 


ハニ ーー ファ ア の 伸子 で ある イマ ー 


ム ・ ア ブー・ ユ ー ス フ (アッ ラー が お 慶び くだ さい ます よう に ) 


は 、 ハ ー ル ン ・ ラ シド の 時 代 に 地方 検 ョ 
ン ・ ラ シド の そば に いる 時 、 
し まし た 。 ハ ー ル ン ・ ラ シド の 宰相 も 、 


且 で し た 。 ある 日 、 ハ ー ル 


ある 人 が 他 の 人 に つい て 訴訟 を 起こ 


「 私 が 証人 だ 」 と いい まし 


演 。 イマ ー ム ・ ア ブー・ ユ ー ス フ は 、 宰相 が 証 人 と な る こ と を 訟 


め ま せ ん で し た 。 カ リフ は な ぜ 宰 相 を 証 
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人 と し て 認め な い の か 誰 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


ね まし た 。 イ マー ム は 、「 あ る 時 あな た は 彼 に 仕事 を 命じ られ た 。 
彼 も あな た に 、 私 は あな た の し も べべ です と いい まし た 。 も し 事実 
を 話し た の で あれ ば 、 奴隷 の 証言 は 認め られ ま + ん 。 も し 嘘 を 話 
し た の で あれ ば 、 嘘 つき の 証言 も 聞き 入れ られ ませ ん 」 と 答え ま 
し た 。 カリフ! よ 、「 私 が 証言 すれ ば 認め る か 」 と 尋ね まし た 。「 い 
いえ 、 認 め ら れ ま せん 」 と イマ ー ム ・ ア ブー・ ユ ー ス フ は 答え ま 
し た 。「 な ぜ か 」 と 尋ね られ まし た 。「 あ な た は 集団 礼拝 を し て お 
られ ませ ん 」 と 答え まし た 。「 私 は ムスリム た ちの 為 の 仕事 で 忙し 
い の だ 」 と カリ フ は いい まし た 。 イ マー ム は 、「 創 造 者 に 服従 すべ 
き と こ ろ で 、 被 造物 へ は 服従 する べき で は あり ませ ん 」 と 答え ま 
し た 。 カ リフ は 「 も っ と も だ 」 と いい 、 宮 殿 に 礼拝 所 を 作る よう 
命じ し まし た 。 ム アッ ズ ィ イン と イマ ー ム も 任命 され まし た 。 そ し て 
それ か ら は いつ も 、 礼 拝 を 集団 と 共に 行っ た の で し た 。 


金曜 礼拝 
アッ ラー は 人 金曜 日 を 、 ム スリ ム の 特別 の も の と され まし た 。 金 
曜日 の ズ フ ル の 時 間 に 集団 礼拝 を 行う こと は 、 ア ッ ラ ー の ご 命令 
Mt 
アッ ラー は 、 合 同 礼拝 章 の 9 一 10 節 で 次 の よう に いわ れ ま し 
た 。「 あ な た が た 信仰 する 者 よ 、 合 同 礼拝 の 日 の 礼拝 の 呼び か け 
が 唱え られ た な ら ば 、 ア ッ ラ ー を 念じ る こと に 急ぎ 、 商 売 か ら 離 
れ な さい 。 も し あな た が た が 時 刻 を 分 ふっ て いる な ら ば 、 それ が あ 
な た が た の た め に 最も 善い 。 礼 拝 が 終っ た な ら ば 、 あ な た が た は 
方 々 に 散り 、 ア ッ ラ ー の 恩恵 を 求め て 、 ア ッ ラ ー を 讃え て 多く 唱 
念 し な さい 。 必 ず あ な た が た は 栄え る で あろ う 」 

礼拝 後 、 望 む 人 は 仕事 に 行き 、 働 き 、 望 ゆ 人 は モス ク に 留 ま 
り 、 礼 拝 を し た り ク ルアー ン を 読ん だ り ド ゥ アー を し た り し ま 
す 。 金曜 礼 拝 の 時 間 に 入る と 、 商 売 を 行う こと は 罪 と な り ま す 。 
預言 者 へ ムハンマド は 、 様 々 な ハデ ィ ー ス で 仰せ られ て いま す 。 
「 ム スリ ム が 人 金曜 日 に グ ス ル の 礼拝 を し て 金曜 礼 振 に 行く な ら 。 
一 週間 分 の 罪 が 許さ れ 、 一 歩 ず つの 為 に サワ ー ブ が 与え られ る 」 
「 ア ッ ラ ー は 、 金曜 礼拝 を 行わ なかい 人 の 心 を 封 還 され る 。 彼 ら は 
ガー フィ ル と な る 。」 

「 日 々 の うち 最も 尊い の は 人 金曜 日 で ある 。 金曜 日 は イー ド の 日 よ 
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り も 、 そ し て アシ ュ 
ける 信者 た ちの イ 


国 に お 
「 誰 か が 、 


ー 


妨げ と な る よう な も の も な い の に 
拝 を 行わ な けれ ば 、 ア ッ ラ 
と を 行わ な く な る 。」 


礼拝 の 書 一 


より も より 尊い 。 


ラ の 


金曜 


は 現世 と 天 


(祝日 ) で ある 。」 


3 


ロ 


に わた り 人 金曜 


し 


ー は 心 を 封印 され る 。 


1 


すなわち 、 


良し 


金曜 礼拝 の 後 、 あ る 一 瞬 が ある 。 その 上 間 に 信者 が 行っ た ドゥ 
アー は 拒 ま れ な い 。」 

金曜 礼拝 の 後 で 7 回 イフ ラー ス 章 、7 回 衝 明 章 、7 回 人 々 章 を 
読む 人 を 、 ア ッ ラ ー は 一 週間 、 事 故 や 災難 、 悪事 か ら 守 られ 
る 。」 

「 土 曜日 が ユダ ヤ 教 徒 た ち に 、 日 曜日 が キリ スト 教徒 た ち に 与え 
られ た よう に 、 金 曜日 は ムスリム に 与え られ た 。 この 日 は 、 ム ス 
リム た ち に 福 、 恵 み 、 善 が ある 。」 

金曜 日 に 行わ れる イ バ ー ダ に は 、 他 の 日 に 行わ れる も の の 少な 


く と も 2 倍 の サワ ー ブ が 与え られ ます 。 金曜 
いて も 9? 倍 と し て 記さ れ ま 


に 記 


ー 
に 


者 【 


容 


は 集まり 、 互 いと 知り 合い 
日 に は 墓場 で の 六 が 止め られ ます 。 
す 。 不 信仰 者 の 
と ラマ ダー ン 月 に 攻 さ れず 、 審 判 の 日 まで 続き ます 。 
そし て この 夜 に 死ん だ ムスリム は 、 墓 場 で の 久 を 受け 
反 獄 は 金 


の 


d 


に 対す る 六 は その まま 終わ り ま 


曜日 に は あま り 甘 く な り ま せん 。 


金曜 礼 捧 の ファ ルド 

は 16 ラフ カー ト の * ネ 
ト を 行う こと は ファ ルド で 、 
ファ ルド で す 。 


金曜 日 に 


あり ます 。 
エダ ー の 条 作 


ウジ ュー ブ の 条件 
エダ ー の 条件 の 一 つが 不足 すれ ば 、 礼 拝 ! 
ジュ ー ブ の 条 作 


に 創造 され まし た 。 金曜 
了 く 人 々 は 、 ア ッ ラ ー を 人 金 


に 大 医 


曜 


か ら 出 され まし た 。 
に する こ 


に 行わ れ た 罪 に つ 


E す 。 その後 墓地 が 訪問 


一 部 の 学者 


預言 者 アー ダ 


天 


だ 門 で きま す 。 


ー 
ー 


E が 不足 し て も 、 礼 拝 は 認め られ 
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は 認 め ら れ ま せん 。 


L 拝 が され ます 。 こ の うち 2 ラ カ ー 
れ は ズ フ ル の 礼拝 よ 
金曜 礼拝 が ファ ルド と な る 為 に は 2 種類 の 条件 が 


も より 強い 


に ます 。 


ーーー] 礼 拓 の 書 ーー 一 


エダ ー、 す な わ ち 金曜 礼拝 が 真正 と な る 為 の 条件 は 7 つ 

礼拝 を 町 で 行う こと 。( こ こ で いう 町 と は 、 人 々 が 最大 の モス ク 
に 入り きら な い 場 所 を 意味 し ます ) 

国家 の 長 や 知事 の 許可 を 得 て 行 うこ と 。 彼ら が 任命 し た 説話 者 
は 、 自 分 の 代わ り に 他 者 を 代理 に する こと が で きま す 。 

0 il 行う こと ど 。 

時 間 内 に フト バ (説話 ) を 行う こと 。 (学者 た ち は 金 曜日 の フト 
バ を 読む こ 人 礼拝 時 に 「 ア ッ ラ ー フ アク バル 」 と 唱え る こ 
40 と 話し て いま す 。 つ まり 2 つの フト バ は アラ ビ 


ダ 」 


読む べき で す 。 説話 者 は 心 の 
0 IZA R た 才 ず デー) 1 人 0 リー マジ キバ ー 


「 サ ラー トゥ サラ ー ム 
を も た ら す も の を 
す 。 座 


話 の 
る こ 
と は 
て は 


金曜 


金曜 礼拝 の ウジ ュー ブ の 条件 は 9 つ 
) 仙 こ 


4 
ん 。 


? 潮 弓 下 と 密 放 紀 


\ー o 


代わ り 
と は ム ス タ ハ ブ で す 。 フ トバ 
ハラ ー ム で す 。 フ トバ を 、 ス ピー チ 補 講演 会 の よう な 
+ ん 。 フ トバ を 短く する こと は スン ナ で す 。 
こと は マク ルー フ で す 
フト バ を れ 
イル 料 
モス ク の ドア を 皆 


性 で ある 
性 を 持ち 、 


盲人 で は な いこ と 。 


に 信者 た ち に 


ヽ y け 圭 


に 


[ 拝 よ り も 先 に 
に 対し 


ヽ さ な 町 に 住ん で 


ー 
記 


と 。 女 性 に 
思春 期 ( て 


に 所 


E り 、 そ れ か ら 立 ち 上 が り 


モス ク に 局 


寺 


に すっ 
ドゥ アー し 
に 世俗 


近 Um 00 


回 


いて お く こ と 
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目 


旅行 者 に は ファ ルド で は あり ま 


隊 e 索 


」 を 唱え ます 。 そ れ か ら 、 サ ワー ブ 
思い 起こ させ 、 ク ルアー ン の 節 を 読み ま 
の フト バ を 行い 、 
E す 。4 大 カリ フ の 名 を 唱え 
的 な 言葉 を 混入 させ る こ 


説 


し 


長く する 


9t 


康 で ある こと 。 病 人 や 病人 を 放っ て お け な い 看護 人 、 そ し て 老 
に は ファ ルド で は あり ませ ん 。 
由 ( 奴 款 で は な い ) で ある こと 。 
は ファ ルド で は あり ませ ん 。 
し て いる こと 。 つ まり ムカ ッ ラ フ で ある 


ほれ て 行っ て くれ る 人 が いた と し て 
が 見 えな い 人 に は ファ ルド で は あり ませ ん 。 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


歩け る こと 。 運 ぶ こ と が で きる と し て も 、 有 麻痺 の ある 人 、 足 が な 
\ 人 に は ファ ルド で は あり ませ ん 。 

| 務 所 に いな いこ と 、 敵 の 恐れ 、 統 治 者 や 迫害 者 へ の 恐れ が な い 
ご 。 

過度 の 雨 、 雪 、 ぎ 、 泥 、 寒 さ な ど が な いこ と 。 


金曜 礼拝 は どの よう に 行わ れる か 

金曜 日 、 ズ フル の アザ ー ン が 読み 上 げ ら れる と 、16 ラ カ ー ト の 
金曜 礼拝 が 行わ れ ま す 。 これら の 手順 は 次 の 通り で す 。 

まず 、 金 曜 礼 振 の 4 ラ カ ー ト の 最初 の スン ナ を 行い ます 。 こ の スン 
ナ は ズ フ ル の 礼拝 の 最初 の スン ナ の よう に 行い ます 。 こ れ を 、「 ア 
ッ ラ ー の ご 満悦 の 為 に 金曜 礼拝 の 最初 の スン ナ を 行う こと を ニー ヤ 
し 家 0 た 。 キジ デラ に 向かい まし た | あさ ー ヤ し 表す 。 

それ か ら 、 モ スク の 中 で 9? 回 目 の ア ザー ン と フト バ が 読ま れ ま す 。 
フト バ を 読ん だ 後に イカ ー マ が な され 、 集 団 と 共に 金曜 礼拝 の 2 ラ 
カー ト の ファ ルド が 行わ れ ま す 。 

金曜 礼拝 の ファ ルド を 行っ た 後 、4 ラ カ ー ト の 終わ り の スン ナ を 行 
いま す 。 こ れ は ズ フ ル の 礼拝 の 最初 の スン ナ の よう に 行い ます 。 
その 後 、「 フ ァ ル ド で あり 、 行 っ て いな か っ た 最後 の ズ フ ル の 礼 
拝 の ファ ルド を 行い ます 」 と ニー ヤ し 、「 ア ー ヒ ル ・ ズ フル 」 の 
礼拝 を 行い ます 。4 ラ カ ー ト の この 礼拝 の 行い 方 は 、 ズ フル の 礼 
拝 の ファ ルド の 行い 方 の よう に し ます 。 

それ か ら 、92 ラ カ ー ト の 「 時 間 の スン ナ 」 を 行い ます 。 行 い 方 は 
ファ ジュ ル の 礼拝 の スン ナ の 行い 方 の よう に し ます 。 

その 後 、 ア ー ヤ トゥ ル ・ ク ル シ ー と タス ビー フ を 唱え 、 ド ゥ アー 
を 行い ます 。 


金曜 礼 捧 の スン ナ と 徳 


金曜 礼拝 に 、 木 曜日 か ら 備 そる こと 。 

金曜 日 に グ ス ル を 行う こと 。 

頭 の 髪 を 整え 、 散 の 長 すぎ る 部 分 や 爪 を 切る こと 。 清潔 な 服 を 着 
る こと 。 

金曜 礼拝 に 可能 な 限り 早め に 行く こと 。 
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前 の 列 に 並 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


モス ク で は 、 


ぼう と 人 々 を 抜か さ な い な いこ と 。 
礼拝 し て いる 人 の 前 を 通ら な いこ と 。 
説話 者 が 説教 台 に 上 が っ た 後 は 何 も 話さ な いこ と 、 


話す 人 に 、 し 


ぐさ で あっ て も 答え な いこ と 、 ア ザー ン を 繰り 返さ な いこ 
金曜 礼拝 の 後 、 フ ァ ー テ ィ バ 章 、 不 信者 た ち 章 、 イ フラ ー ス 章 、 
礎 明 章 、 人 々 章 を 7 回 読む こと 。 
アス ル の 時 間 ま で モス ク に 留まり 、 イ バー ダ を 行う こと 。 
学者 た ち (スン ナ の 道 を いく 学者 た ちの 書物 を 用 いる ) の 授業 や 
説話 に 参加 する こと 。 
金曜 日 を 1 日 イベ バー ダ を 行っ て 過ごす こと 。 
金曜 日 に サラ ワー ト ・ シ ャ リフ ァ を 行う こと 。 
クル アー ン を 読む こと 。 洞 疹 章 を 読む べき で す 。 
サダ カ を 支払 うこ と 。 
両親 も し く は 墓地 を 訪問 する こと 。 
家 の 食事 を 十分 に 、 お いし く 作 る こと 。 
多く の 礼拝 を 行う こと 。 カ ダー に 残し た 礼拝 が ある 人 は 、 カ ダー 
の 礼拝 を 行わ な けれ ば な り ま せん 。 
イー ド の 礼拝 
シャ ッ ワ ー ル 月 の 一 日 目 は フィ トル 、 つ まり ラマ ダー ン あ け の 大 
祭 の 、 ズ ル ヒ ッ ジ ャ 月 の は 犠牲 祭 の それ ぞ れ 初日 で す 。 こ の 
2 つの 日 が 昇り 、 礼 拝 を さけ る べき 時 間 が 過ぎ た 後 、2 ラ カ ー 
ト の イー ド の 礼 振 を 行う こと は 、 性 に と っ て ワー ジブ で す 。 
イー ド の 礼拝 の 条件 は 、 金 曜 礼拝 の 条件 と 同じ で す 。 し か し こ 
こ で は フト バ は スン ナ で あり 、 礼 拝 の 後に 行わ れ ま す 。 
ラマ ダー ン あ け の 大 祭 ミ で は 、 礼 捧 の 前 に 甘い も の (ナツ メ ヤ シ 
も し く は 砂糖 ) を 食べ る こと 、 グ スル を 行う こと 、 ミ スワ ー ク を 
使う こと 、 最 も 良い 服 を 身 に 着け る こと 、 フ ィ ト ル ・ サ ダ カ を 礼 
拝 の 前 に 支払 うこ と 、 道 中 も 小声 で タク ビー ル を 行う こと が ム ス 
タ ハ ブ で す 。 
犠牲 祭 で は 、 イ ー ド の 礼拝 の 前 に 何 も 食 べ な いこ と 、 礼 拝 の 後 
で 犠牲 と し て 層 っ た 動物 の 肉 を 食べ る こと 、 礼 拝 に 行く 時 に は 大 


き な 声 で 、 差 し 障 り が ある 人 は 小声 で タク ビー ル を 行 


スタ ハブ で す 。 
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うこ と が ム 


イー ド の 礼拝 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


る こと は あり ませ ん 。 


は 2 ラ カ ー ト で す 。 集 団 


イー ド の 礼 振 は どの よう に 行わ れる か 


まず 、 
た 。 イ マー ム に 従い 
ら 「 ス プ ブ ハ ー ナ カ 」 


目 


を 1H 


ます 。 


ロ 


ー ル を 行い 、1 


と 2 


「 ワ ー ジ ブ で ある イー ド の 礼拝 を 行う こと を ニー ヤ し 3 
まず | あー ヤレ し 、 札 
え 3 
「 ス プ ハ ー ナ カ 」 の 後 、 手 を 是 の と ころ まで 上 


ロ 


J 
ハ 章 を 、 そ れ か ら も 


を 


o 


の 
読み 3 
1 日 
ろ に 
8 回 上 


2 
意 
す 
と こ あげ ず 、 
げ て 1 


む 、 


ロ 


ら 一 


人 迷 ー ド で 。 イ マー ム 
ます 。 そ れ か ら 両 
も 体 の 脇 に 下ろ し 
ルク ウ を 行い 3 
体 を 折る 」 と 暗記 する こと が で きる で し ょ 2 う 。 


才 1 み 


は 


で は 両手 


FE を 


で 行わ れ 、1 


E を 始め 3 


本 の わき に 下ろ し 
E す 。 イ マー ム 派 3 


つの 章 を 読み 、 共 に ルク ウ を 行い 3 


国人 で 行わ れ 


E し 
E す 。 そ れ か 


タク ビ 
E す 。 
E ず ファ ー テ ィ 
ます 。 


日 


げ つ つ 8 


F を 3 
ます 。 


グ シ ジュリーク の ダク ピー ル : 


犠牲 祭 の 前 
巡礼 者 及び 巡礼 に 
うと 個人 で + 
た すぐ 後に 、 
プ で お 
葬儀 の 礼拝 の 後 は 
し た 後 で 唱え る 必要 
イマ ー ム が タク ビ 


それ を 放棄 し ませ ん 。 


ます も 


行か な か っ た 男女 全て は 、 集 
5 し OU つの ファ ルド の 礼 提 
一 度 タ シュ リー ク の タク ビー ル を 行う こと は ワー ジ 


読み 3 
は あ 
ーー 
E 


ML 


E せ ん 。 


レ を 忘れ て も 、 集 


E す 。 簡単 に 


E ず ファ 


ロ 


4 回 
「 


ティ ハハ 章 と も う 一 つの 
、 タ クビ ー ル を し つつ 上 げ ま 
目 の タ クビ ー ル で ヨ 


手 を 耳 の 
げ て 1 回 組 


2 回 上 


E か ら 4 日 


の アス ル の 礼拝 ま 


9 


モス ク か ら 晶 


ませ ん 。 


画 


団 礼 捧 で あろ 
E の 後 で 挨拶 を 行っ 


た 後 、 あ る い は 話 


団 礼 提 


タ シ ュ リ ー ク の タク ビー ル 
「 ア ッ ラ ー フ アク バル 、 ア ッ ラ ー フ アク バル 


ラー イラ ー ハ 


イダ ジジ アー 


E を し て いる 人 々 は 


性 は 大 き な 声 で 、 女 性 


ワッ ラー フ ア ク バル アッ ラー フ ア ク バル 
ワ リッ ラー ヒル ハム ドッ ウ 」 
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は 小さ な 声 で 読み 


ーーー] 礼拝 の 書 ーー 一 


死 へ の 備え 

死 を 思い 起こ すこ と は 、 最 大 の 警告 で す 。 信 仰 を 持つ 全て の 人 
が し ば し ば 死 を 思い 起こ すこ と は スン ナ で す 。 死 を 多く 思い 起こ 
すこ と は 、 命 令 に 従い 、 罪 を 避け る 要因 と な る 上 に ハラ ー ム を 行 
う 勇気 を 失わ せま す 。 預 言 者 へ ムハンマド は 次 の よう に 仰せ られ ま 
し た 。「 味 わい を 損なわ せ 、 楽 し さ に 終わ り を 与え る 死 を 、 し ば 
し ば 思い 起こ し な さい 。」 
イス ラー ム の 偉人 の 一 部 は 、 毎 度 は 死 を 思い 起こ すこ と を 
習慣 と し て いま し た 。 僅 大 な ワリ ー の 一 人 、 ム ハン マ ド ・ バ ハー 
アッ ディ ニ ・ ブ ハー リー は 毎日 20 回 、 自 ら が 死ん で 墓 に 埋め ら 
れ た 場面 を 想像 し て いま し た 。 

不死 の 願望 と は 、 長 く 生 きる こと を 望む こと で す 。 イ バー ダ を 
行い 、 イ スラ ー ム に 奉仕 する 為 に 長生 きす る こと を 望む こと は 、 
不死 の 願望 で は あり ませ ん 。 こ の 願望 を 持つ 人 は イ バ ー ダ を 時 間 
通り に 行い ませ ん 。 悔 悟 を 行う こと も 放棄 し ます 。 心 は 頑 な に な 
っ て いま す 。 死 を 思い 起こ すこ と も な く な り ま す 。 説話 や 忠 言 か 
ら 教 記 を 得る こと も あり ませ ん 。 

不死 の 願望 を 持つ 人 は 、 い つ で も 現世 で の 富 や 地位 を 得る 為 に 
生涯 を 送り ます 。 来 世 を 忘れ ます 。 た だ 快楽 と 長 び を 得る こと の 
み を 考え て いま す 。 

ハデ ィ ー ス で は 次 の よう に 仰せ られ て いま す 。 

「 死 ぬ 前 に 、 死 に な さい 。 審判 を 受け る 前 に あな た 自身 を 裁き な 
さい 。」 
「 も し 動物 た ち が 死 の 後に 起こ 
うに 知っ て いれ ば 、 食 用 と し て 
で き な か っ た だ ろう 」 
「 日 夜 死 を 考え る 人 は 、 審 判 の 日 に 疾 教 者 の そば に いる だ ろう 」 
不死 へ の 願望 へ の 要因 : 現世 で の 快楽 に 夢中 に な る こと 、 死 を 
忘れ る こと 、 健 康 や 若 さ に 欺 か れる こと で す 。 不死 へ の 願望 と い 
う 病 か ら 救 われ る 為 に は 、 こ の 要因 を な くす 必要 が あり ます 。 死 
が あら ゆる 瞬間 に 訪れ る こと を 考え る べき で す 。 不死 願 望 を 持つ 
こと の 弥 害 と 、 死 を 思い 起こ すこ と の 効用 を 学ぶ べき で す 。 

ハデ ィ ー ス で は 次 の よう に 説 か れ て いま す 。 


人 


こと を あな た 方 が 知っ て いる よ 
の の っ た 動物 を 見 つけ る こと は 


る 
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ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


「 死 を 、 多 く 思 い 起 こし な さい 。 そ れ を 思い 起こ すこ と は 、 罪 を 
犯す こと か ら 人 を 守り 、 来 世 で 害 を 及ぼ すこ と を 避け る 要因 と な 
る 』 


死 と は 何 か 

死 を な くす こと は 不可 能 で す 。 死 と は 、 魂 と 肉体 の 結び つき が 
終わ る こと で す 。 魂 が 肉体 か ら 離 れる こと で す 。 死 は 、 人 が ある 
状態 か ら も う 一 つの 状態 へ と 変わ ちこ と で 、 ま る で 一 つの 家 か ら 
別 の 家 に 移る こと の よう で す 。 ウ マル ・ ビ ン ・ ア ブ ド ッ ル ア ジ ズ 
師 は 、「 あ な た 方 は た だ 、 永遠 の 為 に 創造 され た 。 し か し 、 一 つの 
家 か ら 別 の 家 へ 移る の だ 」 と 話し て いま す 。 死 は 、 信 者 へ の 贈り 
物 で す が 、 罪 を 犯し た 人 に と っ て は 災い で す 。 人 は 死 を 求め ませ 
ん 。 し か し 死 は 、 災 いと いう より も むし ろ 良 い こと で す 。 人 は 
生き る こと を 好み ます 。 し か し 死 は 、 人 に と っ て 良い こと な の 
で す 。 誠実 な 信者 で あれ ば 、 死 に よっ て 現世 の 苦労 や 疲労 か ら 救 
われ ます 。 そ れ が 迫害 者 の 死 で も われ ば 、 国 々 や 奴隷 た ち が 安 全 を 
得 ま す 。 あ る 迫害 者 の 死に つい て 語ら れ た 古い ? 行 詩 が あり ます 。 


月 分 月 身 も 楽に 婦 る こと は な か っ た よう だ 、 朗 珍 に ぁ る 安 ら ぎ を と 
えな か っ た 
この 旗 彰 から 八 れ て 去っ た 玩 者 た ち が 丸 万 す る よう だ 


信者 の 魂 が 肉体 か ら 離 れる こと は 、 捕 虜 が 監獄 か ら 救 われ る こと 

の よう で す 。 信者 は 、 死 ん だ 後に この 世界 に 戻る こと を 求め ませ 
ん 。 た だ 郊 死者 た ち は 、 こ の 世界 に 戻っ て も う 一 度 狗 死す る こと を 
求め ます 。 死 は 、 全 て の ムスリム に と っ て の 贈り 物 で す 。 人 の 教え 
を 、 た だ その 墓 が 守り ます 。 墓 で の 生活 は 、 天 国 の 庭 に いる こと 、 
も し く は 地獄 の 穴 に いる こと の よう に 例え る こと が で きま す 。 


死 は 真実 で ある 

死 か ら 救 われ る こと は 可能 で し ょ うか 。 も ちろ ん 不可 能 で す 。 
1 秒 で あっ て も 余分 に 生き る こと は 誰 に も で きま せん 。 死 が 訪れ 
た 人 は 、 死 に ます 。 こ の 瞬間 は 、 目 を 開け て 閉じ る 間 に 過 ぎる 一 
通 で す 。 ク ルアー ン で は 、「 死 が 訪れ た 時 に は 、 そ れ を 一 時 で も 
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遅らせ た り 早め た りす る こと は で き な い 」 と いう 意味 の こと が 説 
か れ て いま す 。 
アッ ラー が 人 の 死 を どこ に 定め られ た の で あれ 、 そ の 人 は 財 
産 、 資 産 、 子 供 を 残し 、 そ こ で 死に ます 。 

アッ ラー は 私 た ち が 日 に 何 回 呼吸 し た か を ご 存じ で す 。 ア ッ ラ 
ー が ご 存じ で な いこ と は 何 も あ り ま せん 。 信仰 し 、 人 生 が イ バ ー 
ダ と 共に 過ぎ た の で あれ ば 、 そ の 終わ り は 幸福 で す 。 ア ッ ラ ー は 
アズ ラー イー ル に 、「 わ が 親友 の 命 を 容易 に 取り な さい 、 敵 の 命 
を 困難 な 形 で 取り な さい 」 と 仰い まし た 。 信仰 を 持つ 人 々 に と っ 
て 、 こ れ は 大 き な 吉 報 で す 。 し か し 、 信 仰 を 持た な い 人 々 に と っ 
て は 大 き な 災 いな の で す 。 


葬儀 の 礼拝 

信者 が 亡くな っ た 時 、 そ の 知ら せ を 受け た 男性 、 男 性 が いな け 
れ ば 女性 に 、 葬 儀 の 礼拝 は キ フ ァ ー ヤ の ファ ルド と な り ま す 。 葬 
儀 の 礼拝 は アッ ラー の 為 の 礼拝 で あり 、 死 者 の 為 の ドゥ アー で 
す 。 そ れ を 大 切 に し な い 人 は 信仰 が 失わ れ ま す 。 


葬儀 の 礼拝 の 条件 

死者 が ムスリム で ある こと 。 

洗浄 が な され て いる こと 。 洗浄 され ず に 埋葬 され た 人 は 、 ま だ 土 
か けら れ て いな けれ ば そこ か ら 出 し て 洗い 、 礼 拝 を 行い ます 。 

遺体 と 、 イ マー ム の いる 場所 は 、 清 潔 で あめ る こと が 必要 で す 。 

遺体 の 、 も し く は 胴体 の 半分 と 、 頭 も し く は 頭 が な けれ ば 半分 よ 
り 多 い 胴 体 が イマ ー ム の 前 に ある 必要 が あり ます 。 

遺体 は 地面 も し く は 地面 に 近い と ころ で 、 手 に よっ て 支え られ て 
いる か 、 人 遺体 の 頭 は イマ ー ム 
の 右側 、 足 は 左側 に 来 ま す 。 逆 に 置く こと は 罪 と な り ま す 。 

遺体 は イマ ー ム の 前 に ある べき で す 。 

遺体 と イマ ー ム の アウ ラ の 場所 は 績 わ れ て いる べき で す 。 


葬儀 の 礼拝 の ファ ルド 
1. 4 回 タク ビー ル を 行う こと 。 


立っ た まま 行う こと 。 
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葬儀 の 礼 拓 の スン ナ 

「 ス プ ハ ー ナ カ 」 を 唱え る こと 。 

「 サ ラ ワ ー ト 」 を 唱え る こと 。 

本 人 、 死 者 、 そ し て 全て の ムスリム へ 許し を 求め る 為 に 教え られ 
て いる ドッ アー の うち 、 知 っ て いる も の を 唱え る こと 。 
葬儀 の 礼拝 は モス ク の 中 で は 行わ れ ま せん 。 
生き た 状態 で 生ま れ て その まま 死ん だ 子供 に は 、 名 前 が 付け ら 
れ 、 洗 われ 、 白 布 で 包ま れ 、 礼 拝 が 行わ れ ま す 。 
遺体 が 運ば れる 時 に は 、 槽 の 四方 か ら 支 えま す 。 ま ず 遺 体 の 頭 
の 側が 右 肩 に 、 そ れ か ら 足 の 側が 右 肩 に 、 そ れ か ら 頭 の 側が 左肩 
に 、 足 の 側が 左肩 に 載せ られ 、 そ れ ぞ れ に よっ て 10 歩 ず つ 運 ば 
れ ま す 。 墓 に 着く 際 、 遺 体 を 肩 か ら 地 面 に 下ろ すま で は 座り ませ 
ん 。 埋葬 が 行わ れる 際 、 作 業 が な い 人 は 座り ます 。 


葬儀 の 礼拝 は どの よう に 行わ れる か 


葬儀 の 礼拝 の 4 つの タク ビー ル の それ ぞ れ は 、 一 つの ラ カ ー ト 
の よう に 行わ れ ま す 。4 つの タク ビー ル の 1 回 目 の み で 、 手 を 耳 
の と ころ に 上 げ ま す 。 後 の 83 つの タク ビー ル で は 手 を 上 げ ま せ 


ん 。 
最初 の タク ビー ル を 行い 、 両 手 を 組み 合わ せ 、「 ス プ ハ ー ナ カ 」 
を 唱え ます 。 そ れ が 唱え られ る 時 に は 、「 ワ ジャ ッ ラ サナ ー ウ 
カ 」 も 唱え られ ます 。 ファー 0 読ま れ ま せん 。 
2 回 目 の タ クビ ー ル の 後 、 タ シャ ッ フ ド で 座る 時 に 読ま れる 「 サ 
ラ ワ ー ト 」、 す な わ ち 「 ア ッ ラ ー フ ンマ サッ リ 」 と 「 ア ッ ラ ー 
フン マ バー リク 」 が 唱え られ ます 。 
3 回 目 の タ クビ ー ル の 後 、 葬 儀 の ドゥ アー が 行わ れ ま す 。( 葬 儀 の 
ドゥ アー の 代わ り に 「 ラ ッ バ ナ アー ティ ナー」 もしくは た だ 
「 ア ッ ラ ー フ ンマ ウフ ィ ル ラフ 」 と 唱え る こと 、 あ る い は ドッ ゥ ッ ア 
ー と し て の 意思 を 持っ て ファ ー テ ィ ム バ 章 を 唱え る こと も で きま 
す ) 
4 回 目 の タ クビ ー ル の 後 、 す ぐに 左右 に 挨拶 を 行い ます 。 挨拶 を 
行う 際 、 死 者 や 集団 礼 振 に 参加 し て いる 人 々 へ と いう 形 で ニー ヤ 
し ます 。 
イマ ー ム は 、 た だ 4 つの タク ビー ル と 両 肩 へ の 挨拶 を 声 に 出し 
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て 行い ます 。 それ 以外 は 心 の 中 で 唱え ます 。 

葬儀 の 礼拝 を 行っ た 後 、 稽 の そば で ドゥ アー を 行う こと は 認め 
られ ませ ん 。 マ クル ー フ と な り ま す 。 

タラ ー ウ ィ ー の 礼拝 


タラ ー ウ ィ ー の 礼拝 は 、 男 女 に と っ て スン ナ で す 。 ラ マダ ー ン 


月 に 毎 
4 時 間 は 、 


す 。 ウィト ル の 後に 行う こと も で き 
の 一 部 に 間に合っ て 、 イ マー ム と 共に ウィ トル の 礼 
は 、 タ ラー ウィ ー の 礼 料 
を 、 ウ ィ ト ル の 後 で 行い 3 


行わ れ な カ 


礼 電 


上 行 われ ます 。 集 


団 
し 電 


イシ ャ ー の * 


E す 。 


ゝ っ た タラ ー ウ ィ ー の 礼 提 


E は 、 カ ダー され 
ダー され た 場合 は ナー フィ ラ の 礼拝 と な り 3 
E と は な ら な い の で す 。 
タラ ー ウ ィ ー の 礼 提 


で れれ 2 と おか がき ファ ー ヤ の スン ナチ で 
E の 後 、 そ し て ウィ トル の 礼 提 
まま 。 倒 元 ば 、 グ ラー ウィ ー 


E の 前 で 


E を 行っ た 人 


E ま の うち で 間に合わ な か っ た 分 の ラ カ ー ト 


ご ヴ 


E せ ん 。 カ 
ます 。 タ ラー ウィ ー の 


は 20 プルート です 。 


タラ ー ウ ィ ー の 礼拝 は どの よう に 行わ れる か 


ウィ トル の # 
ー ウ ィ ー の 礼 提 


有 
ド を 9 ラ カ ー ト ずつ 、10 


EE は 、 ラ マダ ー ン 月 の み 集 


ご ヴ 


団 で 行わ れ 


E す 。 タラ 


の 挨拶 で 行う こと 、4 ラ 


ロ 


カー ト ご と に タス ビー フ を 行い な が ら 実 行 す る こと が ム ス タ ハ ブ 


で コ 


ド 。 久 ダー 


に 残し た 礼 提 


も 拓 
ます 


タラ ー ウ ィ ー の +# 


NE の っ 
集 財 


[ 拝 を モス ク に て 集 
E す 。 罪 に は な り ま 


* で き 』 


礼 振 の サワ ー ブ を 得る こと は で き 
は 複数 の 人 と 集 


団 四 


で 行え ば 、 


を 得 ま す 。 イ フ テ ィ タフ ・ タ クビ ー ル ご と に 
と され ます 。 イ シャ ー の 礼拝 を 集団 
E せ ん 。 イ シャ ー の 礼 料 
人 で 行い 、 そ れ か ら タ ラー ウィ ー 


より 良い 


タラ ー ウ ィ ー 
人 で 行っ た 人 は 、 フ ァ ル ド を 個 
の 礼拝 を 集団 


団 


の 礼拝 も 集 


で は で きき 


で 行う りこ と が で き 』 


E す 。 


E が ある 人 は 、 
の スン ナ と タラ ー ウ ィ ー の 代わ り に カゲ ダー の 礼 
は く カ ダー の 礼拝 を 終え 、 そ れ か ら こ の 礼 提 


空い た 時 間 に 5 


ロ 


の 礼 拓 
E を 行い 、 少 し で 
E ま を 始め る よう に し 


層 で 行え ば 、 他 の 人 々 は 家 


E。 し が か し 。 才 スグ で の 


ご づ 


ませ ん 。 家 で 、 一 人 も し く 
人 ん で 行う より や 2 み 7 倍 の りす ワー デ 


ー ヤ を 行う こと が 
で 行わ な い 人 は 、 
を 傾 
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第 5 部 
旅行 中 の 礼拝 


ハナ フィ ー 派 に 属す る 人 は 、15 日 より も 少な く 滞 在 す る 意思 を 
持ち 、104 キロ か それ より も 遠い 場所 に 行く こと で 、 旅 行者 と な 
ます 。 
旅行 者 は 、4 ラ カ ー ト の 礼拝 を 2 ラ カ ー ト と し て 行い ます 。 定 
住 者 の イマ ー ム に 従う 時 は 、 や は り 4 ラ カ ー ト 行い ます 。 旅 行者 
が イマ ー ム に な れ ば 、2 回 目 の ラ カー ト の 後 で 挨拶 を 行い ます 。 
それ か ら 、 彼 に 従っ て 集団 礼拝 を し て いた 人 々 は 礼 拓 を 完了 させ 
る 為 に ゥ ラ カ ー ト を さら に 行い ます 。 

旅行 者 で ある 人 は 、 メ スト の 上 か ら 8 日 9 晩 、 4 5 
と が で きま す 。 断食 を 中 止 す る こと が で きま す が 、 旅 行者 の 調子 
が よけれ ば 、 中 止 し な いこ と が より 良い と され ます 。 犠牲 を 憶 
る こと は ワー ジブ で は あり ませ ん 。 金曜 礼拝 も 旅行 者 と し て ファ 
ルド で は あり ませ ん 。 

礼拝 の 時 間 の 最後 の 方 で 出発 し た 人 は 、 こ の 礼拝 を まだ 行っ て 
いな けれ ば 2 ラ カ ー ト で 行い ます 。 し か し 時 間 の 最後 に 祖国 に 戻 
っ た 人 が まだ その 礼拝 を 行っ て いな けれ ば 、4 ラ カ ー ト で 行い ま 
3 
「 イ スラ ー ム の 恵み 」 と いう 本 で は 次 の よう に 書か れ て いま す 。 
ナー フィ ラ の 礼拝 は 、 立 っ て 行う 力 が あっ て も 、 座 っ て 行う こと 
は いつ で も どこ で も 認め られ て いま す 。 座 っ て 行う 際 に は 、 ル ク 
ウ の 為 に 体 を 曲げ ます 。 サ ジュ ダ の 為 に は 頭 を 地面 に つけ ます 。 
Pe この の ビリ 立っ て 
行う 人 の 半分 ほど し か サワ ー ブ が 与え られ ませ ん 。 に 5 回 の 礼 
拝 の スン ナ も 、 タ ラー ウィ ー の 礼拝 も 、 ナ ー フ ィ ラ の 礼拝 と な り 
ます 。 旅行 中 、 つ まり 町 や 村 以 外 で 、 ナ ー フ ィ ラ の 礼拝 を 動物 の 
下 で 行う こ ょ は 埋め られ で ゆい 信 す 。、 キ デラ に か うこ と 、 ル クウ 
と サジ ュ ダ を 行う こと は 不要 で す 。 象徴 的 な 動き で 行い ます 。 つ 
まり 、 ル クウ の 為 に 体 を 少し 曲げ ます 。 サ ジュ ダ の 為 に も う 少 し 
体 を 曲げ ます 。 動物 の 上 に た くさ ん の 汚れ が ある こと は 、 礼 拝 の 
妨げ に は な り ま せん 。 床 で ナー フィ ラ の 礼拝 を 行う 際 、 療 れ た 人 
は 、 杖 、 人 、 壁 に も た れ て 行う こと が 認め られ て いま す 。 自分 の 


と コ 


[ 
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\ る 時 に 礼拝 を する こと は 、 真 正 に は な り ま せん 。 


ファ ルド や ワー ジブ の 礼拝 は 、 や む を 得 な い 理 由 が な い 限 り 


は 、 動 物 の 」 


上 で 行う こと は 認め られ ませ ん 。 た だ し 差し 障 り が あ 


れ ば 行え ます 。 やむを得 な い 理 由 が ある 、 差 し 障 り の ある 人 と 
は 、 財 産 や 生命 、 家 畜 が 危険 で ある こと 、 家 畜 か ら 下 り た 場合 、 


動物 も し く は 動物 の 上 、 も し く は 動物 の 近く に ある 財産 が 盗ま れ 


る こと 、 君 猛 な 動物 、 敵 、 地 面 に 泥 あ る こと 、 雨 が 降っ て いる 
こと 、 病 人 で ある た め に 乗り 下り する 際 に 回 復 が 遅れ る こと 、 あ 
る い は 病気 が 重く な る こと 、 友 が 待っ て くれ ず 、 危 険 な 状態 で あ 
る こと 、 一 度 下 り る と 援助 な し で は その 家畜 に 乗れ な いよ うな 人 


を 指し ます 。 


可能 で あれ ば 、 動 物 を キ ブ ラ の 方 角 に 向け て 止ま ら せ て 行い ま 


す 。 不 可能 で あれ ば 、 動 いて いる 状態 で も 礼拝 を 行い ます 。 家畜 
の 上 に ある マフ ミー ル と 呼ば れる は この 中 で 礼拝 を 行う こと も 同 
様 で す 。 動物 を 止ま ら せ 、 マ フミ ー ル の 下 に 棒 を 置け ば 、 サ リー 
ル 、 す な わ ち テー ブル と 同じ で あり 、 地 面 で 礼拝 を 行う こと を 意 
味 し ます 。 こ の 場合 は キ ブ ラ に 向かっ て 立っ て 行う こと が 必要 で 
す 。 動物 か ら 下 り る こと が で きる 人 は 、 フ ァ ル ド の 礼 振 を マフ ミ 
ー ル で 行う こと は で きま せん 。 

船 で 礼拝 を 行う 時 は 、 ジ ャ ファ ー ル ・ タ イヤ ー ル が エチ オ ピ ア 


に 向かう 時 、 


預言 者 ムハンマド が 教え られ た よう に 、 次 の よう な 


光 を と り ま す 。 動い て いる 船 で 、 差 し 障 り が な く て も 、 フ ァ ル ド 


や ワー ジブ を 行う こと が で きま す 。 船 で 、 集 団 礼 拝 を 行う こと も 
で きま す 。 動 いて いる 船 で 象徴 的 な 動き で 礼拝 を する こと は 認め 


られ ませ ん 。 
も 必要 で す 。 


ルク ウ と サジ ュ ダ を 行い ます 。 キ ブラ に 向かう こと 
礼拝 を 始め る 時 、 キ ブラ に 向かい ます 。 船 が 動く に 


つれ て 、 そ の 人 も キ ブ ラ に 向き を 変え た ます 。 船 で は ナジ ャ ー サ か 
ら の 清め も 必要 で す 。 イ マー ム ・ ア ー ザ ム ・ ア ブー・ ハ ニー ファ 
に よる と 、 進 む 船 で は ファ ルド も 、 差 し 障 り の な い 状 態 で 座っ て 


行う こと が 認め られ て いま す 


海 の 真ん中 に いか り を 下ろ し た 船 は 、 大 きく 揺れ て いる よう で 
あれ ば 、 進 む 船 と 同様 で す 。 少し し か 揺れ て いな けれ ば 、 海 岸 に 
停 ま っ て いる 船 の 場合 と 同様 に 行い ます 。 海岸 に 停 ま っ て いる 船 


SS は 。 ブ アデ 2 


レ ド を 座っ て 行う こと は で きま せん 。 海岸 に 上 が る こ 
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と が 可能 


船 が 


で あれ ば 、 立 っ て 礼 提 
上 が っ て 礼拝 を 行う こと が 必要 と な り 3 


れ て いま す 。 


イブ ン ・ ア ー ビ デ ィ ン は 次 の よう に 語っ て いま す 。 
が あり 、 動 物 に つなが れ な けれ ば 地面 で まっ すぐ 立つ こと の で き 
物 で 礼拝 を 行う こと は 、 止 まっ て いる 時 も 動い て いる 時 
[ 拝 を 行う こと と 同様 で す 。4 つの 車輪 が ある 乗 
まり 机 と 同様 で す 。 動 いて 


な い 乗 り 
も 、 

り 物 ! 
いる 


還 N 


は 、 
寺 は 、 


し ます 。 
時 の よう 


動物 の 上 で + 
ト ま っ て いる 時 は セリ ル 、 つ 3 
動物 に 関し て 先述 の 差し 障 
ド を お こ な う こと が で き 、 乗り 物 を 止め て キ ブラ に に 向かっ て 礼拝 
ト め る こと が で き な け れ ば 
(に ネ 
動い て いる 際 
ィ ー 派 を 模 條 し 、2 つの 礼拝 を 3 
で あれ ば 、 キ ブラ に 向かう こと は 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


L 拝 し ま 


す 。」 


E す る こと も 真正 と は な ら ず 、 
E す 。 財 産 、 生 命 、 そ し て 
出発 する 危険 が あれ ば 、 船 で 、 立 っ て 礼拝 する こと が 認め ら 


、 進 ん で いる 船 


陸 に 


「 ゥ つの 車輪 


が あれ ば 、 そ こ で ファ ル 


に 乗っ て いる 


に キ ブ ラ に 向かう こと が で き な い 人 は 、 シ ャ ー フ 
E と め て 行い ます 


。 こ れ も 不 可能 


条件 で は な く な り ま す 。 椅子 、 


ソフ ァ ー に 座っ て 象徴 的 な 動き で 礼拝 を する こと は 、 誰 に も 認め 
られ ませ ん 。 バ パス や 飛行 機 で 礼拝 する こと は 、 乗 り 物 で 行う こと 
と 同様 で す 。 


旅行 中 の ファ ルド や ワー ジブ は 、 や め む を 得 な い 


理由 な く 動 物 の 


上 で 行う べき で は あり ませ ん 。 乗り物 を 止め 、 キ ブラ に 向かっ て 


立っ て 行う べき で す 。 こ の 人 為 
用 意 を あら か じ め し て お くべ べき な の で す 。 
旅行 者 は 、 ボ ー ト や 電 


の の 


向かい 


す 。 
バス 、 
ファ ル 


雷 車 
軸 


0 
ト や 電車 が 向き を 変 だ える た び 


に 、 乗 り 物 に 乗る 前 


E ほ で ファ ルド の 礼拝 を 行う 時 、 
の MS ポ ボー 


に 、 彼 


身 も キ ブ 


和合 が キ ブ ラ の 方 向 か ら 離れ た 場合 


に 必要 と な る も 


キ ブ ラ に 


に 向き を 変え ま 
1 提 了 二 な り ま す 。 


、 渡 の ある 海 で 、 キ ブラ に 向かう こと が で き な い 人 の 


の 礼拝 は 


行 中 に 


、 旅 行 中 に 


時 間 


シャ ー フ ィ 
の シャ ー の 礼 提 


は 認め られ ませ ん 。 そ の 人 為 、 
派 を 模 條 し 、 ズ フル と アス ル の 礼拝 、 
E を 一 緒 に 行う こと が で きま す 。 つ ま 


こう いっ た 人 々 は 旅 
そし て 


この 2 つの 礼拝 を 続け て 行う の で す 。 な ぜ な ら シ ャ 
SR 


に 、 そ し て イシ ャ ー を マグ リブ の 時 間 


に 早め て 行う こと 、 も 
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ーー | 礼拝 の 書 ーー 一 


し く は ズ フ ル を アス ル の 時 間 


に 、 マ グリ プ を イシ ャ ー の 礼拝 に 補 


ら せ て 、 こ の ?2 つの 礼拝 を 
為 、 ハ ナ フ ィ ー 派 で ある 人 が 、 
に 、 どこ か で 止ま っ た 際 
に アス ル の 礼拝 も 行う べき で す 。 
の 礼拝 の 時 間 に ま ず マ グリ ブ を 、 


べき で す 。 そ し て これ ら の 礼拝 を ニー ヤ す る 時 は 、 
ー 派 を 模 條 し 実行 し ます 」 と ニー ヤ す る べき で す 。 出 発 前 、 


ょ に 行う 2 こと が で きる か ら で す 。 


この 


旅行 
に ズ フ ル の 礼拝 を 行 


に 向く こと が で きず 
老後 
夜 、 止 まっ た 時 に は 、 イ シャ ー 
それ か ら イ シャ ー を 同時 に 行う 
「 シ ャ ー フ ィ 
も し 


プラ 


く は 旅行 が 終わ っ て か ら 、2 つの 時 間 の 礼拝 を 同時 に 行う こと は 


まま 本 。 


病気 の 際 の 礼拝 


ウド ッ ゥ ー を 無効 と する も の が 体 か ら 出 る こと が 続い て いる の で 


あれ ば 、 


「 差 し 障 り 」 が ある と いわ れ ま す 。 


傷口 か ら 血 や 肛 


が 流れ る こと 、 


痛 


が 一 つの 礼拝 の 時 間 内 に 続い て いれ ば 、 も し く は 
よ 、「 差 し 障 り 」 が ある と いわ れ ま す 
も し く は 礼拝 を 、 
的 な 動き で 行っ た りす る こと で 、 
お 性 は 、 尿 道 に オオ ムギ ほど の 


血 が ある 女性 
た り 、 楽 を 処方 


ーー 


し た り 、 


す 。 尿 が 漏れ る 
の 綿 は 、 少 量 の 尿 を 吸収 し 、 外 


よっ て ウド ゥ ー が 無効 と は な り ま せん 。 


ます 。 尿 が 大 基 
れ 、 ウ ドゥ ー が 無効 と な り ま す 。 
に すべ き で す 。 女 性 は 、 前 許 


し 、 そ の 状態 で 礼拝 を 行い ます 。 


ドゥ ー を 行う こと で 、 そ の 時 間 が 終わ る まで 、 フ ァ ル ド 、 カ ザ 
ー、 そ し て ナー フィ ラ の 礼拝 を 行う こと が で きま す 。 ク ルアー ン 
を 持つ こと も で きま す 。 礼拝 の 時 間 が 過ぎ れ ば 、 ウ ドッ ゥ ッ ー は 無効 


に な り ま す 。 時 間 が 過ぎ る 以前 に 
ゥ ー が 無 
が 出 て いる 時 に ウ 
出 て きた 場合 


メー を 行い 、 


に 漏れ る の で あれ ば 、 綿 を 浸透 


効 に な る こと も あり ます 。 


ー は 無効 と な り ま 


尿 、 膜 、 選 、 鼻 血 、 
みや 腫れ の 為 に 涙 が 出る こと 等 
H 経 で は な い 出 
。 詰め 物 を し 
座っ て 、 も し く は 象徴 
これ ら を 止め る こと が 必要 で 
綿 を 詰め ます 。 こ 


に 流れ る こと を 防ぎ ます 。 こ れ に 


綿 は 排 尿 時 に 自然 に 外れ 
し た 尿 が 外 に も 雀 
浴 れ た 尿 が 下着 を 汚さ な いよ 2 う 


Bb に いつ で も パッ ド を 当て て お くべ で き 
で す 。 お り も の が と ま ら な けれ ば 、 礼 拝 の 時 間 ご と に ウド 


ゥ ッ ー を 
の ある 人 は 、 一 回 の ウ 


差し 障 り 


も 、 差 し 障 り 以外 の 理由 で ウド 
例え ば 、 鼻 の 穴 の 一 つか ら 血 
その 後 も う 一 つの 穴 か ら も 血 が 
す 。 ウ ドッ ー を 行い 、 そ 
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の 時 間 の ファ ルド を 行う だ け の 時 間 に 流れ な いよ う で あれ ば 、 
し 障 り が ある こと に は な り 


差 


ませ ん 。 マー リキ 


派 の 一 つの 見 解 に 


よれ ば 、 一 滴 で も 流れ れ ば 差し 障 り が ある こと に な り ま す 。 
誰か が 差し 障 り の ある 状態 と な り 、 次 の 礼拝 の 時 間 に 、 一 度 で 


物 。 


一 滴 で も 流れ れ ば 、 差 し 障 り の ある 状態 は その 時 間 に も 続き 


ます 。 一 つの 礼拝 の 時 間 に 全 く 流 れ な けれ ば 、 差 し 障 り の ある 状 
態 は 終わ り ま す 。 差し障り の ある 人 の 汚れ が 、 そ の 服 に ディ ル ハ 


ム の 量 以 


上 に つい た と き 、 有 


ば 、 汚 れ た 場所 を 洗う こと が 必要 で す 。 
グ ス ル を 行う こと で 病気 に な る こと 、 も し く は 病気 が 重く な る 


こと 、 あ る い は 
いま す 。 こ の 恐れ は 、 


ロ エ 


師 の 言葉 も 


行う こと が で きま す 。 シャ ー フ ィ 


び 汚 れる こと を 防ぐ の が 可能 で あれ 


回 復 が 遅れ る こと を 恐れ る 人 は 、 タ ヤン ム ム を 行 
自分 の 経験 、 も し く は ムスリム で 公正 な 
吊 の 指摘 に よる も の で す 。 罪 を 犯し た こと が 言及 され て いな い 
認め られ ます 。 寒さ の た め に 住む 家 や 水 を 温め る 
段 、 町 の ハマ ム に 行く お 金 が な い 場 合 、 
す 。 ハ ナ フ ィ ー 派 で は 一 昌 


矢 
医 


や TU 


病気 の 原因 と な り 得 ま 


の タ ヤ ン ム ム で 望 や だ け の ファ ルド を 


派 と マー リキ 


派 で は 、 フ ァ 


ルド の 礼拝 それ ぞ れ の 為 に 新た に タ ヤ ン ム ム を 行い ます 。 
ウド ッ ゥ ッ ー で 洗う 場所 の 半分 に 傷 が ある 人 は 、 タ ヤン ム ム を 行い 


ます 。 傷 が 半分 より 少な けれ ば 、 健 
し ます 。 グ スル で は 全身 が ー つ の 器 
分 が 傷 で ある 場合 に タ ヤ ン ム ム を 行 
と で 害 が あれ ば 、 包 帯 の 上 か ら マ ス フ を 


れ ば 、 マ ス フ を 放 径 し 3 


康 な 部 分 を 洗い 、 傷 を マス フ 


\ 叫 
ご づ 


正 と 見 な され る 為 、 全 身 の 半 


が 害 を 及ぼ す の で あれ ば 、 頭 に マス フ を 行い ませ ん 。 手 に # 


E す 。 傷 に マス フ を 行う こ 


し ます 。 そ れ で も 害 が あ 


E す 。 ウ ドゥ ッ ー や グ ス ル で 、 頭 へ の マス フ 


疹 や 


傷 な どの 間 題 が ある た め に 水 を 使え な い 人 は 、 タ ヤン ム ム を 行い 
ます 。 顔 、 腕 を 地面 (レン ガ 、 土 、 石 の 壁 ) に つけ ます 。 手 や 足 
が 切断 され て いる 人 の 顔 に も 傷 が ある 場合 は 、 ウ ドゥ ー な し で 礼 


は 、 タ ヤン ム ム を 行い 


拝 を 行い ます 。 ウ ドゥ ッ ー を させ て くれ る 人 を 見 つ 


る 人 は 、 


こと は で きま す が 、 彼 ら に は 援 肥 


けら れ な い 人 


E す 。 子供 、 奴 隷 、 対 価 を 払っ て 雇っ て い 


を 行う 


彼 を 助け る 義務 が あり ます 。 他 の 人 か ら も 援助 を 求め る 
義務 は あり ませ ん 。 夫 婦 


も 、 互 い に ウ ドゥ ー を 行う の を 助け る 義務 は あり ませ ん 。 


採 」 


を し た り 、 


ヒル に 吸わ れ た り 、 傷 や で きも の が あっ た り 、 
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骨 が 折れ た り 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


に 包帯 ( 綿 、 ガ ー ゼ の 上 に の 版 


、 痛 ん だ り し た た め 


倉庫 、 軟 
を 。 
で それ ちら の 半分 


及ぼ す の で あれ ば 、 そ の 下 の 傾 


以上 を 一 度 マ セス フ し ま 
ま 康 な 場所 も 洗 


お 。 


に 見 える 健康 な 皮膚 の 部 分 
の ある 状態 CAME マス フ の 後に 
場合 、 も し く は その 上 に 別 の 包帯 が か ま か れ る 


の マス フ は 必要 と は な り ま せん 。 


立て な い 人 、 


念 さ れる 病人 は 、 
げ 、 そ れ か ら 体 を まっ すぐ ( 
や すい 
る こと ど 、 し ゃ が こ と 、 
目 の 痛 み は 病 気 と 見 な され ま 
り 」 で す 。 立 っ た 場合 
ます 。 何 か 


を 少し 
行い ます 。 座 


膝 、 


は 、「 差 し 障 
な っ て し まう 人 も 座っ て 礼拝 し 3 
て いら れる 人 は 、 
い 人 は 、 イ フ テ ィ タフ ・ タ クビ ー ル を 立っ て 行 


続け ます 。 
地 


ルク ウ や サジ ュ ダ の 為 ( 
て 、 ル クウ の 為 に 少し 、 サ ジュ ダ の 為 に は も う 少 し 深く 、 
げ る こと が で き な い 人 


げ ま す 。 体 を 
に サジ ュ ダ を 行う こと 
ダ を 行っ た 場合 
は 真正 と は な 
で ある } 
れ ま せん 。 預言 者 ムハンマド は ある 時 、 
彼 が 、 手 で 枕 を 持ち 上 
て 、 枕 を 取ら れ ま し た 。 病 人 は 新 を 持ち 上 
言 者 へ ムハンマド は それ も 
「 も し で きる な ら 、 床 で サジ ュ ダ を 行 
こと が で き な い の で あれ ば 、 何 か を 持ち 上 げ て そこ 


が 可能 


行い まし た 。 預 


も し く は 立っ た 場合 
礼 排 を 座っ た まま で 行い 3 
こし 、 床 に 
形 で 座る こと が 認め られ 、 例 え 
あぐら を か く こ と も 認め られ 3 


面 に サジ ュ ダ を 行う こと が 


ご づ 


是 . の 、 


も た れ て 礼拝 し ます 。 


E す が 、 


の ロロ ュ 
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) を 巻い て いる 人 は 、 そ の 場所 を 冷水 、 


し く は マス フ す る こと が で き な け れ ば 、 ウ ドゥ ッ ー や グ ス ル 


温水 で 洗 


3 


包帯 を 解く こと が 害 を 


に 病気 が 


で き な い 人 は 
こ 座 っ て 象徴 的 な 


は 頭 を 下げ ます 。 
は 必要 で は あり 0 何 か の 上 !【 
、 サ ジュ ダ で ルク ウ よ り も 深く 体 を 
マク ルー フ で す 。 も た れ な が ら 座 る こと 


いな さい 。 


\ ま せん 。 


、 立 っ た まま 唱え 


助 き で 行い ま 


す 。 


貰 た わっ て 象徴 的 な 動き で 行う こと は 訟 
病人 を 訪問 され ま 
げ 、 そ こ で サジ ュ ダ を 行っ て いる の を 見 
げ 、 そ こ で サジ ュ ダ を 
ら れ ま し た 。 そ 
床 に 体 を 傾け る 
に サジ ュ ダ を 


NN 


名 帯 の 間 
に マス フ を し ます 。 包帯 は 、 只 入 人 


包帯 を 変 
場合 、 新しい 包 析 帝 へ 
長引く こと が 強く 懸 
E す 。 ル クウ の 人 為 に 体 
2 度 の サジ ュ ダ を 
ば 膝 を 曲げ 
E す 。 頭 、 


E す 。 敵 に 姿 を 見 られ る と い 2 う 門 
に 断食 や ウド ゥ ー が 無 
に も た れる こと で 立っ 
長い 時 間 立 っ て いら れ な 
い 、 座 っ て 礼拝 を 


去 ロ ンー 
(ーー 


凍ら 
体 を 上 
何 か の 上 
こ サ ジュ 
げ れ ば 礼拝 


誰 め ら 


に し た 。 


し て 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


行う こと は や め な さい 。 象徴 的 な 動き で 行い な さい 。 ル クウ より 


も サジ ュ ダ で より 深く 体 を 


フル ・ ウ ル ・ ラ 


断 に ) アッ ラ 


げ な さい 」 と 命じ られ まし た 。 


「 バ 


ー イ ク 」 で 記さ れ て いる よう に 、 イ ムラ ー ン 家 章 
191 節 で は 、「 ま た は 立ち 、 ま た は 座り 、 ま た は 横たわっ て ( 不 
を 唱 念 し 、 天 と 地 の 創 造 に つい て 考え る 者 は 言 


う 」 と され て いま す 。 イ ムラ ー ン ・ 
ハン マ ド は 彼 に 「 立 っ て ネ 
座っ て 行い な さい 。 そ れ も で き な け れ ば 、 横 向き 


た 時 、 預 言 者 ム 


が で き な け れ ば 


L 提 


ビン ・ フ サイ ン が 病気 に な っ 
E を 行い か な さい 。 それ 


も し く は 仰向け に 寝 て 行い な さい 」 と 命じ られ まし た 。 こ の よう 


に 、 立 て な い 病 人 は 座っ て 礼 朝 


E し ます 。 座れ な い 病 人 は 科 て 礼拝 


し ます 。 椅子 や ソフ ァ に 座っ て 礼拝 する こと は 認め られ て いま せ 
く は バス や 飛行 機 に 乗っ て いる 人 が 椅子 や ソフ ァ 


ん 。 病人 、 も し 


に 座っ て 礼拝 を 行う こと は 、 イ 


2 


し ます 。 20 の 事 
し な い 為 の 正当 な 差し 障 り と な り ま す 。 情 
生命 や 財産 を 筐 う 英 へ の 恐れ が ある こと 、 


る こと を 坊 れ る 


こと 、 金 を 借り て 


スラ ー ム で は 適切 で は な い の で 
集団 礼拝 と な る と 立っ て 礼 振 で き な い 人 は 、 家 で 立っ て 礼拝 
呈 の うち ー つ で も 当て は まれ ば 、 集 団 礼拝 に 参加 


且 、 激 し い 徐 さ 、 寒 さ 、 


友人 が 行っ て し まっ た 
た め に 一 人 で 出かけ る こと へ の 恐れ が ある こと 、 周 囲 が あま り に 


\ る 相手 に つか まっ て 投獄 され 
貧者 で ある こと 、 盲 目 で ある こと 、 


歩け な い 程 に 


マヒ し て いる こと 、 片 足 が 切 断 さ れ て いる こと 、 病 気 で ある こ 


と 、 体 が 不 E 


す 直 れ 、 旅 に 出る と ころ で ある こと 、 代 わり に 病人 を 見 る 人 が 見 


由 で ある こと 、 歩 け な い こと 、 歩 け な い 老人 で ある 
こと 、 貴 重 な イ スラ ー ム 法学 の 授業 を 逃す こと 、 好 き な 食 事 を 逃 


つか ら な い 看 護 人 で ある こと 、 強 風 の 夜 、 ト イレ に 行く 為 に 我慢 


を 強い られ て いる こと 。 病気 の 悪化 や 


や 、 
困難 で ある こと 


ロ 


復 の 遅れ を 世 れ る 病人 


代わ り に 病人 を 見 る 人 が いな い 看 護 人 、 老 衰 に より 歩く の が 
は 、 金 曜 礼拝 に つい て の 差し 障 り で す 。 集団 礼拝 


に 歩い て 行き 来 す る こと は 、 乗 り 物 に 乗っ て 行き 来 す る こと より 


も より 徳 が あり 
な 動き で 礼拝 を 
いな い 


ラー ェ 


ます 。 モ スク で 、 椅 子 や ソフ ァ ー に 座っ て 象徴 的 


行う こと は 認め られ ませ ん 。 イ スラ ー ム が 教え て 


肛 で イ バ ー ダ を 行う こと は ビ ド ゥ ア と な り ま す 。 イ スラ ー 


ム 法 学 の 本 に は 、 ビ ドッ ア を 行う こと は 大 き な 罪 で ある と 書か れ 


て いま す 。 
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あお むけ に 寝る 々 る こと が で き な け れ ば 右向き に 寝 
0 
こと っ て や りや す v 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


何 か に も た れ て 座る こと が で き な い 病人 は 、 あ お むけ に 和 寝 で 、 


上 SN 頭 で 象 徴 的 な 動き を する こと が で 
礼拝 を カ ダ ー に 残す こと が 認め られ ま 
人 は 、 で きる 形 で 続け ます 。 座 っ て # 
に 回 復 す れ ば 、 立 っ て 礼拝 を 続け ま 
は 、 礼 拝 を 行い ませ ん 。5 回 分 の 礼 提 
5 回 の 礼拝 を カ ダ ー し ます 。 6 回 の ネ 


いま せん 。 


[ 拝 を し て いた : 


E が 周 ぎ る 前 に 


す 。 礼拝 中 に 病 


L 拝 が 過ぎ れ ば 、 


て 、 頭 で 象徴 的 
E す 。 キ ブラ に 向かう こと が で き 
\ 方 向 に 向かっ て 行い ます 。 膝 を 


な けれ ば 、 
折る こと は 


気 に な っ 
病人 が 礼拝 


カ ダ ー 


象徴 的 な 動き に よっ て で は あっ て も 、 で き な か っ た 礼拝 は 急 


で カ ダ ー を 行う こと が ファ ルド で す 。 カ ダー する 前 


に 死ね ば 、 


ぶ き な い 人 は 、 


な 
彼 


六 


す 。 知 性 や 意識 を 失っ た 人 
避 復 すれ ば 、 


ェ ン 一 


は 行 


い 
* で 


き な か っ た 礼拝 の 代償 と し て 彼 が 遺し た 財産 か ら フ ィ デ ィ ヤ を 払 


うこ と を 壮 言 する こと が ワー ジブ プ です 。 


遺言 し な けれ ば 、 家 族 、 


さら に は 他人 が その 財産 か ら 補 償 を 行う こと が 認め られ る と され 


て いま す 。 


カ ダ ー の 礼拝 


礼拝 は 肉体 に よっ て 行わ れる イ バ ー ダ で ある 為 、 他 人 が 代わ り 


に 行う こと は で きま せん 。 全て 自分 で 行う こと が 必要 で す 。 礼拝 
を 時 間 通 り に 行う こと を 「 エ ダー」 と 言い ま 
| イアー グ 」 と 言い ます 。 例え ば ぼ 、 マ ク グルーブ ょ 
それ が 不可 能 
は ワー ジブ で す 。 ファルド や ワ 


再び 行う こと を 
し て 行わ れ た 礼 朝 


時 で も 、 そ れ を も う 一 度 行う こと 


E の 時 間 が 過ぎ る 前 、 


ー ジ ブ で ある 礼 電 
言い ます 。 


一 日 の 、5 回 の 礼 提 
し て カ ダ ー を 行う 際 に 
す 。 っ まり 科 を 行商 


に は その 順序 に 


す 。 何ら か の 時 間 に 


で あれ ば 他 


E の ファ ルド と ウィ トル の 礼拝 を 行う 際 、 
SM 
注意 を 払う こと が 必要 で 


の 


ま E を 、 そ の 時 間 が 過ぎ て か ら 行 うこ と を カ ダ ー と 


す 。5 回 以上 の カ ダ ー が な い 人 を 「 正 し く 守 る 人 」 と 呼び ます 。 
“は 、 そ の 日 の ズ フ ル の 時 間 に 行 うこ と が 必要 で 


金曜 日 の ファ ル 


す 。 フ ァ ジ ュ ル の 礼拝 


に 起き られ な か っ た 人 は 、 フ トバ の 最 


で 


あれ それ を 思い 出し た の で あれ ば 、 す ぐに その カ ダ ー を 行う べき 
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で す 。 一 つの 礼拝 を 行わ ず に 、 そ の 後 の 礼 拝 を 行う こと は 認め ら 
れ ま せん 。 ハ ディ ー ス で は 「 一 回 の 礼拝 に 寝過ごし て し まっ た 


人 、 も し く は 失念 し た 人 は 、 そ の 後 の 礼 拝 を 集 


団 で 行っ て いる 時 


に それ を 思い 出し た の で あれ ば 、 イ マー ム と 行 


っ て いた 礼拝 を 終 


わら せ 、 そ れ か ら 前 の 礼拝 の カ ダ ー を 行う 。 その後 、 イ マー ム と 


行っ た 礼拝 を 再度 行い か な さい 」 と され て いま す 。 
ファ ルド を カ ダ ー す る こと は ファ ルド で す 。 
する こと は ワー ジブ で す 。 ス ン ナ を カ ダ ー す る 


ワー ジブ を カ ダ ー 
こと は 感じ ち れ て 


いま せん 。 ハ ナ フ ィ ー 派 の 学者 は 次 の 点 で 意見 


を 一 任 さ せ て いま 


す 。「 ス ン ナ の 礼拝 は 、 た だ 時 間 内 に 行う こと が 命じ し られ て い 
る 。 時 間 内 に 行わ れん な か っ た スン ナ の 礼拝 は 、 人 の 上 で 負債 と は 


ら な い 。 従っ て 時 間 外 で カ ダ ー す る こと は 合 じ 


られ て いな い 。 フ 


ァ ジ ュ ル の スン ナ は ワー ジブ に 近い も の で ある た め 、 そ の 日 の ズ 


フル の 前 に ファ ルド と 共に カ ダ ー さ れる 。 ファ 


ジュ ル の スン ナ を 


ズ フ ル の 後に 、 他 の スン ナ は どの 時 間 に お いて も カ ダ ー だ れ な 
My ガ ダ ー を 行え ば は 、 ス ンチ の サ ワー グ が 年 じ な か ない 。 ザー シィ ラ 
の 礼拝 を 行っ た こと に な る 」 イ ブ ニ ・ ア ー ビ デ ィ ー ン も 、「 タ ル 
ギー ブッ サラ ー ト 」 の 162 ペー ジ で 次 の よう に 述べ て いま す 。 


「 ス ン ナ を 、 差 し 障 り が な く て も 座っ て 行う こ 
全く 行わ なかい こと は 罪 で ある 。 フ ァ ル ド は 、 差 
座っ て 行う こと が 認め られ る 」 

ファ ルド の 礼拝 を わざ と 、 差 し 障 り が な い の 


行う 必要 が あり ます 。 フ ァ ル ド と ワー ジブ で あ 


カ ダ ー に 残す こと に 関し 、2 つの 認め られ る 差し 障 り が あり ま 
と こし て いる こと で す 。 も う 1 つ は 旅行 中 で ある 


す 。 1 つ は 敵 を 前 
人 、 す な わ ち 8 日 以上 の 旅行 を ニー ヤ し て いな 


と は 認め られ る 。 
し 障 り が ある 時 に 


に 放棄 する こと は 


大 き な 罪 で す 。 時 間 通 り に 行わ れ な か っ た この 礼拝 は 、 カ ダー を 


る 礼拝 を 、 わ ざと 


か っ た と し て も 、 


旅行 中 の 人 が 盗賊 や 狂 猛 な 動物 、 洪 水 、 風 等 を 革 れ た 場合 で す 。 


こう いっ た 人 々 は 、 座 っ て 、 ど ちら か の 方 向 に 


と が で きま す 。 こ の ?2 つの 理由 で ファ ルド を カ 


動物 の 上 で 、 象 徴 的 な 動き で 礼拝 が で き な い 時 、 


向い て 、 あ る い は 
カ ダ ー に 残す こ 
ダー に 残す こと 、 


それ か ら 和 村 過 ご し た り 失 念 し た り し て 礼拝 を 逃す こと は 罪 に は な 


り ま せん 。 ア シュ バフ は その 解説 で 、「 湧 れ か け て いる 人 、 あ る 


い は 同様 の 状態 に ある 人 を 助け る 為 に 礼拝 を 時 
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間 が 過ぎ て か ら 行 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


夫人 。 


葉 H 


真正 と な る 」 と し て いま す 。 し か し 、 差 し 障 り の ある 


状態 が 終了 する と 、 す ぐに カ ダ ー を 行う こと が ファ ルド で す 。 ハ 
ラー ム で ある 8 つの 時 間 以 外 の 空い て いる 時 間 で 行う こと を 条件 
に 、 子 供 た ちの 導 の 糧 を 稼ぐ まで 遅らせ る こと は 認め られ て いま 


す 。 そ れ 以 上 に 遅 ら 1 


は 、 ハ ンダ ク の 戦い で の 激 し さ ゆえ に 4 


こと が あり 


せる と 、 罪 と な り ま す 。 預言 者 ムハンマド 


ロ 


の 礼拝 を 行え を な か っ た 


E し た 。 そ の 夜 、 教 友 た ち が 


いる 中 で 、 す ぐに 集団 
は 、 
る 」 


と いわ れ て い 


は | デ w プ ター し 、 つの 


フク バ の 間 に わ た り 地 獄 に 入れ られ る 」 と され て い 3 


バ は 来世 で の go 年 で あり 


礼 電 
「 ゥ 。 つの ファ ルド の 礼 搬 
Ra。 
が 過ぎ て 行う こと は 最も 大 き な 罪 な 


E で 行わ れ 
E を 1 つ ! 


礼拝 を 時 間 が 


、 来 世 で の 1 


ど に な り ま す 。 一 


て な る で べき で し ょ よう りう 。 


預言 者 ムハンマド は 次 の よう に 言わ れ て い 3 
E を 行う 人 は 、 そ の 教え を 


す 。 礼 拝 を 行わ な い 人 は 、 そ の 教え を 月 壊さ せる 


ラー ム の 柱 で ある 。 礼 提 


回 の 礼 提 
が これ な の で あれ ば 、 全 く 行 


E が 時 


『 わ な いこ と 


ー ス で は 、「 審 判 の 


、 信 


こと で ある 」 と され て い 


仰 の 後 、 
ます 。 


人 初 


も べ よ 。 ネ 


ヴ 


う 。」 また だ 


ッ ラ フー と 最も 近い 時 と は 、 
れ て いま す 。 
ムスリム が 何ら か の 礼 提 


[ 拝 に つい て の 裁き を 通 
あな た の も の で ある 。 私 は それ 以外 の 審 : 
北 昧 章 第 45 節 で は 、 


礼 電 


E り 、 礼 拝 を 


E た アッ ラー は 仰せ られ た 。「 
過す る こ 


「 本 当 に 礼 振 は 、( 人 を ) 醸 行 と 悪 
ほか ら 遠 ざけ る 」 と され て いま す 。 預言 者 ムハンマド は 「 人 が ア 
E ま を 行っ て いる 時 間 で ある 」 と 言わ 


場 つ き 、 激 し く 疲 労 し て 
し た 。 預言 者 ムハンマド 
め る こと は 大 き な 罪 で あ 


時 間 通 り に 行わ ず 、 時 間 


の で す 。 あ る ハデ ィ ー ス で 


過ぎ て か ら 行 う 人 を 、80 
E す 。1 フク 
紀 界 で の 千年 ほ 


は この ] 


ぎ 間 を 過ぎ て か ら 行 われ る こと の 禄 


の 罰 が いか ほど か 、 考 え 


ます 。「 礼 拝 は イス 

まっ すぐ に 伸 ば 
ある ハデ ィ 
E に つい て の 


o」 
し 提 


の 問い は # 


と が で きれ ば 、 救 い は 
前 を 容易 な も の と し よ 


E を 時 間 通 り に 


の 種類 が あり ます 。 1. 


上 


当 な 


拝 を 自ら の 務め で あり 、 
っ 
ファ ルド の 礼 提 


上 
怠 情 で ある 為 に 放棄 する こと 。 
E を 正当 な 理由 な く 、 時 間 が 過ぎ て か ら 行 うこ 


行わ か いこ と に は 、92 つ 


昌 由 が あっ て 行わ な いこ と 、92. 礼 


要 で ある と 」) 


思っ て いる に も か か わら 


と 、 つ まり カ ダ ー に 残す こと は ハラ ー ム で あり 、 大 き な 罪 で す 。 
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この 罪 は カ ダ ー を 行っ て も 許さ れ ま せん 。 カ ダー を 行う と 、 た 
だ 、 礼 拝 を 行わ な か か っ た 人 罪 が 許さ れ ま す 。 礼拝 を カ ダ ー し な い 限 


り は 、 た だ 悔 悟 に よっ て 許さ れる こと は あり ませ ん 。 


カ ダ ー を 行 


っ た 後 で 悔 悟 す れ ば 、 許 され る こと が 望ま れ ま す 。 悔 悟 する 時 に 
は 、 し な か っ た 礼拝 を カ ダ ゲー する こと か が 必要 で す 。 カ ダー する カ 
が ある の に カ ダ ー を し な けれ ば 、 さ ら に 大 き な 罪 を 犯し た こと に 
な り ま す 。 こ の 大 き な 罪 は 、 そ れ ぞ れ の 礼拝 を 行え る だ け の 時 間 
(6 分 ) が 無駄 に 過ぎ る ご と に 、 そ れ よ り 前 の 罰 の 時 間 程 に 増え 
ます 。 なぜ な ら 礼 拝 は 、 空 いた 時 間 に す ぐに カ ダ ー す る こと が フ 


ァ ル ド だ か ら で す 。 カ ダー を 行う こと を 重要 視 し な v 


\ 人 は 永遠 に 


焼 か れ ま す 。「 ウ ムダ トゥ ッ - ル イス ラー ム 」 と 「 ジ ャ ー ミ - ウル 


ファ タワ 」 で は 、 次 の よう に 記さ れ て いま す 。「 敵 を 前 
避 の ファ ルド の 礼拝 を 行う こと が 可能 で ある 時 に それ を 放 乗 する 


こと は 、700 の 大 き な 罪 を 犯し た か の よう な 罪 で ある 


前 に し て 、1 


」 


カ ダ ー を 遅らせ る こと の 罪 は 、 時 間 内 に 礼拝 し な か っ た 罪 より 
も より 大 き な も の と な り ま す 。 一 つの 礼拝 の 最初 の カ ダ ー を 行う 
こと を ニー ヤ し て カ ダ ー の 礼拝 を 一 度 行え を ば 、 こ の 人 罪 は 全て 許さ 


れ ま す 。 


詳細 の 解説 : スン ナ の 代わ り に カ ダ ー の 礼拝 は で きる か 


アブ ドッ ゥ ルカ ディ ル ・ ガ イラ ー ニ 和 師 は 、「 フ トゥ ー フ ル ・ ガ イ 
ブ 」 と い 2 書物 で 次 の よう に 語っ て いま す 。 信 者 は まず 、 フ ァ ル 
ド を 行う 必要 が あり ます 。 フ ァ ル ド を 終え て か ら 、 ス ン ナ を 行い 


ます 。 そ れ か ら ナ ー フ ィ ラ に 取り 組み ます 。 で き て v 


\ な い フ ァ ル 


ド が ある 時 、 ス ン ナ を 行う こと は 愚か な こと で す 。 で き て いな い 


ファ ルド が ある 人 の スン ナ は 認め られ ませ ん 。 ア ! 


ー・ イ ブ ニ 


ー・ ア ブー・ タ ー リ ブ (アッ ラー が お 慶 びく だ さい 
は 語っ て いま す 。「 で き て いな い フ ァ ル ド が ある 人 ヵ 


ます よう に ) 
* そ の カ ダ ー 


を 行わ ず に ナー フィ ラ を 行え ば 、 無 駄 に 苦労 し た こと に な る 。 こ 


の 人 が カ ダ ー を 行わ な い 限 り 、 ア ッ ラ ー は 役 の ナー フィ ラ の 礼拝 


を 認め られ な い 。」 


アブ ドゥ ルカ ディ ル ・ ガ イラ ー ニ 和 師 が 記し て いる この ハデ ィ ー 
ス か ら 、 ハ ナ フ ィ ー 派 の 学者 アプ ドゥ ル ハ ッ ク ・ ダ フラ ウィ ー 師 


は 以下 の よう に 語っ て いま す 。「 こ の 知ら せ は 、 で き て いな い フ 
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ァ ル ド が ある 人 の スン ナ と ナー フィ イラ が 認め られ な いこ と を 示 
す 。 ス ン ナ が 、 フ ァ ル ド を 完成 させ る こと を 我々 は 知っ て いる 。 
この 意味 は 、 フ ァ ル ド を 行う 際 、 そ れ ら が 完全 な も の と な る 人 為 の 


要 
全 な も の と な る 為 の 要 
人 の 、 認 め ら れ な し v 


因 で ある 何 か を 逃 し た 場合 、 


スン ナ は 、 行 われ た ファ ルド が 完 
因 と な る 。 ファルド の 礼拝 を 行っ て いな い 
ゝ スン ナ は 何 の 役 に も 立た な い 」 
エル サレ ム の 判事 ムハンマド ・ サ ー ド ッ ク 氏 は 、 


時 


間 内 に 行わ 


れ な か っ た 礼拝 を カ ダ ー す る こと に つい て 語る 際 、 次 の よう に 示 


され て いま す 。「 偉 大 な 学者 イブ ニ ・ ヌ ジャ イム 師 に 質問 が な さ 


れ た 。『 誰 か に 、 


カ ダ ー に 残さ れ た 礼拝 が ある な ら 、 フ ァ ジ ュ 


ル 、 ズ フル 、 ア スル 、 マ グリ ブ プ 、 イ シャ ー の スン ナ を この 礼拝 の 


グー と し て ニー ヤ ト し で 生え は 、 


に な る で し ょ うか 』 答 えと 


し て 『 ス ン フ 


な い 。 なぜなら 日 に 5 
の 時 間 の 中 で ファ ル 


日 


の 礼拝 の スン フ 
以外 の さら な る れ # 


この 人 は スン ナ を 放棄 し た こと 


た を 放棄 し た こと に は な ら 
た を 行う こと の 意図 は 、 そ 
[ 拝 を 行う こと で ある 。 シ 


ャ イ ター ン は 礼拝 を 全く 行わ な いこ と を 望む 。 ファル ド 以 外 に も 
う 一 つ 礼 拝 を 行う こと で 、 シ ャ イタ ー ン に 対抗 し 苦し め た こと に 
な る 。 ス ン ナ の 代わ り に カ ダ ー を 行う こと で 、 ス ン ナ を も 実行 し 
た こと に な る 。 で き て いな い フ ァ ル ド の 礼拝 が ある 人 が 、 礼 拝 の 


時 間 ご と に その 時 間 の ファ ルド に 加え て 他 の 礼拝 を も 行い 、 ス ン 


ナ を 実行 する 為 に 、 カ ダー を 行う こと が 必要 で で ある 。 なぜなら 
多く の 人 が 、 カ ダー を 行わ ず に スン ナ の 礼拝 を 行っ て いる の だ 。 
この 人 々 は 地獄 に 行く こと に な る 。 し か し スン ナ の 代わ り に カ ダ 
ー を 行う 人 は 、 地 獄 か ら 救 われ る 』 と いわ れ た 」 


カ ダ ー の 礼拝 は どの よう に 行わ れる か 


カ ダ ー の 礼拝 を 少し で も 早く 行い 、 さ ら に 1 
す 。 そ の 導 、 
E し な い 人 々 、 何 年 分 も で き て いな い 


き な 罰 か ら 救 わ れる べき で 
で 行う べき で す 。 怠 恒 で 


し 電 


ほ 悟 を も 行っ て 、 
スン ナ も カ ダ ー の ニー ヤ 


礼拝 が ある 人 は 、 礼 拝 を 始め る 時 、 ス ン ナ を 行う 際 に その 時 間 で 


ーー ヤル し つつ 行う りこ と は 、 


4 つの 学派 


す 。 ハ ナ フ ィ ー 派 で は 、 正 当 な 理 
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な くれ # 


肥 初 に カ ダ ー に 残し た 礼拝 の カ ダ ー を 行う こと を ニー ヤ し な が ら 
礼拝 する べき で す 。 こ うい っ た 人 が スン ナ を カ ダ ー の 礼拝 の 為 ( 


ー 


Nー 


の 


EE て で 必要 と され て いま 
[ 拝 を カ ダ ー に 残す こと 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


は 大 き な 罪 で す 。 こ の 大 き な 罪 は 、+ 
に 増え て いき ま 
寺 間 に すぐ に カ ダ ー す る こと は ファ ルド だ か ら で す 。 勘定 や 数 に 
入り きら な いこ の 大 き な 罪 と その 罰 か ら 救 われ る 薦 に 
綴 初 の 4 ラ カ ー ト の スン ナ を 行う 際 に 


倍 


間 が 経過 する ご と に 


ェ コ 


礼拝 の 


L 拝 が で きる だ け の 室 


いた 時 


す 。 なぜなら 礼 振 を 空い た 


最初 に 


こ 、 ズ フル の 
に カ ダ ー に 残 


本 お の の ビリ の 衝 を 行う で べき で 


す 。 ズ フル の 終わ 


の スン ナ を 行う 際 に 


取 


最 ? 


に カ 


に 残し 


OO SN 


ます 。 ア スル の スン ナ を 行う 際 に 
し 、 カ ダー の 礼拝 を 行い 3 


8 ジー トド め の マグ) 


いま す 。 イ シャ ー 000 
の スン ナ を 行う 際 に は 、 最 
光 昌 に PO の の の 


ド 、 終 わ 


に し て 3 


倍 


日 分 の カ ダ ー を 行い ま 
行う 際 も 、 カ ダー を ニー ヤ し つつ 、 カ ダー の 礼 提 
年 分 の カ ダ ー の 礼拝 が ある に し ろ 、 
す 。 カ ダー が 終わ れ ば 、 ス ン ナ の 礼拝 を 始め ます 。 
ば 、 あ ら ゆ る 機会 に カ ダ ー の 礼拝 を 行 
負債 を 終え る べき で す 。 
に な っ て 増え て いく の で す 。 


初 に 


E す 。 マ グリ デ の スン フ 
プ の ファ ルド を ニー ヤ し 、 カ ダー の 礼拝 を 行 


は 、 ア スル の ファ ルド を ニー マヤ 
た を 行う 際 に は 、 


の 財 生 の ファ ル 


に 残し た ウィ ト 


NE の 


す 。 タ ラー ウィ ー の 礼拝 を 


1 
ヽ 


少し で も 
行わ れ な か っ た カ ダ ー の 礼拝 の 罪 は 、 


E ま を 行い ます 。 何 


これ を それ だ け の 年 月 続け ま 


時 間 が あれ 
早く カ ダ ー の 


テー 


ーーー] 礼拝 の 書 ーー 一 


第 6 部 
礼拝 を 行わ な い 人 

アブ ー・ バ クル ・ ス ッ ド ッ ゥ ッ ー ク (アッ ラー が 慶 ば れ ま す よ う 
に ) は 、 次 の よう に 言わ れ て いま す 。「 日 に 5 回 の 礼拝 の 時 間 が 
来る と 、 天 使 た ち は 『 人 間 た ちよ 、 起 き な さ い 。 人 を 焼く 為 に 
意 さ れ た 日 を 、 礼 拝 に よっ て 消し な さい 』 と 言 う 。」 

ある ハデ ィ ー ス で は 、「 信 者 と 不信 仰 者 を 分 ける 違い は 、 礼 拝 
で ある 」 と され て いま す 。 つ まり 、 信 者 は 礼拝 を 行い 、 不 信仰 者 
は 礼拝 を し ませ ん 。 偽 信者 の うち 、 一 部 の 人 々 は 礼拝 を 行い 、 一 
部 の 人 々 は 行い ませ ん 。 偽 信者 は 地獄 で ひど い 久 を 受け る こと に 
な り ま す 。 解釈 学者 た ちの 長 で ある アブ ドゥ ッ ラ ー  ・ イ ブン ・ 
アッ バー ス は 次 の よう に 語っ て いま す 。「 私 は アッ ラー の 使徒 か 
ら 聞 いた 。 彼 は 『 礼 拝 を 行わ な い 者 は 、 審 判 の 日 、 ア ッ ラ ー を 立 
腹 さ えた 状態 で 見 る だ ろう 』 と いわ れ た 」 

ハデ ィ ー ス に 関わ る イマ ー ム た ち が 一 致し て 告げ て いる こと 
は 、「 一 回 の 礼拝 を あえ て 時 間 内 に 行わ な い 、 つ まり 時 間 が 過ぎ 
て し まう 時 に 、 礼 拝 を し て いな いこ と を 苦 に も し な い 人 は 不信 仰 
者 と な る 』 と いう 点 で す 。 あ る い は 、 信 仰 を 持た な い 者 と し て 死 
ぬ と され ます 。 

礼拝 を 思い 起こ し も し な い 人 、 0 
は どう な る の で し ょ う か 。 スン ナ の 道 に < 従う 学者 た ち 邊 。 意見 を 
一 致 さ せ て 「 イ バー ダ は 信仰 の 一 部 で は な い 」 ST だ 
だ し 、 礼 拝 に つい て の 意見 は 一 致し て いま せん 。 法学 に 関わ る イ 
マー ム の うち 、 イ マー ム ・ ア フ マ ド ・ イ ブ ニ ・ ハ ン バ ル 、 イ スハ 
ー ク ・ イ ブ ニ ・ ラ ー ハ ワイ フ 、 ア ブ ド ゥ ッ ラ ー  ・ イ ブ ニ ・ ム バ 
ー ラ ク 、 イ ブラ ヒー ム ・ ナ ハイ ー、 ハ カム ・ ビ ン ・ ウ タイ バ 、 ア 
イ ユ ー ブ ・ サ フ テ ィ ヤー ニー、 ダ ー ウ ド ・ タ ー イ ー、 ア ブー・ バ 
クル ・ イ ブ プ ニ ・ シ ャ イ バ パ 、 ズ バイ ル ・ ビ ン ・ ハ ルプ や その 他 多 く 
の 偉大 な 学者 た ちら は 、 一 つの 礼拝 を 意図 的 に 、 つ まり あえ て 行わ 
な い 人 は 不信 仰 者 と な る 、 と し て いま す 。 だ か ら 、 一 度 の 礼拝 も 
逃さ ず 、 ま た 適当 に 行わ な か いで くだ さ 、。 喜 ん で 礼拝 を 行っ て く 
だ さい 。 審判 の 日 、 ア ッ ラ ー が 学者 た ちの この 一 致し た 意見 に 応 
じ た 六 を 与え られ る な ら 、 ど うす る べき で し ょ うか 。 

ハン バリ ー 派 で は 、 一 つの 礼拝 を 正当 な 理由 な く 行 わな い 人 


て HH 
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ず 、 礼 提 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


は 、 ム ル タ ド の よう に 殺さ れ ま す 。 洗浄 され ず 、 白 布 で 包ま れ 


E も な され ませ ん 。 ム スリ ム の 墓 


墓地 は 明らか に され ませ ん 。 
礼 振 を 行わ な か い 人 に つい て 、 シ ャ ー フ ィ ー 派 で は ムル タ ド に 


な り ま せん が 、 


ハナ フィ 


され る 


M 


その 罰 は 死刑 で す 。 
リキ ー 派 の 見 解 は 、 シ ャ ー フ ィ ー 派 と 同じ で す 。 
派 で は 、 礼 拝 を 行わ な い 人 は 礼拝 を 始め る まで 投獄 


好 に は 埋 更 され ず 、 ま た 


山 の 中 の 穴 に 


昌 め られ ます 。 


礼拝 を し な い 人 に 人 


ゝ 、 血 が 流れ る まで 打 た れる と され ます 。 


5 つの 事柄 を 行わ な か い 人 は 、5 つの こと が 叶い ませ ん 。 
財産 か ら ザ カー ト を 払わ な い 人 は 、 そ の 財産 か ら 幸 福 を 得る こと 
が で きま せん 。 


サダ カ を 支払 わな い 体 に 


ドゥ アー を し な い 人 は 、 2 
礼 捧 の 時 間 に な っ て 、 礼 拝 を する こと を 望ま な い 人 は 、 最 期 の 瞬 
昌 え る こと が で きま せん 。 


間 に カ ! 


ある ッ 


マ ・ シ ャ ハー ダ を ! 


健康 は 残り 


ゝ ディ ー ス で は 次 の よう に 語ら れ て いま す 。 「 正 当 な 四 


な く 礼 拝 を 行わ か なかい 人 に は 、 ア デッラ ー は 


る 。6 つ は 現 


世 で 、3 つ は 死 の 瞬間 に 、3 


ら 起 き 上 が る 時 に 与え られ る 。」 


現世 で 与え られ る 6 つの 全 : 


礼拝 を 行わ な い 人 の 4 


穫 物 か ら ザ カー ト が 支払 われ な い 畑 で は 、 そ の 利益 に 豊か さ が 
見 られ ませ ん 。 


E せ ん 。 


こ 到 達 で きま せん 。 


15 の 苦し み を 与え られ 
つ は 墓場 で 、3 つ は 慕 か 


E 涯 に は 豊か さ が あ り ま せん 。 


その 顔 に は 、 ア ッ ラ ー が 愛さ れる 人 々 の 美 し さ 、 愛 らし さ が あ り 


ませ ん 。 


どの よう な 善 を 施し て も サワ ー ブ が 与え られ ませ ん 。 
ドゥ アー が 受け 入れ られ ませ ん 。 
その 人 を 誰 も 愛し ませ ん 。 


ムスリム た ちの 良い ドゥ アー も 、 こ の 人 に 


は 効果 が あり ませ ん 。 
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死 の 際 に 受け る 信 : 

ひど く 、 悪 く 、 醒 い 形 で 命 を 落と し ます 。 

冠 腹 で 死に ます 。 

た くさ ん 水 を 飲ん だ と し て も 、 渦 き の 苦 し み の 中 で 死に ます 。 

墓場 で 受け る 信 : 

墓 が その 人 を 苦し め ま す 。 骨 が 互い に 刺さ り ま す 。 

墓 が 火 で 満た され ます 。 日 夜 そ の 人 を 焼き ます 。 

アッ ラー は その 墓 に と て も 大 き な へ ビ を 送ら れ ま す 。 現世 で の へ 
IN DD 毎日 、 礼 拝 の 時 間 ご と に その 


人 に か みつ きま す 。 


審判 の 日 に 受け る 上 罰 : 


地獄 へ と 引き ずっ て いく 罰 の 天使 た ら が 、 


ませ ん 。 
アッ ラフ 
夫 

ます 。 


量 人 


礼拝 を 行う 人 の 徳 
礼拝 を 行う こと の 徳 と 、 礼 提 
教え る ハデ ィ ー ス は た くき さん 


あり 


その 人 の そば か ら 了 離 れ 


ー は その 人 を 、 立 腹 さ れ た 状態 で 迎え られ ます 。 
判 は その 人 に と っ て 非常 に 厳し いも の と な り 、 


獄 に 入れ られ 


ま を 行う 人 に 与え られ る サワ ー ブ を 
ます 。 ア ブ ド ゥ ル ハ ッ ク ・ ビ 


ン ・ サ イフ ッ デ イィ イー ン ・ ダ フレ ウィ イー の 「 ア シア トゥ ッ ル ・ ラ マー 


トゥ 」 と いう 本 に よる と 、 礼 提 
言わ れ て いま す 。 


次 の よう に 


アブ ー フ ライ ラ (アッ ラー が お 


て いま す 。 
礼拝 


ダー ン 
避け る 人 の 、 


いて は 消 
俳 へ の 禄 
悔 


され ます 。 
が 軽減 され る 要 


「 ア ッ ラ ー の 使徒 
は 次 の 金曜 礼拝 


ご づ 


/ 


E の 重要 性 


二 計 
まで 、 そ し 


を 告 


慶び くだ さ 


ます よう 


げ る ハデ ィ ー ス で は 


に ) は 語っ 


と みか ilye 夫 | 


に 


5 


避 の 礼拝 と 金曜 


2 の 


と な る 。」 
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H の 
月 まで に 行わ れる 罪 の 償い で ある 。 大きな 罪 を 犯す こと を 
小さ な 人 罪 の 許し の 要 
小さ な 罪 の うち 、 他 の 人 の 権利 が そこ 
小さ な 罪 が 許 


に 入っ て 
され 、 な く な っ た 人 は 、 大 き な 
と な り ま す 。 大 き な 罪 が 許さ れる 為 に 
悟 を 行う こと が 必要 で す 。 大き な 罪 が な けれ ば 、 位 階 が 高め ら 


断食 は 次 の ラマ 


ゝ な いも の に つ 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


れる 要因 と な り ま す 


= 生 


この ハデ ィ ー ス は 『 ム スリ ム 』 で 書か れ て 


いま す 。 
礼 提 


に 5 回 の 礼拝 
E が 必要 と な り ま す 。 


月 の 断食 が その 罪 が 許さ れる 要 
イプ ニ ・ 
っ て いま す 。 
れる か を 、 ア ッ ラ ー の 使徒 に 尋 
』 と 仰せ られ た 。 
早い 時 間 に 行わ れる 礼拝 を と て も 愛さ れる 、 と され て いま す ) 
に 、 ど の 行為 を 愛さ れる か を 誤 ね た 。『 ア ッ ラ ー の 道 に お い 


アブ ドッ ゥ ッッ ラー・ 
ます よう に ) は 語 


に 行わ れる 礼拝 


の 次 
て 聖戦 を 行う こと 』 と 答 
この ハデ ィ ー ス は 、9? 
と ムスリム に 
も 良い も の は 、 
また 別 の も の で は 
す 。 ま 
必 で 


Oo 


」 と され て いま 
きき に 礼拝 を 行う こ 


4 


ラー テニ 


書か れ て いま 


、「 と と ころ ま く 背 


こ 不足 が ある 人 が 許さ れる 為 に は 、 金 曜 
金曜 礼拝 に も 不足 が あれ ば 、 ラ マダ ー ン 
と な り ま す 。 
(アッ ラー が お 
「 ア ッ ラ ー が どの 行為 を 最も 愛さ 
ね た 。 す る と 使徒 は 、『 時 間 通 り 
(いく つか の ハデ ィ ー ス で は 、 
そ 


マス ー ド 慶び くだ さい 


えら れ た 。」 

つの 真正 な ハデ ィ ー ス の 本 、 ブ ハー リー 
す 。 別 の ハデ ィ ー ス で は 、「 行 為 の う 
食事 を 与え る こ と で ある 」 と さき され て いま 
に 挨拶 を する こと で あ 
た 別 の ハデ ィ ー ス で は 「 夜 、 皆 が 寝 て い 
10 NIS 


ィ イース で は 、「 
傷つけ な いこ と で ある 」 
「 最 も 尊い 行為 は 聖戦 で 


ー ス で は 「 最 も 尊い 行為 は 、 
で ある 」 と され て いま す 。 
て 「 継 続 的 な 行為 で ある 」 
に ふさ わし い 、 


し た 人 の 状態 
す 。 あ る い は 、 そ の 時 ( 
イス ラー ム の 初期 に は 
CIL7a 
信仰 し な い 人 々 や 宗派 
村 え る こよ で す 。 スン サザ 1 
の よう な 形 で の 聖戦 を 行 
援助 を 行う 人 も 、 サ ワー 

ハデ ィ ー ス は 、 礼 拝 が ザ 
る こと を 示し て いま す 。 
か ら 救 うこ と は 、 礼 拝 を 


ー 


5 


区 も 上 い 行為 は 、 


こよ っ て も 舌 に よっ て も 誰 も 
0 お この 
ある 」 と され て いま す 。 ま た ある ハデ ィ 
一 切 の 罪 を 犯さ ず 実行 され た ハッ ジ 
「 ア ッ ラ ー を 念じ る こと で ある 」 そ し 
と いう ハデ ィ ー ス も あり ます 。 質問 を 
NII 
返事 が され て いま す 。 例え 


ふさ わし い 


、 行 為 の うち 最も 徳 が あり 尊い も の は 聖 9 
( 今 私 た ち が 生 きる 時 代 に お いて 最も 徳 が ある 行為 は 
に 属さ な い 人 々 に 


ー ヽ 文章 や 出版 物 を も っ て 
こ < 従う 人 々 の 信条 を 広め る こと で す 。 こ 
う 人 に 対し て 、 お 金 、 財 産 、 体 に よっ て 
ブ を 共に 受け ます 。 ク ルアー ン の 言葉 や 
カー ト や サダ カ よ り も より 尊い も の で あ 
し か し 、 死 ん で いる 人 に 何 か を 与え 、 死 
行う こと より も より 尊い も の で す 。 つ ま 
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り 、 異 な る 状態 、 条 件 の 中 で は 、 異 な る も の が より 尊 く な る の で 
す ) 
ウ バ ー ダ ・ ビ ン ・ サ ー ミ ト (アッ ラー が お 賊 びく だ さい ます よう 
に ) は 語っ て いま す 。「 ア ッ ラ ー の 使徒 は 言わ れ ま し た 。『 ア ッ ラ 
は 、 日 に 5 回 の 礼拝 を 行う こと を 命じ られ た 。 誰 か が 立派 に ウ 
ドゥ ー を 行い 、 こ れ ら を 時 間 通 り に 行え ば 、 そ し て ルク ウ な ど を 
完全 に 実行 すれ ば 、 ア ッ ラ ー は 彼 を 許さ れる こと を 約束 され た 。 
これ ら を 行わ な い 人 に は 約束 され な か っ た 。 お 望み に より 許さ 
れ 、 お 望み に PD 
この ハデ ィ ー ス を 、 イ マー ム ・ ア フ マ ャ ド 、 ア ブー・ ダ ー ウ ー 
ド 、 そ し て ナ サ ー イ ー 0 ここ か ら わ か る よう に 
礼拝 の 条件 、 ル クウ や サジ ュ ダ に 注意 を 払う こと が 必要 で す 。 アァ 
ー は 約束 を 違え られ る こと は あり ませ ん 。 正しく 礼拝 を し た 
人 を 、 必 ず 許さ れる の で す 。 
教 友 た ちの うち 有名 な 人 々 の 一 人 、 プ ブラ イダ ・ ア スラ ム (アッ ラ 
ー が お 諾 び よく だ さい ます よう に ) は 語っ て いま す 。「 ア ッ ラ ー の 
使徒 は 言わ れ た 。『 あ な た 方 と の 間 に あ る 契約 は 、 礼 拝 で ある 。 
礼 振 を 放棄 する 者 は 不信 仰 者 と な る 。』」 
この よう に 、 礼 拝 を 行う 人 は ムスリム と 見 な され ます 。 礼拝 に 
重き を 置か な い 人 、 礼 拝 を 第 一 の 務め と 認め な い 為 に それ を 行わ 
な い 人 は 、 不 信仰 者 と な り ま す 。 こ の ハデ ィ ー ス は イマ ー ム ・ ア 
フ マ ィ ド 、 テ ィ ル ミズ ィ ー、 ナ サー イー、 そ し て イブ ニ ・ マ ジャ が 
伝え て いま す 。 
アブ ー・ ザ ル - イ - 0 が 伝え て いま す 。「 秋 の ある 
アッ ラー の 使徒 と 共に 通り に 出 た 。 葉 が 落ち て き て いた 。 使 有 
一 本 の 木 か ら 枝 を ?2 本 折ら れ た 。 こ れ ら の 葉 は すぐ に 落ち て 
し まっ た 。『 ア ブー・ ザ ル よ 、 一 人 の ムスリム が アッ ラー の 為 に 
礼拝 を 行え を ば 、 こ の 枝 か ら 葉 が 落ち る よう に 、 そ の 人 の 罪 が 落ち 
る の だ 』 と 言わ れ た 。」 
この ハデ ィ ー ス は イマ ー ム ・ ア フ マ ド が 伝え て いま す 。 
ザイ ド ・ ビ ン ・ ハ ー リ ド ・ ジ ュ ハ ー ニ ー が 伝え て いま す 。「 ア ッ 
ラー の 使徒 は 言わ れ た 。『 一 人 の ムスリム が 、 正 し く 集 中 し て 9? 
ラ カ ー ト の 礼拝 を 行え を ば 、 過 去 の 罪 は 許さ れる 。』」 
つま り 、 ア ッ ラ ー は 彼 の 小さ な 罪 を 全 て 許さ れ ま す 。 こ の ハデ 


Im 


巡 
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ィ ー ス は イマ ー ム ・ ア フ マ ャ ド が 伝え て いま す 。 
アブ ドゥ ッッ ラー ・ ビ ン ・ ア ムル ・ イ ブ ニ ・ ア ス が 伝え て いま 
す 。「 ア ッ ラ ー の 使徒 は 言わ れ た 。『 誰 か が 礼拝 を 行え を ば 、 こ の 礼 
拝 は 審判 の 日 に 光 と し る し と な り 、 地 獄 か ら 救 われ る 要因 と な 
る 。 礼 拝 を 維持 し な けれ ば 、 光 と し る し が な く 、 救 い が な い 。 カ 
ー ル ー ン や フィ ルアウ ー ン 、 ハ ー マ ー ン 、 そ し て ウ バ イ ・ ビ ン ・ 
ハラ フ と 共に いる 。』」 
この よう に 。 人 が 礼 拓 を 、 ブ ァ ル ド 、 ワ リー ジ プ 、 ラン ナ 、 そし 
て 徳 に 適っ た 形 で 行え を ば 、 こ の 礼拝 は 審判 の 日 に その 人 が 光 の 
に いる こと の 要因 と な り ま す 。 こ の よう な 礼拝 を 継続 し て 行わ な 
けれ ば 、 審 判 の 日 、 こ こ で 名 が 挙げ られ た 不信 仰 者 と 共に いる こ 
と に な り ま す 。 つ まり 、 地 獄 で 厳し い 六 を 受け る の で す 。 ウ バ 
イ ・ ビ ン ・ ハ ラフ は 、 マ ッ カ の 不信 仰 者 の 中 で も 凶 又 な 一 人 で し 
た 。 ウ フ ド の 戦い で 、 預 言 者 へ ハ ンマ ド は その 神聖 な 手 で 、 彼 を 
地獄 へ と 送ら れ た の で し た 。 こ の ハデ ィ ー ス は イマ ー ム ・ ア フ マ 
ド と ダー リー ミー が 伝え て いま す 。 バ イハ キー も 、「 シ ュ ア ー ブ 
ル ・ イ ー マ ー ン 」 と いう 書物 に 記し て いま す 。 タ ビー イン (サハ 
ー バ た ちの 次 の 世代 の 人 々 ) の 偉大 な 人 物 の 一 人 で ある アブ ドッ 
ッ ラ ー ・ ビ ン ・ サ キー ク は 語っ て いま す 。「 教 友 た ち は イ バー 
ダ の 中 で 、 た だ 礼拝 を 放棄 する こと が 不信 仰 で も や る こと を 語っ 
汗 。」 

これ を 、 テ ィ ル ミズ ィ イー が 伝え て いま す 。 ア ブ ド ッ ゥ ッッ ラ ー 
ビン ・ サ キー ク は 、 ウ マル か ら 、 ア リー か ら 、 オ スマ ー ン か ら 、 
そし て アー イシ ャ か ら こ の ハデ ィ ー ス を 伝承 し て いま す 。 ヒ ジュ 
ラ 歴 180 年 に 亡くな っ て いま す 。 
アブ ッ ダ ル ダ (アッ ラー が お 慶び よく だ さい ます よう に ) は 語っ て 
いま す 。「 と て も 愛し て いる 人 が 私 に 言っ た 。『 バ ラバ ラ に ちぎ ら 
れ 、 火 で 焼 か れん た と し て も 、 ア ッ ラ ー に 何 も の を も 配 し て は いけ 
な い 。 ファル ド の 礼拝 を 放棄 し て は いけ な い 。 フ ァ ル ド の 礼拝 を 
夏 意 に 放棄 する 人 は 、 ム スリ ム で ある こと か ら 外 れる 。 酒 を 飲ん 
で は いけ な い 。 酒 は 全て の 悪事 の 鍵 で ある 。』」 

この ハデ ィ ー ス は イブ ニ ・ マ ジャ が 伝え て いま す 。 こ の よう 
に 、 フ ァ ル ド の 礼拝 を 重視 せ ず に 放棄 する 人 は 、 不 信仰 者 と な り 
ます 。 人 怠 情 で ある こと か ら 放 棄 す る 人 は 、 不 信仰 者 に は な ら な か 
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っ た と し て も 、 大 き な 罪 と な り ま す 。 イ スラ ー ム が 教え て いる 5 
つの 差し 障 り の うち の 一 つ に よっ て 死ぬ こと は 、 罪 で は あり ませ 
ん 。 ワ イン や アル コー ル 飲 料 の 全て は 、 理 性 を 取り 去る も の で 
す 。 理 性 が な い 人 は 、 あ ら ゆ る 悪事 を 行い ます 。 
アデ アブドゥッラー  ・ イ ブ ニ ・ ウ マル (アッ ラー が お 諾 び くだ さい 
ます よう に ) は 伝え て いま す 。「 ア ッ ラ ー の 使徒 は 言わ れ た 。 『 時 
間 に な る と すぐ に 礼拝 を 行う 人 に 、 ア ッ ラ ー は 満足 され る 。 時 間 
の 終わ り の 方 で 行う 人 を 、 ア ッ ラ ー は 許さ れる 。」』 こ の ハデ ィ ー 
ス は ティ ルミ ズ イ ィ イー が 伝え て いま す 。 

ウン ム - イ - ファ ル ワ が 伝え て いま す 。「 ア ッ ラ ー の 使徒 に 、 ど の 
行為 が 徳 の ある も の か を 人 々 が 尋ね た 。『 行 為 の うち 徳 の ある も 
の は 、 時 間 の 初め に 行わ れる 礼拝 で ある 』 と 答え られ た 。」 

この ハデ ィ ー ス は イマ ー ム ・ ア フ マ ド 、 テ チ ティル ミズ ィ イー、 そ し 
て アブ ー・ ダ ー ウ ー ド が 伝え て いま す 。 礼 振 は イ バ ー ダ の うち 最 
も 畠 高 な も の で す 。 時間 に 入っ て すぐ に 行え ば 、 よ り 眼 高 な も の 
と な り ま す 。 ア ー イ シャ (アッ ラー が お 慶び くだ さい ます よ 2 う 
に ) は 語っ て いま す 。「 ア ッ ラ ー の 使徒 が 礼拝 を 時 間 の 後 の 方 で 
な され た の を 、 私 は ? 回 と 見 て いな い 。」 す な わ ち 、 そ の 生涯 で 
一 度 だ け 、 時 間 の 終わ り の 方 で 礼拝 を され た の で す 。 
アー イシ ャ (アッ ラー が お 度 び よく だ さい ます よう に ) は 語っ て い 
ます 。「 ア ッ ラ ー の 使徒 が 最も 多く 続け られ た ナー フィ ラ の イ バ 
ー ダ は 、 フ ァ ジ ュ ル の 礼拝 の スン ナ で し た 。」 こ の 知ら せ は 、 ブ 
ハー リー で も 、 ム スリ ム で も 記さ れ て いま す 。 こ の よう に アー イ 
シャ は 、 日 に 5 回 の 礼拝 の ファ ルド と 共に 行わ れる スン ナ の 礼拝 
を 、 ナ ー フ ィ ラ の 礼拝 と 呼ん で いま す 。 
茹 大 な イス ラー ム 学 者 で あり 、 ア ッ ラ ー の し も べた ちの 先導 者 
で あり 、 逸 脱し た 人 、 無 宗派 で ある 人 々 に 対す る スン ナ に 従う 
人 々 の 最も 強い 護 者 で あり 、 ア ッ ラ ー が 選ば れ 、 深 く 愛 され た 
イス ラー ム を 広め 、 ビ ドッ ア を 倒し た 偉大 な 戦士 で や る 、 イ マー 
和み の ーー あど ジャ ンジ ディ ー ド > ルプ. イ 。 サー ニー ニー) テツ 
フ マ ド ・ ビ ン ・ ア ブ ド ゥ ル ・ ア ハ ド ・ フ ァ ー ル キー・ サ ル ハ ン デ 
ィ ー (アッ ラー が お 諾 びく だ さい ます よう に ) は 、 イ スラ ー ょ 世 
界 に お ける 比類 の な い 書 物 で ある 「 書 人 簡 集 」 の 第 1 巻 、 第 29 の 
書 偽 で 次 の よう に 説い て いま す 。 
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「 ア ッ ラ ー が 満足 され る 行い と は 、 フ ァ ル ド と ナー フィ ラ の 礼 


拝 で す 。 フ ァ ル ド と 
あり ませ ん 。 
に ナー フィ ラ の イ バ ー ダ を 
ナー フィ ラ 、 例 えば 礼拝 、 
同様 で す 。 さ ら 

徳 で ある も の の うち ーー つ を 
と より も 何 倍 も 尊い も の で 
は 、 あ る 日 


k べ る 


ある 人 の 雇 が 見 えな か っ た 人 為 、 その 理由 を 聞き 


晩 ナ ー フ ィ ラ の 礼 電 
水 グ ] 
礼拝 を 集団 で 行っ て いれ 
で し た 。 この よう に 


E を し て 


つう 


の うち の どれ か を 行う こと 、 


は 、 ズ ィ イクル や 熟考 、 内 省 
ら は 、 徳 で ある こと の 実 ? 
れ ば 、 と て も 効果 的 な も の 
あれ ば 、 何 の 役 に も 立た な 
を 支払 うこ と は 、 何 千 リ ラ 
り も より 良い の で す 。 
いて も 注意 を 払う こと が 大 
殿 。 チーズ イデ の サダ カカ よ 
( 夜 の 礼拝 を 行 5 を 望 


和 の と 


デー つ の ヲ ァ テル 


に 、 フ ァ ル 


ファ ジュ ル の 礼 提 


と 答え が 返っ て きま 


この 1 リラ を 支払 う 際 に 


と 、 ナ ー フ ィ ラ の 礼拝 に は 全 


ド を 時 間 内 に 行う こ 
行う こと 
ザ カ ー ト 、 断 食 、 ズ ィ ク ル 、 
ド を 行う 際 、 そ の スン ナ の う 
行う こと が 、 他 の ナー フィ ラ 
す 。 信 者 た ちの 長 ウ マル ・ フ 
E を し た 時 に 、 礼 拝 を 行う 人 
し た 。 
ます 。 お そら く は 寝過ごし 
し た 。「 一 上 晩 中 眠っ て 、 フ ァ 


に 
き 弥 、 


千 


圭 


し 


ば より よかっ た だ ろう 」 と 彼 は 言 


の ファ ルド を 行う 際 に 、 徳 で 
マク ルー フ で ある も の を 避 
ト り も 何 倍 も 尊い の で す 。 そ 


ご 


了 と 、 マ クル ー フ を 避け る 際 に 


E く 価 


より も より 尊い で す 。 


値 が 
年 休ま ず 
各種 の 
熟考 は 皆 
ち ー つ 、 
を 行う こ 
ァ ー ル ク 
々 の 
「 彼 は 毎 
た の で 
ジュ ル の 
っ た の 
ある も の 
ける こと 
う 、 こ れ 


年 


に 


で す 。 し か し 、 そ れ ら な し に 
い の で す 。 だ か ら 、1 リラ の 
も の ナー フィ ラ の サダ カ を 行 
は 、 そ 
戚 に 与 
Na 
E を 行う 


切 で す 。 例 えば 近い 親 
も 何 倍 も 良い 


む 人 が 、 カ ダー の 礼 提 


る と いう こと は 、 こ こ か ら 
「 書 簡 集 」 の 本 は 、 ペ ル 


理解 され ます )」 


シア 語 で 書か れ て いま す 。 イ 


ラッ バー ニ 師 は 1034 
本 で 亡くな り ま し た 。 そ の 


戸 


邊 」 、 


礼拝 の 真実 
章 大 な イス ラー ム 学 者 の 
「 マ カー ティ ブ ・ シ ャ 


王 
平 


E ( 西 


そし て 「 サ ハー バ た ち 」 そ し て ペル シア 語 の 
ゥ 」 と いう 本 に 長く 記さ れ て いき 


) に イン ド の サル 


暦 1624 


ょ に 行わ 
行う の で 
0 
の 徳 に 
0 
り ま す 。 
べき で あ 


マー ム ・ 
ハン ド の 


客 訳 は 、「 真 実 の 言葉 の 書 」「 


「 バ 


再 


E す 。 


・ ダ フラ 
物 の 85 番目 


アダ ドウ タップ クー 
ファ 」 と いう 書 


『 ゴ 
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永遠 の 幸 
ラー カー 


ウィ ー 
の 書簡 で 


ーー 礼 振 の 書 ーー 一 


次 の よう に 述べ て いま す 。 

「 礼 拝 を 集団 で 行う こと 、 そ し て 「 ト ゥ マー ニー ナ ト ッ 」( ス 
ブ ハ ー ナ ッ ラ ー と いえ る だ け の 時 間 動 か ず に いる こと ) を し な が 
ら 行う こと 、 ル クウ の 後に 「 カ ウマ 」( ル クウ の 後 の 直立 姿勢 ) 
を 行う こと 、9?2 回 の サジ ュ ダ の 間 に ジ ャ ル サ (正座 ) を 行う こと 
は 、 ア ッ ラ ー の 預言 者 を 通し 我々 に 教え られ まし た 。 カ ウマ と ジ 
ャ ル サ が ファ ルド で ある と 見 な す 学 者 た ちがい ます 。 ハ ナ フ ィ ー 
派 の ム フ テ ィ の 一 人 カー ディ ハー ン は 、 こ の 2 つが ワー ジブ で あ 
る こと 、2 つの うち の 一 つが 失念 され た 場合 は 過 矢 の サジ ュ ダ を 
行う こと が ワー ジブ で ある こと 、 意 図 的 に それ を 行わ な か っ た 人 
は 礼拝 を や り 直 すべ き で ある こと を 教え て いま す 。 ム ア ッ カ ダ の 
スン ナ で ある と 見 な す 人 々 も 、 ワ ー ジ ブ に 近い スン ナ で ある と し 
て いま す 。 ス ン ナ を 軽視 し 、 重 き を 置か ず に 放棄 する こと は イス 
ラー ム の 否定 で す 。 礼 振 の キヤ ー ム で 、 ル クウ で 、 カ ウマ で 、 ジ 
ャ ル サ で 、 サ ジュ ダ で 、 そ し て 座っ た 時 に は 、 そ れ ぞ れ 異 な る 状 
態 、 形 が 生じ ます 。 全 て の イ バ ー ダ が 礼拝 の 中 に 集約 され て いる 
の で す 。 ク ルアー ン を 読む こと 、 タ ス ビ ー フ を 唱え る こと (つま 
り ス プ ハ ー ナ ッ ラ ー と 言う こと ) 、 ア ッ ラ ー の 使徒 に サラ ワー ト 
(祝福 祈願 ) を 行う こと 、 罪 を 悔 惜 する こと 、 必 要 と する も の を 
た だ アッ ラー に 求め 、 ド ゥ アー する こと が 、 礼 拝 に 集約 され て い 
る の で す 。 木 々 、 草 は 礼拝 を 行っ て いる か の よう に まっ すぐ 立っ 
て いま す 。 動物 た ち は ル クウ の 状態 で 、 生 命 を 持た な い 存 在 も 、 
礼 振 で 「 カ アダ 」 で 座っ て いる よう に 地 に 広げ られ て いま す 。 礼 
拝 を 行う 人 は 、 こ れ ら の 存在 の イ バ ー ダ の 全て を 行っ て いる の で 
す 。 礼拝 を 行う こと は 、 ミ ー ラ ー ジ ュ の 夜 に ファ ルド と な り ま 
し た 。 こ の 夜 、 ミ ー ラ ー ジ ュ を 行う こと で 、 ア ッ ラ ー の 愛さ れ 
る 預言 者 は 誉れ を 与え られ まし た 。 彼 に 従う こと を 考え つつ 礼拝 
を 行う ムスリム は 、 こ の 祭 高 な 預言 者 へ ムハンマド の よう に 、 ア ッ 
ラー に 近しい 位階 へ と 高め られ る の で す 。 ア ッ ラ ー や その 使徒 に 
対し 徳 を 持ち 、 安 ら ぎ の うち に 礼拝 を 行う 人 は 、 こ の 位階 に 高め 
られ た こと を 理解 し ます 。 ア ッ ラ ー と その 使徒 は 、 こ の ウン マ に 
慈悲 を か けら れ 、 大 き な 恵 み を 与え られ 、 礼 拝 を 行う こと を ファ 
ルド と され まし た 。 こ の こと を アッ ラー に 感謝 いた し ます 。 そ の 
愛さ れる 預言 者 に 、 私 た ち は 祝 福 祈願 、 賞 賛 、 ド ゥ ッ ア ー を 行い ま 


li 
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す 。 礼 朝 


を 拝見 する こと 


E を 行う 際 に 
ズ ハ ル ・ ジ ャ ー ニ ・ ィ 
は 可能 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


は 、 


秘 主義 の 偉 


レム の 「 至 高 の 館 」 へ の 礼拝 が 


の キ ブ ラ に 
た ち 


向 か 
は 立腹 し ま 


が アデ タテ 


仰せ られ まし た 。 礼 下 
が 告げ られ た の で す 。 礼拝 


た 。 こ こ か ら 


理解 され る よう 


が 褒 近 


こと は 、 信 仰 を 


「 あ な た 方 の 


た 。 こ の ハデ ィ ー ス は 、 


生じ る 喜び 、 
ジャ ー ナ ー ン 師 は 「 礼 拝 を 行う 際 、 
* ぶ は な く て も 、 拝 見 し て いる か の よう な 状 
態 が 生じ る 」 と いわ れ て いま す 。 こ の よ 
人 た ち 揃 っ て 教え て いま 
期 に は 、 礼 拝 は エル サレ ム に 向かっ て 行わ れ て いま し た 。 エ ル サ 


うこ と が 命じ し られ た 時 、 
し た 。「 至 高 の 館 に 向かっ て 行っ て いた 礼拝 
うな る の か 」 と 言っ た の で し た 。 雌 和牛 章 第 143 節 が 
ー は 、 あ な た が た の 信仰 を 決し て 虚しく な され な い 」 と 
な く 放 っ て お か れる こと は な いこ と 
は 、 信 仰 の 
に 、 礼 拝 を スン ナ 
順 な うこ と に な る の で す 。 預言 者 ムハンマド は 、 
の 光 、 そ し て 喜び は 礼拝 
「 ア ッ ラ ー 


安らぎ は 驚く べき も の で す 。 マ 


2 


う な 状態 が 生じ る こと 
E す 。 イ スラ ー ム の 最初 


棄 さ れ 、 預 言 者 イブ ラー ヒー ム 
マデ ィ ー ナ の ユダ ヤ 教 徒 
は ど 
際 


下さ れ 、 


に 教え られ まし 
に 従っ て 行わ な い 


言葉 と 


に ある 」 と いわ れ ま し 
は 礼拝 に 姿 を お 見 せ に な ら 


れ 、 そ れ に よっ て 目 に や すら ぎ が も た ら さ れる 」 と いう こと を 意 
味 し ます 。 あ る ハデ ィ ー ス は 、「 ビ ラー ル よ 、 私 を 楽に し て ほし 
4 アザ ー ン を 唱え 、 礼 振 の イカ ー マ を 読み 上 げ 
て 私 を 楽に し て ほし い 」 と いわ れ ま し た 。 礼拝 以外 の 何 か に 快楽 
NPD 礼拝 を 損なう 人 、 人 逃 す 人 
は 、 そ れ 以 外 の 宗教 的 な 事柄 を さら に 逃し ます 。 
礼拝 に お ける 人 畠 高 さ 

イマ ー ム ・ ラ ッ バ ー ニ (アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう に ) は 
「 書 簡 集 」 と いう 本 の 第 1 巻 、261 番目 の 書簡 で 次 の よう に 
て いま す 。 

「 次 の こと は 確実 に 認識 され る べき で す 。 礼 捧 は 、 イ スラ ー ム の 


5 つの 条件 の 2 番 


こ に 集約 され て いま す 。 イ スラ ー 


いえ 、 そ の 旬 括 1 


性 に より 、 そ れ E 


目 で ある と いう こと で す 。 


全て の イ バ ー ダ が そ 
ム の 5 分 の 1 の 部 分 で ある と は 


体 が イス ラー ム で ある と も いえ 


AU へ 20 人 有 INGN 第 一 0 


な っ た の で す 。 諸 


甘 界 の 王 、 そ 
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ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


な お 方 に 、 ミ ー ラ ー ジ ュ の 彼 、 天 国 で 与え られ る アッ ラー と の 
誉れ ある 面会 が この 世界 に 下さ れ ま し た 。 その後 、 こ の 世界 の 状 
態 に ふさ わし いも の と し て 、 た だ 礼拝 が 与え られ た の で す 。 だ か 
ら こ そ 、「 礼 拝 は 信者 の ミー ラー ジュ で ある 」 と され て いる の 
で す 。 あ る ハデ ィ ー ス で は 、「 人 が アッ ラー に 最も 近く な る の は 
礼拝 に お いて で ある 」 と され て いま す 。 その道 の 跡 を た どる 偉大 
な 人 々 に も 、 ア ッ ラ ー に まみ える と いう 誉れ か ら 、 こ の 世界 に お 
ける 大 き な 取 り 分 が た だ 礼拝 に お いて ある の で す 。 そ う 、 こ の 世 
界 で アッ ラー を 目 に する こと は 不可 能 で す 。 こ の 世界 に は それ が 
で きる 場所 は 存在 しない の で す 。 し か し それ に 従う 僅 大 な 人 々 に 
は 、 礼 拝 を 行う 際 、 こ の アッ ラー に まみ える と いう 准 れ か ら 、 何 
ら か の も の が 与え られ る の で す 。 礼 拝 を 行う こと が 命じ られ て い 
な けれ ば 、 そ の 目的 、 意 図 の 美しい 側面 か ら 、 誰 が 呈 い を 取り 除 
く こ と が で きた で し ょ う 。 深い 愛 を 抱く 人 々 は 、 そ の 愛さ れる 対 
象 を どの よう に 見 出 ず こと が で きた で し ょ う 。 礼拝 は 、 悲 し ん で 
いる 魂 に 豆 び を 与え る も の で す 。 礼拝 は 心 の 癒し で す 。「 ビ ラー 
ル よ 、 私 を 楽に し て ほし い 」 と アザ ー ン を 唱え る こと を 命じ られ 
て いる ハデ ィ ー ス が 、 こ れ を 示し て いま す 。「 礼 拝 は 私 の 心 の 喜 
び で あり 、 目 の 光 で ある 」 と いう ハデ ィ ー ス は 、 こ の 願い を 示し 
て いま す 。 

喜び 、 興 奪 、 知 恵 、 アッ ラー に つい て の 知識 、 地 位 、 光 、 色 、 
心 の 移り 変わ り 、 安 定 、 理 解 さ れる ・ そ し て 理解 され な い 顕 示 、 
姿 の ある ・ そ し て 姿 の な い 顕 現 の うち 、 ど れ で あれ 礼拝 以外 の と 
ころ で 生じ て いる の で あれ ば 、 そ し て 礼拝 の 真実 を 何 も 理 解 し て 
いな い の で あれ ば 、 そ れ ら は 全て 影 、 反 射 そ し て 現象 に よっ て で 
きた も の な の で す 。 む し ろ 妄 想 や 空想 以外 の 何 も の で も な いで し 
ょ う 。 礼拝 の 真実 を 理解 し た 完成 され た 人 は 、 礼 拝 に 立っ た 時 に 
は あたかも この 世界 か ら 離 れ て 来世 で の 生 に 入っ た よう に 、 来 世 
に 特有 の 恵み か らい くつ か の も の を 授かる の で す 。 そ こ に 反射 や 
想像 を 混入 させ る こと な く 、 そ の 本 来 の と ころ か ら 喜 びと 取り 分 
を 得 ま す 。 なぜなら 、 こ の 世界 に お ける 全て の 奇 踏 や 恵み は 、 
影 、 反 射 、 そ し て 現象 か ら 生 し て いる も の で す 。 影 現象 が 介入 
せ ず 、 直 接 本 質 か ら 生じ る 奇跡 や 恵み と いう も の は 、 来 世に 特有 
の も の な の で す 。 こ の 世界 で 本 質 か ら 恵 み を 得る 為 に は 、 ミ ー ラ 


| se | 


うに ) は 、 


ミー ジー ジュ 
か れ た の で す 。 天 


ーーー] 礼拝 の 書 ーー 一 


ー ジ ュ 決 必要 で かす 。、 こ の ミー ラー ジュ が 、 依 者 に と ぉ っ て の 
礼 振 な の で す 。 こ の 上 恵み は 、 こ の ウン マ に 特有 の も の で す 。 預言 


者 た ち に 従う こと に よっ て こ れ を 受け る こと が で きる の で す 。 な 
ぜ な ら こ の ウン マ の 預言 者 (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よ 
の 夜 に この 世界 か ら 離 れ 、 来 世 へ と 行 
国 に 行か れ 、 ア ッ ラ ー に まみ える と いう 幸福 、 
恵み に よっ て 人 誉れ を 与え られ まし た 。 ア ッ ラ ー よ ! あな た は この 


江 大 な 預言 者 (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) へ 、 そ 


の 偉大 さ に ふさ わし い 善 を お 与え くだ さい 。 全て の 預言 者 た ち に 
も 、 幸 福 と 善 を お 与え くだ さい 。 彼ら は 人 々 を 、 そ し て アッ ラー 


を 知り 、 ア ッ ラ ー の 
ー が 好ま れる 道 を 示し た の で す 。 


イス ラー ム 
実 が 教え られ ず 、 
の 苦し み へ の 楽 を 9 
る 為 に 、 他 の 事 
人 々 の 一 部 は 、 礼 提 


ご 滴 悦 を 得る よう に と 呼び 掛け られ 、 ア ッ ラ 


秘 主義 の 道 に いる 人 々 の 多く は 、 彼 ら に 礼拝 の 真 
また その 特有 の 完全 性 が 示さ れ て いな い 為 、 そ 
] の と ころ で 探し て きま し た 。 そ の 目的 に 達 す 
ほ 柄 に 道 を 見 出し て きた の で す 。 さ ら に こう いっ た 
E が その 道 の 外 に あり 、 そ の 目的 と も 関係 は な 


いと 見 な し て いま し た 。 断 食 が 礼拝 より も より 崇高 だ と 見 な し て 
いま し た 。 礼拝 の 真実 を 理解 で き な い 人 々 の 多く は 、 そ の 苦し み 
を 軽減 し て 魂 を 楽に する こと を 、 舞 踏 や 音楽 に 酔い し れ て 我 を 忘 
れる こと に 求め て きた の で す 。 そ の 目的 で ある 愛す べき お 方 、 即 


ち ア ッ ラ ー が 、 音 楽 の 覆い の 後ろ に 
の 為 に 舞踏 に 夢中 に 


ある も の 


存在 する と 考え た の で す 。 こ 


な っ た の で す 。 し か し 彼ら は 、「 ハ ラー ム で 
に 、 癒 し へ の 効果 ある も の は 創造 され な い 」 と いう ハデ 
ィ ー ス を 聞き まし た 。 そ う 、 そ れ は 湧 れ か け て いる 泳ぎ の 初心 者 


が 、 あ た り 構 わ ず 草 を も つか も うと する の に 似 て いま す 。 何 か へ 
よ 、 そ の 愛情 を 持つ 人 の 目 を 閉ざし 、 ま た 廿 を も 聞こ 
えな くし ます 。 彼ら が も し 、 礼 拝 
いれ ば 、 舞 踏 や 音楽 に つい て 言及 する こと さえ な く 、 そ れ ら に 明 
いし れる こと な ど 思 いつ きも し な か っ た で し ょ 2 う 。 


の 強い 愛情 


兄弟 た ち 
れ 、 礼 拝 で 生じ る 完全 属 
い 遼 いも の で す 。 理 司 


よ ! 礼拝 と 音楽 の 間 ( 


の 完全 性 を わずか で も 味わっ て 


こ ど れ ほど の 距離 が ある の で あ 
E と 音楽 で 生じ る 影響 も 、 互 い に 同じ くら 


を 理解 する で し ょ う 。 


E を 持つ 人 で あれ ば 、 こ れ だ け の 示唆 で 多く 
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ーー 


礼拝 の 書 一 


イ バ ー ダ に 喜び を 感じ る こと 、 こ れ ら を 行う こと が 困難 に 感じ 
られ な いと いう こと は 、 ア ッ ラ ー の 最大 の 恵み の 一 つ で す 。 特に 


礼拝 の 喜び は 、 完 全 


せん 。 ファル ド の + 


の 礼拝 の 喜び が 感じ られ 


に 成就 し て いな い 人 に は 味わう こと が で きま 


L 拝 の 喜び を 味わう こと は 、 そ うい っ た 人 々 に 


固有 の も の で す 。 なぜなら 完全 さ に 近づい た 人 に は 、 ナ ー フ ィ ラ 
E す が 、 完 全 さ に 至っ た 人 に は 、 た だ フ 


ァ ル ド の 礼拝 の 喜び が 感じ られ る た めで す 。 ナ ー フ ィ ラ の 礼拝 に 


豆 び を 感じ ず 、 フ ァ ル ド を 行 
(ナー フィ ラ の 礼 提 


f う こと は 大 き な 益 と され ます 。 


E と は 、 フ ァ ル ド や ワー ジブ 以外 の 礼拝 と いう 


意味 で す 。 日 に 5 回 の 礼拝 の スン ナ や 、 そ の 他 の ワー ジブ で は な 


い 礼 振 は 、 全 て ワー ジブ で す 。 ム アッ カ ダ で ある も の 、 ム アッ カ 
ダ で は な いも の 、 全 て の スン ナ は ナー フィ ラ で す ) 


礼拝 で 4 


【【 


じ る 喜び に は 、 我 欲 の 取り 分 は あり ませ ん 。 人 が これ 


を 味わう 際 、 我 欲 は すす り 泣 いた り 泣 き 叫ん だ り し て いま す 。 ア 
ッ ラ ー よ 、 こ れ は どれ ほど に 偉 大 な 位階 で し ょ うか 。 私 た ちの よ 
うに 魂 が 病 し で いる 人 々 が この 言葉 を 聞く こと も 大 き な 恵 み で あ 


り 、 真 の 幸福 で す 。 
十分 に 知り な さ v 


*\。 この 世界 で の 礼拝 の 位階 、 段 階 は 、 来 世に 


お いて アッ ラー に 3 


に か か る 時 で す 。 


す 。 来 世に お いて アッ ラ 


まみ える こと の よう に 宗 高 な も の で す 。 こ の 世 


界 で 人 が アッ ラー に 最も 近 し く な る の は 、 礼 拝 を し て いる 時 で 


に 最も 近 し く な る の は 、 ア ッ ラ ー に お 


この 世界 で の 全て の イ バ ー ダ は 、 人 を 礼拝 が 


す 。 永 遠 の 幸 福 、^ 


で きる 状態 に する 為 の も の で す 。 真 の 意図 は 、 礼 拝 を 行う こと で 


・ 限 の 恵み を 得る こと は 、 礼 拝 を 行う こと に よ 


っ て の み 可 能 と な 


ます 。 


礼拝 は 全て の イ バ ー ダ より も 、 そ し て 断食 より も 尊 いも の で 
す 。 礼 拝 が ある か ら こ そ 、 心 が 喜び で 満た され ます 。 礼 振 が ある 


か ら こ そ 、 罪 が 消さ れ ま す 。 人 を 悪事 か ら 守 り ま す 。 ハ ディ ー ス 
で は 、「 礼 拝 は 心 の 楽し み で あり 、 喜 び の 源 で ある 」 と され て い 


ます 。 礼 拝 は 悲し ん で いる 
9 礼拝 は 心 の 癒 し で す 。 


礼拝 の 神秘 


に 喜び を 与え ます 。 礼拝 は 魂 の 糧 で 


イマ ー ム ・ ラ ッ バ ー ニ は 「 書 筒 集 」 と いう 本 の 第 1 巻 、304 番 
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ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


目 の 書簡 で 次 の よう うに 語っ て いま す 。 
ー に 感謝 し 、 預 言 者 ム ハ ン マ 
に 祝 


「 ア ッ ラ 
が あり ま 


す よ うに ) 


く の 章 旬 で 、 善 行 を する 信者 た ち が 天 国 
0 この 善行 と は 何で し ょ うか 。 い 
。 それと も その 一 部 で し ょ うか 。 も し 全て の 良い 


呈 


も 、 それ を 実行 する こと 


アッ ラフ 


* (アッ ラー の 祝福 と 
晶 祈 願 を 行っ て か ら 、 
こと が で きる よう ドッ アー を し ます 。 


随 


永遠 の 幸福 を 得 


ー は クル アー ン の 多 


に 入る こと を 教え られ て 


行い の 全て で し ょ 5 


行い で ある 


は 誰 に も で きま せん 。 そ の 一 部 で ある 


ヽ 


な ら 、 ど の よう な 


し 


ー は その 恵み に より 次 の よう 
善行 と は 、 イ スラ ー ム の 5 つの 


旧 


ら 救 われ る こと は 強 
で あり 、 人 々 を 罪 や 醒 
昧 章 第 45 節 で は 


、「 本 当 に 礼拝 は 、 
ける 」 と され て いる の で す 。 
件 を 実行 する こと が で きれ ば 、 そ の 恵み に 感謝 し た こと ( 


(人 を ) 
一 人 の 人 が 、 


行い が 求め られ て いる の で し ょ うか 。 
に 仰せ られ て いま す 。 こ こ で の 
成 要素 で あり 、 村 
く 願 われ ます 。 な ぜ な ら こ れ ら は 誠実 な 行い 
い 行 いか ら 守 り ま す 。 


紀 


ア 


E で す 。 地獄 か 


事実 クル アー ン の 昌 
柄 行 と 悪 
イス ラー ム の 5 つの 条 


事 か ら 遠 ざ 


こ な り ま 


す 。 なぜなら アッ ラー は 、 婦 人 章 第 146 節 で 「 も し あな た が た が 


感謝 し て 信仰 する な ら ば 、 ア ッ ラ ー 


は どう し て あな た が た を 処 六 


され よう か 」 と 仰せ られ て いる た めで す 。 だ か ら イ スラ ー ム の 5 


つの 条件 を 実践 する 為 


この 5 つの 条件 の うち で 最も 重要 な も の が 礼 


イス ラー ム の 柱 で す 。+# 
9- 肖 の 。 


SM) ま す よ うり 人 E。 
礼拝 に 立つ 時 ( 


ー 
= 


ー は 被 造物 の イ バ ー ダ を 全く 必要 と され て いな いこ 
を 持た れ て いな いこ と 、 人 の 礼拝 
宣言 する こと で す 。 礼拝 中 の タク ビー ル 
適し た 優れ た 点 も カ 
ビー フ に も この 意味 
その 為 ル クウ の 後に は タク ビー ル が 命じ られ て いま せ 


(NR 
に 何 の 効 用 も な いこ 
が 、 ア ッ ラ ー 
(0 
が あり 、 


と を 
に ふさ わし い イ バー ダ を 行う に 


に 、 心 か ら の 努力 を する べき な の で す 。 


E で あり 、 こ れ は 


L 拝 の 徳 の うち の どれ も 損なう こと な く 行 


努力 し な けれ ば な り ま 
きれ ば 、 イ スラ ー ム の 根本 の 大 き な 基 盤 が 形成 され た こと ( 
ます 。 地 獄 か ら 救 われ る 為 の し っ か 
な る の で す 。 ア ッ ラ ー が 私 た ち 全員 !( 


ます 。 


ト ん 。 ネ 


ルク ウ で の タス 
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と し た 糸 を 手 に 
こ 正 し い 礼 提 


し 拝 を 完全 に 行う こと が で 


こ な り 
し た こと に 
E を 行わ せ て くだ 


I 学 デー プン アデ グル Ll 志 言 うこ ご は 、 ア ッ 


と 、 ど の 和 撤 
は アッ フー 


ーーー] 礼拝 の 書 ーー 一 


ん 。 し か し サジ ュ ダ で の タス ビー フ の 後 で は 命じ られ て いま す 。 


な ぜ な ら サ ジュ ダ は 、 謙 虚 さ 、 謙 送 の 最たる も の で あり 、 
これ を 行う こと で 真 に 、 
思い 込む こと が あり ます 。 こ の 思 
に 身 を 付 し て 起き 


卑 小 さ を 示す 最たる 段階 で ある 薦 、 
な イ バ ー ダ を し て いる と 
か ら 身 を 守る 為 、 サ ジュ ダ 
ル を 行う こと は スン ナ で す 。 ま た サジ ュ 


ラー (崇高 で ある )」 と 言う こと が 命じ られ て いる の で す 。 礼拝 
拝 の 最後 に 預言 者 ム ハ ン 
夜 に お っ し ゃ っ た こと で 誉れ を 得 ら れ た 


は 信者 た ちら の ミー ラー ジュ 
マ ド が ミー ラー ジュ 
言葉 、 す な わ ち 「 ア ッ タ ヒヤ ー ト ッ ゥ ッ 」 を 
いま す 。 だ か ら 礼 
ジュ と する べき で す 。 ア ッ ラ ー へ の 近 
に 求め る べき な の で す 。 

預言 者 ムハンマド 


で あり 、 礼 


呈 


(アッ ラー の 祝福 


出 等 
た 


上 が る 際 に 
ダ の タス ビー フ で 、 


昌 え る こと が 命じ られ て 


E ま を 行う 人 は 、 礼 拝 を E 


分 に と っ て の ミー ラー 


と 


し さ の 最高 の 状態 を 礼拝 


FE 安 が あり ます よう に ) 


は 仰せ られ て いま す 。 


「 人 が アッ ラー に 


を 行っ て いる 時 で ある 。」 礼拝 を 行う 人 は 、 ア ッ ラ ー と 
に 懇願 し 、 そ の 偉大 さや 、 ア ッ ラ ー 以 外 の 何 も の も 無 で 
従っ て 、 礼 拝 で は 恐れ 、 景 
快 み が 生じ 得る 為 、 そ こ か ら の 征 め を 得 て 楽 に な る よう に 
に 9? 度 挨拶 を 行う こと が 命じ し られ て いま す 。 


グ ツジ デー 
ある と いう こと を 
怖 、 
礼拝 の 最後 

預言 者 
後 、83 
て 1 回 、 
は 、 れ f 
わし い 、 
タフ ミー ド に よっ て 、 札 拝 で 誉れ を 得 た 


に する の で す 。 


ロ 


メス ピー プ 、 299 回 ググ ミー ド 、 
タフ リー ル を 行い な さい 」 と 命 


ロ 


最も 近づく 時 と 


は 、 礼 振 


ムハンマド は ある ハデ ィ ー ス で 、 


[ 拝 で の 過ち を タス ビー フ で 杉 う 為 で す 。 ア ッ ラ 
完全 な イ バ ー ダ が で き な か っ た こと を 告げ る も の で す 。 


鍛錬 に よる も の で ある こと を 訟 識 し 、 こ の 大 き な 恵 み 


会 話し 、 


「 フ ァ ル ド の 礼拝 の 
88 回 タク ビー ル 、 そ し 
$ じ られ て いま す 。 こ の 理 
ー に ふさ 


こと が アッ ラー の 援助 と 
に 感謝 する 


の で す 。 タ クビ ー ル を 行う こと で 、 ア ッ ラ ー 以 外 に イ バ ー ダ に ふ 


さわ し い 存 在 は 何 も な いこ 
礼 提 
才 い 、 
持た な いと いう こと を 、 
よっ て 確認 すれ ば 、 


と を 宣言 
E を 条件 や その 徳 に 従っ て 行い 、 


心から 、 純 粋 
この 礼拝 は 受け 入れ 


し ます 。 
そこ 
礼拝 を 行え を た こと を 感謝 し 、 イ バー ダ に は 他 の 誰 も 権利 を 
に 、 カ リマ ・ タ ウ ヒ ー ド に 


で の 不足 を この よう に 


られ 得る の で す 。 こ の 人 


は 、 礼 拝 を 行っ た 人 、 救 われ る 人 と な る の で す 。 ア ッ ラ ー よ 、 預 


| 160 | 
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言 者 た ちの うち 最も 崇高 な お 方 へ の 敬意 の 為 に 、 私 た ち を 、 六 拝 


を 行 全 し も べべ と な きる て で くだ きい 。 デ アーミー ジ 。 


NDY 


礼拝 の 後 の ド ゥ アー 

「 ア ル ハ ム ド ゥ リッ ラー ヒ ラッ ピル アー ラミ ー ン 。 ア ッ サ 
ジー トウ み ツタ サザ ア ーー テテ プペ ーー リザ ハデ デ ディ 
ン ワ アー リヒ _ ワ サフ ビ ヒ ー アジ ュ マ ー イ ン 」 

主 よ 、 行 っ た 礼拝 を 認め て くだ さい 。 私 の 来世 、 先 行き を 良い 
も の と な さっ て くだ さい 。 最期 の 息 で カリ マ ・ タ ウ ヒ ー ド を 唱え 
る こと が で きま す よ うに 。 亡くな っ た 、 私 に 関わ る 人 々 を お 許し 
くだ さい 。 

「 ア ッ ラ ー フ ンマ グフ ィ ル ワル ハム ワ アン タ ハイ ルッ 
ジー さこ ー ツ 、 ダ サッ ジッ ニー ふみ スリ マン ウツ テル ラク こら 
ビッ サー リヒ ー ン 、 ア デッラ ー フ ンマ グフ ィ ル リ ワー リ ダ ー ヤ 
ワ リ ウス ター ズ イ ヤ ワ リム ッ ミ ニー ナ ワル ムッ ミナ 
ー ト ゥ ヤ ウ マ ヤク ー ム ル ヒサ ー ブ 」 

主 よ 、 私 を シャ イタ ー ン の 災い か ら 、 敵 の 災い か ら 、 悪 を 命じ 
る 我 欲 の 災い か ら 守 っ て くだ さい 。 私 た ちの 家 に 、 良 い も の 、 
合法 で 尊い 糧 を お 上 恵み くだ さい 。 イ スラ ー ム に 従う 人 々 に 祝福 を 
お 与え くだ さい 。 ム スリ ム の 敵 た ち を 減 ぼ し て くだ さい 。 不 信仰 
者 と 聖 邊 を 行う へ ムスリム た ち を 、 神 の 援助 に よっ て お 助け 下さ 
い 。 
「 ア ッ ラ ー フ ンマ イン ナカ アフ ー ウ ン カリ ー ム ン トッ ゥ ヒ 
ッ プ ブル アフ ワ ファ ー フ アン ニ 」 

アッ ラー よ 、 病 人 に 健康 を 、 苦 し ん で いる 人 々 に 癒し を お 与え 
くだ さい 。 

「 ア ッ ラ ー フ ンマ イン ニー アッ サル カッ スハ ー タ ワル ア 
ー フ ィ ヤ タ ワル アマ ー ナ タ ワ フス ナル フル ク ワッ ル ダ 
ー ビル カ ダ リ ビラ フフ マティカ ヤー アル ハマ ル ラ ー ヒ ミー 
ン 」 

わが 母 、 わ が 父 、 子 供 た ち 、 親 戚 、 友 、 そ し て 全て の イス ラー 
ム の 上 兄弟 た ち に 、 尊 い 生涯 と 良い 徳 、 正 し い 知 性 と 健康 、 正 し 
い 方 向 へ の 導き 、 正 し い 道 を お 恵み くだ さい 、 主 よ ! アー ミー 
ン 。 
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「 ワ ル ハ ム ド ゥ リッ ラー ヒ ラッ ピル アー ラミ ー ン 、 ア ッ ラ ー 
フン マ サッ リ アラ ー、 ア ッ ラ フン マ バー リク アラ ー、 ア 
ッ フ ラー フン マ ラッ バ パ バナー アー ティ ナー、 ワ ル ハ ム ド ッ ウッ リッ 
ラー ヒ ラッ ビル アー ラミ ー ン 。 ア スタ グフ ルッ ラー、 ア スタ グ 
フル ッ ラ ー、 ア スタ グフ ルッ ラ ハ ル アズ ィ ー ム アル カリ ー ム 
アッ ラズ イィ イー ラー イラ ー ハ イッ ラー フワ る ハイ ヤル カ ュ ユー 
マデ アト ッ タープ イラ イジ] 


E 細 の 解説 (ドゥ アー が 受け いら れる 為 の 条件 ) 
ムスリム で ある こと 。 
スン ナ に 従う 信仰 を 持っ て いる こと 。 こ の 為 、4 つの 学派 の どれ 
か に 従う こと が 必要 で す 。 
ファ ルド を 行う こと 。 カ ダー に 残っ た 礼拝 を 、 夜 、 そ し て スン ナ 
の 代わ り に カ ダ ー を 行い 、 少 し で も 早く 済ま せる べき で す 。 

ファ ルド の 礼拝 が カ ダ ー に 残さ れ て いる 人 の 、 ス ン ナ と ナー フ 
ィ ラ の 礼拝 、 そ し て ドッ アー は 受け 入れ られ ませ ん 。 つ まり 、 そ 
れ 自 体 が 真正 な も の で あっ た と し て も 、 そ の サワ ー ブ は 与え られ 
ませ ん 。 シ ャ イタ ー ン は ムスリム を 天 く 為 に ファ ルド を 無 価値 な 
も の と 示し 、 ス ン ナ や ナー フィ ラ を 行わ せよ うと し ます 。 礼拝 
は 、 時 間 が 来 た こ と を 認識 し 、 早 いう ち に 行う べき な の で す 。 
ハラ ー ム を 避け る べき で す 。 受け 入れ られ る の は 、 ハ ラー ル で あ 
る も の を 日 に する 人 の ドゥ アー で す 。 
ワリ ー の 誰か を 媒介 に し て ドッ アー を 行う べき で す 。 

イン ド の 学者 の 一 人 ムハンマド ・ ビ ン ・ ア フ マ ド ・ ザ ー ヒ ド 
は 、 そ の 書物 の 54 章 で 、 ペ ベル シア 語 で 次 の よう に 語っ て いま 
す 。「 ド ゥ アー が 認め られ る 為 に は 、2 つの こと が 必要 で ある 。 一 
つ は 、 ド ゥ アー を イフ ラー ス で 行う こと で ある 。2 つめ は 食べ た 
も の 、 着 て いる 者 が ハラ ー ル で ある こと で ある 。 信 者 の 部 屋 に 、 
率 た ば ほど で あれ ハラ ー ム で ある も の が あれ ば 、 こ の 部 屋 で な さ 
れ た ドッ アー は 受け 入れ られ な い 。」 イ フラ ー ス と は 、 ア ッ ラ ー 
以外 の 何 も の に つい て も 考え ず 、 た だ アッ ラー か ら 求 め る こと で 
す 。 こ の 為 、 ス ン ナ に 従う 学者 た ち が 教 えた 形 で 信仰 を 持ち 、 イ 
スラ ー 人 < 従う こと 、 特 に 他 の 人 の 権利 を 侵害 し な いこ 
。 こ 5 回 の 礼拝 を 行う こと が 必要 な の で す 。 


0 
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信仰 を 新た に する ドッ アー 

アッ ラー よ ! 思春 期 に 達し て 以来 、 こ の 時 まで 、 イ スラ ー ム の 
敵 や ビ ド ッ ア に 逸脱 し た 人 々 の 英 購 を 信じ し て 持っ て し まっ た 誤っ 
た 信仰 と 、 ビ ドゥ ア で あり 罪 で ある 私 の 発言 、 私 が 聞い た も の 、 
見 た も の 、 行 っ て きた こと に つい て 、 私 は 深く 悔やん で いま す 。 
2 度 と あの よう に 誤っ た 形 で 信仰 し な いこ と を 願い 、 ニ ー ヤ し 、 
意図 し ます 。 預言 者 た ちの 始ま り で ある の は 預言 者 アー ダム で あ 
り 、 最 後 の 預 言 者 は 言 者 ムハンマド で し た 。 私 は 、 こ の ?2 人 の 預 
言 者 、 そ し て 2 人 の 間 に や っ て きた 話 預 言 者 を 信じ まし た 。 全 て 
正しく 、 誠 実 で す 。 彼 ら が 知ら せ て いる こと は 正しい の で す 。 
アー マン トゥ ビッ ラー ヒ ワ ビ マ ー ジャ ー ミン イン 
ディ タダ ター、 マク ぬ ふみ ラー ディ ッ ラ ア 、 ワ アー マシ トッ 
ラス ー リ ッ ラ ー フ ワ ビ マ ー ジャ ー ミン イン ディ ラス 
リッ ラ デン ふ ラ ー デ イィ ラス ー リ ッ ラ ー フ 、 ア ー マ ン 
ッ フ ラー ヒ ワ マフ ラー イカ ティ ヒ ワ クト ッ ビ ヒ ワ 
ワル ラウ ミル アー ヒ リ ワ ビル カ ダ リ ハイ リヒ 
ー ワウ シャ ッ リ ヒー ミナ ッ ラ ー ヒ タダ アー ラー ワル バス 
バダ ル マ ウ ティ ハッ クン アシ ュ ハ ドッ アン ラー イラ ー 
ハ イッ ラッ ラー フ ワ アシ ュ ハ ドゥ アン ナ ム ハ ン マ ダ ン 
アブ ドゥ フ ワ ラス ー ル フ 。 


TTY 


礼拝 の 英知 (礼拝 と 健康 ) 
ムスリム は 礼拝 を 、 ア ッ ラ ー の 命令 で ある 為 に 行い ます 。 ア ッ 
ラー の 命令 に は 多く の 英知 、 効 用 が あり ます 。 禁 じ ら れ て いる こ 


に も ゃ 、 や 害 の 一 部 
は 、 今 日 医学 の 研究 者 た ち に よっ て 確認 され て いま す 。 イ スラ ー 
ム ほ ど に 健康 を 重要 視 す る 宗教 や 思想 は 他 に あり ませ ん 。 イ スラ 
ー ム は 、 イ バー ダ の 最も 崇高 な も の で ある 礼拝 を 、 生 涯 の 最後 ま 


で 行う こと を 命じ てい ます 。 礼 拝 を 行う 人 は 、 当 然 健康 の 為 の 効 
H を も 得る の で す 。 礼 拝 が も た ら す 健康 面 で の 効用 の うち 、 一 部 
は 次 の 通り で す 。 
礼拝 で 行わ れ て いる ゆっ くり と し た 動作 は 、 心 臓 に 負担 を か け ま 
せん 。 礼拝 は 一 日 の 様々 な 時 間 に 行わ れる 為 に 、 人 を 常に 力強く 
民 ち ます 。 
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日 に 頭 を 地面 に 


80 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


司 つ ける 人 の 脳 に 


凍 この 人 為 、 脳 細胞 が 十分 
憶 や 人 格 を 損なう こと は あま 


律動 的 に 多く の 
9 に 成 さ れ 、 
りあ り ま せん 。 こ うし た 人 え 々 は 、 よ 


が 運 
L 拝 を 行う 人 が 記 


り 健康 的 な 生涯 を 送り ます 。 今 日 の 医学 で 誰 知 症 と 呼ば れる 状態 


に は な り に 


よ い 状 態 で 
が 上 が る こと が な く 、 


で きま す 。 白内障 や 緑内障 
き は 、 
と よっ て 


礼拝 を 行う 際 の 動 
や すく な り 、 そ れ 【 
が 容 
を 果たし ます 。 
の 予防 や 勝 朋 を 空 に 3 
日 に 5 回 行わ れる 礼 
れる こと の な い 筋 や 


こく い の で す 。 
人 大 人 0 べ の SHOIG 人 9 に 21 
行 を 維持 し て いま す 。 こ の 為 、 
の 前 部 に ある 液体 が 常に 入れ 替わる こと が 
ME 
に 混ざり 、 
に くく な り 、 す い 了 騰 で 酵素 
< 分 泌 さ れる こと を 助け 、 ま た 同様 に 便秘 を 防ぐ 上 で も 役割 
堅 臓 や 尿道 が 十分 に 決 が れる こと と な り 、 
\ っ た 点 で も 助け と な 
拝 の リズ ミカ ル な 動き は 
関節 を 動か し 、 関 節 症 や 石灰 化 
の 病気 、 そ し て 筋肉 が つる こと を も 防ぎ ます 。 
体 の 健康 の 為 に は 、 清 潔 さ 


に: を 


は 、 肉 体 的 か つ 精 神 


ル は 体 の 健 有 


予防 医学 に お いて は 
で す 。 礼拝 の 時 間 は 
も 適し た 時 間 で す 。 


に ある 食物 が 十分 
日 に た まり 


に な り ま す 。 


行 を 新た に 


っ て 体 が 再 


時 に 、 


清潔 さ を 細 


施 こ る 欧 で な な いひ 、 


睡眠 を 促す 重要 な 要素 が 礼拝 で す 。 さらに 
は 。 沙 ジュ ダ を 行う だ 0 り 
び ば び 活力 を 取り 
礼拝 の これ ら の 効用 を 得る 為 に は 、 礼 提 
E 持 する こと 、 食 べべ 過ぎ な いこ 
ル で ある も の を 食べ る こと 等 に も 


「 で 地面 
戻し ます 。 


この 導 具 で の 対 、 金 や 纏 


更 れ 梨 て た 心 を 、 落 を 多 る こと 次 双 族 する 
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ば し た り し て いる の で 、 


良 球 の 内 部 の 圧力 


胆汁 が 流れ 


尿道 結石 
に 


常 生 活 で 動か さ 


は 当然 不可 欠 で す 。 ウ 
的 な 清浄 で す 。 礼拝 と 
の で す 。 体 と 魂 の 清め の な い 礼 振 
を 維持 し ます 。 
申 的 に も 休息 し 、 清 め ら れ た こと ! 
、 一 定 の 時 間 行わ れる 体 の 動 


は あり ませ ん 。 
イ バ ー ダ の 務め を 


果たし た 人 


し 、 呼 吸 を 活性 


DE これ に よ 


E を 時 間 通 り 


の よう な 関節 


ドゥ ー と グ ス ル 


は 、 清 浄 さ その も の な 


ウド ゥ ッ ー や グ ス 
人 は 、 精 


き は と て も 重要 
化す る 為 に 最 


蓄積 し た 静電気 


に 行う と 同 


、 靖 潔 で ハラ ー 


注意 を 払う こと が 必要 で す 。 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


第 7 部 
礼拝 の イス カー トウ (死後 、 金 銭 で 償い を 行う こと ) 
死者 の 為 の イス カー トッ と 循環 

「 ヌ ー ル ウル - イザ ー フ 」、「 タ フタ ー ウ ィ ー」 の 注 息 、 そ し て 
「 ハ ラビ ー」 と 「 ド ゥ ル ウル. ムン タカ ー」、 及 び 「 ウ ィ カ ー 
ヤ 」、「 ド ゥ ラル 」、 そ し て 「 ジ ャ ウ ハ ラ 」、 そ し て その 他 の 弓 重 な 
書物 で 、 断 食 の 項 の 最後 に 、 遺 言 を 残し た 死者 の 為 に イス カー ト 
ゥ と 循環 を 行う 必要 が ある こと が 書か れ て いま す 。 例 えば 、「 タ 
フタ ー ウ ィ ー」 の 注 邊 で は 、「 行 われ な か っ た 断食 の 代償 金 を 支 
払い 、 イ スカ ー ト ゥ を 行う こと が は っ きり と 定め られ て いる 。 礼 
拝 は 断食 より も 重要 で あり 、 認 め ら れ て いる 差し 障 り に よっ て 行 
えな か っ た 礼拝 、 そ し て カ ダ ー を 行う こと を 望ん で いた の に 死に 
至る 病 に か か っ た 人 た ちの 実行 で き な か っ た カ ダ ー に つい て 、 断 
食 と 同様 に イス カー トッ ゥ を 行う こと に つい て は 、 学 者 た ちの 意見 
の 一 致 が ある 。 イ スカ ー ト ッ ゥ が で き な い と 言う 人 は 無知 な の で あ 
る 。 なぜ な ら 各 学派 の 一 致し た 意見 に 対抗 し て いる か ら で あ る 。 
ハデ ィ ー ス で は 、『 誰 も 、 他 人 の 代わ り に 断食 を する こと は で き 
ず 、 礼 拝 を する こと も で き な い 。 し か し 、 彼 の 断食 や 礼拝 の 代わ 
り に 貧者 に 食事 を させ る こと は で きる 』 と され て いる 。」 

7 の 2 NIS E 代 MNO 
マー ム た ち が 、 自 分 と 同じ よう に 想像 で 話し て いる と 思い 込ん で い 
る 一 部 の 人 々 が 、「 スラ ー ム に は 代償 金 や 循環 は な い 。 そ れ は キ 
リス ト 教 徒 が 罪 を 告白 する や り 方 に 似 て いる 」 と 主 上 す る の を 陸 に 
する こと が あり ます 。 こ うし た 言葉 は 、 彼 ら 自 身 を 危険 に 陥れ ま 
す 。 なぜなら 預言 者 ムハンマド は 、「 わ が ウン マ は 逸脱 し た 事柄 に 
お いて 意見 を 一 致 さ せる こと は な い 」 と いわ れ て いる の で す 。 こ の 
ハデ ィ ー ス は 、 ム ジュ タ ヒ ド (イジ ュ テ ィ ハ ド テ 法 的 解釈 を 行う 
人 ) が 意見 を 一 致 さ せ て 承認 し て いる 事柄 は 、 当 然 真実 で ある こと 
を 示し て いま す 。 こ れ ら を 信じ な い 人 は 、 こ の ハデ ィ ー ス を 信じ な 
いこ と に な り ま す 。 イ ブ ニ ・ ア ー ビ デ ィ ー ン は ウィ トル の 礼拝 に つ 
いて 語る 際 、「 イ スラ ー ム に お いて 必須 と され て いる こと 、 す な わ 
ち 無 知 な 人 々 も 知っ て いる イジ ュ マ ー (ムジ ュ タ ヒド た ち が 意 見 を 
一 致 さ せ て 承認 し て いる こと ) で ある 知識 を 信じ な い 人 は 、 不 信仰 
者 と な る 」 と 語っ て いま す 。 イ ジュ マー と は 、 学 者 た ちの 意見 の 一 
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致 を 意味 し ます 。 イ スカ ー ト ッ を 俳 


ーー 


で きる で し ょ うか 。 


父 た ち は 


[ 間 を 行い ます 。 し ヵ 


その お 金 
イス カー トド ト み 1 


和 環 


な く 貧 


スラ ー ム に 適し た 


われ て いる イス カー 
い 」 と 言え ば 、 よ り 


陥ら ず に 
だ 


ー ン 6 
「 差 
的 な 
た 時 


助 き で 行う だ 


済み 、 さ ら に イス ラー ム に 奉仕 を 
で し ょ う 。 イ スカ ー ト ッ ゥ と 6 
に 行わ れる べき か を 下記 で 説明 し て い 
よ 、 カ ダー の 礼 
し 障 り が あり 、 カ ダー 
け の カ 
に その 償い を 代償 金 
こと は ワー ジブ で す 。 カ ダー する だ け 
遺言 は 必要 あり ませ ん 。 ラ マダ ー ン 月 


が あ 
で 文 


は 、 現 在 で は 
用 で 行わ れ て いま せん 。 イ スラ ー ム に イス カー 
トゥ は な いと 言う 人 々 は 、 そ の よう に 主 


鐘 計 


礼 振 の 書 一 


と 似せ る こ 


と が どう し て 


E の 告 E 
告白 を させ て いる 


ヽ 口 


と し て 、 人 々 に 


ゝ し イス ラー ム で は 、 宗 教 者 は イス カー トッ ゥ を 
了 え ませ ん 。 イ スカ ー ト ッ ゥ を 行え る の は 死者 の 後見 人 の み で あり 、 
は 宗教 者 で は 


者 に 与え られ る の で す 。 


ほとん どす べ 


E 張 する 代 


ウゥ と 循環 は イス ラー ム に 適し た 形 で 
が うつ た だ でしょ う ル し 、 
て いた で し ょ う 。 こ 2 う 言 っ て いれ ば 、 


私 た ち 
HH 身 が 


フー 


っ た 


講 舞 が イス ラー ム 


彼ら 


E す 。 イ ブ ニ 


に 残し た 礼拝 が ある 人 が 、 
る の に 行わ な か っ た な 
払う (イス カー トッ ) 
+ の 力も な か っ 
に 断食 を 行え 


区 後 で 次 の よう 1 計 ee o 


て の 場所 で 、 イ 


わり に 「 現 在 行 
は な 
も 彼ら を 支持 し 
坊 ろ し い 危 険 に 
こと に な っ て い 


Rs う 


ー ビ デ ィ 


それ ら を 象 後 
ら ば 、 亡 く な っ 
為 に 遺言 を する 
た の で あれ ば 
な か っ た 旅行 者 


や 病人 も 、 カ ダー を 行う 時 間 が な いう ち に 亡くな っ た の で あれ ば 、 
遺言 は 必要 あり ませ ん 。 ア ッ ラ ー は 彼ら の 差し 障 り を 認め られ る の 
で す 。 病 人 の 償い の イス カー トッ は 、 死 後に その 後見 人 に よっ て 行 


われ ます 。4 


E 前 に ( 


は 行わ れ ま 


スカ ー ト ッ ゥ を 行わ せる こと ! 


「 ジ ラー ウル ・ 2 
そし て 他 者 の 権利 が 自 2 
人 の そば で 遺言 を 行う こと 、 も し く は 
葉 読 ませ せる こと は 、 ワー ジブ で ある 。 


「 ア ッ ラ ー の 権利 、 
2 人 の 証 


な い 人 が 幅 


せん 。 生き て いる 人 が 、 
は 認め られ な い の で す 」 


に 残 


二 半 


雷 


分 の 為 に イ 


っ て いる 人 が 、 
いた も の を 彼ら 


この よう な 権利 が 残っ て い 
言 を 行う こと は 、 ム スタ ハブ で ある 」 


償い の イス カー トッ の 為 に 遺言 を 行っ た 死者 の 後見 人 、 す な わ 


> 


ち 遺 産 を それ ぞ れ の 


本 


所 に 費やす 導 
相続 人 が いる 人 は 、 遺 産 の 8 分 


に 遺言 を 行っ 


の 1 を 、 そ れ ぞ れ の 定時 の 礼 電 


た 人 、 も し く は 


E の 


為 、 そ し て ウィ トル の 礼拝 の 為 、 加 えて カ ダ ー を 行う べき で ある 
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一 日 分 の 断食 の 為 に 、 フ ィ ト ラ の 量 、 つ まり 半 サ ア (520 ディ ル ハ 
ム も し く は 1750 グラ ム ) の 麦 を 貧者 に 代償 金 と し て 支払 いま す 。 
ハナ フィ ー 派 で は 、 償 い の イ スカ ー ト ッ ゥ の 為 に 遺言 を 行っ て い 
な か っ た の で あれ ば 、 後 見 人 が 償い の イス カー トッ を 行う こと は 
必要 あり ませ ん 。 シャ ー フ ィ ー 派 で は 、 遺 言 を 行わ な か か っ た の で 
あれ ば 、 後 見 人 が 行う 必要 が あり ます 。 ハ ナ フ ィ ー 派 で は 、 他 人 
に 支払 うべ きも の が あり 、 遺 言 が な い 場 合 、 死 者 が 遺し た 財産 か 
ら 後見 人 が 支払 うこ と が 必要 で す 。 さ ら に 、 債 権 者 は 、 遺 産 が 相 
続 さ れ た 時 に は 、 裁 判 を 起こ さ ず に 受け 取る べき も の を 受け 取る 
こと が で きま す 。 カ ダー に 残さ れ た 断食 の 代償 金 を 払う こと 、 す 
な わ ち 財産 に よっ て それ を 払う こと を 遺言 し た の で あれ ば 、 そ れ 
を 実行 する こと は ワー ジブ で す 。 なぜなら イス ラー ム が 命じ て い 
る か ら で す 。 遺言 を し て いな い の で あれ ば 、 礼 拝 の 代償 金 を 払う 
こと は ワー ジブ プ で は な く 。 ジャー イズ (時 され る こら ) と な り ま ま 
す 。 こ の 最後 の ? つ は 、 も し 認め られ な く て も 、 少 な く と も サダ 
カ の サワ ー ブ が 生じ 、 罪 を 清め る 助け と な り ま す 。 イ マー ム ・ ム 
ハン マ ド は この よう に 語っ て いま す 。 
「 マ ジュ マー ウル - アン フル 」 で は 次 の よう に 記さ れ て いま す 。 
「 我 欲 と シャ イタ ー ン に 従っ て 礼拝 を 行わ ず 、 生 涯 の 最後 が 近 づ 
いて 初め て それ を 後悔 し 、 礼 拝 を 行い 、 カ ダー を し 始め た 人 が 、 
カ ダ ー す る こと が で き な か っ た 礼拝 の イス カ ゥ の 為 に 遺言 を 
遺す こと は 認め られ な いと いわ れる が 、 そ れ が 許さ れる こと は 
『 ム スタ ス フ ァ ー』 で 記さ れ て いる 」 

ジラ ー ウ ル ・ ク ルビ ー で は 次 の よう に 記さ れ て いま す 。「 他 者 
に 払う べき も の と は 、 返 すべ き 借 金 、 信 託 、 強 礁 し た も の 、 盗 ん 
だ も の 、 対 価 等 の 理由 で 支払 うべ きも の 、 そ し て 貴 嘩 、 傷 害 、 不 
正 な 利用 と いっ た 肉体 の 権利 、 そ れ か ら 俺 唇 、 か ら か い 、 陰 
傷 と いっ た 心 の 権利 で ある 。」 
イス カー トッ を 行う 為 に 遺言 を 行っ た 死者 の 財産 の 3 分 の 1 を 
充て る の で あれ ば 、 後 見 人 は この 財産 で 代償 人 金 を 払う こと が 必要 
で す 。 そ れ に 充て よう と し な い の で あれ ば 、 財 産 の 3 分 の 1 以上 
を 遺産 相続 人 が 寄付 する こと が 許さ れる と 、「 フ ァ ト ッ フ ウル .- 
カ デ ィ ー ル 」 で は 記さ れ て いま す 。 同様 に 、 フ ァ ル ド で ある ハッ 
ジ を 行う 為 に 遺言 を 遺 せ ば 、 遺 産 相続 人 も し く は 他 の 人 が ハッ ジ 
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の 代金 を 贈る こと は 認め られ ませ ん 。 死ぬ 前 に 遺言 を せ ず 、 遺 産 
相続 人 が 彼 自 身 の お 金 で イス カー トッ を 行い 、 ハ ッ ジ に 行け ば 、 
死者 の 借り は 返さ れ た こと に な り ま す 。 相続 人 以外 の 人 の お 人 金 で 
は 、 こ れ ら は 認め られ な いと 言う 人 々 も いま す が 、「 ド ゥ ル - ウル 
- ム フ タ ル 」 や 「 マ ラー キル - ファ ラー フ 」、「 ジ ラー ウル ・ ク ル 
ビー」 と いっ た 本 の 著者 た ち は 、 認 め ら れる と し て いま す 。 

賞 い の イス カー トッ は 、 雲 の 代わ り に 小麦 燈 、 あ る い は 1 サ ア 
の オオ ムギ 、 ナ ツメ ヤシ 、 プ ドウ を 計算 し て 、 そ れ ら で 払う こと 
も で きま す 。 (なぜなら 、 こ れ ら は 小麦 より も な お 貴重 で あり 、 
貧者 に と っ て より 効果 的 だ か ら で す 。) 全て の 代わ り に 、 価 値 の 
ある 金 や 銀 で 支払 うこ と も で きま す 。 (紙幣 で は イス カー トッ は 
で きま せん 。) ティ ラー ワ の サジ ュ ダ の 為 に 代償 金 を 払う 必要 は 
あり ませ ん 。 


イス カー トッ や 循環 は どの よう に 行わ れる か 

代償 金 が 遺産 の 3 分 の 1 を 超え る な ら 、 遺 産 相続 人 た ち が 許 可 
を 与え な い 限 り 、3 分 の 1 以上 の 部 分 を 支払 い に 費 や すこ と は で 
きま せん 。「 ク ニヤ 」 と いう 書物 で は 、 次 の よう に 記さ れ て いま 
す 。「 全 生涯 の 礼拝 の 為 に 財産 の 3 分 の 1 を 支払 うこ と を 遺言 し 
た 死者 に 、 借 金 が あっ た 場合 、 債 権 者 が 遺言 の 執行 を 許し た と し 
て も 、 こ の 遺言 の 執行 は 認め られ な い 。 な ぜ な ら イ スラ ー ム は 、 
まず 借金 を 返す こと を 命じ て いる か ら で あ る 。 借金 を 返す こと 
は 、 債 権 者 が 認め る こと に よっ て 先 延ばし に は され な い 。」 
全て の 礼拝 の イス カー トッ を 行う よう 遺言 を し た 人 が 何 歳 で 亡 
く な っ た の か 不明 で あれ ば 、 遺 し た 財産 の 3 分 の 1 が 礼拝 の イス 
カー トッ に 足り な い 場 合 、 こ の 遺言 が 認め られ ます 。 遺産 の 3 分 
の 1 が イス カー トッ ゥ に 十分 で ある か 、 余 る 場合 は 、 こ の 遺言 は 認 
め ら れず 、 人 逸脱 と され ます 。 なぜなら 、 財 産 の 3 分 の 1 が イス カ 
ー ト ッ ゥ に 足り な い 場 合 、3 分 の 1 に よっ て イス カー トッ ゥ を 行う 礼 
拝 の 数 が 一 定 で ある こと か ら 、 遺 言 は この 礼拝 の 為 に 適用 され ま 
す 。 残り の 礼 振 の 為 の 遺言 は 無 意 味 な も の と な り ま す 。8 分 の 1 
の 方 が 多い 場合 、 生 涯 、 す な わ ち 礼拝 の 数 が 一 定 で は な い 為 、 遺 
言 は 無効 と な り ま す 。 
礼拝 の イス カー トッ の 為 に 遺言 を 行う 死者 に 全く 財産 が な い 場 


、 あ る い ! 


し て お ら ず 、 
望ん で いれ ば 、 


行う 義務 は 
は 一 


ーー ] 礼拝 の 書 ーー 一 


は 8 分 の 1 が 遺言 に 


後見 人 が 彼 E 


で ある 6 回 


。 1 


リラ で ある 


見 人 が 5 個 


年 分 の ネ 
て 6600 リラ と な り 3 


の 金 


の 礼拝 の 為 に 


時 に は 、1 


貨 を 借 


誠 。 


スラ ー ム を 
0 


知り 。 


E 齢 か ら 19 


う 為 ( 


こ 後見 人 は 、 


腕 


、 女 性 で あれ ば 9 有 
E 分 ある か を 計算 し ます 。 
年 の 為 に 8660 キロ の 麦 を 支払 
が 180 クレ シュ で ある な 


輸 、 


こ 足 りな い 場 合 、 あ る い は 全く 遺 
身 の 財 産 で イス カー 
人 OR 
あり ませ ん 。 循環 を 行 
年 の イス カー トッ ゥ の 為 に (8 
す 。 死 者 が 男性 で あれ ば 
ナス し 、 で き て いな い 礼 拝 が 何 有 
10 キロ 、1 
うこ と が 必要 で す 。 例 えば 、1 キロ の 麦 
[ 拝 の イス カー トッ は 6588 リラ 、 も し く は 切り 上 げ 
E す 。1 ア ルト ッ ン ・ リ ラ (7.9 グラ ム ) が 120 
E 分 の 礼拝 の イス カー 
は 念 の 為 と し て 60 アル トゥ ン ・ リ ラガ が 必要 
世俗 的 な こと に 夢 


指 


輸 、 旬 を 作 


言 を 


ゥ を 行う こと を 


マイ 


分 


E を 


ゥ の 為 に 55、 も し く 
と な り 


ます 。 死者 の 後 


に な っ て お ら ず 、 イ 
愛し て いる 数 人 の (例え ば 4 人 の ) 貧者 を 見 つ 
(彼ら が フィ トラ を 払う こと の で き な い 、 


すなわち サダ カ を 受 


け 取 る 貧者 で ある こと が 必須 条件 と な り ま す 。 NN 


ば イス カー 


を 受け た 人 、 も し く は 遺産 相続 人 の 一 人 、 も 
、「 亡 く な っ た 何 革 氏 の 礼拝 の イス カー トッ の 人 為 、 
と いい 、 


一 人 の 代理 


対価 と し て この ぉ j アル トゥ ン を あな た に 


トゥ ッ ン を 最 
は 、 


す 」 と いい 、 


それ を 与え 、 


者 に 4 
環 が な され 
カー トッ し 
年 分 の 礼拝 


日 


枚 あ れ ば 72 回 、 


人 で 金 


トゥ ! 


人 は 


初 の 貧者 に 


法 だ あ 
の 為 に 


の 為 に 29 


ロ 


の 循環 を 行い ます 。 


包 応 し ま 


金 が 20 枚 で あれ ば g6 
の 数 も 10 枚 で あれ ば 、48 年 分 の 礼 


48x60 三 2880 アル ト 


回 


与え 8 
に サダ カ の ニー ヤ で 与え 
「 受 け 取 り ま し た 。 私 は 承認 
これ を 遺産 相続 人 も し く は その 代 
人 も それ を 受け 取り ます 。 そ れ か ら 3 
贈り 物 と し て 受け 取り 3 
、 も し く は 4 人 の 貧者 に 一 


E で 60 歳 で ある 


は 認め られ ませ ん 。) 死者 の 後見 人 、 


E す 」 


E す 。 


し た 。 こ れ を あな た !【 


索 ら の り ち の 


5 アル 
それ か ら 和 貧者 


こ 贈 


理 人 に 贈り 、 
E た 彼 、 も し く は 次 の 貧者 に 
ます 。 こ の よう 
回 ずつ 与え 、 受 け 取 る こと で 循 
ます 。 こ の 循環 で 、20 アル トゥ ン の 礼拝 の 償い を イス 
に な り ま す 。 死者 が 男 必 


相続 


に し て 同 


場合 、48 


ッ ゥ ン を 払う こと が 必要 で 
す 。 こ の 為 に は 、2880+20 で 、144 回 の 循環 を 行い ます 。 金 が 10 


iP 


いま 


持 


E の 
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す 。 貧 者 の 数 が 10 


貫い の イス カー トゥ 


ーーー] 礼拝 の 書 ーー 一 


2 する 金 の 


な ぜ な ら 、 
礼拝 を 行わ な か っ た 年 x1 
数 x 循 環 の 数 だ か ら で す 。 こ の 例 で 
48x60 三 4x5x144 三 4x10x72 三 4x20x36 三 10x10x29 
と な り ま す 。 
この よう に 、 礼 振 の イス カー トッ ゥ で! 


ます 


金 の 紙幣 的 な 1 
と 麦 の 価値 は 常に 
イス カー トッ の 人 為 に 
金 の 数 、 つ ま 


値 


1 か 
1 か 
と 認め られ て いま す 。 
算 さ れ ま す 。 


礼 振 の イス カー トッ ゥ を 終え た 後 で 、 
で あっ た 断食 の イス カー トッ ゥ の 薦 ! 


に 38 回 循 舞 させ ます 。 
イス カー トッ は 、52 
わ ち 0.73 個 の アル 
一 派 で は 1 個 の 金 が 
48 


に 同時 
1 年 分 の 麦 の 量 ( 
ご O 詳 
の 為 、 イ スカ ー ト ッ ゥ の 計 
の 礼拝 の イス カー トゥ は 5 アル トッ ン 

1H の ラマ ダン の 断食 の イス カー トッ は 1 アル トッ ゥ ッ ン 
循環 され る 人 金 の 量 と 循環 の 数 は ここ か ら 


.5 キロ の 才 


に 減る か 、 同 時 に 


算 し た 6 
算 は 常に 、 


1 年 分 の 断 


ます 。 
。 これが 循環 の 数 と な り ま す 。 
SINS つま り 、 
ヽ 増え ます 。 
と は 変わ ら な いよ う ! 
60 アル トゥ ッ ン も ほ 


は 循環 の 数 を 見 出す 為 に 
年 分 の 金 の 数 と 、 死 者 が 礼拝 を し て いな か っ た 数 を か け ま 
に 、 循 環 さ れる 金 の 数 と 貧者 の 数 を か け 
2 つめ の 積 の 答え で 割 


す 。 さ ら 
ー つ め の 積 の 答え を 
小麦 や 
金 の 価値 
この 観点 か ら 
に 、1 年 分 の 
ぼ 同 じ で す 。 こ 


慎重 な も の と し て 、 


計 


実行 で きず 、 カ ダー すべ き 
こ 、5 アル トゥ ッ ン を 4 人 の 貧者 
すなわち 、1 年 分 つま り 30 
も し く は 5.55 グラ ム の 人 金 、 
ゥ ン ・ リ ラ だ か ら で す 。 
「 食 の 償い の イス カー トッ と な り 、 
年 の 為 に は 48 個 の 金 を 払う こと が 必要 と な り ま す 。5 個 
を 4 人 の 貧者 に 循環 させ れ ば 、20 アル トゥ ン を 払っ た こと に 


分 の 断食 内 の 
す な 
に ハナ フィ 


この よう 


の 金 
な り 


ます 。 カ ダー され る べき 断食 の イス カー トッ を 行っ た 後 は 、 ザ カ 


ー ト の 為 、 そ れ か ら 


議 牲 の 為 に 何 回 ヵ 


回 の 誓い の 為 の 償い に 毎 


障 りな く 
も 、1 日 
ア の 小雪 


断 さ れ て 


食 の 償い の 為 に 、 


で 循環 を 行う こと 


い が あ る な ら 、 


一 回 の 誓い の 為 に 


1 日 【 
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そし て 一 人 の 貧者 に は 、1 
以上 の も の を 与え る こと は で きま せん 。 だ か ら 匠 い や 断 
は で きま せん 。 
こ 10 人 の 貧 


* 循 環 を 行い ます 。 
10 人 の 貧者 が 、 
賞 い を 必要 と する 
60 人 の 貧者 が 必要 で す 。 


そし て 正 


当 な 差し 


分 の 断食 の 償い の 為 に 


半 サ 


維 い の 償 
2 キロ ずつ 


谷 者 に 


の 小麦 、 も し く は 小麦 粉 、 
金銀 を 与 上 ます 。 こ れ は 一 人 の 貧者 に 10 
で きま す 。 あ る い は 一 
この お 金 
志す 0 


産 


も 行う こと が 
た を 代理 人 に 


し て くだ 


1 


し 


ー 代 や 新聞 代 と 


こと は 、 料 政 


10 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


ます 。 
さい 」 と 言い 


ある い は 


司 等 の 1 


値 を 持つ その 他 の 財 


人 の 貧者 に 紙幣 を 渡 


間 続 け て 払う 形 で 
「 あ な 


し ン ヽ 


で 毎 
間 


し て 費 や せ ば 、 そ れ は 
E 人 と 取引 し 、10 日 


間 こ の 料 正 
行っ て か ら 中 断 


E 人 の 元 で 朝晩 食事 を する よう 
し た 断食 や ズ ハ ー ル の 償い も 


と も 、1 
者 に 60 


を 与え る こ も し くけ は 毎日 9 

遺言 が され て いな い ザ カー 
ませ ん 。 遺産 相続 
椅 を 行う こと が で きる と いう ファ トウ ワ が 出さ きれ て いま す 。 
金 を 貧者 に 


分 の 


循環 を 行う 際 に 


人 人 了 人 の 還 の の のち の らら に の DD 
せん 。 貧者 も 、 そ れ を 返す 際 に 
す 。 そ し て 後見 人 は 、 受 け 取 り ま し た と 言い 
カー トッ を 行え な い 状 態 で あれ ば 、 誰 か を 代理 人 と し 、 


人 帝 い の 為 ( 


は ザ カ ー 


後見 人 は 、 


、 朝 晩 9 
食事 を する 代わ り に 


ロ 間食 事 を 
で 計 一 や 
区 や 良い 
貧者 が 


、 10 


丸 


認め られ ませ ん 。 
金 を 料理 人 に 渡し 、 
し ます 。 ニ ー ヤ を 
同様 で あり 、 こ の ?2 つ 


(に 


に 60 人 の 貧者 に 1 


、 も し く は 1 人 の 貧 


、 半 サ ア の 小麦 も し く は 同等 の 1 
食事 を させ 
の イス カー 
の イス カー 


ロ 


こ 贈り 


人 が イス カー トッ ゥ や 循環 を 行い ます 。 
イマ ー ム ・ ビ ル ギ ウ ィ ー の 「 ワ シー ヤ ト ゥ ナー メ 」 と いう 書物 


と 、 そ の カー ディ ザー デ ・ ア フ マ ャ ド 氏 の 解説 で は 、 
ブ の 量 の 財産 を 持っ て いな いこ 


で あっ て も 


これ の 量 の + 


と いい 、 


L 有 


稚 め られ ます 。 
E の イス カー 
す 」 と 言う 必要 が あり ます 。 
を 受け 取っ た 時 に 
が あり ます 。 認識 し て 
す 。 こ の 貧者 も 慈悲 深く ふる まい 、 
3 二 の 
他 の 貧者 に 与え ます 。 そ の 
知 し まし た 」 と 言わ な 
の も の で ある こ と を 訟 識 し ま 


は それ が 


、 対 1 


谷 者 【 


谷 者 も 


ゝ な い の で あ 


直 の ある その 他 の 財産 
る こと か 必要 で す 。 

ゥ を 行う 必要 は あり 
ゥ の 為 に も 、 自 ら 循 


あたえ る ご と に 、 礼 拝 も 
け ま 
言う 必要 が あり ま 
ます 。 後 見 人 は イス 
この 代理 


ン 


し 記 き 


貧者 は 9 サー 


と が 条件 と な り ま す 。 死 者 の 親 威 
に 与え る 際 に は 
ゥ ッ の 人 為 に 


、「 何 某氏 の これ 
これ を あな た に さしあげ ま 
「 承 知 し まし た 」 と いい 、 金 


自分 の も の で ある こと を 誰 識 す る 必要 


れ ば 前 も っ て 教え る べき で 


ヨ ら の 意志 で 「 


誰 々 の 礼拝 の 


けれ ば いけ ま 


と し て これ を あな た 
貧者 も それ を 手 に 
せん 。 そ れ を 受け 取り 、 
す 。 こ の 2 番 


に 差し 上 げ ま す 」 
取っ て 「 承 
分 


目 の 貧者 も 「 受 け 
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まし た 。 認 め ま し た 」 と いっ た 後 、「 こ れ を 
失 目 の 貧者 に 与え ます 。 こ れ に よっ 
ー ト 、 犠 牲 、 フ ィ ト ル の サダ カ 、 願 掛け 


あな た に 差し 上 げ ま 
て 、 礼 拝 、 断 食 、 ザ 


、 他 者 に 返す べき 権 


和 動物 の 権利 に つい て 循環 を 行う べき で す 。 誤 っ た 、 道 を 外れ 
た や り と し も 、 他 者 に 返す べき 権利 に 含ま れ ま す 。 誓い や 断食 の 


償い の 為 に 循環 を 行 URIDP DE ん 。 


それ か ら 、 金 が どの 貧者 の 手 に 残っ た と し 
れ を 自ら の 願い と 承認 に よっ て 後見 人 に 贈り 
取り 、 認 め ま し た と 言い ます 。 も し 贈り 物 と 
その 貧者 の 財産 で あり 、 無 理 や り 礁 うこ と は 


は 一 定 の 額 の 金 も し く は 紙幣 、 あ る い は 死者 の 持ち 物 を この 貧者 
に 贈り ます 。 借金 が あ 


に 与え 、 こ の サダ カ の サワ ー ブ も 死者 の 魂 
る 貧者 と 、 思 春期 に 達し て いな い 子 供 は 、 こ 
で きま せん 。 なぜなら 、 手 に し た 人 金 で 借金 を 


人 符 。 電 NN - そ 
ます 。 後見 人 は 受け 
し な けれ ば 、 そ れ は 

で きま せん 。 後見 人 


の 循環 を 行う こと は 
返す こと が ファ ルド 


と な る か ら で す 。 こ の ファ ルド を 行わ ず 、 死 者 の 償い の 為 に 金 を 


別 の 貧者 に 与え る こと は 認め られ ませ ん 。 循 
て も 、 彼 自身 は 全く サワ ー ブ を 得 ら れず 、 さ 
と に な り ま す 。 

財産 が な い 死 者 が 、 循 環 を 行う こと を 遺言 
後見 人 が 循環 を 行う こと は ワー ジブ に は な り 


環 が 認め られ た と し 
ら に は 人 罪 を 犯し た こ 


に 遺し て いた 場合 
ませ ん 。 死者 の 償い 


を イス カー トッ できるだけ の 額 の 合計 が 、 遺 産 の 3 分 の 1 を 越え 


な いと いう 条件 で 遺言 行う こと が ワー ジブ 
より 、 循 環 を 必要 と する こと な く 、 0 
3 分 の 1 が イス カー トッ に 足り る 場合 、 

半生 重り お Se 邊 放 お PO 


と な り ま す 。 これ に 
ゥ が 行わ れ ま す 。 
分 の 1 より も 少な い 財 
こと に な り ま す 。 


イプ ニ ・ ア ー ビ デ ィ ー ン は 5 巻 の 273 ペー ジ で 次 の よう に 語っ 


て いま す 。「 小 さ な 子 供 た ちがい る 、 あ る い ! 
と する 思春 期 に 達し た 誠実 な 子供 た ちがい る 
で ある 慈善 や 善行 を 遺言 する の で は な く 、 財 
に 遺す こと が より 良い 。 」 


「「 バ ッ ザ ー リ ヤ 」 で 贈り 物 に 関す る 項目 で 


は 貧し く 遺 産 を 必要 
病人 は 、 ナ ー フ ィ ラ 
産 を 誠実 な 子供 た ち 


は 、 次 の よう に 説 


か れ て いま す 。「 財 産 を 慈善 の 為 に 費やし 、 罪 人 で ある 子供 に は 


遺産 を 遺し て は いけ な い 。 なぜなら 罪 を 助け 
ある 。 罪 を 犯す 子供 に は 、 日 常 的 な 生計 に 必 
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る こと に な る か ら で 
要 な も の 以上 の 金 、 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


財産 を 与え て は いけ な い 。」 

実行 で き て いな い 礼 拝 、 断 食 、 ザ カー ト 、 犠 牲 、 
り 、 こ れ ら の 為 に 遺産 の 8 分 の 1 より も 少な い 
内 、 残 っ た お 金 で クル アー ン を 全 章 読み 、 マ ウリ 


匠 い が 多く あ 


財産 の 循環 を 行 


ー ド を 読む よ 2 


言 す る こと は 認め られ ませ ん 。 これ ら を 読む 為 に お 金 を 払う 


人 、 受 け 取る 人 は 罪 を 犯し た こと に な り ま す 。 の 
る 為 に お 金 を 受け 取る こと 、 払 うこ と は 認め られ 
重 の D ビ P 
死者 が 実行 し な か っ た 礼拝 、 断 食 を 、 遺 産 相続 
が カ ダ ー す る こと は 認め られ ませ ん 。 し か し ナー 


ルアー ン を 教え 
ます 。 読 む 為 に 


人 や その 他 の 人 
フィ ラ の 礼拝 を 


行い 、 断 食 を し 、 そ の サワ ー プ ブ を 死者 の 魂 に 贈る こと は 認め ら 


れ 、 ま た 良い こと で す 。 
死者 が 実行 し な か っ た 巡礼 を 、 遺 言 に 遺し た 誰 


か が カ ダ ー を 行 


うこ と は 認め られ ます 。 つ まり 、 死 者 は その 負債 か ら 救 われ ま 


す 。 なぜなら 巡礼 は 、 体 と 財産 の 両 放 に よっ て な 
だ か ら で す 。 ナ ー フ ィ ラ の 巡礼 は 他 者 の 代わ り 
と が で きま す 。 ファルド で ある 巡礼 は 、 た だ 死ぬ 


され る イベ バー ダ 


に いつ で も 行う こ 


まで 巡礼 に 行く 


こと の で き な い 人 の 代わ り に 、 代 理 人 に よっ て 行わ れ ま す 。 


「 マ ジュ マ ウル .- アン フル 」 と 「 ド ッッ ル 


ウル ムン タカ 


ー」 で は 、「 死 者 の イス カー トッ は 埋葬 の 前 に 行わ れ な けれ ば な 


ら な い 」 と され て いま す 。 埋葬 後 に も 認め られ る こ 
ター ニ 」 で は 書か れ て いま す 。 
死者 の 為 の 礼拝 、 断 食 、 ザ カー ト 、 犠 牲 の 償い 
は 、 一 人 の 貧者 に 5 サー ブ の 量 以 上 を 与え る こ 


と が 「 ク ヒス 


の イス カー トッ ゥ 
と が で きま す 。 


さら に は 、 金 の 全て を 一 人 の 貧者 に 与え る こと も で きま す 。 
死 の 床 に ある 病人 が 、 行 わな か っ た 礼拝 の 代償 金 を 払う こと は 


認め られ ませ ん 。 断食 が で き な い 程 に 老衰 し て い 


る 人 が 、 で き な 


か っ た 礼拝 の 代償 人 金 を 払う こと は 認め られ ます 。 病人 は 礼拝 を 、 
全 生 邊 ウ し DO 
よう な 動き で あっ て も 1 日 以上 礼拝 が で き な い 病人 の 、 で き な か 
っ た 礼拝 は 許さ れ ま す 。 回復 し て も 、 こ れ ら を カ ダ ー す る 必要 は 
あり ませ ん 。 で き な か っ た 断食 に つい て は 、 回 復 す れ ば それ を 行 


こと が 必要 で す 。 回 復 す る こと な く 亡 く な れ ば 、 


は 許さ れ ま す 。 
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これ ら の 断食 


ーーー] 礼拝 の 書 ーー 一 


第 


32、 そ し て 54 の ファ 


人 の 子供 が 思春 期 に 達し た 
ウ ヒ ー ド を 唱え た 時 、 つ まり 
ムハンマド ッ ン ラフ スー ルッ プ 
た 時 に は 、 彼 は ムスリム と な り 
こ 許 され ます 。 し か し 彼ら 


に 


意味 を 学び 、 信 じ 、 


は 、 全 て の ム ス ! 
り 、 信 仰 の 6 つの 条件 、 す な わ ち 
「 イ スラ ー ム 


8 部 

ルド 

時 、 そ し て 不信 仰 者 が カリ マ ・ タ 
「 ラ ー イラ ー ハ イッ ラッ ラー 
」 と いい 、 そ の 意味 を 知り 、 信 じ 
ます 。 不 信仰 者 の 全て の 罪 が すぐ 
ム と 同様 、 で きる 限 
| アー マン トッ 」 を 暗記 し 、。 そ の 
全て 、 つ まり 背 言 閉 お あの シマ ャ ド 


が 伝え られ た 命令 や 禁止 事項 の 全て を 、 ア ッ ラ ー が 教え られ た こ 


と を 信じ る 」 と 言う べき で す 。 
直面 する 出来 事 の うち 、 フ ァ ル 
た こと 、 そ し て ハラ ー ム で ある 


学ぶ こと も 、 フ ァ ル ド で す 。 これ ら を 学び 、 フ ァ ル 
“で ある こと を 否定 すれ ば 、 


ラー ム ふ を 避け る こと が ファ ル 


後 ( 


に 
ー ュ 


で きる 限り 、 全 て の 生活 や 
“で ある も の 、 す な わ ち 命令 され 
も の 、 す な わ ち 禁じ られ た こと を 
を 行い 、 プ ュ 
つま り 


認め な けれ ば 、 信 仰 は 失わ れ ま す 。 こ れ ら の 学ん だ こと の どれ か 


ー つ で も 気に入ら な い の で あれ ば 、 ム ル タ ド と な っ て 
イラ ー ハ 
イス ラー ム の いく つか の 命令 を 実行 する こと 、 


す 。 ム ル タ ド は 、「 ラー 


と 、 断 食す る こと 、 巡 礼 に 行く 


し まい ま 
イラ アップ ご 言う こと 、 
例え ば 礼拝 する こ 
慈善 や 善行 を 行う こと な ど 


だ 、 


に よっ て 、 ム スリ ム と な る こと は あり ませ ん 。 これら の 


い は 、 来 世 で 何 の 効用 も も た ら 
まり 信じ し て いな いこ と を 悔 悟 し 、 


民 い 行 
し ませ ん 。 否定 し て いる こと 、 つ 
悔やむ こと が 必要 な の で す 。 


イス ラー ム 学 者 は 、 
必要 で ある ファ ルド か ら 22 個 、 


32 の ファ ルド 
信仰 の 条件 : 6 
イス ラー ム の 条件 : 
礼拝 の ファ ルド : 1 
ウド ッ ー の ファ ルド : 4 

グ ス ル の ファ ルド : 3 

タ ヤ ン ム ム の ファ ルド : 2 

タ ヤ ン ム ム の ファ ルド が 8 つ で 


5 


全て の ムスリム が 学び 、 信 じ 


じ 、 従 うこ と が 
を 選ん で いま す 。 


さら に は 54 仙 


ある と 言う 人 々 も いま す 。 そ の 場 
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ーー 礼拝 の 書 ーー 一 
合 、 前 部 で 33 の ファ ルド と な り ま す 。 


信仰 の 条件 (6 つ ) 
アッ ラー の 存在 と 唯一 性 を 信じ る こと 
天使 た らち を 信じ る こと 
アッ ラー が 下さ れ た 世 典 を 信じ る こと 

アッ ラー の 預言 者 た ち を 信じ る こと 

来世 を 信じ る こと 

運 帥 、 す な わ ち 良い こと も 悪い こと も アッ ラー か ら で あ る こと 
を 信じ る こと 


イス ラー ム の 条件 (5 つ ) 

カリ マ ・ シ ャ ハー ダ を 唱え る こと 

毎日 5 回 、 時 間 が 来 た ら 礼拝 を 行う こと 
財産 の ず ザ カ ー ト を 支払 うこ と 
ラマ ダー ン 月 に 毎日 断食 を 行う こと 

それ が で きる 人 は 生涯 に 一 度 巡 礼 を 行う こと 


O 


礼拝 の ファ ルド (19 個 ) 

A. 礼 拝 の 前 の ファ ルド は 7 つ で す 。 これ ら を 条件 と も 呼び ます 。 
汚れ か ら の 清め 

大 汚 か ら の 清め 

アウ ラ の 場所 を 覆う こと 

キ ブ ラ に 向かう こと 

時 間 

ニギ 

イフ ティ タフ も し く は タフ リー マ の タク ビー ル 


B. 礼 拝 中 の ファ ルド は 5 つ で す 。 こ れ ら を ルク ン と 呼び ます 。 


キヤ ー ム 
キラ ー ト 
ルク ウ 
サジ ュ ダ 
座位 
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ウド ッ ゥ ッ ー の ファ ルド (4 個 ) 
ウド ッ ー を 行う 際 に 顔 を 洗う こと 
手 を 、 肘 と 共に 洗う こと 

員 の 4 分 0 と 
足 を 中 と 共に 洗う こと 


斉 


グ ス ル の ファ ルド (3 個 ) 
日 を 洗う こと (マズ マラ ) 

鼻 を 洗う こと (イス ティ ン シ ャ ー ク ) 
全身 を 洗う こと 


タ ヤ ン ム ム の ファ ルド (9? 個 ) 

ジュ ヌー ブ の 状態 、 も し く は ウド ッ ー の な い 状 態 か ら 清 め ら れる 
為 に ニー ヤ を 行う こと 
両手 を 土 に つけ 、 顔 を マス フ す る こと 、 再 び 両 手 を 土 に つけ 、 両 
腕 を 肘 か ら 手 の ひひ ら ま で 撫で る こと 


52 の ファ ルド 

アッ ラー が 唯一 で ある こと を 信じ る こと 
ハラ ー ル で ある も の を 食べ る こと 、 飲 むこ と 
ウド ッ ー を 行う こと 

日 に 5 回 の 礼 振 を 行う こと 

ジュ ヌー ブ の 状態 か ら グ スル を 行う こと 
糧 が アッ ラー か ら の も の で ある こと を 信じ る こと 
合法 で あり 、 清 潔 な 衣類 を 身 に 着け る こと 
アッ ラー を 信頼 する こと 

満足 する こと 

恵み に 対し 、 ア ッ ラ ー に 感謝 する こと 

運命 を 甘受 する こと 

災難 に 忍耐 する こと 

罪 を 悔 惜 す る こと 

アッ ラー の ご 満悦 の 為 に イ バ ー ダ を 行う こと 
シャ イタ ー ン が 敵 で ある こと を 知る こと 
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クル アー ン の 規定 を 受け 入れ る こと 

死 が 真実 で ある と 知る こと 

アッ ラー の 親友 の 友 と な り 、 ア ッ ラ ー の 敵 の 敵 と な る こと 
父 や 母 に 善行 を 施す こと 

療 を 命じ 、 悪 を 避け る こと を 教え る こと 

親戚 を 訪問 する こと 

信託 を 在 切 ら な いこ と 

常に アッ ラー を 恐れ 、 つ け あ が っ た り 了 堕落 し た り し な いこ と 
アッ ラー と その 使徒 に 従う こと 

非 を 避け 、 イ バー ダ を 多く 行う こと 

ムスリム の 統治 者 に 従う こと 

世界 を 、 警 告 と いう 観点 か ら 見 る こと 

アッ ラー の 存在 を 熟考 する こと 

逢 を 、 委 洲 に 関連 する 言葉 か ら 守 る こと 

心 を 清らか に 保つ こと 

決し て 誰か を 笑い も の に し な いこ と 

ハラ ー ム で ある も の を 目 に し な いこ と 
信者 は どの よう な 状態 で あれ 、 約 束 に 忠実 で や る こと 

耳 を 、 邪 悪 な も の を 聞く こと か ら 守 る こと 
Il 識 を 学ぶ こ 

1 りや 計測 器 を 正しく 用 いる こと 

アッ ラー の 懲 凡 に つい て 自分 は 心配 な いと 思わ ず 、 常 に 恐れ る こ 
と 
ムスリム の 貧者 に ザ カ ー ト を 支払 うこ と 、 助 ける こと 
アッ ラー の 慈悲 に 絶望 し な いこ と 

自我 の 欲望 に 従わ な いこ と 

アッ ラー の ご 満悦 を 得る 為 に 食事 を 提供 する こと 
足り る だ け の 量 の 糧 を 得る 為 に 働く こと 
財産 の ザ カ ー ト 、 収 穫 物 の ウツ シュル を 支払 うこ と 

H 経 中 、 産 初期 で ある 人 と 同 全 し な いこ と 

心 を 罪 か ら 清め る こと 

うぬぼれ を 避け る こと 

思春 期 に 達し て いな い 孤 児 の 財産 を 保護 する こと 
若い 少年 に 近く 接し な いこ と 


ョ > 
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5 回 の 礼拝 を 時 間 通 り 
迫害 
アッ ラフ 
婦 洲 を 避け る こと 


人 0 


実行 する 気 が な い の に 


不信 仰 に つい て 
悪事 の うち 


に 行い 、 
に よっ て 他 者 の 財産 を 奪わ な いこ 
ー に 何 も の も 配 さ な いこ と 


カ ダ ー 


まな いこ と 


誓約 し な いこ と 


な り ま す 。 預言 者 ヘ へ ムハンマド を 信 半 


ラー の 位階 か ら も た ら さ れ 、 私 た ち 


ら 信 じ 、 言 
言い ます 。 そ れ を 口 【 
こと は 許さ れ ま す 。 


信仰 が 生 
し る し で ある と し て いる こと を 語っ た り 、 


も 悪い こと は 、 ア ッ ラ ー を 信じ な いこ と 、# 
者 で ある こと で す 。 信 じ る べき こと を 信じ な い 場 合 、 


と は 不信 


に 教え られ た こ 
言葉 で も 繰り 返し 語る こと を 「 イ ー マ ー ン (信仰 ) } 


に 出す こと が 妨害 され る 状況 で ロ 


じ る 為 に は 、 イ スラ ー 只 9 
用 いた りす る こと を 避 


に 残さ な いこ と 


ほ 神 論 
不信 仰 者 と 
叫 で す 。 ア ッ 
と 全て を 心 か 
ど 


に 出さ な い 
の 


ける 必要 も あり ます 。 イ スラ ー ム の 徳 、 す な わ ち イス ラー ム の 命 


レム 
本 


本 


ち 、 預 言 者 た ちの いずれ か を 傷 


す 。 否定 する こと と は 、 つ ま 
認め な いこ と を 意味 


いこ と 、 
と な り ま す 。 


不信 
に よる 
聞い た 
を 、「 無 


川 に 
不信 仰 で す 。 


す 。 1 


つめ は 単純 な 無 


と を 知っ て いま す 。 彼 ら に 1 
う な 状態 で す 。 は 交 間 


は 3 種類 あり ます 。 無 


知 で す 。 


知 に よる も の 、 強 い 


す 。 無 


知 に 


この 人 々 は 
は 誤っ た 信条 


了 物 と 


は あり 


も 2 種類 が あり 


禁止 事項 の どれ か ーー つ を 軽視 する こと 、 ク ルアー ン 、 天 使 た 
E 辱 する こと は 、 不 信仰 の し る し で 
り そ れ ら を 知っ た 後 で あえ て 信じ な 
し ます 。 疑う こと も 、 否 定 す る こと 


否定 、 判 断 


こと が な く 、 考 えた こと も な い 為 に 信仰 し な い 人 の 不信 爺 
知 に よる 不信 仰 」 と 呼び ま 


に 避 


ー 


、 目 分 


が 無知 で ある 


ませ ん 。 
区 別 す る も の は 、 知 識 と 理解 


ee 


ご ヽ 


動物 の 


で ある か ら で す 。 こ うい っ た 人 々 は 動物 以下 と な り ま す 。 なぜ な 


ら 動 物 は 創造 され た 事柄 ! 
の クウ つめ は 「 形 成 さ れ た 無 


内 


こ お い て より 優れ て いる か ら で す 。 無知 


hh」 で す 。 誤 っ た 、 逸 脱し た 信条 で 


す 。 ギ リシア 哲学 を 信 泰 する 人 々 や 、 ム スリ ム の うち 72 の ビ ド 
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ゥ ア の 派 で ある よう な 人 々 が これ に 当たり 


つめ の 無知 


き 


着 、 非 難 さ れる 
の 同行 者 、 
2 で 切 』 


し な いこ と で す 。 


信仰 の 3 種類 


の 印 と 見 な し て 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


は 、 


こと へ の 恐れ か ら 6 生じ 


断 に よる 不信 仰 で す 


日 に 日 


は 、 判 
いる 言葉 を 


「 頑 迷 な 谷 定 」 と も 呼 ( 
うぬぼれ 、 


E す 。 こ の 


h よ り も な お 悪い も の で す 。 楽 の な い 病 気 の J 


され ます 。 和 名 


言 他 は この 』 


無知 は 、1 
ト う な も の 


っ て いて 


凶 位 を 得る こと へ の 愛 
E す 。 フ ィ ル アウ ー ン と そ 
ビザ ン ツ 旦 帝 へ ヘラ クリ オス の 不 


ト う な も の 


。 イスラーム が 不信 仰 
HH し た り 、 行 動 を 取っ た り し た 人 


は 、 例 え 心 で 受け 入れ て いた り 、 信 じ て い る と 語っ て いた と し て 


も 、 不 信仰 


者 と な り ま す 。 イ スラ ー ム が 工 視 を 命じ し て いる も の を 


尊敬 する こと 、 イ スラ ー ム が 尊敬 する こと を 命じ し て いる も の を 工 


視 す る こと も 、 


アッ ラー が 天 、 
と は 不信 仰 で す 


あな た が 私 を ひど い 
に あわ せる 、 と 言う こと は 不信 仰 で す 。 


どい 


不信 仰 な こと で す 。 


も し く は 空 か ら 私 た ち を 見 


o 


に あわ せ た よ うに 、 


何 基 の ムスリム 
不信 仰 で す 。 

偽り 
不信 


思 で す 。 


は 私 の 目 に は ユダ ヤ 教 徒 


て お られ る 、 


と 言う こ 


アッ ラー も あな た を ひ 


天使 を 傷 辱 する 言葉 を 語る こと は 不信 仰 で す 。 
クル アー ン 、 さ ら に は その 一 文字 に つい て も 、 そ れ を 人 矯 辱 する 言 


葉 を 語る こと 、 そ の 一 文字 を 信じ な いこ と は 不信 仰 で す 


楽 装 を ! 
真正 で ある 有 
と は 不信 仰 で 3 
ませ ん 。) 


ほ 法 や 新約 聖 


臣 
青 


。 (現代 で は 真正 で ある 有 


、 ど 言う こと は 


で ある 言葉 に つい て 、 ア デッラ ー は ご 存じ で ある と 言う こと は 


島 ら し な が ら ク ルアー ン を 読む こと は 不信 仰 で す 。 


Oo 


世 
再 


を 信じ な いこ と 、 こ れ ら を 悪く 言う こ 
ま 法 や 新約 加 


は 存在 し 


クル アー ン の 例外 的 な 文字 を 読み 、 ク ルアー ン と は これ で ある と 


言う こと は 不信 


叩 で す 。 


預言 者 た ち を 傷 


辱 す る 言葉 を 語る こと は 不信 仰 で す 。 
クル アー ン で 名 が 告げ られ て いる 9?25 人 の 駐 言 者 た ち (アッ ラー 
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の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) の 誰か 一 人 で も 信じ な いこ 
不信 仰 で す 。 


と て も 良い こと を 行っ た 人 に つい て 、 預 言 者 より も な お 


い  、 と 言う こと は 不信 仰 で す 。 


避 届 


預言 者 た ち は 助 け を 必要 と し て いた 、 と 言う こと は 不信 仰 で す 。 
な ぜ な ら 、 彼 ら の 貧し さ は 彼ら 自身 の 願い に よる も の だ っ た か ら 


で すら 

誰か が 、 自 分 が 預言 者 で ある と いい 出し た と き 、 そ れ を 信じ 
も 不信 仰 者 と な り ま す 。 

来世 で 起こ る 出来 事 を か ら か うこ と は 不信 仰 で す 。 


る 人 


墓場 や 最後 の 審判 の 日 の 罰 に つい て 、( 知 識 や 科学 に そぐわ な い 


と いっ て ) 信じ し な いこ と は 不信 仰 で す 。 
天国 で アッ ラー に お 目 に か か る こと を 信じ な いこ と 、 私 は 
望め な い 、 ア ッ ラ ー を 求め る 、 と 言う こと は 不信 仰 で す 。 


天国 は 


イス ラー ム を 信じ な いこ と を 示す 言葉 、 例 えば 「 科 学 知識 は イス 
ラー ム の 知識 より も ずっ と 価値 が ある 」 な ど と 言う こと は 不信 仰 


で すれ 
礼拝 を し て も し な く て も 同じ で ある と 言う こと は 不信 仰 で す 。 
私 は ザ カ タート を 払わ な いと 樹 う こと は 不信 便 で す 。 
利子 が 合法 で あれ ば よかっ た の に 、 と 言う こと は 不信 仰 で す 。 
人 才 が 合法 で あれ ば よかっ た の に 、 と 言う こと は 不信 爺 で す 


えた 人 の 為 に 善 を 願う ドゥ アー を する こと は 不信 仰 で す 。 


言 仰 者 と な り ま す 。 


る 」 と いう ハデ ィ ー ス を 聞い て 、「 私 に は 説教 台 、 壁 掛け 、 
他 に 何 も 見 えな い 」 と 言う こと は 不信 仰 で す 。 

イス ラー ム の 知識 を 信じ な いこ と 、 そ れ ら 、 そ し て イス ラ 
者 を 軽視 する こと は 不信 仰 で す 。 
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ハラ ー ム で ある 品 を 貧者 に 与え て サワ ー ブ を 期待 する こと や 、 
者 が この 与え られ た お 金 が ハラ ー ム で ある こと を 知り な が ら 、 


MD2 


央 


イマ ー ム ・ ア ー ザ ム ・ ア ブー・ ハ ナ フ ィ ー の 類推 ( キ を ヤー ス ) は 
正しく な いと 言う こと は 不信 仰 で す 。 ワ ッ ハ ー プ 派 は この 為 に 


需 


知ら れ て いる スン ナ の どれ か を 気に入ら な いこ と は 不信 仰 で す 。 
「 私 の 墓 と 、 私 の 説教 全 と の 間 ! 析 天馬 の 寿 園 の 中 の 庭園 で あ 
墓 の 


不信 仰 者 と な る こと を 望む 人 は 、 そ れ を ニー ヤ し た 瞬間 に 不信 爺 
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者 と な り ま す 。 

他 者 が 不信 仰 者 と な る こと を 望む 人 は 、 不 信仰 を 好 ん で いる 為 に 
そう 望ん で いる の で あれ ば 、 不 信仰 者 と な り ま す 。 

不信 仰 の 原因 と な る こと を 知り つつ 、 自 ら の 意思 に よっ て 不信 仰 
の 言葉 を 語る 人 は 不信 仰 者 と な り ま す 。 知 ら ず に 語っ た 場合 も 、 
学者 た ちの 多く に よれ ば 、 や は り 不 信仰 者 と な り ま す 。 
不信 仰 の 要因 と な る 仕事 を 公 に 行う 人 こと は 不信 仰 で す 。 知 ら ず 
に 行っ た と し て も 不信 仰 と な る 、 と する 学者 も 多い で す 。 

腰 に 、 ズ ナー ル と 呼ば れる 神父 の 帯 を 撤 く こと 、 不 信仰 者 に 特有 
の 何 か を 身 に 着け る こと は 不信 仰 で す 。 商 人 が ダー ル ・ ア ル ・ ハ 
ラブ (戦争 の 世界 三 異教 徒 が 主権 を 持つ 世界 ) で 用 いる こ SN 
信仰 で す 。 こ れ ら を ユー モア と し て 、 他 者 を 笑わ せる 為 、 冗 談 
言う 為 に 用 いる こと も 、 不 信仰 の 要因 と な り ま す 。 

不信 仰 者 の 祝日 に 、 そ の 日 に 特有 の も の を 彼ら の よう に 用 いる こ 
と 、 そ れ ら を 不信 仰 者 に 贈る こと は 不信 仰 で す 。 
知性 を 持ち 、 知 識 を 備え 、 文 学者 で ある こと を 示す 為 に 、 も し く 
は 周囲 の 人 々 を 和 驚か す 為 、 笑 わせ る 為 、 喜 ば せる 為 、 あ る い は か 
ら か 2 う 為 に 語っ た 言葉 に つい て 、 判 断 に よる 不信 仰 の 恐れ が 持た 
れ ま す 。 激 怒 、 立 腹 、 欲 望 に よっ て 語ら れ た 言葉 も 同様 で す 。 
陰口 を た た いて いた 人 が 、 私 は 陰 日 な ど た た いて いな い 、 彼 が 持 
つも の に つい て 語 MERGE は 不信 仰 で す 。 
子供 の 頃 に 婚 如 し た 少女 が 、 思 春期 に 達し 知性 を 持っ た 時 に 、 信 
仰 、 イ スラ ー ム に 人 かす RA 
で あれ ば 、 夫 と 離婚 し 、 本 人 は 背 教 者 と な り ま す 。 男 性 も 同様 で 
す 。 
一 人 の 信者 を (正当 な 理由 な く ) 殺害 し た 人 、 も し く は 殺害 を 合 
じ た 人 に 「 よ く や っ た 」 と 言う こと は 不信 仰 で す 。 

殺害 が ワー ジブ で は な い 人 に つい て 、 殺 害さ れる べき で ある と 語 
る こと は 不信 仰 で す 。 

誰か を 正当 な 理由 な く 了 殴る 、 も し く は 殺害 する 迫害 者 に 、「 よ く 
や っ た 、 彼 は こん な こと を され て 当然 だ 」 と 言う こと は 不信 仰 で 
す 。 
事実 で は な い の に 、「 ア ッ ラ ー は ご 存じ だ 、 あ な た を 子供 の 時 か 
ら と て も 愛し て いた 」 と 言う こと は 不信 仰 で す 。 
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地位 の ある ムスリム が くし ゃ み を し た 時 、 彼 に 「 ヤ ル ハ ム ハ ッ ラ 
ー」 と いっ た ひと に 、「 目 上 の 人 に は そん な こと は いっ て は いけ 
な い 」 と 言う こと は 不信 仰 で す 。 

務め で ある こと を 信じ ず 、 軽 視 し 、 礼 拝 を 行わ な いこ と 、 断 食 を 
Np。 ザ カ ー ト を 支払 わな いこ と は 不信 仰 で す 。 
アッ ラー の 慈悲 に 望み を 絶つ こと は 不信 仰 で す 。 
それ 自体 は ハラ ー ム で は な く 、 後 で 生じ た 理由 の 為 に ハラ ー ム と 
な っ た 財産 や お 金 を 「 ハラ ー ム リ ガイ リヒ 」 と 呼び ます 。 盗 
まれ た 、 あ る い は ハラ ー ム で ある 手段 で 得 ら れ た 財産 が これ に 当 
た り ま す 。 これら が ハラ ー ル で ある と 言う こと は 不信 仰 で す 。 死 
肉 、 懇 肉 、 ワ イン な ど 、 そ れ 自 体 が ハラ ー ム で ある も の を 「 ハ ラ 
ー ム リ アイ ニ E ヒ 」 と 呼び ます 。 こ れ ら が ハラ ー ル で ある と 言 

こと は 不信 仰 で す 。 
確実 に ハラ ー ム で ある と 知ら れ て いる 全て の 罪 に つい て 、 ハ ラー 
ル と 呼ぶ こと は 不信 仰 で す 。 

アザ ー ン 、 モ スク 、 法 学 書 な ど 、 イ スラ ー ム が 価値 を 置い て いる 
も の を 軽視 する こと は 不信 仰 で す 。 

ウド ゥ ー が な いこ と を 知っ て いな が ら 礼 拝 を 行う こと は 不信 仰 で 
まぁ 
知っ て いる の に 、 キ ブラ 以外 の 方 向 に に 向かっ て 礼拝 を 行う こと は 
不信 仰 で す 。 礼拝 を キ ブ ラ に 向かっ て 行う 必要 は な いと 言う 人 
は 、 不 信仰 者 と な り ま す 。 
一 人 の ムスリム を の の し る 為 に 不信 仰 者 と 言う こと は 、 不 信仰 に 
は な り ま せん 。 不 信仰 者 と な る こと を 望ん で 言う の で あれ ば 、 不 
信仰 で す 。 
俳 で ある こと を 重要 視 せ ず に 罪 を 犯す こと は 、 不 信仰 で す 。 
イ バ ー ダ を 行う こと が 必要 で ある こと 、 罪 を 避け る こと が 必要 で 
ある こと を 信じ な いこ と は 不信 仰 で す 。 
集め られ た 税 が 統治 者 の 財産 と な か る こと を 信じ る こと は 不信 仰 で 
す 。 
不信 仰 者 た ちの 宗教 的 儀式 を 気に入る こと 、 必 要 に 迫 ら れ て いな 
い の に ズ ナ ー ル (神父 の 帯 ) を 撤 く こと 、 不 信仰 の 象徴 を 用 いる 
こと 、 こ の 人 々 と 親愛 な 関係 に な り 揚 手 す る こと は 不信 仰 で す 。 
目 ら 認め て 、「 何 々 の も の は 、 誰 々 が 持っ て いる 、 も し そこ に 
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ナ れ ば 私 は 不信 仰 者 に も ユダ ヤ 教 徒 に も な ろう 」 と 区 約 し た の で 
あれ ば 、 そ の も の を その 人 が 持っ て いて も いな く て も 、 こ の 人 は 
ら 認め て 不信 仰 に 至っ た こと に な り ま す 。 

女 洲 、 同 性 愛 、 利 子 、 嘘 の よう な 確実 に ハラ ー ム で ある も の に つ 
いて 「 ハ ラー ル で あれ ば よかっ た の に 、 そ う で あれ ば 私 も し た の 
に 」 と 望む こと は 不信 仰 で す 。 

預言 者 た ち (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) を 信じ て 
いる が 、 し か し 預言 者 アー ダム は 預言 者 か どう か わか ら な い 、 と 
言う こと は 不信 仰 で す 。 

預言 者 へ ムハンマド が 終末 の 時 代 の 預言 者 で ある こと を 知ら な い 人 
は 、 不 信仰 者 と な り ま す 。 
誰か が 、「 預 言 者 た ちの 語っ て いる こと が 正しけれ ば 、 私 た ちゃ も 
救 わ れ て いた だ ろう 」 と いえ ば 、 不 信仰 者 と な り ま す 。( こ の 言 
葉 を 疑い の うち に 語っ た の で あれ ば 不信 仰 者 と な り ま す 。) 
誰か に 人 々 が 「 来 な さい 、 礼 拝 を し な さい 」 と いっ た 時 、 そ の 人 
が 「 私 は 礼拝 し な い 」 と いえ ば 、 不 信仰 者 と な り ま す 。 た だ その 
意図 が 、「 あ な た の 言葉 に よっ て 礼拝 を 行う こと は し な い 。 ア ッ 
ラー の 命令 に よっ て 礼 振 す る の だ 」 と いう も の で あれ ば 、 不 信仰 
者 に は な り ま せん 。 
誰か に 、「 ひ げ を 一 定 以上 に 短く する な 、 あ る い は 一 定 以上 の 部 
分 を 切り な さい 、 爪 を も 切り な さい 。 預言 者 ムハンマド の スン ナ 
な の だ か ら 」 と 人 々 が いい 、 そ の 人 が 「 私 は 切ら な い 」 と いえ 
ば 、 不 信仰 者 と な り ま す 。 他 の スン ナ も 同様 で す 。 (あな た の 言 
葉 で は や ら な い 、 た だ アッ ラー の 使徒 の スン ナ で ある 為 に 行う の 
だ 、 と 言う こと は 不信 仰 に は な り ま せん 。 否定 す る 意図 で 言え ば 
不信 仰 と な り ま す 。) 

誰か が 口 明 を 短く し た 時 、 そ ば に いる 人 が 「 無 駄 な こと を し た 」 
と いえ ば 、 そ れ を 言っ た 人 が 不信 仰 者 と な る こと が 懸念 され ま 
す 。 (日 ひげ を 短く する こと は スン ナ で す 。 スンナ を 軽 視 し た こ 
と に な り ま す ) 

誰か が 頭 か ら 足 まで 絹 の 衣装 を 着 て いた 時 に 、 他 の 人 が その 様子 
を 見 て 「 素 晴らし い 」 と いえ ば 、 そ の 人 の 不信 仰 が 懸念 され ま 


誰か が キ ブ ラ に 対し て 足 を 伸ばし て 座っ た り 、 あ る い は キ ブ ラ に 
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対し て つば を 吐い た り 、 キ ブラ の 方 向 に 尿 を し た り と いう マク ル 
ー フ で ある こと を 行い 、 そ の 人 に 「 こ の 行為 は マク ルー フ だ 、 や 
っ て は いけ な い 」 と 人 々 が た し な め た 場合 、 彼 が 「 全 て の 罪 が こ 
れ く らい で あれ ば 大 し た こと は な い 」 と 言っ た な ら 、 不 信仰 が 懸 
念 さ れ ま す 。 つ まり 、 マ クル ー フ を 重要 で は な いも の と 見 な し た 
た めで す 。 

誰か の 台 使 が ドア か ら 中 に 入り 、 その 主人 に 「 ア ッ サ ラー ム ア ラ 
イク ム 」 と 言っ た 時 、 そ の 主人 の そば に いた 人 が 「 黙 れ 、 主 人 に 
挨拶 を 送る と は 何 て こと だ 」 人 人 0MM 
り ま す 。 し か し その 意図 が 礼儀 作法 を 教え る こと で あり 、 挨 反 
0 の の DP 
ん 。 

信仰 が 増え る 、 減 る と 言う こと は 不信 仰 で す 。 し か し 、 成 封 さ や 
アタ テー 0 し さ に よる 、 と 言う の で あれ ば 不信 仰 に は な り ま 
せん 。 

キ ブ ラ は 2 つ あ る 、 一 つ は カー バ で も う 一 つ は エル サレ ム で あ 
る 、 と 言う こと は 不信 仰 で す 。 現在 2 つ で ある 、 と 言う こ ょ は 
不信 仰 で す 。 た だ し 、 エ ル サ レ ム の 至高 の 館 は キ ブ ラ だ っ た 、 そ 
の 後 カ ー バ が キ ブ ラ と な っ た 、 と 言う の で あれ ば 不信 仰 に は な り 
ませ ん 。 

八 か が イス ラー ム 学 者 を 根拠 も な く 嫌っ て いれ ば 、 そ の 人 の 不信 
が 懸念 され ます 。 

誰か が 食事 を する 際 に 話さ な いこ と は ソロ アス ター 教 の 良い 伝 
続か ら の も の で ある 、 と 言え ば 、 あ る い は 月 経 中 、 産 裾 中 の 夫人 
と 同人 開 し な いこ と は ゾロ アス ター 教 の 良い 行い か ら の も の で あ 
る と 言え ば 、 不 信仰 者 と な る と され て いま す 。 

誰か に 「 あ な た は 信者 な の か 」 と 尋ね た と き 、 相 手 が 「 イ ン シ ャ 
ラー」 と 答え 、 そ れ 以 上 の 説明 を し な けれ ば 不信 仰 者 と な り ま 
す 。 
誰か が 、 子 供 を 亡くし た 人 に 「 ア ッ ラ ー に は あな た の 息子 が 必要 
だ っ た の だ 」 と いえ ば 、 の 
女性 が 腰 に 黒い 糸 を 巻き 、 そ れ が 何で ある か 尋ね られ た 時 に 「 ズ 
ナー ル (神父 の 帯 ) で す 」 と 答え る の で あれ ば 、 不 信仰 者 と な り 
ま し 


に ーー 人 = 


0 
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誰か が ハラ ー ム で ある も の を 食べ る 際 に 
ば 、 不 信仰 者 と な り ま す 。 これ 
な わ ち 死 肉 や ワイ ン と いっ た ハラ ー ム に つい て 適用 


れ 自 体 が ハラ ー ム で は な い 、 


は な く 、 
誰か が 、 


ノヽ フ 


「 ビ スミ ッ ラ ー」 と いえ 


1 グー の さ リッ ザ イード 、 サザ 


され ます 。 そ 


ー ム ・ リ ・ ガ イリ ヒ に つい て は 
この よう で は あり ませ ん 。 強要 され た も の を 食べ る 際 ( 
ラー と 言う こと は 不信 仰 と は な り ま せん 。 そ れ 自 
強要 され た こと が ハラ ー ム な の で す 。 

不信 仰 を 認め る こと は 不信 仰 で す 。 誰 か を 呪 
「 ア ッ フ ラー が あな た の 命 を 不信 仰 の うち 取ら 
えば 不信 仰 者 と な る 、 と いう 点 で 学者 た ちら は 


こ ビ スミ ッ 
体 は ハラ ー ム で 


いな が ら 、 
NL で 


移 。 夫 全 四 どけ 0D の も 本 全 ご だ じじ 科 滞っ 
に 、「 そ の 罪 が 永遠 で 厳し いも の と な る よう に 」 と 認め る こと は 


不信 仰 に は な り ま せん 。 
誰か が 、「 ア ッ ラ ー が 
と 言い 、 し か し 実際 
信仰 者 と な 
こと に な り ま す 。 
誰か が 女性 と 証 


ぜ な ら 預 言 者 ムハンマド は 4 
ませ ん で し た 。 預言 者 が 
信仰 で す 。 


人 な し で 結婚 
我々 の 証人 だ 」 と いえ ば 、 


ご 存じ だ が 、 
に は それ を し た こと を 認識 し て いる な ら 、 不 
ます 。 それ 人 は 、 ア デア ッ テ ア 


(幽玄 界 は アッ ラー が 


私 は これ これ を し て いな い 」 


こ 舞 


に 無 


知 と いう 中 傷 を 行っ た 


し 、 そ の 人 や や 妻 が 「 ア ッ ラ ー と 預言 
2 人 と も 不信 仰 者 と な り ま す 。 な 
E 前 に 幽玄 界 の こと を ご 存じ で は あり 


られ た 人 の み が そ れ を 知る こと が で きま す 。) 


「 私 は 盗ま れ た も の 、 目 に 
ば 、 そ れ を 言っ た 人 も 、 


聞い て 信じ た 人 も 不信 仰 者 と な り ま 


陥 玄 界 の こと を ご 存じ だ と 言う こと は 不 
ご 存じ で あり 、 ア ッ ラ ー が 教え 
見 えな いも の を 知っ て いる 」 と 言え 


o 


「 私 に は ジン が 教え て くれ る 」 と 言え ば 、 や は り 不 信仰 者 と な り 
ます 。 預言 者 た ちら や ジン で すら 、 幽 玄 界 の こと は 知り ませ ん 。 


(幽玄 界 は アッ ラー が ご 存 


み が そ れ を 知る こと が で きま 
に 誓う こと を 望ん だ 時 、 他 の 誰か が 「 私 は あな た 
まな い 。 


誰か が アッ ラー 
が アッ ラー こと を 望 

うこ と を 求め る 」 と 言え ば 、 
誰か が 、 好 まな い 人 に 対し 
と いえ ば 、 不 信仰 者 と な り 


に 故 2 


メ 


不信 仰 者 と な る と 言わ れ て いま 
「 あ な た の 顔 は 私 に と っ て 命 取 
E す 。 なぜなら 、 


じ で あり 、 ア デッラ ー が 教え られ た 人 の 


離婚 や 名 誉 、 葵 れ を か け て 著 
5 お 
だ 」 
命 を 取る の は 僅 大 な 
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天使 アズ ラー イー ル だ か ら で す 。 
誰か が 、 礼 拝 を 行わ な い の は 素敵 な こと だ と いえ ば 、 不 信仰 者 と 


な り ま す 。 誰 か が 誰か に 礼 朝 


拝 を する の は 私 に は 難し い 」 
て いま す 。 

誰か が 
と な り 
行っ た 
か ら か け 離 れ た 存在 で す 。 
「 父 な る アッ 
誰か が 
う 【 


に 


「 預 言 者 


デ 
ー 


誰か が 
うに ) は 


ーー 
っ 


と 言え 


「 ア ッ ラ ー は 天 に お ける 私 の 証人 だ 」 と いえ ば 、 不 信仰 者 
す 。 な ぜ な ら 、 ア ッ ラ ー に どこ か に いる 、 と いう 中 傷 を 
と に る た めで す 。 アッラー! 


ラー」 と 言う 人 は 不信 爺 
ムハンマド (アッ ラー の 祝 
) は 食事 の 後 、 指 を 舐め られ た 
「 そ れ は 不作 法 だ 」 と いえ ば 、 不 信仰 者 と な り ま す 。 
[預言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝 
黒 か っ た 」 と いえ ば 不信 仰 者 と な り ま す 。 


ま E を し よう と 呼び か け 、 そ の 人 が 「 礼 


に 


、 不 信仰 者 と な る と いわ れ 


よ 、 居 場所 が 制限 され る こと 


o 


者 と な り ま す 
時 と 平安 が あり ます よ 
」 と 言っ た 時 、 他 の 誰か が 


戸 


ョ と 平安 が あり ます よ 
黒い 色 を ア 


と 


ラブ 人 、 ア ラブ 人 と よぶ こと ご き お り を 時 い フ ァ ト ッ マ と 呼ぶ こ 
と が 広く み ら れ ます 。 これら は 避け られ る べき で す 。) 


「 柚 は アッ ラー が 与え られ る 。 


し か し し も ゃ べべ も 行動 すべ きだ 」 と 
いえ ば 、 こ の 言葉 は シル ク に あたり ます 。 なぜなら しゃ も べべ の 行動 


も アッ ラー に よる も の で ある か ら で す 。 
誰か が 「 キ リス ト 教 徒 で や る こと は 、 ユ ダ ヤ 教 徒 で ある こと より 


も 良い 。 ア メリ カ の 不 
こと より も 良い 
は キリ スト 教徒 より も 、 


韻 


プ マ 


各 
と 


「 不 信心 者 で ある こと は 
う 人 は 


産 主義 
いで ある と 言う べき な の で す 。 
切 
、 不 信仰 者 と な り ま す 。 


ミン 


者 で ある こと より も 良い 


言 仰 者 で や る こと は 、 共 産 主義 者 で ある 
」 と 言え ば 、 不 信仰 者 と な り ま す 。 


ユダ ヤ 教 徒 
キリ スト 教徒 より も より 災 


と 


戸 


」 


「 知 識 の 評議 会 が 何 の 役に立つ の か 」、 も し く は 「 学 者 た ちの 言 
うこ と を 誰が 実行 で きる の か 」、 も し く は ファ トワ ー を 無視 し て 
「 学 者 の 言葉 が 何 の 役 に 立つ の か 」 と 言え ば 、 不 信仰 者 と な り ま 


す 


誰か が イス ラー ム に 対す る 不信 仰 を 言 
た の で あれ ば 、 笑 っ た 人 も 不信 仰 者 と な り ま す 。 


二 


ラド 


弓馬 、 空 


て 


され て いた な ら 、 不 信仰 と は な り ま せん 。 
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和夫 彼ら は 知っ て い 
ここ に ある 」 と いえ ば 
不信 仰 に は な り ま せん 。( ワ リー の 魂 は 、 ア ッ ラ ー の よう に どこ 
6 思い 起こ され た 場所 
とこ はい な い の で す 。) 
2 電 4FUNM り ピコ 


誰か が 「 シ ャ イフ の 魂 は いつ で も ここ 
る 」 と いえ ば 、 不 信仰 者 と な り ま す 。 了 


に も 存在 され る と いう わけ で は あり ませ 
に 存在 し ます 。 思い起こさ れる 前 に は そこ 


ます 。 


誰か が 「 預 言 者 チア ー ダ ム が 麦 を 食べ な けれ ば 、 私 た ち は 罪 を 犯す 


存在 と は な ら な か っ た 」 と 言え ば 、 不 信仰 者 と な り 


E す 。 し か 


し 、「 預 言 者 アー ダム が 木の実 を 食べ な けれ ば 、 私 た ち は 世 界 に 
存在 し な か っ た 」 と 言う こと が 不信 仰 と な る か どう か に つい て は 


論議 が な され て いま す 。 
「 預 言 者 チー ダム が 布 を 織っ て いた 」 と 


いっ た 時 、 


誰か が 「 そ れ 


な ら 私 た ち は 布 屋 の 子孫 だ と いう こと だ 」 と 言え ば 、 不 信仰 者 と 


な り ま す 。 
誰か が 小さ な 罪 を 犯し 、 他 の 人 が 彼 に 悔 


計 す る よう に 


言っ た 時 、 


その 人 が 「 私 が 何 を し た と いう の か 。 な ぜ 悔 惜 を する の だ 」 と 言 


えば 、 不 信仰 者 と な り ま す 。 


誰か が 他 の 人 に 「 来 な さい 、 イ スラ ー ム 学者 を 


訪ね よう 」、 も し 


く は 「 法 学 、 イ ルミ ハル の 本 を 読ん で 学ば ぼう 」 と 言っ た 時 、 そ の 
人 が 「 そ ん な も の 学ん で どう する の だ 」 と 言え ば 、 不 信仰 者 と な 


り ま す 。 な ぜ な ら 、 こ れ は 知識 を 軽視 する こと だ か ら で す 。 


クル アー ン の 解釈 本 、 法 学 の 本 を 傷 辱 す 

人 、 悪 く 言 う 人 は 不信 仰 者 と な り ま す 。 

誰か に 「 あ な た は 誰 の 子孫 な の か 。 どの 

る あな た の 派 の イマ ー ム は 誰か 、 行 動 に 
は 誰か 」 と 聞か れ た 時 、 答 えら れ な 

と な り ま す 。 

絶対 的 に ハラ ー ム で ある も の を ハラ ー ル 


| 


る 人 、 こ れ ら を 好ま な い 


で ある と 言 


仰 者 と な り ま す 。 (タバ コ を ハラ ー ム で ある と 言う 


民族 な の か 。 
お ける あな た の 派 の イマ 
ゝ の で あれ ば 、 


信仰 に お け 


不信 仰 者 


全て の 宗教 で ハラ ー ム で あり 、 ハ ラー ル と され る こと が 才 智 に そ 


ぐ わ な いよ うな 事柄 に つい て 、 ハ ラー ル で あれ ば よかっ た と 願う 
こと は 不信 仰 で す 。 委 通 、 同 性 愛 、 満 腹 し て いる の に 更に 食べ る 
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人 測 王 愛 け 取 る こと 、 直 うこ と か ど で す 、 ワイ ツジ が ハタ アー 
ル で ある こと を 望む こと は 、 不 信仰 で は あり ませ ん 。 なぜなら 全 
て の 宗教 で ハラ ー ム で は な いか ら で す 。 
崇高 な る クル アー ン を 、 会 話 の 中 で 用 いる こと は 不信 仰 で す 。 
ギフ ヤー いう 名 の 人 に 、「 ヤ ヤー よ 、 麻 典 を し っ か り ょ 守 
れ 」 (マルヤ ム 章 第 12 節 か ら ) と いえ ば 、 不 信仰 者 と な り ま す 。 
クル アー ン を か ら か っ た こと に な る の で す 。 楽器 、 ゲ ー ム 、 歌 の 
間 に ク ルアー ン を 読む こと も 同様 で す 。 
今 来 た 。、 ビ スミ ッ ラ ー」 と 言う こと 人 は 炎 い で す 。 何 か を た くき 
ん 見 た 時 に 「 マ ー ハ ラ カ ッ ラー (アッ ラー が 何と 多く の も の を 創 
造 さ れ た の か )」 と 言っ た 場合 、 意 味 を 知ら な けれ ば 不信 仰 者 と 
な り ま す 。 
誰か が 「 今 は あな た を 責め な い 、 人 々 は 南 め る こと を 罪 と 呼ぶ ら 
LMO」 誠 言 うこ とる は 、 炎 いで す 。 
誰か が 「 ジ ブ プラー イー ル の 子 生 の よう に 真っ 裸 だ 」 と 言う こと は 
災い で す 。 天使 を か ら か うこ と に な り ま す 。 
「 上 息子 の 頭 」 も し く は 「 私 の 頭 」 と いう 言葉 に 暫 い の 意味 を 持た 
せれ ば 、 つ まり 「 ア ッ ラ ー に 玖 っ て 、 息 子 の 頭 の 為 に 」 と 言え 
ば 、 不 信仰 と な る こと が 懸念 され ます 。 
クル アー ン 、 マ ウリ ー ド 、 そ し て 導 美 の 歌 を 、 楽 器 を 鳴ら し な が 
ら 責 う こと 、 演 奏 器 具 と 共に 読む こと は 不信 仰 で す 。 
人 ン 、 マ ウリ ー ド 、 牙 美 の 責 、 祝 福 祈 願 を 、 罪 が 行わ れる 
場 で 尊敬 の 意 を 持っ て 唱え る こと は ハラ ー ム で す 。 楽しみ 、 娯 楽 
の 為 に 唱え る こと は 不信 仰 で す 。 
スン ナ ! に 従っ て 唱え られ る ムハンマド の アザ ー ン を 聞か ず 、 大 功 
に し な い の で あれ ば 、 す ぐに 不信 仰 者 と な り ま す 。 
クル アー ン に 自分 の 頭 で 意味 付け を する 人 は 不信 仰 者 と な り ま 
凍 
クル アー ン や ハデ ィ ー ス で 明白 に 告げ られ 、 法 解釈 の 見 解 を 出す 
イマ ー ム た ち が 意 見 を 一 致 さ せ て 教え て いる 事柄 、 そ し て ム ス リ 
NO 知ら れ て いる 信仰 上 の 知識 に 適っ た 形 で 信仰 し な 
人 は 、 不 信仰 者 と な り ま す 。 不 信仰 の この 種 の 形 を 「 イ ル ハ 
、 信 じ る 人 を 「 ム ル ヒ ド 」 と 呼び ます 。 
ah に 敬意 を 持っ て 挨拶 を する 人 は 、 不 信仰 者 と な り ま す 。 


こ ー 
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MM こ 敬 意 を 表す 言葉 を 語る こと 、 
と は 不信 仰 で す 。 


他 着 の 不信 爺 を 並ぶ 人 は 不信 仰 者 と な り ま 


例え 
多 計 


ば 「 わ が 師 よ 」 と 言 


クル アー ン が 録音 され た テー プ や レコ ー ド は 、 ク ルアー ン の 崇高 


な 正本 と 同様 に 尊い も の で す 。 これら に 不 克 な 態度 を 取る こと は 
不信 仰 で す 。 
ジン と 交わ っ て いる 占い 師 や 占星 術 師 、 ま じ な い 師 を 訪ね 、 役 ら 


が 語る こと や 行っ て いる こと を 信 


じ る こと は 、 不 信仰 で す 。 時 に 


は 当たっ た と し て も 、 ア ッ ラ テー 以外 の 他 の 誰か が 全て を 知り 、 望 


むこ と を 何で も 行う と 信じ る 行為 


で ある た めで す 。 


を 信じ る こと は この 通り で は あり ませ ん 。) 


スン ナ を 軽視 する こと や 、 
の 

ズ ナ ー ル と 呼ば れる 
架 、 ク ロス と 呼ば れる まっ すぐ 


父 の 帯 を 巻く こと 、 


(科学 の 知識 


大 切 に せ ず 放棄 する こと は 不信 仰 で 


偶像 、 す な わ ち 十字 
に 切ら れ た ? つの 棒 、 像 、 そ し て 
する こと 、 祭 め る こと 、 イ スラ ー ム の 徳 を 教え 
の どれ か を 傷 唇 する こと 、 イ スラ ー ム 学者 の 誰か を 俺 


情 


人 


と な る 言葉 を 語る こと 、 


架 、 
それ ら の 絵 を 崇拝 

る 宗教 書 

する こと 、 か ら か うこ と 、 不 信仰 の 要 
書く こと は 不信 仰 で す 。 ま た 、 崇 め る 
を 俺 辱 し 、 憩 辱 す る こと が 命じ られ て 
た 不信 仰 で す 。 


に は 必ず 効果 が ある 」 と 言い 、 
ムスリム が 、 上 ら を 不信 心 者 と 呼ぶ 人 
よう な 承認 を 示す 返事 を すれ ば 、 


こと が 命 
\ る 何 か を 祭 め る こと も ま 


「 ま じ な い 帥 は まじ な い に よ っ て 望む こと を 当然 行う 、 ま 
信じ る 人 は 不信 仰 者 と な り ま 
に 対し 、 
彼 も 不信 仰 者 と な り ま す 。 


じ ら れ て いる 何 か 


や じ な い 
す 。 
と いっ た 


「 は い 」 


2 プー ム で ある こと が 知ら れ て いる 一 定 の 財産 で 、 モス ク を 人 造ら 


h の 慈 


せる こと 、 サ ダ カ を 支払 うこ と 、 そ の 1 


誰か に 絶対 に 


香 を 行わ せる こと 、 
これ に 対し て サワ ー ブ を 期待 する こと は 、 不 信仰 で す 。 
に ハラ ー ム で ある 財産 か ら サ ダ カ を 与え て サワ ー ブ を 


期待 する こと 、 受 け 取 っ た 貧者 が ハラ ー ム の お 金 で ある こと を 知 


っ て いな が ら 「 ア ッ ラ ー が 度 ん で くだ さい ます よう に 」 


と で 、 与 えた 人 も 、 
も 、 皆 が 不信 仰 者 と な り ま 
結婚 が ハラ ー ム で ある 女 f# 


生 と 結婚 する こ 
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と に 区 つ 


ー 


言う 2 こ 


と 言 


「 ア ー ミ ー ン 」 と いっ た 人 が いれ ば その 人 


いて 、 そ れ を ハラ 
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ー ル と 言う 人 は 、 不 信仰 者 と な り ま す 。 

再 場 、 遊 技 場 、 罪 が 犯さ れ て いる 場 に お いて 、 ラ ジオ や スピ ー カ 
ー で クル アー ン や マウ リー ド を 聞い て 楽し むこ と は 不信 仰 で す 。 
クル アー ン を 、 楽 器 を 演奏 し な が ら 読 むこ と は 不信 仰 で す 。 
ラジ オ や スピ ー カ ー で 読ま れ て いる クル アー ン に 対し て 失礼 な 態 
度 を と る こと は 不信 仰 で す 。 

アッ ラー 以外 の どの よう な 存在 に 対し て も 、 ど の よう な 目的 が あ 
っ た と し て も 、「 創 造 者 」 と 言う こと は 不信 仰 で す 。 

「 ア ブ ド ッ ルカ ディ ル 」 と 言う 代わ り に 、「 ア ブ ド ゥ ルコ イド ッ ゥ 
ル 」 と 言う こと は 、 も し 意図 的 で あれ ば 不信 仰 で す 。「 ア ブ ド ゥ 
ル ア ジ ズ 」 と 言う 代わ り に 「 ア ブ ド ッ ゥ ッ ル ゼイ ズ 」、「 ム ハン マ ド 」 
と 言う 代わ り に 1 メモ 」、! ハ サザ サン] と 言う 代わ ね わり に 「 ハ ッ ツ 」、 
「 イ ブラ ー ヒ ー ム 」 と 言う 代わ り に 「 イ ボ 」 と 言う こと も 同様 で 
す 。 こ れ ら の 名 前 を 靴 や サン ダル に 書く 人 、 そ れ を 踏む 人 の 信仰 
NE 

ウド ゥ ー が な いこ と を 認識 し な が ら 礼 拝 を 行う こと 、 ス ン ナ で あ 
2 間 の の D と は 不信 仰 で す 。 ス ン ナ に 重き を 置か 
な いこ と は 不信 仰 で す 。 

無知 な 人 々 が ワリ ー を 創造 主 と 思 い 込 むこ と を 懸念 し て 、 そ の 墓 
を 破壊 する 、 と いう 言葉 は 不信 仰 で す 。 

凶 者 、 特 に 自分 の 子供 が 不信 仰 者 と な る 要因 と な っ た 人 は 、 不 信 
仰 者 と な り ま す 。 

姦通 、 同 性 愛 が 認め られ る と 言う こと は 、 不 信仰 で す 。 

クル アデ アーン の 言葉 や 、 ハ ディ ー ス 、 そ し て 意見 の 一 致 に よっ て 宣 
告 さ れ て いる ハラ ー ム に 重き を 置か な いこ と は 、 不 信仰 で す 。 
大 き な 罪 を 繰り 返す こと 、 頑 な に 繰り 返す こと は 不信 仰 に 引き ず 
り 込 まれ る 要因 と な り ま す 。 礼拝 に 重き を 置か な いこ と は 不信 仰 
で す 。 

文章 、 文 字 が 書か れ た 紙 、 和 覆い 、 礼 拝 用 の 紋 後 を 床 に 敷く こと 
( 傷 辱 の 為 に 敷く こと 、 利 用 する こと ) は 不信 仰 で す 。 

アブ ー・ バ クル ・ ス ッ ド ゥ ー ク と ウマ ル ・ ウ ル ・ フ ァ ー ル ー ク 
(アッ ラー が お 諾 び くだ さい ます よう に ) に カリ フ に な る 権利 は 
な か っ た 、 と 言う こと は 不信 仰 で す 。 

アッ ラー と は 別に 、 死 者 か ら 何 か を 求め る こと は 不信 仰 で す 。 


ー ン ン 
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「 テ ズ ヴ ェ レ ン ・ デ デ 」( そ の 人 に 願え ば 子供 が 授かる と され 
る ) と いう よう な こと は と て も 本 いも の で あり 、 不 信仰 の 要因 と 


な り ま す 。 


死者 を 土 に 埋め る こと は ファ ルド で あり 、 こ の ファ ルド に 重き を 
お か ず に その 奉仕 か ら 逃 げ る 人 、 知 識 や 科学 を 主張 し て 「 死 者 を 


理 め る こと は 時 代 遅 れ だ 、 偶 
よう に 死者 を 焼く こと が よ 
ムル タ ド と な り ま す 。 


アッ ラー の 友 で ある ワリ ー た ちの うち 、 亡 く な っ た 、 も し く は 生 


崇拝 者 や 共産 主義 者 、 不 信仰 者 の 


良い 


」 と 言う 人 の 信仰 は 失わ れ 、 


き て いる 誰か に つい て 、 言 葉 ち もしくは 心 で 否定 する こと は 不信 仰 


で す 。 

ワリ ー た ちや や 知識 人 、 税 の 徴収 係 で ある 人 々 へ の 敵対 は 不信 仰 で 
す 。 

「 ワ リー た ち に 一 切 の 罪 が な いと いう 特性 が ある 」 と 言う こと は 
不信 仰 で す 。 一切 の 罪 が な いと いう 特性 は た だ 預言 者 た ち に の み 
あり ます 。 

知識 か ら 何 も 得る こと が な い 人 は 、 信 仰 が な い 状 態 で 去る こと が 


懸念 され ます 。 そ こ か ら 何 か を 得る 為 の 最低 限 の こと は 、 こ の 知 


識 を 信じ し る こと で す 。 


クル アー ン を 、 イ スラ ー ム 学者 た ちの 誰 も が 読ん だ こと の な い 形 
で 読む こと は 、 そ の 意味 や 言葉 を 壊さ な か っ た と し て も 、 不 信仰 


@ す か 。 


神父 た ちの イ バ ー ダ に 特有 の も の を 用 いる こと は 不信 仰 で す 。 
何ら か の 出来 事 が 勝手 に 生じ し た も の で ある と 信じ る こと 、 そ し て 


と 言 居 う ーー ご ど は 不信 仰 で す 。 


動物 が 、 単 細胞 か ら 高 等 な も の へ と 進化 し 、 つ い に 人 間 と な っ た 


礼拝 を わざ と 行わ ず 、 カ ダー を 行う こと も 考え な い 、 そ の 為 に 久 


を 受け る こと を 妨 れ な い 人 
ま 滞っ 


ラー ム が 不信 仰 の し る し と 見 
り 強 制 さ れ た り し て いな い の 
教 友 を 嫌う 人 は ムル ヒド と 呼 


は 、 ハ ナ フ ィ ー 派 で も 不信 仰 者 と な り 


不信 仰 者 の イ バ ー ダ を イ バ ー ダ と し て 行う こと 、 例 えば 、 教 会 で 
鳴ら し て いる オル ガン 等 の 楽器 や 鐘 を モス ク で 鳴ら すこ と 、 イ ス 


な し て いる こと を 、 必 要 に 人 迫 ら れ た 
に 用 いる こと は 不信 仰 で す 。 
ば れ ま す 。 ム ル ヒ ド は 不信 仰 者 と な 
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り ま す 。 

不信 仰 者 の 絵画 を 高い と ころ に 飾り 、 上 時 め る こと は 不信 仰 で す 。 
絵画 や 像 、 モ デル 、 十 字 架 、 あ る い は 星 、 太 陽 、 邊 と いっ た も の 
に 神 性 が ある こと を 信じ る こと 、 例 えば 望む も の を 創造 し 、 望 む 
こと を 行い 、 病 人 を 癒す 、 と し て 凡 め る こと は 不信 仰 で す 。 

アー イシ ャ が 不貞 で ある と いい 、 そ の 父 が 教 友 で ある こと を 信じ 
な い 人 は 不信 仰 者 と な り ま す 。 

預言 者 イー サー が 天 か ら 下 り て くる こと が 、 必 ず 起 こる こと と し 
て 知ら れ て いま す 。 こ れ を 信じ な い 人 は 不信 仰 者 と な り ま す 。 
クル アー ン で 、 そ し て ハデ ィ ー ス で 、 天 国 が 吉報 と し て 伝え られ 
た 人 に つい て 、 不 信仰 者 で ある と 言う こと は 不信 仰 で す 。 
科学 の 経験 の 範 晴 に 含ま れ な い 、 科 学 と か か わり の な い ク ルアー 
ン の 章 名 を 、 科 学 の 知識 に 結び 付け よう と する こと 、 サ ハー バ や 
その 次 と その 次 の 世代 の 人 々 の 解釈 を 変え る こと は 大 き な 罪 と な 
り ま す 。 こ の よう な 解釈 や 翻訳 を 行う 人 は 不信 仰 者 と な り ま す 。 
ムスリム で ある 少女 が 、 思 春期 に 達し た 時 に イス ラー ム に つい て 
何 も 知 ら な けれ ば 、 不 信仰 者 と な り ま す 。 男性 も 同様 で す 。 
ムスリム 女性 が 頭 、 腕 、 足 を 露出 し た 状態 で 外 に 出る こと 、 男 性 
が それ を 見 る こと は ハラ ー ム で あり 、 罪 で す 。 こ れ に 重き を 置か 
ず 、 気 に 留め な い の で あれ ば 、 信 仰 は 失わ れ 、 不 信仰 者 と な り ま 
す 。 

預言 者 ムハンマド が 教え られ た ファ ルド と ハラ ー ム も 、 ク ルアー 
ン で 明白 に 告げ られ て いる ファ ルド や ハラ ー ム と 同様 に 尊い も の 
で す 。 これら を 信じ な い 人 、 認 め な い 人 は イス ラー ム か ら 離 れ 、 
不信 仰 者 と な り ま す 。 

ルク ウ の タス ビー フ で 「 ズ 」 の 音 で 「 ア ズィー ム 」 と 言う こと 。 
アッ ラー は 僅 大 で ある と いう 意味 で す 。 も し 「 ザ 」 の 音 で アズ ィ 
ー ム と いえ ば 、「 ア ッ ラ ー は 私 の 敵 で ある 」 と いう 意味 に な り 、 
礼拝 は 無効 と な り ま す 。 意味 が 変わ っ て し ま う 為 、 不 信仰 の 要因 
と も な り ま す 。 

クル アー ン に 節 を つけ て 読む ハー フィ ズ に 、 何 と 美しく 読ん だ の 
で し ょ うと 言う 人 の 信仰 は 消え 、 不 信仰 者 と な り ま す 。4 つの 学 
派 と も 、 ハ ラー ム で ある も の を 美しい と 言う 人 は 不信 仰 者 と な る 
と 見 な し て いま す 。 た だ 、 声 、 音 色 、 ク ルアー ン を 読む こと 自体 
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が 素晴らし いと いう こと を 意図 


ませ ん 。 


天使 や ジン の 存在 を 信じ な い 人 は 、 不 信仰 に 
クル アー ン の 章 旬 で は 、 
意味 が 与え られ ます 。 
に 従う 
不信 仰 の 要 


マー イー ル 派 ) 


魔術 を 行う 際 、 


で す 。 


ムスリム に 「 不 信仰 者 よ 」 と 言う 人 、 あ る 
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それ ぞ れ の 言葉 に は 明 
この 意味 を 変化 させ 、 
人 は 不信 仰 者 と な り ま す 。 
と な る 言葉 や 行い が あれ ば 、 不 信仰 


し て いっ た 人 


考 


メー ソン と 言う 人 、 


と 信じ る の で あれ ば 、 発 
イ バ パー ダ を 行う 人 が 、 
に は 罪 が 多い 、 
は 強い と 言え ま 


り ま す 。 


預言 者 た ちの 数 を 
る と 言う こと 、 あ 
ます 。 こ れ は 不信 


9H 


認め な いこ と は 


才 † 


言 仰 の 要因 


不 


性 も し く は 女 : 


ト 産 主義 


と 言う 人 は 


言 者 自 


信仰 が 損 


が 、 不 信仰 の 要 
は 紀和 細 0 


は 、 不 信仰 に 


は な り 


は な り ま せん 。 
白 で よく 知ら れる 
バー ティ ン 派 (イス 


Y\ は ムスリム に フリ ー 
、 彼 を 不信 仰 者 で ある 


身 が 不信 仰 者 と な り ま す 。 


員 な われ た こと に 不安 を 抱き 、 
イ バ ー ダ は 私 を 救 わ な い 」 と 考え れ ば 、 そ の 信仰 
す 。 信仰 が 続く か どう か を 疑う 人 は 不信 仰 者 と な 


「 私 


明言 する こと は 、 預 言 者 で な い 人 を 預言 者 で あ 
る い は 預言 者 を 預言 者 と 認め な いこ 
兄 で す 。 なぜなら 、 預 言 者 た ちの うち 一 人 で も 
、 誰 一 人 と し て 認め な いこ と を 意味 する の で す 。 


と と な り 得 


生 の ムスリム は 、 学 者 た ち が 意 見 を 
と な り 得 る と 告げ て いる 一 つの 言葉 、 も し く は 行い 
と な る こと を 論 識 し 、 
真剣 に 


ヨ H 発 的 に 
に 、 も し く は 冗談 


際 時 RM k な 不信 
仰 」 と いわ れ ま す 。 頑 迷 な 不信 仰 に よっ て ムル タ ド と な る 人 は 


以前 の イ バ ー ダ の サワ ー ブ が 失わ れ ま す 。 
こと は で きま せん 。 裕福 で あれ ば 
り ま す 。 ム ル タ ド で ある 時 に 行っ た 礼拝 、 有 
ー は 行い ませ ん 。 


9 
は 十分 で は 


あり 
も 悔 悟 を 行う こと 


棄 教 以前 に で 


が 必要 で す 。 


ませ ん 。 不 信仰 の 要 


致 さ せ て 


( 轟 迫 を 受け る 
で 、 笑 わせ る 
は いな か っ た と 


悟 を し て も 取り 戻す 
時 び 巡 礼 に 行く こと が 必要 と な 
『 食 、 ザ カー ト の カ ダ 
* き な か っ た も の に つ 
悟 を する 為 に は 、 カ リマ ・ シ ャ ハ 


いて カ ダ ー を 
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ダ を 唱え る だ け で 


因 と な っ た その も の に つい て 
(イス ラー ム か ら 、 


どの 扉 を 通っ 
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て 出 た の で あれ 、 そ こ か ら 入 る こと が 必要 で す 。) も し 不信 仰 の 
要因 と な る こと を 知ら ず に 語っ た り 、 行 っ た り し た の で あれ ば 、 
ある い は 不信 仰 の 要因 と な る か どう か 学者 た ちの 間 で 意見 が 統 
され て いな い 言 葉 を 意図 的 に 語っ た の で あれ ば 、 信 仰 が 失わ れ 、 
婚 問 が 無効 と な る か どう か は 疑問 で す 。 用 心 と し て 、 信 仰 を 新た 
に し 、 婚 妃 を 行う こと が 良い と され ます 。 知 ら ず に 語る こと 
を 、「 無 知 に よる 不信 仰 」 と 言い ます 。 知 ら な いこ と は 正当 な 理 
] で は な く 、 大 き な 俳 で す 。 な ぜ な ら 全 て の ムスリム に と っ て 、 
知っ て お くべ きこ と を 学 記 の は ファ ルド で ある か ら で す 。 不 信仰 
の 要因 と な る 言葉 を 、 誤 っ て 、 間 違っ て 、 あ る い は 言葉 に 複数 の 
意味 が ある こと か ら 唱 に 出し た こと と な っ て し まっ た 人 の 信仰 や 
婚 如 は 、 無 効 と な り ま せん 。 た だ 悔 悟 と 儀 悔 、 す な わ ち 信仰 を 新 
た に する こと は 良い と され ます 。 

不信 心 者 は 、 カ リマ ・ タ ウ ヒ ー ド を 唱え る こと で 信者 と な る よ 
うに 、 信 者 も 、 一 つの 言葉 を 口 に する こと で 不信 仰 者 と な る の で 
す 。 
一 人 の ムスリム の ある 言葉 、 あ る い は ある 行い に 100 の 意味 が 
ある 場合 、 つ まり 100 通り の 見 解 が で きる 場合 、 そ の うち の 1 つ 
が その 人 が 信仰 を 持つ こと を 示し 、 残 り の gg9 が 不信 仰 者 で ある 
こと を 示し て いる な ら 、 こ の 人 は ムスリム で ある と 見 な され る 
き で す 。 つ まり 不信 仰 を ボ す 99 の 意味 は 目 に せ ず 、 信 仰 を ボ す 1 
つの 意味 を 見 る の で す 。 この 言葉 を 誤解 し て は いけ ませ ん 。 こ の 
為 に は 2 つの 点 に 注意 すべ き で す 。 一 つ 目 は 、 こ の 言葉 、 行 い の 
括 が み ス リム で ある こと で す 。 一 人 の フラ ンス 人 が クル アー ンジ を 
褒め 、 イ ギリ ス 人 が アッ ラー は 唯一 で ある と いっ た と し て も 、 彼 
ら が ムスリム で ある と 言う こと は で きま せん 。 二 つ 目 と し て 、 一 
つの 言葉 や もしくは 行い に 100 の 意味 が あっ た 場合 、 と 言わ れ た こ 
と で す 。 逆 に 、100 の 言葉 も し く は 100 の 行い の うち 、1 つが 信 
仰 を 示し 、99 が 不信 仰 を 示し て いる の で あれ ば 、 こ の 人 を ム ス リ 
ム と 呼ぶ こと が で きる と は 言わ れ て いな い の で す 。 


全て の ムスリム は 朝晩 、 こ の 信仰 の 為 の ドゥ アー を 唱え る べき 
2 の 
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「 ア ッ ラ ー フ ンマ イン ニー アウ ズ ビ カ ミン アン ウシ ュ 
リカ ビ カ サイ アン ワ アナ ー アラ ム ワ アス タグ フィ 
ルー カカ リマ ー ラー アラ ム イン ナカ アン タ アッ ラー ム 
ル グ ユ ー ブ 」 

「 ア ッ ラ ー フ ンマ イン ニ ユリ ー ド ッ ゥ アン ウジ ャ ッ デ 
ィ ダ ル イー マー ナ ワン ニカ ー ハ タ ジ ュ ディ イー ダン ビ カ 
ウリ ラー イラ ー ハ イッ ラッ ラー ムハンマド ッ ン ラス ル 
デジ ダー」 

と ドゥ アー し 、 悔 悟 し 、 信 仰 を 新た に し 、 婚 巡 を 行い ます 。 


信仰 が 私 た ち に お いて 維持 され 、 和 失わ れ な い 為 に : 

に 見 えな いこ と を 信 じ る こと 

に 見 えな いこ と を 、 た だ アッ ラー が 、 そ し て アッ ラー が 教え ら 
れ た 人 々 が ご 存じ で ある こと を 信じ る こと 

ハラ ー ム を ハラ ー ム と 論議 し 、 信じ る こと 

ハラ ー ル を ハラ ー ル と 設 識 し 、 信 じ る こと 

アッ ラー の 罰 に 対し て 自分 は 大 丈夫 と 思わ ず 、 常 に 恐れ て いる こ 
と 

アッ ラー 望 を 絶た ず に いる こと 


ムル タ ド と な る 事柄 を 否定 する こと も 、 悔 惜 で す 。 ムル タ ド が 

修悟 を 行わ ず に 死ね ば 、 地 獄 の 炎 で 永遠 に 久 を 受け ます 。 こ の 
為 、 不 信仰 を 強く 恐れ 、 話 し 過ぎ な いよ うに する べき で す 。 ハ デ 
ィ ー ス で は 、!「 い つ で も 意義 の ある 、 効 果 の ある こと を 話 な さ 
\。 あ る い は 黙っ て いな さい 」 と され て いま す 。 真剣 で ある べき 
で あり 、 冗 談 を いっ た り ふ ざけ 過ぎ た り し て は いけ な い の で す 。 
理性 や 人 間 性 に ふさ わし く な いこ と を 行っ て は いけ ませ ん 。 自 分 
身 を 不信 仰 か ら 守 る べく 、 ア ッ ラ ー に 多く ドゥ アー を 行わ な け 
れ ば な り ま せん 。 


9f 


現在 信仰 が あっ て も 、 将 来 的 に 信仰 が 失わ れる 要因 と な る 事柄 : 
ビ ド ッ ゥ ッ ア を 行う こと 。 つ まり 壊れ た 信条 を 持つ こと 。 (スン ナ の 
学者 た ち が 教 えて いる 信仰 か ら わ ず か で あれ 離れ た 人 は 、 人 逸脱 者 
も し く は 不信 仰 者 と な り ま す ) 

行動 を 伴わ な い 信 仰 。 
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体 の 9 つの 器官 を 正しい 道 か ら 人 逸脱 させ る こと 。 


大 き な 罪 を 犯し 続け る こ 


の 


イス ラー ム の 恵み へ の 感謝 を や め る こと 。 
来世 に 、 信 仰 の な い 状態 で 行く こと を 恐れ な いこ と 。 


迫害 を 行う こと 。 


半 


母 や 父 に 反抗 的 で ある こ 


0 


スン ナ に 従っ て 唱え られ る ムハンマド の アザ ー ン を 聞か な いこ 


正しかっ た と し て も 、 匠 い を 多く 行い 過ぎ る こと 。 
礼拝 で 、 礼 拝 の 構成 要素 と な る も の を 正しく 行う こと を 放棄 する 


1 4 


礼拝 を 重要 で は な いと 


1 
忌 い 、 


学ぶ こと や 子供 に 教え る こと を 重要 


視 せ ず 、 礼 拝 を 行う 人 の 妨げ と な る こと 。 
アル コー ル 飲 料 を 摂取 する こと 。 

ふ ス リム を 苦し め る こと 。 
ワリ ー で ある と 偽り 、 イ スラ ー ム の 知識 を 売る こと 。 
罪 を 忘れ る こと 、 軽 視 す る こと 。 


うぬぼれ る こと 、 つ まり 思い 上 
目 慢 、 す な わ ち 私 の 知識 や 宗教 的 な 行い は 多い と 言う こと 。 

謝 信 者 で ある こと 、 備 善 者 で ある こと 。 

始 む こと 、 イ スラ ー ム の 兄弟 に つい て 怒 始 する こと 。 

政府 、 指 導 者 の 、 イ スラ ー ム に 反する も の で は な い 指 示 に 従わ な 


0 の 


ウラ マー (知識 人 た ち ) 


口 明 を 、 ス ン ナ の 量 以 


術 や 魔法 を 行う こと 。 


上 に 1 


が る こと 。 


誰か に つい て 、 経 験 を 通さ ず に 「 良 い 」 本 
嘘 を 頑固 に 主張 し 続け る こと 。 
か ら 人 逃げ る こと 。 
ば すこ と 。 
性 が 絹 の 衣装 を 身 に 着け る こと 。 

陰口 を し つこ く 行 うこ と 。 
不信 仰 者 で あっ た と し て も 、 
世俗 的 な 事柄 の 為 に 激怒 する こと 、 い らい ら す る こと 。 
利子 を 受け 取る こと 、 支 払う こと 
褒め られ よう と 服 の 腕 や 裾 を 
麻 


隣人 を 苦し め る こと 。 


過度 | に 長く する こと 。 
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ムスリム で あり 、 誠実 で や る マフ ラム の 親戚 (結婚 する こと が 永 
遠 に 禁じ られ る 男女 の 親戚 ) の 訪問 を 放棄 する こと 。 

アッ ラー が 愛さ れる 人 を 愛さ な いこ と 、 イ スラ ー ム を 損 な お うと 

する 人 を 愛す る こと 。 (アッラー 故に 愛す る こと 、 ア ッ ラ ー ゆ え 

に 憎む こと は 信仰 の 条件 で す 。) 

信者 の 上 兄弟 を 8 日 以上 憎み 続け る こと 。 

女 洲 を 続け る こと 。 

同性 愛 を 行い 、 悔 惜 を し な いこ と 。 

アザ ー ン を 、 法 学 の 本 が 教え て いる 時 間 に 、 ス ン ナ に 従っ て 唱え 

な いこ と 、 ス ン ナ に 従っ て 唱え られ て いる アザ ー ン を 聞い た 時 に 

敬意 を 持っ て 聞か な いこ と 。 

ItItcI+x+KIjld 
に も か か わら ず 、 穏 や か な 言葉 で それ を や め さ せ な いこ と 。 

昌 娘 、 そ し て 忠告 を 行う 権利 を 持っ て いる 女性 た ち が 、 頭 や 

腕 、 足 を 露出 させ 、 和 飾り 立て 、 芳 香 を つけ て 外 に 出る こと 、 悪 い 

人 た ちょ 合う こと を 認め る こと 。 


多く の 大 罪 (72 の 大 罪 は 以下 の 通り で す ) 

正当 な 理由 な く 人 を 殺す こと 。 

女 通 を 行う こと 。 

同性 愛 を 行う こと 。 

ワイ ン や 、 ア ルコ ー ル を 含ん だ 飲み 物 を 飲む こと 。 (ビール を 飲 
婦 こ と は ハラ ー ム で す 。) 

物 盗 を 行う こと 。 
快楽 の 為 に 覚せい 剤 を 摂取 する こと 。 

他 者 の 財産 を 無理 や り 奪 うこ と 。 

偽り の 証言 を 行う こと 。 

ラマ ダーン 月 の 断食 を 、 正 当 な 理由 な く 、 ム スリ ム の 前 で 放棄 す 
る こと 。 

利子 を 受け 取る こと 、 支 払う こ 

奪い を 多く 行い すぎ る こと 。 

母 や 父 に 反抗 的 で ある こと 、 対 立 す る こと 。 

マフ ラム で あり 、 善 良 な 親戚 へ の 訪問 を 放棄 する こと 。 

戦い に お いて 、 戦 うこ と を 放 径 し て 敵前 逃亡 する こと 。 
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不正 に 、 孤 児 の 財産 を 着服 する こと 。 

衝 、 重 り を 正しく 用 いる こと 。 

礼拝 を 、 時 間 よ り も 前 、 も し く は 後に 行う こと 。 

ムスリム の 上 兄弟 の 心 を 傷つけ る こと 。 (カー バ を 倒す こと より も 
より 大 き な 罪 と な り ま す 。 ア ッ ラ ー を 最も 傷つけ る 不信 仰 の 他 に 
は 、 心 を 傷つけ る こと ほど の 大 人 罪 は あり ませ ん ) 
預言 者 ムハンマド ( 彼 の 上 に アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よ 
うに ) が 語ら れ た 言葉 を 語る こと 、 そ れ を 預言 者 ムハンマド が 語 
っ た と し て 中 傷 す る こと 。 

わい ろ を 受け 取る こと 。 

正しい 証言 か ら 輝 げ る こと 。 

財産 の ボカ ー ト と ウシ ュ ル を 支払 わな いこ と 。 
十分 な 力 を 持つ 人 が 、 罪 を 犯し て いる 人 を 見 て 、 そ れ を や め さ せ 
よら うと しない こと 。 

生き た 動物 を 火 で 焼く こと 。 

上 款 高 な る クル アー ン を 学ん だ 後 、 読 み 方 を 忘れ る こと 。 

至高 な る アッ ラー の 慈悲 か ら 、 望 み を 絶つ こと 。 
ムスリム で あろ うと 、 不 信仰 者 で あろ うと 、 人 々 を 裏切る こと 。 
豚肉 を 食べ る こと 。 

預言 者 ムハンマド の 教 友 た ちの 誰か 一 人 で も 愛さ な いこ と 、 嫌 う 
還 結 8 

満腹 で ある の に 食べ 続け る こと 。 

妻 が 、 夫 の 寝床 か ら 逃 げ る こと 。 

妻 が 、 夫 の 許可 な く 訪 問 に 出かけ る こと 。 

純潔 を 守っ て いる 女性 に 売春 婦 と 言う こと 。 
ムスリム の 間 で 、 人 の 陰口 を 他 の 人 に 言い つけ る こと 。 

秘め られ る べき 場所 (アウ ラ ) を 他人 に 見 せる こと 。 (男性 は 腕 
と 膝 の 間 、 女 性 は 髪 や 腕 や 足 が ア ウラ で す ) 他 者 の アウ ラ を 見 る 
こよ も ハラ ー ム で す 。 

死 肉 を 食べ る こと 、 他 者 に 食べ させ る こと 。 

信託 を 裏切る こと 。 

ムスリム の 陰口 を 言う こと 。 

始 むこ と 。 

至高 な る アッ ラー に 何 も の か を 配 す る こと 。 
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嘘 を つく こと 。 

うぬぼれ る こと 、 自 分 を 過大 評価 する こと 。 

死 の 床 に ある 病人 の 遺産 相続 人 か ら 財 産 を 盗む こと 。 
非常 に けち で ある こと 。 

現世 を 深く 愛す る こと 。 

アッ ラー の 懲罰 を 坊 れ な いこ と 。 

ハラ ー ム で あめ る も の を ハラ ー ム と 信じ な いて こ ょ と 。 

ハラ ー ル で ある も の を ハラ ー ル と 信じ な いこ と 。 

旨い 師 の 占い や 、 占 い 師 が 幽玄 界 か ら 知 ら せ を も た らし て いる と 
信じ る こと 。 
棄 教 する こと 、 ム ル タ ド と な る こと 。 

正当 な 理由 な く 、 他 人 の 女性 や 娘 を 見 る こと 。 

女性 が 男性 の 服 を 着る こと 。 

男性 が 女性 の 服 を 着る こと 。 

カー バ 神 殿 で 罪 を 犯す こと 。 

時 間 に な っ て いな い の に アザ ー ン を 唱え る こと 、 礼 拝 を 行う こ 
巡 。 
政治 家 の 命令 や 法律 に 送ら うこ と 、 反 抗 す る こと 。 

他 者 の 秘め られ た 場所 を 母 の 秘め られ た 場所 に 似せ る こと 。 
凶 者 の 母 を 侯 大 す る こと 。 

互い に 狙い を つけ る こと 。 

犬 の 食べ 残し を 食べ る こと 、 飲 むこ 
施し た 善 に つい て 恩 着せ が まし い 熊 
絹 の 衣装 を 身 に 着け る こと 。( 男 性) 
無知 で ある こと に 固執 する こと 。 (スンナ の 信条 、 フ ァ ル ド 、 ッ 
ラー ム 、 そ し て 必要 な 知識 を 学ば な いこ と ) 

アッ ラー、 そ し て イス ラー ム が 教え て いる 名 前 以外 を 日 に し て 故 
約 を 行う こと 。 

知識 か ら 逃 げ る こと 。 

無知 で ある こと は 災い で ある と 理解 し な いこ と 。 

小さ な 罪 を 繰り 返す こと に 固執 する こと 。 

必要 が な い の に 、 高 笑い を する こと 。 

礼拝 の 時 間 が 過ぎ る だ け の 時 間 、 ジ ュ ヌ ー ブ (大 汚 ) の 状態 で 出 
歩く こと 。 
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の ラー ム で ず 。 
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その 信仰 を 、 ス ン ナ に 従う 人 々 の 信条 に 適う 形 で た だ さ な い こ 
誠 

現世 の 財産 、 地 位 、 名 誉 に 執着 する こ 

人 々 、 動 物 、 自 分 まじ 、 し 
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アッ ラー に 、 そ し て 良い も の が も た ら さ れる 要因 と な る 存在 に 
感謝 し な いこ と 。 
信仰 を 失う こと を 恐れ な いこ と 。 

日 に 5 回 の 礼 振 を 時 間 通 り に 行わ な いこ と 。 

利子 を 受け 取る こと 、 支 払う こと 。 

イス ラー ム に 従っ て いる ムスリム を 軽視 する こと 。 彼ら に 、 後 進 
的 で ある と いっ た よう な こと を 言う こと 。 

売買 春 に 関わ る 言葉 、 文 章 、 絵 を 、 話 すこ と 、 書 く こ と 、 描 く こ 
どど 。 


スン ナ の 道 に 従う 人 々 の 信条 を 持っ て いる 為 に 、 下 記 の 点 に 注意 
すべ き で す 

アッ ラー に は 固有 の 特性 が あり ます 。 こ れ は ザー ト の 特質 (アッ 
ラー に 帰 さ れる 特質 ) と は 異な り ま す 。 

信仰 は 増え る こと は な く 、 ま た 減る こと も あり ませ ん 。 

大 き な 罪 を 犯す こと で 信仰 は 失わ れ ま せん 。 

幽玄 界 を 信じ る こと は 原則 で す 。 
信仰 に 関す る 項目 で は 類推 は 行わ れ ま せん 。 
アッ ラー は 天国 で その 姿 を 示さ れ ま す 。 
タワ ッ ク ル (まず 努力 を し 、 結 果 を アッ ラー に 委ね る こと 、 信 頼 
する こと ) は 信仰 の 条件 で す 。 

行為 ( イ バ ー ダ ) は 信仰 の 一 部 で は あり ませ ん 。 

運命 を 信じ る こと は 、 信 仰 の 条件 で す 。 

行動 に お いて 、4 つの 学派 の どれ か に 従う こと は 条件 で す 。 

教 友 た ち 、 そ し て 預言 者 へ ムハンマド の 家族 、 そ し て 妻たち の 全て 
を 愛す る こと が 条件 で す 。 

4 大 カリ フ の 崇高 さ は 、 カ リフ と な っ た 順序 どおり で す 。 

礼拝 、 断 食 、 サ ダ カ と いっ た ナー フィ ラ の イ バ ー ダ の サワ ー ブ を 
他 者 に 贈る こと は 、 認 め ら れ て いま す 。 

ミー ラー ジュ は 、 魂 と 肉体 に よっ て 行わ れ た も の で す 。 

ワリ ー (聖人 ) た ちの 奇 路 は 真実 で す 。 

と りな し は 真実 で す 。 

メス ト の 上 か ら マ ス フ と 行う こと は 認め られ て いま す 。 

墓場 で は 尋 間 が 行わ れ ま す 。 
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墓場 で の 六 は 魂 と 肉体 に 与え られ ます 。 

人 間 と 、 そ の 行い を も アッ ラー が 創造 され ます 。 人 に は わずか な 
選択 を 行う 意志 が ある の で す 。 

糧 に は 、 ハ ラー ル の も の も 、 GII 

ワリ ー (聖人 ) の 魂 を 媒介 と し 、 彼 ら に 氏 み る 、 と いう 形 で ドゥ 
アー を 行い ます 。 


ス デ アデ ッ ズ ィ ン が 声 を 宴 り と げ 、 そ か ら イ カー マ を 存 っ た 
その 症 は カー バ だ 和 責 サ られ 、 そ し て ニー ヤ を 存 っ た 
大 妨 を 革 つ 人 々 が それ を 己 に し 、 喪 意 の うち だ 訪 い て いた 
それ か ら 尋 に 立ち 、 ア デッラ ー に し ぁゃ も で と し と て 大 を えた 


悪い 性 質 

不信 仰 。 

無知 。 

非難 され る と いう 恐れ 。 (人 々 が 非難 し た り 、 け な し た り 、 責 め 
た りす る こと を 悲し ん で 、 真実 を 受け 入れ な いこ と ) 

称 震 を 愛す る こと 。 (うぬぼれ 、 人 に 訟 め ら れる こと を 好む こ 


言 仰 。( ビ ドゥ ア の 信仰 ) 

ナ フ ス に 従う こと 。 我 の 欲望 、 快 楽 、 性 欲 に 従う こと ) 
模 條 に よる 信仰 。( よ く 知 ら な い 人 々 を 模 條 する こと ) 

偽善 。 (見せ か け 、 来 世 的 な 行為 を 行う こと で 現世 で の 欲望 を か 
な えよ うと する こと ) 
長生 き へ の 願望 。 (快楽 や 心地 よさ が 続く よう 、 
望む こと ) 
現世 で の 快楽 を ハラ ー ム で ある 手段 で 得 よ うと する こと 。 
うぬぼれ 。 自ら を 優れ て いる と 見 な すこ と 。 

へ りく だ り 。 (過剰 な 謙虚 さ ) 

自ら の 行っ た 良い _ こと 、 イ バー ダ に 満足 し て いる こと 。 

始 み 。 焼 きも ち を 焼く こと 、 如 す る こと 。 恵み が 相手 か ら 失 わ 
れる こと を 望む こと 。 ア ブル ライ シー・ サ マル カン ディ ー は 、「s 
種類 の 人 の ドゥ アー は 認め られ な い 。 ハ ラー ム で ある も の を 食べ 


く 生 きた いと 


癌 
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る 人 、 陰 口 を 行う 人 、 如 む 人 」 と 語っ て いま す 。 

他 者 を 低く 見 る こと 。 

他 者 の 身 に 生じ た 炎 い 、 被 害 を 長 ぶ こと 。 

友情 を 放棄 する こと 、 腹 を 立て る こと 。 

勝 病 で ある こと 、 勇 気 が な いこ と 。 

怒り や 厳し さ が 過 剰 で あり 、 有 害 で ある こと 。 

奪 約 や 約束 を 守ら な いこ と 。 

背信 。 億 信者 の し る し で あり 、 信 頼 を 損なう 言葉 や 行い 。 

約束 を 破る こと 。 ハ ディ ー ス で は NAM 

る 。 嘘 を つく こと 、 約 束 を 守ら な いこ と 、 信 を 裏切る こと 」 と 

され て いま す 。 

邪推 。 邪推 は ハラ ー ム で す 。 罪 が 許さ れ な いと 思う こと は 、 ア ッ 
ー に 対す る 那 推 と な り ま す 。 信 者 に つい て ハラ ー ム を 犯し て い 

る 、 つ まり 人 罪 を 犯す 人 で ある と 見 な すこ と は 了 邪推 と な り ま す 。 

財産 へ の 執着 。 財 産 に 夢中 に な る こと 。 

後回し に する こと 。 善行 を 施す こと を 後回し に する こと 。 ハ ディ 

Ni ili つの も の の 価値 を 知り な さ 

い 。 死ぬ 前 に 命 の 価値 を 、 病 気 に な る 前 に 健康 の 価値 を 、 現 世 

で 、 来 世 を 獲得 する こ 0 の 価 休 を 年 を 取る 前 に 若 さ の 価値 を 、 

貧し く な る 前 に 豊か さ の 価値 を ]」 と され て いま す 。 

俳 を 犯し て いる 人 々 を 愛す る こと 。 罪 の 最大 の も の は 、 人 迫害 で 

す 。 ハ ラー ム で ある こと を 行っ て いる 人 を 、 ブ ファ ー ス ク (人 罪 を 犯 

し て いる 人 ) と 言い ます 。 

学者 た ち を 敵視 する こと 。 イ スラ ー ム の 知識 と 学者 た ち を 作 辱 す 

る こと は 不信 仰 で す 。 

フィ トナ (人 々 を 苦難 や 災い に 陥れ る こと で す 。 ハ ディ ー ス で 

は 、「 フ ィ ト ナ は 眠っ て いる 、 そ れ を 起こ す 人 々 に 呪い を 」 と さ 

れ て いま す ) 

それ が で きる カカ が ある の に 、 ハ ラー ム を 犯し て いる 人 を 止め よう 

と し な いこ と 。 現世 の 為 に 教え を 差し 出す こと (ムダ ー ハ ナ )。 

教え の 為 に 現世 を 差し 出す こと は ムダ ー ラ と 言い ます 。 

意地 を 張る こと 、 分 の 過ち や 相手 の 正 し さ を 認め な いこ と 。 真 

実 、 事実 を 聞い た 時 に に 誰 罰 め な いこ 

二 面 性 。 信 者 の よう に 見 せ か けつ つ 、 実 際 は 信仰 を 持っ て いな い 
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こと 。 内面 と 外面 の 不一致 。 

熟考 し な いこ と 。 罪 に つい て 、 被 造物 に つい て 、 そ し て 自ら に つ 
いて 考え な いこ と 。 

ムスリム へ の 呪い 。 
ムスリム に 悪い あだ名 を つけ る こと 。 

差し 障 り を 認め な いこ の 

クル アー ン を 誤っ て 解 息 する こと 。 
ハラ ー ム で ある こと を 行う こと に 固 哉 する こと 。 
際 日 。 
悔 惜 を し な いこ と 。 
財産 や 地位 へ の 欲望 。 


悪い 性 質 を 避け 、 良 い 性 質 を 備え る よう 努力 する べき で す 。 
ハデ ィ ー ス で は 、 次 の よう に 仰せ られ て いま す 。 

「 イ バー ダ が 少な いし も べべ は 、 良 い 性 質 に よっ て 審判 の 日 に 高 
い 位 階 を 得る 」 
「 イ バー ダ の 中 で 最も 容易 で あり 、 最 も 効果 的 な も の は 、 少 し し 
か 話さ な いこ と と 、 良 い 性 質 を 持つ こと で ある 」 

「 自 分 か ら 遠 ざか っ た 人 に 近づく こと 、 人 迫害 する 人 を 許す こと 、 
彼 自 身 を 苦し め た 人 に 慈悲 を 施す こと は 、 良 い 性 質 を 持つ こと 
で ある 」 と され て いま す 。 


クル アー 


私 た ち は 


ども まし 
字 に どの 
むこ と は 
に 読む 為 に 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


第 9 部 
礼拝 の 為 の 章 と ドウ ゥ アー 


ン の 章 句 や ドゥ アー は ロー マ 字 で 書く こと が で きる か 
クル アー ン の 章 句 や ドゥ アー を ロー マ 字 で 表記 し よう 
た が 、 そ れ は で きる こと で は あり ませ ん で し た 。 ロ ー マ 
よう な 印 を つけ た と し て も 、 章 名 や ドッ アー を 正しく 読 
不可 能 で す 。 こ れ ら を クル アー ン の アラ ビア 文字 の よう 
は 、 知 っ て いる 人 が 読ま せ 、 何 度 も 繰り 返し 慣れ させ 


< と が 必要 で す 。 こ の 習得 は 必ず 必要 と な る 為 、 知 っ て いる 人 


に 直接 ク 
せま す 。 
で 、 パ 


ルアー IN 
この 上 恵み の 大 き さ 、 現 世 と 来世 で の 効用 と いう も の に 
ディ ー ス や 法学 書 で は 詳し く 説 いて お 100 


の 多 さ を 教え て いま す 。 


従っ て 
に 通わ せ 、 
き な サ ワー 


ーー ズ で は 、 


ー ン の 先 


全て の ムスリム は 、 凍ら 
クル アー ン の 文字 と その 読み 方 を 十分 に 教え ん 、 こ の 大 
ブ を 獲得 させ る 努力 を する べき な の で す 。 あ る ハデ ィ 
「 子 供 た ち に クル アー ン を 教え る 人 、 あ る い は クル ア 
生 に 通わ お せる 人 に は 、 教 えら れ た 全て の 文字 に つい て 、 


10 回 カー バ を 訪問 し た だ け の サワ ー ブ が 与え られ る 。 そ し て 審判 


の 
だ ろう 」 
ラー 


礼拝 の 為 


ファ ー テ 
慈悲 あま 


万 
慈悲 あま 
最後 の 審 
わた し た 
願 う 。 
わた し た 


有 の 主 、 


に 、 そ の 頭 に 王 守 が 与え られ る 。 全 て の 人 は それ を 見 て 羨む 


と され て いま す 。 他 の ハデ ィ ー ス で は 、「 子 供 た ち に イ 
を 教え な い 人 は 地獄 に 行く 」 と され て いま す 。 

の 章 の 意味 

ィ ハ 章 ( 開 端 章 ) 


0 の 御名 に お いて 。 

アッ ラー に こそ 凡 て の 称 讃 あれ 、 

ね く 慈 愛 深き 御方 、 

き の 日 の 主宰 者 に 。 

ち は あ な た に の み 崇 め 仕 を ん を 、 あな た に の み 御 助け を 請 い 


ち を 正しい 道 に 導き た まえ 、 
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あな た が 御 恵み を 下さ れ た 


象 章 
あな た の 主 が 、 象 の 仲間 に 、 
の か 。 


礼拝 の 書 一 


人 々 の 道 に 、 あ な た の 怒り を 受け し 


者 、 ま た 踏み 迷 え る 人 々 の 道 で は な く 。 


どう 対処 な され た か 、 知 ら な か っ た 


か れ は 、 か れ ら の 計略 を 壊滅 さす せら れ た で は な いか 。 
か れ ら の 上 に 群れ な す 数 多 の 鳥 を 遣わ され 、 
焼き 土 の 確 を 投げ 付け させ て 、 


食い 荒らさ れ た 式 層 の よう 


象 の 事件 
エチ オ ピ ア 旦 帝 の ナジ ャ 
ブラ ハ と いう 名 の 部 下 が い 


に な され た 。 


ー シ ー に は 、 イ エメ ン 総 督 で あっ た ア 


まし た 。 ア ブラ ハ は 、 人 々 が マッ カ の 


カー バ を 訪問 する こと を 断念 させ る 為 、 サ ナ ア の 町 に 、 飾 り 立て 


られ た 巨大 な 教会 を 造ら せ 3 


E し た 。 し か し その 目的 は か な わ ず 、 


カー バ を 訪問 する 人 々 は その 教会 に 0 


フカ イン 族 の ヌ フ ァイル と し 


\ う 名 の 若者 が 、 夜 、 こ っ そり 持っ て 


きた 汚物 で 、 教 会 の あら ゆる 場所 を 汚し まし た 。 こ れ を 理由 と し 
て 、 ア ブラ ハ は 大 軍 を 用 意 し て マッ カ へ と 進み 始め まし た 。 軍 の 
前 に は 、 ナ ジャ ー シ ー の 連れ て きた 一 頭 の 大 き な 象 が いま し た 。 
象 を 軍 の 前 で 歩か せる こと で 、 軍 が 勝利 する と 考え られ て いた の 


(の 


この よう に し て 軍 は マッ カ へ と 進み まし た 。 町 に 入ろう と し た 


時 、 象 は ある 場所 に 倒れ 込み 、 ど うし て も 動 こ うと し ませ ん で し 


た 。 あ ら ゆ る 努力 に 関わ ら ず 、 象 を マッ カ の 方 へ 進ま せる こと は 


で きま せん で し た 。 他 の 方 角 へ 


は 走っ て 進む の で し た 。 ま さ に そ 


の 時 に に 、 ア デ ッ ジ テー は アパ ー 


ビル と いわ れる 鳥 た ち を 送ら れ ま し 


た 。 鳥 た ち は 、 口 や 足 で 石 を 運び 、 そ れ を アブ ラ ハ の 軍 の 上 に 落 


と し まし た 。 象 章 で 描か れ て いる よう に 、 軍 は 「 食 い 荒 ら 6 され た 
攻 層 の よう に 」 な っ た の で し た 。 


この 出来 事 が 起こ っ た 年 を 、 ア ラブ 人 た ち は 「 象 の 年 」 と 呼ん 
で いま し た 。 こ の 出来 事 か ら 50 一 55 日 後に 、 預 言 者 ムハンマド 
(アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) が お 生ま れ に な り 、 
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この 世界 に 誉れ を 与え られ た の で す 。 


クラ イシ ュ 族 章 
クラ イシ ュ 族 の 保護 の た め 、 
冬 と 夏 の か れ ら の 隊商 の 保護 の た め is、( そ の アッ ラー の 御 恵 み の 


た め に ) 
か れ ら に 、 こ の 聖 殿 の 主 に 仕え させ よ 。 
飼え に 際 し て は 、 か れ ら に 食物 を 与え ん 、 ま た 恐れ に 際 し て は 、 そ 


れ を 除い て 心 を 安らか に し て 下さ る 御方 に 。 


慈善 章 

あな た は 、 審 判 を 嘘 で も や る と する 者 を 見 た か 。 

か れ は 、 孤 児 ix に 手 荒 く する 者 で あり 、 

また 貧者 に 食物 を 与え る こと を 勧め な い 者 rs で ある 。 
災い な る か な 、 礼 振 す る 者 で あり な が ら 、 

自分 の 礼 振 を 色 せ に する 者 。 
(人 に ) 見 られ る た め の 礼 拝 を し 、 
慈善 を 断 わ る 者 に 。 


潤沢 章 

本 当 に われ は 、 あ な た (ムハンマド ) に 潤沢 を 授け た 。 

さあ 、 あ な た の 主 に 礼拝 し 、 犠 牲 を 捧げ な さい 。 

本 当 に あな た を 憎悪 する 者 こそ 、( 将 来 の 希望 を ) 断 た れる で あ 
9 


18 全て の 被 造物 が その お 方 に 戻り 、 旗 護 を 求め る 唯一 の 存在 で す 。 ま た この 言 
葉 は 唯一 と いう 特性 を 示す も の で す 。 

1 伝承 の 一 つ に よる と 、 ア ブー・ ジ ャ フル の 遺産 相続 人 で ある 奴 閑 。 

is アブー ジャ フル 。 

ie 「 マ ー ウ ン 」 と は 、 ザ カー ト 、 サ ダ カ と いっ た 意味 に も な る の と 同様 、 人 が 
他 の 人 か ら 借 り た も の を も 意味 し ます 。 

rr イス ラー ム 学 者 た ち に よる 。 
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この 神聖 な 章 は 、 預 言 者 へ ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が 
あり ます よう に ) が 受け られ た 恵み と 、 そ の お 方 の 2 つの 神聖 な 
使命 を 示す も の で す 。 こ の 章 で の 「 潤 沢 」( カ ウサ ル ) と いう 語 
に つい て イス ラー ム 学 者 た ち は 様々 な 意味 を 与え て いま す 。 学 者 
っ た 胃 の 多く の 見 解 に よれ ば 、 

国 の 川 、 も し く は 貯水 池 で あり 、 そ の 水 は 蜜 より も 甘く 、 乳 よ 
も 曰く 、 雪 より も な お 冷た いと され ます 。 

高 な る クル アー ン と され ます 。 これ は 現世 的 、 来 世 的 な 尊 さ を 
約 し た 書物 で す 。 
預言 者 へ ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) が 
与え られ た 、 預 言 者 と し て の 誉れ で す 。 

天 と 地 で 預言 者 ムハンマド の 為 に 行わ れる 多く の ズ ィ ク ル と 称賛 
2 
預言 者 へ ハン マ ド の 子供 た ちと 彼 に 従う 人 々 で す 。 

預言 者 へ ムハンマド の 教 友 た ちと その ウン マ の 学者 た ち で す 。 

預言 者 ムハンマド の 息子 カー スム が 亡くな っ た 時 、 ア ー ス ・ ビ 
ン ・ ワ リー は 「 も は や ムハンマド の 血筋 は 絶た れ た 。 彼 を 思い 出 
させ る 息子 は 残っ て いな い 」 と 言い まし た 。 他 の 備 信者 た ち も こ 
れ を 口 に 出し て いま し た 。 彼ら は 、 ム スリ ム に 困難 な 状況 や 苦痛 
が 生じ る と それ を 喜び 、 気 分 良く な っ て いま し た 。 こ の 荘厳 な 章 
が この 不信 仰 者 た ちの 人 逸脱 し た 考え を 拒ん だ の で し た 。 非常 に 短 
い 章 で ある に も か か わら ず 、 非 常に 多く の 真実 を 示し て いま す 。 


燈 湊 ご 省 


不信 心 者 た ち 章 


言っ て や る が いい is。「 お お 不信 者 た ちよ 、 

わた し は 、 あ な た が た が 崇め る も の を 崇め な い 。 

あな た が た は 、 わ た し が 崇め る も の を 、 崇 め る 者 た らち で は な い 。 
わた し は 、 あ な た が た が 財 め て きた も の の 、 崇 拝 者 で は な い 。 


is マッ カ の 偽 信者 アブ ー・ ジ ャ フル 、 ア ス ・ ビ ン ・ ワ リー、 ア ス ヴ ァ ド ・ ビ 
ン ・ ア ブ ド ゥ ルウ ッ タ リブ 、 ワ リド 、 ウ マイ ヤ ・ ビ ン ・ ハ ラフ や その 他 の 人 々 
は 、 ア ッ バ パー ス を 通し て 預言 者 へ ハハ ンマ ド に 知ら せ を 送り 、 次 の よう な 提案 を 
行い まし た 。「 一 年 間 は 彼 が 私 た ちの 神 を 崇拝 する よう に 。 ま た 一 年 は 私 た ち が 
彼 の アッ ラー を 崇拝 し よう 。」 こ れ に 対し て この 章 が 啓示 され まし た 。 
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あな た が た は 、 わ た し が 崇め て きた も の の 、 SN 
あな た が た に は 、 あ な た が た の 宗教 が あり 、 わ た し に は 、 わ た し 
の 宗教 が ある の で ある 。」 


援助 章 

アッ ラー の 援助 と 勝利 が 来 て 、 

人 びと が 群れ を な し て アッ ラー の 教え (イス ラー ム ) に 入る の を 
見 た ら 、 

あな た の 主 の 栄光 を 堂 め 称え 、 ま た 御 赦 し を 請 え 。 本 当 に か れ 
は 、 度 々 赦 さ れる 御方 で ある 19。 


標 構 章 

アブ ー・ ラ ハブ の 両手 は 減 び 、 か れ も 減 び て し まえ 。 
か れ の 富 も 儲け た 金 も 、 か れ の た め に 役立ち は し な い 。 
や が て か れ は 、 燃 え 盛 る 炎 の 業火 の 中 で 焼 か れ よ う 。 
か れ の 妻 は その 新 を 運ぶ 、 

に 杯 樽 の 荒 縄 か け て 。 


解説 : この 蘭 厳 な 章 は 、 預 言 者 ムハンマド を 迫害 し 、 苦 し め た ア 
ブー・ ラ ハブ と その 妻 が 滅び る こと 、 厳 し い 六 を 受け る こと を 伝 
える も の で す 。 預言 者 へ ムハンマド は 、「 あ な た の 親戚 に 恐れ を 抱 
か せな さい 」 と いう 神 の 命令 を 受け 、 サ ファ ー の 丘 に 意 り 、 近 親 
者 を 呼び 、 彼 ら を イス ラー FU 
ドー 9 ラ ハ ブ は ここ で 預言 者 ムハンマド 【 に 語ら れ た こと に 議 を 唱 
え 、 彼 を 傷 辱 し て その 場 を 離れ 、 ま た そこ に Co 
し た 。 ア ブー・ ラ ハブ の 妻 も 、 預 言 者 ムハンマド が 歩か れる 道 
に 、 夜 、 と げ の ある 木 や 草 を 運ん で は そこ に 巻い て いま し た 。 さ 
ら に 預言 MS 


9 この 章 に は 預言 者 ムハンマド の 死 へ の し る し が あり ます 。 こ の 章 を 預言 者 ム 
ハン マ ド が 読ま れ た 時 、 ア ッ バ ー ス は 泣い て いま し た 。 ア ッ ラ ー の 使徒 が な ぜ 
泣い て いる の か を 誤 ね わる と 、 ア ッ バ ー ス は 「 こ の 章 に は あな た の 死 へ の し る し 
が あり ます 」 と 言い まし た 。 預 言 者 ムハンマド は 、「 あ な た の いう 通り だ 」 と 言 
われ ま し た 。 
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アブ ヴー 


こ 穴 が あき 、 


ラ ハ ブ は 、 ヒ ジュ ラ 歴 9 年 、 
了 人 Ai ] し た こと に 耐え られ ず 、 七 
子供 た ち す ら 近 寄れ な い : 


バド ッ ゥ ル の 
後に 死ん 


伏 態 で し た 。 3 


戦い で イス ラ 
で いま す 。 体 
後に よ 


5 畠 葬 さ れ ま し た 。 そ の 後 、 そ の 妻 も 死亡 し 、 そ れ に ふさ わ 
し い 六 を 受け る こと と な っ た の で し た 。 


純正 章 
言え ん 、「 か れ は アッ ラー、 
アッ ラー は 、 自 存 さ れ 2%0、 
御 産 みな さら な い 


か れ に 比べ 得る 、 何 も の も な い 。」 


租 明 章 
講 、 
か れ が 創 ら れる も の の 悪 
深まる 夜 の 痢 の 悪 
結び 目 に 
まだ 。 


奴 始 する 者 の 災 始 の 


人 々 章 

言え 、「 ご 加護 
人 間 の 王 、 
人 間 の 神 
こっ そり と 忍び 込み 
それ が 人 間 の 胸 に 


を を い 願 う 、 


テー 
ーo 


20 全て の 被 造物 が その お 方 に 
葉 は 唯一 と いう 特 


ラビ ド ・ ビ ン 
ち 11 本 に 結び 目 を 作り 、 
て 預言 者 ムハンマド は 病気 に 
預言 者 ムハンマド に 伝え まし た 。 
これ に より 、 


「 艇 明 の 主 に ご 加護 を を い 
(災難 ) 
( 危 書 ) か ら 
息 を 吹き か ける (妖術 使い の ) 女 た ち の 悪 か ら 、 


悪 


で 


な り ま 


( 炎 厄 ) 


人 間 


・ ア サム と いう 名 の ユダ ヤ 教 徒 が 、 
まじ な い を か け て 井戸 に 投げ 入れ まし た 。 
し た 。 後 に 
ー に よっ て 井戸 か ら 日 
こ な り まし た 。 


髪 は ア 


頂 言 者 へ ハハ ンマ ド は 元 通り 健康 


11 節 で め や る の は 、 こ れ を 示唆 する も の で す 。 


唯一 な る 御方 で あら れる 。 


し 、 御 産 れ に な られ た の で は な い 、 


願う 。 
か ら 、 


か ら 。」 


、 路 く 者 の 悪 か ら 。 
中 きか ける 。 


、 天 使 ジ ど ブ リー 


和 


| 2 | 


戻り 、 底 護 を 求め る 唯一 の 存在 で す 。 ま た この 言 
性 を 示す も の で す 。 


預言 者 へ ハン マ ド の 髪 の う 


それ に よ 
が この こと を 
HH され まし た 。 
月 章 と 人 々 章 が 
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ジン ( 幽 精 ) で あろ うと 、 人 間 で あろ うと 。」s 


アー ヤ ト ル ・ ク ル シ ー 
慈悲 あま ね く 慈 愛 深き アッ ラー の 御名 に お いて 


アッ ラー、 か れ の 外 に 神 は な く 、 永 生 


こ 自 存 され る 御方 。 仮 眠 も 


吾 膝 も 、 か れ を と ら え る こと は 出来 な い 。 天 に あり 地 に ある 凡 て 
の も の は 、 か れ の 有 で ある 。 か れ の 許し 無く し て 、 誰 が か れ の 御 


許 で 執り 成す こと が 出来 よう か 。 か れ は (人 びと の )、 以 前 の こ 


と も 以後 の こと を も 知っ て お られ る 。 か れ の 御 意 に 適っ た こと の 


外 、 か れ ら は か れ の 御 


知識 に 就 い 


て 、 何 も 会 得する と ころ は な い 


の で ある 。 か れ の 玉座 は 、 凡 て の 天 と 地 を 導 っ て 広がり 、 こ の 2 


つ を 守っ て 、 疲 れ も 覚 えら れ な い 。 か れ は 吾 高 に し て 至 大 で あら 


れる 。 


礼 振 の ドゥ アー の 意味 


スプ ハー ザ カ 


アッ ラー よ 、 あ な た は 一 切 の 欠点 も な い お 方 で す 。 完全 性 を 示す 
特性 の 全て で あな た を 匠 美 いた し ます 。 あ な た に 感謝 し ます 。 あ 
(あな た の 誉れ は 全て の も の を し の ぎ ま 


な た の 美 名 は 宗 高 で す 。 


す 。 233) あな た の 他 に 


デア デ ッ タ ヒヤ ー ト ッ ゥ 


は 存在 し 3 


ませ ん 。 


尊 祭 、 礼 讃 、 神 聖 の きわ み の ア ッ ラ ー を た た え 替 り ま す 。 お お 


み 使 いよ 、 あ な た に 平安 あれ 、 ア ッ ラ ー の 恩恵 と 祝福 あれ 、 私 た 


32 ル バ ブ に よる クル アー ン の 解釈 所 に よれ ば 、 こ の 章 に 存在 する 5 回 の 「 人 
間 」 と いう 語 は 、5 つの 異な る 階級 の 人 を 示唆 する も の で す 。 これら は 、 


子供 た ち 

若者 た ち 

老人 た ち 

誠実 な 人 た ち 

人 の 姿 を し た シャ イタ ー ン 
で す 。 


23 この 部 分 は 更 儀 の 礼拝 を 行う 除 に 加え られ ます 。 
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全て 、 ア ッ ラ ー の 忠誠 な し も べ の 上 に 平安 あれ 、 私 は アッ ラー 
の ほか に 仕え る に 値する も の が 存在 し な いこ と を 証言 し ます 。 ま 
た 私 は 、 ム ハン マ ド が アッ ラー の し も べ で あり 、 み 使い で ある こ 
と を 証言 し ます 。 


が グータン ジマ サッ リ 

お お アッ ラー よ 、 ム ハン マ ド と その 後継 者 に あな た の 恵み を 与え 
こま え 。 あな た が イブ ラー ヒー ム (アブ ラ ハ ム ) と その 後継 者 に 
恵み を 与 ら れ た よう に 。 ま こと に あな た は 讃 美 すべ き 荘 厳 な る 
方 で あら れ ま す 。 


山 


アッ ラー フン マ 。 バー リク 
お お アッ ラー、 ム ハン マ ド と その 後継 者 を 加護 し た まえ 。 あな た 
が イブ ラー ヒー ム と その 後継 者 を 加護 し た よう に 。 ま こと に あな 
た は 讃 美 すべ き 蘭 厳 な る 方 で や られ ます 。 


ラッ パ バナー アー ティ ナー 
ああ 主 よ ! この 世界 と 来世 で 私 た ち に 療 を お 与え くだ さい 。 私 た 
ち を 炎 の 懲 太 か ら お 守り くだ さい 。 最 も 慈悲 深い お 方 よ 、 あ な た 
の 慈悲 に よっ て 。 


クヌート の ドッ アー 

お お アッ ラー よ 、 私 達 は あな た の ご 加護 を を い 、 あな た の お 許し 
を 願い ます 。 ま た 、 あ な た を 信じ 、 あな た に 帰依 し ます 。 私 達 は 
区 上 の 儀式 で あな た を 讃え て 、 あ な た に 感謝 し 、 あ な た の ご 因 を 
忘れ ませ ん 。 ま た 、 あ な た に 従わ ぬ も の と 絶交 し て 見 捨て ます 。 
お お アッ ラー よ 。 あ な た に の み 私 達 は 仕え ん 、 あ な た に 祈り また 服 
従 し ます 。 私 た ちら は 急 いで あな た の も と に 参じ 、 精 進 し ます 。 私 
た ち は 、 あ な た の お 恵み を 束 願 し 、 あ な た の 懲罰 を 恐れ ます 。 ま 
こと に あな た の 懲 六 は 不信 者 に 対し て 下り ます 。 
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ビス ミッ ラー ヒラ フ マ ー ニ ラ ヒ ー ム 


人 間 に は 3 つの 種 


類 の 生 が あり ます 。 現世 、 


す 。 現世 で は 肉体 は ぅ 


の は 魂 で す 。 魂 が 肉体 か ら 離 れる と 、 人 は 死 
土 に 還っ て も 、 あ る い は 焼 か れ て 灰 に な っ た と し て も 、 も 
し まっ た と し て も 、 
宮 まり ます 。 墓場 で の 4 


腐り 、 


ま に あ り ます 。 人 に 4 


し く は 猛獣 が 食べ て な く な っ て 
ませ ん 。 墓場 で の 生 が 


動き は あり ませ ん 。 


人 が 現世 と 来世 で 幸 
な の で す 。 現 世 で 幸福 
世 で 幸福 で ある こと と 
を 深く 慈 し ま れ 、 幸 福 


最後 の 審判 で は 一 つの 
共に 天国 も し く は 地獄 で 永遠 に 生き る の で す 。 
時 で ある 為 に は 、 ム スリ ム と な る こと が 必要 
よ 、 快 適 に 生き る こと で す 。 来 


で ある こと と ! 
は 、 天 国 に 行く こと で す 。 
で ある 為 の 道 を 預言 者 た ち を 通し て し も べ に 


教え られ まし た 。 な ぜ な ら 人 は 
ける こ と が で き な い か ら で す 。 どの 聞 言 者 も 、 決 し て 自分 
語っ た り は し ませ ん で し た 。 預言 者 た ち が 語 っ た 幸福 へ の 道 


何 か を 


を ディ ー ジ ンジ (イズ ワー ょ 、 宗教 ) 
(アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よ 2 う 


肉体 が 創造 され 、 


墓 、 来 世 で の 生 で 
E 命 と 活力 を 与え る 


こま す 。 肉体 が 墓 で 


魂 は な く な り 
E で は 感覚 が あり 、 
魂 と 


アッ ラー は し も で 


と 呼び ます 。 


ラー ム と 呼び ます 。 駐 


され て きま し た 。 


II 
た 。 今 で は 、 幸 福 に 至る 為 


は 、 時 の 経過 と 共 


、 こ の 幸せ の 道 を 自分 の 理性 で 見 つ 


の 考え で 


項 言 者 ムハンマド 


に ) が 示さ れ た も の を イス 
言 者 アー ダム 以来 、 何 千 人 も の 預言 者 が 遣わ 
後 の 預 言 者 が 私 た ちの 預言 者 ムハンマド で す 。 
に 損なわ れ て きま し 


こ は イ スラ ー ム を 学ぶ 以外 の 手段 は な い 


の で す 。 イ スラ ー ム ! 


半生 「 イ ー マ ー ン 」 (信仰 ) の 


知識 と 、 肉 体 に よっ て な され る べき 「 イ スラ ー ム の 規定 」 の 知識 で 


す 。 信仰 と 規定 
学び ます 。 


は 多く の 、 ス ン ナ 


読ん で くだ さい 。 


に 関す る 知識 は 、 ス ン ナ 
無知 な 人 々 、 人 逸脱 し た 人 々 の 誤っ た 
は あり ませ ん 。 イ スラ ー ム 暦 1000 
に 従う 学者 た ちがい まし た 。 
存在 し な く な っ て し まい まし た 。 
語 、 ベ ルシア 語 の 本 、 そ し て それ ら の 翻訳 は 
ど に 存在 し ます 。 ハ キー カ 
を も と に し た も の で す 。 幸福 に 至る 為 に 、 


スハ キ ー 


に 従う 学者 た ちの 書物 か ら 
書物 か ら 学 ぶ べ き で 
年 以前 に は 、 


イス ラー ム 諸 国 に 
し か し 今 で は も は や 


この 学者 た ち が 書 いた アラ ビア 
世界 各地 に 、 図 書館 な 
ゥ 出版 の 全て の 書籍 


は 、 こ れ ら の 文献 
カト ッ ゥ 出版 の 本 を 
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皿 言 : 宣教 師 は キリ スト 教 を 広め よう と 努力 し 、 ユ ダ ヤ 教 徒 は 
律 法 を 広め よう と 、 イ スタ ン ブ ー ル の ハ キ ー カ トッ ゥ 出版 は イス ラ 
ー ム を 広め よう と 、 フ リー メー ソン は 宗教 を 消失 させ よう と 努め 
ます 。 知性 、 理 性 と 良心 を 備え た 人 は 、 こ れ ら の 中 の 正しい も の 
を 認識 し 、 理 解 し ます 。 寺 DD プ P の の 

人 々 が 現世 と 来世 で 幸福 と な る 為 の 要因 と な る の で す 。 人々 の 人為 
の これ 以上 に 尊 く 、 効 果 的 な 奉仕 は あり 得 ま せん 。 今日 、 キ リス 
ト 教 徒 や ユダ ヤ 教 徒 が 手 に する 「 律 法 」「 新 約 聖 書 」 と いう 名 の 
20 と を 彼ら 自身 も 
語っ の てい ます 。 ク ルアー ン は 、 ア ッ ラ ー 科 あ RSM 
の 和らい ち は ハ キー カト ッ ゥ 
出版 の 出版 し て いる 書物 を 注意 深く 、 ye 理解 す 
る べく 努力 する べき な の で す 。 


印刷 : イフ ラー ス 新 聞 社 
イス タン ブー ル 、 イ ェ エニ ボス ナ 、29 エキ ム 通 り 23 号 
電話 : 0212 一 454 一 3000 


1SBN:975-92119-3-9 
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そう 、 こ れこ そ が 欧 問 の 安 席 の 負 で ある 


序文 


礼拝 の 書 の 執筆 を 、 バ スマ ラ を 唱え る こと に よっ て 始め ます 。 
アッ ラー に 成 謝 い た し ます 。 ア ッ ラ ー が 選ば れ 愛 され た し も べた 
ち 、 そ し て その 中 で 最も 凡 高 な 存在 で あら れる ムハンマド に 祝福 
と 平安 あれ 。 崇高 な る 預言 者 へ ムハンマド の 清らか な 家族 と 公正 で 
誠実 な その 友 た ち 皆 の 為 に 良い ドゥ アー を 。 

現世 で は 、 良 い こと 、 価 値 の ある こと と 悪い こと 、 有 害 な こ 
と な ど が 混ざり 合 ON tt 
る 為 に は 、 常 に 良い こと 、 意 義 の ある こ 夫人 
す 。 ア ッ ラ ー は 非常 ( に 事 想 深い ね お 方 で あら れる by さよ 
を 悪い こと か ら 区 別 す る 一 本 0 に の 
性 と 呼ぶ の で す 。 清らか で し っ か り し た 理性 は この 役割 を 立派 に 
果たし 、 決 し て 誤る こと は あり ませ ん 。 人 罪 を 犯す こと 、 我 欲 に 従 
うこ と は 理性 と 心 を 病 ま せま す 。 善 を 悪 か ら 識別 で き な く な る の 
で す 。 ア ッ ラ ー は 憐れみ を 以 て この こと を ご 自身 で 行わ れ 、 ま た 
預言 者 た ち を 仲介 し て 教え られ 、 ま た これ を 行う こと を 命じ ら 
れ て いま す 。 こ の 命令 と 禁止 を 「 デ ィ ー ン 」( 教 え 、 宗 教 ) と 呼 
び ま す 。 預言 者 ムハンマド が 教え られ た 「 デ ィ ー ン 」 を イス ラー 
ム と 呼び ます 。 今日 、 地 上 に は 変化 し て いな い 、 損 な われ て いな 
本 0 の の の 
為 に は イス ラー ム に 従う こと 、 つ まり ムスリム に な る こと が 必要 
で す 。 ム スリ ム に な る 為 に は 、 形 式 的 な か も の も イマ ー ム も 宗務 担 
当 者 も 不要 で す 。 ま ず 人 は 心 で 信仰 し 、 そ れ か ら イ スラ ー ム の 命 
令 と 禁止 事項 を 学び 、 実 践 する の で す 。 

信仰 を 持つ 為 に は 信仰 告白 を 唱え 、 そ の 意味 を 知る こと が 必要 
で す 。 こ の 言葉 の 意味 を 正しく 信じ る 為 に は 、 ス ン ナ の 道 に 従う 
学者 た ちの 書い た 書物 を 、 そ の まま の 形 で 信じ し る こと が 必要 で 
す 。 ス ン ナ の 道 に 従う 学者 た ちの 書い た も の 、 真 の 宗教 書 に 従う 
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ロ 


ト 100 
学派 
り 


皆 が 必要 と する 信仰 』 


ー バ た ちの 道 を 行く 、 真 の ム ス リ 
民 」 も し く は 「 ス ン ニ 」 も し く は 
りつ め は ササ ハー べた ち 
吉 者 」 と 呼ば れ ま 
る 人 々 で す 。 
す 。 なぜなら 最初 、 ア ラビ ア の ナ 
か ら で す 。 ま た 彼ら は 「 呪 われ た 
が ムスリム を 「 
世 』』、『 永 遠 の 幸福 』 と いう 私 た ち 
UE 
まし た 。 ム スリ ム を この g つ に 
り 、 イ ギリ ス な の で す 。 

どの グル ー プ に 属し て いよ う 
な われ て いる 人 は 地獄 へ 行き ます 。 
た め 、 す な わ ち 自我 に 
( いつ で も 「 ラ ー イ ラー ハイ ッ ラ 
清め る 為 、 す な わ ち 我 欲 や シャ イ 


す 。 3 つめ は ス 


テ 
| 


デ 
ー ュ 


に 敵対 する 人 々 で す 。 


彼ら は 「 ワ ッ ハ ー ブ プ ブ 」 


座 信 者 」 と 呼ん で いる こと が 


狗 教 し た だ け の 善行 が 与え られ ます 。 イ スラ ー ム の 
(マズ ハブ ) の いずれ か ! 
(アフ ル ・ ア ル テ ス ン ナ ) 学者 」 


こ 所 属す る 学者 を 「 ス ン ナ の 
と 呼び ます 。 信仰 の 条 


E し く 説 か れ て いま す 。 


の 本 で 記 


読ま れる こと を お 勧め いた し ます 。 
EE 世界 の ムスリム は 3 つ に 分 


) 類 され ます 。 一 つめ は サハ 
ム た ち で す 。 彼ら は 「 ス ン ナ の 
「 救 われ た 民 」 と 呼ば れ ま す 。 
彼ら は 「 シ ー ア 」「 介 
派 に も シー ア 派 に も 敵対 す 

「 ナ ジュ ド 派 」 と 呼ば れ ま 
ジュド 地方 で 生じ た も の で ある 
民 」 と も 呼ば れ ま す 。 こ の 人 々 
「 最 後 の 審 判 と 来 

の 書物 に も 書か れ て いま す 。 ム 
を 、 預 言 者 ムハンマド は 呪 わ れ 
分 類 さ せ た の は ユダ ヤ 教 徒 で あ 


レー 


由 


と 、 自 ら の 我 欲 に 


ムスリム は 皆 、 


に 従い 、 心 が 損 
我 欲 を 清め る 


に 本 質 的 に 存在 する 不信 仰 や 罪 を 清め る 為 


と 唱え 、 そ し て 心 を 
友人 、 そ し て 有害 


の 
が デー 。 
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な 誤 


っ た 書物 か ら も た ら さ れる 憎悪 や 罪 か 


スタ グフ ィ ル ッ ラ 


う 人 の ドッ アー は 必ず 受け 入れ られ ま 


を 覆っ て いな い 女 司 


ある も の を 飲み 食い する 人 は イス ラー ム に 
解 さ れ ま す 。 こ の よう な 人 々 の ドゥ アー 
信仰 を 持っ た 後 、 


を 行う こと は 、 全 
ラム 教徒 すべ て の 
な 人 罪 で す 。 


ドル ダダ キー 


」 と 唱え る 必要 が あり ます 。 


EE や 秘め られ る べき 部 分 け を 見 る 人 、 


区 も 重要 な 命令 は 礼 振 で す 。 日 に 5 


す 。 礼 拝 を 行わ な い 人 、 


ノヽ ラフ 


に 従っ て いな いこ と が 
は 受け 入れ られ ませ ん 。 


救 わ れる 為 に 、「 
イス ラー ム に 促 


全 


身 
ー ム で 


日 


沿 


ハン バリ ー 派 に 


ク 


人 的 義務 ) で す 。 礼拝 を 行わ な いこ 


こ お い て は 不信 人 


h と され ます 。 


『 


の 礼拝 


て の ムスリム に と っ て ファ ルド ・ ア イン (イス 


は 大 き 
ガー 


』 と いう 書物 を 参考 に し て くだ さい 。 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


礼 捧 を 完全 に 、 正 し く 行 う 為 に は 、 ま すず 礼 拝 


し た 。 多 く の イ スラ ー ム 学者 た ちの 書物 を 活用 


意 し た この 礼拝 に 関す る 知識 を 全て の ムスリム が 学び 、 ま た 子 


に も 教え る べき な の で す 。 


に つい て の 知識 を 
学ぶ こと が 必要 で す 。 こ の 本 で は 、 イ スラ ー ム で 教え られ て いる 
礼拝 に つい て の 知識 を 、 簡 潔 に 説く こと が 効果 的 で ある と 考え ま 


し て 、 私 た ちの 


] 


著 


レ ヾ 


礼拝 を 正しく 行う 為 に は 、 礼 拝 で 唱え られ る クル アー ン の 言葉 
と も 、 礼 拝 が で き 
熱 知 し 、 完 全 に 発 


や ドッ アー を 暗記 する 必要 が あり ます 。 少 なく 
る だ け の 章 句 や ドゥ アー を 、 そ れ ら の 詠み 方 を 
音 で きる 先生 や 友人 か ら 学 ぶ べ き で す 。 


クル アー ン を 正しく 読む 為 に は 、 ク ルアー ン 教 室 に 


あり ます 。 ク ルアー ン を 正しく 読む こと を 学び 、 
える べき で す 。 


< 通う 必要 が 


子供 た ち に も 教 


クル アー ン は 、 ロ ー マ 字 で 記す こと は 不可 能 で す 。 だ か ら 原 文 


を 読む べき な の で す 。 これ を 読む こと は と て も 容易 で す 。 預言 者 


ムハンマド は ある ハデ ィ ー ス で 「 子 供 た ち に クル アー ン を 教え 、 


も し く は クル アー ン を 教え る 師 の も と に 送る 人 に 


ルアー ン の 一 文字 一 文字 ご と に 、10 回 カー バ を 


、 教 えら れ た ク 


訪問 し た だ け の 報 


償 が 与え られ る 。 審判 の 日 に は 国家 の 長 と いう 王冠 が 与え られ 


る 。 全 て の 人 々 が それ を 見 て うら や む 」 と 語ら れ て いま す 。 
アッ ラー が 私 た ち 皆 を 、 正 し く 信 仰 を 持っ た 後 で 礼拝 を 正しく 
学び 、 行 い 、 善 行 を 行う し も べ と し て 下さ いま す よ うに 。 


西暦 2001 年 ヒジ ュ ジ 歴 (太陽 暦 ) 1880 年 ヒジ ュ ラ 歴 (太陰 


暦 ) 1422 年 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


礼拝 は 偉大 な 神 命 で ある 


預言 者 アー ダム 以来 、 啓示 が 下さ れる た び 、 一 回 の 礼拝 が 課 


され て いっ た 。。 それぞれ が 人 行 
預言 者 ムハンマド を 信じ る 人 々 


こき 陸 、 


礼拝 は イス ラー ム の 柱 で す 。 


頭 は 、 礼 拝 で ある 」 


に 


プア 


っ て いた 礼 草 
と され まし た 。 礼拝 を 行う 
信仰 の 条件 で は あり ませ ん 。 し か し 礼拝 が 義務 で ある こ 
と を 信じ る こと は 、 信 仰 の 条件 で す 。 


に 義務 


E を まとめ た も の が 、 


礼拝 を 継続 的 に 、 正 し く 、 完 全 に 
行う 人 は 、 教 え を 確立 させ 、 イ スラ ー ム と いう 建物 を 維持 する こ 
と に な り ま す 。 礼拝 を 行わ な か い 人 は 、 教 えと 、 イ スラ ー ム の 建物 
を 月 し た こと に な り ま す 。 預言 者 ムハンマド は 、「 イ スラ ー ム の 


E を 義務 に 
E を 行い な さい 」 と 命じ し られ て いま 


と 言わ れ ま し た 。 頭 の な い 人 は いな いよ う 
こ 、 礼 拝 の な い イ スラ ー ム も あり 得 な い の で す 。 

礼拝 は イス ラー ム の 教え に お いて 、 信 人 
(義務 ) と され た 命令 で す 。 ア ッ ラ ー 
身 に 崇拝 行為 を 行う よう に と 礼 提 
ー ン で は 100 か 所 以上 で 「 礼 電 


に 次 いで 最初 に ファ ル 
は し も べた ち が 、 た だ ご 


され まし た 。 ク ル ア 


の ゲイ ー の も 、! ア デッラ テ 


義務 


され て いま す 。 


礼拝 は 、 イ スラ ー ム に お いて 3 


は EE 
と され た 。 そ れ を 大 事 に し 、 条 件 ( 
行う 人 を 天国 に 入れ られ る こと を アッ ラー 


と ラビ スー 


た 行 が 


5 回 の 礼拝 を 行う こと を 
較 毎日 5 回 の 礼拝 を 


は 約束 さ れ て いる 」 と 


命じ し られ て いる 全て の イ バ 


ー ダ の うち 、 最 も 尊い も の で す 。 あ る ハデ ィ ー ス で は 「 礼 拝 を 行 


わな し 
また 


で ある 」 と され て い 


上 


E す 。 つ まり ムスリム 
は 行わ な い の で す 。 偽 信者 は 時 に は 行い 、 
偽 信 者 は 地獄 で 痛ま し い 罰 を うけ 


拝 を 行わ な い 者 は 、 最 後 の 審 判 の 


で 見 る だ ろう 」 と いわ れ て い 
礼拝 を 行う こと は 、 ア ッ ラ 


E す 。 
ー の 僅 
小さ さ を 理解 する こと で す 。 これ を 理 


ます 。 預言 者 ムハンマド は 「 礼 
、 ア デッラ ー を 立腹 され た 状態 


笛 


を 行い 、 悪 いこ と を 行い ませ ん 。 
る こと を 意識 する 人 の 心 は 純粋 な 
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庄 
言 仙 


\ 者 は 、 イ スラ ー ム か ら 得 る も の が な い 」 と され て いま す 。 
] の ハデ ィ ー ス で は 「 信 者 と 不信 仰 者 を 区 別 す る も の は 礼拝 
は 礼拝 を 行い 、 不 信仰 


時 に は 行い ませ ん 。 


に さ を 考 え 、 そ の 前 で 自ら の 
笑 し た 人 は 常に 良い こ 

、 ア ッ ラ ー の 御前 に い 
* 満 た され ます 。 礼拝 で 行 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


うこ と が 命じ られ て いる 全て の 動き は 、 心 と 体 に 効果 の ある も の 


モス ク で 集団 礼拝 を 行う こと は 、 ム スリ ム の 心 を 互い に 結び つ 
け ま す 。 彼ら の 間 に 愛 情 を も た らし ます 。 互い が 兄弟 で ある こと 
を 理解 し ます 。 年 長者 は 年 少 者 に 慈悲 を 持っ て ふる まい ます 。 豊 
か な 人 は 貧し い 人 を 、 強 い 人 は 弱い 人 を 助け ます 。 健康 な 人 々 は 
病気 の 人 が モス ク に いな いこ と に 気が付く と 家 を 訪問 し ます 。 
「 イ スラ ー ム の 上 兄弟 た ちの 援助 に 駆け つけ る 人 を 、 ア ッ ラ ー が 助 
けら れる 」 と いう ハデ ィ ー ス に お ける 吉報 の 対象 と な る べく 競い 
合う の で す 。 
礼拝 は 人 を 、 愚 事 、 醒 い 行 い 、 あ る い は 禁じ られ た 行い か ら 遠 
ざけ ます 。 罪 へ の 償い と な る の で す  。 ハ ディ ー ス で は 「 日 に 5 
司 の 礼拝 は 、 あ な た 方 の 誰か の 家 の 前 を 流れ る 川 の よう で ある 。 
誰か が 日 に 5 回 この 川 に 入っ て 体 を 洗え ば 、 そ の 体 に は 汚れ が 残 
ら な いよ うに 、 日 に 5 回 の 礼拝 を 行う 人 は 小さ な 罪 を 許さ れる 」 
礼拝 は アッ ラー と 言 者 へ の 信仰 に 次 いで 、 全 て の 行い 、 イ バ 
ー ダ より も さら に 尊い イ バ ー ダ で す 。 そ の 薦 、 礼 拝 は その ファ ル 
ド 、 ワ ー ジ ブ (義務 )、 ス ン ナ 、 ム スタ ハッ プ (推奨 行為 ) を 尊 
重 し つつ 行わ な けれ ば な り ま せん 。 預言 者 ムハンマド は ある ハデ 
ィ ー ス で 次 の よう に 仰せ られ まし た 。「 わ が ウン マ 、 わ が 友 た ち 
よ 。 そ の 実践 に お いて 完全 に 尊重 が な され て いる 礼拝 は 、 ア ッ ラ 
ー が 好ま れる 全て の 善行 の 中 で も 最も 崇高 な も の で ある 。 預言 者 
た ちの スン ナ で ある 。 天使 た ちら の 愛す る も の で ある 。 マ アリ ファ 
(アッ ラー に 関す る 智 ) と 、 地 と 天 の 光 で ある 。 肉体 の 力 で あ 
る 。 糧 の 恵み で ある 。 ドゥ アー が 受け 入れ られ る 媒介 で ある 。 死 
の 天使 へ の と りな し で ある 。 墓 で の 光 で あり 、 ム ンカ ル と ナ キ ー 
ル へ の 答え で ある 。 審判 の 日 に 人 を 覆う 影 と な る 。 地獄 の 炎 と 
と の 間 の 遮断 克 で や る 。 ス ラー ト 橋 を 稲妻 の よう に 通り 抜け させ 
る 。 天 国 の 鍵 で ある 。 天 国 で 王 脳 と な る 。 ア ッ ラ ー は 信者 に 、 礼 
拝 より も 重要 な も の は 与え られ な か っ た 。 も し 礼拝 より も 上代 高 な 
イ バ ー ダ が あっ た な ら ば 、 ま ず そ れ を 信者 に 与え られ た だ ろう 。 
な ぜ な ら 天 使 た ちの 一 部 は 常に キヤ ー ム (直立 ) を 、 一 部 は ルク 
ウ ( 立 礼 ) を 、 一 部 は サジ ダ ( 跳 拝 ) を 、 一 部 は タ シ ャ ッ フ ド を 
行っ て いる 。 これ ら の 全て を 1 ラ カ ー ト の 礼拝 に まとめ 、 信 者 に 


| | 
e 押 | 


ーーー] 礼拝 の 書 ーー 一 


贈ら れ た の で ある 。 なぜなら 礼 提 
あり 、 イ スラ ー ム の 言葉 で あり 、 
か ら で あ る 。 

ある 時 、 ア リー が アス ル の 礼 草 
まし た 。 彼 は その 奄 し み に よ り 、 


E は 信仰 の 頭 で も り 、 教 え の 柱 で 


言 者 人 と っ て の ミウ ラー ジェ だ 


天 の 光 で あり 、 地 獄 か ら 救 う も の で ある 」 


E を 過ごし て し まっ た こと が あり 


声 を あげ て 泣い て い 3 


E し た 。 預言 者 ム ハ ン マ 


ら を 丘 か ら 下 へ と 叩き つけ 、 
は 彼 の この 状態 を 


知り 、 ア リー の そば に 来 ら れ ま し た 。 彼 の その 状態 を ご 
て 諸 世 界 の 王 で ある 預言 者 ム ハ ン マ 


そし て ドゥ アー を 行わ れ ま 

ンマ 

われ 3 
アブ ー 

に 寝 入 っ て し まい 、 ウ ィ ト ル の * 

拝 に 預言 者 ムハンマド の 後 を 追 

ンマ ド に 会 い 、 泣 いて 訴え 3 


し た 。 


ー 
= 


し 


な 者 ) に 伝え な さ 
アッ ラー の 友 
は ある 晩 、 深 い 眠 り 【 


ー 


の で: た だ 。 


(功徳 ) を 与え た 。」 数 か 月 後 、 
ャ イタ ー ン が 来 て その 神聖 な 足 


「 起 き な さ い 、 礼 拝 の 時 間 が 過ぎ て し 


“は 「 ア リー よ 、 頭 を 上 げ な さ し 
E し た 。 ア リー は と て も 喜び 、 礼 提 
・ バ クル は ある 晩 、 多 く の イ バー ダ を 行っ た 為 に 


E し た 。「 ア ッ ラ ー の 使 
て くだ さい 、 ウ ィ ト ル の 礼拝 が で きま せん で し た 」 と 泣き 、 新 願 
まし た 。 預言 者 ムハンマド も 泣き 始め られ まし た 。 そ こ に 天使 
ジブ ラー イー ル が 現れ 、「 ア ッ ラ ー 
い 。 ア ッ ラ ー は 彼 を 
ワリ ー) で ある お 方 バ ヤ ジー ド ・ ビ スタ ー ミ 帥 
筐 われ 、 朝 の 礼拝 に 起き さる こと が で きま せ 
ん で し た 。 彼 が 余り に も 泣き 、 嘆 
「 バ ヤジ ー ド よ 、 私 は 
いた こと へ の 恵み と し て 、 あ な た ! 


磨 に な っ 
や も 泣き させ は じ め ら れ ま し た 。 
太陽 が 再び 上 が り 、 預 言 者 ム ハ 
、。 ま だ 太陽 が ある 」 器 溝 
E を 行っ た の で し た 。 


思 


夜 遅 く 
[ 拝 が で きま せん で し た 。 朝 の 礼 
ゝ ヽ 、 モ スク の 入り 口 で 預言 者 ム ハ 
徒 よ ! 私 を 助け 


佑 


の 使徒 よ 、 ス ッ ド ッ ゥ ー ク ( 地 実 


許さ れ た 」 と 告げ まし た 。 


げ 


\ た 為 、 次 の よう な 声 を 聴い た 
この 過ち を 許し た 。 あ な た が 潤 
こさ ら に 7 万 の 礼拝 の サワ ー ブ 
また 深い 眠り に 襲わ れ た 時 、 シ 
を つか ん で 彼 を 起こ し まし た 。 

E う 。」 バ ヤジ ー ド ・ ビ ス 


ター ミ 帥 は 「 シ ャ イタ ー ン よ 、 お まえ が この よう な こと を する と 


は 。 お まえ は 皆 が 礼拝 を 逃 し 、 
な ぜ 私 を 起こ し た の だ ?」 シャ 
「 朝 の 礼 提 


得 た 。 今 


な いよ うに と 。」 


時 間 が 過ぎ て し 


E を 逃し た 時 、 あ な た は 泣い て 7 万 の # 
は それ を 考え て あな た を 』 
の サワ ー ブ し か 得 ら れ な いよ うに 。7 万 


E う こと を 望む 。 
イタ ー ン は 答え て 言い まし た 。 
[ 振 の サワ ー ブ を 
思 こ し た の だ 。 1 回 分 の 礼拝 
回 の 礼拝 の サワ ー ブ を 得 


守 


ロ 


ます 。「 現 世 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


偉大 な る ワリ ー で ある ジュ ナイ ド ・ バ グ ダ デ ィ 師 は 言わ れ て い 


で の 1 時 間 は 、 審 判 の 日 の 千年 間 よ り も より 尊い 。 


な ぜ な ら こ の 1 時 間 で 誠実 な 、 受 け 入 れ ら れる 善行 を 実施 する こ 
と が で きる し 、 も う 一 方 の 千年 間 で は 何 も 行 うこ と が で き な い た 


めで ある 。」 


預言 者 ムハンマド は 言わ れ ま し た 。「 礼 拝 を 、 わ ざと 


次 の 礼拝 と 一 緒 に する の で あれ ば 、 地 獄 で so0 フク バ 焼 か れる だ 


ろう 。」1 フク バ は 来世 に お ける go 年 で あり 、 来 世に お ける 1 
は 現世 に お ける 千年 に 当たり ます 。 


だ か ら 、 イ スラ ー ム の 兄弟 た ちよ ! あな た の 時 間 を 、 無 駄 な 、 


無益 な も の に 費やし て は いけ な い の で す 。 あ な た の 時 間 の 価値 を 


知っ て くだ さい 。 あ な た の 時 間 を 良い こと の 為 に 使っ て くだ さ 
い 。 預 言 者 ムハンマド は 「 災 い の う ち 最たる も の は 、 時 間 を 無益 
な も の に 費やす こと で ある 」 と 言わ れ ま し た 。 礼 拝 を 時 間 通 り に 


行っ て くだ さい 。 審判 の 日 に 後悔 せ ず 、 ま た 大 き な 善 行 を 得る こ 


と が で きる で し ょ う 。 ハ ディ ー ス で は 次 の よう 言わ れ て いま す 。 


が 過ぎ て し 


し な い 人 、# 


礼拝 を 既定 の 時 間 に 行 わ ず 、 カ ダー に 残し 、 そ れ を 実践 する こ 
と な く 亡 く な っ た 人 の 慕 で は 、 地 獄 の 70 の 窓 が 開か れ 、 審 判 の 
まで 神 を 受け る 。」 
礼拝 を 、 規 定 の 時 間 に あ え て 行わ な い 人 、 す な わら ち 礼 拝 の 時 間 


E う こと を 悲し か こと も な い 人 は 教え か ら 逸 脱し 、 も 


し く は 信仰 を 持た な い 人 と し て 死ぬ の で す 。 礼拝 を 思い 起こ し も 


[ 拝 を 行う べき と 認め て いな い 人 は どう な る で し ょ う 


か 。 礼拝 を 大 切 に せ ず 、 和 目 分 が や る べき こと と も 思っ て いな い 人 
は 「 ム ル タ ド 」 す な わ ち 径 教 者 と な る 、 と いう こと を 、4 つの 学 


派 の 全て の 学者 が 意見 を 一 致 さ せ て 教え て いま す 。 礼拝 を わざ と 


行わ ず 、 そ れ を 後 で カ ダ ー と し て 行う こと すら 考え な い 人 も 「 ム 
ル タ ド 」 す な わ ち 径 教 者 に な る こと が 、 ア ブ ド ゥ ル ガ ー ニ ・ ナ ブ 


ル シ ー 帥 の 
「 天 の 災い 」 


『 ハデ ィ カ ー ト ゥ ン ・ ナ ディ ヤ 』 と いう 書物 の 
と いう 部 分 で も 書か れ て いま す 。 


イマ ー ム ・ ラ ッ バ ー ニ 師 の 『 書簡 集 』 と いう 本 の 第 1 
巻 、275 番目 の 書 備 で は 次 の よう に 書か れ て いま す 。 


- あな た 方 が この 恵み を 得 た こと は 、 イ スラ ー ム の 知識 を 教え 
た こと 、 そ し て イス ラー ム 法 の 規定 を 伝え た こと に よる 。 そ の 地 


で は 無知 が 


ほ 付 き 、 迷 信 が 広め られ て いた 。 ア ッ ラ ー は 愛さ れる 


| | 
il 


ーー 礼 振 の 書 ーー 


お 方 の 愛情 を あな た 方 に 与え られ た 。 だ か ら イ スラ ー ム の 知識 を 
教え 、 法 の 規定 を 伝え る 為 に で きる 限り の こと を し て ほし い 。 こ 
の 2 つ は 全て の 幸福 の 始ま り で あり 、 上 昇 へ の 媒介 で あり 、 救 い 
の 要因 で ある 。 十 分 に 努力 し て ほし い 。 宗教 者 と し て 尽力 し て ほ 
し い 。 そ の 地 に お いて 命じ られ た こと を 伝え 、 禁 じ ら れ た こと を 
避け させ 、 正 し い 道 を 示し て ほし い 。 衣 を 纏う 者 章 第 19 節 で は 
「 本 当 に これ は 訓 戒 で ある 。 そ れ で 望む 者 に 、 主 へ の 道 を 取ら せ 
な さい 」 と 命じ し られ て いる 。 


茶 み さい 、 春 を 存 お う 、 心 の 竣 ん を 大 き 去 ろ う 
デッラ ー だ 近づく ぐ こ と な な できない ひい 丸 看 を し かない 誠 な 
どこ で 丸 克 を 存 お うと 、 商 な 全て 署 刀 沙 ち る 

公夫 全 と 婦 る こと な で き い 存 を し な い 旗 ク な 
クル アー ン で アッ テー か 彰 を 賞 蔵 され た 

丸 左 し 交 い 大 りり 、 そ の 考 を 愛さ な いと 女 せ られ た 
ハデ ィ ー ス で 友 言 わあ 嫌 で て いる 

大 妃 の し る し な 、 和 人 に だ お いて 妨 ら か に ば な ら 交 ひい 

第 が 大 を し 交 い 大 りな 

丸大 を 一 つ 要 み うこ と な 大 き 人 次 胃 で ある 

族 奪 し て る 誠 さ な い 

みみ ダー の 婦 存 を し な かい 大 りな 

尋 を 敵 枯 する 考 な 

大 女 か ら 去 る こと だ な る 

色 な ムスク ム と な 交 ク 北 み い 

丸 彰 を し 交 い 大 な 

丸 義 な 心 を 消 め 、 凍 を 枯 ざ ゲ る 

消 め られ る こと な 交 い 

丸 彰 を し 交 い 大 な 


ーー] 礼拝 の 書 ーー 一 


第 1 部 


信仰 と 礼拝 


まず 礼拝 を すべ き で ある 


アッ ラー は 、 人 が こ 


こと 、 来 世 で も 無 


限 の 医 


す 。 そ の た め に 


の 人 に 必要 な こと で す 。 
信仰 ( イ my の 


を 語る と 認識 する こと 、 そ の 人 を 信 
言 者 ムハンマド が アッ ラー の 預 
て 選ば れ た 使者 で ある こと を 事 
すこ と 、 ア デッラ ー が シン プル な 


ル な 


多 で 、 包 括 的 な 


る こと 、 で きる の で あれ ば 信 


す 。 強い 信人 


よう ! 
し 、 
れる こ 
か り し た 形 で 心 
信仰 と 
で 受 ! 
信者 (ムー ミン ) 、 
は 預言 者 ムハンマド 
NACS 
分 に 学ぶ こと 、 そ し て 


幸 
人 千 し られ まし た 。 災い の 要 
アッ ラ こ の 第 一 NN 


の 世界 で 快適 に 安 ら い で 生き る こと が で きる 
に 至る こと が で きる こと を 願っ て お られ ま 


申 の 婁 


凡 と な る 有益 な こと を 行う よう に 


大 


と な る 有害 な こと は 禁じ られ まし た 。 


は 


用 で 教え られ て いる こと は 


! と は 、 火 が 焼く こと 、 へ ビ 
を 死な せる こと が ある こと を 経験 と し て 信じ 、 
こ 、 心 か ら 完 全 に アッ ラー と その 
の ご 満悦 や 美 を 求め て 努力 する こと 、 そ の 罰 や 
と 、 そ し て その 信仰 を 大 理 石 に 書か れ た 文字 の よう に し っ 
に 定着 させ る こと で す 。 
は 、 預 言 者 ムハンマド が 語 
け ナ 入れ る 、 す な わ ち 信じ る こと で す 。 


ブ プ アノ 


人 と で す 。 信仰 す る こと ! 


全て 


に と っ て 信仰 は 必須 な の で す 。 

書 に お いて は 誰か が 完全 に 正しい こと 
中 する こと を 意味 し ます 。 預 
で ある こと 、 ア ッ ラ ー に よっ 
と 見 な し 、 信 じ て そ れ を 口 に 出 
用 で 教え られ て いる こと は シン プ 
包括 的 な 形 で 信じ 
に 出し て 唱え る こと で 
が 噛ん で 毒 を も た らし 人 
それ ら か ら 逃 れる 
特性 を 偉大 で ある と 褒 識 
威厳 か ら 逃 


言 孝 


百 


テー 


生 


兄 告白 を 


られ た 全て の こと に 
この よう 6 


心 
PE 


そし て ムスリム と 呼び ます 。 全て の ムスリム 
に 従い 、 
従う 為 に 


彼 が 示さ れ た 道 を 進む こと が 必要 で 


まず 信仰 し 、 そ れ か ら イ スラ ー ム を 十 


レ ド で ある こと を 実行 し 、 禁 じ ら れ た 


も の を 人 避け 、 そ の 後 ス ン ナ を 実行 し 、 マ クル ー フ で ある も の を 庁 
ける こと が 必要 な の で す 。 そ の 後に ム バ ー フ (許容 行為 ) で ある 


こと に 


つい て も その お 方 に 
イス ラー ム の 基本 は 信仰 で す 


に ほ 徒 り よ う 


努力 する べき な の で す 。 
。 信 仰 を 持た な い 人 の イ バ ー ダ や 


BL 


レ ( 


の 他 の ファ ルド や 禁じ られ た 


感 
旬 代 


A 


表す ぁ 


の 要 


べき 


知識 は 


ム ノ ヽ 
学び 、 
持つ 


信仰 ( 


療 行 を 決し て アッ ラ 
せん 。 ム スリ ム と な る こと を 望む 人 は 


大 浄 ・ 洒 浴 ) 、 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


ー は 好ま 


ドド 


れず 、 受 け 入れ られ る こと も あり ま 
まず 信仰 し 、 そ れ か ら グ ス 
( 小 浄 ) 、 礼 拝 、 そ し て 必要 と な る そ 
[本 を 学ぶ べき な の で す 。 


信仰 は 正しく ある べき で ある 


だ な を ロロ っ 


や 知性 


が 


見 同 


因 と な り ま 


事柄 に 


皿 性 
ド が 教え 
E 信 
為 に は 、 以 下 

は 継続 的 で 定 


ンマ 


その ま 


に に 


科学 の 知識 は 
な いこ と 、 創 造 主 が いる こと を ] 
956 
マ ド が も た ら さ れ た 知識 を 学び 、 信 じ る と いう こと で す 
「 も し 納得 
は 、 預 言 者 た ち を 信じ て いな いこ 
を 持つ 人 々 が 見 昌 


OMY で 。 


E 握 し た 
、 世 界 ( 


ー 
0 


信仰 と は 


率 " 


時. 


られ た 事柄 
じ る べき な 


着 し た も の 


ら 離 れる こと を 考え て は いけ 


や め 


に っ 


信 


な ど と 言 
に な り ま 


2 
Pa 
者 の 信仰 は 


う 人 は その 
す 。 


、 諾 れ と 希望 


を 恐れ 、 し か し その 世 悲 に 一 
す 。 罪 を 行う こと を 避け 、 罪 


な けれ ば な り ま せん 。 そ し て 全て の 罪 を 3 


ー の 


た か 
似 


と 時 に は 、 来 


お 調 


の よう に な る 
が 尽き る 瞬間 に 


F し に 対し 希望 を た 失っ て は いけ な い の で す 。 罪 に つ 
悟 を 行う べき で す 。 な ぜ な ら 悔 悟 を 行っ た 人 は 、 人 罪 を 犯さ な か っ 


知識 は 、 信 仰 に 至る 為 の 助け と な り 
お ける 均衡 や 秩序 が 偶然 の 産物 で は 
理解 し 、 知 り 、 信 仰 に 至る こと へ 
後 の 預 言 者 で ある 預言 


中 


と を 意味 しま 
HH し た も の で は な い の で す 。 預 
こ 従う 学者 た ちから 
認め られ る 信仰 を 


を 、 ス ン ナ の 道 に 
の で す 。 正 し く 、 


の 条件 に も 従う こと が 必要 で す 。 


で ある べき で す 。 一 上 で あれ そこ か 
な い の で す 。3 年 後に は ムスリム を 
瞬間 に 信仰 を 失い 、 イ スラ ー ム か ら 


の 間 に あ る べき で す 。 ア ッ ラ ー の 禄 
瞬 た り と も 絶望 し て は いけ な い の で 
に よっ て 信仰 が 失わ れる こと を 恐れ 
hh し た と し て も 、 ア ッ ラ 
いて 悔 


か ら で す 。 
に 至る 前 


に 信仰 を 持つ こと が 必要 で す 。 死 が 迫 
世 の あ り 方 が 示さ れ ま す 。 そ の 時 に は 、 全 て の 不 


\ も の に 対し て 行う 
な けれ ば いけ な い の で す 。 


寺 つ こと を 望む で し 


の 
べき な の で す 。 
目 で 見 て し 3 


E え 


し か し 信仰 は に 見 
で 見 る こと な く 信 じ 
ば 信仰 し た こと に は 


な ら な い の で す 。 し か し この 瞬 間 に も 、 


れ ま す 。 


太陽 が 西 か ら 癌 る 前 に 
り の 大 き な し る し の 一 つが 、 


が 


を 見 た 


れ ま せん 。 も は や 


ーーー] 礼拝 の 書 ーー 一 


言 他 を 持つ で し ょ 2 う 。 


馬 悟 の 扉 は 閉じ られ て いる の で す 。 


信者 の 悔 悟 は 受け 入れ ら 


言 他 し な けれ ば いけ ませ ん 。 世界 の 終わ 
太陽 が 西 か ら 虹 る こと で す 。 それ 
し か し その 信仰 は 認め ら 


アッ ラー 以外 の 何 も の も 、 幽 玄 界 の 事象 、 秘 め ら れ た 事象 を 知 


ら な いと いう こと を 


ラー が ご 存じ で あ 


言 じ る べき で す 。 つ まり 、 幽 玄 界 は た だ アッ 
、 そ し て アッ ラー が 教え られ た も の の み が そ 
れ を 知る の で す 。 天使 、 


ジン 、 ジ ジャ イタ ー ン 、 き ら に は 酸 言 者 た た 


ちゃ も それ を 知る こと は あり ませ ん 。 し か し 預言 者 た ちや 誠実 な し 


も べた ち に は 、 幽 玄 界 か ら 知識 が 与え られ る こと が あり ます 。 
信仰 や イ バ ー ダ に つい て の 規定 は  、 強 制 


イス ラー ム の 


れ な い 限 り 意図 


的 に 


さ 
否定 し て は いけ ませ ん 。 イ スラ ー ム の 規定 
の 


( すなわち イス ラー ム の 命じ し て いる こと ) や 禁止 事項 
ーー つ で も 軽視 する こと 、 ク ルアー ン や 天使 、 預 言 者 た ちの うち 


いずれ か ー つ で も 傷 
に つい て 、 強 制 が な い 限 り 、 
と と な り ま す 。 
務 で ある こと を 。 


た な いこ 
拝 が 義 


な い 状態 で 杏 定 す る と 


イス ラー ム が 明 


白 に 


辱 す る こと 、 そ 


し て これ ら や その 伝え た 事柄 
言葉 で 否定 を 行う こと は 信仰 を 持 
アッ ラー の 存在 、 天 使 た も ち 、 グ スル や 礼 
殺害 する と 脅 さ れ て いる よう な や む を 得 
に し た 人 は 、 不 信仰 者 と は な り ま せん 。 


0 NM 疑い や 不安 
を 抱い て は いけ ませ ん 。 礼拝 
他 の アル コー ル 飲 料 を 


が 義務 で ある こと 、 ワ イン や その 
に する こと や 、 賭 博 、 利 子 や わい ろ が 


ハラ ー ム (禁じ られ た も の ) で ある こと に つい て 疑い を 抱く こと 


は 、 信 仰 か ら の 人 逸 


避 の 要 
る も の を ハタ マー ム し と 大 べ 立て る と と ち 、 


と な り ま す 。 ある い は ハラ ー ル で あ 
ハラ ー ム で ある も の を ハラ 


ー ル で ある と 訴え る こと に つい て も 同様 で す 。 


信仰 
性 で 把握 で きた 
情 屋 信二 戸 械 
れ た 


は 、 イ スラ ー ム が 教え て いる 形 で ある べき で す 。 自分 
用 で 、 あ る い は 哲学 者 や 科学 者 た ち が 教 える 
、 信 仰 と は な り ま せん 。 問 言 者 ムハンマド が 教え ら 
形 で 信仰 する こと が 必要 な の で す 。 


け の 理 
で 


信仰 する 人 は 、 た だ アッ ラー の 人 為 に 愛し 、 た だ アッ ラー の 人 為 に 敵 
対す る べき で す 。 ア ッ ラ ー の 友 で ある ムスリム た ち を 愛し 、 イ ス 
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ラー ム に 対し 手 や ペン に よっ て 敵対 する 人 々 は 愛し て は いけ な い 
の で す 。 こ の 敵意 は 心 に 存在 する も の で す 。 (ムスリム で は な い 
人 々 、 ム スリ ム で は な い ト ルコ 人 、 そ し て 和 観光 客 な ど に も 、 笑 顔 
と 優し い 言 葉 で 接する べき で す 。 良い 徳 に よっ て 私 た ちの 教え 
を 彼ら に 愛し て も ら う の で す 。) 

預言 者 ムハンマド と その 教 友 た ち が 示 し た 正しい 道 か ら 離 れる 
こと の な い 真 の ムスリム た ち が 信 じ た よ うに 、 信 仰 を 持つ べき で 
す 。 正 し く 信 じ る 為 に は 、 ス ン ナ の 道 を 行く 人 々 の 信仰 に ふさ わ 
し い 形 で 信仰 する べき な の で す 。 ス ン ナ の 道 を 行く 学者 た ちの 書 
いた 真 の 宗教 書 に 従う 人 々 に は 、100 回 分 の 疾 教 に 値する 善行 
が 与え られ ます 。4 つの 学派 の いずれ か に 属す る 学者 を 、「 ス ン ナ 
に 従う 学者 」 と 呼び ます 。 ス ン ナ に 従う 学者 た ちの 長 は 、 イ マー 
ム ・ ア ー ザ ム ・ ア ブー・ ハ ニー ファ で す 。 こ の 学者 た ち は 、 教 友 
た ちか ら 学 ん だ こと を 記し て いる の で す 。 教 友 た ち も 学 者 た ち 
に 、 預 言 者 ムハンマド か ら 聞 いた こと を 伝え た の で し た 。 


スン ナ に 従っ た 信条 


ムスリム で ある こと の 最初 の 条件 は 、 信 仰 す る こと で す 。 正 し 
い 信仰 は 、 ス ン ナ に 従っ た 信条 に 基づい て 信じ る こと で 可能 と な 
り ま す 。 知 性 を 持ち 、 思 春期 を 終え た 男女 の 最初 の 義務 は 、 ス 
ナ に 従う 学者 た ち が 書物 に 書い て いる 信仰 に つい て の 知 
識 を 学び 、 そ れ ら に 従っ た 形 で 信仰 する こと で す 。 最 後 の 審判 の 
に 地獄 で の 六 か ら 逃 れる こと は 、 彼 ら が 教え た 事 を 信じ る こと 
MM E と な る の で す 。 地獄 か ら 救 われ る 人 々 は 、 た だ 、 彼 ら の 道 
を 進む 人 々 な の で す 。 彼 ら の 道 を 行く 人 々 を 「 ス ン ニ 」 も し く は 
「 ス ン ナ 派 」 と 呼び ます 。『 イス ラー ム の 徳 』 と いう 書物 の 
553 ページ 、 第 46 の 書簡 を 参考 に し て くだ さい 。 

ある ハデ ィ ー ス で は 「 私 の ウン マ は 73 の 派 に 分 か れる 。 こ の 
うち ーー つの 派 の み が 地 獄 の 六 か ら 救 われ る 。 他 の も の は 減 び 、 地 
獄 に 行く こと に な る 」 と いわ れ て いま す 。 こ の 73 の 派 の それ ぞ 
れ が 、 イ スラ ー ム に 従っ て いる こと を 主張 し て お り 、 地 獄 か ら 救 
われ る と され て いる 派 が 自分 た ち で ある こと を 訴え て いま す 。 信 


エ 帆 


全 
O 
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者 た ち (アル ニム ウミ ヌー ン ) 章 第 54 節 及 び ビ ザン チン (アッ 
ーー ローム) 章 第 32 節 で は 「 そ れ な の に か れ ら は 諸 宗 派 に 分 裂 し 
た 。 し か も 各 派 は 自分 た ち が 素 晴らし いと 言っ て いる 」「 そ れ は 

宗教 を 分 裂 さ せ て 、 分 派 を 作り 、 そ れ ぞ れ 自 分 の 持っ て いる も の 
に 喜び 、 満 足し て いる 者 」 と され て いま す 。 し か し この 様々 な 派 
の 中 で 救 わ れる で あろ 2 う 唯 一 つの も の の し る し と し て 、 預 言 者 ム ハ 
ンマ ド は 次 の よう に 告げ られ て いま す 。「 こ の 派 に 属す る 者 と 
は 、 私 や わが 教 友 た ちの 道 を 行く 人 々 で ある 。」 教 友 の う ち 誰 か 
一 人 で も 愛さ な い の で あれ ば 、 ス ン ナ の 道 を 行く 人 で ある こと か 
ら 人 逸脱 する の で す 。 ス ン ナ に 従う 人 々 の 信条 を 持た な い 人 は 、 不 
信仰 者 も し く は 逸脱 者 と な り ま す 。 


スン ナ に 則 し た 信条 を 持つ こと の 証 

アッ ラー は 、 ス ン ナ に 従う 用 で 信仰 を 持つ ムスリム た ち 
0 され ます 。 多く の 条件 を 満た すこ と で 初め て スン ナ 

に 従っ た 信仰 を し て いる と 言え ます 。 スン ナ に 従う 学者 た ち は 

この 条件 を 次 の よう に 説明 し て いま す 。 

信仰 の 6 つの 条件 、 す な わ ち アッ ラー へ の 信仰 と その 唯一 性 
( それ に 類する 存在 が な いこ と ) を 信じ る こと 、 天 使 、 大 典 、 
預言 者 た ち 、 来 世 で の 生 、 定 命 (良い こと も 悪い こと も アッ 
ー に よっ て 創造 され た も の で ある こと ) を 信仰 する こと で す 。 
れ ら は 「 ア ー マ ン トッ ゥ ッ 」 で 示さ れ て いま す 。 

アッ ラー の 最後 の 盛 典 で ある クル アー ン が 、 ア ッ ラ ー の 言葉 で 
ある こと を 信じ る こと で す 。 

信者 は 、 自 分 の 信仰 に つい て 疑い を 抱い て は いけ ませ ん 。 

預言 者 ムハンマド を 信じ 、 生 前 に その お 方 を 目 に する 人 誉れ を 与 
えら れ た 教 友 た ちの 全て を 深く 愛す る べき で す 。4 代 の カリ フ 、 
そし て 預言 者 ムハンマド の 家族 、 妻 た も の うち 、 誰 に つい て も 否 
定 的 な こと を 口 に する べき で は あり ませ ん 。 

イ バ ー ダ を 、 信 仰 の 一 部 と 見 な すべ き で す 。 ア ッ ラ ー の ご 命令 
と 禁じ られ た 事柄 を 信じ つつ 、 そ れ を 面倒 が っ て 行わ なかい の で あ 
れ ば 不信 仰 者 と な る と 認識 する べき で す 。 ハ ラー ム に 重き を 置か 
ず 、 軽 視 す る 人 、 イ スラ ー ム を か ら か う 人 の 信仰 は 消え ま まっ て い 
く で し まり の 。 
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礼拝 を し 、 ア ッ ラ ー と 預言 者 ムハンマド を 信じ て いる と いう 一 
方 で 、 誤 っ た 信仰 を 持つ 人 を 否定 し た り 、 彼 ら が 不信 仰 者 で ある 
と 主張 し た り し て は いけ ませ ん 。 

俳 を 犯し た こと が 明らか に 分 か っ て いる 人 以外 、 ど の 信者 の 
背後 で も 礼拝 を 行う べき で す 。 こ の 法規 は 、 金 曜 礼拝 、 イ ー ド 
大 祭 ) の 礼拝 を 先導 する 統治 者 や 首長 に つい て も 同様 で す 。 
ムスリム は 、 自 分 た ちの 統治 者 、 支 配 者 に 反抗 する べき で は あ 
り ま せん 。 反抗 する こと は 騒乱 を も た ら す こと と な り 、 様 々 な 災 
い の 要 因 と な り ま す 。 彼ら が 善行 を 施す よう ドッ アー し 、 罪 で あ 
る 事柄 を 放棄 する よう 穏やか な 言葉 で 忠告 する べき で す 。 

ウド ッ ゥ ッ ー を 行う 際 、 足 を 洗う 代わ り に 、 特 に 何 の 支 障 や 必要 性 
が な か っ た と し て も 、 濡 れ た 手 で 一 度 革 製 の 靴下 の 上 か ら 湿 ら せ 
る こと が 、 男 性 に も 女性 に も 許さ れ て いま す 。 裸足 も し く は 靴 
下 を は いた 足 に は これ は 適用 され ませ ん 。 

天 言 者 ムハンマド の ミー ラー ジュ (昇天 ) が 、 魂 と 肉体 と 共 
和 有 有 お 和 札 た こと で ある こよ を 信じ な けれ ば いけ ま 邊 ん 。! ミ ー ラ テラー 
ジュ は 夢 の 中 で 起こ っ た こと で ある 」 と いう 人 は 、 ス ン ナ の 道 か 
ら 離 れ た こと に な り ま す 。 


ー 
ー 


信者 た ち は 、 天 国 で アッ ラー に まみ えま す 。 最 後 の 審判 の 
、 預 言 凍ら に よっ て と りな 
レ が 行わ れ ます 。 そ れ か ら 墓 で の 尋問 が あり 、 そ こ で の 
罰 は 魂 と 肉体 の 双方 に 対し て 与え られ ます 。 ア ウリ ヤー ( 聖 
人 、 ア ッ ラ ー の 友 ) た ちの 奇 味 は 真実 で す 。 奇 器 と は 、 ア ッ ラ ー 
が 愛さ れる し も べべ に お いて 顕 れ る 奇 踏 的 な 状態 で あり 、 ア ッ ラ ー 
の 規定 の 範 購 外 、 す な わ ち 物理 や 科学 、 生 物 の 法則 に 反する 形 で 
0 に 数 多く 存在 し 、 と て も 全て を 
耕 定 する こと は 不可 能 で す 。 に いる 魂 は 、 生 者 が 行っ て 
ERSS Pe クル アー ン を 読む こ 
と 、 サ ダ カ を 支払 うこ と 、 さ ら に は 全て の イ バ ー ダ の 善行 を 死者 
の 魂 に 贈る こと は 彼ら に と っ て 効果 が あり 、 六 が 軽減 され る 、 
も し く は 取り 除 か れる 理由 と な り ま す 。 これら 全て を 信じ る こ 
と が 、 ス ン ナ に < 従う 信仰 を 持つ 人 で ある こ と の し る し な の で す 。 
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信仰 の 条件 


信仰 の 条件 は 6 つ あ り 、 これ ら は 「 ア ー マ ン トッ ゥ 」 で 明らか 
に され て いま す 。 預 言 者 へ ムハンマド は 、 信 仰 と は 定め られ た 6 
つの 事柄 を 信じ る こと で ある と 教え られ て いま す 。 こ の 為 、 ム 
スリ ム で ある な ら ば Men 
トッ 」 を 暗記 させ 、 そ の 意味 を 十分 に 教え る べき で す 。 

アー マン トゥ : アー マン トッ ビッ ラー ヒ E ワ マ ラー イカ ティ ヒ 
ー ワク トゥ ビ ヒ ー ワル スリ ヒー ワル ヤ ウ ミ ルアー ヒ リ ワ ル 
カ ダ リ ハイ リヒ ー ワ シャ ッ リ ヒー. 

ミナ ッ ラ ー ヒ タタ アー ラー ワル バア スイ バア ダル マウ ティ ハッ ク 
ン 、 ア シュ ハ ド アン ラー イラ ー ハ イッ ラッ ラー、 ワ ア 
ジュ か ド アデ ンチ ハン マイ ダン アデ ドッ プー ワダ スー ルツ 


第 一 の 条件 
アッ ラー を 信じ る こと 


「 ア ー マ ン トッ ゥ II ホホ べ る こと は 、 ア ッ ラ ー の 存在 
と 唯一 性 を 信じ * 心 で 論 Ka yo と いう 意味 で す 。 アッ 
ー は 存在 し 、 唯 一 2 ー つ 、 と いう 言葉 に は 辞書 的 
に は 2 種類 の 意味 が あり ます 。 一 つめ は 数 の 観点 か ら 2 の 半分 で 
あり 、 数 の うち 最初 の も の で す 。 も う 一 つ は 、 並 び 得 る も の 、 類 
似 し た も の が 存在 し な いと いう 観点 か ら の 「 一 」 で す 、 ア ッ ラ ー 
は 数 の 観点 か ら で は な く 、 並 び 得 る も の 、 類 似 し た も の が 存在 し 
な いと いう 和 観点 か ら 「 唯 一 」 で あら れ ま す 。 つ まり その 特性 ・ 
属性 に お いて どの よう な 形 で あれ アッ ラー に 配 さ れる 存在 は な い 
の で す 。 全 て の 被 造物 の 特性 ・ 属性 は 、 それ を し た 
特性 、 属 性 と は 類似 し な いも の で ある と 同様 に 、 創 造 主 の 特性 

周 性 も 、 そ の 創造 され た も の の 特性 や 必 性 と は 類似 し な いも の な 
の で す 。 
全て の 被 造物 の あら ゆる 器官 ・ 細胞 の 創造 主 、 無 か ら 存 在 さ 
せら れ た お 方 は た だ アッ ラー の み で す 。 ア ッ ラ ー の 特性 の 真実 を 
知る こと は 誰 に も で きま せん 。 人 が 考え 、 思 いつ く よ う な も の か 


て 
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ら 、 は る か に 


っ て 誰 

も な く 終 わ 
な いも の で あり 、 
で す 。 す な わら ち 前 、 
ん 。 た だ 「 あ ら 


か け 離 れ て いる の で す 。 そ の 特性 に 
ら せ 、 考 える こと は 適切 で は あり ませ ん 。 私 た ちら は た だ 、 
ー ン で 述べ られ て いる 特性 
に する べき な の で す 。 
も な いも の で す 。 そ の 
認識 され て いる 6 つの 
後ろ 、 
うる 場所 に 存在 され 、 あ ら ゆ る 場所 


は 決し て 
角 か ら も 
上 、 下 どい うり 


時 性 


向 4。 春 5 


れる 」 と 表現 する こと が で きる の で す 。 


アッ ラー の 特性 


ヴ ジ ュー ド : ア ッ ラ ー は 
ー ジ ブル ・ ヴ ジュ ー ド 」、 
キダ ム : アッ ラー の 存在 


バカ ー: ア ッ ラ ー の 存在 に 
ん 。 類似 す る も の の 
に お いて 和 無 
ー の 特性 、 
ド 同 作業 者 も 類似 する 存在 も あり ませ ん 。 
MO 
こ お い て 、 ど の 被 造物 の 特性 や 


れる こと は あり ませ 
に 、 そ の 特性 や 属性 
導 ン の 
kV で 


性 ( 


は 14 あり 、 
性 、8 つ は スプ ブー ト の 特性 


覚え る こと は と て も 重要 で す 。 


存在 し 、 そ の 存在 は # 


に 始 
は 終わ り は あり ませ ん 。 
存在 が 不可 能 で ある よう 
は 不可 能 
そし て その みわ ざ に 


その うち の 6 


ザー ト の 特性 


つい て 


や 美 名 を 覚え 、 そ の 神 司 
全て の 特性 と 美 


と 呼ば れ ま す 。 こ れ ら の 意 


思い を 巡 
クル ア 
E を これ ら に よ 
名 は 、 始 まり 
と ど ま る こと の 
か かけ離れ た も の 
も の は あり ませ 
に 向い て お ら 


つ は ザー ト の 特 
味 を 知り 、 


限 で す 。 そ し て 「 ワ 


すなわち その 存在 は 必須 で ある の で す 。 


まり は あり ま 


ト ん 。 


と な る こと 
属性 、 


属性 


キヤ ー ム ・ ビ ナ フ シ ヒ : 
きら れ まず 。 
在 し な い 時 か ら 、 ア ッ ラ ー 


界 を 無 1 
れ て いた の で あれ 、 


PE ド メ タ ラ プー 


アッ ラー は その 特性 と 共に 


場所 を 必要 と は され ませ ん 。 物質 や 空 


決し て 消失 さ 


な の で す 。 
お 


は その 特性 、 


必 


に 類似 し て は お られ ませ ん 。 


こ ひ と り で に 生 
間 が 存 


は 存在 され て いま し た 。 なぜなら アッ 
ラー は どの よう な も の で あれ 必要 と は され な いか ら で す 。 この世 


され る より 以前 に どの よ 


うな 特性 を 持た 


に その よう で あら れる の で す 。 


スプ ブー ト の 特性 


命 を 持た れる お 方 で す 。 
物 の 生命 と は 類似 し な いも の で あり 、 そ の 特性 に 


その 生命 は 被 造 
ふさ わし く 、 ま 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


た 固有 の 生命 で あり 、 始 まり も 終わ り も あり ませ ん 。 
イル ム : アッ ラー は 全て を ご 存じ で あら れ ま す 。 ア ッ ラ ー の 知 は 


被 造物 の 知 と は 異な り ま す 。 闇夜 


く の を ご 覧 に な られ 、 そ れ を お 知り に 
考え や 意志 を も ご 存じ で す 。 そ の 知 に 


わり も な いも の で す 。 


に 、 ア リー が 黒い 石 の 上 を 歩 


な り ま す 。 人 の 心 に 浮か ぶ 
は 変化 は な く 、 始 まり も 終 


サミ イ : アッ ラー は 聞い て お られ ます 。 媒介 な く 、 道 具 な く 、 聞 
いて お られ る の で す 。 アッラー の 聞か れ 方 は 、 し も べべ の 聞き 方 に 


は 類似 し な いも の で す 。 こ の 特性 も 、 


も 終わ り も な いも の で す 。 


全て の 特性 と 同様 に 始ま り 


バ サ ル : アッ ラー は ご 覧 に な っ て お られ ます 。 道具 や 条件 な し に 
に な る の で は あり ませ ん 。 


ご 覧 に な られ ます 。 目 に よっ て ご 覧 に 


イラ ー ダ : アッ ラー は 望ま れん ます 。 思 ま れん た も の を 創造 され ま 


す 。 全 て は 、 ア ッ ラ ー が 望ま れ た こと に よっ て 存在 し ます 。 そ の 
お 望み の 妨げ と な る よう な カカ は 一 切 存在 し ませ ん 。 
ク ド ッ ゥ ッ ラ : アッ ラー は 全て に お いて その 力 が 十分 で あら れ ま す 。 


る ん ん な こ で で あれ 。 アッ メラ ター に と っ る て 
カラ ー ム : アッ ラー は 語ら れる お 方 で す 。 そ れ は 道具 、 文 字 、 声 


舌 に よる も の で は あり ませ ん 。 


タク ウィ ー ン : アッ ラー は 創造 者 で あら れ 3 
創造 者 は 存在 し ませ ん 。 全 て を アッ ラー が 創造 され ます 。 ア ッ ラ 
ー 以 外 の も の に つい て 創造 者 と いう べき で は 


林 難 で は な の で す 。 


ます 。 プ ダブ プー 以外 に 


ト ょ あり ませ ん 。 


アッ ラー の 特性 の 真実 を 理解 する こと は 不可 能 で す 。 誰 も 、 そ 
し て どん な も の も 、 ア ッ ラ ー の 特性 を 分 か ち 合う こと も それ に 似 


世 る こよ も で きま せん 。 


第 2 の 条件 
天使 た ち を 信じ る こと 


「 ワ マラ ー イ カト ッ 」: 私 は アッ ラー の 天使 た ち を 信じ まし 
た 、 と いう と こと で す 。 天使 た ちら は アッ テー の し も べ で す 。 人 移 て の 
俳 を 犯し ませ ん 。 男女 の 差 


天使 は アッ ラー の 命令 に 従い 、 
は な く 、 結 婚 し ませ ん 。 彼ら に は 


生命 が 


* あ り ます 。 食 べ る 


ーー] 礼拝 の 書 ーー 一 


こと 、 飲 むこ と 、 


眠る こと は あり ませ ん 。 光 で で き て お り 、 知 性 


も 宗 高 な 存 有 


を 持ち ます 。 そ の うち 


ジブ ラー イー ル ( 彼 の 上 に 
記 直 を も た ら す こと 、 命 令 や 禁止 ヨ 
上 に 


イス ラー フィ ー ル ( 彼 の 


F 安 あれ ) : 


と が その 役割 で す 。1 ロ 


に は 全て が 再び 艇 り ま す 。 


ミー カー イー ル ( 役 の 上 に 1 


こと 、 豊 か で ある こと 、 


アズ ラー イ 
の 役割 で す 。 

彼ら に 続 
ノル レシ ジ シュ 」 と 


叶 ば れる 天使 


ー ル ( 彼 の 上 に 


生物 は 、 ア ッ ラ ー を 除い て 全て 死に # 


は 4 人 い 


F 安 あれ ) : 


F 安 あれ ) 


\ て 4 つの 階級 の 天使 た ちら が いま す 。 
E す 。 ア ッ ラ ー の 御前 


E が 4 大 天使 で す 。 


ほ 項 を 教え る こと で す 。 
F 安 あれ ) : ス 
に それ を 吹い た 時 ( 
色 え ます 。 2 回 目 


その 役割 は 預言 者 た ち に 


| 


スー ル を 吹き 鳴ら すこ 
こ 出 る 音 を 聞い た 
に 吹い た 時 


欄 を 送る こと 、 安 く な る 


秀 儲 と な る こと 、 高く な る こと 、 そし て 
あら ゆる 物質 を 動か す 役割 を 負っ て い 3 


E す 。 


: 人 々 の 魂 を 取る こと が そ 


「 ハ メレ - イ - ア 
に 存在 す 


る 天使 を 「 ム カッ ラビ ー ン 」 と 呼び ます 。 久 を 与え る 天使 た ちの 


うち 大 き な も の を 「 カ ルー ビ ヤ ー ン 」、 
ハー ニー ヤー ン 」 と 呼び ます 。 天 国 
地獄 の 3 


の 名 は ルド ゥ ヴァ ー ン 、 
「 マ ー リ ク 」 で す 。 地獄 
す 。 最も 数 の 多い 被 千 
イ バ ー ダ を 行っ て いな い 


第 3 の 条件 


慈悲 の 天使 た もち を 「 ル ー 


の 天使 た ちの うち 偉大 な も の 
だ 使 た ちら の うち 僅 大 な も の の 名 は 
の 天使 た も ちら を 「 ザ バー 
物 は 天使 で す 。 天 に お いて は 天使 た ち が 
場所 は 存在 し ませ ん 。 


ー」 と 呼び ま 


啓典 を 信じ る こと 


「 ワ クト ッ ゥ ッ ビ ヒー」 
いう 意味 で す 。 ア ッ ラ 


ブ プラー イール と いう 名 の 天使 


銘板 の 上 に 記さ れ た 
えら れる と いう 形 で 、 
す 。 これら 


ン 3 
久代 


され た 訂 


下さ れ ま し 
は 始ま り も な く 、 終 わり 
れ た も の で は あり ませ ん 。 全て が 真実 で す 。 ア ッ ラ 
+ の うち 、 私 た ち に 知ら され て いる も の は 104 ページ あ 


アッ ラー が 下さ れ た 麻 典 
ー は これ ら の 産 軸 
に 読ま せら れる 


を 信じ まし た 、 と 


の 


を 預言 者 た ち ヘ ジ 
と で 、 ま た 一 部 を 


ロ 


ー 
ミー 


本 


24 


< 一 部 は 天 


に ハー 曲 


諾 を 媒介 と せ ず に 直接 伝 
作 て で が 7 リアー の 旧来 で 


も あり ませ ん 。 これら は 創 ら 


ー に よっ て 下 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


り ま す 
ジ は 預言 者 シト 
は 預言 者 イブ ラー ヒー ム 
言 者 が ダー ウー ド に 、 新 約 
預言 者 ムハンマド に 下さ 
アッ ラー は 、 人 々 が 現 
に 至る こと が で きる よう 、 
ー ダ ム ( 彼 の 上 に 
上 に 
た 。 こ れ ら の 啓典 で 、 信 1 
と する 全て の 


これ ら の うち クル アー ン 


す 。 ク ルアー ン が 記 示 さ 


。 こ れ ら の うち 10 ペー ジ は 預言 者 アー ダム に 
に 、30 ペー ジ 


は 預言 者 イ 
に 、 律 法 が 預 


百 


寺 考 


1 
ドリ ー ス に 、10 ペー ジ 


ムー サー に 、 詩 篇 が 預 


聖書 が 預言 者 イ 


ドコ 


サー に 、 ク ルアー ン が 


れ た の で す 。 


世 で 安 ら い で 暮 ら 


区 人 切 の 人 間 、 そ 


F 安 あれ ) か ら 最 後 の 預 言 者 へ ムハンマド ( 彼 の 
F 安 あれ ) まで 、 多 く の 預 言 者 を 媒介 


と イ バ ー ダ の 旭 


柄 に つい て の 知識 が 与え られ て い 
は 、 ア ッ ラ ー が 下さ 』 
それ 以外 の 全て の 世 


た 後 、 


ー ュ 


来世 で も 永遠 の 幸福 


人 切 の 預言 者 で ある 


ン ヽ 


し て 


と し て 訂 典 を 下さ れ ま 
本 が 説 か れ 、 人 々 が 必要 
E す 。 

た 最後 の 麻 典 で 
は 無効 と さ 


し ン 


光 ま し た 。 天使 ツジ プ ラー イー ル は クル デー シン を 、 朝 言 者 ム る ベジ シャ ド 


年 か け て も た らし 


に 28 
か ら な り ま す 。 

い 一 節 を いく つか ! 
ー ン は 磨 示 され て 以来 、 
そし て 今 
的 肖 
で す 。 


た の は アブ ー・ 
節 を まとめ 、 
て は 、 


さら に 

ク / 
字 で 書 
A) ム ス ハ フ を 手 に よる 
ば いけ ませ ん 。 キ ブラ の 
B) 重々 し く 、 謙 虚 さ を 


6 つ 書 か せ 、 


す 。 


レア ー ン は 、 本 来 の 形 に 
生か れ た も の は 、 ク ルアー ン と は 呼ば れ 


これ に よっ て 「 ム スハ フ 」 が で きま 


時 に は 、 ウ 
方 角 
持っ て 読み 3 


ゅ ー 


を 向い て 座り 、 注 音 
E す 。 
CO ム ス ハ フ を 見 な が ら 、 そ れ ぞ れ の 節 一 つ ー つ を 1 


E し た 。 ク ルアー ン は 14 の 章 、6236 の 節 
一 部 の 本 で は この 数 が 異な っ て いま す が 
こ 区 切っ て いる こと に より ます 。 な ぜ な ら ク ル ア 
一 切 の 変化 が 加え られ て いな いか ら で す 。 
後 も 変化 する こと は あり ませ ん 。 ク ルアー ン は アッ ラー の 
葉 で す 。 こ の よう な 書物 が 人 間 に よ っ て 作ら れる こと は 不可 能 
ー つ の 節 で すら 作る こと は 不可 能 な の で す 。 

預言 者 へ ムハンマド が 来世 へ と 移ら れ た 後 、 
バク ル ・ ス ッ ド ゥ ッ ー ク で し た 。 彼 は クル アー ン の 


癌 


区 初 の カリ フ と な っ 


レム 


し た 。 教 友 の 


この ム ス ハ フ が アッ ラー の 言葉 で ある こと を 一 致し て 告げ 
まし た 。 第 3 代 の カリ クン で ある ツウ スラ マー ンジ は 、 
いく つか の 地方 に 送っ て いま 
従っ て 読む こ 


この ム ス ハ フ を 


と が 必要 で す 。 
上 ん 。 
状態 で いな けれ 
意 深 く 詠 み ま す 。 


了 の 文 


の ある 


E し く 読 み ま 


D) タ ジ ュ ウイ ィ 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


ー ド の 原則 に 従っ て 読み ます 。 


E) 読ま れ て いる も の が アッ ラー の 言葉 で ある こと を 考え る べき 


で す 。 


fF) ク ルアー ン の 命令 や 禁止 に 従い ます 。 


「 ワ ルス ー リ 


第 4 の 条件 
預言 者 た ち を 信じ る こと 


E」: アッラー の 預言 者 た ち を 信じ まし た 、 と い 


う 意味 で す 。 預言 者 た ち は 、 ア ッ ラ ー が 喜ば れる 道人 々 を 至ら 


せ 、 正 し い 道 を 示す 為 に 選ば れ ま し た 。 全 て の 預言 者 た ち は 皆 、 
同じ 信仰 を 語っ て いま す 。 預言 者 た ち に は 7 つの 特性 が ある こと 
を 信じ る 事 が 必要 で す 。 


イス マ : 罪 を 犯 
られ て いる 、 も 
いま せん 。 


さ な い こと 。 預言 者 た ち は い ずれ か の 教え で 禁じ 
し く は 禁じ られ る こと に な る 大 小 の 罪 を 決し て 行 


アマ ー ナ : 預言 者 た ち は あ ら ゆ る 観点 か ら 信頼 で きる 人 々 で す 。 


決し て その 信頼 を 裏切る こと は あり ませ ん 。 


昌 


スッ ドッ ゥ ー ク : 預言 者 た ち は そ の 言葉 、 行 いそ し て あら ゆる ふ 
る まい に お いて 正しく 、 誠 実 な 人 々 で す 。 決 し て 嘘 を つく こと は 


ファ ター ナ : 預言 者 た ち は 非 常に 知 的 で 、 理 解 力 の ある 人 々 で 


あり ませ ん 。 
す 。 や 耳 が 不 
ん 


自由 で ある 人 、 女 性 か ら は 預言 者 は 現れ て いま せ 


タブ リー グ : 預言 者 た ち は 、 人 々 に 教示 し た 事柄 を 、 全 て アッ 


プー か ら も た ら 
令 や 禁止 事項 の 


され た 啓示 に よっ て 学び まし た 。 彼ら が 教え た 命 
as 、 彼 ら 自 身 の 考え の も の は 


あり ませ ん 。 預言 者 た を ち は アッ ラー か ら 命 じ ら れ た こと の 全て 


を 人 々 に 教え ま 


し た 。 


アダ ー ラ : 預言 者 た ち は 決 し て 迫害 や 不正 を 行い ませ ん 。 誰 か の 
為 に 公正 さ を 放棄 する こと も あり ませ ん 。 

アム ヌル ・ ア ズル : 預言 者 た を ち は 、 預 言 者 と し て の 任務 か ら 解 か 
れる こと は あり ませ ん 。 現世 で も 来世 で も 常に 預言 者 な の で す 。 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


新た な 教え と 規定 を も た ら す 預言 者 を ラス ー ル と 呼び ます 。 新 
し い 教 え は も た ら さ ず 、 既 存 の 教え に 人 々 を 導く 預言 者 は ナビ ー 
と 呼ば れ ま す 。 預 言 者 た ち を 信じ る と は 、 彼 ら の 間 に 差 を つけ る 
と なく 、 全員 が 、 ア ッ ラ ー に よっ て 選ば れ た 誠実 な 、 真 実 
を 語る 預言 者 で ある 事 を 信じ る こと で す 。 彼ら の うち の 一 人 で も 
信じ な いと いう 人 は 、 即 ち 誰 も 信じ な いこ と に な る の で す 。 

預言 者 と いう 任務 は 、 勤 入 で ある こと 、 イ バー ダ を 多く 行う こ 
と 、 空 白 や 苦し み を 味わう こと な ど に よっ て 得 ら れる も の で は あ 
り ま せん 。 た だ アッ ラー の 恵み と 選択 に よる の で す 。 そ の 数 は 定 
か で は あり ませ ん が 、 12 万 4 千 よ り も 多い こと が 知ら れ て い 
ます 。 こ の うち の 318 人 も し く は 315 人 が ラス ー ル で す 。 こ の 25 
ち 6 人 が より 崇高 と され ます 。 彼ら を 「 ウ ル - ル - アズ ム の 預言 
者 」 と 呼び ます 。 ウル - ル - アズ ム の 預言 者 と は 、 預 言 者 アー 
ダム 、 ヌ ー フ 、 イ ブラ ー ヒ ー ム 、 ム ー サ ー、 イ ー サ ー、 そ し て ふ ム 
ハン マ ド ・ ム スタ ファ ( 彼 の 上 に アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ま 
す よ うに ) で す 。 ま た 、 預 言 者 た ちの うち で は 8s0 人 の 名 前 が よ 
く 知 られ て いま す 。 こ れ ら は 、 ア ー ダ ム 、 イ ドリ ー ス 、 シ ト 、 ヌ 

フ 、 フ ー ド 、 サ ー リ フ 、 イ ブラ ー ヒ ー ム 、 ル ー ツ 、 イ スマ ー イ 
ー ル 、 イ スハ ー ク 、 ヤ ー ク ブ 、 ユ ー ス フ 、 ア イ ュ ユー ブ 、 シ ュ ア イ 
ブ 、 ム ー サ ー、 ハ ー ル ー ン 、 フ ドゥ ル 、 ユ ー シ ャ ・ ビ ン ・ ヌ ー 
ン 、 イ ル ヤ ス 、 エ ル ヤ サ 、 ズ ルキ フル 、 シ ャ ムウ ン 、 イ シュ モイ 
ル 、 ユ ー ヌ ス ・ ビ ン ・ マ タ 、 ダ ー ウ ー ド 、 ス ライ マー ン 、 ル クマ 
ーー クリ ヤー、 キタ ヤー 、 が イル イー か ー ィ ビン マル 
ヤム 、 ズ ルカ ルナ イン 、 そ し て ムハンマド ( 彼 の 上 に 祝福 と 平安 
が あり ます よう に ) で す 。 

この うち の 2?28 人 の み が ク ルアー ン で 紹介 され て いま す 。 ズ ル 
カル ナイ ン 、 ル クマ ー ン 、 ウ ザイ ル 、 そ し て フ ド ッ ゥ ル に つい て 
は 、 預 言 者 で ある か どう か に つい て 意見 の 相違 が あり ます 。 ム ハ 
ンマ ド ・ マ ー ス ム 師 は 、 第 2 巻 第 86 の 書 備 で フ ド ッ ゥ ル が 預言 者 
で ある こと を 告げ る 知ら せ が し っ か り し た も の で ある こと を 記し 
て いま す 。 第 182 の 手紙 で は 、 フ ドッ ゥ ル が 人 間 の 形 で 姿 を 見 せる 
9 そし て 物事 を 行う こと は 、 彼 が 生き て いる こと を 示す も 
の で は な いと し て いま す 。 ア ッ ラ ー は フ ド ッ ゥ ッ ル の 、 そ し て 多く 
の 預言 者 、 聖 人 た ちの 魂 が 人 間 の 形 で 姿 を 見 せる こと を 許さ れ た 


| | 
凍 


の で す 。 
は な いと 


説い て い 


役 ら を 見 る こと は 
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、 彼 ら が 
る の で す 。 


生き で いる こと を 示す こと で 


預言 者 へ ムハンマド ( 彼 の 上 に 祝福 と 平安 あれ ) 


彼 は アッ ラー の 
の うち 最も 優れ た 


ブ ド ッ ゥ ッッ ラー で す 。 


ル ・ ア ウ ワ ル 月 の 
まれ まし た 。 人 多 
母 を 、8 歳 の 時 ( 
リブ に 扶養 され ま 
ラー と 結婚 し まし 


預言 者 で あり 、 愛 
存在 で あり 、 そ し 
西暦 571 年 の 4 


愛さ れる お 方 で す 。 預言 者 た ち 


て 最後 の 預言 者 で す 。 父 は ア 
H 20 日 に あたる 、 ラ ビー ウ 


12 日 、 月 曜日 の 


は 彼 の 誕生 以前 に 亡 
こ < 祖父 を 亡くし て い 
、 ハ ディ ー ジ ャ ・ 


時 


し た 。25 歳 の 
た 。 彼女 と の 間 に 


夜 、 夜 明け 近く に マッ カ で 生 
く な っ て いま し た 。 6 歳 の 時 
ます で 人 @ 儀 。 デア ーッ タデ 
トゥ ル ・ ク ブ 
4 人 の 娘 と 2 人 の 皿 子 が 生ま 


れ ま し た 。 最初 の 息子 の 名 は カー シム で し た 。 そ の 為 、 ア ブー・ 


カー スム と も 呼ば れ て い 
の 為 の 預言 者 で ある こと が 告げ られ まし た 。3 
まし た 。592 歳 の 時 ! 


仰 へ と 呼び か ける 
か ら エ ル サ 
来 事 が あり まし た 
ー ジ ュ で は 、 天 


ム へ 、 そ こ か ら 天 に 運 
。 こ の 旅 を ミー ラー ジュ と 
国 と } 


よう に な 


h 獄 、 そ し て 


た に 5 
に よれ ば 、 西 暦 
ら マ ディ ー ナ へ と 


oO 


ゆま す 。 マ ディ ー ナ の 9 


回 の 礼拝 は この 夜 【 


622 年 に アッ 
移住 し まし た 。 こ 
本 の ク バ ー 村 


E す 。40 茂 の 時 、 


に 義務 


全て の 人 間 と ジン 
年 後に は 、 皆 を 信 
こ 、 あ る 晩 マ ッ カ 
戻さ れる と いう 出 
早 び ます 。 ミ ー ラ 
アッ ラー と 会 われ た の で し 
と され た の で す  。 歴史 
ラー の お 許し を 得 て マ ッ カ か 
の 旅 を ヒジ ュ ラ ( 聖 遷 ) と 呼 
に 到着 し た 、 ラ ビー ウル ・ ア 


ば れ 、 ま た 


ッ ワ ル 月 の 8g 


詩 
時 


に あたる 西暦 


10 月 20 日 が 、 ム スリ ム の 


ヒジ ュ ラ 大 陽 


辱 の 初 


に な り ま す 。 


は 、 そ の 土 } 
周り を 192 


避 各 る 


0 | 


色 の ム ハ ッ ラム 月 に 始ま り ま 
年 と な り 


に 亡くな られ ま 
の 部 屋 に 埋葬 さ 


前 
時 


預言 者 ム ハ ン マ 
方 で し た 。 その 美 


西暦 632 年 ) の ラビ ー ウ ル ・ ア ッ ワ ソル 月 の 19 


し た 。 火 
れ ま し た 。 


只 日 か ら 


名 


ヒー 


ド は 
し さ は 


自室 。 
ぎ に 明 ら か 


ムスリム の ヒジ ュ ラ 太陰 歴 
す 。 天 に ある 月 が 地球 の 


亡くな っ た 年 齢 
ば 63 歳 、 太 陽 暦 に よれ ば 61 歳 で し た 。 
全て の 人 々 の 
に は され ず 、 


E す 。 そ し て ヒジ ュ ラ 歴 11 
、 月 曜日 の 午 
夜 ( 本 
は 、 太 陰暦 に よれ 


ー 
Nr 


水曜 


へ の 


で 最も 美しい お 
その 美 し さ を 
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ま 札 た 人 を 、 そ し て こ 
、 あ ら ゆ る 観点 で 宗 高 

ヽ 官 の 力 が 、 
預言 者 は 、 子供 の 頃 に 


全て の 器官 


こ に も ゃ 行っ た こと が あり 


り 、 学 校 に 行っ た こと は 全く あり ませ ん で し た 。 
けた こと も あり ませ ん で し た 。 
すなわち 、 考 えた こと 、 知 


2 度 、 
に 行き 、 ブ スラ と 呼ば れる 地点 か ら 


こし た 人 、 さ ら に は 夢 で 見 た 人 の 生涯 は 快適 さと 喜び の 2 う 
提 き ま し た 。 預言 者 は 、 


あら ゆる 時 代 、 あら ゆる 場所 
れ か ら 生 まれ て くる 全 
な 存在 で す 。 知 性 、 思 想 
全て の 人 より も 優れ て 
を 行う 人 々 と 共 ( 
戻り まし た 。 それ 以外 に は ど 
た 。 彼 は 文 填 で し た 。 つま 
誰か に 教え を 受 
し vb 松生 全て を ご ど 春 じ で し た 。 
る こと を 望ん だ こと は 全て アッ ラー が 


PEy/ ん 
具 


ー が 


事 壮 ん で し 


教え られ て いた の で す 。 ジ ブ プ ブラー イール と いう 名 の 天使 が 来 て 、 


預言 者 の 望む こと 全て を 
太陽 の よう に 光 を 放っ て v 
に つい て の 知識 の 光 は 、 
ゆる 場所 へ と 至り まし た 。 
り 、 その カ 力 は 


取る 為 に は 、 彼 を 信じ 

2 
それ を 周囲 に 放ち 、 広 め 
ッ ラ ー の 友 ) と 呼び ます 


電波 の よう に 、 


ー 瞬 ご と に 
受け 取る 為 に は その 受信 装 
よう な 心 を 持つ 人 は この 光 を 受け 取り 、 
ます 。 こ の よう な 偉大 な 人 を ワリ ー ( ア 


語っ て いま し た 。 そ の 神聖 な 心臓 は 
\ ま し た 。 預言 者 の 放つ アッ ラー 
地 に 、 天 に 、 そ し て あら 
今 で は その 墓地 か ら も 光 が 放 た れ て お 
強まっ て いる の で す 。 電磁 波 を 
置 が 必要 で ある よう に 、 彼 の 光 を 受け 
彼 が 示し た 道 を 進む こと で 清め ら 


。 こ の ワリ ー を 知り 、 信 じ 、 愛 する 人 


も 、 彼 の 前 で 礼儀 正しく 
と 愛情 を 持っ て / 
取り 、 清 
組織 を 成 
心 を 完全 させ る 為 に は 
れる 光 を 要 
を 細 


や 魂 の 糧 と な る ワリ ー た ちの 読 話 、 


座る 人 も 
皿 い 起こ す 人 も 
め ら れ 、 成 封 し 始め ます 。 ア ッ ラ 
展 さ せる 為 に 太陽 エネ ルギー を 要 
、 預 言 者 へ ムハンマド の 心 と 、 そ こ か ら 放 た 
と され た の で す 。 人 を 育て 、 そ の 構造 と エネ ルギー 
E 持 する 全て の 栄養 素 が 同化 に よっ て 生み 出さ れる よう 


、 も し く は 遠方 で 彼 を 徳 
、 そ の 心 は 光 や 関 き を 受け 
ー は 、 私 た ちの 肉体 や 
と され た よう に 


に 、 心 
全て が 預 


言葉 、 文章 も また 、 


戸 


言 者 ムハンマド の 神聖 な 心から 放 た れ た 光 に よっ て 生み 出さ れ た 


も の な の で す 。 
アッ ラ 


ー は 、 ジ ブラ ー イ ー ル と いう 名 の 天使 に よ 
ハン マ ド に クル アー ン を 遣わ され まし た 。 そ うし て 人 々 


り 、 預 言 者 ム 
に 、 現 世 
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と 来世 で 必要 か つ 有益 で ある 事柄 を 命じ られ 、 同時 に 有害 
な も の を 禁じ られ まし た 。 これら の 命令 や 禁止 事項 の 全て を 、 


「 イ スラ ー ム 教 」 も し く は 「 イ スラ ー ム 」、 も し く は 「 


と いう の で す 。 


預言 者 ムハンマド の 全て の 言葉 は 1 
す 。 そ れ を 信じ る 人 々 を 「 信 者 」 もしくは 「 ム スリ ム 」 と 


の 控 」 


E し く 、 尊 く 、 有 人 益 な も の で 
ほ び ま 


す 。 預言 者 ムハンマド の 言葉 の どれ か 一 つ で あれ 信じ な い 、 気 に 入 
ら な いと いう 人 は 不信 仰 者 と 呼ば れ ま す 。 ア ッ ラ ー は 信者 を 愛さ れ 
ます 。 信 者 を 永遠 に 地獄 で 放置 され る こと は あり ませ ん 。 地 獄 に 
は 全く 入れ られ な いか 、 も し く は 人 罪 の 為 に 入れ られ た と し て も 後に 
地獄 か ら 出 され る の で す 。 不 信仰 者 で ある 人 は 、 天 国 に 入る こと は 
あり ませ ん 。 直 接地 獄 に 入り 、 そ こ か ら 決 し て 出る こと は あり ませ 
ん 。 彼 を 信じ る こと 、 問 言 者 ムハンマド を 愛す る こと は 、 全 て の 幸 


と 


理解 力 、 知 性 、 知 能 、 気 前 の よさ 、 


力 、 的 確 な 話し 方 、 預 言 者 特 


E 安 あれ ) の 知識 、 理 性 、 


謙虚 さ 、 温 和 さ 、 慈 し み 、 


耐 、 努 力 、 人 間 愛 、 誠 実 さ 、 信 頼 、 男 敢 さ 、 


意 深 さ 、 高 隙 さ 、 寛 大 さ 、 良 心 、 恥 を 知る 意識 、 禁 欲 主 義 、 
信 は 、 他 の 全て の 預言 者 た ちよ り も 優れ て いま し た 。 親 友 や 敵 か 


ら 受 けた 害 は 許さ れ ま し た 。 誰 に も 対抗 する J 
せん で し た 。 ウ フ ド の 戦い で 不信 仰 者 た らち が 預 言 者 の 神聖 な 類 


に 血 を 流さ せ て 歯 を 折っ た 時 も 、 


I デ タラ ジー よ 、 彼 を お 詳し くだ きい 。 


す 」 と ドゥ アー され た の で し た 。 


預言 者 ムハンマド は 非常 に 多く の 良 
た 。 全 て の ムスリム が これ ら を 学び 、 そ の J』 


福 、 安 祝 、 善 の 始ま り で す 。 役 が 預言 者 で ある こと を 信じ な いこ と 
は 、 あ ら ゆ る 災い 、 苦 し み 、 吉 事 の 始ま り で す 。 
預言 者 ムハンマド ( 彼 の 上 に 祝福 


威厳 、 男 気 、 表 現 
の 英知 、 美 し さ 、 罪 に 対す る 注 
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ト う な こと は され ま 


これ ら を 行っ た 人 々 に つい て 


し 


無知 ゆえ の こと な の で 


気質 を お 持ち で し 


ト う な 道徳 を 身 に 着け 


る こと が 必要 な の で す 。 こ れ に よっ て 現世 と 来世 の 災い 、 苦 し み 
か ら 救 われ 、2 つの 世界 の 主 で ある お 方 ( 彼 の 上 に 祝福 と 平安 あ 
れ ) の 仲裁 を 受け る こと が で きる の で す 。 な ぜ な ら ハ ディ ー ス で 


「 ア ッ ラ ー の 徳 に よっ て 道徳 を 身 に つけ な さい 」 と 命 


知ら で すま 。 


じ ら れ て い 
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教 友 (サハ ー バ ) た ち 

預言 者 へ ムハンマド の 神聖 な お 顔 を 目 に し 、 そ の 甘美 な 声 を 聴く 
準 れ を 得 た ムスリム た ち を 教 友 (サハ ー バ ) と 呼び ます 。 預言 者 
た ち に 次 いで 、 こ れ ま で 生ま れ て きた 、 そ し て これ か ら 生 まれ て 
くる 全て の 人 の 中 で 最も 尊 く 崇高 な 人 は アブ ー・ バ クル ・ ス ッ ド 
ゥ ッ ー ク で す 。 最 初 の カリ フ が この 人 で し た 。 彼 に 次 いで 最も 尊い 
人 は ウマ ル ・ ビ ン ・ ハ ッ タ ー ブ で あり 、 そ の 次 に 最も 尊い 人 は 駐 
言 者 ムハンマド の 8 代目 カリ フ で あり 、 信 仰 と 謙譲 、 知 識 の 源 で 
あっ た ウス マー ン  ・ ビ ン ・ ア ッ フ ァ ー ン で す 。 彼 に 次 いで 最も 
尊い の は 、4 代目 の カリ フ で あり 和 驚 く ほ どの 優秀 さ を 備 えた アッ 
ラー の 獅子 、 ア リー・ ビ ン ・ ア ブー・ タ ー リ ブ で す 。 ハ ディ ー ス 
か ら 理 解 さ れる と ころ に よる と 、 フ ァ ー テ ィ マ 、 ハ ディ ー ジ ャ 、 
アー イシ ャ 、 マ ル ヤム 、 そ し て アー イシ ャ が 世界 の 女性 の 中 で 
も 上 高 な 存在 で す 。 ハ ディ ー ス で は 「 フ ァ ー テ ィ マ は 天国 の 女 
性 の 中 で 最も 崇高 で や る 。 ハ サン と フサ イン は 、 天 国 の 若者 の 
で 最も 祭 高 で も る 」 と され て いま す 。 
彼ら に 次 いで 、 教 友 た ちの 中 で 最も 崇高 な の は 、 天 国 に 行く こ 
と が 吉報 で 伝え られ た 10 人 で す 。 こ れ は アブ ー・ バ クル ・ ス ッ 
ドゥ ー ク 、 ウ マル ・ ウ ル ・ フ ァ ー ル ク 、 オ スマ ン ・ ビ ン ・ ア ッ プ 
アァ アーン 、 ア リー ビン ジッ アプ ー ゞ ター リプ 。 ア ブー・ ウ バイ ダ ャ * 
ビン ・ ジ ャ ラフ 、 タ ル ハ ー、 ズ バイ ル ・ ビ ン ・ ア ッ ワ ー ム 、 サ ア 
人 区 ポ ゃ ャ アア ー ャ ワッ カー ス 、 サ ザイ ドッ ピシッ イル 、 デ ブタ 
ゥ ル ラ フ マ ー ン ・ ビ ン ・ ア ウフ で す 。 彼ら に 次 いで 、 バ ドル の 戦 
い 、 次 いで ウフ ド の 戦い 、 そ れ か ら 「 ル ドッ ワン の 碑 い 」 に 参加 
し た 人 々 で す 。 

アッ ラー の 使徒 で ある 預言 者 ムハンマド の 為 に 生命 や 財産 を 捧 
げ 、 彼 を 助け た 教 友 た ち 全て の 名 を 、 敬 意 と 愛情 を 持っ て 唱え る 
こと は 私 た ちの ワー ジブ (ファ ルド で は な い が 実 行 す べき で ある 
こと ) で す 。 反 対 に 、 彼 ら の 倍 大 さ に ふさ わし く な い 様 な 言葉 を 
に する こと は 決し て 許さ れ な い の で す 。 彼ら の 名 を 失礼 な 形 で 
語る こと は 人 逸脱 に あたり ます 。 

預言 者 ムハンマド を 愛す る 人 は 、 そ の 教 友 の 全 て を も 愛す る ベ 
き で す 。 なぜなら ある ハデ ィ ー ス で は 「 わ が 友 を 愛す る 人 は 、 私 
を 愛す る 逆 に 愛す る の だ 。 彼ら を 愛さ な い 人 は 、 私 を 愛さ な い ゆ ゅ ゆ 


] 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


え に 愛 さ な い と いう こと で ある 。 彼ら を 傷つけ る 人 は 私 を も 傷 つ 
ける 。 私 を 傷つけ る 人 は アッ ラー を も 傷つけ た こと に な る 。 アッ 
ラー を 傷つけ る 人 は 当然 、 六 を 受け る こと に な る 」 と され て いま 


す 。 ま た 別 の ハデ ィ ー ス で は 、「 ア ッ ラ ー は 私 
か に 善 を な すこ と を 望ま れ た 時 に は 、 彼 の 心 
を 与え られ る 。 彼ら の 全て を 自分 の 命 の よう 
る 」 と され て いま す 。 預言 者 ムハンマド が 亡 く 


の ウン マ の うち 誰 


に 教 友 た ち へ の 愛情 
に 愛す る よう に な 


な っ た 日 、 マ ディ 


ー ナ の 町 に は 3 万 g 千 人 の 教 友 が いま し た 。 教 友 の 合計 は 192 万 4 


千 人 を 超え て いま し た 。 


4 大 学派 の イマ ー ム と その 他 の 学者 た ち 


信仰 に 関す る 知識 に お いて 、 正 し い 道 は 唯一 で す 。 こ れ は スン 


ナ 派 で す 。 こ の 世界 に 存在 する 全て の ム ス リ 
レ ヽ 預言 者 ム ハ ン マ の 道 を 変化 の 改悪 な し 
が で きる 要因 と な っ て いる の が 、 こ の 偉大 な 4 


ム に 正しい 道 を 示 


に 私 た ち が 学 ぶ こ と 


人 で す 。 そ の 一 人 


全 た や ーッ アー e デ ター イィ の ロー ツウ の ィ ルマン と 


サー ビ ト で す 。 イ スラ ー ム 学者 の うち 最も 偉大 な 人 の 一 人 で 、 


スン ナ 派 の 長 で す 。 2 人目 は イマ ー ム ・ マ ー 


リク ・ ビ ン ・ ア ナ 


ス 、3 人 目 が イマ ー ム ・ ム ハン マ ド ・ ビ ン ・ イ ドリ ス ・ シ ャ ー フ 


ィ イ ー、4 人 目 が イマ ー ム ・ ア フ マ ド ・ ビ ン 
ー が 彼ら 皆 に 慈悲 を お か け く だ さい ます よう 


・ ハ ン バ ル (アッ ラ 


今日 、 こ の 4 人 の イマ ー ム の 誰か 一 人 に で も 従わ な い 人 は 、 大 
き な 危 険 の 中 に あり ます 。 正 し い 道 か ら 逸 れ て し まっ て いる の で 


す 。 私 た ち は こ の 本 で 、 ハ ナ フ ィ ー 派 に 従っ た 


紹介 し て いま す 。 
この 4 大 イマ ー ム の 弟子 た ちの うち ? 人 は 、 
に 高め られ て いま し た 。 こ の 為 、 神 学 


礼 振 に つい て の 


事柄 を 、 こ の 学派 の 僅 大 な 学者 た ちの 書物 か ら 引 用 し 、 要 約 し て 


神学 の 知識 を 実 
に つい て の 学派 は 


2 つ あ り ま す 。 ク ルアー ン と ハデ ィ ー ス に 適っ た 信仰 と は 、 こ の 
2 つの 学派 が 示す 信仰 な の で す 。 ス ン ナ に 従っ た 信仰 の 知識 を 
地上 に 広め た の は この 2 人 で す 。 一 人 は アブ ー・ マ ンス ー ル ・ マ 


ー ト ゥ リ デ ィ ー で あり 、 も う 一 人 は アブ ー・ ル 


ー・ ア シュ アリ ー で す 。 


・ ハ サン ・ ア リ 


この 2 人 の イマ ー ム は 、 同 じ 信 仰 を 伝え て いま す 。 役 ら の 間 の 


| | 
| 芝 [ 
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いく つか の 差異 は 、 重 要 な も の で は あり ませ ん 。 真実 に お いて は 
同じ な の で す 。 イ スラ ー ム 学者 は 、 ク ルアー ン や ハデ ィ ー ス で 称 
状 さ れ て いま す 。 ク ルアー ン の ある 章 句 で は 、「 知 っ て いる 者 と 
知ら な い 者 が 同じ で あろ うか 」 と され て いま す 。 ま た 別 の 章 句 で 
も 、「 ム スリ ム よ 、 あ な た が 知ら な いこ と を 知っ て いる 者 に 尋ね 
な さい 」 と され て いる の で す 。 

ハデ ィ ー ス で は 次 の よう に 言わ れ て いま す 。「 ア ッ ラ ー と 天使 
た ち 、 そ し て 全て の 生物 は 、 人 に 善 を 教え る ムスリム た ちの 人 為 に 
ドゥ アー する 。」「 最 後 の 審 判 の 日 に は 、 最 初 に 預言 者 た ち 、 そ れ 
か ら 学 者 た ち 、 次 いで 痢 教 者 た ち が と りな し を 行う 。」「 人 々 よ 、 
知り な さい 。 学 者 た ちの 話 を 聞き 、 学 選 の で す 。」「 学 びな さい 。 
学ぶ こと は イ バ ー ダ で ある 。 教え る 人 、 学 ぶ 人 に は 聖戦 ( ジ ハ ー 
ド ) の サワ ー プ が 与え られ る 。」「 学 選ぶ こと は 、 サ ダ カ を 支払 うこ 
と の よう で ある 。 学者 た ち に 学ぶ こと は 、 タ ハッ ジュ ド の 礼拝 
だ NO クイ の の! ぶ こ と は 、 全 て の ナー フィ ラ ( 義 
務 で は な い ) 礼拝 より も より 報償 が ある 。 なぜなら 、 彼 自身 に 
も 、 彼 が 教え る 人 々 に も 有益 で ある か ら で あ る 。」「 他 者 に 教え る 
為 に 学ぶ 人 は 、 ス ッ ド ッ ー ク 誠実 な 人 々 ) と し て の サワ ー ブ が 与 
えら れる 。」「 知 識 は 、 PR 
で ある 。」「 学 びな さい 、 そ し て 教え な さい 。」「 あ ら ゆ る も の に 
源 が ある 。 篤 信 の 源 は 知識 を 備え た 人 の 心 で ある 。」「 教 える こ 
は 、 罪 の 償い と な る 。」 


第 5 の 条件 
来世 を 信じ る こと 


「 ワ ル ヤ ウ ミ ル アー ヒ リ 」: 最後 の 審判 の 日 を 信じ ます 、 と 
いう 意味 で す 。 こ の 時 の 始点 は 、 人 が 死ん だ 日 で す 。 最 後 の 審判 
の 終わ り ま で 続き ます 。 最 後 の 日 と いわ れる の は 、 そ れ に 続く 夜 
が 来 な い 為 で す 。 あ る い は 、 こ の 世界 の 後に 訪れ る も の だ か ら で 
す 。 最後 の 審判 が いつ 訪れ る か は 知ら され て いま せん 。 し か し 駐 
言 者 ムハンマド は それ に 関す る 多く の し る し を 伝え て お られ ま 
す 。 例 えば 、 マ フ デ ィ ー (救世 主 ) が 現れ 、 預言 者 イー サー が 
天 か ら ダ マス カス に 再 降臨 し ます 。 ダ ッ ジ ャ ー ル ( 偽 の 教 世 主 ) 


[【 
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が 現れ 、 ゴ グ と マ ゴ グ と 呼ば れる 人 々 が あら ゆる 場 有 
れ ま す 。 太陽 が 西 か ら 昇り 


ー ム の 知識 が 忘れ ま ら れ 、 


に 避 


エメ ン か ら 火 が 立ち 昇り 3 
いま す 。 


-。 ハ ラー ム に 当たる 行為 


募 場 で は 尋 間 が 行わ れ ま 


天使 た ちら に 答え る 為 に は 
し て 子供 た ち 


に も 覚え させ る の で す 。 
私 の 預言 者 は ムハンマド で す 。 私 の 教え は イス ラー ム で す 。 


を 双 乱 
大 き な 地 震 が 起こ り ま す 。 イ スラ 
罪 や 悪事 が 多く 行わ れる よう に 
が あら ゆる 場所 で 行わ れ ま す 。 イ 
ます 。 天 と 山 が 砕け 、 太 陽 と 月 が 光 を 失 


に 陥 


な り 


す 。 慕 場 で ムン カル と ナ キ ー ル と いう 
の こと を 覚え る べき で あり 、 
「 私 の 主 は アッ ラー で す 。 


私 の 


聖典 は クル アー ン で す 。 私 の キ ブ ラ は カー バ で す 。 私 の 学派 は ア 


最後 の 審判 の 日 に は 皆 カ 
ます 。 誠実 な 人 々 
ら 、 あ る い は 左 1 


人 FN 


の 記録 短 は 右側 か ら 、 
則 か ら 与 えら れ ま す 。 シル ク 


・ ハ ニー ファ の 学派 で す 。」 


* 蘇 り ま す 。 マ フシ ャ ル の 場 に 集め られ 


で 


(アッ ラ 


人 の 記録 和 島 は 
ー に 何 も の 
や や 不信 仰 以 外 の 全て の 罪 は 、 ア ッ ラ ー が 望ま れ 


後ろ か 


れ ば 許さ れ ま す 。 望ま れれ ば 小さ な 罪 の 為 に 六 が 与え られ ます 。 
行い を 量 る 為 の 竹 が あり ます 。 ス ラー ト 橋 が アッ ラ 


よっ て 地獄 の 上 に 
ル の 泉 が あり ます 。 


と りな し が 行わ れ ま す 。 


大 小 の 罪 が 許さ れる 為 


た ち 、 学 者 た ち 、 天 使 た ち 、 
され た 人 達 が と りな し を 行い 、 


こ 架 けら れ ま 


す 。 預言 


ラー ニ 


を 行う こ 


ほ 悟 


に 、 預 言 者 た ち 、 ワ リー た ち 、 
名 教 者 た ち 、 そ し て アッ ラー の 許 
それ は 受け 入れ られ ます 。 


者 ムハンマド だ け 


ー の 命令 に 


}+ の カウ サ 


と な くし て 死ん だ 信者 の 


実 な 信者 


H 


天国 と 地獄 は 今 で も 存在 し ます 。 天 国 は 七 、 層 の 天 の 上 に あり 
ます 。 地獄 は あら ゆる も の の 下 に あり ます 。 天国 に は 八 つの 扉 
が あり ます 。 地獄 は 七 層 に な っ て いま す 。 一 番目 の 層 か ら 七 番 
目 の 層 へ と 、 六 が 重く な っ て いき ます 。 
第 6 の 条件 
運命 を 信じ る こと 


「 ワ ビル カ デ リ ハイ 
ター ラー」: 運命 と 、 良 


リヒ ワ シャ ッ リ ヒ 
いこ と も 悪い こと も アッ ラ 


ミタ ダダ デー 
ー か ら で あ 
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る こと を 信 
と 、 災 い 、 


じ ま し た 、 と いう 意 
有益 な こと 、 


意味 で す 。 人 の 身 に 起こ る 
H 害 な こと 、 利 


ッ ラ フー が 定め られ た こと な の で す 。 


アッ ラー が 何 か の 存在 を 思 


良い こ 


Ne 


Si 


人 益 や 損失 の 全て は 


まれ る こと を 「 カ ダル 」 問い ます 。 


カ ダ ル 、 す な わ ち 望ま れ た 事象 が 存在 させ られ る こと を 「 カ ダ 


ー」 と 呼び ます 。 カ ダー と カ ダ ル の 言葉 は 、 そ れ ぞ れ 互 い の 意 味 
で も 用 いら れ ま す 。 
アッ ラー は し も べた ち に 意志 を 与え られ 、 こ の 意志 と 彼ら が 望 


むこ と を 、 事 象 の 創造 の 要 


因 と され まし た 。 


一 人 の し も べ が 何 か 


を 行う こと を 求め 、 ア ッ ラ ー も それ を 望ま れる の で あれ ば 、 ア ッ 
ー は その 事象 を 創造 され ます 。 
ー も 望ま れず 、 そ れ は 創造 され ませ ん 。 


こ 紹介 


ここ まで 簡単 ( 
学び た い 人 


ダディ の ペル シア 語 で 書か れ た 


フェ イズ ラー 師 の な され た 翻訳 で ある 『 
と て も 
世 で の 幸福 の 為 に 必要 十分 な の で す 。 
タワ ッ ク ル (信頼 ) を 

信仰 の 条件 で ある と いう クル アー の 
。 食卓 剖 で は 「 も し 信仰 が ある な ら 、 ア ッ ラ ー に つ 
と 、 イ ムラ ー ン 家 章 で は 「 当 然 ア ッ ラ 
頼 す る 者 を 愛さ れる 」 と 、 離 婚 章 で は 「 誰 か が アッ ラー 
彼 に は アッ ラー が 十分 で あら れる 」 と 、 人 


と いう 本 を 
り 、 そ の 上 恵み は 現 ] 
アッ ラー は 皆 に 


読ん で くだ さい 。 
世 と 来 


あたり ます 
いて 信頼 し な さい 」 


信頼 する の な ら 、 


で は ! ア ッ ラ テー は その し も べ に 


アッ ラー の 使徒 は 次 の よう 【 
マ の 一 部 が 、 私 に 示さ れ た 。 山 
に た くさ ん で ある こと に 私 は 
か 、 と 問わ れ た 。 私 は は い 、 と 


『 


し も べ が 求め な けれ ば アッ ラ 


し て きた スン ナ 派 の 教義 に つい て より 広く 
は 、 ハ キー カト ッ ゥ 出版 の 発行 し て いる 、 重 要 な イス ラ 
ー ム 学者 で あり 偉大 な ワリ ー で ある マ ヴ ラ ー ナ 


・ ク フー リド ・ バ グ 
信仰 の 書 』 と 、 カ マフ ル ・ 
皆 が 必要 と する 信仰 』 


H 益 で 素晴らし い 作 品 で あ 


命じ し られ まし た 。 信頼 は 
は 、 こ の 命令 の 一 つ に 


5 
に つい て 
団 章 


と っ て 十分 で は な い の か 」 と さ 
れ 、 ま た 他 に も 多く の 章 句 が あり ます 。 


こ お 


っ し ゃ られ まし た 。 


「 わ が ウン 


や 砂漠 を 満た し て いた 。 こ れ ほ ど 


驚き 、 


斉 ん だ 。 あ な た は 府 ん だ の 


答え た 。 彼 ら の うち わずか に 七 万 


人 が 罪 を 問わ れる こと な く 天 国 
の か を 私 は 尋ね た 。 そ の 行い 


せ ず 、 ア デッラ ラー 以外 の も の に つ 


に 行く 、 
に 魔術 、 
いて 信頼 せ ず 、 信 用 


と 言わ れ た 。 それ 
まじ な い 、 


は 誰 な 
占い を 混入 さ 
も し な い 人 々 
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で ある と 仰せ られ た 。」 こ の 話 を 聞い て いた 人 の うち ウ カ ー シ ャ 
( 後 の 上 に 平安 あれ ) が 立ち 上 が り 、「 ア ッ ラ ー の 使徒 よ 、 ド ゥ 
アー し て くだ さい 。 私 た ち も そ の 一 部 と な り ま し ょ う 」 と 言っ た 
時 、 預 言 者 ヘム ハン マ ド は 「 主 よ 、 彼 を その 一 部 と し て くだ さい 」 
と 言わ れ た の で し た 。 別 の 人 が 立ち 上 が っ て 同じ ドゥ アー を 求め 
た 時 に は 、「 ウ カー シャ は あな た より も 素早 く 行 動 し た 」 と 応じ 
られ まし た 。 
タワ ッ ク ル と は 、 や る べき こと を 行い 、 そ の 結果 に つい て は 思 
いわ ずら わな いこ と で す 。 
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第 2 部 
イ バ ー ダ と 礼拝 

イ バ ー ダ と は 何 か 

イ バ ー ダ ( 此 拝 行為 ) と は 、 私 た ちと 全て の 存在 を 無 か ら 創 造 
され 、 あ ら ゆ る 有 瞬間 に 存在 を 維持 され 、 目 に 見 える 、 あ る い は 見 
えな い 事 故 や 災い か ら 守 られ 、 あ ら ゆ る 瞬間 ( ET 素 
青 ら し いも の を 与え られ 、 育 まれ る 存在 で ある アッ ラー 0 
与え られ た 、 偉 令 と 禁止 事 順 を 実践 する こ と で す 。 拉 
ラー の 愛情 を 得 ら れ た 預言 者 た ち 、 ワ リー た ち 、 OO 
に な ろう と する こと 、 従 うこ と で す 。 
自ら に 無数 の 恵み を 与え られ た アッ ラー に カカ の 限り 感謝 する 
こと は 、 人 と し て の 務め で す 。 MIN 
借り で す 。 し か し 人 は 、 自 ら の 不 完全 な 知性 や 狭い 考え に 
絡 アッ ラー へ の 感謝 や 敬意 と な る 事柄 を 見 つけ る こ 0 

ん 。 感謝 する こと 、 散 意 を 示す こと が 可能 と な る 行い が アッ ラ 
提 2 は 、 称 替 の つも り で 行っ た こと が け 
な す と いう 意味 に な る か も し れ な い の で す 。 

そう 、 人 々 が アッ ラー に 対し 、 心 、 言 到 、 そ し て 体 で 行う 
感謝 の 行為 、 つ まり し も べ と し て の 務め と いう も の は 、 ア ッ ラ 
ー に よっ て 教え られ 、 そ れ が 預言 者 ムハンマド に よっ て 示さ れ た 
の で す 。 ア ッ ラ ー が 示さ れ 、 命 じ ら れ た し も べべ と し て の 務め を 、 
イス ラー ム と 呼び ます 。 ア ッ ラ ー へ の 感謝 は 、 そ の 使徒 た ちら が も 
た らし た 道 に 従う こと で 可能 と な り ま す 。 こ の 道 に 従わ むず 、 こ れ 
に 適さ な い 全 て の 感謝 や イベ バー ダ を 、 ア ッ ラ ー は 認め られ ず 、 ま 
た 好ま れ ま せん 。 なぜなら 人 が 素晴らし いと 思う も の の 中 で あ 
っ て も 、 イ スラ ー ム に お いて は それ が 好ま れず 、 本 いも の 
で ある と 見 な され る も の は 多く ある か ら で す 。 

つま り 、 知 性 を 持つ 人 が アッ ラー に 感謝 し 、 イ バー ダ を 行う 為 
に は 、 預 言 者 ムハンマド に 従う こと が 必要 と な る の で す 。 

預言 者 へ ムハンマド に 従う 人 は ムスリム で す 。 ア ッ ラ ー に 感謝 す 
る こと 、 つ まり 預言 者 ムハンマド に 従う こと を 「 イ バー ダ を 行 
う 」 と 言い ます 。 

イス ラー ム は 2 つ に 区 分 され ます 。 

1. 心 に よっ て 信じ 、 信 仰 す る べき 事柄 
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2. 体 や 心 に よっ て 行わ れる べき イ バ ー ダ 

体 に よっ て 行わ れる イ バ ー ダ に うち 最も 尊い も の が 、 礼 拝 で 
す 。 ム カッ ラフ 責任 能力 者 で も る 全て の ムスリム が 日 に 5 回 礼拝 
を 行う こと は ファ ルド (義務 ) な の で す 。 


ムカ ッ ラ ブフ と は 誰 の こと か 

知性 を 持ち 、 思春 期 に 達し て いる 箇 女 を ムカ ッ ラ フ と 呼び ま 
す 。 ム カッ ラフ で ある 人 は 、 ア ッ ラ ー の 命令 と 禁止 事項 に 従う 責 
任 を 持ち ます 。 イ スラ ー ム で は 、 ム カッ ラフ で ある 人 に 、 ま ず 信 
仰 す る こと 、 それ か ら イ バー ダ を 行う こと が 命じ られ て いま す 。 
さら に 、 行 うこ と が 禁じ られ て いる ハラ ー ム 及び マク ルー フ の 
柄 を 避け る こと も 必要 で す 。 

知性 は 、 理解 する 為 の で す 。 益 の ある こと を 害 の ある こと ヵ 
ら 区 別 す る 為 に 創造 され た も の で す 。 知 性 は 一 つの 計測 機器 の 
MY も の うち より 良い も の を 、9?2 つ の 悪い 
の の うち より 悪い も の を 識別 し ます 。 知 性 を 持つ 人 と は 、 た だ き 
と 悪 を 区 別 す る の で は な く 、 良 い も の を 見 た 時 に そちら を 選 
び 、 悪 いも の を 見 た 時 は それ を 放棄 する 人 な の で す 。 知 性 は 目 
の よう な も の で あり 、 イス ラー ム は 光 の よう な も の で す 。 光 が 
な けれ ば 目 で 見 る こと が で き な い の で す 。 
思春 期 と は 、 成 封 し た 年 齢 と いう こと で す 。 男の子 が 思春 期 に 
達する の は 、12 歳 を 満了 し た 時 点 で 始ま り ま す 。 男の子 が 思春 
に 達し た こと を 示す 徴 師 が あり ます 。 こ の 徴候 が 見 られ な い 場 合 
は 、15 歳 に な っ た 時 点 で イス ラー ム に お いて は 思春 期 に 達し た と 
判断 され ます 。 
女の子 が 思春 期 に 達する こと は 、9 歳 を 満了 し た 時 点 で 始ま り 
で す 。 女 の 子 か 思春 期 に 達し た 徴 侯 が 全く 見 られ な い 場 合 は 、15 
蔵 を 満了 し た 時 点 で 思春 期 に 達し た と 判断 され ます 。 
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ムカ ッ ラ フ の 行い (イス ラー ム 法 ) 

イス ラー ム の 教え が 教え て いる 命令 や 禁止 事項 を 「 シ ャ ー リ ア 
法 」 も し く は 「 イ スラ ー ム 法 」 と 呼び ます 。 こ れ ら を 「 ム カッ ラ 
フ の 行い 」 と も 呼び ます 。 ム カッ ラフ の 行い は 8 つ あ り ま す 。 フ 
アル ルド 、 ジー ジブ プ 、 スシ ンチ 、 ふ る ス タダ ハバ プ 、 み パー ブ プ 、 ハ ラー 
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ム 、 マ クル ー フ 、 そ し て ム フ シ ド で す 。 
ファ ルド : アッ ラー が 、 そ れ を 行う こと を クル アー ン で 明白 に 、 
絶対 的 に 命じ て お られ る こと を ファ ルド と 呼び ます 。 フ ァ ル ド を 
棄 す る こと は ハラ ー ム で す 。 そ れ を 信じ な い 人 、 そ の 実践 に 重 
き を 置か な い 人 は 不信 仰 者 と な り ま す 。 フ ァ ル ド に は 2? 種類 あり 
ます 。 
2 アイ ン (個人 的 義務 ) : ムカ ッ ラ フ で ある ムスリム が 
皆 、 そ れ ぞ れ に 行う こと が 必要 な ファ ルド で す 。 信仰 する こと 、 
ウド ッ ゥ ッ ー を 行う こと 、 グ スル を 行う こと 、 日 に 5 回 の 礼拝 を 行う 
こと 、 フ マダ ー ン 月 【 こ 断 食 を 行う こと 、 豊 か で あれ ば ザ カ ー ト を 
支払 うこ と 、 巡 礼 に 行く こと な ど は ファ ルド ・ ア イン で す 。 832 の 
ファ ルド 、54 5 ド が 知ら れ て いま す 。 
ファ ルド ・ キ ファ ー ヤ (社会 的 義務 ) : ムスリム の うち 数 人 、 も 
し く は た っ た 一 人 で あれ それ を 行う の で あれ ば 、 他 の 人 々 は その 
義務 か ら 救 われ る こと に な る ファ ルド で す 。 な され た 挨拶 に 答え 
る こと 、 遺 体 を 洗浄 する こと 、 葬 儀 の 礼拝 を 行う こと 、 ク ルアー 
ン を 全て 暗記 し て ハー フィ ズ に な る こと 、 ジ ハー ド (聖戦 ) を 行 
うこ と 、 工 業 や 質 易 に 必要 と な る も の 以上 に 、 宗 教 的 、 科 学 的 な 
知識 を 学ぶ こと と いっ た ファ ルド が それ に あたり ます 。 


の の 人 義 ME 
呼び ます 。 こ の 命令 の クル アー ン に お ける 根拠 は 、 フ ァ ル ド ほ ど 
に 明白 で は あり ませ ん 。 疑問 の 余地 の ある 証拠 に よっ て 確定 され 
て いる も の で す 。 ウィト ル の 礼拝 を 行う こと 、 イ ー ド の 礼拝 を 行 
うこ と 、 豊 か で あれ ば 犠牲 の 動物 を 層 る こと 、 フ ィ ト ラ を 支払 う 
こと は ワー ジブ で す 。 ワー ジブ の 規定 は ファ ルド に 近く 、 ワー 
ジブ を 放棄 する こと は ハラ ー ム に 近い マク ルー フ で す 。 ワ ー ジ ブ 
で ある 事 を 信じ な い 人 は 不信 仰 者 と な り ま す 。 し か し それ を 実行 
し な か っ た こと で 地獄 の 罰 の 対象 と な る こと は あり ませ ん 。 


スン ナ : アッ ラー が 明白 に 示さ れ て は お ら ず 、 た だ 預言 者 ム ハ ン 
マ ド が その 実行 を 奨励 され 、 あ る い は 継続 的 に ご 自身 が 行わ れ 、 
ある い は 他 の 人 が それ を 行っ て いる の を 見 られ て も それ を 止め ら 
れ な か っ た 事柄 に つい て 「 ス ン ナ 」 と 呼び ます 。 ス ン ナ を 気 に 入 
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ら な いと する こと は イス ラー ム の 否定 で す 。 そ れ を 気に入り 、 か 
つ 実 践 は し な い 場 合 、 久 は あり ませ ん 。 し か し 理由 な く 継 続 的 に 
それ を 放棄 する 人 は 、 災 いや や 六 の 対象 、 も し く は サワ ー ブ を 減ら 
され る こと の 対象 と な り ま す 。 例 々 えば 、 ア ザー ン を 唱え る こと 、 
イカ ー マ を 行う こと 、 集 団 で 礼拝 を 行う こと 、 ウ ドッ ゥ ッ ー を 行う 時 
に ミス ワー ク を 用 いる こと 、 結 婚 し た 夜 に は 食事 を ふる まう こ 
と 、 子 供 に 割礼 を 受け させ る こと な ど で す 。 

スン ナ に は ? 種類 が あり ます 。 

スン ナ ・ ム アッ カ ダ : 預言 者 ムハンマド が 継続 的 に 行わ れ 、 行 わ 
れ な か っ た こと の な い 強 い ス ン ナ で す 。 ファルド の 礼拝 の スン 
ナ 、 ズ フル の 最初 と 最後 の スン ナ 、 マ グリ ブ の スン ナ  、 イ 
シャ ー の 最後 の ゥ ラ カ ー ト の スン ナ が それ に あたり ます 。 これら 
の スン ナ は 、 理 由 な くし て 放棄 する こと は で きま せん 。 これ を 気 
に ら な い 人 は 不信 仰 者 と な り ま す 。 

スン ナ ・ ガ イリ ・ ム アッ カ ダ ( ム ア ッ カ ダ で は な い ス ン ナ ) : 預 
言 者 ムハンマド が イ バ ー ダ と し て 時 折 行 われ た こと で す 。 ア スル 
と イシ ャ ー の 4 ラ カ ー ト の 最初 の スン ナ が これ に あたり ます 。 こ 
れ ら は し ば し ば 放棄 され た と し て も 何 か を 必要 と する こと は あり 
ませ ん 。 理 由 な く 完 全 に 放棄 する こと は 、 人 破滅 や 、 と りな し を 受 
けら れ な いと いっ た こと の 要因 と な り ま す 。 

5 人 か ら 10 人 の 人 が 実行 すれ ば 、 他 の ムスリム に 対し て は 取り 
肖 さ れる スン ナ は 「 キ ファ ー ヤ の スン ナ 」 と 呼ば れ ま す 。 挨 拶 を 
行う こと 、 お 籠り を 行う こと な ど で す 。 ウ ドゥー を 行う 時 、 飲 食 
や 。 良い 行い の 初め に ビス ミッ ラー と 唱え る こと は スン ナ で 
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ム ス タ ハ ブ : これ は マン ドゥ ー ブ 、 ア ー ダ ー ブ (礼儀 ) と も 呼ば 
れ ま す 。 ム アッ カ ダ で は な い ス ン ナ に 当て は まり ます 。 問 言 者 ム 
ハン マ ド が その 生涯 に 一 度 か 2 度 で あれ 行わ れ 、 愛 され 、 好 まれ 
て いた 事柄 で す 。 生 まれ た 子供 に 生後 7 に 名 前 を 与え る こ 
と 、 男 女の子 供 の 為 に アキ ー カ と し て 動物 を 層 る こと 、 着 こなし 
に 気 を 配る こと 、 芳 符 を つけ る こと は ム ス タ ハ ブ で す 。 これら を 
行う 人 に は 多く の 報償 が あり ます 。 行 わな か っ た 人 に 罰 は あり ま 
せん 。 と りな し を 受け られ な いと いう こと も あり ませ ん 。 
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ム バ ー フ : 行う こと が 命じ られ て お ら ず 、 生き 
い 事 柄 を ム バ ー フ と 呼び ます 。 つ まり 、 罪 で ある こと 、 命 令 

の 従属 で ある こと が 教え られ て は いな い 事 柄 で す 。 良 い 計 志 で 
行わ れ た 場合 に は サワ ブ が 、 悪い 意志 で 行 われ た 場合 に は 衣 衣 が 
与え られ ます 。 眠る こと 、 合 法 な も の を 食べ る こと 、 合 法 で ある 
こと を 条件 に 様々 な 衣装 を 身 に 着け る こと と いっ た 事柄 は ム バ ー 
フ で す 。 これら は イス ラテ ラーム! に 従い 、 そ の 但 令 に 従う こと を 意 
志 し つつ 行え ば 善行 と な り ま す 。 健康 で あり 、 イ バー ダ を 行う こ 
と を 意志 し て 飲み 食い する こと が これ に あたり ます 。 
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ハラ ー ム : ア ッ ラ ー が クル アー ン で 「 行 な っ て は いけ な い 」 と 明 
白 に 禁じ られ た 事柄 で す 。 ハ ラー ム を 行う こと 、 ハ ラー ム を 用 い 
る こと は 絶対 に 禁止 され て いま す 。 ハ ラー ム で ある も の を 合法 で 
ある と 言う 人 、 合 法 で ある も の を ハラ ー ム と 言う 人 の 信仰 は 失わ 
れ 、 不 信仰 者 と な り ま す 。 ハ ラー ム で ある も の を 放棄 する こと 、 
それ ら を 避け る こと は ファ ルド で あり 、 大 き な 和 善行 と な り ま す 。 
ハラ ー ム に は 2 種類 あり ます 。 
ハラ ー ム リ - アイ ニ ヒ ー : 人 を 和 殺 、 玉 、 同 性 同志 の 性 
交 、 賭 博 、 ワ イ 人 衝 か 凍 A か 
嘘 を つく こと 、 科 盗 を 行う こと 、 朋 の 肉 、 血 、 及 び 死 肉 を 食べ る 
こと 、 女 性 や 少女 た ち が 頭 や 腕 、 足 を 露出 し た 状態 只 で 外 に 出る こ 
と は ハラ ー ム で あり 、 大 き な 罪 で す 。 誰 か が ハラ ー ム を 行う 際 に 
ビス ミッ ラー と 唱え れ ば 、 あ る い は それ が 合法 で ある と 信じ る な 
ら 、 も し く は アッ ラー が それ を 禁じ られ た こと を 軽視 する の で あ 
移 ば 、 不 信 促 者 どなり ます 。 こ れ ら が ハラ ー ム で ある こと を 信 
じ 、 恐 れつ つも 行っ た 場合 は 不信 仰 者 と は な り ま せん 。 し か し 地 
獄 の 罰 の 対象 と な り ま す 。 も し 意地 を 張っ て 悔 悟 し な いま ま 死 ね 
ば 、 信 仰 な し に この 世 を 去る 要因 と な り ま す 。 
ハラ ー ム リ . ガイ リヒ ー : これ ら は 本 質 的 に は 合法 で ある も の 
の 、 他 者 の 権利 ゆえ に ハラ ー ム と な る も の で す 。 例え ば 誰か の 庭 
較 に 入り 、 持 ち 主 の 許可 な く 果 物 を も いで 食べ る こと 、 家 財 や お 
金 を 盗ん で 使う こと 、 信 託 を 裏切る こと 、 わ いろ や 利子 、 賭 博 で 
資本 や お 金 を 得る こと な ど で す 。 こ れ ら を 行っ た 人 は 、 そ の 際 に 
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マク ルー フ は 2 種類 あり ます 。 
タフ リー マン ・ マ クル ー フ (ハラ ー ム に 近い マク ルー フ ) : 
ジブ で ある 事柄 を 行わ か いこ と で す 。 ハ ラー ム に 
と な り ま す 。 これ ら を 行う こと は 罰 を も た らし 
際 、 真 上 に ある 際 、 沈 む 際 に 礼 料 
意図 的 に 行っ た 人 は 、 反 抗 し 罪 を 行っ た こと に な り ま す 。 地獄 の 
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い 


に 近 


い マ クル ー フ ) : 


も し く は 行わ な いこ と が 行う 


事柄 で す 。 ム アッ カ ダ で は な い ス ン ナ や 、 


れ て いる イ バ 
礼 、 ザ カー 
や 啓典 に 
を 中 断 さ せま 


ダ を # 


ド 効 と 


ー = 


し ます 。 断食 中 ( 
ます 


o 


区 


ーッ 尿 


呈 を 行わ な いこ 


すう 


する 事柄 で す 。 信仰 や 礼拝 、 
や 取引 を 中 断 す る こと な ど で す 。 例 え 
文句 を つけ る こと は イス ラー ム へ の 憎悪 を 意味 し 、 
す 。 礼 拝 中 に 


と 


天 2 フ ー 


こと は 。 ウル ドゥ ピ 


始 さ 
婚 如 や 巡 
仙 。 チタ グー 
信仰 
民 効 と 


と 礼拝 を 3 


的 に 飲み 食い する こと は 、 断 食 を 中 断 さ せ 


す 。 ム バー フ の うち 、 ア ッ ラ ー が 
及び 「 ハ サナ 」 と 呼び 


られ ます が 、 
す 。 


ーー] 礼拝 の 書 ーー 一 


ファ ルド 、 ワ ー ジ ブ 、 そ し て スン ナ を 行う 人 、 そ し て ハラ ー ム 
や マク ルー フ を 避け る 人 に は 、 報 償 が 与え られ ます 。 ハ ラー ム や 
マク ルー フ を 行い 、 ワ ー ジ ブ を 行わ な い 人 に は 罪 が 記さ れ ま す 。 
ー つ の ハラ ー ム を 避け る こと の サワ ー ブ は 、 一 つの ファ ルド を 行 
うこ と の サワ ー ブ よ り も より 大 き な も の と な り ま す 。 マ クル ー フ 
を 避け る サワ ー ブ は 、 ス ン ナ の サワ ー ブ よ り も より 大 き な も の で 


イス ラー ム の 敵 た ち 


イス ラー ム の 敵 


大 の 敵 が ユダ ヤ 教 徒 と 偶像 崇 提 


の 多く が 偶像 


みみ ツ プー" 


は 自 


案 ざ れる も の を 「 ハ イル 」 


E す 。 これ ら を 行う 人 に も サワ ー ブ が 与え 
この サワ ー ブ は スン ナ の サワ ー ブ よ り も わずか で 


は 、 イ スラ ー ム を 減 亡 させ る 為 に スン ナ に 
従っ た 書物 を 攻撃 し ます 。 ク ルアー ン の 食卓 章 で は イス ラー ム の 
E 者 で ある と され て いま す 。 偶像 
崇拝 者 と は 、 偶 像 や 彫像 を 崇拝 する 不信 仰 者 で す 。 キリスト 教徒 
E 者 で ある こと は 明らか で す 。 イ エメ ン の アブ ド 
ビン ・ サ バ と いう ユダ ヤ 人 は 、 ス ン ナ に 従う 人 々 を 減 
亡 さ せる 為 に シー ア 派 と いう 分 派 を 作り ま 
ら を アラ ウイ ー- 派 と 呼び 
ス 人 た ち は 、 あ ら ゆ る 帝国 主義 


し た 。 シ ー ア 派 の 人 々 


E す 。 イ スラ ー ム の 敵 で ある イ ギ リ 
向 な カカ で 、 イ ンド や アフ リカ か ら 
集め た 金 に よっ て 、 流 血 を 伴う 戦乱 と ワッ ハー プ 派 と 名 付け られ 


た 偽り に 満ち た 書物 に よっ て スン ナ に 従う 人 々 を 攻撃 し まし た 。 


世界 の どこ で あっ て も 、 永 遠 の 幸 福 を 得 た い 人 は 、 シ ー ア 派 や ソ 
ッ ハ ー プ 派 の 書物 に 騙さ れず 、 ス ン ナ に 従う 学者 た ちの 書物 に し 


っ か り と 従う 


こと を お 勧 めし 3 


イス ラー ム の 条件 


イス ラー ム に 入っ た 人 々 、 す な わり ム ス ! 
で あり 、 必 ず 行 わな けれ ば いけ な い 5 つ の 載 


す 。 
イス ラー ム の 条 信 


E す 。 


ド アン ラー 


E の 一 つ は 、 信 仰 告 


イラ ー ハ 


(カカ! 
行う こと で す 。 カ リマ ・ シ ャ ハー ダ を 行 5 
イッ ラッ ラー フ ワ アシ ュ ハ ド 


ム に と っ て ファ ルド 
本 的 な 務め が あり ま 


マ ・ シ ャ ハー ダ ) を 
こと と は 、! ア シュ ハ 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


アン ナ ム ハ ン マ ダ ン アブ ドゥ フー 
を 持ち 、 
の で きる 人 が 「 天 と 地 に は 、 ア ッ 
何 
真 に 祭 拝 さ れる べき お 方 は た だ アッ ラー で あら れる 。 
30 
一 切 の 不足 は な く 、 そ の お 名 前 は アッ ラー 
に 信じ る こと で す 。 そ し て 
ヨ 色 の 輝 か し く 


の 。 る の ま 上 、 線 侍 


拝 ま れる べき も の な ど 、 


ー は その 存在 が 必 
に あり 、 そ の お 方 
で ある 」 と いい 、 
さら に バラ の よう 


IS 
に 赤み が か っ た 


| 去 


ワ ラス ー ル フ 」 と 言う 


Eh の 2 


以 
5 


7 
2 
2 


三山 


ー つ 、 


お 方 で あり 、 


る 対 的 


に 達し て お り 、 話 すこ と 
外 に 崇拝 され る べき 存在 
と し て 存在 し な い 。 

アッ ラフ 
全て の 崇高 さがそ の お 方 


愛さ 


れる お 顔 を 持ち 、 黒 い 


眉 と 黒い 目 


な 属 
アラ ブ 人 と 呼ば れ 、 
子 で ある ムハンマド 
の し も べべ で あり 、 
る アー ミナ の 上 息子 で 


し た 。 


イス ラー ム の 5 つの 条件 の 5 つめ は 、 そ の 条件 
に 礼拝 を 行う こ 


定時 


月 で 、 毎 5 回 、 


ノ ュ ッ ー て / 


彼 の 上 


ム 家 の 一 員 で 
に アッ ラフ 


を 持ち 、 


聖 な 額 は 広く 、 立 派 


E 格 と 甘美 な 言葉 を 持た れ 、 ア ラビ ア の マッ カ で 生ま れ た 為 に 


あり アブ ドゥ ッ ラ ー の 


や 人 


ー の 平安 あれ ) が アッ ラー 
使者 で ある と いう こと で す 。 


彼 は ハブ の 娘 で あ 


や ファ ルド に 6 
と で す 。 全 て の ム ス リ 


が 毎日 、 時 間 に な る と 


に 5 


日 


の 礼拝 を 


ー と テク スー 


に 実 


スン ナ に 注意 を 払い 、 


了 す る こと は ファ ルド で す 。 礼 1 
アッ ラフ 


伴 を 、 


つっ 
ム 
り 


行い 、 そ れ ら を 時 間 通 
ファ ルド 、 ワ ー ジ ブ 、 


に 集 


し 、 


時 間 が 過ぎ て し まわ な 


いう ち に 行う こと が 必要 な の で す 。 ク ルアー ン で は 礼拝 は 「 サ ラ 


ー ト 」 
ッ ア ー ボ る と と 、 


天使 が ! 


と 呼ば れ ま す 。 サ ラー 


と は 、 前 


生 悟 する こと 、 


れる こと 、 
ラー ト と は 、 イ ノ 


ーッ 
い 、 


惹 し まれ る こと を : 


に ーー 


味 し ます 。 


忌 


E の 言葉 を 唱え る こ 


レミ ハー ル の 本 が 教え て いる 


と を 意味 し ま 


フ の タク ビー ル 」 で 始ま り ま す 。 

へ その 下 ま で 下ろ し 、 

える こと に よっ て 始め られ る の で 
向け 、 挨 拶 を 行う こと で 完了 し ます 。 

0 ム の 5 つの 条件 の 3 つめ は 、 財 産 か ら ザ カー ト を 支払 う 

「 ザ カー ト 」 の 辞 

に ずる こと こ ょ と いう も の で す 。 イネス ダーム 区 


で 上 げた 後 、 


肩 に 


II 
状態 


す な わ 


コー 
o 


FE 書 的 な 意味 は 


書 に よる と 、 人 が ド 
アッ ラー が 慈悲 を か けら 
イス ラー ム に お ける サ 
用 で E の 動作 を 行 
す 。 礼拝 は 「 イ フ テ ィ タ 
ち 男 性 が 手 を 耳 の 高 さ ま 


「 ア ッ ラ ー フ アク バル 」 と 


最後 の 座位 で 頭 を 左右 の 


、 靖 潔 さ 、 称 賛 、 良 い 
お ける ザ カ ー ト と 


は 、 必 要 不 可 欠 な 額 以 上 、 か つ 「 ニ サー ブ 」 と 呼ば れる 一 帯 の 基 


準 ( 


られ ます 。 区 


と すぐ に ウシ ュ ル カ 


ーー 礼拝 の 書 


こ 応 じ た 「 ザ カー ト の 財産 」 を 持つ 人 が 、 
分 け 、 ク ルアー ン で 示さ れ て いる ムスリム た ち に 
と な く 与 える こと を 意味 
学派 で は 、 
す 。 人 金 や 銀 の ザ カ ー ト 、 
牧 し た 4 本 足 の 家畜 の ザ カ ー 
す 。 こ の 4 つめ の ザ カ ー ト は 


に 


すず: ザ カ 


し ン 


貿易 品 の ザ カ 
、 大 昌 
ウ シュ / 
支払 われ 


放 


昌 


ブ の 量 に 達し た 


イス ラー ム の 5 つの 条 作 
0 断食 を 行う 

と は 、 辞 書 的 に は ある も の を ある も の か ら 守 る こと を 意味 し ま 
す 。 イ スラ ー ム で は 、 条 件 に 従い つつ 、 ラ マダ ー ン 月 に アッ ラー 


が 命じ られ た ゆえ に 


し 


渉 で す 。 ラ マダ ー ン 月 は 空 に 新 
前 も っ て 計算 
イス ラー ム の 5 つの 条 信 


す 。 


行う こと で す 。 道 1 
行っ て 戻っ て くる 


に と っ て 、 生 涯 に 
し 、 ア ラフ ァ ト に 


が 安全 で あり 、 
E で 後に 残す 子供 た ちの 4 
し 引い て 残っ た お 金 で その 地 ( 
一 度 、 イ フラ ー ム の 状態 で カー バ 神 
滞在 する こと は ファ ルド で す 。 


E 後 に 支払 われ ま 
EE の 4 つめ は 、 


呈 


を 
v 7 チ 


され た 暦 で は 
EE の 5 つめ は 、 
肉 


に 行っ て 


4 つの 種類 の ザ カ ー 


と を 「 サ ウム 」 


日 3 つの も の か ら 
ます 。 こ の 3 つの も の は 、 食 べ る こと 、 飲 むこ と 、 そ し て 性 交 
H が 見 られ る こと に より 始め 


トーー- 


財産 の 一 定量 を 取 
こ 、 恩 を 着せ る こ 
類 の 人 々 に 与え 
の 財産 が あり ま 


年 以上 牧草 地 で 放 


ー ト は 七 種 


リス 


ー ト 、 


凶 か ら の 収穫 の ザ カ ー ト で 
レ と 呼ば れ 
ます 。 他 


す 。 
の 3 つの ザ カ ー 
す 。 

ラマ ダー ン 月 に 
と 呼び 


以 穫 され る 
は 、2 サ 


日 断食 を 
すす 。、 ザウ み 


自分 を 守る こと を 意味 


6 


始め られ ませ ん 。 


生涯 に 一 度 巡 礼 を 
体 が 健康 で あり 、 マ ッ カ に 
E 活 に 必要 な お 人 金 を 差 
帰っ て くる こと の で きる 人 
殿 を 周回 


ここ で 準 げ られ た イス ラー ム の 5 つの 条件 の うち 最も 崇高 な も 


間 人 カリ マ ・ シ ャ ハ 


に 次 いで 尊い こ 


肝 
高 で ある こ 
の 4 つの 条 作 
ある と 見 な し て い 
初期 初め て 


と に つ し 


テ 


月 上 


礼拝 は 、 預 言 者 と し て の 活動 の 11 有 
前 の ミー ラー ジュ の 夜 に ファ ルド と 


ダ を ! 


ます 。 カ 


旧 え 、 そ の 意味 を 信じ し る こと で す 。 
と は 礼拝 で す 。 そ れ か ら 断 食 、 そ れ に 
友 後に ザ が カー ト と な り 3 


こ 次 いで 


リマ ・ シ ャ ハー ダ が 最も 宗 


\ て 『{ 


E す 。 カ リマ ・ シ ャ 
ファ ルド と され た 


学者 た ちの 意 
E の 順序 に つい て は 、 学 者 た ちの 多く が 


見 が 一 健 し て いま す 。 残り 
先述 の よう で 


| 45 


ハー ダ は 、 イ スラ ー ム の 最 
事柄 で し た  。 日 に 5 回 の 
、 ヒ ジュ ラ の 1 年 数 か 


きれ まし だ 。 アマ ダー ン 月 


ーーー] 礼拝 の 書 ーー 一 


の 礼拝 は 、 ヒ ジュ ラ 歴 2 年 目 の シ ャ ー バ ン 月 に ファ ルド と され ま 
し た 。 ザ カー ト の 支払 い は 、 断 食 が ファ ルド と され た 年 の 
ラマ ダー ン 月 に ファ ルド と され まし た 。 巡 礼 は ヒジ ュ ラ 歴 9 年 に 
ファ ルド と され まし た 。 


ーー | 礼拝 の 書 ーー 一 


第 3 部 


イス ラー ム に お いて 、 信 仰 に 


で す 。 礼拝 
の で あり 、 
礼拝 は サラ ー ト 
悲 、 悔 惜 を 意味 


は 信仰 の 柱 で す 。# 


と いわ れ ま す 。 サ ラー ト は 本 来 、 ド ゥ アー、 慈 
は この 8 つの 意味 を 全て 含む も の で 


し 、 礼拝 


ノー ニー 


礼拝 を 行う 


こ 次 いで 最も 宗 高 な イ バ ー ダ は 礼拝 


L 拝 は イ バ ー ダ の 


イス ラー ム の 2 つめ の 条件 で す 。 ア ラビ ア 語 


ある 為 に サラ ー ト と 呼ば れる の で す 。 


アッ フー の 最 
に 5 
で 、 信 仰 
イス ラー ム で 
の 日 


ロ 


に 次 いで 


も 好ま れ 、 繰 り 返 し 繰り 返し 命じ られ た こ 
の 礼 振 で す 。 ア ッ ラ ー が ムスリム に 対し て 命令 し た も の 
区 も 重要 な も の が 礼拝 を 行う こと で す 。 

区 初 に 命じ られ た ファ ルド も 礼 持 
、 信 仰 に 


次 いで 最初 に 


す 。 日 に 5 


ロ 


の 礼拝 を し て 


ら 救 われ 、 永 遠 
国 に 至る こと は 、 
す 。 正 し い 礼 振 
ず に 


集め 、 人 を アッ 
預言 者 ム ハ ン マ 


ム の 柱 で ある 。 礼 提 


行う こと の な い 


の 救い 


区 や も 祭 高 な も 
* ぶ は 


慈 


で 


と が 、 


問わ れる こと は 
いた 人 


の 為 に は まず 


ド は 次 の よう 


です 。 最 後 の 審判 


礼拝 に つい て で 


は 、 全 て の 苦し みや や 試み か 
に 至り ます 。 地 獄 の 炎 か ら 救 われ て 天 
礼 捧 を 正しく 行う こと に よっ て 可能 
不足 な く ウ ドッ ー を 行い 、 
礼 振 を 始め る こと が 必要 で す 。 礼拝 に 
良 の 形 で 行う べく 努力 すべ き な の で す 。 イ バー ダ の 全て を そこ に 
le 0 


と な る の で 
気 を 緩め 


全て の 動作 を 最 


礼 振 で す 。 


言わ れ ま し た 。「 礼 拝 は イス ラー 


礼拝 を 正しく 行う こと で 誉れ を 与え られ た 人 


拝 は 、( 人 を ) 
ず 。 

人 を 悪 
外見 だ け の 礼拝 
で は 、 外 見 だ け 
ー ム 学者 た ち ! 
の 全 


醒 行 と 悪 


事 か ら 遠 ざ 


で す 。 同 時 に 、 
の 礼拝 を も 放 来 


け な い 礼拝 


放 する べき で は あ 


は 、 正 し い 礼 拝 で は あり 3 
正しい 礼拝 が で きる よ 2( 


00 作者 00 まお 
人 は 、 当 然 イ スラ ー ム を 月 壊さ せる 。」 
人 は 、 醍 い 、 
いか ら 守 られ ます 。 と いう の も 、 賜 昧 章 第 45 節 で は 「 本 当 に 
肝 か ら 遠 ざけ る 」 と され て いる た め 


せん 。 
に な る ま 
ませ ん 。 イ スラ 


9 
て 


人 


よ 、「 一 つの こと を 全て で き な い の で あっ て も 、 そ 


て を 放棄 し て は いけ な い 」 と し て いま す 。 無 


k 限 の 恵み の 主 で 


ある アッ ラー は 、 外 見 だ け の も の で も 本 来 の も の と し て 認め られ 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


る か も し れ ま せん 。 こ の よう な おか し な 礼拝 を する くら いな ら 礼 
拝 な どす る な 、 と 言っ て は いけ な い の で す 。 こ の よう な お か し な 
や り 方 で は な く 、 正 し く 礼 拝 し な さい 、 と 言う べき な の で す 。 そ 
し て その 誤り を 正す べき で す 。 この 繊細 さ を 十 分 理解 する 必要 が 
あり ます 。 

礼拝 は 集団 で 行う べき で す 。 集団 で 行う こと は 、 個 人 で 行う よ 
り も より 大 き な サ ワー ブ を も た らし ます 。 礼拝 で 全て の 器官 が 謙 
虚 さ を 示し 、 そ の 心 も ア ッ ラ ー へ の 景 居 を 抱い て いる こと が 必要 
で す 。 人 を 現世 と 来世 で 、 人 災い や 苦し みか ら 救 う の は た だ 礼拝 で 
す 。 ア ッ ラ ー は 信者 た ち 章 の 初め の 部 分 で 、「 信 者 た ち は 、 確 か 
に 勝利 を 勝ち と る 。 か れ ら は 、 礼 拝 に 敬 度 で あり 」 と 仰せ られ て 
いる の で す 。 
危険 と 恐れ の ある 場所 で 行わ れる イ バ ー ダ の 価値 は 何 倍 も 高 ま 
り ま す 。 敵 が 攻撃 し て きた 時 に 兵士 が ささ や か な 仕事 を 行う こと 
は と て も ゃ 貴重 と な り ま す 。 若 者 が イ バ ー ダ を 行う こと も 、 よ り 尊 
いも の で す 。 なぜなら 我 欲 を 抑え 、 イ バー ダ を 行い た く な い 
と いう 欲求 を も 乗り 越え を て いる か ら で す 。 
青年 時 代 に 人 を 上 う 5 つの 敵 、 即 ち シャ イタ ー ン 、 我 欲 、 
そし て 悪い 友人 は 、 彼 に イ バ ー ダ を させ る こと を 望み ませ 
ん 。  。 あらゆる 愚 事 の 源 は 悪い 友人 で す 。 青年 が 、 
3 つの 瑞 か ら も た ら さ れる 悪い 欲望 に 従わ ず 、 イ バ ー ダ を 放 
乗せ ず に 礼拝 を 行う の で あれ ば 、 そ れ は と て も 尊い も の と な 
り ま す 。 年 老い た 人 の 行う イ バ ー ダ の 何 倍 も の サワ ー ブ が 与え ら 
れ 、 わずか な イ バ ー ダ に 多く の 報償 が ある の で す 。 


礼拝 は 誰 に と っ て ファ ルド と な る か 

礼拝 を 行う こと は 、 知 性 を 備え 、 思 春期 に 達し て いる 全て の 男 
女 の ム スリ ム に と っ て ファ ルド で す 。 礼拝 が ファ ルド と な る 為 に 
は 8 つの 条件 が あり ます 。 

ムスリム で ある こと 

知性 を 備え て いる こと 

思春 期 に 達 し て いる こと 

イス ラー ム で は 、 知 性 を 備え て いな い 人 、 思 春期 に 達し て いな 
い 小 さ な 子 供 た ち は 礼 拝 を 行う 責任 を 負い ませ ん 。 し か し 両親 は 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


子供 
せな けれ ば いけ 3 
まし た 。「 あ な た 方 は 皆 、 


ユ 


半 飼 


1 


の よう で ある 。 


た ち に イス ラー ム の 知識 を 教え 、 イ バー ダ を 行う よう 慣れ さ 
ませ ん 。 預言 者 ムハンマド は 次 の よう に 


仰せ られ 
い が そ の 群 


れ を 守る よう に 、 あ な た 方 も 子 人 


な けれ ば いけ な い 。 


ご づ 


ふさ わし い 形 で 生 


E れ て くる 。 


+「 な い 。 彼ら に イ 


も し 教え な い の で あれ ば その 責任 
他 の ハデ ィ ー ス で は 「 全 て の 子供 


た ち は イ スラ 
後に その 父 が 、 


ト 教 徒 や ユダ ヤ 教 徒 、 そ し て 無 

従っ て 全て の ムスリム の 第 一 の 
ム 、 ク ルアー ン を 読む こと 、+# 
の 条件 を 教え る こと で す 。 子 供 
世 と 来世 で 


ノ J 


ヵ 


うち に 曲 ! 
と すれ ば 


げ ら れる 」 と 語っ て き 
それ は 折れ て し まい 、 


に 


イス ラー ム の 知識 と 立派 な 道徳 が 与え られ な か っ た 子 
ゝ る 人 々 に 簡単 に 騙さ れ て し まい 


い 道 に 
害 を 与え る 存在 と な る の で す 。 


礼拝 を 行う 人 の 状態 
物 許 ・ 角 鈴 から 表 っ た 邦 


ホホ ラー サー ン の 総 前 で ある アプ ドゥ み ッ ラー 
憲兵 が 何人 か の : 
うち の 一 人 が 逃 
ヤー グー ルル 


ル は と て も 公正 な 人 で し た 。 
を 総督 に 報告 し まし た が 、 
た 。 ち ょ うど その 日 、 
へ と 向かい まし た 。 

際 、 人 々 は 彼 を 泥棒 だ と 思 
総督 に 引き 渡さ れ 、 
治 屋 は 監獄 で ウド ゥ ッ ー を 行い 、 
二 私 を 救っ て くだ さい 、。 


その 


1 っ て 指 


% 公 
小 記 


0 じ 涯 民 志 。 


教 者 
の 務め は 、 子 供 た ち に 
拝 


F 税 さ と 安らぎ を 得る こと を 求め る 両 
務め を 果たす べき な の で す 。 なぜなら 私 た ちの 父祖 は 「 木 
E し た 。 年 を と っ て か ら HH 


ヒラ ー ト の 鍛 
し ば らく し て 家 


監獄 に 入れ な さい 、 
礼拝 を 行い ま 
私 に は 罪 が な いこ 
ご 存じ で す 。 私 を この 監獄 か ら あ な た の 実 


らし て しま 


E を 行う こと 、 信 
ミ ム ス リム と な る 


| 


害 を 受け る か ら 


E た ちと あな た の 谷 
人 々 を 地獄 か ら 守 ら な けれ ば いけ 


令 下 に ある 
スラ ー ム を 教え 
を 負 う 。」 
ー ム に 適し た 、 
彼ら を キリ ス 
の 


イス ラー 

仰 と イス ラー ム 
こと を 望む 、 現 
親 は 、 ま ず こ の 
は 若い 
げ よ う 


で す 。 


供 


よ 、 趣 


E す 。 両 


E 棒 


台 屋 が 
戻り 、 再 び 
えま し た 。 彼 は 
と 


ー 
(9 


し た 


だ が 救 


菅 は 、 そ の 晩 の 夢 で 、4 人 の 


言わ れ 3 


親 、 民族 に 


国 、 


・ ビ ン ・ タ ー ヒ 


を 捕まえ 、 そ れ 
1 


夜 に 出発 する 
泥棒 た ちと 共 ( 
まし た 。 鍛 
。 手 を 掲げ 

と を あな た の み 
える の で す 」 と 
強 朝 な 人 物 


デ 
に 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


が 訪れ  、 そ の 玉座 を ひっ くり 返 そ うと する と ころ で 目 を 覚 ま 
し まし た 。 そ れ か ら す ぐに ウド ッ ゥ ッ ー を 行い 、2 ラ カ ー ト の 礼拝 を 
行い まし た 。 そ し て 再び 寝 入 り ま し た 。 再 び 4 人 の 人 物 が 来 て 、 
玉座 を 壊 そ うと し て いる の を 見 て 、 目 覚め まし た 。 そ うし て 、 
虐げ られ た 人 が 自分 に 対し て 許し を 求め て いる こと を 理解 し た の 
で 六 。 。 

軌 チ も の 大 砲 8 錠 旋 も 導 し て で き 交 の い 

涙 が 、 恋 グ 詳 の 辱 誠に な っ た こと を 。 

亡 度 ぁ 厳 を 逆 し た 鋭 克 

大 者 の が ゥ デー が それ を うぅ 

主 よ 、 尊 大 み の は た だ あ 友 た で す 。 あな た な と て る 尊大 で あ ク 、 
大 きか も る の も ぁ 作 さ 交 る も の も 孝 し ん だ 克 た だ あな た だ 莉 太 し 次 
す 。 あな た だ 腹 太 ナ る 考 が 、 た だ 却 旨 を 紛 ろ の で チ 。 


彼 は その 晩 の うち に 監獄 の 長 を 呼び 、 虐 げ ら れ た 人 が いな いか 
と 尋ね まし た 。 長 は 、「 私 に は わか り ま せん が 、 た だ 、 礼 
拝 を 行い 、 多 く の ドッ アー を し 、 涙 を 流し て いる 者 で あれ ば 
一 人 いま す  」 と 答え まし た 。 そこで 鍛冶屋 連れ て こら れ 、 
状況 が 尋ね られ まし た 。 宰相 は 許し を を い 、「 あ な た が 私 に 対 
し て 持っ て いる 権利 を 帳消し に し て ほし い 、 千 の 銀 の 贈り 物 を 受 
け と っ て 和 欲し い 、 何 か 他 に 望み が ある 時 に は 私 を 誠 お む て ほ し い 」 
と 求め まし た 。 鍛冶 屋 は 、「 私 の 権利 は 帳消し に し た し 、 贈 り 物 
も いた だ く が 、 何 か あっ た 時 に あな た を 訪れ る と いう こと は 到 し 
ませ ん 」 と 答え まし た 。 な ぜ か 、 と 尋ね られ る と 、「 私 の よう な 
一 人 の 貧者 の 為 に あな た の よう な 重 帝 の 玉座 を 何 度 も ひっ くり 返 
され る よう な 私 の 主 を 差し 置い て 、 私 の 要望 を 主 以外 の 人 に 
訴え る こと は し も べべ に ふさ わし い 行 為 で は あり ませ ん 。 礼拝 の 後 
に 行っ た ドゥ アー が 、 私 を どれ だ け 多 く の 苦 し みか ら 救 っ て くれ 
た こと で し ょ う 。 どれほど の 願い を 叶え て くれ た こと で し ょ 2 う 。 
だ か ら ど うし て 他 の 誰か に 底 護 を 求め まし ょ うか 。 ア ッ ラ ー 
は 限り の な い 慈 悲 の 扉 を 開か れ 、 無 限 の 恵み の 食卓 を 皆 に 広げ ら 
れ た の に 、 な ぜ 他 の お 方 を 誠 む まし ょ うか 。 そ の お 方 か ら 求 め た 
の に 与え られ な か っ た 人 が いる で し ょ うか 。 求 め 方 を 知ら な けれ 
ば 得る こと は で きま せん 。 そ の お 方 の 御前 に 礼儀 正しく 出る の で 


な けれ ば 、 そ の 慈悲 を 得る こと は で き な い の で す 。」 


プ バ ー ダ だ に 、 あ る 牙 肌 か が 誠 え た の で あれ 
その 友 の 恵 みみ はぁ も ちろ ん 、 科 多く の 扉 を 詳 く 


偉大 な ソリ ー の 一 人 で ある ラー ビア - イ - アド ゥ ウィ イヤ (アッ 
ラー の 慈 悲 が あり ます よう に ) は 、 ある 人 が ドゥ アー し て い 
る 時 に 、「 主 よ 、 私 に 慈悲 の 扉 を お 開き くだ さい 」 と 言っ て いる 
の を 聞き 、「 無 知 な 者 よ 。 ア ッ ラ ー の 慈悲 の 扉 は 今 ま で 閉じ られ 
て いた と いう の か ? そ れ で 今 開 いて ほし いと 求め る の か ?」 と 言 
っ た の で し た 。 (慈悲 が 与え られ る 扉 は いつ で も 開い て いま す 
が 、 そ れ を 受け 入れ る 扉 で ある 心 は 、 皆 義 い て いる わけ で は あり 
ませ ん 。 こ れ が 開か れる 為 に ドゥ アー する こと は 必要 で す 。) 
アッ ラー よ 「! 皆 を 苦し みか ら 救 われ る の は た だ あな た で す 。 私 
た ち を 現世 と 来世 で 苦し み の う ち に 放っ て お か な いで くだ さい 。 
必要 と し て いる 者 に 全て を 与え られ る の は た だ あな た で す 。 現世 
で も 来世 で も 意義 の ある 、 有 人 益 な も の を 私 た ち に お 与え くだ さ 
い 。 現世 と 来世 で 、 私 た ち が あ な た 以外 の 何 も の か に 求め 
る 必要 が 生じ ませ ん よう に 。 アー ミー ン 。 


物 族 ・ 家 が 燃え て いた 

教 友 の 一 人 ハミ ー ド ・ タ ウィ ー ル は 自分 の 礼拝 場所 で 礼拝 を し 
て いま し た 。 彼 の 家 に 火事 が 起こ り 、 人 々 が 集まっ て 火 を 消し ま 
し た 。 そ の 妻 が 走っ て 彼 の 元 に 来 て 、 彼 に 怒り 、「 家 が 燃え て み 
ん な が 集まっ て いる 。 す べき こと が 山 ほ ど ある 。 そ れ な の に 
あな た は そこ か ら 動 こう と も し な い 」 と いい まし た 。 彼 は 、「 ア 
ッ ラ ー に 碑 っ て 言う が 、 私 は 何 も 知 ら な か っ た の だ 」 と 答え まし 
だ 。 

アッ ラー の 友 で ある 人 々 は 、 ア ッ ラ ー へ の 愛情 と 近 し さ に お い 
て 非常 に 高い 段階 に 達し て お り 、 そ の 友 に 新 願 す る こと の 味わい 
に 夢中 に な っ て お り 、 我 を 忘れ て いる の で す 。 


物 攻 : 鋼 の 灰 
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教 友 の 一 人 アブ ドゥ ッ ラ ー 


す 。「 私 は アッ ラー の 使 
聖 な 胸部 


か ら は 、 火 に か けら れ 油 


徒 の お そば で +# 


うな 音 が 聞こ えて いま し た ] 


塊 話 ・ 足 の 先 


・ ビ ン ・ シ ャ フル が 語っ て いま 
L 拝 を し て いま 
B 騰 し て いる 、 鍋 の 水 の よ 


し た 。 そ の 


預言 者 ムハンマド の 愛さ れ て いた 嬉 アリ ー は 、 ひ と た び 礼 拝 を 


始め る と 例え 世界 が 月 壊し て も 気が付か な いよ うな 状態 で し た 。 


次 の よう に 語 


で き て 、 骨 まで 中 通し 3 
ず 、 医 師 に 診 せ まし た 。 


E し た 。 人 々 は その 矢 を 


られ て いま す 。 あ る 戦い で アリ ー の 足 に 矢 が 飛ん 
抜く こと が で き 
医師 は 、「 あ な た に 意識 を 失わ せる 薬 を 


与え な けれ ば 。 そ うす れ ば この 矢 を 抜く こと が で きる で し ょ 2 う 。 


そう で な けれ ば この 痛 


め ま し た 。 
帯 を 巻き ま 
し た か 」 と 


聞き まし た 。 


まし た 。 ア リー は 「 全 然 気 が 付か な か っ た 」 と 言っ た の で 


これ は 驚く に 値 し な 
フ の 美 し さ を 前 に し て 、 


る 人 々 に 


み ! 
まし た 。 信 者 た ちの 長 ア リー は 、 
い 。 少 し 待っ て ほし い 、 礼 拝 の 時 間 が 来る 。 礼 拝 を 始め た 
いて ほし い 」 と 言い まし た 。 ネ 


ー 


ー 


は 礼拝 を 終え 、 
医師 は 「 は い 、 


医師 に 
取り 出 


同 え る こと は で きま せん 」 と いい 
「 意 識 を 失わ せる 楽 な ど 必要 な 


ぎ ( 


t 王 


[ 拝 の 時 間 が 来 て アリ ー は 礼拝 を 始 
医師 も その 神聖 な 足 を 裂き 、 矢 を 取り 出し 、 傷 
じ た 。 ゲ リー 


ー 
Ke 


口 に 包 
「 矢 を 取り 出し ま 
し まし た 」 と 答え 
し た 。 


ゝ こと で は あり ます 。 実際 、 預 言 者 ユー ス 
エジプト の 女性 た ち は 我 を 忘れ 、 手 を 切 
っ た こと に 気がつき ませ ん で し た 。 も し アッ ラー が 、 そ の 愛さ れ 


し 、 死 の 痛み を 感じ な v 


物 医 : 気 を 括 わせ る 薬 


ワリ ー の 一 人 アー ミル ・ カ ユ ス の 足 の }# 
これ を 切断 し な けれ ば いけ な いと 言わ れ ま し た 。 ア 
ー ミ ル は 、 決 め ら れ た こと に 従う こと は 
だ 、 と 言い 、 そ の 指 が 切ら れ ま し た 。 数 
り 、 太 も も に まで 至っ て いる こと が わか 


つか り 、 


で し よう:。 


且 ( に 


後 、 


し も べ で ある こと の 条件 


我 を 忘れ させ られ た と し て も 、 和 驚く べき こと で は な 
い の で す 。 信 者 た ち も 死 の 瞬間 に 預言 者 ムハンマド の 姿 を 目 ( 


ー 
ー 


ハン セン 病 が 見 


この 病気 が 足 に 移 


まし た 。「 こ の 足 を 切 


断 し な けれ ば いけ な い 、 イ スラ ー ム は これ を 許し て いる 」 と 言 
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い 、 外 科 医 を 連れ て きま し た 。 外科 
要 で あり 、 そ れ で 痛み を 感じ させ な 


医 は 、 
の 


失神 させ る 為 の 薬 が 必 
に し な けれ ば いけ な 


い 、 そ う で な けれ ば 耐え られ な いと 言い まし た 。 ア ー ミ ル は 、 


「 そ ん な 手間 は いら な い 。 
て き て ほし い 、 


だ の OA 人 に クル デー ン を 
変化 が 現れ た ら 足 を 切っ て ほし い 。 


私 は 


求め まし た 。 人 々 は 彼 の 言 


っ た 通 り に 


美しい 声 で クル アー ン を 読む 人 を 連れ 
読ま せ て ほし い 、 


私 の 顔 に 
気が付か な い だ ろ う 」 と 
し まし た 。 あ る 人 が 連 


れ て こら れ 、 美 し い 声 で クル アー ン を 読み 始め まし た 。 ア ー ミ ル 


の 顔 


色 が 変わ り 、 外 科 医 は 太もも の 半ば か ら 彼 の 足 を 切断 し 、 止 


征 し まし た 。 クル アー ン を 読ん で いた 人 が 黙っ た こと で アー 


ミル は 我 に 


た と 答え まし た 。 足 を 切り 、 
全く 気が付い て いま せん で し た 。 その後 、 
彼 に 足 が 渡さ れ ま し た 。 彼 
あな た で す 。 私 


役 ! 
さい と 彼 が 
は 足 を 掲げ 、 


求め 


た の で 、 
「 主 よ 、 与 えら れ た の は 


返り 、 切 り ま し た か と 尋ね まし た 。 


焼い て 止 」 


医師 は 切り まし 
し 、 包 帯 を 巻き まし た が 


切ら れ た 足 を くだ 


は あな た の 


し も べ で す 。 あ な た が 定め られ 、 あ な た が それ を 創造 され ます 。 


これ は 
足 で 罪 の 為 の 一 


足 で す 。 も し 


人 後 の 審 
歩 を 踏み 1 
ば 、 私 は 、 決 し て あな た の 


判 の 


日 に 、 命 令 
HH し た り は し な か っ た か と 尋ね られ れ 
ご 谷 令 な し で 足 を 踏み 出し た り 、 呼 吸 


に より 、 決 し て この 


を し た こと は あり ませ ん と 答え る で し ょ 2 う 。」 


勿 許 
ブル サ が オス マン 帝 


の よかっ た ギリ シア 人 の 親友 が その 理 | 
「 あ な た の お 父さん や お 人 区 さん の 教え を な ぜ 放 棄 し た の か 」 と 彼 
を 批判 し て 言い まし た 。 彼 は 親友 に 
一 時 的 に 捕虜 と な っ た ムスリム の 一 人 が いま し た 。 
虜 が 幽閉 さ れ て いる 部 
に 気が付き 


「 私 の 元 に 、 
ある 時 、 こ の 拓 
っ た り し て いた こと 
0 しい の 


: 丸 克 の 導 の 月 戸 艇 
国 の 領 ] 
シア 人 た ちの うち 一 人 が 、 窟 


上 と な る 以前 、 
に ムスリム に な り ま し た 。 彼 と f 


町 に 住ん で いた ギ 


次 の よう に 説明 し ま 


屋 で 体 を 


を 彼 に 尋ね 、 そ れ か ら 


し た 。 


げた り 起 き 上 が 


NN 
の な ら 礼 振 ご と に 私 に 
欲 に 取り つか 1 日 に 日 


さら に 


E し た 。 そ ば に 行っ て 何 を し て い 
動作 が 終わ る と 彼 は 手 で 顔 を 質 
ゃ も し 礼拝 する こと が 許さ れる 
こ 金 を 1 枚 支払 うこ と を 
に その 額 を 増やし 、 つ い に 


で 、 礼拝 


し 出 ま し た 。 私 は 
は 礼拝 ご と に 
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10 枚 の 金 を 求め る よう に な り ま し た し 、 彼 も それ を 認め まし 
た 。 私 は 崇拝 行為 の 為 に 彼 が 払う 犠牲 に 感嘆 し 、 あ る 時 彼 に 『 あ 
な た を 解放 し まし ょ う 』 と 言う と 、 彼 は と て も 再び まし た 。 そ れ 
か ら 手 を 掲げ 、 私 の 為 に 次 の よう に ドゥ アー し まし た 。『 ア ッ ラ 
ー よ 、 こ の あな た の し も べべ に 、 信 仰 に よっ て 人 蒼 れ を 与え て くだ さ 
い 』 

その 瞬間 、 私 の 心 に は ムスリム に な り た いと いう 願い が 生じ 、 
それ は と て も 大 き な も の と な り ま し た 。 私 は すぐ に 信仰 告白 を 行 
い 、 ム スリ ム と な っ た の で す 。」 
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第 4 部 
礼拝 の 種類 


の II ファ ルド 、 ワ ー ジ 
、 ナ ー フ ィ ラ と いう 形 で 3 つ に 分 類 さ れ ま す 。 こ れ ら は 以下 の 
Se 


ファ ルド の 礼拝 : 日 に 5 回 の 礼拝 の ファ ルド 、 金 曜 礼拝 の 2 ラ カ 
ー ト の ファ ルド 、 そ し て 葬儀 の 礼拝 は ファ ルド の 礼拝 で す 。( 葬 
儀 の 礼拝 は ファ ルド ・ キ ファ ー ヤ で す ) 
ワー ジブ の 礼拝 : ウィ トル の 礼拝 、 イ ー ド の 礼拝 、 捧 げ ら れ た 礼 
拝 、 そし て 開始 し た も の の 途中 で 断 し た ナー フィ ラ の 礼拝 で 

す 。 定 め ら れ た 時 間 に 行え を な か っ た ウィ トル の 礼拝 の カ ダ ー を 実 
行 す る こと も ワー 99 

ナー フィ ラ の 礼 振 : 日 に 5 回 の 礼拝 の スン ナ 、 タ ラー ウィ ー の 礼 
拝 、 そ し て サワ ー ブ を 得る 為 に 行わ れる タ ハ ッ ジ ュ ド 、 礼 拝 所 に 
入っ た 時 の 礼拝 、 イ シュ ラー ク 、 ド ゥ ー ハ ー、 ア ッ ワ ー ビ ン 、 イ 
ステ ィ ハ ー ラ 、 タ ス ビ ー フ の 礼 振 な ど は ナー フィ ラ の 礼 振 で す 。 
つま り 行 うこ と は 命令 で は あり ませ ん 。 フ ァ ル ド や ワー ジブ で あ 
る 礼拝 に 不足 が ない 人 は 、 ナ ー フ ィ ラ の イ バ ー ダ に お いて も サワ 
ー ブ が 与え られ ます 。 


日 に 5 回 の 礼拝 


2 の ご 命令 で す 。 ク ルアー ン で は 100 か 所 以上 
、「 礼 拝 を 行い な さい 」 と 命じ られ て いま す 。 知 性 を 持ち 、 思 

春期 に 達し て いる 全て の ムスリム が 日 に 5 回 礼拝 を 行う こと が 、 

クル アー ン と ハデ ィ ー ス で 命じ られ て いま す 。 

ビザ ンチ ン 章 第 17, 18 章 で は 「 そ れ で 、 夕 暮 に また 上 暁 に 

ラー を 讃え な さい 。 天 に お いて も 地 に あっ て も 、 栄 光 は か れ に 

きす る 。 午後 遅く に 、 ま た 日 の 傾き 初め に (アッ ラー を 讃え な さ 

ゞ 」 と され て いま す 。 

誰 和 牛 章 第 238 節 で は 「 各 礼拝 を 、 特に 中 間 の 礼拝 を 誰 厳 に 守 

れ 」 と され て いま す 。( す な わ ち 、 礼 拝 を 継続 的 に 行い な さい 、 


沿 ヾ 
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と いう こと を 意味 し ます 。 ま た クル アー ン で 言及 され て いる 「 ネ # 
念 」 や 「 感 謝 」 が 礼拝 を 意味 する と いう こと も 、 ク ルアー ン の 
息 の 本 で は 記さ れ て いま す 。 フ ー ド 章 第 114 節 で は 、「 礼 拝 は 
間 の 両端 に お いて 、 ま た 夜 の 初め の 時 に 、 務 め を 守れ 。 本 当 に 
行 は 、 悪 行 を 消滅 させ る 。 こ れ は ( 主 を ) 念じ る 者 に 対す る 副 
で ある 」 と され て いま す 。 
預言 者 ムハンマド は 次 の よう に 言わ れ ま し た 。「 ア ッ ラ ー は し 
も べ に 、 毎 日 5 回 の 礼拝 を 行う こと を 命じ し られ まし た 。 正しく ウ 
ドゥ ー を 行い 、 こ の 5 回 の 礼拝 を 時 間 通 り に 行い 、 ル クウ や サジ 
ュ ダ を きち ん と 行う 人 を アッ ラー は 許さ れる で し ょ う 。」 

5 回 の 礼拝 は 、40 ラフ カー ト と な り ま す 。 こ の うち 17 ラ カ ー ト 
は ファ ルド で す 。 3 ラ カ ー ト は ワー ジブ で す 。920 ラ カ ー ト は スン 
ナ と な り ま す 。 

ファ ジェ ュ ル の 礼拝 : 4 ラ カ ー ト で す 。 ま ず 2 ラ カ ー ト の スン ナ 、 
そし て 2 ラ カ ー ト の ファ ルド を 行い ます 。 こ の スン ナ は と て も 強 
いも の で す 。 ワ ー ジ ブ だ と 見 な す 人 も いま す 。 

ズ フ ル の 礼拝 : 10 ラ カ ー ト で す 。 ま ず 2 ラ カ ー ト の 始め の スン 
ナ 、 そ れ か ら 4 ラ カ ー ト の ファ ルド 、 最 後に ゥ ラ カ ー ト の 終わ り 
の スン ナ を し ます 。 

アス ル の 礼拝 : ラフ カー ト で す 。 ま ず 4 ラ カ ー ト の スン ナ 、 そ れ 
か ら 4 ラ カ ー ト の ファ ルド を 行い ます 。 
マグ リブ の 礼拝 : 5 ラフ カー ト で す 。 ま ず 3 ラ カ ー ト の ファ ルド 、 
それ か ら ゥ 2 ラ カ ー ト の スン ナ を 行い ます 。 

イシ ャ ー の 礼拝 : 13 ラ カ ー ト で す 。 ま ず 4 ラ カ ー ト の スン ナ 、 
それ か ら 4 ラ カ ー ト の ファ ルド 、2 ラ カ ー ト の スン ナ 、 そ の 後 、 
ワー ジブ で ある 3 ラ カ ー ト の ウィ トル の 礼 振 を 行い ます 。 


RS -1 


功 


洗 中 


アス ル と イシ ャ ー の 最初 の スン ナ は ム ア ッ カ ダ で は な い ス ン ナ 
で す 。 これら の 第 2 ラ カ ー ト で は 座位 の 際 に 「 ア ッ タ ヒヤ ー ト 」 
の 後 で 「 ア ッ ラ ー フ ンマ サッ リ 」 の ドッ アー を 、 そ の 後 で 「 ア 
ッ ラ ー フ ンマ ・ バ ー リ ク 」 の ドッ アー を 最後 まで 唱え ます 。 立 ち 
上 が っ た 時 に は 、 第 3 の ラフ カー ト で 「 ビ スミ ッ ラ ー」 を 唱え る 前 
に 「 ス プ ハ ー ナ カ 」 を 唱え ます 。 し か し ズ フ ル の 礼拝 の 最初 の ス 
ン ナ は ム ア ッ カ ダ で す 。 つ まり 強く 命じ し られ て いる の で す 。 そ の 


my 


| se 
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サワ ー ブ も より 多く あり ます 。 
0 少 0 ト 」 を ! 
に すぐ に 立ち 上 が り ま す 。 立ち 
昌 え 、 そ の まま ファ ー テ ィ イム バ 章 
ズ フ ル と イシ ャ ー の ファ ル 
ルド の 後 は ぁ ラ カー ト を さら (!【 
サワ ー ブ が あり ます 。 全 て を 一 
ー ト ご と の サラ ー ム を 行い つつ 
の 形 で も 、 最 初 の 2 ラ カ ー ト は 
ます 。 こ の ム ス タ ハ ブ の 礼拝 は 、 
も で きま す 。 
第 1 の ラ カ ー ト は 礼拝 を 始め 
ち 上 が っ た 時 に 始ま り ま す 。 そ 
す 。 終 わり の ラ カ ー ト は 、 挨 反 
ー ト で は 、92 
それ ぞ れ の ラ カ ー ト に は 、 礼 
ナ 、 ゐ み フ シド 、 そ し て マク ルー 
これ ら を ハナ フィ ー 派 に 従っ た 


目 


日 


礼拝 の ファ ルド 

ファ ルド は 、 ア ッ ラ ー が 実行 
オイ パ ピー グ を マデ アルド どす る 徐 作 

ダ は 誠実 で 正しい も の と は な り 
店 の 
ち 7 つ は 礼拝 外 に あり 
ァ ル ド を 条件 と 、 礼 拝 中 の ファ 
。 一 部 の 学者 は 、 タ クビ ー 
、 礼 拝 の 


ぐー Qr[ 
7tY ンプ 


ヴ 


礼拝 入 の ファ ルド (条件 ) 
ハデ ス か ら の 清め : ウド ゥ ー の 
状態 の 人 は グ ス ル を 行う こと 


2. ナジ ャ ー サ か ら の 清め : 礼拝 を 行う 人 の 体 、 服 、 そ し て 礼 提 


一 度 


の サジ ュ ダ の 後 は 座位 を 取り 


、5 つ は + 


目 の 座 位 で は ファ ルド と 同様 
え 、 そ れ か ら 第 3 の ラ カ ー ト の 人 為 
上 が る と まず 「 ビ スミ ッ ラ ー」 と 
を 読み ます 。 

の 後 4 ラ カー ト 、 マ グリ ブ の ファ 
に 行う こと は ム ス タ ハ ブ で 、 多 く の 
度 の サラ ー ム で 、 も し く は 2 ラ カ 
実行 する こと が で きま す 。 ど ちら 
最後 の スン ナ の 代わ り と 見 な され 
終わ り の スン ナ の 後 で 行う こと 


た 時 点 で 、 そ の 他 の ラ カ ー ト は 立 
し て 再び 立ち 上 が る 時 まで 続き ま 
を 行う まで 続き ます 。 複数 の ラ カ 
ら 

拝 の ファ ルド 、 ワ ー ジ ブ 、 ス ン 
フ が あり ます 。 こ の 先 の 項目 で は 
胸 で 紹介 し ます 。 


を 求め られ た 絶対 的 な 命令 で す 。 
が 満た され な い 限 り 、 そ の イ バ ー 
ませ ん 。 礼 拝 を 行う 際 に は 、12 
ヾ と な り ま す 。 こ の ファ ルド の う 
L 拝 の 中 に あり ます 。 礼拝 前 の フ 
ルド を ルク ン (構成 要素 ) と 言い 
ル が 礼拝 中 に 行わ れ て いる と し て 
条件 も 構成 要素 も 6 つ ず つと な り 


な い 人 が ウド ッ ゥ ー を 行い 、 大 汚 の 
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を 行う 場所 を 、 重 大 も し く は 軽微 な ナジャ ー サ (すなわち イス ラ 
ー ム に お いて 汚い と 見 な され る も の ) か ら 清 め る こと 。 (例え 
ば 、 血 、 尿 、 ア ルコ ー ル の よう な 物質 は イス ラー ム に お いて 汚い 
と 見 な され ます 。) 

サト ッ ル ・ ア ウラ : 礼拝 を 行う 際 に う べき 体 の 箇所 を 覆う こ 

と 。 こ れ は アッ ラー の 命令 で す 。 ムカ ッ ラ フ で ある 人 、 す な わ ち 
知性 を 持ち 思春 期 に 達し て いる 人 に つい て 、 礼 拝 時 に 露出 し て い 
る こと 、 あ る い は 常に 他 の 人 に 見 せる こと 、 他 の 人 が 見 る こと が 
禁じ られ た 場所 の こと を アウ ラ の 部 分 と 呼び ます 。 男 性 の アウ ラ 
は へ そ か ら 膝 下 ま で で 、 女 性 は 顔 と 手 以外 の 全て が アウ ラ で す 。 

4. イス ティ ク バ ル ・ キ ブラ : 礼拝 を する 際 に キ ブ ラ の 方 角 に 体 
を 向け る こと で す 。 ム スリ ム の キ ブ プラ は 、 マ ッ カ の 町 に ある カー 
バ で す 。 つ まり その 部 分 の 地上 か ら 天 に 至る まで の 空間 が キ ブ ラ 
な の で す 。 

5. 時 間 : 礼拝 を 時 間 通 り に 行う こと で す 。 す な わ ち 礼拝 の 時 間 
に 入っ た こと を 知る こと 、 行 っ て いる 礼 振 が どの 礼拝 か を 訟 識 し 
て いる こと で す 。 

6. ニー ヤ : 礼拝 を 行う 際 に 心から それ を 意図 する こと で す 。 た 
だ 口 に 出す こと は ニー ヤ と は 言わ れ ま せん 。 礼拝 を 意図 する こと 
と は 、 礼 拝 の 名 、 時 間 、 キ ブラ を 心 で 念じ る こと 、 集 団 で 行う の 
で あれ ば イマ ー ム に 従う こと を 心 で 念じ る こと で す 。 ニ ー ヤ は 長 
初 の タク ビー ル を 行う 際 に な され ます 。 タ ブリ ー ク の 後 で 行わ れ 
る ニー ヤ は 有効 で は な く 、 礼 拝 は 認め られ ませ ん 。 

7. イフ ティ タフ ・ タ クビ リ : 礼拝 を 始め る 際 に 「 ア ッ ラ ー フ ・ 

アク バル 」 と いう こと で す 。 こ の 最初 の タク ビー ル を イフ ティ タ 
フ ・ タ クビ リ と 呼び ます 。 他 の 言葉 を 語る こと で この タク ビー ル 
を 行う こと は で きま せ ん 。 


Iml 


礼拝 中 の ファ ルド (レク ン ニ 構成 要素 ) 

礼拝 を 始め て か ら 実 行 す る べき 5 つの ファ ルド が あり ます 。 こ 
の 5 つの ファ ルド の それ ぞ れ を ルク ン (構成 要素 ) と 呼び ます 。 
礼拝 中 の ファ ルド は 以下 の 通り で す 。 


1. キヤ ー ム : 礼拝 を 始め る 際 、 実 行 す る 際 に 立っ て いる こと を 


意味 し ます 。 立て な い 病 人 は 座っ て 行い ま 
動作 を イメ ー ジ し な が ら 行 いま す 。 椅子 に 座 


い 人 は 寝 た ま まで 、 


っ て 礼拝 を する こ 
2. キラ ー ト : 声 に 
アー ン の 章 も し く ! 


83. レタ ) 守 デ ー 


す 。 ル クウ で は 少 


ズィー ム 」 と 呼び ます 。 身 を 


マン ハミ ダ 」 と 


カル 


ハム ド 」 と 唱え ます 。 
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湊 


と は 許さ れ て は いま せん 。 


こ 出 し て 褒 
は 節 を 読む こ と で す 。 
の 後 、 手 を 膝 に 

な く と も 8 回 、 
起こ す 際 に 


昌 え ます 。 


4. スジ ュー ド (サジ ュ ダ ) 8 


ジュ ダ は 続け て 2 
す 。 サジ ュ ダ ご と ! 
アフ 


に 少 ヵ 


ぶ く と も 8 折 


」 と 唱え ます 。 
5. カ ダ ー イ ・ ア ー 
む ま で 座位 を 取る こ 


ヒラ : 
と で す 。 こ れ を 


光 で こと を 意味 し ま 


お いて 体 を 前 に 
「 ス プ ハ ー ナ ラッ ビ ピ ヤル ア 
は 「 サ ミ 
起き 上 が っ た ら 、 


礼拝 が 重要 な こと で あり 、 イ バー ダ の 中 で 


は 、 条 件 が これ だ 


け 多 いこ 


と か ら も 理解 され ます 。 さ ら に 


座っ て 礼拝 で き な 


す 。 礼 拝 で 、 ク ル 


中 全 選 で 


アデ アッラーフ リ 
リッ パナ チー 


ルク ウ の 後 で 地 に 伏 す こと で す 。 サ 
加 NM き を 地面 に つけ る こと を 意味 しま 
「 ス プ ブ ハ ー ナ ラッ ビ ヤ ル 


最後 の ラ カ ー ト で アッ タ ヒ ヤ ー ト を 読 
後 の 座位 と 呼び ます 。 


も 大 切 で ある こと 


と 。 メー 


ジブ 、 ス ン ナ 、 ム スタ ハブ 、 マ クル ー フ 、 ム フシ ド も これ ら に 加 


える な ら 、 し も べべ が アッ ラー の 前 
無力 で 弱く 、 哀 れ な 被 造物 で す 。 
され た アッ ラー を 必要 と し て いま す 。 礼 


きる で し よう の 。 
5 る 瞬間 に 、 自 ら 


し も べべ は 
を 創造 


拝 と は 、 し も べ に 
この 本 で 
きま し よう 。 


礼拝 の 条件 


と その 無 
は 、 こ の 点 


ハデ ス か ら の 清め : 


この 項 で は 、 ウ ドッ ゥ ッ ー、 


力 さ を 教え る イ バ ー ダ な の で す 。 
に 関す る 知識 に つい て 順 を 追っ て 挙げ て い 


グ ス ル 、 タ ヤン ム ム に つい て 紹介 し ま 


に どの よう で ある べき か が 理解 


あら 


「 


と は 礼拝 の ファ ルド の 一 つ で す 。 ク ルアー ン 
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を 手 に 取る こと 、 カ ー バ を 周 尼 


する こと 。 


過失 の サジ ュ ダ (ティ 


ラー ワ の サジ ュ ダ ) を 行う こと 、 葬 儀 の 礼拝 を 行う こと の 為 に 
も 、 ウ ドゥ ッ ー を 行う こと が 必要 で す 。 常 に ウド ゥ ー の ある 状態 で 
ある こと 、 ウ ドゥ ッ ー の ある 状態 で ベ バッド に 入る こと 、 ウ ドッ ー の 


ある 状態 で 飲み 食い する こ 


ウド ゥ ー の ある 状態 で 亡くな っ た 人 に は サワ ー ブ が 与え られ ま 
す 。 預 言 者 へ ムハンマド は 次 の よう に 
「 ウ ドゥー の ある 状態 で 死ん だ 人 は 、 死 の 苦し み を 味わわ な い 。 
ー は 、 信 仰 を 持っ て いる こと の し る し で ある 。 礼 
は 、 体 を 罪 か ら 清 め る こと で ある 。」 
「 ム スリ ム が ウド ッ ー を 行 


な ぜ な ら ウ ドッ 
拝 の 鍵 


調 


ちる 。 最後 の 座位 で は 


壮行 の うち 


も 尊い の ! 


と は 大 き な 善 行 で す 。 


言わ れ ま し た 。 


2 うと 、 そ の 俳 が 耳 、 


許さ れ た 人 と し て 座る 。」 
3 礼 振 で ある 。 常に ウド ッ ー 


人 は 、 た だ 信者 で ある 。 信 者 は 


ー を 行っ て 寝る べき で ある 。 
る こと に な る 。 ウ ドゥ ッ ー の ある 状態 
は 、 食 べ 物 や 水 が ズ ィ ク ル を 行っ て いる 。 


中 、 彼 の 為 に 位 悔 を 行う 。」 


7 ドー 
の 1 を 取 
を 知っ て いな が ら 、 強 人 
仰 者 と な り ま す 。 礼拝 中 ( 
両側 に 
を 行い 、 礼 拝 を 


ウド ゥ ー の ファ ルド 
ウド ッ ゥ ッ ー の 義務 は 、 
1 . 顔 を 一 度 水 で 洗う こと 
2. 両 腕 を 肘 と 共に 
3. 頭 の 4 
る こと 

4. 両足 を か か と と 


こ は 、 フ ァ ル ド 、 ス ン ナ 、 礼 儀 、 そ 


ウド ッ ー を 保ち 、 


腹 


これ に よっ て アッ ラー の 席 護 


が 無 


効 と な っ た 人 


ハナ フィ ー 派 で は 4 つ あ り ま す 。 


一 度 水 で 洗う こと 
分 の 一 を メス フ す る こと 、 す な わら ち 濡 らし た 手 で 撫で 


ト に 洗う こと 


し て 禁忌 


消す も の が あり ます 。 ウ ドッ ー が な いこ と 
] さ れる わけ で も な く 礼 提 
こ ウ ドッ 
挨拶 を 行い 礼拝 を 中 断 し ます 。 時間 が 過ぎ る 前 に 
色 切 か ら や り 直し ます 。 


手 、 足 か ら 落 


を 保持 する 
夜 は ウド ッ 
を 受け 


で 食べ 、 飲 ん だ 人 の 腹 中 で 


| に 留 圭 


まっ て いる 間 


と され る 


E を 行う 人 は 不信 


人 は 、 す ぐに 
有用 ビ 
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シャ ー フ ィ イ ーー 派 に よる と ニー ヤ と タル ティ ブ も ファ ルド で あ 
り 、 顔 を 洗う 際 に ニー ヤ を 行う 必要 が あり ます 。 水 が 顔 に 触れ る 
前 に ニー ヤ す れ ば 、 そ の ウド ッ ー は 有効 と は な ら な い の で す 。 顔 
や あご の 琵 を 洗う こと は ファ ルド で す 。 マ ー リ キー 派 で は 、 こ す 
り 、 洗 うこ と が ファ ルド と な り ま す 。 シーア 派 で は 足 を 洗わ ず 、 
は だ し の 上 か ら メ シフ を 行い ます 。 


ウド ッ ゥ ッ ー の 行い 方 

1. ウド ッ ー を 始め る 際 に は 次 の ドゥ アー を 唱え ます 。 

「 和 o 約 ミッ ジー ビル * ア スィ イー み 、 アル ハム F リッ プーE アデ 
プー ディ ー ニ ル イス ラー ム 、 ア アデ ラー ダグ ウブ フィ ク イル 
re チル KA NR アビ ツラ スイ ー ジャ アラ テルマ ー 
タフ ー ラ ン ワ ジェ ラー レル イス ラー マ ヌー ラン ュ ェ 」 

それ か ら 、 手 を 肘 ま で 8 回 洗い ます 。 

手 で 口 に 3 回 水 を 入れ な が ら 次 の ドゥ アー を 唱え ます 。 

「 ア ッ ラ ー フ ンマ スキ ニー ミン ハウ ディ ナビ ー ヤ カ カス 
アン ラー アズ マウ バー デフ アバ ー ダ ン 9 引 」 

右手 で 鼻 に 3 回 水 を 売れ 、 左 手 で 中 を 洗い ます 。 鼻 に 水 を 入れ る 
際 に は 

「 ア ッ ラ ー フ ンマ アリ フ ニ ー ラー イハ タル ジャ ン ナ ティ 
ワル ズ ク ニ ー、 ミ ン ニア ミ ハ ー、 ワ ラー トゥ リフ ニー ライ 
ハタ ダン ナー ル 93」 と いう ドッ アー を 唱え ます 。 

掌 に 水 を 入れ 、 額 か ら 顔 の 下 、 明 ま で 、 顔 を 洗い な が ら 次 の ドッ 
アー を 唱え ます 。 

「 ア ッ ラ ー フ ンマ バイ ー ド ワ ジ ュ ヒ ビビ ヌー リカ ヤツ ウマ 
タブ ヤ ド ッ ヴ ジ ュー フ アウ リヤ ー イ カ ワ ラー トッ ゥ サッ 
ヴイ ド ワ ジ ュ ヒ セー ビ ズ ヌ ピー ヤ ウ マ み ス ワッ ドッ ウ 


1 侍 高 な る アッ ラー の 御名 に よっ て 始め ます 。 私 た ち に イス ラー ム の 教え を 与え 
られ 、 信 仰 を 恵まれ た アッ ラー に 感謝 と 称 状 を 。 水 を 、 清 め る 者 、 イ スラ ー ム 
を 光 と され た アッ ラー に 感謝 と 称 堆 を 。 

3 アッ ラー よ 、 一 度 飲ん だ 後 、2 度 と 潟 き を 覚え な い 預 言 者 の 水 貯 めか ら 私 と い 
う し も で に 一 杯 飲ま せ て くだ さい 。 

sa アッ ラー よ 、 私 に 天国 の 香り を 味わわ せ て くだ さい 。 そ し て 私 に 天国 の 恵み に 
よっ て 糧 を お 与え くだ さい 。 地獄 の 香り で は な く 。 


| | 
本 夫 昌 
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ジュ ー フ アダ ー イ カ 4」 

左手 で 右腕 を 肘 ま で g 回 洗う 時 に は 、 

「 ア ッ ラ ー フ ンマ アー ティ ニー キタ ー ビ ー ビ ヤ ウ ミニ ー 
ワ ハス ビニ ー ヒサ ー バ ン ヤギ シー ラン 5」 

と ドゥ アー を 唱え ます 。 

右手 で 左腕 を 8 回 、 肘 まで 洗う 時 に は 

「 ア ッ ラ ー フ ンマ ラー の le キタ ー ビ ー ビ シマ 
ー リ ー ワ ラー ミン ワラ ー イ ザ フ リ ー ワ ラー トゥ 
パー シ グ ュ 。 も セ サー パシ ジャ ディ ー ダ シン 

と ドッ アー を 唱え ます 。 

両 朋 を 洗っ た 後 、 手 を も う 一 度 洗い 、 そ の 水 で 頭 を 湿ら せな が 


ら 、 
「 ア ッ ラ ー フ ンマ ハッ リム シャ ー リ ー ワ バシ ャ リー ア 
ラン ナー ル 、 ワ アズ イィ イラッ ニー タフ タ ズ イ ッ リ アル シカ 


ラー ズ ィ ッ フラ イッ ラー ズ ッ ル アル シカ ィ 

と ドゥ アー を 唱え ます 。 

それ か ら 右 手 と 左手 の 人 差し 指 で 両 耳 の 穴 に 水 を 入れ 、 親 指 で 耳 
の 後ろ を 湿ら せ 、 

「 ア ッ ラ ー フ ンマ ジュ アル ニー ミナ ッ ラ ズ イ ー ナ ヤス タ ミ ウ 
ー ナ ル カウ ラ ファ ヤッ タビ ウー ナ アフ サナ フ 』l 

と ドゥ アー を 唱え ます 。 
手の甲 で 首 の 後ろ を 湿ら せな が ら 、 
[ツタ アー アワ シマ) アー トルク ダル バ ディ ミナ シン ザール 
と 下 ドゥ アー を 唱え ます 。 


4 アッ ラー よ 、 あ な た の 光 で ワリ ー た ちの 顔 を 白く され た よう に 、 私 の 顔 を も 
く な さっ て くだ さい 。 敵 の 顔 が 黒く な る 日 に 、 私 の 罪 の 為 に 私 の 顔 を 黒く な さ 
ら な いで くだ さい 。 
s ア ッ ラ ー よ 、 私 の 記録 筐 を 右側 か ら お 与え くだ さい 。 私 の 審判 を 容易 に し て く 
だ さい 。 

e アッラー よ 、 記 録 短 を 左側 か ら 、 背 後 か ら 与 ん を な いで くだ さい 。 私 の 審判 を 困 
難 な も の と な さら な いで くだ さい 。 
1 0 財 本 邊 生生 S4U2RMYSSI 二 2 擬 3Nae 
に 凡 高 な 玉座 で 影 を お 与え くだ さい 。 
』 テ ッ ラ ー よ 、 私 を 、 話 を 聞い て 最も 良い も の に 従う 者 と し て くだ さい 。 
9 アッ ラー よ 、 私 の 首 を 火 か ら 解 放し て くだ さい 、。 


| | 
| 隊 a 細 | 
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自 を 湿ら せ た 後 、 左 手 の 小指 で 右足 の 小指 か ら 始 め る 形 で 足 の 指 
の 間 を も 洗う 形 で 、 か か と と 共に 右足 を 3 回 洗い な が ら 、 
1 み ラ ー ジ ツマ 省 ロ yh ダグ マイ や ヤー デラ テス ・ ペ テー ト 
ウゥ ヤ ウ マ タ ズ イッ ルー フィ ヒル アク ダム io」 
と ドッ アー を 唱え ます 。 
左足 を 3 回 洗い 、 足 の 指 の 間 を 小指 で 、 今 度 は 親指 か ら 始 め 、 小 
昌 ま で 洗っ て いく 形 で 、 か か と と 共に 洗い な が ら 、 

1 デ 有 テー プン マ アー グ ト ルル ドッ 灰 メグ マイヤー デラ ラ 
スラ ー ト ゥ ヤ ウ マ タトゥ ルド ゥ クッ リ アカ ダー ミ アダ 
ー イ カ 、 ア ッ ラ ー フ ンマ サイ ー マシ ュ ク ー ラ ン ザン ビー 
マー フラ ン ワ アマ リ マク ブー ラン ワ ティ ジャ ー ラ ティ 
ラン タブ ー ラ ュ ロ 」 
と ドッ アー を 唱え ます 。 


預言 者 ムハンマド は 次 の よう に 言わ れ ま し た 。「 誰 で あれ 、 ウ 
ドゥ ッ ー を 行っ た 後 で 天 を 向い て 次 の ドゥ アー と 唱え れ ば 、 ア ッ ラ 
ー は その 人 の 罪 を 許さ れ 、 受 け 入 れ ら れ 、 そ の 玉座 の も と で 護 
され る 。 最後 の 審判 の 日 に は この ドゥ アー を 唱え た 人 は その 善行 
の 報償 を 得る 。『 ス プ ハ ー ナ カッ ラー フン マ ワ ビ ハ ム ディ カ 
アシ ュ ハ ド アン ラー イラ ー ハ イッ ラー アン タ ワ フ ダ 
カ ラー シャ リー カ ラ カ アス タグ フィ ルカ ワ アト ッ ゥ ッ ー 
ブ イラ イカ アシ ュ ハ ド アン ラー イラ ー ハ イッ ラッ ラ 
ー ワ アシ ュ ハ ド アン ナ ム ハ ン マ ダ ン アブ ドッ カ ワ 
ワ ス ー ル カ ril」 

ある ハデ ィ ー ス で は 、「 誰 で あれ ウド ッ ー の 後 で 『 イ ン ナ ー 


0 アッ ラー よ 、 足 が 滑る 日 に 、 ス ラー ト 橋 で 私 の 足 を 滑ら な いも の と し て くだ 
さい 。 

n ア ッ ラ ー よ 、 あ な た の 敵 た ち が ス ラー ト 橋 で 足 を 滑ら せる 日 に 、 私 の 足 を 消 
ら せ な いで くだ さい 。 ア デッラ ー よ 、 私 の 努力 を 認め られ る も の と な さっ て くだ 
さい 。 私 の 罪 を お 許し くだ さい 。 私 の 行為 を お 認め くだ さい 。 私 の 取引 を 合法 
な も の と し て くだ さい 、。 

アッ ラー よ 、 あ な た を 成 謝 と 共に 称え 、 賞 苦し ます 。 あ な た 以外 に 祭 拝 さ れる 
べき 存在 は な いこ と 、 あ な た が 唯一 で あら れる こと 、 共 同 で 何 か を 行っ て いる 
存在 は 全く な いこ と 、 そ し て ムハンマド (アッ ラー の 祝福 あれ ) が あな た の し 
も で あり 、 使 者 で や る こと を 証言 し ます 。 


| | 
に 松 
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アン ザル ナ フ ー』 の 章 句 を 一 度 唱え れ ば 、 ア ッ ラ ー は その 人 を 誠 
実 で や る 人 と し て 記録 する 。2 度 唱え れ ば 、 狗 教 者 と し て 記録 さ 
れる 。 8 度 唱 えれ ば 、 預 言 者 た ちと 共に 復活 する 」 と 言わ れ て い 
ます 。 
また 別 の ハデ ィ ー ス で は 「 誰 で あれ ウド ッ ゥ ッ ー を 行っ た 後 で 私 に 
対し て 10 回 祝福 祈願 を 行え を ば 、 ア ッ ラ ー は その 人 の 悲し み を 取 
り 除 か れ 、 喜 ば せら れ 、 ド ッ ア ー を 受け 入れ られ る 」 と 言わ れ て 
いま す 。 

ウド ッ ゥ ッ ー を 行う 際 、 ウ ドゥ ー の ドッ アー を 知ら な い 人 は 唱え な 
く て も 構い ませ ん 。 し か し で きる 限り 急い で 暗記 し 、 そ れ を ウド 
ゥ ッ ー の 際 に 唱え る よう に すべ き で す 。 こ れ は 大 き な 善 行 で す 。 ウ 
ドゥ ッ ー の 最後 の 方 、 そ し て ウド ゥ ッ ー を 行っ た 後 で 「 ア ッ ラ ー フ ン 
マジ ュ ラ ル ニ ー ミナ ッ タ ワー ビー ン 、 ワ ジュ アル ニー ミナ ル 
ムタ タッ ヒ リ ー ン と 、 ワ ジュ アル ニー、 ミ ン イ バ ー デ ィ ク アッ 
- サー リヒ ー ン 、 ワ ジュ アル ビー ミナ ッ ラ ズィー ナ ラー ハ 
ウフ ン アラ イヒ ム ワ ラー フ ム ヤ フ ザ ヌー ン 」 と ドッ アー 
を する こと は 大 き な 善 行 で す 。 

ウド ゥ ー の ドッ アー を 知ら な い 人 は 、 そ れ ぞ れ の 部 分 を 洗う 時 
に カリ マ ・ シ ャ ハー ダ を 唱え て 大 き な サ ワー ブ を 得る べき で す 。 


あ 友 た だ 再 彦 が ある な ら 、 広 章 を い な さい 
それ な 地 枯 の 下 で ある 

丸 存 な 太 者 の ミー テラー ジュ で ある と 
半 り な さい 


ウド ゥ ッ ー の スン ナ 
ウド ッ ゥ ッ ー の スン ナ は 18 項目 に な り ま す 。 


。 圧 た まり ま 、 0 アリ ター ドッジ シー ド コサック タ ャ イダ ど て 0 
ジー ム 」 と 唱え つつ 始め る こと 。 
9. 手 を 手首 まで 3 回 洗う こと 


3. 日 を 3 回 水 で 清め る こと 、 こ れ を 「 マ ズ マ ザ 」 と 呼び ます 。 
4. 鼻 を 3 回 水 で 清め る こと 、 こ れ を 「 イ ステ ィ ン シ ャ ー ク 」 と 
呼び ます 。 

5. 眉 、 着 、 あ ご ひげ の 下 に 隠れ た 皮膚 を 、 顔 を 洗う 際 に 湿ら せ 


(て 
品 9t 


. 耳 を 一 度 湿ら せる こと 
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洗う 時 、 眉 の 下 を 湿ら せる こと 。 
ひげ の 垂れ 下がっ た 部 分 を 和 
ひ 


寺 


げ の 


垂れ 下がっ た 部 分 の 


に 右手 の 指 を 樺 の よう に 入 


歯 を 、 - 何 か で こ すり 、 綺 麗 に する こと 。 ミ スワ ー ク を 用 いる 


ほ 要 な スン ナ で す 。 


. 頭 の あら ゆる 部 分 を 一 度 、 湿 


ら せ る こ 


うな じ を 、3 本 の 指 で 一 本 電 


手 と 足 の 指 の 間 を 洗う こ 


1 の 
顔 を 洗う と き は 心から ニー ヤ す る こと 。 


6 培 和 5 
. 洗う 部 分 を 十分 に 手 で 撫で る こと 。 


ウド ゥ ー で 洗う べき 場所 を 、 間 隔 を あけ ず に 洗う こと 。 


ウド ッ ー の 徳 


ウド ッ ー の 作法 は 2a 項 
1. こ こ で の 徳 と は 


目 あ り ま す 。 
行わ れる こと が 善行 と な り 、 か つ 行 わな く て 


も 罪 に は な ら な いも の を 意味 し ます 。 し か し 、 ス ン ナ を 行う こと 
は スン ナ で あり 、 行 わな いこ と は ハラ ー ル に 近い マク ルー フ で 
す 。 こ の 徳 の こと を マン ドゥ ー ブ 、 も し く は ム ス タ ハ ブ と も 言い 


ます 。 ウ ドッ ゥ ッ ー の 徳 は 次 の 通り で す 。 


2. 礼 拝 の 時 間 に 入 る 前 に ウド ゥ ー を 行う こと 。 (差し 障 り の ある 


状態 の 人 は 


、 時 間 に 入 っ て か ら ウ 


ゥ ー を 行う こと が 必要 で す ) 


会 部 の 洗浄 を 行う 際 に は キ ブ ラ が 右 も し く は 左側 に 来る よう に す 
る こと 。 ウ ドゥー を 損なう こと を 行う 際 に は 、 キ ブラ が 前 も し く 


は 後ろ に 来る よう ! 
83. ナ ジャ ー サ ( 把 物 ) ヵ 


4. 水 で 清め た 後 、 布 で 拭く こと 。 


5. 洗 浄 を 行う 際 に は アウ ラ の 場所 を すぐ に 覆う 
6. 他 者 の 助け を 求め ず 、 自 分 で ウド ッ ー を 行う 


こす る こ と は ハラ ー ム に 近い マク ルー フ で す 。 
* 付 着 し て いれ ば 水 で 清め る こと 。 


7. キ ブラ の 方 角 に 向かっ て ウド ッ ー を 行う こと 
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8. そ れ ぞ れ の 器官 を 洗う 際 に カリ マ ・ シ ャ ハー ダ を 唱え る こと 。 
9. ツ ウツ ドゥ ッ ー の ドッ アー を 行う こ ょ 。 

10. 日 に 右手 で 水 を 入れ る こと 。 

11. 鼻 に 右手 で 水 を 入れ る こと 。 

12. 鼻 を 左手 で 清め る こと 。 


18. 日 を 洗う 


際 に ミス ワー ク で 歯 を 清め る こと 。 


14. 品 を 洗う 時 に 、 断 食 中 で な けれ ば 口 を ゆす ぐ こ と 、 軽 くう が 


い を する こと は ウド ゥ ー で も グ ス ル で も スン ナ で す 。 断食 中 は マ 
クル ー フ で す 。 
15. 鼻 を 洗う 際 に は 、 水 を 骨 の 近く まで 入れ る こと 。 


16 耳 を 湿ら せる 際 に 5 
17. 足 の 指 の 間 を 洗う 時 に は 、 左 手 の 小指 で 洗う こと 
18. 手 を 洗う 時 に は 、 hy で ちか ナニ と きつ い 、 ぴ 
っ た り し た 指輪 を 動か すこ 19. と は 欠か せな いこ と で あり 、 フ ァ 


ルド で す 。 

20. 水 が 豊か に あっ た と し て も 浪費 し な いこ と 。 

91. 水 を 、 油 を 塗る か の よう に 少し だ け 使 うこ と 。 (3 回 洗う 場所 

か ら 、 少 な く と も 5? 滴 の 水 が し た た る 必要 が あり ます ) 

の を 行っ た の で あれ ば 、 そ の 容器 を いっ ぱ 
こし て お く こ と 。 

NR 

ンマ ジュ アル ニー ミナ ッ タ ワー ビー ン 」 の ドゥ アー を 唱え る こ 

と 。 

24. ウ ドゥ ー の 後 で 「 ス プ ブ ハ ー」 す な わ ち 2 ラ カ ー ト の 礼拝 を 行う 

ご と ど 。 

25. ウ ドゥ ッ ー が ある 状態 で ウド ッ ー を 行う こと 、 す な わ ち 礼拝 を 

行っ た 後 、 ま だ ウド ゥ ー が ある うち に 、 次 の 礼拝 の 為 に も う 一 度 


2 ドウ ジー を 和 う こ 星 。 


26. 顔 を 洗う 
27. 顔 、 腕 、 
著 を 洗う こ 


寺 に まぶた や まつ げ を 清め る こと 。 
足 を 洗う 際 、 フ ァ ル ド で ある 場所 より も 少し 広い 範 
と 。( 腕 を 洗う 際 、 手 の ひら に 水 を 一 杯 に 満た し 、 そ 


れ を 肘 ま で か ける べき で す ) 


28. ウ ドゥ ッ ー 


を 行う 時 に は 、 使 っ た 水 を 服 や 体 、 頭 に ね させ な 


いこ と 。 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


自ら の 学派 で セク ルー フ で は な く 、 


も の が あれ ば 、 そ れ を 行う こと は ム ス タ ハ ブ で す 。 


ウド ッ ゥ ー を 行う 際 に 禁 


ウド ッ ゥ ッ ー を 行う 際 に 


を まじ ら れ て いる 事柄 
こ や っ て は いけ な い 事 柄 は 19 
これ ら を 行う こと は ハラ ー ム も し く は マク ルー フ で す 。 


1. 野 外 で ウド ッ ー を 損なう よう な こと を する 場合 に 


方 角 を 前 も し く は 後ろ に 


9 陰部 の 洗浄 の 


ー ム G ず 。 


8. 右手 で 洗 * 
4. 水 が な い 時 に 


宏 。 業 で 。 
5. ソ 
て は い 
6. ウ 
洗っ て は いけ 
洗っ て は いけ 
7 ウド ゥ ッ ー の 


8. 顔 を 洗う 時 1 
に 向け て 流す べき で す 。 
を 吹き か け て は いけ ませ ん 。 
を きつ く 閉 じ て は い 


9. 水 に 足 
10. 日 と 
と 腔 に 、 湿 


ゥ ー を 行う 際 
け ま せん 。 

* ゥ ッ ー の 場所 を 、 そ の 範囲 
「 ま せん 。 あ る い は gs 還 
+ ま せん 。 
場所 を 、 
は 、 水 を 上 顔 ( 


し な いこ と 。 


、 食 べ 


を 行っ て は いけ ませ ん 。 


物 で 、 肥 料 で 、 


洗 * 


0 


ませ ん 。 


11. 右 手 で 鼻 を 洗っ て は いけ ませ ん 。 


12. 頭 、 耳 、 


ば を 中 


骨 で 、 動 物 の エサ で 、 
で 、 そし て 他 の 人 の 持 ち 物 で 、 植 木 鉢 で 、 タ イル の か けら で 、 
ある い は 布 や 紙 で 洗浄 を 行う こと ! 
に 水槽 に つ 


他 の 学派 で は ファ ルド で ある 


癌 あり ます 。 


は 、 キ ブラ の 


に 他 者 の 前 で アウ ラ の 場所 を 見 せる こと は ハラ 


炭 


葉 


マク ルー フ で す 。 


ト い た り 、 鼻 水 を 入れ た り し 


け ま せん 。 


うな じ の 一 つつ に つい て は その た び 


より も 過度 に 広く 、 あ る い は 狭く 
より も 少な く 、 も し く は 多く 


いた 布 で 拭い て は いけ ませ ん 。 
こ か ける の で は な く 、 額 の 


上 か ら 下 方 


大 の 外 か ら 見 える 部 分 
ら さ れ て いな い 筒 所 が わずか で も 残っ て いれ ば 、 ウ ド 
ー は 有効 と な り 


ご と に 手 を 江 

し 、 一 度 以上 まとめ て 湿ら せ て は いけ ませ ん 。 毎回 濡らす こと 
な く 繰 り 返 すこ と が で きま す 。 

ミス ワー ク を 用 いる こと : ウド ゥ ッ ー を 行う 際 に ミス ワー ク を 用 い 


る こと は ム ア ッ カ ダ の スン ナ で す 。 


| @ の 


が だ パース で は 。 


SS ウー 


ーー ] 礼拝 の 書 ーー 一 


ク を 


て TH 


\ て か ら 行 われ 


1 が の ーー ジグ * 
ク を 用 いる こと に 15 


る 礼 提 


の 効 


E は 、 
れる 礼拝 より も 70 倍 崇 高 で も や る 」 と され て い 
ウル ・ ワ ッ ハ ー ジ ュ 」 と いう 


1H』 い な いま ま 行 わ 


ミス ワー ク を / 


1 


1. 死 の 瞬間 に 、 シ ャ ハ 
光 肌 を 下 く いい 
8. 療 を 取り 除き ます 。 
4. 胆 汁 酸 を 止め ます 。 
5. 日 内 の 】 
6. 日 臭 を 取 


除き ます 。 


7. ア ッ ラ ー が 豆 ば れ ま す 。 


8. 頭 部 の 欠陥 を 強め 3 


9 


鋼 み を 取り 除き 3 


ダ の 言葉 を 中 


9. シ ャ イタ ー ン が 世 れ 3 
10. 目 が 輝き ます 。 

11. 善 行 が 増し ます 。 
12. スンナ に 
13. 
14. 美 しい 言 


葉 を 話す よ 2 


ミス ワー ク を 
く な り ま す 。 


ミス ワー ク は 、 ア ラビ ア 地 方 に 
す 。 ま っ すぐ な 枝 の 先端 か ら 2 セン チ 余 り の 部 分 の 上 肥 を むき 、 
つけ て お きま 
こ 開 きま す 。 ア ラッ ク の 木 が な けれ ば 、 オ リー ブ の 
は ミス ワー ク の 代わ り 
いる と いう スン ナ を ニー ヤ し つつ 、 樹 脂 を 


こ を 2 時間 ほど 水 に 
ブラ シ の よう 【 
木 で 作ら れ ま 


す 。 女性 


2 


従っ て 行動 し た こと 
が と て も 清潔 に な り ま す 。 
2 物 り 二 す 

15. ミ スワ ー ク を 用 いて 行わ れる 2 ラ カ ー ト の 礼 提 
H い ず に 行わ れる 70 ラ カ ー ト の 礼 提 


える 要 


に な り ま す 。 


革 物 で | 
]』 が ある こと が 示さ れ て いま す 。 


よ 、 ミ スワ 


な り ま す 。 


E ま の サワ ー ブ は 、 
E よ り も な お 多 


育つ アラ ッ ク と いう 木 の 枝 で 


ー 
*ー 


す 。 そ れ か ら そ れ を つぶ す と 、 


ウド ッ ゥ ッ ー を 行う 際 に 注意 すべ き 事 柄 
や む を 得 な い 事 情 が な い 限 り 、 


必要 が あり ます 。 


に 、 ミ スワ ー ク を 用 
HH いる べき で す 。 


以下 の 10 の 


ほ 柄 に 重き を 置く 


1. 両 腕 に 支障 が ある 場合 は 、 タ ハー ラ は 行え ませ ん 。 腕 を 土 に 


顔 を 壁 に 


68 


つけ て タ ヤ ン ム ム を 行い ます 。 顔 に も 傷 が ある 場合 は 、 


礼 電 
ん 。 


2 病気 で ある 人 に は 、 そ の 妻 、 女 奴隷 、 子 供 、 


行わ せま す 。 


3. 石 や それ に 類 し た も の で タ ハ ー ラ を 行う こと 


な り ま す 。 


戻さ な け 


し た 人 は 、 


も の を 携え て いて は いけ ませ ん 。 何 か に 包 
に 入れ て お くべ き で す 。 

は 左足 か ら 入 り 、 
8. ト イレ で は アウ ラ の 人 和 


ト の 
トイ ルレ に 


いけ ませ ん 。 


9. ア ウラ の 人 箇所 と 汚物 を みて は いけ 
} ま せん 。 
10. あ ら ゆ る 水 、 モ スク の 克 、 


吐い て は いけ 


ん 。 


知 情 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


E を ウド ッ ゥ ー の な い 状 態 で 


MM も し く は 気 
ば 、 復 活 し た 場 
メー ジ ! 9 
E が 人 
イレ に 入る 導 に 
っ て 入る こと は ム ス タ ハ ブ で す 。 
イレ に 入る 際 、 


、 礼 拝 を 放棄 する こと は し ませ 


絶 し た 人 が 2 


E す る こ と も で き な い 1 


所 を ] 


本 


ませ ん 。 


募 、 道 


ウド ッ ー を 無効 と する 事柄 


7 つの 事柄 1 
1. 体 の 前 後 


か 


日 ロロ 


は ドー 生 森 


効 と し ま 


す 。 


ら 出 る も の 
2. 大 小 の 排 湯 と お な ら 


3. 沈 腸 器 具 
場合 ドッ 


4. 男 性 
湿っ た 場 
5. 


は 


生 が 、 


か ら 出 る 汚物 、 
ば より 多く 混じっ た 時 、 


の 先端 や 人 の 指 が 朋 
・ 効 と 
ドゥ ー を 行う こと が な お 
及び 女 1 尿 を こ 
合 は 無効 と な り ま す 。 

日 い っ ぱい の 嘱 吐 


時 


い で す 。 


ぼ さ な い 為 に 置 


に ヽ 


| | 
親 


E っ て いた と し て も 礼拝 
、 専 用 の シャ ル ワ ー ル を 着用 する こと 、 


に 排 港 を 行っ て は いけ 


[ 門 に 出し 入れ され 、 周 


な り ま す 。 乾い た まま の 場合 


つば を 吐い た 時 
や 腸 か ら 来 る 液状 の 』 


兄弟 が ウド ゥ ッ ー を 
は 、 水 の 代わ り と 


4 時 間 以 内 に 意識 を 取 


合 も カ ダ ー は 行い ませ ん 。 寝 な が ら 


ほ 病 が 24 時 間 以 上 継 
は 免除 され ます 。 
頭 を 


手 に アッ ラー の 御名 や クル アー ン が 書か れ た 
まれ た 状態 が 、 


ポケ ッ 


0 
に 開く べき で す 。 ま た 話し て は 


また トイ レ に つば を 


ませ 


囲 が 湿っ た 


。 負 び ウ 


\ た 綿 の 外側 の 部 分 カ 


Pa 
てこ] 


( が つ 
は 、 イ マー ム ・ 


ー ゴ 


アザ ー ム に よる と 少量 で も ウド ゥ ッ ー を # 
か ら 出 た 時 に 


が 


6. 耳 に 入れ られ た : 


か ら 昌 
や 膜 、 
だ 然 間 患 者 、 
ル の 際 に 洗う べき 場 及 
た 場合 、 耳 か ら 出 る 血 が 、 
C) 吹き 出 物 や 傷 の 血 、 
D) ミス ワー ク や つま 
E) 耳 、 へ そ 、 乳 人 
場合 。 

F) ヒル が 大 呈 


日 る も の 


及び 


に 広 カ 
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量 の 


あら ゆる 吹き 出 物 か ら 出 る 


を 吸っ た 


礼拝 の 書 


ほ 効 に し ます 。 


は ドッ ウー 記 舞 


中 色 の 液体 が それ だ け で 出 た 場合 。 


効 に な り 


* っ た 場合 、 例 えば 鼻血 が 


耳 の 穴 か ら 出 た 場合 。 
騰 を 綿 に 
E よ うじ の 
か ら 痛 み も 


に 吸わ せ た 時 。 
が HH 
し く は 病気 に より 液体 


場合 


以上 の 


眠る こと 
横 に な っ て 、 あ る い 

っ た 時 に は 、 ウ ドゥー が 無 2 

気 軟 する こと 、 発 狂 


の 場合 に は 、 ウ ドゥ ッ ー が 人 


E 効 と な り 


E す 。 


は 肘 を つい て 、 あ る い は 何 か に 
区 避 な り ま す 。 
0 


て ん か ん 発作 を 


と き に 揺れ て し まう くら い 酔 うこ と 


は ウド ッ ー を 無効 


ルク ウ や サジ ュ ダ を 伴う 礼 

ドゥ ー も 無効 と し ます 。 し ヵ 

礼拝 の 際 の 微笑 は 、 礼 提 

が その 声 を 聴い た 時 に 

合 は 「 微 笑 
な り 、 柄 い 場所 に 3 

を 無効 と し ます 。 


か な か っ た 場 
裸 に 


ウド ッ ゥ ッ ー を 行っ た こと を 認識 し て お り 、 その 後 、 無 
は ある と 認め られ 


不安 が あれ ば 、 ウ ドゥー 


FE も ウド ッ ゥ ー も 無 
は 「 声 を 日 
] ど 含 衝 ま す 。 
FE を 触れ る こと は 


ゝ し 子供 の 場合 は 
効 と は 
し て 笑う 」 と 


ほ 効 と さ 


し ン づ ヴ 


判断 き 


[ 


男性 で も 女性 


液 、 


選 こ すこ 


E で 声 を 出し て 笑う こと は 、 


膜 が グ ス 
骨 を 浸透 し 


が 出 て いる 


も た れ て 上 


民 


と 、 歩 く 
と し ます 。 
礼拝 も ウ 
れ ま せん 。 
ん 。 他 の 人 
れ 、 声 を 聞 


必 P 


まる 


効 に な っ た 
ゥ ッ ー が 無効 


と な っ た こと を 論 識 し 、 そ れ か ら ウ ドゥ ッ ー を し た か どう か 不安 に 


な っ た 場合 は 、 ウ ドゥ ー を 行う こと が 必要 で す 。 
ウド ッ ー を 無効 と し な い 事 柄 
以下 の 事柄 は ウド ゥ ッ ー を 無効 と は し ませ ん 。 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


口 、 耳 、 皮 膚 の 傷 か ら 出 た ウジ 中 。 
療 を 吐く こと 。 
血 を 吐い た 時 に 出 が 、 つ ば より も 少な い 場 合 。 


た 
歯 か ら 出 た 血 が 、 つ ば より も 少な い 場 合 。 
頭 か ら で る 固まっ た 血 ( 量 が 多い 場合 も ) 
血 や 腸 か ら 出 る 固まっ た 血 が 、 日 いっ ぱい より も 少な い 場 合 。 
耳 に 入れ られ た 薬 が 耳 も し く は 鼻 か ら 出 た 場合 。 
鼻 に 吸い 込ま れ た も の が 何 日 も 後に 鼻 か ら 出 て きた 場合 。 
何 か を 噛ん だ 時 に 、 そ こ に 血 が 付い た 場合 。 
痛み が な く 、 何 ら か の 原因 で 泣い た 時 、 あ る い は 玉ねぎ 、 煙 、 ガ 
ス な どの 影響 で 涙 が 出 た 場合 。 
女性 が 子供 に 授乳 し た 場合 。 
犬 量 で あっ て も 、 汗 を か いた 場合 。 
ハエ 、 カ 、 ノ ミ 、 ワ ラジ ムシ の よう な 中 が 大 量 に 刺し た 場合 。 
少量 で あり 広がら な い 血 、 も し く は 日 い っ ぱい に は な ら な い 程 度 
の 嘱 吐 。 
民 っ て いる 時 、 も た れ て いる も の を 取り 除い て も 寝 て いる 人 が 倒 
れ な い 場 合 。 
礼拝 中 に 眠る こと 。 
座 を 揃え 、 頭 を 腔 の 上 に お いて 眠っ た 場合 。 
足 を 一 方 に 引い て 、 座 っ た まま で 眠る こと 。 
裸 の 動物 の 上 で 眠り 、 動 物 が 坂 を 昇っ て いる か 、 平 ら な 場所 を 進 
ん で いる 場合 。 
礼拝 中 に 微笑 むこ と 。 
礼拝 中 に 笑っ た こと を 自分 だ けが 聞い た 場合 、「 ダ フク 」 と 呼ば 
れ ま す 。 ダ フク は 礼拝 の み を 無効 と し ます 。 
髪 、 ひ げ 、 あ ご ひげ 、 爪 を 切る こと 。 
傷口 の か さぶ た が は が れる こと 。 
以上 の 場合 に は 、 ウ ドッ ー を 無効 と は し ませ ん 。 


ウド ッ ゥ ッ ー の 為 の 容易 さ (メス ト も し く は 傷口 の 上 か ら の マス フ ) 
マス フ と は 、 撫 で る こと を 意味 し ます 。 メ スト に は 2 種類 あり 
ます 。 

メス ト の 上 か ら の マス フ 


メス ト は 、 
ます 。 メス 


ーー 礼拝 の 書 


足 の 洗う べき 部 分 を 績 う 、 


ト が 大 きく 、 


合 、 マ ス フ が 何 も な い 場 所 に な され る 場 


2 


トーー- 


水 を 通さ な い 靴 を 意味 し 
届い て いな い 場 
合 は 、 そ れ は 認め られ ま 


せん 。 メ スト は 、 一 時 間 道 を 歩い て も 足 か ら 外れ な い 位 、 き っ ち 
り と し て 足 に フィ ッ ト し て いる こと が 必要 で す 。 

足 の 在 と 足 の 甲 、 も し く は 足 の 在 だ けが 皮 で 旨 わ れ た 靴下 の 上 
か ら マ ス フ を 行う こと は 認め られ て いま す 。 

伸び て お ら ず 、 歩 く と き に 下 に 落ち な い 靴 下 の 上 か ら マ ス フ を 
行う こと も 認め られ て いま す 。 

メス ト は 、 ウ ドッ ー を 無効 と する も の が 足 に つく こと を 防ぐ も 


の で す 。 足 を 洗っ た 後 、 メ ス 
ー を 行う こと ! 

マス フ は メス ト の 
は マス フ す る こと は あり ませ ん 。 
に 従っ て マス フ を する 為 に は 、 右 手 の 親 指 
こ 沿 わせ 、 足 の 指 
手のひら は メス ト に 
さ が あ る こと が ファ ルド で す 。 


の 裏 ! 
スン ナ に 
の 上 に 、 左 ヨ 


の 方 へ と 引き ま 
は 3 本 の 手 の 指 の 幅 、 


は 認め られ て いま す 。 


FE の 指 を 左手 の メス ト (【 


そし て 長 


マス フ は 


FE の 外側 で 行う こと も 認め 


うこ と が スン ナ で す 。 


メス ト の 


す 。 旅 行者 の 場合 
は 、 メ スト を 着 
に な っ た 時 か ら 始 まり ます 。 
効 と な っ て か ら 924 時 間 以 内 ( 


ー が 無効 
ゥ ー が 無 
ト で gs 日 8 盟 
住 者 と な り 、 


濡れ た 革 の 上 を 歩く こと 、 あ る い が 雨 
濡れ れ ば 、 マ ス フ と 見 な され 
上 か ら マ ス フ で きる 時 間 は 、 定 住 者 の 場合 24 時 
すなわち 79 時 間 で す 。 こ の 


お 9 


は 8 日 8 晩 、 


] し た 時 か ら で は な く 、 


ペニー 


苑 マ ス フ す る こと が で きま 
それ か ら 924 時 間 が 経過 


上 か ら 行 われ ます 。 


を 着用 する こと 、 そ れ か ら ウ ドッ ゥ 


メス ト の 下 、 す な わ ち 足 


且 を 右 の メス ト 
且 の 方 か ら 足 首 
触れ させ ませ ん 。 マ ス フ 


られ て いま す が 、 内 側 で 行 


に よっ て メス ト の 表面 が 


日 月 


前 で 
き 間 
メス ト を 着用 後に ウド ッ 
メス ト を 着用 し た 人 の ウド 
こ 旅 に 出る 場合 、 こ の メス 
す 。 旅行 者 で あっ た の が 定 
し て いる の で あれ ば 、 メ ス 


ト を 脱ぎ 、 足 を 洗っ て ウド ゥ ー を 行い ます 。 
足 の 指 3 本 分 が 入る ほど の 破れ が ある メス ト の 上 か ら マ ス フ を 


行う こと が 認め られ 


は 認め られ ます 。 ー つ の メス ト の 数 か 所 に 
これ ら を 合わ せ た 時 に 


0 


3 本 の 指 ほ ど 


E せ ん 。 破れ が それ より 小さ けれ ば 、 マ ス フ 


小さ な 破れ が ある 場合 
に な る の で あれ ば 、 こ れ 


ーー] 礼拝 の 書 ーー 一 


で マス フ を 行う こと ! 
分 、 も う 一 つの メス ト に も 指 ? 


は 認め ら せ ま せん 。 
本 が 見 える ほど の 破 


ー つ の メス ト に 指 ? 本 
れ が ある 場 


合 、 こ れ で マス フ を 行う こと は 可能 で す 。 マ ス フ が 認め られ な い 
破れ と は 、3 本 の 指 の 先端 の み で は な く 、 全 て が 見 える も の で 
す 。 

傷 や 包帯 の 上 か ら の マス フ 

傷 、 吹 き 出 物 、 皮 膚 の ひび 割れ 、 あ か ぎれ な どの 上 か ら 、 あ る 
い は そこ に 塗ら れ た 軟 育 、 縄 、 ガ ー ゼ 、 総 創 詩 、 包 帯 と いっ た も 


の を 外す こと 、 取 り 除 く こ と が 傷 に と っ て 


か ら マ ス フ を 行い ます 。 
差し 障 り が ある 人 で あれ ば 、 礼 


ゥ ッ ー を 行う こと が で きま す 。 こ こ で 得 ら れ た ウド ッ ゥ ッ ー で 、 


H 害 で あれ ば 、 そ の 上 


E の 時 間 を 問わ ずい つ で も ウド 


だ け の ファ ルド と ナー フィ ラ の 礼 提 


を 行 


す 。 礼 拝 の 時 間 が 過ぎ る と ウド ッ 
間 に な っ て か ら 新 た 


の 時 間 の 中 で ウド ッ ゥ ッ ー を 行い 、 
で あっ て も ウド ッ ゥ ッ ー を 絆 
ある と いう 状態 


が 舞 


に ウド ッ ゥ ー を 行い 、 
あら ゆる イ バ ー ダ を 行う こと が で き 3 
差し 障 り が ある 状態 と な る 為 に は 、 ウ ドッ ゥ ッ ー を 無 
が 継続 的 に 存在 し て いる こと が 必要 で す 。 つ まり 、 
ファ ルド の 礼 提 
E 持 する こと が 


E す 。 


好き な 
い 、 ク ルアー ン を 読み ま 
E 効 に な り ま す 。 礼 拝 の 時 


この 時 間 が 過ぎ る まで 、 


効 と する 事柄 
何ら か の 礼拝 
うだ け の 時 間 


E を 行 


で き な い 人 は 、 差 し 障 り が 
に な り ま す 。 差し 障 り が ある 人 の 「 差 し 障 り 」 
は 、 次 の それ ぞ れ の 礼拝 の 時 間 内 で 一 度 で も 、 


少し で も み ら れ る 


場合 、 そ の 差し 障 り が 継続 し て いる と 見 な され ます 。 


グ ス ル 

礼拝 が 正しい も の と な る た め !【 
の で ある こと が 必要 で す 。 ジ ュ ヌ ー 
必要 な 状態 ) の 男女 、 
性 が 、 礼 拝 の 時 間 
が ある 場 

預言 者 ムハンマド は 次 の よう 【 
うと し て いる 人 に 、 そ の 毛 の 数 だ け 


テ 
ー ュ 


ウド ゥ ー と グ ス ル が 正しい も 


ー ブ 


( 
また は 月 経 や 産 裾 の 状態 か ら 抜け 出し た 女 
の 終わ り ま で の 間 に そ の 礼 提 
合 、 グ スル を 行う こと が 必要 で す 。 
こ 言 われ まし た 。 
(すなわち 、 非 常に 
サワ ー ブ が 与え られ る 。 た くさ ん の 罪 が 許さ れる 。 


性 交 や 夢精 に より 洗浄 が 


E を 行う だ け の 時 間 


「 グ スル を 行 お 
こ 多く の ) 
で の 位階 


天 民 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


が 高め られ る 。 グ スル の 人 為 に 彼 に 与え られ る サワ ー ブ は 、 こ の 世 


界 に ある 全て の も の より も な お 尊い 。 
『 こ の し も 信 を 見 な さい 、 


アッ ラー は 天使 た ち に 、 
夜 、 嫌 が ら ず に 起き 、 私 の 命令 を 考 


え 、 ジ ュ ヌ ー ブ の 状態 か ら グ スル を 行っ て いる 。 証 人 に な りな さ 


い 、 私 は この し も べ の 人 罪 を 許し た 』 と 言わ れる 。」 
別 の ハデ ィ ー ス で は 、 


「 生 れ た 時 に 


すぐ に グ ス ル を 行い な さ 


い 。 な ぜ な ら キ ラー マン ・ カ ー テ ィ ビ ー ン の 天使 た ち は ジ ュ ヌ ー 
に 傷つく 」 と 言わ れ ま し た 。 イ マー ム ・ ガ ザー リー 
か が 、 夢 で 私 に 言っ た 。 『 私 は 一 


ブ の 状態 の 
は 次 の よう 


られ て いる 。 


が いる 家 に は 
礼 捧 を 行う 、 


い 


だ 


に 炎 の 
別 の ハデ ィ ー ス で は 、「 家 、 
、 慈 悲 の 天使 

RE 


に 言わ れ ま し た 。 
定 の 時 間 、 ジ ュ ヌ ー ブ の まま だ っ た 。 今 、 


「 誰 


に いる 。』」 


私 は 火 の シ ャ ツ を 着せ 


犬 、 そ し て ジュ ヌー ブ の 状態 の 人 


は 入ら な い 」 と 言わ れ て いま す 。 
は 行わ な い 人 で も 、 


ー つ の 礼拝 の 時 間 を ジ 


厳し い 六 を 受け ます 。 水 で 洗う こと 


が 不可 和 5 の の 20 ら PO 0 の 
る 人 は 次 の こと を 行う こと が で きま せん 。 

どの 礼拝 も 行う こと 
クル アー ン や その 章 旬 に 手 を 触れ る こと は で きま せん 。 


カー バ の 周 丘 


を 行う こと 


は で きま せん 。 


は で きま せん 。 


モス ク や 礼拝 所 に 入る こと は で きま せん 。 


グ ス ル の ファ ルド 


ハナ フィ 


ー 派 に 
日 の 中 を 洗う こと 


場所 が 残れ ば 、 歯 の 


な り ま せん 。 
鼻 を 洗う こと 


の 


* (の 


Oo 


に ある 噛ま れ た パン の 下 


り ま せん 。 ハ ン バ リ ー 派 で は 


グ ス ル で も ファ ルド で す 。 シャ ー フ ィ 


に ニー ヤ を する こと が ファ ルド で す 。 
体 の 全て の 部 分 を 洗う こと 。 へ その 中 、 ひ げ 、 ま ゆ 、 ひげ 、 そ 


の 下 の 度 膚 、 そ し て 髪 を 洗う こと が ファ ルド で す 。 爪 、 


よる と 、 グ スル の ファ ルド は 3 つ あ り ま す 。 
に 、 針 の 先ほど で も 濡 ち され て いな い 
上 や や 歯 の 穴 が 濡 ら ちさ れ な けれ ば 、 グ スル に は 


に ある 乾い た 汚れ の 下 ま で 、 あ る い は 日 の 
E で 水 が 通 ら りら な けれ ば 、 グ スル に は な 
と 鼻 を 沈 う こと は ウド ゥ ッ ー で も 
一 派 で は 、 グ スル を 行う 際 


珠 ご 


。 まあ 


ーー | 礼拝 の 書 ーー 一 


た 、 あ る い は 体 の どこ か !( 
ば 、 爪 に マニ キュ ア が あれ 
ん 。 


グ ス ル の スン ナ 
5 
会 部 を 洗う 


計 5 の の 。 
グ ス ル より 前 に ウド ゥ ッ ー を 行う こと 、 顔 を 


ヤ す る こと 。 シャ ー フ ィ 
お 


グ ス ル の 行い 方 


スン ナ に 従っ た グ ス ル は 、 次 の よう ! 
まず 、 綺 麗 で あっ た と し て も 、 両 手 と 陰部 、 


が ある 部 分 を 洗い ます 。 


それ か ら 、 完 全 な ウド ゥ ッ ー を 一 度 行い 3 


ル を ニー ヤ し ます 。 足 の 下 
2 


全身 を 3 回 、 手 で こす りな が ら 洗 うこ と 
全身 を 洗っ た 後 で 、 両 足 を 洗う こと 


それ か ら 全 身 に 3 度 水 を か け ま す 。 ま ず 3 


に 、 そ れ か ら 6 左肩 に か け ま す 。 
全 に 濡れ る 必要 が あり ます 。 


朱 す 。 


グ ス ル で 一 つの 部 分 に か けら れ た 水 が 他 の 部 分 


水 を か ける 
一 度目 に か け 


こ 水 が 通っ て いな い 物 質 が あれ ( 
ば ) グ ス ル を 行っ た こと に は な り ま せ 


さよ (例え 


洗う 際 に グ ス ル を ニー 


に 行わ れ ま す 。 


そし て 体 の 』 


度 頭 に 、 そ れ か ら 右 肩 


ーー 派 で は ニー ヤ を 行う こと は ファ ルド で 


で 汚れ 


ます 。 顔 を 洗う 時 に は グ ス 
に 水 が た まる の で あれ ば 、 足 も 洗い ま 


ご と に 、 そ の 部 分 が 完 
た 時 に は そこ を と ずり 


に 流れ た 場 


その 部 分 0 
ある 部 分 に か けら れ 
に は な り ま せん 。 グ ス 
の に り 09 を 行う こと は マク ルー フ で す 。 し 


SN ルター の 際 に は 、 


た 水 が 他 の 部 分 に 流れ た 場 


か し グ ス ル を 行っ て いる 時 


三山 


に ウド ッ ー が 無 
ゥ ー を 行う こと が 必要 で す 。 


、 洗 っ た こと ! 


効 と な れ ば 、 時 


細 (詰め 物 や か ぶせ 物 を し た 歯 が あ る 人 ) 


MM か 
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ハナ フィ ー 派 で は 、 歯 の 間 や 歯 の 穴 が 濡 ら ちら さ れ な か っ た 場合 、 
グ ス ル は 完了 し ませ ん 。 こ の 為 、 歯 に か ぶせ 物 を し た り 、 詰 め 物 
を し た り し た 場合 は 、 グ スル は 正しく 行わ れ ま せん 。 人 は ジュ ヌ 
ー ブ の 状態 か ら 逃 れ ら れ な く な り ま す 。 金 、 銀 、 そ し て 委 れ て い 
な い 他 の 物質 で で きた か ぶせ 物 、 詰 め 物 の 下 に 水 が 通ら な い 場 
合 、 ハ ナ フ ィ ー 派 の 学者 の 全て に よる と 、 グ スル は 認め られ ませ 
ん 


タフ タウ ィ ー は 「 マ ラー クル ・ フ ァ ラ ー フ 」 の 注釈 、96 ベー ジ 
で 、 さ ら に は その 翻訳 文 で も や る 「 イ スラ ー ム の 恵み 」 と いう 本 
で 、 次 の よう に 記し て いま す 。 

ハナ フィ ー 派 の 人 は 、 自 分 の 属す る 学派 で は で き な い こと を 実 
行 す る 為 に 、 シ ャ ー フ ィ ー 派 に 従う こと が で きま す 。「 バ フル ・ 
ウル ・ ラ ー イ ク 」 と 「 ナ フル ・ ウ ル ・ フ ァ ー イ ク 」 と いう 書物 で 
も その こと が 書か れ て いま す 。 し か し それ を 行う 際 に は 、 そ の 学 
派 の 条件 に も 従う こと が 必要 で す 。 努 力 、 苦 労 を せ ず 、 条 件 に 徒 
うこ と も な く 真 似 を れ す る こと は 「 ム ラッ フィ ク 」 と 呼ば れ 、 簡 単 
な も の ば か り を 集め る と いう 5 意味 に な り ま す 。 こ れ は 認め られ る 
も の で は あり ませ ん 。 
自分 の 属す る 派 で 、 何 ら か の ファ ルド を 行う こと が で き な い 人 
は 、 こ の ファ ルド を 行う 為 だ け に 、 他 の 学派 の 模 信 を する べき で 
す 。 し か し 、 そ れ を 行う 際 に は 、 模 條 し た その 派 の 条件 に も 従う 
べき で す 。 か ぶせ 物 や 詰め 物 を し て いる ハナ フィ ー 派 の 人 は 、 マ 
ー リ キー 派 も し く は シャ ー フ ィ ー 派 を 模 條 する 為 に 、 グ スル 、 ウ 
ドゥ ー を 行う 際 、 礼 拝 を ニー ヤ す る 際 、 イ マー ム ・ マ ー リ ク も し 
く は イマ ー ム ・ シ ャ ー フ ィ ー に 従う こと を 思い 出す こと が 必要 で 
す 。 つ まり グ ス ル を 始め る 際 、「 グ スル を 行う こと 、 マ ー リ キー 
も し く は シャ ー フ ィ ー 派 に 従う こと を ニー ヤ し まし た 」 と いう 言 
葉 を 心 で 唱え た 人 の グ ス ル は 、 正 し いも の と な り ま す 。 ジ ュ ヌ ー 
ブ の 状態 か ら 逃 れ 、 清 め ら れる の で す 。 マ ー リ キー も し く は シャ 
ー フ ィ ー の 学派 に 従う こと で 、 ウ ドッ ー と 礼拝 が 正しい も の と な 
り ま す 。 か ぶせ 物 や 詰め 物 を し て いな い 人 々 の 前 で 礼拝 を 先導 す 
る こと も で きま す 。 

シャ ー フ ィ ー 派 の 模 條 を する 人 は 、 イ マー ム の 後ろ で ファ ー テ 
ィ ハ 章 を 読む こと 、 自 分 も し く は 他 者 の 陰部 に 手の平 で 触れ た 
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時 、 そ し て 婚 問 する こと が ハラ ー ム で ある 18 通り の 女性 を 除く 
女性 の 皮膚 に 自分 の 皮膚 が 触れ た 場合 に は ウド ッ ー を 行い 、 ま た 
ウド ゥ ッ ー で は ニー ヤ を 行い 、 わ ず か な 汚れ で も 避け る こと が 必要 
で す 。 ク ルアー ン に 触れ る 際 に は シャ ー フ ブフ ィ ー 派 に 従っ て ウド ッ 
ー を 行う こと が 必要 で す 。 ハ ナ フ ィ ー 派 で ある 旅人 が シャ ー フ ィ 
ー 派 を 模 條 し て ズ フ ル と アス ル の 礼拝 を ずら し て 一 緒 に 行 う 為 に 
は 、 シ ャ ー フ ィ ー 派 に 従っ た ウド ゥ ー を 行う こと が 必要 と な る の 
で す 。 


女性 の 月 経 と 産 裾 
グ ス ル に は 、11 種類 が あり ます 。 こ の うち 5 つ は ファ ルド で 
す 。 こ の うち ? ぅ 2 つ は 、 女 性 の 月 経 や 産科 が 終わ っ た 時 に 行う も の 
2 
イブ ニ ・ ア ー ビ デ ィ ー ン は 「 マ ン ハ ヘル ・ ウ ル ・ ワ ー リ ディ ー 
ン 」 と いう 書物 で 次 の よう ! に 語っ て いま す 。 
法学 者 の 総意 に よっ て 、 全 て の ムスリム の 男女 が イル ミハル を 
学 避 こと が ファ ルド で ある こと が 示さ れ て いま す 。 全 て の ム ス リ 
ム 女 性 が 月 経 や 産科 に つい て の 知識 を 得る こと は ファ ルド で す 。 
全て の ムスリム 男性 は 、 結 婚 す る 際 に 月 経 や 産科 に つい て 学ぶ こ 
と が 必要 で す 。 結婚 し た ら 妻 に も 教え る べき な の で す 。 
] 経 と は 、g 歳 を 満了 し 、9 歳 に な っ た 健康 な 少女 、 も し く は 
期間 の 最後 の 瞬間 か ら 15 日 が 経っ た 女性 に 生じ る 、 少 な く 
も 3 日間 続 く 出 血 を 意味 し ます 。 
ヨ 色 以外 の あら ゆる 色 、 そ し て 渦 っ た も の を 月 経 の 血 と 呼び ま 
す 。 女の子 は 、 月 経 が 起こ る よう に な る と 思春 期 に 達し た こと に 
な り 、 女 性 と 見 な され 、 イ スラ ー ム の 教え や 命令 に 従う 責任 を 負 
いま す 。 血 が 見 られ た 有 瞬間 か ら 見 えな く な っ た 日 まで の 日 数 を 生 
NN 内 の 誠司 還 長 で 10 日 で す 。 
女性 それぞれ が 自分 の 生理 期間 や 時 間 を 把握 する こと が 必要 で 
す 。 8 歳 を 滴 了 し た 女の子 に は 、 母親 や 、 も し いな けれ ば 祖母 や 
姉 、 叔 母 な ど が 、 月 経 や 産科 に つい て の 知識 を 教え る 必要 が あり 
の 
ニニ ファース と は 産 裾 の こと で あり 、 産 後 の 女 性 に 見 られ る 出 
を 意味 し ます 。 この 出血 の 最短 期間 と いう も の は あり ませ ん 。 出 


37 
ヽ | 


月 
上 


り ま す 。 40 


ー ゴ 


っ て 礼拝 を 開始 し ます 。40 
な わ ち 「 差 し 障 り 」 と な り ま す 。 女 性 は 産 密 の 日 に つい て も 覚え 
て お く 必 要 が あり ます 。 
ハー ザ は 、3 日 すなわち 79 時 間 か ら 5 分 で も 短い 出 


パス ケッ 
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血 が 止ま り 次 第 すぐ に グ ス ル を 行い ます 。 最 長期 間 は 40 日 と な 
が 過ぎ れ ば 、 出 血 が 止ま っ て いな く て も グ ス ル を 行 


以降 に 出る 血 は イス ティ ハー ザ 、 す 


、 あ る い は 新しく 始ま っ た 人 に つい て は 15 日 、 そ れ 以 外 の 人 
に つい て は 10 日 を 超え る 出 


9 歳 以 下 の 女の子 に 見 られ る 出血 で す 。 こ れ ら の 昌 
長い 期間 続く 場合 は 危険 で あり 、 医 者 に 行く こと が 必 


お し で まり 
要 で す 。 


、 そ し て 妊婦 や 55 歳 以 上 の 女性 、 
日 血 は 病気 の し 


イス ティ ハー ザ の 状態 の 女性 は 、 し ば し ば 鼻血 が 出る 人 と 同様 
に 、 そ の 状態 で 礼拝 を 行い 、 


H 経 、 産 f 
で きま せん 。 


断食 を する こと も で きま す 。 


昼 状 態 に ある 女性 は 礼拝 が で きず 、 断 食 を する こと も 
過失 の サジ ュ ダ 、 感 謝 の サジ ュ ダ を 行う こと も で き 


ませ ん 。 ク ルアー ン に 触れ る こと は で きま せん 。 モ スク や 礼拝 所 
は で きま せん 。 そ の 状態 が 終わ れ ば 、 断 食 を カ ダ ー し 
ます が 、 礼 拝 の カ ダ ゲー は 行い ませ ん 。 女性 は 月 経 が は じ ま っ た こ 


爺 六 る こと 


と を 夫 に 知ら せる こと が 必要 で す 。 預 


が の はじまっ 
と 言わ れ ま 


行っ て 洗 * 
す 


te 3 
川 


者 ムハンマド は 、「 月 経 


た こと 、 終 わっ た こと を 夫 か ら 隠 す 女 性 は 呪 わ れる 」 


し た 。 月経 や 産 1 


屋 の 出血 が 止ま れ ば 、 す ぐに グ ス ル を 


する こと が ファ 


婚 如 の 終わ り 、 す な わ ち 離婚 の 要因 と な る 多く の 言葉 が あり ま 


レ ド で す 。 こ れ は アッ ラー の ご 命令 で 


す 。 信仰 が 失わ れる こと を 恐れ る よう に 、 尋 燥 (が 終わ る こと を も 
深く 恐れ る べき で す 。「 イ ルミ ハル 全集 」 の 5a5 ペー ジ を 参照 し 


て くだ さい 


o 


アッ ラー な その 徐 し を 、 や ばり し る も で だ よっ て われ る 

交 ら 交 い 考 な は な 、 し も ゃ で が や っ た と 考え る 

全て の 多賀 な 便 造 才 の も の で あり ク 、 し も で の 子 を 遂 し て 営ま 嫌 る 
アッ ラー の ご 准 今 な い 旋 り 、 ご みみ で すら 働 動 だ に し な ひい 


タ ヤ ン ム ム 
タ ヤ ン ム 


ム ふと は 、 土 で 清め る こと を 意味 し ます 。 ウ ドッ ー を 行 
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う 、 も し く は グ ス ル を 行う 為 の 水 が 見 つか ら な い 場 合 、 あ る い は 
水 が あ っ た と し て も それ を 用 いる こと が 不可 能 で ある 場合 、 き れ 
いな 土 、 砂 、 レ ン ガ 、 石 の よう な 、 土 に 属す る 清潔 な も の で 、 ハ 
ナ フ ィ ー 派 に お いて は 礼拝 の 時 間 に 入 る 前 に も タ ヤ ン ム ム を 行う 
こと が で きま す 。 そ れ 以 外 の 学派 で は 礼拝 の 時 間 の 前 に 行う こと 
は 認め られ て いま せん 。 

タ ヤ ン ム ム は ウド ゥ ー や グ ス ル を 容易 に する た め の 規 定 で す 。 
イス ラー ム で は 、 土 で 行う タ ヤ ン ム ム も 、 水 で の 清浄 の よう で あ 
る と 見 な され ます 。 イ スラ ー ム は 多く の 汚れ が 土 に よっ て 清め ら 
れる こと を 明白 に 教え て いま す 。 

タ ヤ ン ム ム を 必要 と する 状態 は 主 に 次 の よう な も の で す 。 

1. ウド ゥ ー や グ ス ル の 為 の 水 が 見 つか ら な いこ と (町 の 中 で 
は 常に 水 を 探す こと が ファ ルド で す )。 
水 を 用 いる 事 の 妨げ と な る 病気 、 水 を 使っ た 場合 に その 冷た さか 
ら 死 亡 す る 、 も し く は 病気 に な る 危険 が ある こと 。 

水 の そ ば に 敵 、 も し く は 狼 猛 な 、 あ る い は 毒 を 持っ た 動物 が いる 
還 A 

年 獄 に お り 、 水 を 使え な いこ と 。 

死 を 以 て 田 迫 され る こと 。 

旅行 者 で あり 、 飲 用 水 以外 携え て いな いこ と 。 

井戸 か ら 水 を 波 む こと が で き な い こと 。 


タ ヤ ン ム ム の ファ ルド 
タ ヤ ン ム ム の ファ ルド は 3 つ で す 。 ウ ドッ ゥ ー を 行う 為 と グ ス ル 
を 行う 為 の タカ ヤン ム ム は 同じ で す 。 た だ ニー ヤ が 異な り ま す 。 ウ 
ドゥ ッ ー の 為 に な され る ニー ヤ で グ ス ル を お こ な う こと は で きま せ 
ん 。 同じ タ ヤ ン ム ム が グ ス ル の 為 に も 有効 と な る 為 に は 、 グ スル 
の 為 に ニー ヤ を する こと が 必要 で す 。 
1. ニ ー ヤ を 行う こと 。 
ゥ 2. 両手 を 清潔 な 土 に つけ 、 顔 全体 を 撫で る こと 。 
3. 手 を 清潔 な 土 に つけ 、 ま ず 右 、 そ れ か ら 左 の 腕 を 撫で る こと 。 
タ ヤ ン ム ム の ファ ルド は 2 つ で ある と 言う 人 も いま す 。?2 つめ 
と 3 つめ の ファ ルド を 一 つの ファ ルド と し て 見 な し て いる の で 
す 。 ど ちら も 正しい も の で す 。 
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タ ヤ ン ム ム の スン ナ 
バス マラ に よっ て 始め る こと 。 


(に ヨ 


E の ひら を 土 の 


眉山 (| 


ゆ 


ご づ 


ウド ッ ゥ ッ ー を 行う よう ! 
腕 や 顔 に 触れ られ て いな い 場 有 
タ ヤ ン ム ム よ り 前 に 


手 を 土 に 


に 、 叩 きつ 


手のひら を つけ る こと 。 
上 で 前 後 


ご 


ける よう ! 


指 の 間 を 湿 


腕 を 、 上 記 の 通り 


に 動か すこ と 。 


に 、 迅 速 に 行う こと 。 


、 考 えら れる 場所 で 】 


E の ひら に 土 が つい て いれ ば 、 そ れ が な く な る まで 析 
め て 叩き 合わ せる こと 。 
E を 土 に 置く 時 に 
E ず 顔 、 そ れ か ら 右 腕 、 そ れ か ら 左 腕 を 湿 


指 を 開く こと 。 


吊 


己 


性 る る 。 


を 残さ な いこ と 。 


に 強く 置く こと 


に 湿ら せる こと 。 


ら せ る こと 、 そ れ を 行う 際 に 


K を 探す こと 。 


タ ヤ ン ム ム で 注意 すべ き 事 柄 


ウド ゥ ー の な い 人 が 、 


は 、 そ れ で 礼 提 


東 す 。 


一 か 所 の 土 で 数 人 が タ ヤ ン ム ム を 行う こと が で きま 
タ ヤ ン ム ム が な され る 土 や それ に 類する も の は 使 / 
な いか ら で す 。 タ ヤン ム ム が 終わ っ て か ら 、 
は 使用 済み の も の と な り ま 


月 


ラー > 


E を 行う こと 
タ ヤ ン ム ム に 依っ て 礼拝 を 行う 為 に 
する だ け で は 不 十分 で す 。 礼拝 


の ディ ー 放 の ジン バ パリ 


行わ れ ま 
の で あれ ば 、 


生徒 


に 示す 
は で きま 


せん 。 


EE に つ 


は 指 輸 を 


助 か す こと 。 


す 。 他 の 学派 で は 、 土 と 同じ よう な 種 
これ ら の 粉 は な か っ た と し て も 、 タ ヤン ム ム は 行え 


的 で タ ヤ ン ム ム を し た 場合 


は 、 た だ タ ヤ ン ム ム を ニー マヤ 
\ て も ニー ヤ す る 必要 が あり 


す 。 な ぜ な ら 


済み と は な ら 
手 や 顔 か ら 落 ち た 土 

す 。 
ー 派 で は 、 タ ヤン ム ム は た だ 土 で の み 


類 で ある 清潔 な も 


ます 。 燃 えて 灰 に な る 、 も し く は 熱 で 浴 け る も の は 土 の 種類 で は 


あり ませ ん 。 従 っ て 、 木 、 草 、 板 、 鉄 
人 金 、 ガ ラス な ど で タ ヤン ム みみ ふみ は で き 
真珠 や 再 震 で は で きま せん 。 石灰 、 
石 、 セ メン ト 、 素 焼き の タイ ル 、 素 焼き の 陶器 、 陶 磁器 
全 ) 


壁 、 銅 、 
まま が 、 


行う こと が で き 3 


ませ ん 。 


深 喰 、 


米 、 ベ ン キ 、 塗 装 さ れ た 
砂 で は で き 


磨 か れ た カコ 


計 


選 し か な く 、 水 が 


| | 
1 天 ] 


以下 で あれ ば 、 


ーー つの タ ヤ ン ム ム で 数 和 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


それ で タ ヤ ン ム ム を 行う こと が で きる の で す 。 


E 類 の 礼拝 を 行う こ 


と は 誰 め られ ませ ん 。 


2 キロ 以下 の 距離 の と ころ に 水 が あ る と いう 兆候 が 認め られ る 、 
ある い は 知性 を 持ち 成熟 し た 公正 な ム ス リ 
期待 で きる 場合 、 旅 行者 は あら ゆる 方 向 に 
る い は 誰か を 派遣 し て それ を 探す こと が ファ ルド で す 。 期 待 で き 
な い 場 合 は 水 を 探す こと は 不要 で す 。 


誰か が 、 水 の 有無 


ム の 報告 に よっ て 強く 
200 メー トル 進み 、 あ 


E を 誠 お むず お に タ ヤ ン ム ム を 行っ て 礼拝 を 行い 、 後 


で そば に いる 公正 な 人 か ら 水 が 存在 する こと を 聞い た 場合 、 ウ ド 


ゥ ー を 行っ て 礼 提 


E を や り 直 し ます 。 


2 キロ 以上 遠く に 水 が あ る 時 に は 、 タ ヤン ム ム で 礼拝 を 行う こと 


が 認め られ ます 


和 荷物 の 中 に 水 が あ る こと を 忘れ た 人 は 、! 
ば 、 タ ヤン ム ム で 礼 料 


水 が 終 わっ た と 思い 込ん だ 人 が 、 礼 提 


気が付い た 場合 、 
旅行 者 が 近く に 


本 や 村 に いる の で な けれ 
E を 行う こと が で きま 


す 。 


E の 終了 後に 水 が あ る こと に 


タ ヤ ン ム ム で 行っ た 礼拝 を や り 直 し ます 。 
\ る 人 に 水 を 求め る こと は 認め られ て いま す 。 彼 


ら が 水 を 与え な い の で あれ ば 、 タ ヤン ム ム で 礼拝 を 行い ます 。 友 
達 が その 水 を 市 場 で の 値段 で 売る の で あれ ば 、 余 分 な お 金 を 持つ 
旅行 者 は それ を 購入 する こと が ファ ルド で す 。 そ の 持ち 主 が 高値 
で 売る の で あれ ば 、 タ ヤン ム ム で 礼 提 


ま を 行う 2 こと が 認め られ ま 


す 。 市 価 で あっ て も それ を 買う だ け の 余分 の お 金 が な けれ ば 、 や 
は り タ ヤン ム ム を 行い ます 。 


砂漠 で は 、 道 中 に 飲む 為 の 水 が あ る 状態 で 、 タ ヤン ム ム を 行う こ 


と が で きま す 。 


水 が 少な けれ ば ジュ ヌー プ で ある 人 が 優先 され 、 月 経 中 の 女性 、 


ウド ゥ ー の な い 人 、 遺 体 よ り も 先 に 洗わ れ ま す 。 持ち主 が 別々 で 


ある 水 を 一 か 所 に 集め た の で あれ ば 、3 


E ず 遺体 が 洗わ れ ま す 。 


ジュ ヌー ブ で ある 人 は 、 タ ヤン ム ム を 行っ た 後 で ウド ゥ ー が 無効 
に な っ た 場合 、 ジ ュ ヌ ー ブ の 状態 と は な り ま せん 。 水 が 少し あれ 
本 、 た だ ドルー を 和仁 い ます 。 


ジュ ヌー ブ で ある 人 の 体 表 の 


E 分 以上 が 傷 、 


も し く は 天然 瘍 、 は 


し か 等 で や れ ば 、 タ ヤン ム ム を 行い ます 。 度 膚 の 多く が 健康 な 状 


態 で あり 、 傷 の 部 分 を 濡らす こと な く 洗 * 


する こと が 可能 で あれ 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


ば 、 グ スル を 行い ます 。 傷 の 部 分 を 濡らす こと な く 洗 : 


が 不可 能 で あれ ば 、 タ ヤン ム ム を 行い ます 。 


タ ヤ ン ム ム ふ ム は どの よう に 行う か 


清め られ る 為 に ニー ヤ を し ます 。 
タ ヤ ン ム ム で 礼拝 を 行う 為 に は 、 た だ タ ヤ ン ム ム に ニ 


まる こ さき 


まず 、 ジ ュ ヌ ー ブ で ある 状態 、 も し く は ウド ッ ゥ ッ ー の な い 状 態 か ら 


ー ヤ を す 


る だ け で は 不 十 分 で す 。 イ バー ダ で ある 何 か 、 例 えば 葬儀 の 礼 


拝 、 過 失 の サジ ュ ダ を 行う 為 に 、 も し く は グ ス ル の 為 に 
ム を 行う な ど と ニー ヤ す る こと が 必要 で す 。 

タ ヤ ン ム ム を ニー ヤ す る 際 に は 、 ウ ドゥ ッ ー と グ ス ル を 
こと が 必要 で す 。 ジ ュ ヌ ー ブ の 状態 か ら 清 め ら れる こと 


タ ヤ ン ム 


区 別 する 
を ニー ヤ 


する 人 は 、 タ ヤン ム ム を 行っ た こと で 礼拝 を する こと は で きま せ 


ん 。 ウ ドッ ゥ ッ ー の 為 に も う 一 度 タ ヤン ム ム が 必要 で す 。 


肘 よ り 上 の 部 分 まで 袖 を まく っ て 両 腕 を 出し 、 両 手のひら を 清河 


な 土 、 石 、 石 や 漆喰 で 覆 わ れ た 壁 に つけ 、 少 な く と も 3 


触れ させ 、 両 手のひら で 顔 を 撫で ます 。 針 先ほど の 場所 で あれ 手 


本 の 指 を 


の ひら の 触れ て いな い 人 箇所 が あれ ば 、 タ ヤン ム ム は 無効 と な り ま 


9 
顔 に 完全 に 触れ る 為 に 、 手 を 広げ 、 5 


NIR の 部 分 に 置き 、 


両手 の 長 


NN 指 を 水平 に し て 額 、 ま ぶた 、 鼻 の 


ご 下 完 に う MMe に 


両 脇 、 唇 と 顎 の 顔 側 の 部 分 
の ひら は 類 に こ 触 れ て いま す 。 


す 。 そ れ か ら 左 手 の 親 指 の 腹 で 右 の 親指 の 外側 に 触れ ま 
SN SR 


還 は あり ませ ん 。 
タ ヤ ン ム ム は 、 ウ ドゥ ー と グ ス ル で 同じ 手順 で す 。 


タ ヤ ン ム ム を 無効 と する 事柄 
タ ヤ ン ム ム を 必要 と する 特別 な 状況 が な く な っ た り 
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両手 を 再び 土 に つけ 、 手 を は た き 、 砂 や 土 を は た いた 後 、 
手 の 4 本 の 指 の 腹 で 右腕 の 下 側 を 、 指 の 先 か ら 肘 へ と 触れ させ ま 


の 時 、 手 


まず 左 


す 。 指 輸 


右手 で 左腕 を 触れ ます 。 手 の ひら を 
つけ る こと が 必要 な の で あり 、 土 や 砂 が 手 に つく こと 


は 必要 


、 水 が 見 つ 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


か っ た り し た 場合 、 そ し て ウド ッ ー や グ ス ル を 無効 と する 状態 と 


な っ た 場合 、 タ ヤン ム ム も 無効 と な り ま す 。 


ウド ゥ ッ ー、 グ スル 、 タ ヤン ム ム の 効用 


イ バ ー ダ の 目的 で 行わ れる 清浄 は 、 体 の 健康 増進 に も 効果 的 で 
す 。 肉体 的 な 効用 と 共に 、 精 神 的 な 面 か ら も 多く の 効用 が あり ま 


す 。 確認 され て いる 無数 の 効用 の うち いく つか を 
と が で きま す 。 


常世 界 に お いて 、 私 た ちの 手 が 触れ な い 場 所 は な く 、 即 ち 無 数 
細菌 と 接触 し て いる と 言え る で し ょ う 。 ウ ドゥ ッ ー を 行う 際 に 


、 次 の よう に 列 


手 、 顔 、 足 を 洗う こと は 、 放 膚 病 や 炎症 の 最善 の 


y 防 策 で す 。 と 


いう の も 、 細 菌 、 寄 生 虫 、 バ ク テ リ ア の 一 部 は 、 
に 取り 込ま れる た めで す 。 


皮膚 を 通し て 体 


気管 支 系 の 門番 で ある 鼻 を 洗う こと で 、 砂 や 細胞 の 塊 が 体 に 入る 


こと を 防ぎ ます 。 
NN 頭痛 や 疲労 感 を 和 


AAM 


ら げ 、 血 管 や 神 


経 を 活発 化 さ せま す 。 継続 的 に ウド ゥ ー を 行う 人 が 年 を と っ て も 


ジュ ヌー ブ の 要因 と な る 行為 で は 、 大 き な エ ネル ギー が 費やさ 


れ 、 心 拍 や 脈拍 が 早まり ます 。 体 が 過度 に 働く こと 


0 


労 感 、 だ る さ 、 脱 力 感 、 緩 みな ど が 生じ ます 。 グ 
が 本 来 の 生気 を 取り 戻す こと が で きま す 。 


理 的 監 張 、 気 候 条 件 、 服 装 、 生 活 、 仕 事 、 そ し て 


する 状況 に よっ て 崩れ ます 。 こ の 電気 的 な 負荷 は 、 


に よっ て 、 疲 
スル に よっ て 体 


通常 、 私 た ちの 体 に は 静電気 の バラ ンス が あり ます 。 体 の 健康 は 
この 電気 バラ ンス と 密接 な 関係 が あり ます 。 こ の バラ ンス は 、 心 


グ ス ル を 必要 と 
怒り に 満ち て 


いる 状態 で は 通常 時 の 4 倍 、 グ スル を 必要 と する 状態 で は 12 倍 
と な り ま す 。 近年 、 赤 外線 に よっ て 特殊 な 方 法 で 外皮 を 撮影 する 
こと が 可能 と な り 、 そ れ に よる と 性 的 交渉 後 は 全身 の 体 表 が 過度 
の 静電気 層 で 覆 われ て いる こと が 確認 され て いま す 。 こ の 層 は 、 


皮膚 が 酸素 を や り と りす る こと を 妨げ 、 友 膚 の 変 
と な り ま す 。 こ の 状態 か ら 脱 す る 為 に 、 針 先ほど 


色 や し わ の 原因 
の 場所 すら 残さ 


o3 全身 を くま な く 洗 うこ と が 必要 な の で す 。 こ れ に よっ て 水 の 


粒子 が 不要 な 静電気 を 取り 去り 、 体 を 以前 の 状態 へ と 


戻す の で 


す 。 こ の 観点 か ら 、 グ スル は 医学 的 に も 必ず 実行 され る べき 清 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


な の で す 。 


ウド ッ 
が 可 


洗う こと 


と 呼ば れる 戦う 細胞 が 体 を 有害 な 物質 か ら 守 り 


め ま す 。 


こり 


ー や グ ス ル は 
の 硬化 や 狭 鶴 を 防ぎ ます 。 
E で 、 リ ン パ 系 は 、 
0 


、 循 環 


区 や も 重要 な 


に よっ て 刺激 され ま 


に も ゃ 月 
" ゥ ッ ー は 者 


人 2 


分 的 に 


3 


さら に 


表 浄 


を を 


刺激 を 与え る こと 


枢 の 一 つ で ある 見 の 後ろ と 


邊 や その 側面 を 


に よっ て も リン パパ 系 に 影響 を 与え る こと が で きま す 。 ウ 
ドゥ ー と グ ス ル に よっ て リン バ 循 環 の 流れ が 改善 され 、 リ ン バ 球 


K が な い 時 に 土 で 行わ れる タ ヤ ン ム ム も 、 
失 さ せま す 。 


ナジ ャ ー サ か ら の 清め ( タ ハ ー ラ ) 


体 、 衣 
と を 意味 しま 


分 b、1f 


清潔 で な い 場 合 
所 と 頭 を つ 
て も 礼拝 ! 
一 体 化 は し て いな いか ら で す 。 し か し 、 
は 認め られ ませ ん 。 なぜなら 、 ビ ン は 尿 が 作 
(ここ か ら 、 和 密閉 され た 香 


携え て 


られ る 場所 で は な いか ら で す 。 


装 、 礼 提 


[ 拝 を し て いる 人 と 
の 礼拝 ( 


\ る 人 の 礼拝 ! 


E を する 場所 
す 。 ス カー フ 、 
ンダ ル 等 も 衣装 と みな され 


ユー 


E す 。 


に 


ける 場所 が 清潔 で あれ ば 、 
よ 認 め ら れ ま す 。 なぜなら 敷物 は 


蓋 


Pr 


体 の 


敷物 


マフ 
け き 


、 体 の 抵抗 力 を 高 


静電気 を 大 きく 消 


に 、 ナ ジャ ー サ 、 即 ち 汚 れ が な いこ 
か ぶり も の 、 タ ー バ ン 、 マ スト 、 サ 
に 巻い た マフ ラー の 先端 の 部 
こ 動 く 為 に 衣装 と 見 な され 、 そ れ が 
は 認め られ ませ ん 。 
他 の 場所 に 汚れ が 付 


は 、 踏 ん で いる 場 
\ て い 
ラー の よう に 体 と 
の 瓶 に 入っ た 尿 を 


水 、 エ 


チル アル コー ル 、 ヨ ー ド チン キ の ビン 、 も し く は 閉じ られ た 箱 に 


入っ て し 


っ て いれ ば 、 礼 料 


だ 


の {# 
和 。 


し 捧 


工 、 


し く は それ 以 」 


\ た 


衣装 、 礼 振 


の つい た ティ ッシュ 、 
E を 行う こと ! 


を 行っ て いる 場所 で 、 
上 の 大 き な 汚 れ が な けれ ば 礼拝 は 
か し ディ ル ハ ム の 量 が あれ ば 、 


フス ラーム に 


「 デ ィ ル ハム の 量 」、 


近い 


汚れ た 布 な ど が ポケ ッ ト に 入 
は 認め られ な いと いう こと が わか り 
す 。) 両足 が 踏む 場所 、 そ し て サジ ュ ダ を 行う 場所 が 清潔 で あ 
る こと が 必要 で す 。 汚 れ の 上 を 覆う 布 、 
は 認め られ ます 。 サ ジュ ダ で 有 
害 は あり ませ ん 。 


ガラ ス 、 ナ イロ ン の 上 で 
の 裾 が 賜 いた 汚れ に 触れ て 


も 
認め られ ます 。 し 
マク ルー フ と な り 


ーー | 礼拝 の 書 ーー 一 


ます 。 そ れ を 洗う こと 
ば 、 洗 うこ と は ファ ル 


コー ル の 滴 に つい て も 、 


ム ・ ア ブー・ 
て その 他 の つの 学派 


粒子 で あれ 洗う こと が ファ 
礼 振 
量 と は 、 


触 し た 時 点 で は な く 、 
ディ ル ハ ム の 量 


購 ウー ダダ で 宇 。 ディ イル か なあ 
ド と な り 、 少 な けれ ば 、 ス ン ナ で す 。 


に よる な ら 、 
レ ド で す 。 ナ ジャ ー サ の 量 
を 行う 時 点 の 量 と な り ま す 。 


グ 


本 


ち 4. 8 グラ ム の 重 さ 


に な り 


ご ヴ 


ます 。 液体 の 汚れ で あれ ば 広 


の ひら に 入る 水 の 表 
固形 の 汚れ が 、 手 の ひ 
て いた と し て も 、 礼 提 
ナジ ャ ー サ に は 9? 種 


大 きい ナジ ャ ー サ : 人 か ら 排 出さ れ た 際 
て 、 了 肉 を 食べ る こと の な い 動 物 (上 星 以外 


要因 と な る 全 


肉 、 


の も の を 含む 全て の 動物 の 甘 は 大 き な ナジ ャ ー サ と な り 
小さ い ナ ジャ ー サ で ある も の が 、 


小さ い ナ ジャ ー サ : 
や 衣 有 
で は 礼拝 に 害 を 与え ま 
尿 、 食 用 肉 と し な い 各 
スズ メ と いっ た 食用 肉 
ます 。 
ワイ ン の 蒸溜 に 
ナジ ャ ー サ で あり 、 
は 、 箇 
取り 除く 必要 が あり 3 


印 だ け の 


装 の 一 部 に つい た 場 


Eg の 


よっ て 作ら れ た ラ 
ワイ ン と 同様 ハラ ー ム で す 。 礼 提 
Hn、 エ チル アル コー ル や アル コー ル 飲 料 を 服 や 肌 か ら 洗 い 、 


ます 。 蒸 発する こと に よっ て は 清め られ ませ 


面積 で す 。 
ら よ り も より 広い 面積 に 広 


E ま を 妨げ る こと は あり ませ ん 。 


類 あ り ま す 。 


ユ 


代 、 尿 。 そ れ か ら 、 人 、 家 畜 、 


自 
、 こ の 部 分 も し く ! 
せん 。 食用 肉 と する 種 の 4 本 足 の 生 
鳥 の 全 は 小さ な ナジ ャ ー サ で す 。 ノ 


と する 種 の 鳥 の 伏 は 、 き れい な も の 


を 行 


ん 。 こ れ ら が 入っ て いる ビン や それ に 類する も の は ポケ ッ 


取り 晶 
ナジ ャ ー サ は 
バラ 


れ た 水 は ム スタ マル の 水 と 呼ば れ 


HH さ な け れ ば な り 3 
、 清 潔 な 水 、 ウ ドゥ ー や グ ス ル を 行っ た 水 、 
の よう な 液体 で 清め られ ます 。 ウ ドゥ ッ ー や グ ス ル に 
根本 的 に 清 


ませ ん 。 


より も 多けれ 


アル 


洗う こと が ファ ルド と な り ま す 。 イ マー 
ユー ス フ と イマ ー ム ・ ム ハン マ ド に よる な ら 、 そ し 
全て の 大 き な 汚 れ は 、 そ の 微 
は それ が 接 


の 汚れ で あれ ば 1 ミス カル 、 す な わ 
げた 手 
1 ミス カル より も 少な い 
まっ て 服 ! 


こつ い 


に ウド ゥ ッ ー や グ ス ル へ の 
の 、 刀 ミ 


本 の 部 位 
3 部 位 の 4 分 の 1 ま 


0 細 


人 


ク 、 エ チル アル コー ル も 大 き な 


う 際 に 


か ら 


酢 や 


いら 


、 清 潔 で す 。 た だ 、 


め る も の で は あり ませ ん 。 こ れ に よっ て 汚れ を 落と すこ と は で き 
ます 。 し か し 、 ウ ドッ ー を 行っ た り グ スル を 行っ た りす る こと は 


ーーー] 礼拝 の 書 ーー 一 
で き な い の で す 。 


イス ティ ンジ ャ ー : 前 後 か ら 排 港 物 が 出 た 時 、 そ の 場所 を 清め る 
こと を イス ティ ンジ ャ ー と 言い ます 。 イ ステ ィ ン ジ ャ ー、 す な わ 
ち タ ハー ラ は 、 ム アッ カ ダ の スン ナ で す 。 つ まり トイ レ で ウド ッ ゥ 
ー が 無効 に な っ た 後 、 男 性 、 女 性 が 石 や 水 で 前 後 を 清め 、 尿 やや 便 
を 残さ な いこ と は スン ナ で す 。 し か し 、 そ の 場所 が 他人 の いる と 
ころ で あり 、 ア ウラ の 場所 を 露出 し て 水 で イス ティ ンジ ャ ー を 行 
うこ と が で き な い の で あれ ば 、 汚 れ が ひど か っ た と し て も イス テ 
ィ ン ジ ャ ー は 断念 し ます 。 ア ウラ の 場所 を 露出 する こと は し ませ 
ん 。 そ の まま で 礼拝 を 行い ます 。 忠 出し た 場合 は 大 き な 罪 、 ハ ラ 
ー ム を 犯し た こと に な り ま す 。 人 の 気配 の な い 場 所 を 見 つけ れ 
ば 、 水 で イス ティ ンジ ャ ー を 行い 、 礼 拝 を や り 直 し ます 。 な ぜ な 
ら 、 ー つ の 命令 を 実行 する こ と が ハラ ー ム を 行う こと の 要因 と な 
る の で あれ ば 、 ハ ラー ム を 行わ な い 為 、 そ の 命令 は 延期 され る 
か 、 放 棄 さ れ て 実行 され な いか の どちら か と する か ら で す 。 
骨 、 食 料 、 肥 料 、 レンガ 、 植 木 鉢 、 ガ ラス 片 、 炭 、 動 物 の エ 
サ 、 他 者 の 持ち 物 、 そ し て お 金 に な り 得る も の 、 例 えば 絹 、 モ ス 
ク か ら 出 され た 物資 、 ザ ム ザ ム の 水 、 葉 、 紙 で イス ティ ンジ ャ ー 
を 行う こと は 、 ハ ラー ム に 近い マク ルー フ で す 。 無地 の 紙 で あ 
れ 、 尊 重 す る こと が 必要 で す 。 お 人 金 に な る 可能 性 が な いも の 、 宗 
教 的 に 無益 な 文章 が 書か れ た 紙 、 そ し て 新聞 で イス ティ ンジ ャ ー 
を 行う こと は 認め られ て いま す 。 し か し イス ラー ム 的 な 言葉 が 書 
か れ た 紙 で は 絶対 に イス ティ ンジ ャ ー を 行う こと は で きま せん 。 
前 も し く は 背面 を キ ブ ラ に 向け 、 立 っ た まま 、 あ る い は 正当 な 理 
な く 裸 で ウド ゥ ッ ー を 無効 に する こと は マク ルー フ で す 。 尿 が 集 
め ら れ た 場所 で グ ス ル を 行う こと は 認め られ ませ ん 。 し か し 展 が 
流れ 去り 、 残 ら な い の で あれ ば 、 そ れ ら は 認め られ ます 。 イ ステ 
ィ ン ジ ャ ー で 用 いら れ た 水 は 汚 いも の と され ます 。 服 に か ける 
き で は あり ませ ん 。 そ の 為 、 イ ステ ィ ン ジ ャ ー を 行う 際 、 ア ウラ 
の 場所 を 露出 し 、 人 の いな い 場 所 で 行う こと が 必要 と な り ま す 。 
蛇口 の 前 で 、 手 を 下着 の 中 に 入れ 、 排 港 器官 を 手 の 中 の 水 で 洗う 
こと は イス ティ ンジ ャ ー で は あり ませ ん 。 尿 の し ずく が つく こと 
で 手 に し て いた 水 は 汚 れ た も の と な り 、 そ れ が 滴 っ た 下着 が 汚れ 


: 嘩 


ーーー] 礼拝 の 書 ーー 一 


ます 。 その 水 が 滴 っ た # 
れ ば 、 礼 拝 は 


イス ティ ブラ : 男 属 


信 す る 前 に 
場合 、 ウ ドゥ ー が # 
ら の 面積 より も 
礼拝 
礼拝 
ムギ ほど の 綿 を 尿 の 穴 
れ ま す 。 た だ し 


サト ゥ ル ・ ア ウラ (アウ ラ の 場所 を 績 う こと と 、 女 f# 


ご だ ざり) 

人 が 露出 し て 
ム で ある 場所 を 
所 は 、 へ そ か ら 


他 の 部 分 ( 腕 、 頭 ) 


E が 、 


は マク ルー フ と な り 

は 認め られ ませ ん 。 
に 入れ る べき で す 。 
、 綿 の 端 


他 の 人 に 
「 ア ウラ の 場所 」 と 呼び ま 
座 の 下 ま で で す 。 膝 は アウ ラ に 
ら を 露出 し て 行っ た 礼拝 


場所 の 合 


認め られ ませ ん 。 


歩い た り 咳 払い を し た 
する こと で 「 イ ステ ィ ブ ラ 」 を 行う こと 、 つ ま 
さ な い こと は ワー ジブ で す 。 


E 効 と な り 、 ま た 服 も 汚れ ます 。 下着 が 手 の 0 
ヽ さ く 漏 れ た の で あれ ば 、 ウ ド 
ます 。 そ れ よ り 大 きく 漏れ た の で あれ ば 


計 が 手のひら の 


尿 の し ずく が 残っ て いな 
ウド ゥ ー を する べき で は あり ませ ん 。 


面積 より も 大 きけ 


、 左 側 に 寝 た り 
に 水滴 を 残 
いこ と を 確 
で も た れ た 


尿道 


nr 


一 滴 


" ゥ ッ ー を し て 行っ た 


末 


イス ティ ブラ を 


難 に 感じ る 人 は 、 オ オ 


が 外 に 出 な いこ 


見 せる こと 、 


は 認め られ ませ ん 。 礼 指 


を 覆 2 こ と 、 靴 下 を 履く こと 


漏れ た 尿 は 綿 に 吸収 さ 


と が 必要 で す 。 


生 が 身 を 引 う 


他 の 人 が 見 る こと が ハラ ー 


す 。 男 性 の アウ ラ の 場 
舎 束 ます ず 。 て これ 
人 に 体 の 
男性 の スン ナ 


で す 。 これら が 見 える 状態 で 礼拝 を する こと 仁和 の 5 


女性 は 、 手 の ひら や 顔 以 外 の 全て の 場所 、 
つの 学派 全て で アウ ラ で す 。 そ の 為 、 女 性 の こと を アウ ラ と 呼ぶ こ 
生徒 
分 の 一 が 一 回 
効 と な り ま す 。 わ ず か 1 
は マク ルー フ と な り ま す 。 薄く 、 
し て いな いこ 
一 人 で いる 時 に 
、 背 中 と お な か を 徐 うこ と 
は 徳 で す 。 

預言 者 ムハンマド は 次 の よう に 


ら か の 器 
拝 は 無 
ませ ん が 、 礼 拝 
見 える 布 は 、 何 も 着 

女性 は 礼拝 以外 、 
ァ アルド で あ 
所 を 才 う こと 


と を 意 


言わ れ 3 


の ルク ウ の 間 霞 出 
に 見 える 程度 で は 礼拝 は 無 


は 膝 と 有 の 間 


を 性 


手 か ら 上 、 


髪 、 足 は 4 


は ファ ルド で す 。 ア ウラ の うち 何 


し た 上 体 で あれ ば 礼 
効 と は な り 
! の 体 の 形 や 色 が 
味 し ます 。 
を 才 う こと 


は フ 


は ワー ジブ 、 そ の 他 の 場 


E し た 。「 他 人 で ある 女性 
は 火 で 満た され 、 地 獄 に 入れ られ る 。 他 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


人 で ある 女性 と 揚 手 する 人 の 


られ る 。 他 人 で ある 女性 と 必 


話す 人 は 、 そ の 言葉 一 つ ー つ 


別 の ハデ ィ ー ス で は 、「 隣 人 の 女 1 


る こと は 、 他 人 で ある 女性 を 


腕 は 首筋 か ら 縛 られ 、 昌 
要 に 迫り られ て いな い の に 性 
の 為 に 千年 地獄 に 
邊 や 友人 の 妻 を † 
見 る こと より も 10 倍 さ ら に 悪い 。 結 


負 獄 に 投げ 入れ 


欲 を 持っ て 


いる だ ろう 」 


生 欲 を 持っ て 見 


婚 し て いる 女性 を 見 る こと は 、 未 婚 の 女性 を 見 る こと より も さら に 


千 倍 の 罪 で ある 。 謙 洲 の 罪 も 


同様 で も わる 」 と され て いま 


預言 者 へ ムハンマド は 次 の よう に 言わ れ ま し た 。「 ア 


も も を 出し て は いけ な い 。 


記 誰 の 太もも も 見 て は いけ 


+ な い 。」 


別 の ハデ ィ ー ス で は 、「 ア ウラ の 場所 を 露 


な ぜ な ら あ な た の そば か 
る 。 それら に 対し 恥 じ らい 、 


また 他 の ハデ ィ ー ス で は 次 の よう に 


LGA BMW まつ と 


また 敬意 を 示し な さい 。 
録 す る 天使 で ある 」 と 言わ れ ま し た 。 


いわ れ 


まし だ た だ 。 


すり 
リー よ 、 太 
E き て いよ う 


出し て は いけ な い 。 
ら 決 し て 離れ な い 存 在 が いる た めで あ 


それ ら は 記 


「 ア ウラ の 


場所 を 績 いな さい 。 妻 や 女 奴 隷 以 外 の 誰 に も 見 せ て は いけ な い 。 


一 人 で いる 時 も 、 の に 


ー が 呪 わ れ ま す よ 2 う 【 


SUI 


「 ア ウラ の 場所 を 外出 し 、 き 


対し 恥 を 感じ な さい 。」 
「 自 分 た ち を 女性 に 似せ る 男性 、 ぞ で し て 男性 に 


似せ る 女性 を アッ 


人 に 5 の の おじ た ご 且 伯 に 5 
な ら 、 ア ッ ラ ー は イ バ ー ダ と し て の サ 
バー ダ の 豆 び を すぐ に 感じ る 。」 


遠ざけ る 


た ワー ブ を 与え られ 、 彼 も イ 


わ ち 、 道 徳 、 職 場 、 衣 装 を 他 


ム で ある も の に 芸術 と いう 名 


ご き 商 


、 葛 れ を 感じ 、 彼 ら に 従わ 
男性 が 男性 の 、 女 性 が 女性 


また 他人 の アウ ラ の 場所 を 見 る 人 を 、 


人 が 呪 わ れ ま す よ うに 。」 
分 自身 を 何ら か の 部 族 に 似せ る 人 は 、 そ の 仲間 と な る 。」 す な 


者 に 似せ る 人 は 、 そ の 人 た ち に 含ま れ 
る よう に な る の で す 。 流行 や 不信 仰 者 た ちの 風習 に 従う 


を 与え 、 ハ ラー ム を 3 
術 家 、 先 駆 者 と 呼ぶ 人 は この ハデ ィ ー ス か ら 教 


。 SF 


DB し て いる 人 々 を 
を 得る べき で あ 


な いよ うに する べき な の で す 。 


ム で す 。 つ まり 、 男 性 が 女性 


の 、 女 蛋 性 が 男 性 


る こ と が ハラ ー ム で ある よう に 、 労 性 が 男性 
ウフ の 場所 を 見 る こと も ハラ ー ム で す 。 J 性 


の 、 
の 、 


の アウ ラ の 場所 を 見 る こと も ハラ ー 
の アウ ラ の 場所 を 見 
女性 


お 性 


が 女性 の ア 
に 対す る ア 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


0522 SA 


場所 も 同様 で す 。 女 f 


生 の 、 他 人 で ある 男性 に 対す る アウ ラ の 場所 


は 、 手 と 顔 以外 の 全身 で す 。 他 人 で ある 女性 の アウ ラ の 場所 は 


性 欲 を 伴っ て いな く て も 見 る こと は ハラ ー ム で す 。 


布団 の 下 で 裸 で 寝 て いる 病人 が 、 頭 も 布団 の 中 に あっ た 状態 で 
イメ ー ジ し て 礼拝 を 行う 際 は 、 裸 の まま で 礼拝 を し た こと に な り 
ます 。 頭 を 布団 か ら 出 し て 礼拝 すれ ば 、 布 団 に くる まれ て 礼拝 を 
行っ た こと に な り 、 礼 拝 が 認め られ ます 。 


男性 は 、 婚 巡 す る こ 


と が 永遠 に 不可 能 で ある 18 通り の 「 マ フ 


ラム 」 の 女性 の 頭 、 顔 、 首 、 腕 、 膝 より 下 の 足 を 、 性 欲 を 持た な 


いこ と を 確信 で きれ ば 、 


見 る こと が で きま す 。 た だ し 、 胸 や わ 


を 見 る こ と は で き ませ ん 。 


き 、 太 も も 、 膝 、 背 


女性 に と っ て 、 叔 父 、 叔 母 、 伯 父 、 伯 母 の 息子 た ち も 他 人 の 15 


性 と 同様 で す 。 義兄 や 義父 も 他人 の 男性 で す 。 彼ら と 話す こと 、 


冗談 を 言い 合う こと 、 


同席 する こと は ハラ ー ム で す 。 男性 も 、 叔 


父 、 叔 母 、 伯 父 、 伯 モ 


の 娘 た ちや 、 義 妹 、 義 母 と 話す こと は ハラ 


ー ム で す 。 


男性 は 、 マ フラ ム で ある 18 通り の 女性 と 死ぬ まで 結婚 する こ 
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ませ ん 。 こ の 、18 通 


じ 場 所 に いる こと も で きま す 。 女 性 も 、 8 通り の 協 性 と 結婚 で き 


通り の 男性 及び 女性 と は 以下 の 3 通り で す 。 


血統 に より 親戚 で や る 人 々 


協 性 女性 
内 1 
2. 父 も し く は 母 の 父 2. 母 も し く は 父 の 評 
8. 息子 、 息 子 や 娘 の 候 コ 38. 娘 、 息 子 や 娘 の 娘 
4. 見 弟 4. 姉妹 
5. 兄弟 の 息子 5. 姉妹 の 娘 
6. 姉妹 の 息子 6. 兄弟 の 娘 
7. 叔父 と 伯父 7. 彼 母 と 伯母 
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乳 を も ら っ た こと で 親戚 と な っ た 人 々 


男性 


9. 乳母 と 養父 の 坪 


. 養女 、 養 女 と 養子 の 


11. 乳 兄弟 (男性 


11. 乳 見 弟 (女性 ) 


12. 乳 上 兄弟 (女性 ) の 候 


12. 乳 兄弟 (女性 ) の 娘 


18. 乳 兄弟 (男性 ) の 


息子 13. 乳 兄弟 (男性 ) の 娘 


14. 乳母 の 兄弟 


14. 乳母 の 姉妹 


婚 問 に よっ て 親戚 と な っ た 人 々 

15. 義父 15. 義母 
16. 義 埋 の 忌 ゴ 16. 屯 E の 娘 
17. 義理 の 父 17. 義理 の 
18. 靖 18. 嫁 


アウ ラ の 場所 を 露出 させ て 外 に 出る 、 も し く は 他 者 の アウ ラ の 
場所 を 見 る 男性 、 女 性 は 、 地 獄 の 燃え さか る 炎 で 焼 か れる こと に 


な り ま す 。 


イス ティ ク バ ル ・ キ ブラ ( キ ブ ラ の 方 向 を 向く こと ) 
礼拝 と て は 、 カ ー バ へ 向かっ て 行わ れる も の で す 。 マ ッ カ の 町 に 


ある カー バ の 建物 の 方 角 


前 、 エ ル サ レ ム で し た 。 


を 「 キ ブラ 」 と 呼び ます 。 キ ブラ は 以 
聖 選 か ら 17 か 月 後 の シ ャ ー バ ン 月 の 半 


ば の 火曜 日 に 、 エ ル サ レ ム で は な く カ ー バ へ と 向かう こと が 谷 じ 


られ まし た 。 


ーー | w 
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キ ブ ラ は カー バ の 建物 で は な く 、 そ の 空間 で す 。 す な わ ち 、 地 
か ら 天 まで の その 空間 が キ ブ ラ な の で す 。 従っ て 海 や 井戸 の 底 、 
高山 、 飛 行 機 で も 、 こ の 側面 に 向かっ て 礼拝 し ます 。 視神経 の ク 
ロス する ? つの 方 角 の 間 の 空間 が カー バ に あたっ て いれ ば 、 そ の 
礼 振 は 正しい も の と な り ま す 。 し か し 、 
病気 の 為 
財産 が 人 容 まれ る 危険 
狂 猛 な 動物 に よる 危険 
敵 に 遭遇 する 危険 
動物 か ら 下 り た 場合 、 再 び 誰 か の 手助け な し で は 乗る こと が で き 
な い 
と いっ た 場合 や 、2 つの 礼 振 (フル と アス ル 、 マ グレ ブ と イシ 
ャ ー を 、 マ ー リ キー 派 や シャ ー フ ィ ー 派 に 條 っ て ) を まとめ て 行 
0 可能 で ある 方 向 に 向かっ て 礼拝 
を 行い ます 。 ボ ー ト 、 電 車 、 飛 行 機 で は 、 キ ブラ に 向かう こと は 

条件 と され ます 。 


礼拝 の 定時 
預言 者 ムハンマド は ある ハデ ィ ー ス で 次 の よう に 言わ れ ま し 
た 。「 ジ ブ プラー イー ル が カー バ の 門 の そば で 、9? 日 間 私 の イマ ー ム 
と な っ た 。 私 た ち は 暁 兆 が さす 時 に ファ ジュ ル の 礼拝 を 、 太 陽 が 
真 上 か ら 下 が る 時 に ズ フ ル の 礼拝 を 、 全 て の 陰 が 本 体 の 大 き さ と 
等 し く な る こと に アス ル の 礼拝 を 、 そ の すぐ 後 、 断 食 が 終わ る 時 
に マグ リブ を 、 夜 の 8 分 の 1 の 時 間 に イ シャ ー を 行っ た 。 そ れ か 
『 ム ハン マ ド よ ! あな た の 、 そ し て 過去 の 預言 者 た ちの 礼拝 
の 時 間 は この 通り で ある 。 あ な た の ウン マ に 5 回 の 礼 振 の それ ぞ 
れ を 、 私 た ち が 礼 振 し た この 時 間 の 間 に 行 わせ な さい 』 と 彼 は 言 
っ た 。」 
毎日 行う こと が 命じ られ て いる 礼拝 の 数 が 5 で ある こと も 、 こ 
こ か ら 理 解 さ れ ま す 。 
ファ ジュ ル の 礼拝 の 時 間 : 暁 光 が 見 え 始 め る 、 す な わ ち と 東 の 方 角 
が 白 み 始め た 時 か ら 、 火 が 昇る 時 まで で す 。 
ズ フ ル の 礼拝 の 時 間 : 陰 が 短く な り 、 そ れ か ら 長 く な り 始 め た 時 
か ら 始 まり 、 陰 が 実物 と 同等 も 5 し く は ? 倍 の 長 さ に な る まで 続き 
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天 ま 。 一 人 る 和 め ほ かみ 人 の イマ ー ム 。 年 な わ お ちら イマ ーー ム み * ア ブー ララ 
ー ス フ と イマ ー ム ・ ム ハン マ ド に よる も の で あり 、2 つめ は イマ 
ー ム ・ ア ザー ム ・ ア ブー・ ハ ニー ファ に よる も の で す 。 

アス ル の 礼拝 の 時 間 : ズ フ ル の 礼拝 の 時 間 の 終わ り に よっ て 始ま 
り ま す 。 こ れ も ゃ 、 

イマ ー ム ・ ア ブー・ ユ ー ス フ と イマ ー ム ・ ム ハン マ ド に よれ ば 、 
会 が その 本 体 と 同じ 長 さ に な っ た 時 に 始ま り 、 日 没 ま で 続き ま 
か 。 
イマ ー ム ・ ア ザー ム ・ ア ブー・ ハ ニー ファ に よれ ば 、 陰 が その 本 
体 の ゥ 倍 の 長 さ に な っ た 時 に 始ま り 、 日 没 ま で 続き ます 。 

し か し 太陽 が 色づい て か ら 、 す な わ ち 地平 線 ま で 槍 の 長 さ まで 
近づい て か ら は 、 あ ら ゆ る 礼拝 を 行う こと は ハラ ー ム で す 。 た だ 
アス ル の 礼 振 を し て いな か っ た の で あれ ば 、 日 没 の 時 間 ま で に そ 
れ を 行い ます 。 
マグ リブ の 礼拝 の 時 間 : 日 流 に よっ て 始ま り 、 地 平 線 が 暗く な る 
まで 、 つ まり 赤み が 消失 する まで 続き ます 。 
イシ ャ ー の 礼拝 の 時 間 : マグ リブ の 礼拝 の 時 間 の 終了 か ら 、 暁 光 
が さ し 始 め る まで 続き ます 。 イ マー ム ・ ア ザー ム ・ ア ブー・ ハ ニ 
ー フ ァ に よる と 、 イ シャ ー の 時 間 は 空 の 白 み が 消え た 時 に 始ま り 
ます 。 ア スル の 時 間 も こ の よう に な っ て いま す 。?2 人 の イマ ー ム 
の 見 解 に よる イシ ャ ー の 時 間 が 始ま っ て か ら 、 少 な く と も 半 時 間 
待っ て イシ ャ ー を 行え ば 、 全 て の イマ ー ム に 従っ て 礼拝 し た こと 
に な り ま す 。 イ シャ ー の 礼拝 を 、 正 当 な 理由 な く 夜 の 半分 より も 
後に 行う こと は マク ルー フ で す 。 

礼拝 を 時 間 よ り 前 、 も し く は 後に 行う こと は ハラ ー ム で す 。 大 
き な 罪 と な り ま す 。「 ト ゥ ルキ イェ 」 紙 の 発効 し て いる 礼拝 と 日 
の 出 の 時 間 表 は 正しい も の で す 。 

礼拝 を 行う こと が ハラ ー ム に 近い マク ルー フ 、 す な わ ち 禁じ ら 
れ て いる 時 間 は 8 つ あ り ま す 。 こ の 8 つの 時 間 に 始 まっ た ファ ル 
ド は 正しい も の と は な り ま せん 。 日 が 昇る 時 、 日 が 沈む 時 、 そ し 
て 正午 で す 。 こ の 3 つの 時 間 に は 、 あ ら か じ め 用 意 さ れ て いた 葬 
儀 の 礼拝 、 過 失 の サジ ュ ダ 、「 サ ジュ ダ 」 と いう クル アー ン の 言 
葉 に 従っ て 行う サジ ュ ダ も 認め られ ませ ん 。 日 が 沈む 時 に は 、 そ 
の 日 の アス ル の 礼拝 は 行う こと が で きま す 。 
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E ま の ファ ルド を 行 


マグ リブ の 


ナー フィ ラ の 礼拝 (義務 で は な い 礼 拝 ) を 行う の が マク ルー フ 
で ある ?2 つの 時 間 が あり ます 。 フ ァ ジ ュ ル の 礼 

っ た 後 、 日 が 昇る まで と 、 ア スル の 礼拝 を 行っ た 後 、 

ファ ルド の 前 に ナー フィ ラ の 礼拝 を 行う こと は マク ルー フ と な り 
ます 。 


よっ て 異な り ま す 。 
67 度 に 位置 する 北極 園 の 北側 に 位置 する 寒い 国 
き が と て も 大 きい 季節 に は 、 地 平 線 の 光 が 消 える 引 
ます 。 こ の 為 、 


す 。 


ん 


新 月 


ら な い の で あれ ば 、 断 食 を する こと が 必要 で す 。 


詳細 に つい て の 解説 (北極 ・ 南 極 で の 礼拝 と 断食 ) 


それ ぞ れ の 国 の 礼拝 時 間 は 、 そ の 国 の 南極 か ら の 距離 と 季節 に 


2 ュ ナ 


この よ 


o 


シャ 


は 、 
北極 、 


で は 、 太 陽 の 傾 


に 朝日 が 昇り 
バル ト 海 の 北端 で は 、 夏 に は 夜 が な なく 、 イ シャ ー 
と ファ ジュ ル の 礼拝 の 時 間 に な ら な い の で す 。 


フィ ー 派 に お いて は 、 時 間 は 礼拝 の 条件 で は な く 、 理 由 で 
由 が な けれ ば 、 礼 拝 は ファ ルド と な ら な い の で す 。 従っ て 


うな 国 に 住む ムスリム に は 、 こ の ?2 つの 礼拝 
な り ま せん 。 南半球 で は 海 で ある 為 、 こ の よう な 国 


は ファ ルド と 
は 存在 し ませ 


ご フ タン 月 の ga0 の 夜 、 ど こ か の 町 で 新 月 が 見 られ れ 
、 全 世界 が 断食 を 始め る こと が 必要 と な り ま す 。 


これ か ら 来 る 夜 の 新 月 で す 。 


南極 や 月 に 行っ た ムスリム も 、 旅 行者 の 規定 に 当て は 


中 に 見 える 


より も 長い 場合 、 礼 拝 は 時 刻 で 始め られ 、 時 刻 で 終わ り ま す 。 
が これ ほど に 長く は な い 町 の ムスリム た ちの 時 間 に 従 う の で 
す 。 も し 礼拝 を 行わ な けれ ば 、 が 長く な い 場 所 に 来 た 時 に カ 
ダー を 行い ます 。 
2 
アザ ー ン と は 、 皆 に 知ら せる こと を 意味 し ます 。 日 に 5 回 の 礼 
人 0PNEUAPM そし て 金曜 礼拝 で 説話 者 の 前 で 男性 が ア 


ザー ン を 唱え る こと は 、 ム アッ カ ダ の スン ナ で す 。 


女性 が アザ ー 


ン パイ カー マ を こ と ロマ クル ー フ で す 。 アザ ー ン Hb の 人 2 
を 告げ る 為 、 高 いと ころ で 詠み あげ られ ます 。 ア ザー ン を 


に 時 間 
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唱え る 時 に 両手 を 挙げ 、 
ダグ ハタ やす 。 イダ ター マ 


指 を 一 本 ずつ 両 耳 の 穴 に 入れ る こと は ム 
を 読む こと は アザ ー ン より も な お 重要 な 


こと で す 。 ア ザー ン と イカ ー マ は キ ブ ラ に 向かっ て 唱え られ ま 
す 。 そ の 時 に は 会 話 は せ ず 、 挨 拶 を され て も 返し ませ ん 。 


アザ ー ン と イカ ー マ は どの よう な 場合 に 読み あげ られ る か 
畑 、 庭 園 で 個人 も し く は 集団 で カ ダ ー を 行う 場合 、 男 性 が アザ ー 


ン と イカ ー マ を 大 き な 声 
を 聞い た 人 、 ジ ン 、 石 は 
つか の カ ダ ー の 礼拝 を ま 
マ を 詠み あげ ます 。 そ の 


で 読み 上 げ る の は スン ナ で す 。 ア ザー ン 
} 後 の 審判 の 日 に 証言 を 行い ます 。 い く 
と め て 行う 人 は 、 ま ず ア ザー ン と イカ ー 
後 、 カ ダー を 行う 際 に は それ ぞ れ に つい 


て イカ ー マ の み を 読み ます 。 ア ザー ン は 読ま な く と も 構い ませ 


ん 。 
で 、 個 人 も し く は 集団 


カー マ を 詠み あげ ませ ん 。 


ザー ンジ と イカ ー マ は 家々 
か し それ を 唱え る こと は 
も し く は 礼拝 の 参加 者 が 
を 集団 で 行っ た 後 、 個 人 
唱え ませ ん 。 街道 沿い 
が お ら ず 、 礼 拝 に 参加 す 
時 間 に や っ て くる 人 々 が 、 


で 定時 の 礼 振 を 行う 人 は 、 ア ザー ン と イ 
な ぜ な ら 、 モ スク で 読み あげ られ た ア 

で も 読ま れ た と 見 な され る か ら で す 。 し 
より 良い と され ます 。 地 区 の モス ク 、 
一 定 で ある モス ク に お いて 、 定 時 の 礼拝 
で 礼 振 を 行う 人 は アザ ー ン と イカ ー マ を 


に あり 、 あ る い は イマ ー ム や ム ア ッ ズ ィ ン 


る 一 定 の 人 も いな い モ スク で は 、 様 々 な 
ー つ の 定時 の 礼拝 の 為 に 様々 な 小 集団 


を 作り ます 。 全 て の 小 集 団 の 為 に アザ ー ン と イカ ー マ を 読み ま 


す 。 こ の よう な モス ク で 


は 個人 で 礼拝 を する 人 も 、 ア ザー ン と イ 


カー マ を 自分 が 聞こ える 程度 の 声 で 唱え ます 。 


旅行 中 で ある 人 は 


分 の 仲間 で ある 人 々 と 集団 で 礼拝 する 時 


も 、 個 人 で 礼拝 する 時 も 、 


で 礼拝 する 人 の そば に 1 
可能 で す 。 旅 行者 は 、 家 
カー マ を 唱え ます 。 なぜ 


アザ ー ン と イカ ー マ を 唱え ます 。 個人 
間 が いれ ば 、 ア ザー ン を 読ま な いこ と も 
で 個人 で 礼 捧 す る 時 で も 、 ア ザー ン と イ 
な ら 、 モ スク で 読み あげ られ た アザ ー ン 


と イカ ー マ は 、 彼 の 礼拝 
集団 の 一 部 が 家 で アザ 


に 適用 され な いか ら で す 。 旅 行者 で ある 


ン を 唱え れ ば 、 そ の 後 で 礼拝 を する 人 た 


ち は ア ザー ン を 順 え ませ ん 。 
聡明 な 子供 、 盲 人 、 父 親 が 定か で な い 人 、 ア ザー ン を 読む こと 
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の で きる 無知 な 村人 が アザ ー ン を 読む こと は 、 間 題 な く 認 め ら れ 
ます 。 ジ ュ ヌ ー ブ の 状態 で も や る 人 が アザ ー ン と イカ ー マ を 唱え る 
こと 、 ウ ドゥ ッ ー の な い 状 態 で アザ ー ン を 読む こと 、 女 性 、 罪 人 、 
酔っ ぱら い 、 知 性 を 伴わ な い 子 供 が アザ ー ン を 読む こと 、 座 っ た 
まま で アザ ー ン を 読 下 こと は 、 ハ ラー ム 区 二 い マグ クル ー プ で す 。 
こう いっ た 人 が 読ん だ アザ ー ン は 、 復 唱 さ れ ま す 。 ア ザー ン が 正 
し いも の で ある 為 に は 、 ム アッ ズ ィ ン は ムスリム か つ 知 性 を 伴う 
人 で ある 必要 が あり ます 。 ス ピー カー で 読む こと は 真正 と は され 
ませ ん 。 

人 人 で ある 者 の アザ ー ン が 真正 と され な い の は 、 イ バー ダ に お 
いて 彼 の 言葉 が 受け 入れ られ な いか ら で す 。 人 罪人 、 そ し て スピ ー 
カー で の アザ ー ン で は 、 礼 拝 の 時 間 に な っ た こと を 信じ る こと が 
で きま せん 。 こ の よう な 人 の アザ ー ン や サイ ン に よっ て 、 礼 拝 を 
完了 させ る こと も され ませ ん 。 

アザ ー ン を 尊重 し 、 敬 意 を 抱く 人 、 文 字 、 言 葉 を 変え る こと な 
く 、 壊 すこ と な く 、 節 を つけ た り せ ず 、 ミ ナレ ッ ト ( 失 塔 ) に 上 
が っ て スン ナ に 適し た 形 で 読む 人 は 、 高 い 位階 へ と 達する こと に 
な り ま す 。 

し か し 、 ア ザー ン を スン ナ に 従っ て 読ま な い の で あれ ば 、 例 え 
ば 、 い くつ か の 言葉 を 変え た り 、 訳 し た り し て いれ ば 、 あ る い は 
節 を つけ て 読ん で いれ ば 、 あ る い は その 声 が スピ ー カ ー を 通し て 
出 て いれ ば (な ぜ な ら ス ピー カー か ら の 声 は 、 イ マー ム も し く は 
ム ア ッ ズ ィ ン の 声 で は な い の で す 。 彼ら の 声 は 電気 と 磁石 に 変わ 
り ま す 。 こ の 電気 と 磁石 が 生じ させ る 声 が 聞こ える の で す )、 そ 
の アザ ー ン を 聞い た 人 は それ を 復唱 する こと は で きま せん 。 


E 細 に つい て の 解説 (アザ ー ン は スピ ー カ ー を 通し て 読み 上 げ る 
こと が で きる か ) 

ミナ レッ ト に 設置 され た スピ ー カ ー は 、 ム アッ ズ ィ ン に と っ て 
怠 必 と な る 為 の 要因 で あり 、 ア ザー ン を 暗い 部 屋 で 、 座 っ た ま 
ま 、 ス ン ナ に 従わ な い 形 で 読む こと の 要因 と な り ま す 。 何 世 紀 
も 、 天 へ と そびえ る 精神 的 な 装飾 で や っ た ミナ レッ ト が 、 こ の 杜 
い ビ ドア ゆえ に スピ ー カ ー の 柱 と な っ て し まっ て いま す 。 イ スラ 
ー ム の 学者 た ち は 、 科 学 が 生み 出し た も の を いつ で も 月 定 的 に 受 
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け 止 め 、 例 えば 印刷 機 の 設置 を 奨励 し 、 有 人 益 な 本 を 印刷 し て 知識 
を 広め る こと を 求め て きま し た 。 ラ ジオ や スピ ー カ ー を 通し て 各 
地 で 有益 な 放送 が な され る こと も 、 イ スラ ー ム が 愛し 、 活 用 する 
こと の で きる 発見 で ある こと は 疑い も あり ませ ん 。 し か し ム ス リ 
ム が アザ ー ン の 心地 良い 声 を 聴く こと が で きず 、 イ バー ダ を ス 
ピー カー を 通し た 耳障り な 音 に よっ て 行う こと は 、 害 の ある こと 
で す 。 ス ピー カー を モス ク に 設置 する こと は 不要 な 浪費 で す 。 信 
半生 NR 、 あ た か 
も 教会 で の 鐘 の よう に 響く この 道具 が な い 時 代 に は 、 ミ ナレ ッ 
で 読み あげ られ る アザ ー ン や モス ク で の タク ビー ル の 声 は 、 外 国 
人 を も 人 層 惚 と させ た も の で し た 。 そ れ ぞ れ の 通り で 読ま れる アザ 
ー ン を 聞き な が ら モ スク を いっ ぱい に し た 人 々 は 、 教 友 の 時 代 と 
同じ よう に 、 集 中 し て 礼拝 を 行っ て いま し た 。 ア ザー ン の 、 信 者 
を 尋 審 させ る 神聖 な 影響 力 は 、 ス ピー カー の 機械 的 な 声 に よっ て 
和 失わ れ て し まっ た の で す 。 
預言 者 ムハンマド は ある ハデ ィ ー ス で 次 の よう に 言わ れ ま し 
た 。「 誰 で あれ 、 ア ザー ン を 聞い た 時 に ム ア ッ ズ ィ ン と 共に 小声 
で それ を 唱え れ ば 、 一 文字 ご と に 千 の サワ ー ブ が あり 、 千 の 罪 が 
許さ れる 」 
アザ ー ン を 聞い た 人 は 、 ク ルアー ン を 読ん で いる の で あれ ば 、 
聞い た こと を ゆっ くり 口 に 出す こと が スン ナ で す 。「 ハ イヤ ア 
ラー」 と 聞い た 時 に は それ は 繰り 返さ ず 、「 ラ ー ハウ ラ ワラ 
ーー メッ レタ イッ ター ビッ ツー と 言い ます 2 度目 区 | アデ 
シュ ハ ド アン ナ ム ハ ン マ ダ ン ラス ー ル ッ ラ ー」 と 読ま れ た 
時 、 両 手 の 親 指 の 爪 に キス を し た 後 、 両 目 の 上 を 触る こと は ム ス 
タ ハ ブ で す 。 イ カー マ で は この よう に は され ませ ん 。 


アザ ー ン の 唱え 方 


アデ アッ フー フ アク バル 4 昌 
デア ジェ ハ ド デン ラー イ ヲ ラー デハ イッ ラップ デビ ゥ 回 
アシ ュ ハ ド アン ナ ム ハ ン マ ダ ン ラス ー ル ッ ラ ー 9? 上 E 
ハイ ヤ アラ ッ サ ラー 9? 回 
ハイ ヤ アラ ッ フ ァ ラ ヲ ラー 9?E 
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アッ ラー フ アク バル 9 回 
っ ゲー イオ タダ タツ ンー 1 階 


朝 の 礼拝 の み 、「 ハ イヤ アラ ッ フ ァ ラ ー」 の 後 で 2 回 「 ア ッ 
サラ ー ト ハイ ルン ミナ ン ナ ウム と 唱え ます 。 

イカ ー マ で は 、「 ハ イヤ アラ ッ フ ァ ラ ー」 の 後 で ? 回 、「 カ ド 
カー マテ ディッ サラ ー ト ッ ゥ 」 と 唱え ます 。 


預言 者 ムハンマド は 次 の よう に 言わ れ ま し た 。「 ア ザー ン が 読 
まれ た 時 に は 次 の ドゥ アー を 唱え な さい 、。 

「 ワ アナ アシ ュ ハ ドゥ アン ラー イラ ー ハ イッ ラッ ラ 
ー フ ラー シャ リー カラ フ ワ アシ ュ ハ ド アン ナ ム ハ ン 
マダ ン アブ ドゥ フ ワ ラス ー ル ワ ラディ ー ト ッ ウゥ ビッ ラ 
ー ヒ ラッ バン ワ ビル イス ラー ム ディ ー ナ ン ワ ビ ム 
ハン マデ ィ ン サッ ラッ ラー フ アラ イヒ ワ サッ ラマ ラス 
ー タ アン ザビ ゼー ギヤ ギー テ 」 
また ある ハデ ィ ー ス で は 次 の よう に 言わ れ ま し た 。「 わ が ウン 
マ よ 。 ア ザー ン が 読ま れ た な ら 次 の ドゥ アー を 唱え な さい 。 

「 ア ッ ラ ー フ ンマ ラッ ババ ハー ズ ィ イヒ ッ ダ ー ワ ティ ーッ ター ン 
マテ デ ティ ワッ サラ ー テ ィ ル カー イマ ティ アー ティ ム ハ ン マ 
ダニ ル ワシ ー ラ タ ワル ファ ズィー ラ タ ワッ ダラ ジャ ー タ ル 
ラフ ィ ア タ ワ ブ アス フ マカ ー マ ン マフ ムー ダニ ッ ラ ズ ィ 
ワ アジ ヅ ジ タ フ イン ナカ ラー ッ フ リフ ル ミア ー ド 」 


アザ ー ン の 言葉 の 意味 

アデ アッラーフ アク バル : アッ ラー は 僅 大 で す 。 ア ッ ラ ー に は 何 も 
必要 で は あり ませ ん 。 し も で の イ バ ー ダ も 必要 と され ませ ん 。 イ 
バー ダ は 、 ア ッ ラ ー に は 何 の 効 用 も あり ませ ん 。 こ の 重要 な 意味 
を 頭 に 十分 に 植え つけ る 為 に 、 こ の 言葉 は 4 回 繰り 返さ れ ま す 。 
アシ ュ ハ ド ラー イラ ー ハ イッ ラッ ラー フ : その 斑 厳 
さと 偉大 さ に より 、 誰 の イ バ ー ダ も 必要 と は され な い 一 方 で 、 ア 
NE も イ バ ー ダ を され る 権利 は な いこ と を 証言 し 、 
それ を 信じ ます 。 何 も の も その お 方 に は 似 て は いま せん 。 
アシ ュ ハ ド アン ナ ム ハ ン マ ダ ン ラス ルー ッ ラ ヲ ラー : ム ハ ン マ 
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ド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) は アッ ラー が 遣わ され た 預言 者 で ある こ 
と 、 そ の 預言 者 は アッ ラー が 望ま れる イ バ ー ダ の 方 法 を 教え る お 
方 で や る こと 、 そ し て た だ 預言 者 が 教え 、 示 され た イ バ ー ダ の み 
が アッ ラー に ふさ わし いと いう こと を 証言 し 、 信 じ ま す 。 
ハイ ヤ アラ ッ サ ラー、 ハ イヤ アラ ッ フ ァ ラ ー : 信者 を 、 快 楽 
さ 定 幸福 、 救 い の 要 因 と な る 礼拝 に 招く 2 つの 言葉 で す 。 
アッ ラー フ アク バル : アッ ラー に ふさ わし い イ バー ダ は 誰 に も 
で きま せん 。 そ れ ほ ど ま で に アッ ラー は 偉大 な お 方 な の で す 。 
ラー イラ ー ハ イッ ラッ ラー ブフ : イ バ ー ダ 、 服 従 に ふさ わし い 
お 方 、 そ の 権利 を 持た れる お 方 は た だ アッ ラー の み で す 。 ア ッ ラ 
ー に ふさ わし い イ バー ダ は 誰 に も で き な い の と 同様 、 ア ッ ラ ー 以 
外 の 誰 に も イ バ ー ダ を 受け る 権利 は あり ませ ん 。 

その お 方 を 皆 に 知ら せる 為 に 選ば れ た これ ら の 言葉 の 偉大 さか 
ら 、 礼 拝 の 誉れ の 大 き さ が 理解 され ます 。 
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四 生 和 
イフ ティ タフ ・ タ クビ ー ル を 言っ た 後 、 ニ ー ヤ を 行い ます 。 礼 
拝 の ニー ヤ を 行う こと と は 、 そ の 名 称 、 時 間 、、 キ ブラ 、 イ マー ム 
に 従う と いう こと を 心 に 念じ る こと を 意味 し ます 。 

イフ ティ タフ ・ タ クビ ー ル の 後 で 行わ れる ニー ヤ は 真正 と は な 
ら ず 、 そ の 礼拝 は 認め られ ませ ん 。 フ ァ ル ド や ワー ジブ を ニー ヤ 
する 際 、 ど の ファ ルド で ある の か 、 も し く は ワー ジブ で ある の か 
を 知っ て いる こと が 必要 で す 。 ラ カー ト の 数 を ニー ヤ す る こと は 
不要 で す 。 ス ン ナ を 行う 際 に は 、 礼 拝 を ニー ヤ す る こと で 十分 で 
す 。 人 葬儀 の 礼拝 に は 、「 ア ッ ラ ー の 為 に 礼拝 を 、 死 者 の 為 に ドゥ 
アー を 」 と ニー ヤ し ます 。 

イマ ー ム が 、 男 性 た ちの イマ ー ム と な る こと を ニー ヤ す る こと 
は 条件 で は あり ませ ん 。 イ マー ム は 、 同 席 す る 信者 の 集団 の イマ 
ー ム と な る と ニー ヤ を し な けれ ば 、 集 団 と 共に 礼拝 を 行っ た こと 
の サワ ー ブ を 得る こと は で きま せん 。 イ マー ム と な る こと を ニー 
ヤギ すれ ば 、 そ の サワ ー プ を も 得る こと が で きま す 。 イ マー ム は 、 
女性 た ち へ の イマ ー ム と な る と ニー ヤ す る こと が 必要 で す 。 

イ バ ー ダ を 行う 際 、 た だ 口先 で 唱え る こと を ニー ヤ と は いい ませ 
ん 。 心 か ら ニ ー ヤ され な けれ ば 、 イ バー ダ は 認め られ な い の で す 。 
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タフ リー マ ・ タ ダク ビー ル 


な り ま す 。 


礼拝 の ルク ン (構成 要素 ) 


礼拝 中 の ファ ルド を ルク ン と 呼び 


E す 。 全 部 で 5 つ に な り ま 


礼 振 を 行う 際 に 「 ア ッ ラ ー フ アク バル 」 と 言う こと で あり 、 
これ は ファ ルド で す 。 他 の 言葉 を 言う こと は で きま せん 。 一 部 の 
学者 は 、 タ フリ ー マ ・ タ クビ ー ル が 礼拝 に 含ま れる と 見 な し て い 
ます 。 そ れ に よる な ら 礼 拝 の 条件 は 6 つ で あり 、 ル クン も 6 つと 


キヤ ー ム : 礼拝 の 5 つの ルク ン の 一 つめ が 、 キ ヤー ム で す 。 キヤ 


ー ム は 立 位 を 意味 し ます 。 立て な い 病 人 は 、 座 っ て 礼拝 し ます 。 
座れ な い 病 人 は 、 あ お むけ に 寝 て 、 頭 で 礼拝 し ます 。 顔 が 上 で は 


な く キ ブラ に 向く よう 、 頭 の 下 に 枕 を 敷き ます 。 足 は 折り 、 キ ブ 
ラ に 向け て 伸ばさ な いよ うに し ます 。 立 っ て いる 時 、 足 は 互い か 


ら 指 4 本 分 ほど 離し ます 。 


立て な い 病 人 、 立 つと めまい が する 人 、 頭 、 歯 、 目 、 あ る い は 
その 他 の 部 位 が ひど く 傷 む 人 、 尿 を 漏らし て し まう 人 、 傷 日 が 開 
く 人 、 立 っ て 行う と 敵 の 恐れ や 盗難 に 遭う 危険 が ある 人 、 立 っ て 


行え ば 断食 が 無効 と なか っ て し まう 人 、 
出し て し まう 人 な ど は 、 座 っ て 礼拝 し ます 。 ル クウ で は 少し 体 を 


ある い は アウ ラ の 場所 が 露 


倒し 、 サ ジュ ダ で は 頭 を 床 に つけ ます 。 頭 を 床 に つけ る こと が で 


き な い 人 は 、 ル クウ で わずか に 、 サ 1 


させ ます 。 サ ジュ ダ で の 前 屈 が ルク ウ の 


た ジュ ダ で は も う 少 し 体 を 前 屈 
時 の 前 屈 よ り も 深い も の 
で な けれ ば 、 礼 拝 は 認め られ ませ ん 。 地 下 


こ 石 や 板 を 置き 、 そ の 


上 に サジ ュ ダ を 行っ た 場合 、 礼 拝 は 論 め ら れ ま す が 、 罪 を 犯し た 
こと に な り ま す 。 つ まり ハラ ー ム に 近い マク ルー フ で す 。 

キラ ー ト : スン ナ と ウィ トル の ラ カ ー ト ご と に 、 そ し て 個人 で 行 
う フ ァ ル ド の 2 ラ カ ー ト で 、 立 位 の 状態 で クル アー ン の 一 つの 節 
を 読む ゆこ と は ファ ルド で す 。 短い 章 を 読む こと は より 良い と さ 


れ ま す 。 


キラ ー ト と し て ここ で ファ ー テ ィ バ 章 を 読む こと 、 ま た スン 


ナ 、 そ し て ウィ トル の 礼 提 


E の そ ぞ それぞれ の ブラ カ ー ト で 、 そ し て ブ ァ 
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ルド の 2 ラ カ ー ト で ファ ー テ ィ バ 章 


以外 の 一 つの 章 も し く は 3 つ 


の 節 を 読む こと は ワー ジブ で す 。 フ ァ ル ド で 、 フ ァ ー テ ィ バ 章 と 
他 の 章 句 を 最初 の 2 ラ カ ー ト で 読む こと は ワー ジブ も し く は スン 
ナ で す 。 フ ァ ー テ ィ ハ バ 章 を 他 の 章 句 より も 先 に 読む こと も ワー ジ 
ブ で す 。 こ の 5 つの ワー ジブ の どれ か が 失念 され た 場合 、 過 矢 の 


サジ ュ ダ を 行う 必要 が あり ます 。 


キラ ー ト で クル アー ン の 客 訳 を 読む こと は 認め られ ませ ん 。 金 


曜 礼 捧 や イー ド の 礼拝 を 除き 、 イ マー ム が 、 全 て の 礼拝 に お いて 
ー つ め の ラ カー ト を 25 つめ の ラ カ ー ト より も 9? 倍 の 長 さ の も の を 
読む ゆこ と は スン ナ で す 。 一 人 で いる 時 に は 、 全 て の ラ カ ー ト で 同 


じ 量 を 読ん で も 構い ませ ん 。 イ マー 


ム が 、 Ua 


ト で 、 同 じ 章 句 を 読む 習慣 を つけ る こと は マク ルー フ で す 。 

め の ラ カー ト で 読ん だ も の を 2 つめ の ラ カ ー ト で も 読む こと は 
ハラ ー ル に 近い マク ルー フ で す 。 逆 に < 読む こと は より 悪い こと で 
す 。2 つめ の ラ カ ー ト で 、 一 つめ の ラ カ ー ト で 読ん だ も の の 次 の 


章 を 飛ば し 、 そ の 次 の も の を 読む こ 
ー ン を その 正本 の 順序 通り に 読む こ 


と は マク ルー フ で す 。 ク ル ア 
と は 、 常 に ワー ジブ で す 。 


ルク ウツ : 立 位 で クル アー ン を 読ん だ 後 、 タ クビ ー ル を 行い 、 ル ク 


ウ を し ます 。 ル クウ で は 、 協 性 は 指 を 開い て 肘 の 上 


背中 と 頭 を 同じ 高 さ に し ます 。 
ルク グ 必 で は 、 少なく も 8 回 、 


こ 置 きま す 。 


ゲハ デー ジッ クビ 定 ゆみ アツ グ 


共 イ オデ み 」 と 言い ます 。 3 回 読む 前 に イマ ー ム が 頭 を 上 げた 場合 
は 、 そ れ に 従う 人 も すぐ に 頭 を 上 げ ま す 。 ル クウ で は 腕 と 足 を ま 
っ すぐ に し ます 。 女 性 は 指 を 開き ませ ん 。 背 中 と 足 、 腕 は まっ す 


ぐに は し ませ ん 。 
ルク ウ か ら 体 を 起こ す 時 に は 、 


「 サ ミア ッ ラ ー フ リマ ン ハ 


SS . 仙 肩 る あ 生 。、 イ マー あき 。 


固 人 で 礼拝 する 人 に と っ て ス 


ン ナ で す 。 イ マー ム の 後ろ の 集団 は それ を 日 に し ませ ん 。 それ に 
続い て すぐ に 「 ラ ッ バ ナー ラ カ ル ハム ド 」 と いい 、 ま っ すぐ 


に 立ち 、| ア ッ ラ ー フ アク バル 」 


と いい な が ら サ ジュ ダ へ と 移 


る 際 、 ま ず 右 、 そ れ か ら 左 の 膝 、 そ し て 右 、 そ れ か ら 左 の 手 、 そ 


の 後 鼻 と 額 を 床 に つけ ます 。 


サジ ュ ダ : サジ ュ ダ で は 、 手 の 指 を 互い に つけ 、 キ プラ に 向 か 
い 、 耳 と 同一 線上 に 置き 、 頭 は 両手 の 間 に 慎 き ます 。 額 を 清潔 な 
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場所 、 つ まり 石 、 土 、 板 、 敷 物 に つけ る こと は ファ ルド で あり 、 
鼻 も 共に 地 に つけ る こと は ワー ジブ と され ます 。 特に 理由 の な い 
人 が 鼻 だ け を つけ る こと は 認め られ ませ ん 。 額 だ け を つけ る こと 
も マク ルー フ で す 。 
両足 、 あ る い は 少な く と も それ ぞ れ の 足 の 一 本 ずつ の 指 を 地面 
に つけ る こと は ファ ルド 、 も し く は ワー ジブ で す 。 つ まり 両足 と 
も 床 に つけ られ て いな けれ ば 礼拝 は 認め られ ませ ん 。 
サジ ュ ダ で は 、 足 の 指 を 折り 曲げ 、 そ の 先端 を キ を ブラ に 向け る 
こと が スン ナ で す 。 
男性 は 、 腕 と 太もも を お な か か ら 離 し て お きま す 。 手 と 膝 を 床 
に つけ る こと は スン ナ で す 。 か か と は キヤ ー ム で は 互い に 指 4 本 
分 離し 、 ル クウ 、 カ ウマ と サジ ュ ダ で は くっ つけ て お く こ と が ス 
ン ナ で す 。 

サジ ュ ダ を する 際 、 ズ ボン の 裾 を 上 に 引っ 張る こと は マク ルー 
フ で す 。 そ し て それ を 上 に 向け て まく り 上 げ て 礼拝 を する こと も 
マク ルー フ で す 。 腕 、 足 、 裾 を 、 ま くり 上 げた り た くし 上 げた 
り 、 短 いも の を 身 に つけ た り し な が ら 礼 拝 を 行う こと は マク ルー 
フ で す 。 面倒 臭 が っ て 、 あ る い は 頭 を 覆う 大 切 さ を 考え ず に 頭 を 
義 わ ず に 礼拝 を 行う こと は マク ルー フ で す 。 礼 振 に 重き を 置か な 
いこ と は 、 イ スラ ー ム の 否定 で す 。 汚れ た 服 、 仕 事 着 で 礼拝 を 行 
うこ と も マク ルー フ で す 。 

カ ダ ー イ ・ ア ー ヒ ラ : 最後 の ラ カ ー ト で 「 ア ッ タ ヒヤ ー ト ッ ゥ 」 を 
読む まで 座っ て いる こと は ファ ルド で す 。 座 っ て いる 時 に は 、 指 
を し る し と する こと は あり ませ ん 。 男性 は 左 有 を 、 指 先 を 右側 に 
向け る 形 で 床 に 置き 、 こ の 足 の 上 に 座り ます 。 右足 は 直立 させ 、 
この 足 の 指 は 地面 に 触れ ます 。 指 の 先 は キ ブ ラ の 方 向 に 少し 曲げ 
ます 。 こ の よう に 座る こと は スン ナ で す 。 
女性 は 唇 部 を 床 に 置く 形 で 座り ます 。 太 も も は 互い に 接近 させ 
ます 。 右足 を 右側 か ら 外 に 出し ます 。 左足 は 、 指 先 を 右 に 向け た 
朋 で 体 の 下 に 置き ます 。 


ーー ] 礼拝 の 書 ーー 一 


礼 捧 は どの よう に 行う の か 


個人 で 行う 男性 の 礼拝 


例え ば 、 


きま す 。 
の 方 向 


まず キ ブ 


に 向け 、 
拝 の スン ナ を 行う こと を ニー ヤ 
と 心から 念 


で 右手 を 左手 の 上 に 


ファ ジュ ル の 礼 


じ た 後 、 


重ね 


ジュ グ 


A) スプ ッ 


B) アウ ズ 


G) プ テ ー 


を 行う 場所 か ら 
ヽ ー ナ カ を 読み ます 。 


ティ ハバ 章 の 後 、 


E の スン ナ は 次 の よう 
ラ に 向かい ます 。 足 を た が い に 
両手 の 親指 を 耳たぶ 


E す 。 手 の ひら 


三 記 て 


L 


上 9 


の ファ ジ 


と いい 、 


ず に 


に 行わ れ ま す 。 
指 4 本 分 離し 、 
に 触れ させ 3 
「 ア ッ ラ ー の ご 満悦 の 為 に 今 
に まず 。 和 ア ラテ 
「 ア ッ ラ ー フ アク バル 」 
ます 。 
目 を 離さ ず に 


平行 に お 
を キ ブ ラ 
ュ ル の 礼 


に 向かい まし た 」 
へ その 下 


・ バ スマ ラ の 後 、 フ ァ ー テ ィ バ 章 を 読み ます 。 
バス マラ は 読 
ば 、 ア ラム タラ カー イフ ァ ) を 読み 3 


、 他 の 章 句 (例え 


短い 章 句 を 読ん だ 後 、「 ア ッ ラ ー フ アク バル 」 と 唱え な が ら ル 
クウ を 行い ます 。 手 を 膝 頭 に お き 、 腰 を まっ すぐ に し 、 目 は 足 か 
ら 離 さ ず に 8 回 「 ス プ ハ ー ナ ラッ ビ ヤ ル アズ ィ ー ム 」 と 言い 
ます 。 5 回 も し く は 7 回 言う こと も で きま す 。 

「 セ ミ アッ ラー フ リマ ン ハミ ダ 」 と いい な が ら 体 を 起こ す 
際 に は 、 ズ ボン を 挽い た り 、 目 を サジ ュ ダ の 場所 か ら 離 し た り し 
な いよ うに し ます 。 ま っ すぐ 起き 上 が り 、「 ラ ッ パ ナー ラ カ ル 
ハム ド 」 と 言い ます 。 この 直立 を カウ マ と 呼び ます 。 

あま り 時 間 を お か ず に 、「 ア ッ ラ ー フ アク バル 」 と いい な が ら 
サジ ュ ダ を 行い ます 。 AO 

A) 右 膝 、 左 膝 、 右 手 、 左 手 、 上 鼻 、 そ し て 額 を 床 に つけ ます 。 

B) 足 の 指 を キ ブ ラ の 方 向 に 折り げ ま す 。 

C) 頭 は 両手 の 間 に 入 っ て いま す 。 

D) 手 の 指 は 閉じ ます 。 

E) 手のひら は つけ ます 。 肝 は 床 に つけ ませ ん 。 

F) この 状態 で 少な く と も 8 回 「 ス プ ハ ー ナ ラッ ビ ピ ヤル アラ 
ー] と 言い ます 。 

それ か ら 、「 ア ッ ラ ー フ アク バル 」 と いい な が ら 左 足 を 床 に 広 
げ 、 右 足 の 指 を キ ブ ラ の 方 向 に 曲げ 、 正 座 し ます 。 手 の ひら は 膝 
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の 上 に 置き 、 指 は 自然 な 状態 に し て お きま す 。 
長い 間 正 座 し て いる こと な く 、「 ア ッ ラ ー フ アク バル 」 と い 
い 、 再 び サ ジュ ダ を 行い ます 。2 回 の サジ ュ ダ の 間 の 座位 を ジャ 
ル サ と 言い ます 。 
サジ ュ ダ で は 少な く と も g 回 、「 ス プ ハ ー ナ ラッ ピピ ヤル アラ 
ー」 と いっ た 後 、「 ア ッ ラ ー フ アク バル 」 と いい な が ら 立 ち 上 
が り ま す 。 立ち 上 が る 時 に は 手 を 床 か ら 葵 い よく 跳ね 上 げた り 
足 を 動か し た り は し ませ ん 。 サ ジュ ダ か ら 起 き 上 が る 前 に 、 額 、 
それ か ら 鼻 、 そ れ か ら 左 手 、 右 手 、 そ し て 左 膝 、 右 膝 と いう 順 で 
地面 か ら 起こ し ます 。 
立っ て いる 間 に 、 バ ベス マラ に つい で ファ ー テ ィ バ 章 を 、 そ の 後 他 
の 章 句 を 読み 、「 ア ッ ラ ー フ アク バル 」 と いい な が ら ル クウ を 
行い ます 。 
2 つめ の ラ カ ー ト は 、 一 つめ の ラ カ ー ト と 同様 に 行い ます 。 た だ 
2 回目 の サジ ュ ダ の 後 、「 ア ッ ラ ー フ アク バル 」 と 言っ て か ら 立 
ち 上 が る こと は せ ず 、 正 座 し 、 
A) 「 ア ッ タ ヒヤ ー ト ゥ ッ 」「 ア ッ ラ ー フ ンマ サッ リ 」「 ア ッ ラ ー フ 
ンマ バー リク 」、 そ し て 「 ラ ッ バ ナー アー ティ ナ 」 の ドッ ア 
ー を 読ん だ 後 、「 ア ッ サ ラー ム アラ イク ム ワ ラフ マト ッッ 
ラー」 と 挨拶 を し ます 。 
B) 挨拶 を し た 後 、「 ア ッ ラ ー フ ンマ アン タッ サラ ー ム ワ ミ 
ンカ ッ サ ラー ム タバ ー ラ クタ ヤー ザル ジャ ラー リ ワル 
イク ラム 」 と 言い 、 他 の こと は 何 も 話 さ ず 、 フ ァ ジ ュ ル の 礼拝 の 
ファ ルド を 行い ます 。 な ぜ な ら 、 ス ン ナ と ファ ルド の 間 に 話す こ 
と は 、 礼 拝 を 無効 に は し ませ ん が 、 サ ワー ブ を 減ら し ます 。 
礼拝 の 後 、 そ れ ぞ れ 完 全 に 、 ア スタ グフ ィ ル ッ ラ ー と 8 回 唱え 
ます 。 そ の 後 、「 ア ー ヤ トゥ ル クル シー」、30 回 「 ス プ ブ ハ ー ナ ッ 
ラー」、30 回 「 ア ル ハ ム ド ゥ リッ ラー」、30 回 「 ア ッ ラ ー フ ア 
ク バ ル 」 を 唱え 、 そ し て 一 度 タ フリ ー ル 、 す な わ ち 「 ラ ー イラ 
ー ハ イッ ラッ ラー ワ フ デフ ラー シャ リー カラ フ 、 ラ フ ム 
ルク ワ ワ フ ル ハム ドゥ ワ フワ アラ ー クッ リ シャ 
イン カ デ ィ ー ル 」 と 、 声 を 潜め て 唱え ます 。 大声 で 読み あげ る 
の は ビ ド ッ ゥ ッ ア で す 。 それから ドッ アー を 行い ます 。 ドゥ アー で 
は 、 男 性 は 腕 を 胸 の 高 さ に 編ん で あげ ます 。 腕 を 肘 の と ころ で 曲 
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げ る こと は し ませ ん 。 手 を 開き 、 手 の ひら を 天 に 向け ます 。 なぜ 
な ら 、 礼 振 の キ ブ ラ が カー バ で ある よう に 、 ド ッ ゥ アー の キ ブ ラ は 


つ 、 イ フラ ー ス 章 を 11 回 、「 
「 ア スタ グフ ィ ル ッ ラ ー」 を 6 


天 で ある か ら で す 。 ド ッ ア ー の 後 、 そ れ ぞ れ に バス マラ を 唱え つ 


グル デア ウー ズ ] を 2 回 、 そ し て 
7 回 唱え る こと は ム ス タ ハ ブ で す 。 


「 ス プ ハ ー ナ ラッ ピカ 」 の 章 句 を 読み 、 手 で 顔 を 撫で ます 。 

4 ラ カ ー ト の スン ナ と ファ ルド の 9 回 目 の ラ カー ト の 後 、「 タ ヒ 
ヤー ト 」 を 読み 、 立 ち 上 が り ま す 。 ス ン ナ の 8 回 目 と 4 回 目 の ラ 
カー ト で は 、 フ ァ ー テ ィ ハ バ 章 の 後に 別 の 章 句 を 呼び ます 。 フ ァ ル 
ド で は 、8 回 目 と 4 回 目 の ラ カー ト で た だ ファ ー テ ィ バ 章 を 読 
み 、 別 の 章 句 は 読み ませ ん 。 ウ ィ ト ル の 3 ラ カ ー ト で は 、 フ ァ ー 


ティ ハバ 章 の 後 、 別 の 章 旬 を 呼 
い 、 手 を 耳 の と ころ まで 上 げ 3 


び ま す 。 そ れ か ら タ クビ ー ル を 行 
E す 。 そ れ か ら ク ヌー ト の ドッ アー 


を 唱え ます 。 ム アッ カ ダ で は な い ア スル と イシ ャ ー の 最初 の スン 


ナ も 、 他 の 4 ラ カ ー ト の スン ナ と 同様 で す 。 し か し ? 回 目 の ラ カ 
ー ト の 後 の 座位 で は 、「 ア ッ タ ヒヤ ー ト 」 の 後 「 ア ッ ラ ー フ ンマ 


居 必 | な 1 チケ タク グー ツジ ンマ 


個人 で 行う 女性 の 礼拝 


バー リク 」 も 唱え ます 。 


例え ば 、 フ ァ ジ ュ ル の 礼拝 は 次 の よう に 行わ れ ま す 。 


体 の 形 が わか ら な い 様 な 形 で 全身 を 覆 いま す 。 外 に 出し て 良い 部 


位 は 手 と 顔 の み で す 。 礼拝 で 読ま れる 章 句 や ドゥ アー は 、 先 述 の 


中 
ェ 


FE は 勇 性 の よう に 耳 の と ころ 


「 個 人 で 行う 男性 の 礼拝 」 と 同様 で す 。 異な る 点 は 以下 の 通り で 


に 持っ て 行か ず 、 手 は 肩 の 高 さ に 


し 、 ニ ー ヤ を 行い 、 タ クビ ー ル を し ます 。 手 を 胸 の と ころ で 組み 


合わ せ 、 礼 拝 を 始め ます 。 


B) ルク ウ で は 完全 に 背 を まっ すぐ に は し ませ ん 。 


に 寝かせ ます 。 


D) タ シ ャ ッ フ ド で は 正座 を し ます 。 す な わ ち 、 左右 の 足 は 右側 
に 置き 、 左 の 太もも の 上 に 座り ます 。 

礼拝 に お いて 、 女 性 が 十分 に 身 を 覆う 為 の 最も 容易 な 服装 は 、 
手 を も 覆 ん える ほど の 大 き な ス カー ブフ や 、 足 を も 覆 え る ほど に 幅広 


で 長い スカ ー ト で す 。 
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礼 振 の ワー ジブ 

礼拝 の ワー ジブ は 以下 の 通り で す 。 

ファ ー テ ィ バ 章 を 唱え る こと 。 

ファ ー テ ィ ハ バ 章 の 後 、 一 つの 章 も し く は 少な く と も 8 つの 短い 節 
を 唱え る こと 。 
ファ ー テ ィ ハ 章 を 、 他 の 章 句 より も 先 に 唱え る こと 。 
ファ ー テ ィ ハ バ 章 と その 後に 読ま れる 章 を 、 フ ァ ル ド の 礼拝 の 1 所 
目 と 2 回 目 の ラ カー ト で 、 ワ ー ジ ブ や スン ナ の それ ぞ れ の ラ カ ー 
ト で 読む こと 。 
サジ ュ ダ を 続け て 行う こと 。 
3 も し く は 4 ラ カ ー ト の 礼 振 に お ける ? 回 目 の ラ カー ト で 、 タ シ 
ャ ッ フ ド の 間 は 座っ て いる こと 。 最 後 の 座位 は ファ ルド で す 。 
2 回 目 の ラ カー ト で は タ シ ャ ッ フ ド で あま り 座 ら な いこ と 。 
サジ ュ ダ で 、 上 鼻 を 額 と 共に 床 に つけ る こと 。 
最後 の ラ カ ー ト で 座っ て いる 時 に 「 ア ッ タ ヒヤ ー ト ッ ゥ ッ 」 の ドッ ゥ ッ ア 
を 唱え る こと 。 
礼 振 で は ルク ン (構成 要素 ) を 正しく 行う こと に 重き を 置く こ 
と 


に F 


SS 


取 


礼拝 の 後 、「 ア ッ サ ラー ム アラ イク ム ワ ラフ マト ッ ゥ ッッ ラ 
ー| 選 言う そ ささ と 。 

ウィ トル の 礼拝 の 3 回 目 の ラ カー ト の 後 、 ク ヌー ト の ドゥ アー を 
読む こと 。 
イー ド の 礼 振 で タク ビー ル を 行う こと 。 

イマ ー ム が 、 朝 、 金 曜日 、 イ ー ド 、 タ ラー ウィ ー、 ウ ィ ト ル の 礼 
拝 、 そ し て マグ リブ と イシ ャ ー の 最初 の 9 ラフ カー ト を 、 声 を 出し 
て 読み 上 げ る こと 。 
イマ ー ム と 個人 で 礼拝 を 行う 人 が 、 ズ フル と アス ル の ファ ルド 
で 、 そ し て マグ リブ の s 回 目 、 イ シャ ー の 3 回 目 と 4 回 目 の ラ カ 
ー ト で 、 小 さ な 声 で 唱え る こと は ワー ジブ で す 。 イ マー ム が 大 声 
で 読む こと が ワー ジブ で ある 箇所 で は 、 個 人 で 礼拝 を 行う 人 の 場 
合 、 大 き な 声 で 読む こと も 小さ な 声 で 読む こと も 認め られ て いま 
すず 。 
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イー ド の 礼拝 の 前 日 の ファ ジュ ル の 礼拝 か ら 、4 日 目 の ア スル 
の 礼拝 まで 、923 回 の ファ ルド の 礼拝 の 後 で 「 タ シュ リー ク の タク 
ビー ル 」 を 唱え る こと は ワー ジブ で す 。 


過失 の サジ ュ ダ (サハ ー イ ー の サジ ュ ダ ) : 礼拝 を 行う 人 が 、 礼 
拝 で ファ ルド で ある 事項 を 、 わ ざと 、 あ る い は 失念 し て 放棄 すれ 
ば 、 礼 拝 は 無効 に な り ま す 。 も し ワー ジブ で ある も の を 失念 し て 
放棄 し て も 、 礼 拝 は 無効 に は な り ま せん 。 し か し 、 過 失 の サジ ュ 
ダ を 行う こと が 必要 に な り ま す 。 

過失 の サジ ュ ダ を わざ と 行わ な い 人 、 あ る い は 礼拝 の ワー ジブ 
の どれ か を わざ と 放棄 し た 人 は 、 そ の 礼拝 を も う 一 度 行 うこ と が 
ワー ジブ と な り ま す 。 行わ な けれ ば 罪 と な り ま す 。 ス ン ナ の 放棄 
の 場合 は 過失 の サジ ュ ダ は 不要 で す 。 過 失 の サジ ュ ダ は 、 フ ァ ル 
ド を 遅らせ た 時 、 も し く は ワー ジブ を 放棄 し た 時 、 そ し て 遅らせ 
た 時 に な され ます 。 
礼拝 中 、 何 度 か 過失 の サジ ュ ダ を 必要 と する 状況 に な っ た の で 
あれ ば 、 6 です 。 イ マー ム が ミス を する 
こと は 、 彼 に 警告 を 与え た 人 に も 過 和 失 の サジ ュ ダ を 必要 と させ ま 
す 。 イ マー ム ( 本 夫 PP 
別に 過失 の サジ ュ ダ を する こと は あり ませ ん 。 

過失 の サジ ュ ダ を 行う 為 に は 、 ア ッ タ ヒヤ ー ト ッ を 唱え 、 一 方 
に 挨拶 を 送っ た 後 、2 回 サジ ュ ダ を 行い 、 座 位 を 取り ます 。 そ れ 
AD 1 デック ドー ドル 1 リッ リリ) ガー リグ 」 リラ ッ パ チー 
の ドゥ アー を 唱え 、 礼 拝 を 完了 させ ます 。 一 方 も し く は 両方 に 挨 
拶 を 行い な か が ら 、 あ る い は まっ た く 挨 拶 を 行わ ず に 過失 の サジ ュ 
ダ を 行う こと も で きま す 。 


過失 の サジ ュ ダ を 必要 と する 事柄 : 

座る べき と ころ で 立ち 上 が る こと 。 立ち 上 が る べき と ころ で 座 
る こと 。 声 を 出す べき と ころ で 声 を 出さ な いこ と 。 声 を 出さ な い 
と ころ で 声 を 出す こと 。 ド ゥ アー を 唱え る べき と ころ で クル アー 
ン を 読む こと 。 ク ルアー ン を 読む べき と ころ で ドッ アー を 読む こ 
と 。 例 えば 、 フ ァ ー テ ィ ハ バ 章 を 読む べき と ころ で 「 ア ッ タ ヒヤ ー 
トゥ ッ 」 の ドッ アー を 読む こと 。「 ア ッ タ ヒヤ ー ト ッ ゥ 」 を 読む べき 
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と ころ で アァ ー デ ィ ハ の ム 亭 を 新 如 こと 。 こ と こ で は ファ ーー ティ ハ 章 が 
放棄 され た こと に な り ま す 。 PPE PV に 挨拶 を 行う こ 
と 。 フ ァ ル ド の 礼拝 の 1 括 恒 目 の ラ カ ー ト で 他 の 章 を 読ま 
ず 、8 回 目 、4 回 目 の ラ カー 陸 ど ご 。 最初 の 9 ラ カ ー ト で 
ファ ー テ ィ バ 章 の 後 で 他 の 章 を 読ま な いこ と 。 イ ー ド の 礼拝 の タ 
クビ ー ル を 行わ な いこ と 。 ウ ィ ト ル の 礼拝 で クヌート の ドッ アー 
を 読ま な いこ と 。 


ティ ラー ワ の サジ ュ ダ : クル アー ン で は 14 か 所 で 、 サ ジュ ダ と 
いう 言葉 を 含む 節 が あり ます 。 こ れ ら の うち どれ か を 読ん だ 人 、 
ある い は 聞い た 人 は 、 そ の 意味 を 理解 し な く て も 、 一 度 サ ジュ ダ 
を 行う こと は ワー ジブ で す 。 サ ジュ ダ の 節 を 書い た 人 、 ス ペル を 
つづ っ た 人 は サジ ュ ダ は し ませ ん 。 

々 、 砂 漠 、 そ の 他 の 場所 か ら 流 れ て きた り 、 こ だ まし て きた 
り し た 声 を 聴い た 人 、 鳥 か ら 聞 いた 人 は サジ ュ ダ する こと が ワー 
ジブ と は な り ま せん 。 人 の 声 で ある こと が 必要 で す 。 ラ ジオ 、 ス 
ビー カー か ら 聞 こえ る 声 は 人 の 声 で は な く 、 ハ ー フ ズ の 声 に 似 た 
無機 質 な 機械 の 声 で ある こと は 先 に も 述べ た 通り で す 。 従っ て 、 
ラジ オ や テー プ で 読ま れ て いる サジ ュ ダ の 節 を 聞い た 人 が ティ ラ 
ー ワ の サジ ュ ダ を 行う こと は 、 ワ ー ジ ブ で は あり ませ ん 。 

ティ ラー ワ の サジ ュ ダ を 行う 為 に は 、 0 が ある こと 、 キ 
ブラ へ 向かっ て 立ち 、 手 を 耳 の と ころ に 上 げ ず に 「 ア ッ ラ ー フ 
デ ググ ソ M| と DOY、 サ ジュ ダ を 行い ます 9 度 、! ス グー チ ララ 
ッ ビ ヤル アラ ー」 と 言い ます 。 そ れ か ら 「 ア ッ ラ ー フ アク バ 
ル 」 と いい な が ら サ ジュ ダ か ら 体 を 起こ す と 完了 で す 。 ま ず ニ ー 
ヤ を 行う こと が 必要 で 、 Se 
礼拝 中 に 読ま れ た 時 に は 、 す ぐに 別 の ルク ウ も し く は サジ ュ ダ を 
行い 、 立 ち 上 が 本 JNN サジ ュ ダ の 節 を 読ん だ 後 、 
2, 3 の 節 の 後 で 礼拝 の ルク ウ を 行い 、 テ ィ ラ ー ワ の サジ ュ ダ を ニ 
ー ヤ すれ ば 、 礼 拝 の ルク ウ も し く は サジ ュ ダ が ティ ラー ワ の サジ ュ 
ダ と 見 な され ます 。 集団 で 礼 振 し て いる 人 は 、 イ マー 時 
の 節 を 読ん だ の を 聞か な か っ た と し て も 、 イ マー ム と 共に さら に 1 
可 の ルク ウ と 2 回 の サジ ュ ダ を 行い ます 。 集団 の 人 々 も ルク ウ で ニ 
ー ヤ を 行う こと が 必要 で す 。 礼拝 の 後 で 行う こと も で きま す 。 
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感謝 の サジ ュ ダ : ティ ラー ワ の サジ ュ ダ と 同様 で す 。 恵 み を 与え 
られ た 人 、 悩 みか ら 救 われ た 人 が アッ ラー に 感謝 の サジ ュ ダ を 行 
こと は ム ス タ ハ ブ で す 。 サ ジュ ダ で は まず 、「 ア ル ハ ム ド ッ リ 
ラー」 と 言い ます 。 そ れ か ら サ ジュ ダ の タス ビー フ を 預言 者 さま 
な えま す 。 礼拝 の 後 で す サジ ュ ダ を 行う こと は マク ルー フ で す 。 
礼拝 を 正しく 行う こと を 尊重 し な い 人 は 、 全 て の 被 造物 に 害 を 
与え る こと と な り ま す 。 なぜなら その 人 の 罪 に よっ て 雨 が 降ら 
ず 、 地 上 に 穀物 が 実ら ず 、 そ し て 予想 外 の 時 期 に 雨 が 降り 、 効 用 
の 代わ り に 害 が も た ら さ れる 、 と され て いる か ら で す 。 


語 


礼 振 の スン ナ 

札 拝 で 手 を 耳 の と ころ まで 上 げ ばる こ ょ 。 
手のひら を キ ブ ラ に 向け る こと 。 

タク ビー ル を 行っ た 後 、 手 を 組み 合わ せる こと 。 

右手 を 左手 の 上 に 載せ る こと 。 

男性 は 手 を 脱 の 下 に 置く こと 、 女 性 は 胸 に 置く こと 

イフ ティ タフ ・ タ クビ ー ル の 後 、「 ス プ ハ ー ナ カ 」 を 唱え る こ 
と 。 

イマ ー ム と 、 個 人 で 礼拝 を 行う 人 が 「 ア ウー ズ 」 を 唱え る こと 。 
バス マラ を 唱え る こと 。 

ルク グ クウ で すき 度 」 ス デハ か ハー チチ テッ ピ ヤ ルル デア デ ズィー ム 」 よ 
呈 。 

サジ ュ ダ で 3 度 「 ス プ ハ ー ナ ラッ ピ ヤ ル アラ ー」 と 言う こ 
二 
最後 の 座位 で 「 サ ラ ワ ー ト 」 の ドッ アー を 読む こと 。 

挨拶 を し な が ら 左 右 を 向く こと 

0 2 0 IME UE 全て の 礼拝 で 1 回 目 の 
ラ カ ー ト で は り ? 回 目 の ラ カー ト で 読む も の より も 9? 倍 の 長 さ の も 
の を 読む こと 。 
ルク ウ か ら 起 き 上 が る 際 、 イ マー ム と 、 個 人 で 礼 振 する 人 が 「 サ 
ミ アッ ラー フ リマ ン ハミ ダ 」 と 言う こと 。 

ルク ウ か ら 起 き 上 が っ た ら 「 ラ ッ バ ナー ラ カ ル ハム ド 」 と 言 
性 


忠 
NY 
fY 
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サジ ュ ダ で は 足 の 指 を 
ルク ウ と サジ ュ ダ を 行 
I デ タタ ジーン デ グ パ バル 
手 と 膝 を 床 に 置く こと 

か か と を 、 キ ヤー ム で は 


サジ ュ ダ で は くっ つけ る こ 
「 ア ー ミ ー ン 」 と 


ファ ー テ ィ ハ バハ 章 の 後 、 
に タク 
どど 。 
床 に 寝かせ 、 右 足 を た て 
を 取る こと 。 


う 際 と サジ ュ ダ か ら 


ビー ル を 行う こと 。 
サジ ュ ダ の 為 に タク ビー ル を 行う こと 。 座 位 の 際 に 
回 の サジ ュ ダ の 間 で 


月 
) 


げ 、 先 を キ ブ ラ へ と 


」 と 言う こと 。 


互い ( 
記 。 


に 指 4 本 分 離し 、 


ルク ウ で 、 指 を 開い た 


向け る こ 
起き あがる 際 に は 


ど 。 


ルク ウ と カウ マ 、 


言う こと 。 ル クウ より 前 
手 を 膝 頭 に 


こ 思 く 
左足 を 


て 座る こと ど 。2 


マグ リブ の 礼 電 
の 最初 の ラ カ ー ト は 、9 
マー ム に 従う 人 は 、 フ ァ 
ー ナ カ は 読み ます 。 タ 


ノヽ 


E で は 短 


い 章 句 が 
回 


読ま れ 
の ラ カ ー ト より も 


ティ ハバ 章 と 他 の 章 を 読み 3 


ク 


だ か アワード を 行う こと 。 


礼拝 の ム ス タ ハ ブ 
礼拝 を 行う ろ 時 に は サジ ュ 
ルク ウ を 行う 際 に は 足 を 
サジ ュ ダ で は 上 鼻 を 置い た 場 
タ ヒ ヤ ー ト ッ の 人 為 に 座っ 
ファ ー テ ィ バ 章 の 後 で ! 
は 長く 、 マ グリ の 放 大 
イマ ー ム に 従う こと は 、 
ルク ウ で は 指 を 開い て 膝 
頭 を 、 首 と 共に ルク ウ で 


旧 え られ る 章 人 名 


ダ す る 場所 を 見 る こと 。 
見 て いる こと 。 

募 所 を 見 て いる こと 。 
て いる 時 は 、 膝 の 


で は 短く する こと 。 
タク ビ 
の 上 に 置く こと 。 

は 真っ 直ぐ 保つ こと 。 


サジ ュ ダ を 行う 際 に は 
と 。 
サジ ュ ダ を 、 両 手 の 間 で 
サジ ュ ダ で 、 上 鼻 の 後 で 額 
礼拝 の 最 中 に あく び を す 


男 司 


全 ご き 。 


区 


まず 右 、 そ れ か ら 左 の 腔 を 床 に 


行う こと 。 
を つけ る こと 。 
る 時 は 、 手 の 


で 日 
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E す 。 フ ァ ジ ュ ル の 礼拝 
長く され 3 


ル を 見 えな いよ うに 


を 隠す こ 
E が サジ ュ ダ で 肘 を 挙げ 、 高 く 保つ こと 。 女 性 は 腕 を 床 に つ 


座位 


E す 。 イ 
ませ ん 。 ス ブ 


ビー ル を 言う こと 。 ア ッ タ ヒヤ ー ト ッ ゥ 


上 を 見 て いる こと 。 
は 、 フ ァ ジ ュ ル 、 ズ フル で 


Sie 


ー 
Ne 


つけ る 


ど 。 
け 


男性 


ルク ウツ と サザ ジュ ダ で 8 


まっ て いる こ 
サジ ュ ダ か ら 


タ ヒ ヤ ー ト ッ ゥ 


頭 を 上 げた 後 で 手 
両手 を 床 か ら 離 し た 後 で 、 膝 を 上 
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放 


で 手 を 太もも の 上 


は サジ ュ ダ で 腕 と 足 を お な か か ら 離 すこ と 。 
回 ずつ タス ビー 


フ を 行え る だ け の 間 、 と ど 


を 床 か ら 上 げ る こと 。 
げ る こと 。 
に 置き 、 指 を キ ブ ラ に 対し て まっ 


すぐ 向け る こと 、 曲 げ な いこ と 、 ど の 指 も 動か さ な い こと 。 
左右 に 挨拶 を 行う 時 に は 頭 を 向け る こと 。 

挨拶 を 行う 時 に は 肩 を 見 る こと 。 

礼拝 の マク ルー フ 

服 を 着 ず に 、 肩 に 掛け た 状態 で 行う こと 。 

サジ ュ ダ を 行う 際 に スカ ー ト や ズボン の 裾 を あげ る こと 。 

スカ ー ト や ズボン の 裾 、 腕 を た くし 上 げた 状態 で 礼拝 を 行う こ 
ど と 。 

意味 の な い 動 き を 取る こと 。 

作業 着 、 も し く は 年 長者 の 前 で 着 ら れ な い 様 な 服 で 礼拝 を 行う こ 
。 

日 の 中 に 、 ク ルアー ン を 唱え る の に 妨げ と な る も の を 入れ て いる 
こと 。 妨げ と な れ ば 礼拝 は 無効 と な り ま す 。 

頭 を 杉 わ な い 形 で 礼拝 を 行う こと 。 

便意 や 尿意 を 我慢 し な が ら 、 あ る い は 選 が 出 そ う な 状態 で 礼拝 を 
行う こと 。 

礼拝 中 、 サ ジュ ダ の 場所 に ある 石 や 土 を 手 で 払う こと 。 

礼拝 中 に 指 を 鳴ら すこ と 。 

礼拝 中 に 手 を 脇腹 に 置く こと 

頭 や 顔 を 周囲 に 向け る こ | で 周囲 を 見 て いる こと 。 胸 を 他 に 
向け た 人 は 礼拝 が 無効 と な り ま す 。 

タ シ ャ ッ フ ド で 犬 の よう に 座る こと 。 

サジ ュ ダ で 、 男 性 が 腕 を 床 に つけ る こと 。 

人 の 顔 に 対し 、 あ る い は 大 声 で 話し て いる 人 の 背中 に 対し て 礼拝 
を 行う こと 。 

誰か の 挨拶 に 、 手 や 頭 で 応 える こと 。 


礼拝 、 礼拝 外 で あく び を する こと 。 


| 10 | 


イマ ー ム が 単独 で 、 集 団 
ハラ ー ル に 近い マク ルー フフ で す 。 


イマ ー ム が 単 
9 


IS 


独 


前 の 列 に 空い て いる と ころ が ある の 


こ 場 所 が な い 時 ( 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


礼拝 中 に 目 を つぶ る こと 。 
イマ ー ム が ミ フ ラー ブ の 中 に いる こと 。 


か ら 半 メー トル 高い と ころ に いる こと は 


で 下 に いる こと も ハラ ー ル に 近い マク ルー フ で 


に 、 後 ろ の 列 に 並ぶ こと 、 烈 


こ 列 の 後ろ に 一 人 で いる こと 。 


生き 物 の 絵 が 描か れ た 服 で 礼拝 を 行う こと 。 
生き 物 の 絵 が 、 礼 拝 を する 人 の 上 、 前 、 右 、 


る い は 布 や 紙 に 描か れ て 架け られ 、 あ る い は 
巡礼 の 写真 も 生き 物 の 写真 と 同様 で す 。 
炎 を 伴う 火 に 対し 礼拝 を 行う こと 。 
礼 振 の 節 を タス ビー フ で 数 える こと 。 
頭 か ら 足 まで 、 一 枚 の 布 で 包ん で 礼拝 を 行う 
を 撤 い て 、 上 部 が 露出 し た 状態 で 礼拝 を 行う 


マク ルー フ で す 。 


忠 出 し た 頭 に 布 
。 


左 の 壁 に 描か れ 、 あ 
置か れ て いる の は 


口 や 鼻 を 覆い な が ら 礼 拝 を 行う こと 。 


や む を 得 な い 場 合 で は な い の に 、 只 か ら 療 を 


手 を 1 、 9 度 動 か すこ の 


礼拝 の スン ナ の どれ か を 放 乗 する こと 。 


や む を 得 な い 場 
と 。 


合 で は な い の に 、 子 供 を 胸 


心 を 惑わ せ 、 集 
ム 、 楽 器 の そば 、 
9 こと 。 


ファ ルド を 行う 際 、 支 障 が な い の に 、 壁 や 柱 に 
ルク ウ を 行う 際 、 


悪 。 


力 を 失わ せる も の の 近く 、 


食べ た いと 思っ て いる 食事 の 前 な ど で 礼 拝 を 2 


起き あがる 際 、 手 を 耳 の 


クル アー ン の 章 句 を 読む の を 、 ル クウ を し な 


サジ ュ ダ と ルク ウ で 、 イ マー ム よ り 先 に 頭 を 置く こと 、 頭 を 上 


人 央 。 


汚れ て いる 可能 必 


E の ある 場所 で 礼拝 を 行う こ 


墓 に 向かっ て 礼拝 を 行う こと 。 


ig 


出 すこ と 。 


に 抱い て 礼拝 を 行う こ 


同 えば 装飾 品 、 ゲ ー 


下 


る 介 索 者 め と 。 
と ころ まで 挙げ る こ 


が ら 終 える こと 。 


て 


加 a 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


タ シ ャ ッ フ ド で 、 ス ン ナ に 従っ て 座ら な いこ と 。 
2 回 目 の ラ カー ト で 、1 回 目 の ラ カー ト よ り も 8 つの 節 以 上 余分 
こ に 唱え る こと 。 


MI 
の 


礼拝 以外 で マク ルー フ で ある 事柄 

トイ レ や 、 そ の 他 の 場所 で ウド ゥ ー を 無効 と する 際 、 イ ステ ィ ン 
ジャ ー を 行う 際 に 、 キ ブラ を 前 に する こと 、 背 を 向け る こと 。 
太陽 と 月 に 対し ウド ゥ ッ ー を 無効 と する こと 。 

小さ な 子供 を キ ブ ラ の 方 向 に 向け させ て ウド ッ ゥ ッ ー を 無効 に させ る 
こと は 、 そ れ を させ た 大 人 に と っ て マク ルー フ と な り ま す 。 そ の 
為 、 大 人 に 取っ て ハラ ー ム で ある こと を 子供 に や ら せ る こと は 
それ を させ た 人 に と っ て ハラ ー ム と な り ま す 。 

キ ブ ラ に 対し 、 や む を 得 な い 理 由 な く 両 足 も や し く は 片足 を 伸ばす 
と 。 
クル アー ン や イス ラー ム の 書物 に 対し 足 を 延び すこ と 。 そ れ が 高 
いと ころ に あれ ば 、 マ クル ー フ と は な り ま せん 。 


礼拝 を 無効 と する 事柄 

や やむを得 な い 理 由 な く 咳 を する こと 、 の どか ら 療 を 出す こと 。 
礼拝 を し て いる 人 が 、 他 者 が くし ゃ み を し た 時 に 「 ヤ ル ハ ムカ ッ 
フラ デ ジン | あ 言 うこ 吉 。 

礼拝 を 個人 で 行っ て いる 人 が 、 別 の と ころ で 集団 礼 捧 を し て いる 
人 々 ヘイ マー ム が クル アー ン の 言葉 を 唱え て いる 時 、 間 違え た の 
を 聞き 、 彼 に 警告 すれ ば 、 そ の 人 の 礼拝 は 無効 と な り ま す 。 も し 
イマ ー ム が この 人 の 警告 に 従っ て 唱え れ ば 、 イ マー ム の 礼拝 も 無 
効 と な り ま す 。 

礼拝 中 に 「 ラ ー イラ ー ハ イッ ラッ ラー」 と 言っ た 時 、 も し そ 
の 目的 が 誰か に 返事 する こと で あれ ば 、 礼 拝 は 無効 と な り ま す 。 
も し 目的 が 何 か を 告げ る こと で あれ ば 、 礼 拝 は 無効 に な り ま せ 
ん 。 

アウ ラ の 場所 を 起 出 する こと 。 
痛み 、 も し く は 別 の 悲し み の 為 に 泣く こと 。 (天国 や 地獄 に つい 
て 言及 され 、 そ れ ら を 考え て 泣い た の で あれ ば 無効 に は な り ま せ 
ん ) 
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手 や 言葉 で 挨拶 を 受け る こと 。 

カ ダ ー と な っ た 礼拝 の 量 が 5 を 超え て お ら ず 、 礼 拝 中 に それ を 思 
い 出 すこ と 。 
礼拝 中 、 彼 を 見 た 人 が 礼拝 を し て いな いと 思う ほど に 余計 な 動き 
を し て いれ ば 、 礼 拝 は 無効 と な り ま す 。 

礼拝 中 に 何 か を 食べ る こと 、 飲 むこ と 。 

礼拝 中 に 話す こと 。 

イマ ー ム 以外 の 人 の 過ち を 指摘 する こと 。 

礼拝 中 に 笑う こと 。 

礼 振 中 に すす り 泣 く こ と 、 嘆 く こ と 。 


礼 振 を 中 断 す る こと を ム バ ー フ と する 事柄 

へ ヘビ を 殺す 為 。 

逃げ る 家畜 を 捕まえ る 人 為 。 

家畜 の 群れ を オオ カミ か ら 救 う 為 。 

沸き 立つ 鍋 か ら 逃 れん る た め 

叶 間 が な く な っ た り 、 人 えがい なく な っ た りす る 本 が な い 人 

合 、 他 の 学派 で 礼拝 を 無効 と する も の か ら 救 われ る 為 、 例 え 

ィ ル ハム より も 少な い 汚 れ を 清め る 為 に 、 あ る い は 1 電 
に 接触 し た こと を 思い 出し て ウド ゥ ー を 行う 為 に 礼拝 を 中 断 す 
る こと は 認め られ ます 。 

排 洪 や 選 が 我慢 で き な く な り そ う な 時 に も 、 礼 拝 を 中 断 す る こと 
が で きま す 。 


D 


礼拝 を 中 断 す る こ 人 

「 助 け て 」 と 叫ぶ 誰か を 助け る 為 、 に 落ち そう な 有 人 を 助け る 
PS 0 ま キャ ドド カキ 
母 、 父 、 祖 父 、 祖 母 が 呼ん で いる 為 に ファ ルド の 礼拝 を 中 断 す る 
こと は 認め られ ませ ん 。 認め られ た と し て も 、 ど うし て も 必要 が 
な けれ ば 中 断 し て は いけ ませ ん 。 ナ ー フ ィ ラ の 礼拝 で は 中 断 す る 
こと が で きま す 。 彼ら が 助け を 求め て いれ ば 、 フ ァ ル ド を も 中 断 
する こと が 必要 で す 。 
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集団 礼拝 


礼 


ど で 。 
は 男性 に と っ て スン ナ で す 。 金曜 
* で す 。 


行う 
プ が 


ハン マ ド は 次 の よう 
は 、 一 人 で 行わ れる 礼拝 
5 


の ノ 2 ハ 
の 為 


拝 で は 、 
集 


団 が で きま す 。 


こと は ファ ル 
与え られ る こと が ッ 


ディ ー ス で は 、 


に 行く 人 に 、 ア ッ ラ ー 


5 回 


より も 


一 歩 ど 


が 記録 さ を た ノー 0 と 【 


生 天 
集 
し ま 


合い 


国 で 彼 の 位階 を 一 つ 


団 


す 。 愛情 や 結び つき 
ます 。 


容易 
体 で 


を 深め 3 


に 理解 され ます 。 
ある こと の 最 


区 


団 礼拝 に 


集 


す 。 イ マー ム と な る こと や 、 


くつ 


か の 条件 が あり ます 。 


イマ ー ム と な る 為 の 条件 


イマ ー ム と な る 為 に は 6 つの 条件 が あり 
で も 人 


め ら れ ま せん 。 


ム ス 


ム で ある こと 。 ア ブー 


団 礼 捧 は 、 ム スリ ム が 唯一 の 心 、 
の し る し な の で す 。 
病人 、 麻 痺 が ある 人 、 足 が 
は 、 集 


彼 に 従っ て 集団 


「 集 


27 倍 の サワ ー ブ が 
ター を 衝 め 、 
~ と に サワ ー ブ を 
に 一 つ ず つ 俳 が 消 
ト げ られ る 。」 

で 行わ れる 礼 振 は 、 ム スリ ム の 間 


) 断 され た 人 、 
加わ る こと は 必須 人 条件 で は あ 
で 行わ れる 礼 振 で 、 人 々 が 令 


E ま の ファ ルド を 集団 
L 拝 や イー ド の 礼拝 で は 集 
集団 で 行う 礼拝 に は より 多く の サワ ー 
ヽ デ ィ ー ス で 知ら され て いま す 。 


に 言わ れ ま し た 。 団 で 行わ れる ネ 


に 一 体 1 
E す 。 人々 は 集まり 、 互 い に 話し 
悩み や 苦しみ が あ る 人 、 病 気 で ある 人 が それ 


E う 存在 を 、 イ マー ム と 呼び 


少な く と も 2 人 が いて その 1 人 が イマ ー ム と な る こ 
の 礼 電 
f 


で 行う こと 
団 で 


預言 者 ム 
[ 拝 に 
ある 」、 ま た 別 
礼拝 所 に 集団 礼拝 
記さ れ 、 行 い 
され る 。 そ し 


ピコ 


し や 統一 を も た ら 


に よっ て 
侍 一 の 


歩け な い 才 人 、 盲 人 
り ま せん 。 


ン が 


ファ ー ル ク が カリ フ で ある こと を 信じ な い 人 、 


墓場 で の 場所 を 信じ な い 人 は イマ ー ム に 


思春 # 


に 達し て いる こと 。 


知性 


を 伴っ て いる こと 。 


れ ま せん 。 


お 性 


で ある こと 。 友 性 


酔っ 払い 、 


を 形成 する 為 に は 


E す 。 こ の 条件 の 一 つ 
E わ な いこ と が わか っ て いる 人 の 背後 で な され た 礼拝 は 、 


計 約 
H 応 


・ バ クル ・ ス ッ ド ゅ ゥ ッ ー ク や ウマ ル ・ 


や 


ミー ラー ジョ 


は な れ ま せん 。 


老衰 し た 人 は イマ ー ム に は な 


E た ち に 対し イマ ー ム に は な れ ま せ 
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ん 。 

少な く と も 、 フ ファー ティム バ 章 と 一 つの 節 を 正しく 唱え る こと が で 
きる 人 。 一 つの 節 も 覚え て いな い 人 、 覚 えて いた と し て も タ ジ ュ 
ウィ ー ド で 読む こと が で き な い 人 、 な まる 人 は イマ ー ム に は な れ 
ませ ん 。 

障害 が な いこ と 。 障害 の ある 人 は 、 障 害 の な い 人 々 へ の イマ ー ム 
に は な れ ま せん 。 


イマ ー ム は 、 ク ルアー ン を タ ジ ュ ウィ ー ド で 読む こと が 必要 で 
す 。 読み 方 が きれ いで ある と は 、 タ ジュ ウィ ー ド で 読む と いう こ 
と で す 。 礼 拝 の 条件 に 重き を 置か な い イ マー 6 叶 まこ 

こと は で きま せん 。「 誠 実 で 公正 な 人 の 背後 で 礼拝 を 行い な さ 
い 」 と いう ハデ ィ ー ス は 、 モ スク の イマ ー ム に つい て の 言及 で は 
な く 、 金 曜 礼拝 を 先導 する 統治 者 や 総督 の 為 の も の で す 。 

イマ ー ム に 最も 適し た 人 は スン ナ (すなわち イス ラー ム の 知 
識 ) を 最も 良く 知っ て いる 人 で す 。 こ の 京 で 同等 で や る 人 々 が い 
れ ば 、 ク ルアー ン を 最も 良く 読 ゆ 人 が イマ ー ム と な り ま す 。 こ の 
点 で も 同等 で あや れ ば 、 篤 信 が ある 方 が イマ ー ム と な り ま す 。 そ れ 
で も 同等 で あれ ば 、 年 長 で ある ほう が 選ば れ ま す 。 

奴隷 、 遊 牧 民 、 罪 人 、 盲 人 、 父 親 の わか ら な い 子 供 が イマ ー ム 
と な る こと は マク ルー フ で す 。 イ マー ム は 集団 を うん ざり させ 、 
彼ら を 苦し め る 形 で 礼拝 を 長 々 と 行い ませ ん 。 

女性 た ち が 自 分 た ち だ け で 集団 礼拝 を 行う こと は マク ルー フ で 
す 。 

一 人 の 人 と だ け 一 緒 に 礼拝 を 行う イマ ー ム は 、 そ の 人 を 右側 に 
立た せま す 。2 人 の 人 へ の イマ ー ム と な る の で あれ は ド 、 前 に 出 ま 
す 。 フフ ブ 性 が 女性 や 子供 ( < 従う の) こと は 訟 認 め られ ませ ん 。 

イマ ー ム の 後ろ で は 男性 が 列 を 作り 、 そ の 後ろ で 子供 た ち が 、 
その 後ろ で 女性 た ち が 並 び ま す 。 

イマ ー ム が 女性 た ちの 礼拝 を も 導く こと を ニー ヤ し た と き 、 同 
じ 礼 拝 に 参加 し て いる 女性 た ち が 男 性 と 同じ 列 で 礼拝 を 行え ば 、 
男性 の 礼拝 が 無効 と な り ま す 。 も し イマ ー ム が この 女性 の イマ ー 
ム と な る こと を ニー ヤ し て いな けれ ば 、 並 ん で いる 男性 に 害 は あ 
り ま せん 。 し か し この 女性 の 礼拝 が 認め られ ませ ん 。 立っ て 礼拝 
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を 行う 人 が 、 座 っ た まま 礼拝 を 行う 人 に 従う こと は 認め られ て い 
ます 。 定住 者 は 、 旅 行者 で ある イマ ー ム に 従う こと が で きま す 。 
IOIIOIOIOIOIOIIOISIS 

と は で きま せん 。 イ マー ム に 従っ て 礼拝 を 行っ た 後 で イマ ー ム の 
ウド ゥ ー が な か っ た こと を 知っ た 人 は 、 礼 拝 を や り 直 し ます 。 
ラガ ー イ ブ 、 ベ ラー ト 、 カ ディ ル の 礼拝 を 集団 で 行う こと は マ 
クル ー フ で す 。 
集団 の 人 々 が 求め た と し て も 、 イ マー ム が ファ ルド の 礼拝 を 導 
く 際 、 ク ルアー ン の 章 句 や タス ビー フ を スン ナ の より も 長く 読む 
衣 MK 
イマ ー ム が ルク ウ を する まで に 礼拝 に 問 に 合え な か っ た 人 は 
1 は な り ま せん 。 イ マー ム 
が ルク ウ を し て いる 時 に 礼拝 に 来 た 人 は 、 ニ ー ヤ を 行い 、 立 っ た 
の Py ot の ht の 
い 、 イ マー ム に 従い ます 。 ル クウ を 行う 前 に イマ ー ム が ルク ウ か 
ら 体 を 起こ せ ば 、 そ の 人 は ルク ウ に は 間 に 合 え な か っ た こと に な 
り ま す 。 
イマ ー ム より も 先 に ルク ウ を 行う こと 、 サ ジュ ダ を 行う こと 、 
ある い は 先 に 身 を 起こ すこ と は ハラ ー ム に 近い マク ルー フ で す 。 
ファ ルド の 礼拝 を し た 後 、 列 を 乱す こと は ム ス タ ハ ブ で す 。 

ムスリム が 日 に 5 回 の 礼拝 を 毎日 集団 で 行え を ば 、 全 て の 預言 者 
た ちと 共に 行っ た ほど の サワ ー ブ を 得 ま す 。 

集団 で 行う 礼 振 が これ ほど 徳 の ある も の と な る 為 に は 、 イ マー 
ム の 礼拝 が 有効 な も の で ある こと が 前 提 で す 。 

誰 で あれ 、 集 団 礼拝 を 何 の 理由 も な く 放 棄 す れ ば 、 そ の 人 は 天 
国 の 符 り を か ぐ で ぐ こと が でき ませ ん 。 集団 礼 振 を 何 の 理由 も な く 放 
棄 す る 人 は 、4 つの 学派 それ ぞ れ で 「 憎 まれ る べき 人 」 と 定義 
れ て いま す 。 
に 5 回 の 礼拝 を 集団 で 行う べく 努力 する べき で す 。 最 後 の 審 
判 の 日 、 ア ッ ラ ー が 七 層 の 地上 、 七 層 の 天 、 玉 座 と 全て の 被 造物 
を 天 衝 の 一 方 に 、 条 件 を 守っ て 集団 で 行わ れ た 一 回 の 礼拝 の サワ 
ー ブ を も う 一 方 に 置か れ 、 集 団 で 行わ れる 礼拝 の サワ ー ブ の 方 が 
より 重く な る の で す 。 


NO 


TU 


DU 
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イマ ー ム に 従う 礼拝 が 正しく 行わ れる 為 に 
タク ビー ル の 前 に 
に 従い 


礼拝 を 行う 際 、 
る こと 。「 イ マー ム 
9 


イマ ー ム 
E す 」 と 心から 念じ る こと が 必要 で 


10 の 条件 が あり ます 。 
に 従う こと を ニー ヤ す 


イマ ー ム が 友人 性 た ち に も イマ ー ム と な る こと を ニー ヤ す る こと お が 


男 


必要 で す 。 男 性 


ませ ん 。 し か し も し ニー ヤ を 行え ば 
る 人 々 の サワ ー ブ を も 得る こと に な り ま す 。 
、 イ マー ム の か か と より も 後ろ に ある べき 


団 


の 人 々 の か か と は 


団 の 人 々 は 、 


財 と の 間 
イマ ー ム と 集団 と の 間 
ほど の 道 が あっ て は い 


イマ ー ム も し く は 集団 


に 、 
に 、 


その 逆 で あっ た り し て は いけ 
イマ ー ム と 集団 
ませ ん 。 


女 情 


同じ ファ ルド の 礼 


ボー ト が 通 


け ま せん 。 
の 人 々 の うち の 誰か を 見 た り 、 声 を 聞い た 
りす る こと が で き な い よう な 壁 の 間 に 
イマ ー ム が 動物 に 乗っ て いる 時 


ー 
ー 


人 


すま せん 。 


は 、 く っ つい て いな い ? つの 船 


集団 の 人 々 が 地面 に 


へ の イマ ー ム と な る こと を ニー ヤ す る 必要 は あり 
ド 、 彼 は 集 


団 に 参加 し て い 


礼拝 


E を 行う こと が 必要 


E の 列 が あっ て は いけ ませ ん 。 


肌 れ る ほど の 


中 や 車 が 通れ る 


に いて は いけ ませ ん 。 
至り 、 


に 


に いる こと は で き 


他 の 学派 の イマ ー ム に 従う 集団 の 礼拝 が 真正 と な る 為 に 、2 つの 
伝承 が あり ます 。 一 つめ に よる な ら 、 集 団 礼拝 に 参加 し て いる 


人 々 が 、 
在 し な いこ 


邊 分 た ちの 学派 で 


「 


拝 を 無 


し 


彼 自 身 の 学 派 に 


や か ぶせ 物 が ある イマ ー ム (【 
集団 【 
じ 列 に : 


ル び ます 。 左側 に 


効 と する 事柄 が イマ ー ム に 存 
と を 知っ て いる こと が 必要 で す 。2 つめ に よる な ら 、 

よっ て 礼拝 が 
の 人 々 も 従う こと が で きま す 。 こ の 見 解 に 


真正 と され る イマ ー ム に 、 他 の 学派 
正人 門 ら 。 歯 の 詰め 物 
に 従う こと は 認め られ ませ ん 。 


こ あ た る 人 が 一 人 だ け な の で あれ ば 、 イ マー ム の 右側 で 同 
な ぶ こ と は マク ルー フ で す 。 


育 後 に いる 


こと も マク ルー フ で す 。 足 の か か と が イマ ー ム の か か と より 前 に 


+ 真 
テ で 


人 後 ( 


た 礼拝 は 
、 イ マー ム の 背 
0 ム ふと 一 緒 に 


に 


、 個 人 で 礼 提 


正 と な り ま す 。 
ル び ます 。 
E を 行う 


2 人 も し く は それ 以上 の 場 


時 の よう 


に 礼拝 し ます 。 
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ーー # 


7 7 
唱え て も 、 
ャ マー ジィ ー 


立っ て 


集 


団 


\ る 時 に イマ ー ム が 心 の 
礼 振 に 参加 し て いる 人 々 は 何 も ! 
派 で は 、 イ マー ム と 共に 


L 拝 の 書 


で ! 


旧 え て も 、 大 き な 声 で 


を 読み ます ) た だ 、1 回 
ます 。 イ マー ム が 大 き な 


セー ニコ 


こ 人 々 も 小声 
の ツタ カー ト で 1 ラプ ハー ナチ ゆみ (1 


昌 え ませ ん 。( シ 
『 で ファ ー テ ィ バ 章 
を 唱え 


て は いけ ませ ん 。 
ッ フ ラー フ リマ ン 
バナ ー ラ カ ル 


の 人 々 も サジ ュ ダ を 行い 3 
お いて は 、 一 人 で 礼拝 
唱え ます 。 

ウィ トル の 礼拝 
外 は 個人 個人 で 行 


EE すず 。 


われ 3 


E す 。 


遅れ て きた 人 の 礼拝 
イマ ー ム に 従う 人 に は 4 科 


は 、 ラ マダ ー ン 月 は 


で ファ ー テ ィ バ 章 を 唱え 終え る と 、 集 
団 の 人 々 は 小声 で 「 ア ー ミ ー ン 」 と 言い ま 
ルク ウ か ら 起 き 上 が る 時 、 

ハミ ダ 」 と 言う と 、 集 団 
ハム ド 」 と 言い ます 。 それ か ら 体 を 前 
に 「 ア ッ ラ ー フ アク バル 」 と いい な が ら 、 イ マー ム と 


す 。 こ れ を 大 声 で 言っ 
イマ ー ム が 「 セ ミア 
の 人 々 は た だ 「 ラ ッ 
に 折る 時 
に 集 


団 


ルク ウ や サジ ュ ダ 、 そ し て 座位 に 


する 時 と 同様 に 集団 の 人 々 も 


集 


ドッ アー 等 を 


で 行わ れ ま す 。 それ 以 


E 類 が あり 


す 。 こ れ は 「 ム ドッ ゥ リ 


ク 」「 あ みみ タ ディ 」「 マ スプ ー ク 」 そ し て 「 ラ ー ア タク 」 で す 。 
ム ド ゥ リク : イフ ティ タフ ・ タ クビ ー ル を イマ ー ム と 一 緒 に 行っ 


< 人 を 意味 し ます 。 


ムク タデ ィ : イフ ティ タフ ・ タ クビ ー ル に 間 に 合 え を な か っ た 人 を 


意味 まま) 


日 


の ラ カ ー 


マス ブー ク : イマ ー ム の 1 
を 意味 し ます 。 


ラー フク : イフ ティ タフ ・ タ クビ ー ル を イマ ー ム と 


し その 後 ウ ドゥ ー を 無 
いな お し 、 再 び イ マー ム ! 
同様 に キラ ー ト を せ ず 、 
つ 、 礼 振 を 行い ます 。 
ば 、 イ マー ム の 


ナ ば 礼拝 が 無 


マス プ ブー ク 、 す な わ ち 1 


日 


目 の ラ カー 
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ト に 間 に 合 え な か っ た 人 


に 行い 、 し 


効 と する 状態 が 生じ た 為 、 ウ ドゥ ー を 行 
に 従っ た 人 で す 。 こ の 人 は 、 そ れ 
ルク ウ や サジ ュ ダ の タス ビー フ を ! 
この 人 は 、 も し 世 傘 的 な 会 話 を し な けれ 
背後 に いる よう な 状態 で す 。 し か し モ 
た 後 、 近 く で ウド ッ ゥ ッ ー を 行わ な けれ ば な り 』 
効 に な る と も され て いる か ら で す 。 


で ど 
呈 え つ 


唱 


E ス ク か ら 出 
ませ ん 。 も し 遠く に い 


ト に 間 に 合 え な か っ た 人 


は 、 イ マー ム が 左右 に 挨拶 を 行っ た 後 、 立 ち 上 が り 、 間 に 合わ な 
か っ た ラ カ ー ト の 礼拝 を 行い ます 。 

キラ ー ト は 、 ま ず 1 回 目 、 そ れ か ら 2 回目 、 そ し て 8 回 目 の ラ 
カー ト を 行っ て いる 形 で 実行 し ます 。 座位 は 、 ま ず 4 回 目 、 そ れ 
か ら 8 回 目 、 そ し て 2 回 目 と 、 す な わ ち 逆 か ら 始 め ま す 。 例 え 


ば 、 イ シャ ー の 最後 の ラ カ ー ト に 間に合っ た 人 は 、 イ マー ム が 挨 


拶 を 行っ た 後 、 立 ち 上 が り 、1 


ティ ハバ 章 と 他 の 章 句 を 読み ま 
で は 座り ませ ん 。 


ロ 


日 


ロ 


、2 


す 。 1 


回 


の ラ カ ー 
の ラ カ ー ト で は 座り 、? 


の 2 


イマ ー ム が 行わ な か っ た 場合 、 集 団 礼拝 に 参加 し て いる 人 々 も 行 


わな い 5 つの 事柄 
イマ ー ム が クヌート の ドッ ア 


を 1! 


ん 。 


いま せん 。 
イマ ー ム が 4 ラ カ ー ト の 礼 提 


E の 2 フラ カー ト 


人 々 も 座り ませ ん 。 


人 々 も 行い ませ ん 。 


えな けれ ば 、 人 々 も ! 


計 


だ 避 


旧 え 


イマ ー ム が イー ド の 礼拝 の タク ビー ル を 行わ な けれ ば 、 人 々 も 行 


で 』 


E ら な けれ ば 、 


イマ ー ム が サジ ュ ダ の 章 句 を 読み 、 サ ジュ ダ を 行わ な けれ ば 、 


イマ ー ム が 過失 の サジ ュ ダ を 行わ な けれ ば 、 人 々 も 行い ませ ん 。 


イマ ー ム が 行っ た 場合 で も 、 集 団 礼拝 に 参加 し て いる 人 々 は 行わ 


な い 4 つの 事柄 

イマ ー ム が ? 回 より も 多く サジ ュ ダ を 行っ た 場合 、 人 々 は 行い ま 
せん 。 

イマ ー ム が イー ド の タク ビー ル を 1 回 の ラ カ ー ト で 3 回 より も 多 


く 行 っ た 場合 、 
イマ ー ム が 葬儀 
合 、 人 々 は 行い ませ ん 。 

イマ ー ム が 5 回 目 の ラ カー ト 


の 礼拝 で 4 


ロ 


人 々 は 行い ませ ん 。 
回 より も 多く の タク ビー ル を 行っ た 場 


を 行 お うと 


せん 。 イ マー ム を 待ち 、 
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し た 場合 、 人 々 は 行い ま 
に 挨拶 を 行い ます 。 
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イマ ー ム が 行わ な か っ た 場合 で も 、 集 団 礼拝 に 参加 し て いる 人 々 
は 行 う 10 の 事柄 

イフ ティ タフ ・ タ クビ ー ル で 手 を 上 げ る こと 。 

スプ ハー ナカ を 唱え る こと 。 

ルク ウ を 行う 際 タ クビ ー ル を 行う こと 。 

ルク ウ で タス ビー フ を 読む こと 。 

サジ ュ ダ を 行う 時 、 起 き 上 が る 時 、 タ クビ ー ル を 行う こと 。 
サジ ュ ダ で タス ビー フ を 唱え る こと 。 

「 サ ミ アッ ラー フ 」 を 唱え な く て も 「 ラ ッ バ ナー ラ カ ル ハ 
ム ド 」 と 唱え る こと 。 
「 ア ッ タ ヒヤ ー ト ッ 」 の 最後 まで 座る こと 。 

礼拝 の 最後 に 挨拶 を 行う こと 。 

イー ド ・ ル ・ ア ドッ ハー (犠牲 祭 ) で 23 回 の ファ ルド の 後 、 挨 
失 を 行わ っ た すぐ 後 で タク ビー ル を する こと 。 こ の 9 回 の タク 
ビー ル を タ シ ュ リ ー ク の タク ビー ル と 呼び ます 。 


イフ ティ タフ ・ タ クビ ー ル の 徳 

誰か が 、 イ フ テ ィ タフ ・ タ クビ ー ル を イマ ー ム と 共に 行え ば 、 
秋 、 木 か ら 葉 や 風 が 吹く た びに 落と され る よう に 、 そ の 人 の 人 罪 も 
同じ よう に 落と され ます 。 

ある 日 、 預 言 者 へ ムハンマド は 礼拝 を され て いる 時 、 フ ァ ジ ュ ル 
の 礼拝 の イフ ティ タフ ・ タ クビ ー ル に 間に合わ な か っ た 人 が いま 
し た 。 彼 は 奴隷 を 一 人 解放 し 、 そ れ か ら 預 言 者 ムハンマド を 訪 
ね 、 質問 し まし た 。「 ア ッ ラ ー の 使徒 よ 。 私 は 今日 、 イ フ テ ィ タ 
フ ・ タ クビ ー ル に 間に合い ませ ん で し た 。 奴 隷 を 一 人 解放 し まし 
た 。 私 は イフ ティ タフ ・ タ クビ ー ル の サワ ー ブ を 得る こと が で き 
る で し ょ うか 。」 聞 言 者 ムハンマド は アブ ー・ バ クル ・ ス ッ ド ッ ゥ 
ー ク に 、「 こ の イフ ティ タフ ・ タ クビ ー ル に つい て あな た は どう 
思う か 」 と 尋ね られ まし た 。 ア ブー・ バ クル ・ ス ッ ド ッ ゥ ー ク は 、 
「 ア ッ ラ ー の 使徒 よ ! 仮に 私 が 40 頭 の ラク ダ を 持ち 、 そ の 和 荷 が 
宝石 で あり 、 そ の 全て を 貧者 へ の サダ カ と し て も 、 や は り イ マー 
ム と 共に 行う イフ ティ タフ ・ タ クビ ー ル の サワ ー ブ を 得る こと は 
で きま せん 」 

それ か ら ア ッ ラ ー の 使徒 は 「 ウ マル よ 、 あ な た は この イフ ティ 
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タフ ・ タ クビ ー ル に つい て どう 思う か 」 と 尋ね られ まし た 。 ウ マ 


ル は 、「 ア ッ ラ ー の 使徒 よ ! 
ぱい に する だ け の ラク ダ を 


り 、 そ の 全て を 貧者 へ の サダ カ と 


仮に マッ カ と マデ ィ ー ナ に 間 を いっ 
私 が 持っ て いて 、 そ の 和 荷 が 宝石 で あ 


し て も 、 や は り イ マー ム と 共に 


行う イフ ティ タフ ・ タ クビ ー ル の サワ ー ブ を 得る こと が で きま せ 


ん 」 と 答え まし た 。 


それ か ら 預 言 者 ムハンマド は 「 オ スマ ー ン よ ! あな た は この イ 
つい て どう 思う か 」 と 尋ね られ まし 
た 。 オ スマ ー ン は 、「 ア ッ ラ ー の 使徒 よ ! 私 が 夜 、2 ラ カ ー ト の 礼 


フ テ ディ タフ ・ タ クビ ー ル に 


それ か ら 預 言 者 ム ハ ン マ 


ティ タフ ・ タ クビ ー ル に つい て どう 
E よ ! マ グリ ブ 


アリ ー は 、「 ア ッ ラ ー の 使 有 


拝 を 行い 、 そ れ ぞ れ の ラ カ ー ト で 荘厳 な る クル アー ン を 全て 読ん 
だ と し て も 、 や は り イ マー ム と 共 ( 
ル の サワ ー ブ を 得る こと は で きま 


< 行う イフ ティ タフ ・ タ クビ ー 
E せ ん 」 と いい まし た 。 


ド は 、「 ア リー よ ! あな た は この イフ 


( 


思う か 」 と 尋ね られ まし た 。 


方 ) か ら マ シュ リ 


ク (東方 ) まで 不信 仰 者 で 満ち て お り 、 ア ッ ラ ー が 私 に 力 を 与え 
られ て 全て を 倒し た と し て も 、 や は り イ マー ム と 共に 行う イフ テ 


ィ タ フ ・ タ クビ ー ル の サワ 
示し た 。 


それ か ら 預 言 者 ムハンマド は 


よ ! 七 層 の 地 と 七 層 の 天 が 


で 書き 続け た と し て も 、 や は り イ マー ふと 


フ ・ タ クビ ー ル の サワ ー ブ プ ! 
れ ま し た 。 


こつ いて 書く こと 


話 : 写生 た だ 仁 ら た 放 大 所 


1 W の プリ ジープ アー" 


ー ブ を 得る こと は で きま せん 」 と いい 


、「 わ が ウン マ よ 、 わ が 友 た ち 
紙 と な り 、 大 洋 が イン ク と な り 、 全 て 
の 木 が ペン と な り 、 全 て の 天使 が 書記 と な り 、 


最後 の 鱗 判 の ま 


GE 行 リ イア デイ ダ 


は で き な い 」 と いわ 


ハニ ーー ファ ア の 伸子 で ある イマ ー 


ム ・ ア ブー・ ユ ー ス フ (アッ ラー が お 慶び くだ さい ます よう に ) 


は 、 ハ ー ル ン ・ ラ シド の 時 代 に 地方 検 ョ 
ン ・ ラ シド の そば に いる 時 、 
し まし た 。 ハ ー ル ン ・ ラ シド の 宰相 も 、 


且 で し た 。 ある 日 、 ハ ー ル 


ある 人 が 他 の 人 に つい て 訴訟 を 起こ 


「 私 が 証人 だ 」 と いい まし 


演 。 イマ ー ム ・ ア ブー・ ユ ー ス フ は 、 宰相 が 証 人 と な る こ と を 訟 


め ま せ ん で し た 。 カ リフ は な ぜ 宰 相 を 証 
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人 と し て 認め な い の か 誰 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


ね まし た 。 イ マー ム は 、「 あ る 時 あな た は 彼 に 仕事 を 命じ られ た 。 
彼 も あな た に 、 私 は あな た の し も べべ です と いい まし た 。 も し 事実 
を 話し た の で あれ ば 、 奴隷 の 証言 は 認め られ ま + ん 。 も し 嘘 を 話 
し た の で あれ ば 、 嘘 つき の 証言 も 聞き 入れ られ ませ ん 」 と 答え ま 
し た 。 カリフ! よ 、「 私 が 証言 すれ ば 認め る か 」 と 尋ね まし た 。「 い 
いえ 、 認 め ら れ ま せん 」 と イマ ー ム ・ ア ブー・ ユ ー ス フ は 答え ま 
し た 。「 な ぜ か 」 と 尋ね られ まし た 。「 あ な た は 集団 礼拝 を し て お 
られ ませ ん 」 と 答え まし た 。「 私 は ムスリム た ちの 為 の 仕事 で 忙し 
い の だ 」 と カリ フ は いい まし た 。 イ マー ム は 、「 創 造 者 に 服従 すべ 
き と こ ろ で 、 被 造物 へ は 服従 する べき で は あり ませ ん 」 と 答え ま 
し た 。 カ リフ は 「 も っ と も だ 」 と いい 、 宮 殿 に 礼拝 所 を 作る よう 
命じ し まし た 。 ム アッ ズ ィ イン と イマ ー ム も 任命 され まし た 。 そ し て 
それ か ら は いつ も 、 礼 拝 を 集団 と 共に 行っ た の で し た 。 


金曜 礼拝 
アッ ラー は 人 金曜 日 を 、 ム スリ ム の 特別 の も の と され まし た 。 金 
曜日 の ズ フ ル の 時 間 に 集団 礼拝 を 行う こと は 、 ア ッ ラ ー の ご 命令 
Mt 
アッ ラー は 、 合 同 礼拝 章 の 9 一 10 節 で 次 の よう に いわ れ ま し 
た 。「 あ な た が た 信仰 する 者 よ 、 合 同 礼拝 の 日 の 礼拝 の 呼び か け 
が 唱え られ た な ら ば 、 ア ッ ラ ー を 念じ る こと に 急ぎ 、 商 売 か ら 離 
れ な さい 。 も し あな た が た が 時 刻 を 分 ふっ て いる な ら ば 、 それ が あ 
な た が た の た め に 最も 善い 。 礼 拝 が 終っ た な ら ば 、 あ な た が た は 
方 々 に 散り 、 ア ッ ラ ー の 恩恵 を 求め て 、 ア ッ ラ ー を 讃え て 多く 唱 
念 し な さい 。 必 ず あ な た が た は 栄え る で あろ う 」 

礼拝 後 、 望 む 人 は 仕事 に 行き 、 働 き 、 望 ゆ 人 は モス ク に 留 ま 
り 、 礼 拝 を し た り ク ルアー ン を 読ん だ り ド ゥ アー を し た り し ま 
す 。 金曜 礼 拝 の 時 間 に 入る と 、 商 売 を 行う こと は 罪 と な り ま す 。 
預言 者 へ ムハンマド は 、 様 々 な ハデ ィ ー ス で 仰せ られ て いま す 。 
「 ム スリ ム が 人 金曜 日 に グ ス ル の 礼拝 を し て 金曜 礼 振 に 行く な ら 。 
一 週間 分 の 罪 が 許さ れ 、 一 歩 ず つの 為 に サワ ー ブ が 与え られ る 」 
「 ア ッ ラ ー は 、 金曜 礼拝 を 行わ なかい 人 の 心 を 封 還 され る 。 彼 ら は 
ガー フィ ル と な る 。」 

「 日 々 の うち 最も 尊い の は 人 金曜 日 で ある 。 金曜 日 は イー ド の 日 よ 
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り も 、 そ し て アシ ュ 
ける 信者 た ちの イ 


国 に お 
「 誰 か が 、 


ー 


妨げ と な る よう な も の も な い の に 
拝 を 行わ な けれ ば 、 ア ッ ラ 
と を 行わ な く な る 。」 


礼拝 の 書 一 


より も より 尊い 。 


ラ の 


金曜 


は 現世 と 天 


(祝日 ) で ある 。」 


3 


ロ 


に わた り 人 金曜 


し 


ー は 心 を 封印 され る 。 


1 


すなわち 、 


良し 


金曜 礼拝 の 後 、 あ る 一 瞬 が ある 。 その 上 間 に 信者 が 行っ た ドゥ 
アー は 拒 ま れ な い 。」 

金曜 礼拝 の 後 で 7 回 イフ ラー ス 章 、7 回 衝 明 章 、7 回 人 々 章 を 
読む 人 を 、 ア ッ ラ ー は 一 週間 、 事 故 や 災難 、 悪事 か ら 守 られ 
る 。」 

「 土 曜日 が ユダ ヤ 教 徒 た ち に 、 日 曜日 が キリ スト 教徒 た ち に 与え 
られ た よう に 、 金 曜日 は ムスリム に 与え られ た 。 この 日 は 、 ム ス 
リム た ち に 福 、 恵 み 、 善 が ある 。」 

金曜 日 に 行わ れる イ バ ー ダ に は 、 他 の 日 に 行わ れる も の の 少な 


く と も 2 倍 の サワ ー ブ が 与え られ ます 。 金曜 
いて も 9? 倍 と し て 記さ れ ま 


に 記 


ー 
に 


者 【 


容 


は 集まり 、 互 いと 知り 合い 
日 に は 墓場 で の 六 が 止め られ ます 。 
す 。 不 信仰 者 の 
と ラマ ダー ン 月 に 攻 さ れず 、 審 判 の 日 まで 続き ます 。 
そし て この 夜 に 死ん だ ムスリム は 、 墓 場 で の 久 を 受け 
反 獄 は 金 


の 


d 


に 対す る 六 は その まま 終わ り ま 


曜日 に は あま り 甘 く な り ま せん 。 


金曜 礼 捧 の ファ ルド 

は 16 ラフ カー ト の * ネ 
ト を 行う こと は ファ ルド で 、 
ファ ルド で す 。 


金曜 日 に 


あり ます 。 
エダ ー の 条 作 


ウジ ュー ブ の 条件 
エダ ー の 条件 の 一 つが 不足 すれ ば 、 礼 拝 ! 
ジュ ー ブ の 条 作 


に 創造 され まし た 。 金曜 
了 く 人 々 は 、 ア ッ ラ ー を 人 金 


に 大 医 


曜 


か ら 出 され まし た 。 
に する こ 


に 行わ れ た 罪 に つ 


E す 。 その後 墓地 が 訪問 


一 部 の 学者 


預言 者 アー ダ 


天 


だ 門 で きま す 。 


ー 
ー 


E が 不足 し て も 、 礼 拝 は 認め られ 
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は 認 め ら れ ま せん 。 


L 拝 が され ます 。 こ の うち 2 ラ カ ー 
れ は ズ フ ル の 礼拝 よ 
金曜 礼拝 が ファ ルド と な る 為 に は 2 種類 の 条件 が 


も より 強い 


に ます 。 


ーーー] 礼 拓 の 書 ーー 一 


エダ ー、 す な わ ち 金曜 礼拝 が 真正 と な る 為 の 条件 は 7 つ 

礼拝 を 町 で 行う こと 。( こ こ で いう 町 と は 、 人 々 が 最大 の モス ク 
に 入り きら な い 場 所 を 意味 し ます ) 

国家 の 長 や 知事 の 許可 を 得 て 行 うこ と 。 彼ら が 任命 し た 説話 者 
は 、 自 分 の 代わ り に 他 者 を 代理 に する こと が で きま す 。 

0 il 行う こと ど 。 

時 間 内 に フト バ (説話 ) を 行う こと 。 (学者 た ち は 金 曜日 の フト 
バ を 読む こ 人 礼拝 時 に 「 ア ッ ラ ー フ アク バル 」 と 唱え る こ 
40 と 話し て いま す 。 つ まり 2 つの フト バ は アラ ビ 


ダ 」 


読む べき で す 。 説話 者 は 心 の 
0 IZA R た 才 ず デー) 1 人 0 リー マジ キバ ー 


「 サ ラー トゥ サラ ー ム 
を も た ら す も の を 
す 。 座 


話 の 
る こ 
と は 
て は 


金曜 


金曜 礼拝 の ウジ ュー ブ の 条件 は 9 つ 
) 仙 こ 


4 
ん 。 


? 潮 弓 下 と 密 放 紀 


\ー o 


代わ り 
と は ム ス タ ハ ブ で す 。 フ トバ 
ハラ ー ム で す 。 フ トバ を 、 ス ピー チ 補 講演 会 の よう な 
+ ん 。 フ トバ を 短く する こと は スン ナ で す 。 
こと は マク ルー フ で す 
フト バ を れ 
イル 料 
モス ク の ドア を 皆 


性 で ある 
性 を 持ち 、 


盲人 で は な いこ と 。 


に 信者 た ち に 


ヽ y け 圭 


に 


[ 拝 よ り も 先 に 
に 対し 


ヽ さ な 町 に 住ん で 


ー 
記 


と 。 女 性 に 
思春 期 ( て 


に 所 


E り 、 そ れ か ら 立 ち 上 が り 


モス ク に 局 


寺 


に すっ 
ドゥ アー し 
に 世俗 


近 Um 00 


回 


いて お く こ と 
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目 


旅行 者 に は ファ ルド で は あり ま 


隊 e 索 


」 を 唱え ます 。 そ れ か ら 、 サ ワー ブ 
思い 起こ させ 、 ク ルアー ン の 節 を 読み ま 
の フト バ を 行い 、 
E す 。4 大 カリ フ の 名 を 唱え 
的 な 言葉 を 混入 させ る こ 


説 


し 


長く する 


9t 


康 で ある こと 。 病 人 や 病人 を 放っ て お け な い 看護 人 、 そ し て 老 
に は ファ ルド で は あり ませ ん 。 
由 ( 奴 款 で は な い ) で ある こと 。 
は ファ ルド で は あり ませ ん 。 
し て いる こと 。 つ まり ムカ ッ ラ フ で ある 


ほれ て 行っ て くれ る 人 が いた と し て 
が 見 えな い 人 に は ファ ルド で は あり ませ ん 。 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


歩け る こと 。 運 ぶ こ と が で きる と し て も 、 有 麻痺 の ある 人 、 足 が な 
\ 人 に は ファ ルド で は あり ませ ん 。 

| 務 所 に いな いこ と 、 敵 の 恐れ 、 統 治 者 や 迫害 者 へ の 恐れ が な い 
ご 。 

過度 の 雨 、 雪 、 ぎ 、 泥 、 寒 さ な ど が な いこ と 。 


金曜 礼拝 は どの よう に 行わ れる か 

金曜 日 、 ズ フル の アザ ー ン が 読み 上 げ ら れる と 、16 ラ カ ー ト の 
金曜 礼拝 が 行わ れ ま す 。 これら の 手順 は 次 の 通り で す 。 

まず 、 金 曜 礼 振 の 4 ラ カ ー ト の 最初 の スン ナ を 行い ます 。 こ の スン 
ナ は ズ フ ル の 礼拝 の 最初 の スン ナ の よう に 行い ます 。 こ れ を 、「 ア 
ッ ラ ー の ご 満悦 の 為 に 金曜 礼拝 の 最初 の スン ナ を 行う こと を ニー ヤ 
し 家 0 た 。 キジ デラ に 向かい まし た | あさ ー ヤ し 表す 。 

それ か ら 、 モ スク の 中 で 9? 回 目 の ア ザー ン と フト バ が 読ま れ ま す 。 
フト バ を 読ん だ 後に イカ ー マ が な され 、 集 団 と 共に 金曜 礼拝 の 2 ラ 
カー ト の ファ ルド が 行わ れ ま す 。 

金曜 礼拝 の ファ ルド を 行っ た 後 、4 ラ カ ー ト の 終わ り の スン ナ を 行 
いま す 。 こ れ は ズ フ ル の 礼拝 の 最初 の スン ナ の よう に 行い ます 。 
その 後 、「 フ ァ ル ド で あり 、 行 っ て いな か っ た 最後 の ズ フ ル の 礼 
拝 の ファ ルド を 行い ます 」 と ニー ヤ し 、「 ア ー ヒ ル ・ ズ フル 」 の 
礼拝 を 行い ます 。4 ラ カ ー ト の この 礼拝 の 行い 方 は 、 ズ フル の 礼 
拝 の ファ ルド の 行い 方 の よう に し ます 。 

それ か ら 、92 ラ カ ー ト の 「 時 間 の スン ナ 」 を 行い ます 。 行 い 方 は 
ファ ジュ ル の 礼拝 の スン ナ の 行い 方 の よう に し ます 。 

その 後 、 ア ー ヤ トゥ ル ・ ク ル シ ー と タス ビー フ を 唱え 、 ド ゥ アー 
を 行い ます 。 


金曜 礼 捧 の スン ナ と 徳 


金曜 礼拝 に 、 木 曜日 か ら 備 そる こと 。 

金曜 日 に グ ス ル を 行う こと 。 

頭 の 髪 を 整え 、 散 の 長 すぎ る 部 分 や 爪 を 切る こと 。 清潔 な 服 を 着 
る こと 。 

金曜 礼拝 に 可能 な 限り 早め に 行く こと 。 
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前 の 列 に 並 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


モス ク で は 、 


ぼう と 人 々 を 抜か さ な い な いこ と 。 
礼拝 し て いる 人 の 前 を 通ら な いこ と 。 
説話 者 が 説教 台 に 上 が っ た 後 は 何 も 話さ な いこ と 、 


話す 人 に 、 し 


ぐさ で あっ て も 答え な いこ と 、 ア ザー ン を 繰り 返さ な いこ 
金曜 礼拝 の 後 、 フ ァ ー テ ィ バ 章 、 不 信者 た ち 章 、 イ フラ ー ス 章 、 
礎 明 章 、 人 々 章 を 7 回 読む こと 。 
アス ル の 時 間 ま で モス ク に 留まり 、 イ バー ダ を 行う こと 。 
学者 た ち (スン ナ の 道 を いく 学者 た ちの 書物 を 用 いる ) の 授業 や 
説話 に 参加 する こと 。 
金曜 日 を 1 日 イベ バー ダ を 行っ て 過ごす こと 。 
金曜 日 に サラ ワー ト ・ シ ャ リフ ァ を 行う こと 。 
クル アー ン を 読む こと 。 洞 疹 章 を 読む べき で す 。 
サダ カ を 支払 うこ と 。 
両親 も し く は 墓地 を 訪問 する こと 。 
家 の 食事 を 十分 に 、 お いし く 作 る こと 。 
多く の 礼拝 を 行う こと 。 カ ダー に 残し た 礼拝 が ある 人 は 、 カ ダー 
の 礼拝 を 行わ な けれ ば な り ま せん 。 
イー ド の 礼拝 
シャ ッ ワ ー ル 月 の 一 日 目 は フィ トル 、 つ まり ラマ ダー ン あ け の 大 
祭 の 、 ズ ル ヒ ッ ジ ャ 月 の は 犠牲 祭 の それ ぞ れ 初日 で す 。 こ の 
2 つの 日 が 昇り 、 礼 拝 を さけ る べき 時 間 が 過ぎ た 後 、2 ラ カ ー 
ト の イー ド の 礼 振 を 行う こと は 、 性 に と っ て ワー ジブ で す 。 
イー ド の 礼拝 の 条件 は 、 金 曜 礼拝 の 条件 と 同じ で す 。 し か し こ 
こ で は フト バ は スン ナ で あり 、 礼 拝 の 後に 行わ れ ま す 。 
ラマ ダー ン あ け の 大 祭 ミ で は 、 礼 捧 の 前 に 甘い も の (ナツ メ ヤ シ 
も し く は 砂糖 ) を 食べ る こと 、 グ スル を 行う こと 、 ミ スワ ー ク を 
使う こと 、 最 も 良い 服 を 身 に 着け る こと 、 フ ィ ト ル ・ サ ダ カ を 礼 
拝 の 前 に 支払 うこ と 、 道 中 も 小声 で タク ビー ル を 行う こと が ム ス 
タ ハ ブ で す 。 
犠牲 祭 で は 、 イ ー ド の 礼拝 の 前 に 何 も 食 べ な いこ と 、 礼 拝 の 後 
で 犠牲 と し て 層 っ た 動物 の 肉 を 食べ る こと 、 礼 拝 に 行く 時 に は 大 


き な 声 で 、 差 し 障 り が ある 人 は 小声 で タク ビー ル を 行 


スタ ハブ で す 。 
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うこ と が ム 


イー ド の 礼拝 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


る こと は あり ませ ん 。 


は 2 ラ カ ー ト で す 。 集 団 


イー ド の 礼 振 は どの よう に 行わ れる か 


まず 、 
た 。 イ マー ム に 従い 
ら 「 ス プ ブ ハ ー ナ カ 」 


目 


を 1H 


ます 。 


ロ 


ー ル を 行い 、1 


と 2 


「 ワ ー ジ ブ で ある イー ド の 礼拝 を 行う こと を ニー ヤ し 3 
まず | あー ヤレ し 、 札 
え 3 
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ロ 
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を 
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読み 3 
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8 回 上 
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意 
す 
と こ あげ ず 、 
げ て 1 


む 、 


ロ 


ら 一 


人 迷 ー ド で 。 イ マー ム 
ます 。 そ れ か ら 両 
も 体 の 脇 に 下ろ し 
ルク ウ を 行い 3 
体 を 折る 」 と 暗記 する こと が で きる で し ょ 2 う 。 


才 1 み 


は 


で は 両手 


FE を 


で 行わ れ 、1 


E を 始め 3 


本 の わき に 下ろ し 
E す 。 イ マー ム 派 3 


つの 章 を 読み 、 共 に ルク ウ を 行い 3 


国人 で 行わ れ 


E し 
E す 。 そ れ か 


タク ビ 
E す 。 
E ず ファ ー テ ィ 
ます 。 


日 


げ つ つ 8 


F を 3 
ます 。 


グ シ ジュリーク の ダク ピー ル : 


犠牲 祭 の 前 
巡礼 者 及び 巡礼 に 
うと 個人 で + 
た すぐ 後に 、 
プ で お 
葬儀 の 礼拝 の 後 は 
し た 後 で 唱え る 必要 
イマ ー ム が タク ビ 


それ を 放棄 し ませ ん 。 


ます も 


行か な か っ た 男女 全て は 、 集 
5 し OU つの ファ ルド の 礼 提 
一 度 タ シュ リー ク の タク ビー ル を 行う こと は ワー ジ 


読み 3 
は あ 
ーー 
E 


ML 


E せ ん 。 


レ を 忘れ て も 、 集 


E す 。 簡単 に 


E ず ファ 


ロ 


4 回 
「 


ティ ハハ 章 と も う 一 つの 
、 タ クビ ー ル を し つつ 上 げ ま 
目 の タ クビ ー ル で ヨ 


手 を 耳 の 
げ て 1 回 組 


2 回 上 


E か ら 4 日 


の アス ル の 礼拝 ま 


9 


モス ク か ら 晶 


ませ ん 。 


画 


団 礼 捧 で あろ 
E の 後 で 挨拶 を 行っ 


た 後 、 あ る い は 話 


団 礼 提 


タ シ ュ リ ー ク の タク ビー ル 
「 ア ッ ラ ー フ アク バル 、 ア ッ ラ ー フ アク バル 


ラー イラ ー ハ 


イダ ジジ アー 


E を し て いる 人 々 は 


性 は 大 き な 声 で 、 女 性 


ワッ ラー フ ア ク バル アッ ラー フ ア ク バル 
ワ リッ ラー ヒル ハム ドッ ウ 」 
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は 小さ な 声 で 読み 


ーーー] 礼拝 の 書 ーー 一 


死 へ の 備え 

死 を 思い 起こ すこ と は 、 最 大 の 警告 で す 。 信 仰 を 持つ 全て の 人 
が し ば し ば 死 を 思い 起こ すこ と は スン ナ で す 。 死 を 多く 思い 起こ 
すこ と は 、 命 令 に 従い 、 罪 を 避け る 要因 と な る 上 に ハラ ー ム を 行 
う 勇気 を 失わ せま す 。 預 言 者 へ ムハンマド は 次 の よう に 仰せ られ ま 
し た 。「 味 わい を 損なわ せ 、 楽 し さ に 終わ り を 与え る 死 を 、 し ば 
し ば 思い 起こ し な さい 。」 
イス ラー ム の 偉人 の 一 部 は 、 毎 度 は 死 を 思い 起こ すこ と を 
習慣 と し て いま し た 。 僅 大 な ワリ ー の 一 人 、 ム ハン マ ド ・ バ ハー 
アッ ディ ニ ・ ブ ハー リー は 毎日 20 回 、 自 ら が 死ん で 墓 に 埋め ら 
れ た 場面 を 想像 し て いま し た 。 

不死 の 願望 と は 、 長 く 生 きる こと を 望む こと で す 。 イ バー ダ を 
行い 、 イ スラ ー ム に 奉仕 する 為 に 長生 きす る こと を 望む こと は 、 
不死 の 願望 で は あり ませ ん 。 こ の 願望 を 持つ 人 は イ バ ー ダ を 時 間 
通り に 行い ませ ん 。 悔 悟 を 行う こと も 放棄 し ます 。 心 は 頑 な に な 
っ て いま す 。 死 を 思い 起こ すこ と も な く な り ま す 。 説話 や 忠 言 か 
ら 教 記 を 得る こと も あり ませ ん 。 

不死 の 願望 を 持つ 人 は 、 い つ で も 現世 で の 富 や 地位 を 得る 為 に 
生涯 を 送り ます 。 来 世 を 忘れ ます 。 た だ 快楽 と 長 び を 得る こと の 
み を 考え て いま す 。 

ハデ ィ ー ス で は 次 の よう に 仰せ られ て いま す 。 

「 死 ぬ 前 に 、 死 に な さい 。 審判 を 受け る 前 に あな た 自身 を 裁き な 
さい 。」 
「 も し 動物 た ち が 死 の 後に 起こ 
うに 知っ て いれ ば 、 食 用 と し て 
で き な か っ た だ ろう 」 
「 日 夜 死 を 考え る 人 は 、 審 判 の 日 に 疾 教 者 の そば に いる だ ろう 」 
不死 へ の 願望 へ の 要因 : 現世 で の 快楽 に 夢中 に な る こと 、 死 を 
忘れ る こと 、 健 康 や 若 さ に 欺 か れる こと で す 。 不死 へ の 願望 と い 
う 病 か ら 救 われ る 為 に は 、 こ の 要因 を な くす 必要 が あり ます 。 死 
が あら ゆる 瞬間 に 訪れ る こと を 考え る べき で す 。 不死 願 望 を 持つ 
こと の 弥 害 と 、 死 を 思い 起こ すこ と の 効用 を 学ぶ べき で す 。 

ハデ ィ ー ス で は 次 の よう に 説 か れ て いま す 。 


人 


こと を あな た 方 が 知っ て いる よ 
の の っ た 動物 を 見 つけ る こと は 


る 
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「 死 を 、 多 く 思 い 起 こし な さい 。 そ れ を 思い 起こ すこ と は 、 罪 を 
犯す こと か ら 人 を 守り 、 来 世 で 害 を 及ぼ すこ と を 避け る 要因 と な 
る 』 


死 と は 何 か 

死 を な くす こと は 不可 能 で す 。 死 と は 、 魂 と 肉体 の 結び つき が 
終わ る こと で す 。 魂 が 肉体 か ら 離 れる こと で す 。 死 は 、 人 が ある 
状態 か ら も う 一 つの 状態 へ と 変わ ちこ と で 、 ま る で 一 つの 家 か ら 
別 の 家 に 移る こと の よう で す 。 ウ マル ・ ビ ン ・ ア ブ ド ッ ル ア ジ ズ 
師 は 、「 あ な た 方 は た だ 、 永遠 の 為 に 創造 され た 。 し か し 、 一 つの 
家 か ら 別 の 家 へ 移る の だ 」 と 話し て いま す 。 死 は 、 信 者 へ の 贈り 
物 で す が 、 罪 を 犯し た 人 に と っ て は 災い で す 。 人 は 死 を 求め ませ 
ん 。 し か し 死 は 、 災 いと いう より も むし ろ 良 い こと で す 。 人 は 
生き る こと を 好み ます 。 し か し 死 は 、 人 に と っ て 良い こと な の 
で す 。 誠実 な 信者 で あれ ば 、 死 に よっ て 現世 の 苦労 や 疲労 か ら 救 
われ ます 。 そ れ が 迫害 者 の 死 で も われ ば 、 国 々 や 奴隷 た ち が 安 全 を 
得 ま す 。 あ る 迫害 者 の 死に つい て 語ら れ た 古い ? 行 詩 が あり ます 。 


月 分 月 身 も 楽に 婦 る こと は な か っ た よう だ 、 朗 珍 に ぁ る 安 ら ぎ を と 
えな か っ た 
この 旗 彰 から 八 れ て 去っ た 玩 者 た ち が 丸 万 す る よう だ 


信者 の 魂 が 肉体 か ら 離 れる こと は 、 捕 虜 が 監獄 か ら 救 われ る こと 

の よう で す 。 信者 は 、 死 ん だ 後に この 世界 に 戻る こと を 求め ませ 
ん 。 た だ 郊 死者 た ち は 、 こ の 世界 に 戻っ て も う 一 度 狗 死す る こと を 
求め ます 。 死 は 、 全 て の ムスリム に と っ て の 贈り 物 で す 。 人 の 教え 
を 、 た だ その 墓 が 守り ます 。 墓 で の 生活 は 、 天 国 の 庭 に いる こと 、 
も し く は 地獄 の 穴 に いる こと の よう に 例え る こと が で きま す 。 


死 は 真実 で ある 

死 か ら 救 われ る こと は 可能 で し ょ うか 。 も ちろ ん 不可 能 で す 。 
1 秒 で あっ て も 余分 に 生き る こと は 誰 に も で きま せん 。 死 が 訪れ 
た 人 は 、 死 に ます 。 こ の 瞬間 は 、 目 を 開け て 閉じ る 間 に 過 ぎる 一 
通 で す 。 ク ルアー ン で は 、「 死 が 訪れ た 時 に は 、 そ れ を 一 時 で も 
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遅らせ た り 早め た りす る こと は で き な い 」 と いう 意味 の こと が 説 
か れ て いま す 。 
アッ ラー が 人 の 死 を どこ に 定め られ た の で あれ 、 そ の 人 は 財 
産 、 資 産 、 子 供 を 残し 、 そ こ で 死に ます 。 

アッ ラー は 私 た ち が 日 に 何 回 呼吸 し た か を ご 存じ で す 。 ア ッ ラ 
ー が ご 存じ で な いこ と は 何 も あ り ま せん 。 信仰 し 、 人 生 が イ バ ー 
ダ と 共に 過ぎ た の で あれ ば 、 そ の 終わ り は 幸福 で す 。 ア ッ ラ ー は 
アズ ラー イー ル に 、「 わ が 親友 の 命 を 容易 に 取り な さい 、 敵 の 命 
を 困難 な 形 で 取り な さい 」 と 仰い まし た 。 信仰 を 持つ 人 々 に と っ 
て 、 こ れ は 大 き な 吉 報 で す 。 し か し 、 信 仰 を 持た な い 人 々 に と っ 
て は 大 き な 災 いな の で す 。 


葬儀 の 礼拝 

信者 が 亡くな っ た 時 、 そ の 知ら せ を 受け た 男性 、 男 性 が いな け 
れ ば 女性 に 、 葬 儀 の 礼拝 は キ フ ァ ー ヤ の ファ ルド と な り ま す 。 葬 
儀 の 礼拝 は アッ ラー の 為 の 礼拝 で あり 、 死 者 の 為 の ドゥ アー で 
す 。 そ れ を 大 切 に し な い 人 は 信仰 が 失わ れ ま す 。 


葬儀 の 礼拝 の 条件 

死者 が ムスリム で ある こと 。 

洗浄 が な され て いる こと 。 洗浄 され ず に 埋葬 され た 人 は 、 ま だ 土 
か けら れ て いな けれ ば そこ か ら 出 し て 洗い 、 礼 拝 を 行い ます 。 

遺体 と 、 イ マー ム の いる 場所 は 、 清 潔 で あめ る こと が 必要 で す 。 

遺体 の 、 も し く は 胴体 の 半分 と 、 頭 も し く は 頭 が な けれ ば 半分 よ 
り 多 い 胴 体 が イマ ー ム の 前 に ある 必要 が あり ます 。 

遺体 は 地面 も し く は 地面 に 近い と ころ で 、 手 に よっ て 支え られ て 
いる か 、 人 遺体 の 頭 は イマ ー ム 
の 右側 、 足 は 左側 に 来 ま す 。 逆 に 置く こと は 罪 と な り ま す 。 

遺体 は イマ ー ム の 前 に ある べき で す 。 

遺体 と イマ ー ム の アウ ラ の 場所 は 績 わ れ て いる べき で す 。 


葬儀 の 礼拝 の ファ ルド 
1. 4 回 タク ビー ル を 行う こと 。 


立っ た まま 行う こと 。 
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葬儀 の 礼 拓 の スン ナ 

「 ス プ ハ ー ナ カ 」 を 唱え る こと 。 

「 サ ラ ワ ー ト 」 を 唱え る こと 。 

本 人 、 死 者 、 そ し て 全て の ムスリム へ 許し を 求め る 為 に 教え られ 
て いる ドッ アー の うち 、 知 っ て いる も の を 唱え る こと 。 
葬儀 の 礼拝 は モス ク の 中 で は 行わ れ ま せん 。 
生き た 状態 で 生ま れ て その まま 死ん だ 子供 に は 、 名 前 が 付け ら 
れ 、 洗 われ 、 白 布 で 包ま れ 、 礼 拝 が 行わ れ ま す 。 
遺体 が 運ば れる 時 に は 、 槽 の 四方 か ら 支 えま す 。 ま ず 遺 体 の 頭 
の 側が 右 肩 に 、 そ れ か ら 足 の 側が 右 肩 に 、 そ れ か ら 頭 の 側が 左肩 
に 、 足 の 側が 左肩 に 載せ られ 、 そ れ ぞ れ に よっ て 10 歩 ず つ 運 ば 
れ ま す 。 墓 に 着く 際 、 遺 体 を 肩 か ら 地 面 に 下ろ すま で は 座り ませ 
ん 。 埋葬 が 行わ れる 際 、 作 業 が な い 人 は 座り ます 。 


葬儀 の 礼拝 は どの よう に 行わ れる か 


葬儀 の 礼拝 の 4 つの タク ビー ル の それ ぞ れ は 、 一 つの ラ カ ー ト 
の よう に 行わ れ ま す 。4 つの タク ビー ル の 1 回 目 の み で 、 手 を 耳 
の と ころ に 上 げ ま す 。 後 の 83 つの タク ビー ル で は 手 を 上 げ ま せ 


ん 。 
最初 の タク ビー ル を 行い 、 両 手 を 組み 合わ せ 、「 ス プ ハ ー ナ カ 」 
を 唱え ます 。 そ れ が 唱え られ る 時 に は 、「 ワ ジャ ッ ラ サナ ー ウ 
カ 」 も 唱え られ ます 。 ファー 0 読ま れ ま せん 。 
2 回 目 の タ クビ ー ル の 後 、 タ シャ ッ フ ド で 座る 時 に 読ま れる 「 サ 
ラ ワ ー ト 」、 す な わ ち 「 ア ッ ラ ー フ ンマ サッ リ 」 と 「 ア ッ ラ ー 
フン マ バー リク 」 が 唱え られ ます 。 
3 回 目 の タ クビ ー ル の 後 、 葬 儀 の ドゥ アー が 行わ れ ま す 。( 葬 儀 の 
ドゥ アー の 代わ り に 「 ラ ッ バ ナ アー ティ ナー」 もしくは た だ 
「 ア ッ ラ ー フ ンマ ウフ ィ ル ラフ 」 と 唱え る こと 、 あ る い は ドッ ゥ ッ ア 
ー と し て の 意思 を 持っ て ファ ー テ ィ ム バ 章 を 唱え る こと も で きま 
す ) 
4 回 目 の タ クビ ー ル の 後 、 す ぐに 左右 に 挨拶 を 行い ます 。 挨拶 を 
行う 際 、 死 者 や 集団 礼 振 に 参加 し て いる 人 々 へ と いう 形 で ニー ヤ 
し ます 。 
イマ ー ム は 、 た だ 4 つの タク ビー ル と 両 肩 へ の 挨拶 を 声 に 出し 
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て 行い ます 。 それ 以外 は 心 の 中 で 唱え ます 。 

葬儀 の 礼拝 を 行っ た 後 、 稽 の そば で ドゥ アー を 行う こと は 認め 
られ ませ ん 。 マ クル ー フ と な り ま す 。 

タラ ー ウ ィ ー の 礼拝 


タラ ー ウ ィ ー の 礼拝 は 、 男 女 に と っ て スン ナ で す 。 ラ マダ ー ン 


月 に 毎 
4 時 間 は 、 


す 。 ウィト ル の 後に 行う こと も で き 
の 一 部 に 間に合っ て 、 イ マー ム と 共に ウィ トル の 礼 
は 、 タ ラー ウィ ー の 礼 料 
を 、 ウ ィ ト ル の 後 で 行い 3 


行わ れ な カ 


礼 電 


上 行 われ ます 。 集 


団 
し 電 


イシ ャ ー の * 


E す 。 


ゝ っ た タラ ー ウ ィ ー の 礼 提 


E は 、 カ ダー され 
ダー され た 場合 は ナー フィ ラ の 礼拝 と な り 3 
E と は な ら な い の で す 。 
タラ ー ウ ィ ー の 礼 提 


で れれ 2 と おか がき ファ ー ヤ の スン ナチ で 
E の 後 、 そ し て ウィ トル の 礼 提 
まま 。 倒 元 ば 、 グ ラー ウィ ー 


E の 前 で 


E を 行っ た 人 


E ま の うち で 間に合わ な か っ た 分 の ラ カ ー ト 


ご ヴ 


E せ ん 。 カ 
ます 。 タ ラー ウィ ー の 


は 20 プルート です 。 


タラ ー ウ ィ ー の 礼拝 は どの よう に 行わ れる か 


ウィ トル の # 
ー ウ ィ ー の 礼 提 


有 
ド を 9 ラ カ ー ト ずつ 、10 


EE は 、 ラ マダ ー ン 月 の み 集 


ご ヴ 


団 で 行わ れ 


E す 。 タラ 


の 挨拶 で 行う こと 、4 ラ 


ロ 


カー ト ご と に タス ビー フ を 行い な が ら 実 行 す る こと が ム ス タ ハ ブ 


で コ 


ド 。 久 ダー 


に 残し た 礼 提 


も 拓 
ます 


タラ ー ウ ィ ー の +# 


NE の っ 
集 財 


[ 拝 を モス ク に て 集 
E す 。 罪 に は な り ま 


* で き 』 


礼 振 の サワ ー ブ を 得る こと は で き 
は 複数 の 人 と 集 


団 四 


で 行え ば 、 


を 得 ま す 。 イ フ テ ィ タフ ・ タ クビ ー ル ご と に 
と され ます 。 イ シャ ー の 礼拝 を 集団 
E せ ん 。 イ シャ ー の 礼 料 
人 で 行い 、 そ れ か ら タ ラー ウィ ー 


より 良い 


タラ ー ウ ィ ー 
人 で 行っ た 人 は 、 フ ァ ル ド を 個 
の 礼拝 を 集団 


団 


の 礼拝 も 集 


で は で きき 


で 行う りこ と が で き 』 


E す 。 


E が ある 人 は 、 
の スン ナ と タラ ー ウ ィ ー の 代わ り に カゲ ダー の 礼 
は く カ ダー の 礼拝 を 終え 、 そ れ か ら こ の 礼 提 


空い た 時 間 に 5 


ロ 


の 礼 拓 
E を 行い 、 少 し で 
E ま を 始め る よう に し 


層 で 行え ば 、 他 の 人 々 は 家 


E。 し が か し 。 才 スグ で の 


ご づ 


ませ ん 。 家 で 、 一 人 も し く 
人 ん で 行う より や 2 み 7 倍 の りす ワー デ 


ー ヤ を 行う こと が 
で 行わ な い 人 は 、 
を 傾 
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第 5 部 
旅行 中 の 礼拝 


ハナ フィ ー 派 に 属す る 人 は 、15 日 より も 少な く 滞 在 す る 意思 を 
持ち 、104 キロ か それ より も 遠い 場所 に 行く こと で 、 旅 行者 と な 
ます 。 
旅行 者 は 、4 ラ カ ー ト の 礼拝 を 2 ラ カ ー ト と し て 行い ます 。 定 
住 者 の イマ ー ム に 従う 時 は 、 や は り 4 ラ カ ー ト 行い ます 。 旅 行者 
が イマ ー ム に な れ ば 、2 回 目 の ラ カー ト の 後 で 挨拶 を 行い ます 。 
それ か ら 、 彼 に 従っ て 集団 礼拝 を し て いた 人 々 は 礼 拓 を 完了 させ 
る 為 に ゥ ラ カ ー ト を さら に 行い ます 。 

旅行 者 で ある 人 は 、 メ スト の 上 か ら 8 日 9 晩 、 4 5 
と が で きま す 。 断食 を 中 止 す る こと が で きま す が 、 旅 行者 の 調子 
が よけれ ば 、 中 止 し な いこ と が より 良い と され ます 。 犠牲 を 憶 
る こと は ワー ジブ で は あり ませ ん 。 金曜 礼拝 も 旅行 者 と し て ファ 
ルド で は あり ませ ん 。 

礼拝 の 時 間 の 最後 の 方 で 出発 し た 人 は 、 こ の 礼拝 を まだ 行っ て 
いな けれ ば 2 ラ カ ー ト で 行い ます 。 し か し 時 間 の 最後 に 祖国 に 戻 
っ た 人 が まだ その 礼拝 を 行っ て いな けれ ば 、4 ラ カ ー ト で 行い ま 
3 
「 イ スラ ー ム の 恵み 」 と いう 本 で は 次 の よう に 書か れ て いま す 。 
ナー フィ ラ の 礼拝 は 、 立 っ て 行う 力 が あっ て も 、 座 っ て 行う こと 
は いつ で も どこ で も 認め られ て いま す 。 座 っ て 行う 際 に は 、 ル ク 
ウ の 為 に 体 を 曲げ ます 。 サ ジュ ダ の 為 に は 頭 を 地面 に つけ ます 。 
Pe この の ビリ 立っ て 
行う 人 の 半分 ほど し か サワ ー ブ が 与え られ ませ ん 。 に 5 回 の 礼 
拝 の スン ナ も 、 タ ラー ウィ ー の 礼拝 も 、 ナ ー フ ィ ラ の 礼拝 と な り 
ます 。 旅行 中 、 つ まり 町 や 村 以 外 で 、 ナ ー フ ィ ラ の 礼拝 を 動物 の 
下 で 行う こ ょ は 埋め られ で ゆい 信 す 。、 キ デラ に か うこ と 、 ル クウ 
と サジ ュ ダ を 行う こと は 不要 で す 。 象徴 的 な 動き で 行い ます 。 つ 
まり 、 ル クウ の 為 に 体 を 少し 曲げ ます 。 サ ジュ ダ の 為 に も う 少 し 
体 を 曲げ ます 。 動物 の 上 に た くさ ん の 汚れ が ある こと は 、 礼 拝 の 
妨げ に は な り ま せん 。 床 で ナー フィ ラ の 礼拝 を 行う 際 、 療 れ た 人 
は 、 杖 、 人 、 壁 に も た れ て 行う こと が 認め られ て いま す 。 自分 の 


と コ 


[ 
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足 で 歩い て し 


ーー | 礼拝 の 書 ーー 一 


\ る 時 に 礼拝 を する こと は 、 真 正 に は な り ま せん 。 


ファ ルド や ワー ジブ の 礼拝 は 、 や む を 得 な い 理 由 が な い 限 り 


は 、 動 物 の 」 


上 で 行う こと は 認め られ ませ ん 。 た だ し 差し 障 り が あ 


れ ば 行え ます 。 やむを得 な い 理 由 が ある 、 差 し 障 り の ある 人 と 
は 、 財 産 や 生命 、 家 畜 が 危険 で ある こと 、 家 畜 か ら 下 り た 場合 、 


動物 も し く は 動物 の 上 、 も し く は 動物 の 近く に ある 財産 が 盗ま れ 


る こと 、 君 猛 な 動物 、 敵 、 地 面 に 泥 あ る こと 、 雨 が 降っ て いる 
こと 、 病 人 で ある た め に 乗り 下り する 際 に 回 復 が 遅れ る こと 、 あ 
る い は 病気 が 重く な る こと 、 友 が 待っ て くれ ず 、 危 険 な 状態 で あ 
る こと 、 一 度 下 り る と 援助 な し で は その 家畜 に 乗れ な いよ うな 人 


を 指し ます 。 


可能 で あれ ば 、 動 物 を キ ブ ラ の 方 角 に 向け て 止ま ら せ て 行い ま 


す 。 不 可能 で あれ ば 、 動 いて いる 状態 で も 礼拝 を 行い ます 。 家畜 
の 上 に ある マフ ミー ル と 呼ば れる は この 中 で 礼拝 を 行う こと も 同 
様 で す 。 動物 を 止ま ら せ 、 マ フミ ー ル の 下 に 棒 を 置け ば 、 サ リー 
ル 、 す な わ ち テー ブル と 同じ で あり 、 地 面 で 礼拝 を 行う こと を 意 
味 し ます 。 こ の 場合 は キ ブ ラ に 向かっ て 立っ て 行う こと が 必要 で 
す 。 動物 か ら 下 り る こと が で きる 人 は 、 フ ァ ル ド の 礼 振 を マフ ミ 
ー ル で 行う こと は で きま せん 。 

船 で 礼拝 を 行う 時 は 、 ジ ャ ファ ー ル ・ タ イヤ ー ル が エチ オ ピ ア 


に 向かう 時 、 


預言 者 ムハンマド が 教え られ た よう に 、 次 の よう な 


光 を と り ま す 。 動い て いる 船 で 、 差 し 障 り が な く て も 、 フ ァ ル ド 


や ワー ジブ を 行う こと が で きま す 。 船 で 、 集 団 礼 拝 を 行う こと も 
で きま す 。 動 いて いる 船 で 象徴 的 な 動き で 礼拝 を する こと は 認め 


られ ませ ん 。 
も 必要 で す 。 


ルク ウ と サジ ュ ダ を 行い ます 。 キ ブラ に 向かう こと 
礼拝 を 始め る 時 、 キ ブラ に 向かい ます 。 船 が 動く に 


つれ て 、 そ の 人 も キ ブ ラ に 向き を 変え た ます 。 船 で は ナジ ャ ー サ か 
ら の 清め も 必要 で す 。 イ マー ム ・ ア ー ザ ム ・ ア ブー・ ハ ニー ファ 
に よる と 、 進 む 船 で は ファ ルド も 、 差 し 障 り の な い 状 態 で 座っ て 


行う こと が 認め られ て いま す 


海 の 真ん中 に いか り を 下ろ し た 船 は 、 大 きく 揺れ て いる よう で 
あれ ば 、 進 む 船 と 同様 で す 。 少し し か 揺れ て いな けれ ば 、 海 岸 に 
停 ま っ て いる 船 の 場合 と 同様 に 行い ます 。 海岸 に 停 ま っ て いる 船 


SS は 。 ブ アデ 2 


レ ド を 座っ て 行う こと は で きま せん 。 海岸 に 上 が る こ 
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と が 可能 


船 が 


で あれ ば 、 立 っ て 礼 提 
上 が っ て 礼拝 を 行う こと が 必要 と な り 3 


れ て いま す 。 


イブ ン ・ ア ー ビ デ ィ ン は 次 の よう に 語っ て いま す 。 
が あり 、 動 物 に つなが れ な けれ ば 地面 で まっ すぐ 立つ こと の で き 
物 で 礼拝 を 行う こと は 、 止 まっ て いる 時 も 動い て いる 時 
[ 拝 を 行う こと と 同様 で す 。4 つの 車輪 が ある 乗 
まり 机 と 同様 で す 。 動 いて 


な い 乗 り 
も 、 

り 物 ! 
いる 


還 N 


は 、 
寺 は 、 


し ます 。 
時 の よう 


動物 の 上 で + 
ト ま っ て いる 時 は セリ ル 、 つ 3 
動物 に 関し て 先述 の 差し 障 
ド を お こ な う こと が で き 、 乗り 物 を 止め て キ ブラ に に 向かっ て 礼拝 
ト め る こと が で き な け れ ば 
(に ネ 
動い て いる 際 
ィ ー 派 を 模 條 し 、2 つの 礼拝 を 3 
で あれ ば 、 キ ブラ に 向かう こと は 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


L 拝 し ま 


す 。」 


E す る こと も 真正 と は な ら ず 、 
E す 。 財 産 、 生 命 、 そ し て 
出発 する 危険 が あれ ば 、 船 で 、 立 っ て 礼拝 する こと が 認め ら 


、 進 ん で いる 船 


陸 に 


「 ゥ つの 車輪 


が あれ ば 、 そ こ で ファ ル 


に 乗っ て いる 


に キ ブ ラ に 向かう こと が で き な い 人 は 、 シ ャ ー フ 
E と め て 行い ます 


。 こ れ も 不 可能 


条件 で は な く な り ま す 。 椅子 、 


ソフ ァ ー に 座っ て 象徴 的 な 動き で 礼拝 を する こと は 、 誰 に も 認め 
られ ませ ん 。 バ パス や 飛行 機 で 礼拝 する こと は 、 乗 り 物 で 行う こと 
と 同様 で す 。 


旅行 中 の ファ ルド や ワー ジブ は 、 や め む を 得 な い 


理由 な く 動 物 の 


上 で 行う べき で は あり ませ ん 。 乗り物 を 止め 、 キ ブラ に 向かっ て 


立っ て 行う べき で す 。 こ の 人 為 
用 意 を あら か じ め し て お くべ べき な の で す 。 
旅行 者 は 、 ボ ー ト や 電 


の の 


向かい 


す 。 
バス 、 
ファ ル 


雷 車 
軸 


0 
ト や 電車 が 向き を 変 だ える た び 


に 、 乗 り 物 に 乗る 前 


E ほ で ファ ルド の 礼拝 を 行う 時 、 
の MS ポ ボー 


に 、 彼 


身 も キ ブ 


和合 が キ ブ ラ の 方 向 か ら 離れ た 場合 


に 必要 と な る も 


キ ブ ラ に 


に 向き を 変え ま 
1 提 了 二 な り ま す 。 


、 渡 の ある 海 で 、 キ ブラ に 向かう こと が で き な い 人 の 


の 礼拝 は 


行 中 に 


、 旅 行 中 に 


時 間 


シャ ー フ ィ 
の シャ ー の 礼 提 


は 認め られ ませ ん 。 そ の 人 為 、 
派 を 模 條 し 、 ズ フル と アス ル の 礼拝 、 
E を 一 緒 に 行う こと が で きま す 。 つ ま 


こう いっ た 人 々 は 旅 
そし て 


この 2 つの 礼拝 を 続け て 行う の で す 。 な ぜ な ら シ ャ 
SR 


に 、 そ し て イシ ャ ー を マグ リブ の 時 間 


に 早め て 行う こと 、 も 
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し く は ズ フ ル を アス ル の 時 間 


に 、 マ グリ プ を イシ ャ ー の 礼拝 に 補 


ら せ て 、 こ の ?2 つの 礼拝 を 
為 、 ハ ナ フ ィ ー 派 で ある 人 が 、 
に 、 どこ か で 止ま っ た 際 
に アス ル の 礼拝 も 行う べき で す 。 
の 礼拝 の 時 間 に ま ず マ グリ ブ を 、 


べき で す 。 そ し て これ ら の 礼拝 を ニー ヤ す る 時 は 、 
ー 派 を 模 條 し 実行 し ます 」 と ニー ヤ す る べき で す 。 出 発 前 、 


ょ に 行う 2 こと が で きる か ら で す 。 


この 


旅行 
に ズ フ ル の 礼拝 を 行 


に 向く こと が で きず 
老後 
夜 、 止 まっ た 時 に は 、 イ シャ ー 
それ か ら イ シャ ー を 同時 に 行う 
「 シ ャ ー フ ィ 
も し 


プラ 


く は 旅行 が 終わ っ て か ら 、2 つの 時 間 の 礼拝 を 同時 に 行う こと は 


まま 本 。 


病気 の 際 の 礼拝 


ウド ッ ゥ ー を 無効 と する も の が 体 か ら 出 る こと が 続い て いる の で 


あれ ば 、 


「 差 し 障 り 」 が ある と いわ れ ま す 。 


傷口 か ら 血 や 肛 


が 流れ る こと 、 


痛 


が 一 つの 礼拝 の 時 間 内 に 続い て いれ ば 、 も し く は 
よ 、「 差 し 障 り 」 が ある と いわ れ ま す 
も し く は 礼拝 を 、 
的 な 動き で 行っ た りす る こと で 、 
お 性 は 、 尿 道 に オオ ムギ ほど の 


血 が ある 女性 
た り 、 楽 を 処方 


ーー 


し た り 、 


す 。 尿 が 漏れ る 
の 綿 は 、 少 量 の 尿 を 吸収 し 、 外 


よっ て ウド ゥ ー が 無効 と は な り ま せん 。 


ます 。 尿 が 大 基 
れ 、 ウ ドゥ ー が 無効 と な り ま す 。 
に すべ き で す 。 女 性 は 、 前 許 


し 、 そ の 状態 で 礼拝 を 行い ます 。 


ドゥ ー を 行う こと で 、 そ の 時 間 が 終わ る まで 、 フ ァ ル ド 、 カ ザ 
ー、 そ し て ナー フィ ラ の 礼拝 を 行う こと が で きま す 。 ク ルアー ン 
を 持つ こと も で きま す 。 礼拝 の 時 間 が 過ぎ れ ば 、 ウ ドッ ゥ ッ ー は 無効 


に な り ま す 。 時 間 が 過ぎ る 以前 に 
ゥ ー が 無 
が 出 て いる 時 に ウ 
出 て きた 場合 


メー を 行い 、 


に 漏れ る の で あれ ば 、 綿 を 浸透 


効 に な る こと も あり ます 。 


ー は 無効 と な り ま 


尿 、 膜 、 選 、 鼻 血 、 
みや 腫れ の 為 に 涙 が 出る こと 等 
H 経 で は な い 出 
。 詰め 物 を し 
座っ て 、 も し く は 象徴 
これ ら を 止め る こと が 必要 で 
綿 を 詰め ます 。 こ 


に 流れ る こと を 防ぎ ます 。 こ れ に 


綿 は 排 尿 時 に 自然 に 外れ 
し た 尿 が 外 に も 雀 
浴 れ た 尿 が 下着 を 汚さ な いよ 2 う 


Bb に いつ で も パッ ド を 当て て お くべ で き 
で す 。 お り も の が と ま ら な けれ ば 、 礼 拝 の 時 間 ご と に ウド 


ゥ ッ ー を 
の ある 人 は 、 一 回 の ウ 


差し 障 り 


も 、 差 し 障 り 以外 の 理由 で ウド 
例え ば 、 鼻 の 穴 の 一 つか ら 血 
その 後 も う 一 つの 穴 か ら も 血 が 
す 。 ウ ドッ ー を 行い 、 そ 
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ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


の 時 間 の ファ ルド を 行う だ け の 時 間 に 流れ な いよ う で あれ ば 、 
し 障 り が ある こと に は な り 


差 


ませ ん 。 マー リキ 


派 の 一 つの 見 解 に 


よれ ば 、 一 滴 で も 流れ れ ば 差し 障 り が ある こと に な り ま す 。 
誰か が 差し 障 り の ある 状態 と な り 、 次 の 礼拝 の 時 間 に 、 一 度 で 


物 。 


一 滴 で も 流れ れ ば 、 差 し 障 り の ある 状態 は その 時 間 に も 続き 


ます 。 一 つの 礼拝 の 時 間 に 全 く 流 れ な けれ ば 、 差 し 障 り の ある 状 
態 は 終わ り ま す 。 差し障り の ある 人 の 汚れ が 、 そ の 服 に ディ ル ハ 


ム の 量 以 


上 に つい た と き 、 有 


ば 、 汚 れ た 場所 を 洗う こと が 必要 で す 。 
グ ス ル を 行う こと で 病気 に な る こと 、 も し く は 病気 が 重く な る 


こと 、 あ る い は 
いま す 。 こ の 恐れ は 、 


ロ エ 


師 の 言葉 も 


行う こと が で きま す 。 シャ ー フ ィ 


び 汚 れる こと を 防ぐ の が 可能 で あれ 


回 復 が 遅れ る こと を 恐れ る 人 は 、 タ ヤン ム ム を 行 
自分 の 経験 、 も し く は ムスリム で 公正 な 
吊 の 指摘 に よる も の で す 。 罪 を 犯し た こと が 言及 され て いな い 
認め られ ます 。 寒さ の た め に 住む 家 や 水 を 温め る 
段 、 町 の ハマ ム に 行く お 金 が な い 場 合 、 
す 。 ハ ナ フ ィ ー 派 で は 一 昌 


矢 
医 


や TU 


病気 の 原因 と な り 得 ま 


の タ ヤ ン ム ム で 望 や だ け の ファ ルド を 


派 と マー リキ 


派 で は 、 フ ァ 


ルド の 礼拝 それ ぞ れ の 為 に 新た に タ ヤ ン ム ム を 行い ます 。 
ウド ッ ゥ ッ ー で 洗う 場所 の 半分 に 傷 が ある 人 は 、 タ ヤン ム ム を 行い 


ます 。 傷 が 半分 より 少な けれ ば 、 健 
し ます 。 グ スル で は 全身 が ー つ の 器 
分 が 傷 で ある 場合 に タ ヤ ン ム ム を 行 
と で 害 が あれ ば 、 包 帯 の 上 か ら マ ス フ を 


れ ば 、 マ ス フ を 放 径 し 3 


康 な 部 分 を 洗い 、 傷 を マス フ 


\ 叫 
ご づ 


正 と 見 な され る 為 、 全 身 の 半 


が 害 を 及ぼ す の で あれ ば 、 頭 に マス フ を 行い ませ ん 。 手 に # 


E す 。 傷 に マス フ を 行う こ 


し ます 。 そ れ で も 害 が あ 


E す 。 ウ ドゥ ッ ー や グ ス ル で 、 頭 へ の マス フ 


疹 や 


傷 な どの 間 題 が ある た め に 水 を 使え な い 人 は 、 タ ヤン ム ム を 行い 
ます 。 顔 、 腕 を 地面 (レン ガ 、 土 、 石 の 壁 ) に つけ ます 。 手 や 足 
が 切断 され て いる 人 の 顔 に も 傷 が ある 場合 は 、 ウ ドゥ ー な し で 礼 


は 、 タ ヤン ム ム を 行い 


拝 を 行い ます 。 ウ ドゥ ッ ー を させ て くれ る 人 を 見 つ 


る 人 は 、 


こと は で きま す が 、 彼 ら に は 援 肥 


けら れ な い 人 


E す 。 子供 、 奴 隷 、 対 価 を 払っ て 雇っ て い 


を 行う 


彼 を 助け る 義務 が あり ます 。 他 の 人 か ら も 援助 を 求め る 
義務 は あり ませ ん 。 夫 婦 


も 、 互 い に ウ ドゥ ー を 行う の を 助け る 義務 は あり ませ ん 。 


採 」 


を し た り 、 


ヒル に 吸わ れ た り 、 傷 や で きも の が あっ た り 、 
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骨 が 折れ た り 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


に 包帯 ( 綿 、 ガ ー ゼ の 上 に の 版 


、 痛 ん だ り し た た め 


倉庫 、 軟 
を 。 
で それ ちら の 半分 


及ぼ す の で あれ ば 、 そ の 下 の 傾 


以上 を 一 度 マ セス フ し ま 
ま 康 な 場所 も 洗 


お 。 


に 見 える 健康 な 皮膚 の 部 分 
の ある 状態 CAME マス フ の 後に 
場合 、 も し く は その 上 に 別 の 包帯 が か ま か れ る 


の マス フ は 必要 と は な り ま せん 。 


立て な い 人 、 


念 さ れる 病人 は 、 
げ 、 そ れ か ら 体 を まっ すぐ ( 
や すい 
る こと ど 、 し ゃ が こ と 、 
目 の 痛 み は 病 気 と 見 な され ま 
り 」 で す 。 立 っ た 場合 
ます 。 何 か 


を 少し 
行い ます 。 座 


膝 、 


は 、「 差 し 障 
な っ て し まう 人 も 座っ て 礼拝 し 3 
て いら れる 人 は 、 
い 人 は 、 イ フ テ ィ タフ ・ タ クビ ー ル を 立っ て 行 


続け ます 。 
地 


ルク ウ や サジ ュ ダ の 為 ( 
て 、 ル クウ の 為 に 少し 、 サ ジュ ダ の 為 に は も う 少 し 深く 、 
げ る こと が で き な い 人 


げ ま す 。 体 を 
に サジ ュ ダ を 行う こと 
ダ を 行っ た 場合 
は 真正 と は な 
で ある } 
れ ま せん 。 預言 者 ムハンマド は ある 時 、 
彼 が 、 手 で 枕 を 持ち 上 
て 、 枕 を 取ら れ ま し た 。 病 人 は 新 を 持ち 上 
言 者 へ ムハンマド は それ も 
「 も し で きる な ら 、 床 で サジ ュ ダ を 行 
こと が で き な い の で あれ ば 、 何 か を 持ち 上 げ て そこ 


が 可能 


行い まし た 。 預 


も し く は 立っ た 場合 
礼 排 を 座っ た まま で 行い 3 
こし 、 床 に 
形 で 座る こと が 認め られ 、 例 え 
あぐら を か く こ と も 認め られ 3 


面 に サジ ュ ダ を 行う こと が 


ご づ 


是 . の 、 


も た れ て 礼拝 し ます 。 


E す が 、 


の ロロ ュ 
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) を 巻い て いる 人 は 、 そ の 場所 を 冷水 、 


し く は マス フ す る こと が で き な け れ ば 、 ウ ドゥ ッ ー や グ ス ル 


温水 で 洗 


3 


包帯 を 解く こと が 害 を 


に 病気 が 


で き な い 人 は 
こ 座 っ て 象徴 的 な 


は 頭 を 下げ ます 。 
は 必要 で は あり 0 何 か の 上 !【 
、 サ ジュ ダ で ルク ウ よ り も 深く 体 を 
マク ルー フ で す 。 も た れ な が ら 座 る こと 


いな さい 。 


\ ま せん 。 


、 立 っ た まま 唱え 


助 き で 行い ま 


す 。 


貰 た わっ て 象徴 的 な 動き で 行う こと は 訟 
病人 を 訪問 され ま 
げ 、 そ こ で サジ ュ ダ を 行っ て いる の を 見 
げ 、 そ こ で サジ ュ ダ を 
ら れ ま し た 。 そ 
床 に 体 を 傾け る 
に サジ ュ ダ を 


NN 


名 帯 の 間 
に マス フ を し ます 。 包帯 は 、 只 入 人 


包帯 を 変 
場合 、 新しい 包 析 帝 へ 
長引く こと が 強く 懸 
E す 。 ル クウ の 人 為 に 体 
2 度 の サジ ュ ダ を 
ば 膝 を 曲げ 
E す 。 頭 、 


E す 。 敵 に 姿 を 見 られ る と い 2 う 門 
に 断食 や ウド ゥ ー が 無 
に も た れる こと で 立っ 
長い 時 間 立 っ て いら れ な 
い 、 座 っ て 礼拝 を 


去 ロ ンー 
(ーー 


凍ら 
体 を 上 
何 か の 上 
こ サ ジュ 
げ れ ば 礼拝 


誰 め ら 


に し た 。 


し て 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


行う こと は や め な さい 。 象徴 的 な 動き で 行い な さい 。 ル クウ より 


も サジ ュ ダ で より 深く 体 を 


フル ・ ウ ル ・ ラ 


断 に ) アッ ラ 


げ な さい 」 と 命じ られ まし た 。 


「 バ 


ー イ ク 」 で 記さ れ て いる よう に 、 イ ムラ ー ン 家 章 
191 節 で は 、「 ま た は 立ち 、 ま た は 座り 、 ま た は 横たわっ て ( 不 
を 唱 念 し 、 天 と 地 の 創 造 に つい て 考え る 者 は 言 


う 」 と され て いま す 。 イ ムラ ー ン ・ 
ハン マ ド は 彼 に 「 立 っ て ネ 
座っ て 行い な さい 。 そ れ も で き な け れ ば 、 横 向き 


た 時 、 預 言 者 ム 


が で き な け れ ば 


L 提 


ビン ・ フ サイ ン が 病気 に な っ 
E を 行い か な さい 。 それ 


も し く は 仰向け に 寝 て 行い な さい 」 と 命じ られ まし た 。 こ の よう 


に 、 立 て な い 病 人 は 座っ て 礼 朝 


E し ます 。 座れ な い 病 人 は 科 て 礼拝 


し ます 。 椅子 や ソフ ァ に 座っ て 礼拝 する こと は 認め られ て いま せ 
く は バス や 飛行 機 に 乗っ て いる 人 が 椅子 や ソフ ァ 


ん 。 病人 、 も し 


に 座っ て 礼拝 を 行う こと は 、 イ 


2 


し ます 。 20 の 事 
し な い 為 の 正当 な 差し 障 り と な り ま す 。 情 
生命 や 財産 を 筐 う 英 へ の 恐れ が ある こと 、 


る こと を 坊 れ る 


こと 、 金 を 借り て 


スラ ー ム で は 適切 で は な い の で 
集団 礼拝 と な る と 立っ て 礼 振 で き な い 人 は 、 家 で 立っ て 礼拝 
呈 の うち ー つ で も 当て は まれ ば 、 集 団 礼拝 に 参加 


且 、 激 し い 徐 さ 、 寒 さ 、 


友人 が 行っ て し まっ た 
た め に 一 人 で 出かけ る こと へ の 恐れ が ある こと 、 周 囲 が あま り に 


\ る 相手 に つか まっ て 投獄 され 
貧者 で ある こと 、 盲 目 で ある こと 、 


歩け な い 程 に 


マヒ し て いる こと 、 片 足 が 切 断 さ れ て いる こと 、 病 気 で ある こ 


と 、 体 が 不 E 


す 直 れ 、 旅 に 出る と ころ で ある こと 、 代 わり に 病人 を 見 る 人 が 見 


由 で ある こと 、 歩 け な い こと 、 歩 け な い 老人 で ある 
こと 、 貴 重 な イ スラ ー ム 法学 の 授業 を 逃す こと 、 好 き な 食 事 を 逃 


つか ら な い 看 護 人 で ある こと 、 強 風 の 夜 、 ト イレ に 行く 為 に 我慢 


を 強い られ て いる こと 。 病気 の 悪化 や 


や 、 
困難 で ある こと 


ロ 


復 の 遅れ を 世 れ る 病人 


代わ り に 病人 を 見 る 人 が いな い 看 護 人 、 老 衰 に より 歩く の が 
は 、 金 曜 礼拝 に つい て の 差し 障 り で す 。 集団 礼拝 


に 歩い て 行き 来 す る こと は 、 乗 り 物 に 乗っ て 行き 来 す る こと より 


も より 徳 が あり 
な 動き で 礼拝 を 
いな い 


ラー ェ 


ます 。 モ スク で 、 椅 子 や ソフ ァ ー に 座っ て 象徴 的 


行う こと は 認め られ ませ ん 。 イ スラ ー ム が 教え て 


肛 で イ バ ー ダ を 行う こと は ビ ド ゥ ア と な り ま す 。 イ スラ ー 


ム 法 学 の 本 に は 、 ビ ドッ ア を 行う こと は 大 き な 罪 で ある と 書か れ 


て いま す 。 
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あお むけ に 寝る 々 る こと が で き な け れ ば 右向き に 寝 
0 
こと っ て や りや す v 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


何 か に も た れ て 座る こと が で き な い 病人 は 、 あ お むけ に 和 寝 で 、 


上 SN 頭 で 象 徴 的 な 動き を する こと が で 
礼拝 を カ ダ ー に 残す こと が 認め られ ま 
人 は 、 で きる 形 で 続け ます 。 座 っ て # 
に 回 復 す れ ば 、 立 っ て 礼拝 を 続け ま 
は 、 礼 拝 を 行い ませ ん 。5 回 分 の 礼 提 
5 回 の 礼拝 を カ ダ ー し ます 。 6 回 の ネ 


いま せん 。 


[ 拝 を し て いた : 


E が 周 ぎ る 前 に 


す 。 礼拝 中 に 病 


L 拝 が 過ぎ れ ば 、 


て 、 頭 で 象徴 的 
E す 。 キ ブラ に 向かう こと が で き 
\ 方 向 に 向かっ て 行い ます 。 膝 を 


な けれ ば 、 
折る こと は 


気 に な っ 
病人 が 礼拝 


カ ダ ー 


象徴 的 な 動き に よっ て で は あっ て も 、 で き な か っ た 礼拝 は 急 


で カ ダ ー を 行う こと が ファ ルド で す 。 カ ダー する 前 


に 死ね ば 、 


ぶ き な い 人 は 、 


な 
彼 


六 


す 。 知 性 や 意識 を 失っ た 人 
避 復 すれ ば 、 


ェ ン 一 


は 行 


い 
* で 


き な か っ た 礼拝 の 代償 と し て 彼 が 遺し た 財産 か ら フ ィ デ ィ ヤ を 払 


うこ と を 壮 言 する こと が ワー ジブ プ です 。 


遺言 し な けれ ば 、 家 族 、 


さら に は 他人 が その 財産 か ら 補 償 を 行う こと が 認め られ る と され 


て いま す 。 


カ ダ ー の 礼拝 


礼拝 は 肉体 に よっ て 行わ れる イ バ ー ダ で ある 為 、 他 人 が 代わ り 


に 行う こと は で きま せん 。 全て 自分 で 行う こと が 必要 で す 。 礼拝 
を 時 間 通 り に 行う こと を 「 エ ダー」 と 言い ま 
| イアー グ 」 と 言い ます 。 例え ば ぼ 、 マ ク グルーブ ょ 
それ が 不可 能 
は ワー ジブ で す 。 ファルド や ワ 


再び 行う こと を 
し て 行わ れ た 礼 朝 


時 で も 、 そ れ を も う 一 度 行う こと 


E の 時 間 が 過ぎ る 前 、 


ー ジ ブ で ある 礼 電 
言い ます 。 


一 日 の 、5 回 の 礼 提 
し て カ ダ ー を 行う 際 に 
す 。 っ まり 科 を 行商 


に は その 順序 に 


す 。 何ら か の 時 間 に 


で あれ ば 他 


E の ファ ルド と ウィ トル の 礼拝 を 行う 際 、 
SM 
注意 を 払う こと が 必要 で 


の 


ま E を 、 そ の 時 間 が 過ぎ て か ら 行 うこ と を カ ダ ー と 


す 。5 回 以上 の カ ダ ー が な い 人 を 「 正 し く 守 る 人 」 と 呼び ます 。 
“は 、 そ の 日 の ズ フ ル の 時 間 に 行 うこ と が 必要 で 


金曜 日 の ファ ル 


す 。 フ ァ ジ ュ ル の 礼拝 


に 起き られ な か っ た 人 は 、 フ トバ の 最 


で 


あれ それ を 思い 出し た の で あれ ば 、 す ぐに その カ ダ ー を 行う べき 
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ーー | 礼拝 の 書 ーー 一 


で す 。 一 つの 礼拝 を 行わ ず に 、 そ の 後 の 礼 拝 を 行う こと は 認め ら 
れ ま せん 。 ハ ディ ー ス で は 「 一 回 の 礼拝 に 寝過ごし て し まっ た 


人 、 も し く は 失念 し た 人 は 、 そ の 後 の 礼 拝 を 集 


団 で 行っ て いる 時 


に それ を 思い 出し た の で あれ ば 、 イ マー ム と 行 


っ て いた 礼拝 を 終 


わら せ 、 そ れ か ら 前 の 礼拝 の カ ダ ー を 行う 。 その後 、 イ マー ム と 


行っ た 礼拝 を 再度 行い か な さい 」 と され て いま す 。 
ファ ルド を カ ダ ー す る こと は ファ ルド で す 。 
する こと は ワー ジブ で す 。 ス ン ナ を カ ダ ー す る 


ワー ジブ を カ ダ ー 
こと は 感じ ち れ て 


いま せん 。 ハ ナ フ ィ ー 派 の 学者 は 次 の 点 で 意見 


を 一 任 さ せ て いま 


す 。「 ス ン ナ の 礼拝 は 、 た だ 時 間 内 に 行う こと が 命じ し られ て い 
る 。 時 間 内 に 行わ れん な か っ た スン ナ の 礼拝 は 、 人 の 上 で 負債 と は 


ら な い 。 従っ て 時 間 外 で カ ダ ー す る こと は 合 じ 


られ て いな い 。 フ 


ァ ジ ュ ル の スン ナ は ワー ジブ に 近い も の で ある た め 、 そ の 日 の ズ 


フル の 前 に ファ ルド と 共に カ ダ ー さ れる 。 ファ 


ジュ ル の スン ナ を 


ズ フ ル の 後に 、 他 の スン ナ は どの 時 間 に お いて も カ ダ ー だ れ な 
My ガ ダ ー を 行え ば は 、 ス ンチ の サ ワー グ が 年 じ な か ない 。 ザー シィ ラ 
の 礼拝 を 行っ た こと に な る 」 イ ブ ニ ・ ア ー ビ デ ィ ー ン も 、「 タ ル 
ギー ブッ サラ ー ト 」 の 162 ペー ジ で 次 の よう に 述べ て いま す 。 


「 ス ン ナ を 、 差 し 障 り が な く て も 座っ て 行う こ 
全く 行わ なかい こと は 罪 で ある 。 フ ァ ル ド は 、 差 
座っ て 行う こと が 認め られ る 」 

ファ ルド の 礼拝 を わざ と 、 差 し 障 り が な い の 


行う 必要 が あり ます 。 フ ァ ル ド と ワー ジブ で あ 


カ ダ ー に 残す こと に 関し 、2 つの 認め られ る 差し 障 り が あり ま 
と こし て いる こと で す 。 も う 1 つ は 旅行 中 で ある 


す 。 1 つ は 敵 を 前 
人 、 す な わ ち 8 日 以上 の 旅行 を ニー ヤ し て いな 


と は 認め られ る 。 
し 障 り が ある 時 に 


に 放棄 する こと は 


大 き な 罪 で す 。 時 間 通 り に 行わ れ な か っ た この 礼拝 は 、 カ ダー を 


る 礼拝 を 、 わ ざと 


か っ た と し て も 、 


旅行 中 の 人 が 盗賊 や 狂 猛 な 動物 、 洪 水 、 風 等 を 革 れ た 場合 で す 。 


こう いっ た 人 々 は 、 座 っ て 、 ど ちら か の 方 向 に 


と が で きま す 。 こ の ?2 つの 理由 で ファ ルド を カ 


動物 の 上 で 、 象 徴 的 な 動き で 礼拝 が で き な い 時 、 


向い て 、 あ る い は 
カ ダ ー に 残す こ 
ダー に 残す こと 、 


それ か ら 和 村 過 ご し た り 失 念 し た り し て 礼拝 を 逃す こと は 罪 に は な 


り ま せん 。 ア シュ バフ は その 解説 で 、「 湧 れ か け て いる 人 、 あ る 


い は 同様 の 状態 に ある 人 を 助け る 為 に 礼拝 を 時 
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間 が 過ぎ て か ら 行 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


夫人 。 


葉 H 


真正 と な る 」 と し て いま す 。 し か し 、 差 し 障 り の ある 


状態 が 終了 する と 、 す ぐに カ ダ ー を 行う こと が ファ ルド で す 。 ハ 
ラー ム で ある 8 つの 時 間 以 外 の 空い て いる 時 間 で 行う こと を 条件 
に 、 子 供 た ちの 導 の 糧 を 稼ぐ まで 遅らせ る こと は 認め られ て いま 


す 。 そ れ 以 上 に 遅 ら 1 


は 、 ハ ンダ ク の 戦い で の 激 し さ ゆえ に 4 


こと が あり 


せる と 、 罪 と な り ま す 。 預言 者 ムハンマド 


ロ 


の 礼拝 を 行え を な か っ た 


E し た 。 そ の 夜 、 教 友 た ち が 


いる 中 で 、 す ぐに 集団 
は 、 
る 」 


と いわ れ て い 


は | デ w プ ター し 、 つの 


フク バ の 間 に わ た り 地 獄 に 入れ られ る 」 と され て い 3 


バ は 来世 で の go 年 で あり 


礼 電 
「 ゥ 。 つの ファ ルド の 礼 搬 
Ra。 
が 過ぎ て 行う こと は 最も 大 き な 罪 な 


E で 行わ れ 
E を 1 つ ! 


礼拝 を 時 間 が 


、 来 世 で の 1 


ど に な り ま す 。 一 


て な る で べき で し ょ よう りう 。 


預言 者 ムハンマド は 次 の よう に 言わ れ て い 3 
E を 行う 人 は 、 そ の 教え を 


す 。 礼 拝 を 行わ な い 人 は 、 そ の 教え を 月 壊さ せる 


ラー ム の 柱 で ある 。 礼 提 


回 の 礼 提 
が これ な の で あれ ば 、 全 く 行 


E が 時 


『 わ な いこ と 


ー ス で は 、「 審 判 の 


、 信 


こと で ある 」 と され て い 


仰 の 後 、 
ます 。 


人 初 


も べ よ 。 ネ 


ヴ 


う 。」 また だ 


ッ ラ フー と 最も 近い 時 と は 、 
れ て いま す 。 
ムスリム が 何ら か の 礼 提 


[ 拝 に つい て の 裁き を 通 
あな た の も の で ある 。 私 は それ 以外 の 審 : 
北 昧 章 第 45 節 で は 、 


礼 電 


E り 、 礼 拝 を 


E た アッ ラー は 仰せ られ た 。「 
過す る こ 


「 本 当 に 礼 振 は 、( 人 を ) 醸 行 と 悪 
ほか ら 遠 ざけ る 」 と され て いま す 。 預言 者 ムハンマド は 「 人 が ア 
E ま を 行っ て いる 時 間 で ある 」 と 言わ 


場 つ き 、 激 し く 疲 労 し て 
し た 。 預言 者 ムハンマド 
め る こと は 大 き な 罪 で あ 


時 間 通 り に 行わ ず 、 時 間 


の で す 。 あ る ハデ ィ ー ス で 


過ぎ て か ら 行 う 人 を 、80 
E す 。1 フク 
紀 界 で の 千年 ほ 


は この ] 


ぎ 間 を 過ぎ て か ら 行 われ る こと の 禄 


の 罰 が いか ほど か 、 考 え 


ます 。「 礼 拝 は イス 

まっ すぐ に 伸 ば 
ある ハデ ィ 
E に つい て の 


o」 
し 提 


の 問い は # 


と が で きれ ば 、 救 い は 
前 を 容易 な も の と し よ 


E を 時 間 通 り に 


の 種類 が あり ます 。 1. 


上 


当 な 


拝 を 自ら の 務め で あり 、 
っ 
ファ ルド の 礼 提 


上 
怠 情 で ある 為 に 放棄 する こと 。 
E を 正当 な 理由 な く 、 時 間 が 過ぎ て か ら 行 うこ 


行わ か いこ と に は 、92 つ 


昌 由 が あっ て 行わ な いこ と 、92. 礼 


要 で ある と 」) 


思っ て いる に も か か わら 


と 、 つ まり カ ダ ー に 残す こと は ハラ ー ム で あり 、 大 き な 罪 で す 。 
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この 罪 は カ ダ ー を 行っ て も 許さ れ ま せん 。 カ ダー を 行う と 、 た 
だ 、 礼 拝 を 行わ な か か っ た 人 罪 が 許さ れ ま す 。 礼拝 を カ ダ ー し な い 限 


り は 、 た だ 悔 悟 に よっ て 許さ れる こと は あり ませ ん 。 


カ ダ ー を 行 


っ た 後 で 悔 悟 す れ ば 、 許 され る こと が 望ま れ ま す 。 悔 悟 する 時 に 
は 、 し な か っ た 礼拝 を カ ダ ゲー する こと か が 必要 で す 。 カ ダー する カ 
が ある の に カ ダ ー を し な けれ ば 、 さ ら に 大 き な 罪 を 犯し た こと に 
な り ま す 。 こ の 大 き な 罪 は 、 そ れ ぞ れ の 礼拝 を 行え る だ け の 時 間 
(6 分 ) が 無駄 に 過ぎ る ご と に 、 そ れ よ り 前 の 罰 の 時 間 程 に 増え 
ます 。 なぜ な ら 礼 拝 は 、 空 いた 時 間 に す ぐに カ ダ ー す る こと が フ 


ァ ル ド だ か ら で す 。 カ ダー を 行う こと を 重要 視 し な v 


\ 人 は 永遠 に 


焼 か れ ま す 。「 ウ ムダ トゥ ッ - ル イス ラー ム 」 と 「 ジ ャ ー ミ - ウル 


ファ タワ 」 で は 、 次 の よう に 記さ れ て いま す 。「 敵 を 前 
避 の ファ ルド の 礼拝 を 行う こと が 可能 で ある 時 に それ を 放 乗 する 


こと は 、700 の 大 き な 罪 を 犯し た か の よう な 罪 で ある 


前 に し て 、1 


」 


カ ダ ー を 遅らせ る こと の 罪 は 、 時 間 内 に 礼拝 し な か っ た 罪 より 
も より 大 き な も の と な り ま す 。 一 つの 礼拝 の 最初 の カ ダ ー を 行う 
こと を ニー ヤ し て カ ダ ー の 礼拝 を 一 度 行え を ば 、 こ の 人 罪 は 全て 許さ 


れ ま す 。 


詳細 の 解説 : スン ナ の 代わ り に カ ダ ー の 礼拝 は で きる か 


アブ ドッ ゥ ルカ ディ ル ・ ガ イラ ー ニ 和 師 は 、「 フ トゥ ー フ ル ・ ガ イ 
ブ 」 と い 2 書物 で 次 の よう に 語っ て いま す 。 信 者 は まず 、 フ ァ ル 
ド を 行う 必要 が あり ます 。 フ ァ ル ド を 終え て か ら 、 ス ン ナ を 行い 


ます 。 そ れ か ら ナ ー フ ィ ラ に 取り 組み ます 。 で き て v 


\ な い フ ァ ル 


ド が ある 時 、 ス ン ナ を 行う こと は 愚か な こと で す 。 で き て いな い 


ファ ルド が ある 人 の スン ナ は 認め られ ませ ん 。 ア ! 


ー・ イ ブ ニ 


ー・ ア ブー・ タ ー リ ブ (アッ ラー が お 慶 びく だ さい 
は 語っ て いま す 。「 で き て いな い フ ァ ル ド が ある 人 ヵ 


ます よう に ) 
* そ の カ ダ ー 


を 行わ ず に ナー フィ ラ を 行え ば 、 無 駄 に 苦労 し た こと に な る 。 こ 


の 人 が カ ダ ー を 行わ な い 限 り 、 ア ッ ラ ー は 役 の ナー フィ ラ の 礼拝 


を 認め られ な い 。」 


アブ ドゥ ルカ ディ ル ・ ガ イラ ー ニ 和 師 が 記し て いる この ハデ ィ ー 
ス か ら 、 ハ ナ フ ィ ー 派 の 学者 アプ ドゥ ル ハ ッ ク ・ ダ フラ ウィ ー 師 


は 以下 の よう に 語っ て いま す 。「 こ の 知ら せ は 、 で き て いな い フ 
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ァ ル ド が ある 人 の スン ナ と ナー フィ イラ が 認め られ な いこ と を 示 
す 。 ス ン ナ が 、 フ ァ ル ド を 完成 させ る こと を 我々 は 知っ て いる 。 
この 意味 は 、 フ ァ ル ド を 行う 際 、 そ れ ら が 完全 な も の と な る 人 為 の 


要 
全 な も の と な る 為 の 要 
人 の 、 認 め ら れ な し v 


因 で ある 何 か を 逃 し た 場合 、 


スン ナ は 、 行 われ た ファ ルド が 完 
因 と な る 。 ファルド の 礼拝 を 行っ て いな い 
ゝ スン ナ は 何 の 役 に も 立た な い 」 
エル サレ ム の 判事 ムハンマド ・ サ ー ド ッ ク 氏 は 、 


時 


間 内 に 行わ 


れ な か っ た 礼拝 を カ ダ ー す る こと に つい て 語る 際 、 次 の よう に 示 


され て いま す 。「 偉 大 な 学者 イブ ニ ・ ヌ ジャ イム 師 に 質問 が な さ 


れ た 。『 誰 か に 、 


カ ダ ー に 残さ れ た 礼拝 が ある な ら 、 フ ァ ジ ュ 


ル 、 ズ フル 、 ア スル 、 マ グリ ブ プ 、 イ シャ ー の スン ナ を この 礼拝 の 


グー と し て ニー ヤ ト し で 生え は 、 


に な る で し ょ うか 』 答 えと 


し て 『 ス ン フ 


な い 。 なぜなら 日 に 5 
の 時 間 の 中 で ファ ル 


日 


の 礼拝 の スン フ 
以外 の さら な る れ # 


この 人 は スン ナ を 放棄 し た こと 


た を 放棄 し た こと に は な ら 
た を 行う こと の 意図 は 、 そ 
[ 拝 を 行う こと で ある 。 シ 


ャ イ ター ン は 礼拝 を 全く 行わ な いこ と を 望む 。 ファル ド 以 外 に も 
う 一 つ 礼 拝 を 行う こと で 、 シ ャ イタ ー ン に 対抗 し 苦し め た こと に 
な る 。 ス ン ナ の 代わ り に カ ダ ー を 行う こと で 、 ス ン ナ を も 実行 し 
た こと に な る 。 で き て いな い フ ァ ル ド の 礼拝 が ある 人 が 、 礼 拝 の 


時 間 ご と に その 時 間 の ファ ルド に 加え て 他 の 礼拝 を も 行い 、 ス ン 


ナ を 実行 する 為 に 、 カ ダー を 行う こと が 必要 で で ある 。 なぜなら 
多く の 人 が 、 カ ダー を 行わ ず に スン ナ の 礼拝 を 行っ て いる の だ 。 
この 人 々 は 地獄 に 行く こと に な る 。 し か し スン ナ の 代わ り に カ ダ 
ー を 行う 人 は 、 地 獄 か ら 救 われ る 』 と いわ れ た 」 


カ ダ ー の 礼拝 は どの よう に 行わ れる か 


カ ダ ー の 礼拝 を 少し で も 早く 行い 、 さ ら に 1 
す 。 そ の 導 、 
E し な い 人 々 、 何 年 分 も で き て いな い 


き な 罰 か ら 救 わ れる べき で 
で 行う べき で す 。 怠 恒 で 


し 電 


ほ 悟 を も 行っ て 、 
スン ナ も カ ダ ー の ニー ヤ 


礼拝 が ある 人 は 、 礼 拝 を 始め る 時 、 ス ン ナ を 行う 際 に その 時 間 で 


ーー ヤル し つつ 行う りこ と は 、 


4 つの 学派 


す 。 ハ ナ フ ィ ー 派 で は 、 正 当 な 理 
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な くれ # 


肥 初 に カ ダ ー に 残し た 礼拝 の カ ダ ー を 行う こと を ニー ヤ し な が ら 
礼拝 する べき で す 。 こ うい っ た 人 が スン ナ を カ ダ ー の 礼拝 の 為 ( 


ー 


Nー 


の 


EE て で 必要 と され て いま 
[ 拝 を カ ダ ー に 残す こと 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


は 大 き な 罪 で す 。 こ の 大 き な 罪 は 、+ 
に 増え て いき ま 
寺 間 に すぐ に カ ダ ー す る こと は ファ ルド だ か ら で す 。 勘定 や 数 に 
入り きら な いこ の 大 き な 罪 と その 罰 か ら 救 われ る 薦 に 
綴 初 の 4 ラ カ ー ト の スン ナ を 行う 際 に 


倍 


間 が 経過 する ご と に 


ェ コ 


礼拝 の 


L 拝 が で きる だ け の 室 


いた 時 


す 。 なぜなら 礼 振 を 空い た 


最初 に 


こ 、 ズ フル の 
に カ ダ ー に 残 


本 お の の ビリ の 衝 を 行う で べき で 


す 。 ズ フル の 終わ 


の スン ナ を 行う 際 に 


取 


最 ? 


に カ 


に 残し 


OO SN 


ます 。 ア スル の スン ナ を 行う 際 に 
し 、 カ ダー の 礼拝 を 行い 3 


8 ジー トド め の マグ) 


いま す 。 イ シャ ー 000 
の スン ナ を 行う 際 に は 、 最 
光 昌 に PO の の の 


ド 、 終 わ 


に し て 3 


倍 


日 分 の カ ダ ー を 行い ま 
行う 際 も 、 カ ダー を ニー ヤ し つつ 、 カ ダー の 礼 提 
年 分 の カ ダ ー の 礼拝 が ある に し ろ 、 
す 。 カ ダー が 終わ れ ば 、 ス ン ナ の 礼拝 を 始め ます 。 
ば 、 あ ら ゆ る 機会 に カ ダ ー の 礼拝 を 行 
負債 を 終え る べき で す 。 
に な っ て 増え て いく の で す 。 


初 に 


E す 。 マ グリ デ の スン フ 
プ の ファ ルド を ニー ヤ し 、 カ ダー の 礼拝 を 行 


は 、 ア スル の ファ ルド を ニー マヤ 
た を 行う 際 に は 、 


の 財 生 の ファ ル 


に 残し た ウィ ト 


NE の 


す 。 タ ラー ウィ ー の 礼拝 を 


1 
ヽ 


少し で も 
行わ れ な か っ た カ ダ ー の 礼拝 の 罪 は 、 


E ま を 行い ます 。 何 


これ を それ だ け の 年 月 続け ま 


時 間 が あれ 
早く カ ダ ー の 


テー 


ーーー] 礼拝 の 書 ーー 一 


第 6 部 
礼拝 を 行わ な い 人 

アブ ー・ バ クル ・ ス ッ ド ッ ゥ ッ ー ク (アッ ラー が 慶 ば れ ま す よ う 
に ) は 、 次 の よう に 言わ れ て いま す 。「 日 に 5 回 の 礼拝 の 時 間 が 
来る と 、 天 使 た ち は 『 人 間 た ちよ 、 起 き な さ い 。 人 を 焼く 為 に 
意 さ れ た 日 を 、 礼 拝 に よっ て 消し な さい 』 と 言 う 。」 

ある ハデ ィ ー ス で は 、「 信 者 と 不信 仰 者 を 分 ける 違い は 、 礼 拝 
で ある 」 と され て いま す 。 つ まり 、 信 者 は 礼拝 を 行い 、 不 信仰 者 
は 礼拝 を し ませ ん 。 偽 信者 の うち 、 一 部 の 人 々 は 礼拝 を 行い 、 一 
部 の 人 々 は 行い ませ ん 。 偽 信者 は 地獄 で ひど い 久 を 受け る こと に 
な り ま す 。 解釈 学者 た ちの 長 で ある アブ ドゥ ッ ラ ー  ・ イ ブン ・ 
アッ バー ス は 次 の よう に 語っ て いま す 。「 私 は アッ ラー の 使徒 か 
ら 聞 いた 。 彼 は 『 礼 拝 を 行わ な い 者 は 、 審 判 の 日 、 ア ッ ラ ー を 立 
腹 さ えた 状態 で 見 る だ ろう 』 と いわ れ た 」 

ハデ ィ ー ス に 関わ る イマ ー ム た ち が 一 致し て 告げ て いる こと 
は 、「 一 回 の 礼拝 を あえ て 時 間 内 に 行わ な い 、 つ まり 時 間 が 過ぎ 
て し まう 時 に 、 礼 拝 を し て いな いこ と を 苦 に も し な い 人 は 不信 仰 
者 と な る 』 と いう 点 で す 。 あ る い は 、 信 仰 を 持た な い 者 と し て 死 
ぬ と され ます 。 

礼拝 を 思い 起こ し も し な い 人 、 0 
は どう な る の で し ょ う か 。 スン ナ の 道 に < 従う 学者 た ち 邊 。 意見 を 
一 致 さ せ て 「 イ バー ダ は 信仰 の 一 部 で は な い 」 ST だ 
だ し 、 礼 拝 に つい て の 意見 は 一 致し て いま せん 。 法学 に 関わ る イ 
マー ム の うち 、 イ マー ム ・ ア フ マ ド ・ イ ブ ニ ・ ハ ン バ ル 、 イ スハ 
ー ク ・ イ ブ ニ ・ ラ ー ハ ワイ フ 、 ア ブ ド ゥ ッ ラ ー  ・ イ ブ ニ ・ ム バ 
ー ラ ク 、 イ ブラ ヒー ム ・ ナ ハイ ー、 ハ カム ・ ビ ン ・ ウ タイ バ 、 ア 
イ ユ ー ブ ・ サ フ テ ィ ヤー ニー、 ダ ー ウ ド ・ タ ー イ ー、 ア ブー・ バ 
クル ・ イ ブ プ ニ ・ シ ャ イ バ パ 、 ズ バイ ル ・ ビ ン ・ ハ ルプ や その 他 多 く 
の 偉大 な 学者 た ちら は 、 一 つの 礼拝 を 意図 的 に 、 つ まり あえ て 行わ 
な い 人 は 不信 仰 者 と な る 、 と し て いま す 。 だ か ら 、 一 度 の 礼拝 も 
逃さ ず 、 ま た 適当 に 行わ な か いで くだ さ 、。 喜 ん で 礼拝 を 行っ て く 
だ さい 。 審判 の 日 、 ア ッ ラ ー が 学者 た ちの この 一 致し た 意見 に 応 
じ た 六 を 与え られ る な ら 、 ど うす る べき で し ょ うか 。 

ハン バリ ー 派 で は 、 一 つの 礼拝 を 正当 な 理由 な く 行 わな い 人 


て HH 
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ず 、 礼 提 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


は 、 ム ル タ ド の よう に 殺さ れ ま す 。 洗浄 され ず 、 白 布 で 包ま れ 


E も な され ませ ん 。 ム スリ ム の 墓 


墓地 は 明らか に され ませ ん 。 
礼 振 を 行わ な か い 人 に つい て 、 シ ャ ー フ ィ ー 派 で は ムル タ ド に 


な り ま せん が 、 


ハナ フィ 


され る 


M 


その 罰 は 死刑 で す 。 
リキ ー 派 の 見 解 は 、 シ ャ ー フ ィ ー 派 と 同じ で す 。 
派 で は 、 礼 拝 を 行わ な い 人 は 礼拝 を 始め る まで 投獄 


好 に は 埋 更 され ず 、 ま た 


山 の 中 の 穴 に 


昌 め られ ます 。 


礼拝 を し な い 人 に 人 


ゝ 、 血 が 流れ る まで 打 た れる と され ます 。 


5 つの 事柄 を 行わ な か い 人 は 、5 つの こと が 叶い ませ ん 。 
財産 か ら ザ カー ト を 払わ な い 人 は 、 そ の 財産 か ら 幸 福 を 得る こと 
が で きま せん 。 


サダ カ を 支払 わな い 体 に 


ドゥ アー を し な い 人 は 、 2 
礼 捧 の 時 間 に な っ て 、 礼 拝 を する こと を 望ま な い 人 は 、 最 期 の 瞬 
昌 え る こと が で きま せん 。 


間 に カ ! 


ある ッ 


マ ・ シ ャ ハー ダ を ! 


健康 は 残り 


ゝ ディ ー ス で は 次 の よう に 語ら れ て いま す 。 「 正 当 な 四 


な く 礼 拝 を 行わ か なかい 人 に は 、 ア デッラ ー は 


る 。6 つ は 現 


世 で 、3 つ は 死 の 瞬間 に 、3 


ら 起 き 上 が る 時 に 与え られ る 。」 


現世 で 与え られ る 6 つの 全 : 


礼拝 を 行わ な い 人 の 4 


穫 物 か ら ザ カー ト が 支払 われ な い 畑 で は 、 そ の 利益 に 豊か さ が 
見 られ ませ ん 。 


E せ ん 。 


こ 到 達 で きま せん 。 


15 の 苦し み を 与え られ 
つ は 墓場 で 、3 つ は 慕 か 


E 涯 に は 豊か さ が あ り ま せん 。 


その 顔 に は 、 ア ッ ラ ー が 愛さ れる 人 々 の 美 し さ 、 愛 らし さ が あ り 


ませ ん 。 


どの よう な 善 を 施し て も サワ ー ブ が 与え られ ませ ん 。 
ドゥ アー が 受け 入れ られ ませ ん 。 
その 人 を 誰 も 愛し ませ ん 。 


ムスリム た ちの 良い ドゥ アー も 、 こ の 人 に 


は 効果 が あり ませ ん 。 
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死 の 際 に 受け る 信 : 

ひど く 、 悪 く 、 醒 い 形 で 命 を 落と し ます 。 

冠 腹 で 死に ます 。 

た くさ ん 水 を 飲ん だ と し て も 、 渦 き の 苦 し み の 中 で 死に ます 。 

墓場 で 受け る 信 : 

墓 が その 人 を 苦し め ま す 。 骨 が 互い に 刺さ り ま す 。 

墓 が 火 で 満た され ます 。 日 夜 そ の 人 を 焼き ます 。 

アッ ラー は その 墓 に と て も 大 き な へ ビ を 送ら れ ま す 。 現世 で の へ 
IN DD 毎日 、 礼 拝 の 時 間 ご と に その 


人 に か みつ きま す 。 


審判 の 日 に 受け る 上 罰 : 


地獄 へ と 引き ずっ て いく 罰 の 天使 た ら が 、 


ませ ん 。 
アッ ラフ 
夫 

ます 。 


量 人 


礼拝 を 行う 人 の 徳 
礼拝 を 行う こと の 徳 と 、 礼 提 
教え る ハデ ィ ー ス は た くき さん 


あり 


その 人 の そば か ら 了 離 れ 


ー は その 人 を 、 立 腹 さ れ た 状態 で 迎え られ ます 。 
判 は その 人 に と っ て 非常 に 厳し いも の と な り 、 


獄 に 入れ られ 


ま を 行う 人 に 与え られ る サワ ー ブ を 
ます 。 ア ブ ド ゥ ル ハ ッ ク ・ ビ 


ン ・ サ イフ ッ デ イィ イー ン ・ ダ フレ ウィ イー の 「 ア シア トゥ ッ ル ・ ラ マー 


トゥ 」 と いう 本 に よる と 、 礼 提 
言わ れ て いま す 。 


次 の よう に 


アブ ー フ ライ ラ (アッ ラー が お 


て いま す 。 
礼拝 


ダー ン 
避け る 人 の 、 


いて は 消 
俳 へ の 禄 
悔 


され ます 。 
が 軽減 され る 要 


「 ア ッ ラ ー の 使徒 
は 次 の 金曜 礼拝 


ご づ 


/ 


E の 重要 性 


二 計 
まで 、 そ し 


を 告 


慶び くだ さ 


ます よう 


げ る ハデ ィ ー ス で は 


に ) は 語っ 


と みか ilye 夫 | 


に 


5 


避 の 礼拝 と 金曜 


2 の 


と な る 。」 
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H の 
月 まで に 行わ れる 罪 の 償い で ある 。 大きな 罪 を 犯す こと を 
小さ な 人 罪 の 許し の 要 
小さ な 罪 の うち 、 他 の 人 の 権利 が そこ 
小さ な 罪 が 許 


に 入っ て 
され 、 な く な っ た 人 は 、 大 き な 
と な り ま す 。 大 き な 罪 が 許さ れる 為 に 
悟 を 行う こと が 必要 で す 。 大き な 罪 が な けれ ば 、 位 階 が 高め ら 


断食 は 次 の ラマ 


ゝ な いも の に つ 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


れる 要因 と な り ま す 


= 生 


この ハデ ィ ー ス は 『 ム スリ ム 』 で 書か れ て 


いま す 。 
礼 提 


に 5 回 の 礼拝 
E が 必要 と な り ま す 。 


月 の 断食 が その 罪 が 許さ れる 要 
イプ ニ ・ 
っ て いま す 。 
れる か を 、 ア ッ ラ ー の 使徒 に 尋 
』 と 仰せ られ た 。 
早い 時 間 に 行わ れる 礼拝 を と て も 愛さ れる 、 と され て いま す ) 
に 、 ど の 行為 を 愛さ れる か を 誤 ね た 。『 ア ッ ラ ー の 道 に お い 


アブ ドッ ゥ ッッ ラー・ 
ます よう に ) は 語 


に 行わ れる 礼拝 


の 次 
て 聖戦 を 行う こと 』 と 答 
この ハデ ィ ー ス は 、9? 
と ムスリム に 
も 良い も の は 、 
また 別 の も の で は 
す 。 ま 
必 で 


Oo 


」 と され て いま 
きき に 礼拝 を 行う こ 


4 


ラー テニ 


書か れ て いま 


、「 と と ころ ま く 背 


こ 不足 が ある 人 が 許さ れる 為 に は 、 金 曜 
金曜 礼拝 に も 不足 が あれ ば 、 ラ マダ ー ン 
と な り ま す 。 
(アッ ラー が お 
「 ア ッ ラ ー が どの 行為 を 最も 愛さ 
ね た 。 す る と 使徒 は 、『 時 間 通 り 
(いく つか の ハデ ィ ー ス で は 、 
そ 


マス ー ド 慶び くだ さい 


えら れ た 。」 

つの 真正 な ハデ ィ ー ス の 本 、 ブ ハー リー 
す 。 別 の ハデ ィ ー ス で は 、「 行 為 の う 
食事 を 与え る こ と で ある 」 と さき され て いま 
に 挨拶 を する こと で あ 
た 別 の ハデ ィ ー ス で は 「 夜 、 皆 が 寝 て い 
10 NIS 


ィ イース で は 、「 
傷つけ な いこ と で ある 」 
「 最 も 尊い 行為 は 聖戦 で 


ー ス で は 「 最 も 尊い 行為 は 、 
で ある 」 と され て いま す 。 
て 「 継 続 的 な 行為 で ある 」 
に ふさ わし い 、 


し た 人 の 状態 
す 。 あ る い は 、 そ の 時 ( 
イス ラー ム の 初期 に は 
CIL7a 
信仰 し な い 人 々 や 宗派 
村 え る こよ で す 。 スン サザ 1 
の よう な 形 で の 聖戦 を 行 
援助 を 行う 人 も 、 サ ワー 

ハデ ィ ー ス は 、 礼 拝 が ザ 
る こと を 示し て いま す 。 
か ら 救 うこ と は 、 礼 拝 を 


ー 


5 


区 も 上 い 行為 は 、 


こよ っ て も 舌 に よっ て も 誰 も 
0 お この 
ある 」 と され て いま す 。 ま た ある ハデ ィ 
一 切 の 罪 を 犯さ ず 実行 され た ハッ ジ 
「 ア ッ ラ ー を 念じ る こと で ある 」 そ し 
と いう ハデ ィ ー ス も あり ます 。 質問 を 
NII 
返事 が され て いま す 。 例え 


ふさ わし い 


、 行 為 の うち 最も 徳 が あり 尊い も の は 聖 9 
( 今 私 た ち が 生 きる 時 代 に お いて 最も 徳 が ある 行為 は 
に 属さ な い 人 々 に 


ー ヽ 文章 や 出版 物 を も っ て 
こ < 従う 人 々 の 信条 を 広め る こと で す 。 こ 
う 人 に 対し て 、 お 金 、 財 産 、 体 に よっ て 
ブ を 共に 受け ます 。 ク ルアー ン の 言葉 や 
カー ト や サダ カ よ り も より 尊い も の で あ 
し か し 、 死 ん で いる 人 に 何 か を 与え 、 死 
行う こと より も より 尊い も の で す 。 つ ま 
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り 、 異 な る 状態 、 条 件 の 中 で は 、 異 な る も の が より 尊 く な る の で 
す ) 
ウ バ ー ダ ・ ビ ン ・ サ ー ミ ト (アッ ラー が お 賊 びく だ さい ます よう 
に ) は 語っ て いま す 。「 ア ッ ラ ー の 使徒 は 言わ れ ま し た 。『 ア ッ ラ 
は 、 日 に 5 回 の 礼拝 を 行う こと を 命じ られ た 。 誰 か が 立派 に ウ 
ドゥ ー を 行い 、 こ れ ら を 時 間 通 り に 行え ば 、 そ し て ルク ウ な ど を 
完全 に 実行 すれ ば 、 ア ッ ラ ー は 彼 を 許さ れる こと を 約束 され た 。 
これ ら を 行わ な い 人 に は 約束 され な か っ た 。 お 望み に より 許さ 
れ 、 お 望み に PD 
この ハデ ィ ー ス を 、 イ マー ム ・ ア フ マ ャ ド 、 ア ブー・ ダ ー ウ ー 
ド 、 そ し て ナ サ ー イ ー 0 ここ か ら わ か る よう に 
礼拝 の 条件 、 ル クウ や サジ ュ ダ に 注意 を 払う こと が 必要 で す 。 アァ 
ー は 約束 を 違え られ る こと は あり ませ ん 。 正しく 礼拝 を し た 
人 を 、 必 ず 許さ れる の で す 。 
教 友 た ちの うち 有名 な 人 々 の 一 人 、 プ ブラ イダ ・ ア スラ ム (アッ ラ 
ー が お 諾 び よく だ さい ます よう に ) は 語っ て いま す 。「 ア ッ ラ ー の 
使徒 は 言わ れ た 。『 あ な た 方 と の 間 に あ る 契約 は 、 礼 拝 で ある 。 
礼 振 を 放棄 する 者 は 不信 仰 者 と な る 。』」 
この よう に 、 礼 拝 を 行う 人 は ムスリム と 見 な され ます 。 礼拝 に 
重き を 置か な い 人 、 礼 拝 を 第 一 の 務め と 認め な い 為 に それ を 行わ 
な い 人 は 、 不 信仰 者 と な り ま す 。 こ の ハデ ィ ー ス は イマ ー ム ・ ア 
フ マ ィ ド 、 テ ィ ル ミズ ィ ー、 ナ サー イー、 そ し て イブ ニ ・ マ ジャ が 
伝え て いま す 。 
アブ ー・ ザ ル - イ - 0 が 伝え て いま す 。「 秋 の ある 
アッ ラー の 使徒 と 共に 通り に 出 た 。 葉 が 落ち て き て いた 。 使 有 
一 本 の 木 か ら 枝 を ?2 本 折ら れ た 。 こ れ ら の 葉 は すぐ に 落ち て 
し まっ た 。『 ア ブー・ ザ ル よ 、 一 人 の ムスリム が アッ ラー の 為 に 
礼拝 を 行え を ば 、 こ の 枝 か ら 葉 が 落ち る よう に 、 そ の 人 の 罪 が 落ち 
る の だ 』 と 言わ れ た 。」 
この ハデ ィ ー ス は イマ ー ム ・ ア フ マ ド が 伝え て いま す 。 
ザイ ド ・ ビ ン ・ ハ ー リ ド ・ ジ ュ ハ ー ニ ー が 伝え て いま す 。「 ア ッ 
ラー の 使徒 は 言わ れ た 。『 一 人 の ムスリム が 、 正 し く 集 中 し て 9? 
ラ カ ー ト の 礼拝 を 行え を ば 、 過 去 の 罪 は 許さ れる 。』」 
つま り 、 ア ッ ラ ー は 彼 の 小さ な 罪 を 全 て 許さ れ ま す 。 こ の ハデ 


Im 
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ィ ー ス は イマ ー ム ・ ア フ マ ャ ド が 伝え て いま す 。 
アブ ドゥ ッッ ラー ・ ビ ン ・ ア ムル ・ イ ブ ニ ・ ア ス が 伝え て いま 
す 。「 ア ッ ラ ー の 使徒 は 言わ れ た 。『 誰 か が 礼拝 を 行え を ば 、 こ の 礼 
拝 は 審判 の 日 に 光 と し る し と な り 、 地 獄 か ら 救 われ る 要因 と な 
る 。 礼 拝 を 維持 し な けれ ば 、 光 と し る し が な く 、 救 い が な い 。 カ 
ー ル ー ン や フィ ルアウ ー ン 、 ハ ー マ ー ン 、 そ し て ウ バ イ ・ ビ ン ・ 
ハラ フ と 共に いる 。』」 
この よう に 。 人 が 礼 拓 を 、 ブ ァ ル ド 、 ワ リー ジ プ 、 ラン ナ 、 そし 
て 徳 に 適っ た 形 で 行え を ば 、 こ の 礼拝 は 審判 の 日 に その 人 が 光 の 
に いる こと の 要因 と な り ま す 。 こ の よう な 礼拝 を 継続 し て 行わ な 
けれ ば 、 審 判 の 日 、 こ こ で 名 が 挙げ られ た 不信 仰 者 と 共に いる こ 
と に な り ま す 。 つ まり 、 地 獄 で 厳し い 六 を 受け る の で す 。 ウ バ 
イ ・ ビ ン ・ ハ ラフ は 、 マ ッ カ の 不信 仰 者 の 中 で も 凶 又 な 一 人 で し 
た 。 ウ フ ド の 戦い で 、 預 言 者 へ ハ ンマ ド は その 神聖 な 手 で 、 彼 を 
地獄 へ と 送ら れ た の で し た 。 こ の ハデ ィ ー ス は イマ ー ム ・ ア フ マ 
ド と ダー リー ミー が 伝え て いま す 。 バ イハ キー も 、「 シ ュ ア ー ブ 
ル ・ イ ー マ ー ン 」 と いう 書物 に 記し て いま す 。 タ ビー イン (サハ 
ー バ た ちの 次 の 世代 の 人 々 ) の 偉大 な 人 物 の 一 人 で ある アブ ドッ 
ッ ラ ー ・ ビ ン ・ サ キー ク は 語っ て いま す 。「 教 友 た ち は イ バー 
ダ の 中 で 、 た だ 礼拝 を 放棄 する こと が 不信 仰 で も や る こと を 語っ 
汗 。」 

これ を 、 テ ィ ル ミズ ィ イー が 伝え て いま す 。 ア ブ ド ッ ゥ ッッ ラ ー 
ビン ・ サ キー ク は 、 ウ マル か ら 、 ア リー か ら 、 オ スマ ー ン か ら 、 
そし て アー イシ ャ か ら こ の ハデ ィ ー ス を 伝承 し て いま す 。 ヒ ジュ 
ラ 歴 180 年 に 亡くな っ て いま す 。 
アブ ッ ダ ル ダ (アッ ラー が お 慶び よく だ さい ます よう に ) は 語っ て 
いま す 。「 と て も 愛し て いる 人 が 私 に 言っ た 。『 バ ラバ ラ に ちぎ ら 
れ 、 火 で 焼 か れん た と し て も 、 ア ッ ラ ー に 何 も の を も 配 し て は いけ 
な い 。 ファル ド の 礼拝 を 放棄 し て は いけ な い 。 フ ァ ル ド の 礼拝 を 
夏 意 に 放棄 する 人 は 、 ム スリ ム で ある こと か ら 外 れる 。 酒 を 飲ん 
で は いけ な い 。 酒 は 全て の 悪事 の 鍵 で ある 。』」 

この ハデ ィ ー ス は イブ ニ ・ マ ジャ が 伝え て いま す 。 こ の よう 
に 、 フ ァ ル ド の 礼拝 を 重視 せ ず に 放棄 する 人 は 、 不 信仰 者 と な り 
ます 。 人 怠 情 で ある こと か ら 放 棄 す る 人 は 、 不 信仰 者 に は な ら な か 
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っ た と し て も 、 大 き な 罪 と な り ま す 。 イ スラ ー ム が 教え て いる 5 
つの 差し 障 り の うち の 一 つ に よっ て 死ぬ こと は 、 罪 で は あり ませ 
ん 。 ワ イン や アル コー ル 飲 料 の 全て は 、 理 性 を 取り 去る も の で 
す 。 理 性 が な い 人 は 、 あ ら ゆ る 悪事 を 行い ます 。 
アデ アブドゥッラー  ・ イ ブ ニ ・ ウ マル (アッ ラー が お 諾 び くだ さい 
ます よう に ) は 伝え て いま す 。「 ア ッ ラ ー の 使徒 は 言わ れ た 。 『 時 
間 に な る と すぐ に 礼拝 を 行う 人 に 、 ア ッ ラ ー は 満足 され る 。 時 間 
の 終わ り の 方 で 行う 人 を 、 ア ッ ラ ー は 許さ れる 。」』 こ の ハデ ィ ー 
ス は ティ ルミ ズ イ ィ イー が 伝え て いま す 。 

ウン ム - イ - ファ ル ワ が 伝え て いま す 。「 ア ッ ラ ー の 使徒 に 、 ど の 
行為 が 徳 の ある も の か を 人 々 が 尋ね た 。『 行 為 の うち 徳 の ある も 
の は 、 時 間 の 初め に 行わ れる 礼拝 で ある 』 と 答え られ た 。」 

この ハデ ィ ー ス は イマ ー ム ・ ア フ マ ド 、 テ チ ティル ミズ ィ イー、 そ し 
て アブ ー・ ダ ー ウ ー ド が 伝え て いま す 。 礼 振 は イ バ ー ダ の うち 最 
も 畠 高 な も の で す 。 時間 に 入っ て すぐ に 行え ば 、 よ り 眼 高 な も の 
と な り ま す 。 ア ー イ シャ (アッ ラー が お 慶び くだ さい ます よ 2 う 
に ) は 語っ て いま す 。「 ア ッ ラ ー の 使徒 が 礼拝 を 時 間 の 後 の 方 で 
な され た の を 、 私 は ? 回 と 見 て いな い 。」 す な わ ち 、 そ の 生涯 で 
一 度 だ け 、 時 間 の 終わ り の 方 で 礼拝 を され た の で す 。 
アー イシ ャ (アッ ラー が お 度 び よく だ さい ます よう に ) は 語っ て い 
ます 。「 ア ッ ラ ー の 使徒 が 最も 多く 続け られ た ナー フィ ラ の イ バ 
ー ダ は 、 フ ァ ジ ュ ル の 礼拝 の スン ナ で し た 。」 こ の 知ら せ は 、 ブ 
ハー リー で も 、 ム スリ ム で も 記さ れ て いま す 。 こ の よう に アー イ 
シャ は 、 日 に 5 回 の 礼拝 の ファ ルド と 共に 行わ れる スン ナ の 礼拝 
を 、 ナ ー フ ィ ラ の 礼拝 と 呼ん で いま す 。 
茹 大 な イス ラー ム 学 者 で あり 、 ア ッ ラ ー の し も べた ちの 先導 者 
で あり 、 逸 脱し た 人 、 無 宗派 で ある 人 々 に 対す る スン ナ に 従う 
人 々 の 最も 強い 護 者 で あり 、 ア ッ ラ ー が 選ば れ 、 深 く 愛 され た 
イス ラー ム を 広め 、 ビ ドッ ア を 倒し た 偉大 な 戦士 で や る 、 イ マー 
和み の ーー あど ジャ ンジ ディ ー ド > ルプ. イ 。 サー ニー ニー) テツ 
フ マ ド ・ ビ ン ・ ア ブ ド ゥ ル ・ ア ハ ド ・ フ ァ ー ル キー・ サ ル ハ ン デ 
ィ ー (アッ ラー が お 諾 びく だ さい ます よう に ) は 、 イ スラ ー ょ 世 
界 に お ける 比類 の な い 書 物 で ある 「 書 人 簡 集 」 の 第 1 巻 、 第 29 の 
書 偽 で 次 の よう に 説い て いま す 。 
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「 ア ッ ラ ー が 満足 され る 行い と は 、 フ ァ ル ド と ナー フィ ラ の 礼 


拝 で す 。 フ ァ ル ド と 
あり ませ ん 。 
に ナー フィ ラ の イ バ ー ダ を 
ナー フィ ラ 、 例 えば 礼拝 、 
同様 で す 。 さ ら 

徳 で ある も の の うち ーー つ を 
と より も 何 倍 も 尊い も の で 
は 、 あ る 日 


k べ る 


ある 人 の 雇 が 見 えな か っ た 人 為 、 その 理由 を 聞き 


晩 ナ ー フ ィ ラ の 礼 電 
水 グ ] 
礼拝 を 集団 で 行っ て いれ 
で し た 。 この よう に 


E を し て 


つう 


の うち の どれ か を 行う こと 、 


は 、 ズ ィ イクル や 熟考 、 内 省 
ら は 、 徳 で ある こと の 実 ? 
れ ば 、 と て も 効果 的 な も の 
あれ ば 、 何 の 役 に も 立た な 
を 支払 うこ と は 、 何 千 リ ラ 
り も より 良い の で す 。 
いて も 注意 を 払う こと が 大 
殿 。 チーズ イデ の サダ カカ よ 
( 夜 の 礼拝 を 行 5 を 望 


和 の と 


デー つ の ヲ ァ テル 


に 、 フ ァ ル 


ファ ジュ ル の 礼 提 


と 答え が 返っ て きま 


この 1 リラ を 支払 う 際 に 


と 、 ナ ー フ ィ ラ の 礼拝 に は 全 


ド を 時 間 内 に 行う こ 
行う こと 
ザ カ ー ト 、 断 食 、 ズ ィ ク ル 、 
ド を 行う 際 、 そ の スン ナ の う 
行う こと が 、 他 の ナー フィ ラ 
す 。 信 者 た ちの 長 ウ マル ・ フ 
E を し た 時 に 、 礼 拝 を 行う 人 
し た 。 
ます 。 お そら く は 寝過ごし 
し た 。「 一 上 晩 中 眠っ て 、 フ ァ 


に 
き 弥 、 


千 


圭 


し 


ば より よかっ た だ ろう 」 と 彼 は 言 


の ファ ルド を 行う 際 に 、 徳 で 
マク ルー フ で ある も の を 避 
ト り も 何 倍 も 尊い の で す 。 そ 


ご 


了 と 、 マ クル ー フ を 避け る 際 に 


E く 価 


より も より 尊い で す 。 


値 が 
年 休ま ず 
各種 の 
熟考 は 皆 
ち ー つ 、 
を 行う こ 
ァ ー ル ク 
々 の 
「 彼 は 毎 
た の で 
ジュ ル の 
っ た の 
ある も の 
ける こと 
う 、 こ れ 


年 


に 


で す 。 し か し 、 そ れ ら な し に 
い の で す 。 だ か ら 、1 リラ の 
も の ナー フィ ラ の サダ カ を 行 
は 、 そ 
戚 に 与 
Na 
E を 行う 


切 で す 。 例 えば 近い 親 
も 何 倍 も 良い 


む 人 が 、 カ ダー の 礼 提 


る と いう こと は 、 こ こ か ら 
「 書 簡 集 」 の 本 は 、 ペ ル 


理解 され ます )」 


シア 語 で 書か れ て いま す 。 イ 


ラッ バー ニ 師 は 1034 
本 で 亡くな り ま し た 。 そ の 


戸 


邊 」 、 


礼拝 の 真実 
章 大 な イス ラー ム 学 者 の 
「 マ カー ティ ブ ・ シ ャ 


王 
平 


E ( 西 


そし て 「 サ ハー バ た ち 」 そ し て ペル シア 語 の 
ゥ 」 と いう 本 に 長く 記さ れ て いき 


) に イン ド の サル 


暦 1624 


ょ に 行わ 
行う の で 
0 
の 徳 に 
0 
り ま す 。 
べき で あ 


マー ム ・ 
ハン ド の 


客 訳 は 、「 真 実 の 言葉 の 書 」「 


「 バ 


再 


E す 。 


・ ダ フラ 
物 の 85 番目 


アダ ドウ タップ クー 
ファ 」 と いう 書 


『 ゴ 
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永遠 の 幸 
ラー カー 


ウィ ー 
の 書簡 で 


ーー 礼 振 の 書 ーー 一 


次 の よう に 述べ て いま す 。 

「 礼 拝 を 集団 で 行う こと 、 そ し て 「 ト ゥ マー ニー ナ ト ッ 」( ス 
ブ ハ ー ナ ッ ラ ー と いえ る だ け の 時 間 動 か ず に いる こと ) を し な が 
ら 行う こと 、 ル クウ の 後に 「 カ ウマ 」( ル クウ の 後 の 直立 姿勢 ) 
を 行う こと 、9?2 回 の サジ ュ ダ の 間 に ジ ャ ル サ (正座 ) を 行う こと 
は 、 ア ッ ラ ー の 預言 者 を 通し 我々 に 教え られ まし た 。 カ ウマ と ジ 
ャ ル サ が ファ ルド で ある と 見 な す 学 者 た ちがい ます 。 ハ ナ フ ィ ー 
派 の ム フ テ ィ の 一 人 カー ディ ハー ン は 、 こ の 2 つが ワー ジブ で あ 
る こと 、2 つの うち の 一 つが 失念 され た 場合 は 過 矢 の サジ ュ ダ を 
行う こと が ワー ジブ で ある こと 、 意 図 的 に それ を 行わ な か っ た 人 
は 礼拝 を や り 直 すべ き で ある こと を 教え て いま す 。 ム ア ッ カ ダ の 
スン ナ で ある と 見 な す 人 々 も 、 ワ ー ジ ブ に 近い スン ナ で ある と し 
て いま す 。 ス ン ナ を 軽視 し 、 重 き を 置か ず に 放棄 する こと は イス 
ラー ム の 否定 で す 。 礼 振 の キヤ ー ム で 、 ル クウ で 、 カ ウマ で 、 ジ 
ャ ル サ で 、 サ ジュ ダ で 、 そ し て 座っ た 時 に は 、 そ れ ぞ れ 異 な る 状 
態 、 形 が 生じ ます 。 全 て の イ バ ー ダ が 礼拝 の 中 に 集約 され て いる 
の で す 。 ク ルアー ン を 読む こと 、 タ ス ビ ー フ を 唱え る こと (つま 
り ス プ ハ ー ナ ッ ラ ー と 言う こと ) 、 ア ッ ラ ー の 使徒 に サラ ワー ト 
(祝福 祈願 ) を 行う こと 、 罪 を 悔 惜 する こと 、 必 要 と する も の を 
た だ アッ ラー に 求め 、 ド ゥ アー する こと が 、 礼 拝 に 集約 され て い 
る の で す 。 木 々 、 草 は 礼拝 を 行っ て いる か の よう に まっ すぐ 立っ 
て いま す 。 動物 た ち は ル クウ の 状態 で 、 生 命 を 持た な い 存 在 も 、 
礼 振 で 「 カ アダ 」 で 座っ て いる よう に 地 に 広げ られ て いま す 。 礼 
拝 を 行う 人 は 、 こ れ ら の 存在 の イ バ ー ダ の 全て を 行っ て いる の で 
す 。 礼拝 を 行う こと は 、 ミ ー ラ ー ジ ュ の 夜 に ファ ルド と な り ま 
し た 。 こ の 夜 、 ミ ー ラ ー ジ ュ を 行う こと で 、 ア ッ ラ ー の 愛さ れ 
る 預言 者 は 誉れ を 与え られ まし た 。 彼 に 従う こと を 考え つつ 礼拝 
を 行う ムスリム は 、 こ の 祭 高 な 預言 者 へ ムハンマド の よう に 、 ア ッ 
ラー に 近しい 位階 へ と 高め られ る の で す 。 ア ッ ラ ー や その 使徒 に 
対し 徳 を 持ち 、 安 ら ぎ の うち に 礼拝 を 行う 人 は 、 こ の 位階 に 高め 
られ た こと を 理解 し ます 。 ア ッ ラ ー と その 使徒 は 、 こ の ウン マ に 
慈悲 を か けら れ 、 大 き な 恵 み を 与え られ 、 礼 拝 を 行う こと を ファ 
ルド と され まし た 。 こ の こと を アッ ラー に 感謝 いた し ます 。 そ の 
愛さ れる 預言 者 に 、 私 た ち は 祝 福 祈願 、 賞 賛 、 ド ゥ ッ ア ー を 行い ま 


li 
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す 。 礼 朝 


を 拝見 する こと 


E を 行う 際 に 
ズ ハ ル ・ ジ ャ ー ニ ・ ィ 
は 可能 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


は 、 


秘 主義 の 偉 


レム の 「 至 高 の 館 」 へ の 礼拝 が 


の キ ブ ラ に 
た ち 


向 か 
は 立腹 し ま 


が アデ タテ 


仰せ られ まし た 。 礼 下 
が 告げ られ た の で す 。 礼拝 


た 。 こ こ か ら 


理解 され る よう 


が 褒 近 


こと は 、 信 仰 を 


「 あ な た 方 の 


た 。 こ の ハデ ィ ー ス は 、 


生じ る 喜び 、 
ジャ ー ナ ー ン 師 は 「 礼 拝 を 行う 際 、 
* ぶ は な く て も 、 拝 見 し て いる か の よう な 状 
態 が 生じ る 」 と いわ れ て いま す 。 こ の よ 
人 た ち 揃 っ て 教え て いま 
期 に は 、 礼 拝 は エル サレ ム に 向かっ て 行わ れ て いま し た 。 エ ル サ 


うこ と が 命じ し られ た 時 、 
し た 。「 至 高 の 館 に 向かっ て 行っ て いた 礼拝 
うな る の か 」 と 言っ た の で し た 。 雌 和牛 章 第 143 節 が 
ー は 、 あ な た が た の 信仰 を 決し て 虚しく な され な い 」 と 
な く 放 っ て お か れる こと は な いこ と 
は 、 信 仰 の 
に 、 礼 拝 を スン ナ 
順 な うこ と に な る の で す 。 預言 者 ムハンマド は 、 
の 光 、 そ し て 喜び は 礼拝 
「 ア ッ ラ ー 


安らぎ は 驚く べき も の で す 。 マ 


2 


う な 状態 が 生じ る こと 
E す 。 イ スラ ー ム の 最初 


棄 さ れ 、 預 言 者 イブ ラー ヒー ム 
マデ ィ ー ナ の ユダ ヤ 教 徒 
は ど 
際 


下さ れ 、 


に 教え られ まし 
に 従っ て 行わ な い 


言葉 と 


に ある 」 と いわ れ ま し 
は 礼拝 に 姿 を お 見 せ に な ら 


れ 、 そ れ に よっ て 目 に や すら ぎ が も た ら さ れる 」 と いう こと を 意 
味 し ます 。 あ る ハデ ィ ー ス は 、「 ビ ラー ル よ 、 私 を 楽に し て ほし 
4 アザ ー ン を 唱え 、 礼 振 の イカ ー マ を 読み 上 げ 
て 私 を 楽に し て ほし い 」 と いわ れ ま し た 。 礼拝 以外 の 何 か に 快楽 
NPD 礼拝 を 損なう 人 、 人 逃 す 人 
は 、 そ れ 以 外 の 宗教 的 な 事柄 を さら に 逃し ます 。 
礼拝 に お ける 人 畠 高 さ 

イマ ー ム ・ ラ ッ バ ー ニ (アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう に ) は 
「 書 簡 集 」 と いう 本 の 第 1 巻 、261 番目 の 書簡 で 次 の よう に 
て いま す 。 

「 次 の こと は 確実 に 認識 され る べき で す 。 礼 捧 は 、 イ スラ ー ム の 


5 つの 条件 の 2 番 


こ に 集約 され て いま す 。 イ スラ ー 


いえ 、 そ の 旬 括 1 


性 に より 、 そ れ E 


目 で ある と いう こと で す 。 


全て の イ バ ー ダ が そ 
ム の 5 分 の 1 の 部 分 で ある と は 


体 が イス ラー ム で ある と も いえ 


AU へ 20 人 有 INGN 第 一 0 


な っ た の で す 。 諸 


甘 界 の 王 、 そ 
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な お 方 に 、 ミ ー ラ ー ジ ュ の 彼 、 天 国 で 与え られ る アッ ラー と の 
誉れ ある 面会 が この 世界 に 下さ れ ま し た 。 その後 、 こ の 世界 の 状 
態 に ふさ わし いも の と し て 、 た だ 礼拝 が 与え られ た の で す 。 だ か 
ら こ そ 、「 礼 拝 は 信者 の ミー ラー ジュ で ある 」 と され て いる の 
で す 。 あ る ハデ ィ ー ス で は 、「 人 が アッ ラー に 最も 近く な る の は 
礼拝 に お いて で ある 」 と され て いま す 。 その道 の 跡 を た どる 偉大 
な 人 々 に も 、 ア ッ ラ ー に まみ える と いう 誉れ か ら 、 こ の 世界 に お 
ける 大 き な 取 り 分 が た だ 礼拝 に お いて ある の で す 。 そ う 、 こ の 世 
界 で アッ ラー を 目 に する こと は 不可 能 で す 。 こ の 世界 に は それ が 
で きる 場所 は 存在 しない の で す 。 し か し それ に 従う 僅 大 な 人 々 に 
は 、 礼 拝 を 行う 際 、 こ の アッ ラー に まみ える と いう 准 れ か ら 、 何 
ら か の も の が 与え られ る の で す 。 礼 拝 を 行う こと が 命じ られ て い 
な けれ ば 、 そ の 目的 、 意 図 の 美しい 側面 か ら 、 誰 が 呈 い を 取り 除 
く こ と が で きた で し ょ う 。 深い 愛 を 抱く 人 々 は 、 そ の 愛さ れる 対 
象 を どの よう に 見 出 ず こと が で きた で し ょ う 。 礼拝 は 、 悲 し ん で 
いる 魂 に 豆 び を 与え る も の で す 。 礼拝 は 心 の 癒し で す 。「 ビ ラー 
ル よ 、 私 を 楽に し て ほし い 」 と アザ ー ン を 唱え る こと を 命じ られ 
て いる ハデ ィ ー ス が 、 こ れ を 示し て いま す 。「 礼 拝 は 私 の 心 の 喜 
び で あり 、 目 の 光 で ある 」 と いう ハデ ィ ー ス は 、 こ の 願い を 示し 
て いま す 。 

喜び 、 興 奪 、 知 恵 、 アッ ラー に つい て の 知識 、 地 位 、 光 、 色 、 
心 の 移り 変わ り 、 安 定 、 理 解 さ れる ・ そ し て 理解 され な い 顕 示 、 
姿 の ある ・ そ し て 姿 の な い 顕 現 の うち 、 ど れ で あれ 礼拝 以外 の と 
ころ で 生じ て いる の で あれ ば 、 そ し て 礼拝 の 真実 を 何 も 理 解 し て 
いな い の で あれ ば 、 そ れ ら は 全て 影 、 反 射 そ し て 現象 に よっ て で 
きた も の な の で す 。 む し ろ 妄 想 や 空想 以外 の 何 も の で も な いで し 
ょ う 。 礼拝 の 真実 を 理解 し た 完成 され た 人 は 、 礼 拝 に 立っ た 時 に 
は あたかも この 世界 か ら 離 れ て 来世 で の 生 に 入っ た よう に 、 来 世 
に 特有 の 恵み か らい くつ か の も の を 授かる の で す 。 そ こ に 反射 や 
想像 を 混入 させ る こと な く 、 そ の 本 来 の と ころ か ら 喜 びと 取り 分 
を 得 ま す 。 なぜなら 、 こ の 世界 に お ける 全て の 奇 踏 や 恵み は 、 
影 、 反 射 、 そ し て 現象 か ら 生 し て いる も の で す 。 影 現象 が 介入 
せ ず 、 直 接 本 質 か ら 生じ る 奇跡 や 恵み と いう も の は 、 来 世に 特有 
の も の な の で す 。 こ の 世界 で 本 質 か ら 恵 み を 得る 為 に は 、 ミ ー ラ 
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うに ) は 、 


ミー ジー ジュ 
か れ た の で す 。 天 


ーーー] 礼拝 の 書 ーー 一 


ー ジ ュ 決 必要 で かす 。、 こ の ミー ラー ジュ が 、 依 者 に と ぉ っ て の 
礼 振 な の で す 。 こ の 上 恵み は 、 こ の ウン マ に 特有 の も の で す 。 預言 


者 た ち に 従う こと に よっ て こ れ を 受け る こと が で きる の で す 。 な 
ぜ な ら こ の ウン マ の 預言 者 (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よ 
の 夜 に この 世界 か ら 離 れ 、 来 世 へ と 行 
国 に 行か れ 、 ア ッ ラ ー に まみ える と いう 幸福 、 
恵み に よっ て 人 誉れ を 与え られ まし た 。 ア ッ ラ ー よ ! あな た は この 


江 大 な 預言 者 (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) へ 、 そ 


の 偉大 さ に ふさ わし い 善 を お 与え くだ さい 。 全て の 預言 者 た ち に 
も 、 幸 福 と 善 を お 与え くだ さい 。 彼ら は 人 々 を 、 そ し て アッ ラー 


を 知り 、 ア ッ ラ ー の 
ー が 好ま れる 道 を 示し た の で す 。 


イス ラー ム 
実 が 教え られ ず 、 
の 苦し み へ の 楽 を 9 
る 為 に 、 他 の 事 
人 々 の 一 部 は 、 礼 提 


ご 滴 悦 を 得る よう に と 呼び 掛け られ 、 ア ッ ラ 


秘 主義 の 道 に いる 人 々 の 多く は 、 彼 ら に 礼拝 の 真 
また その 特有 の 完全 性 が 示さ れ て いな い 為 、 そ 
] の と ころ で 探し て きま し た 。 そ の 目的 に 達 す 
ほ 柄 に 道 を 見 出し て きた の で す 。 さ ら に こう いっ た 
E が その 道 の 外 に あり 、 そ の 目的 と も 関係 は な 


いと 見 な し て いま し た 。 断 食 が 礼拝 より も より 崇高 だ と 見 な し て 
いま し た 。 礼拝 の 真実 を 理解 で き な い 人 々 の 多く は 、 そ の 苦し み 
を 軽減 し て 魂 を 楽に する こと を 、 舞 踏 や 音楽 に 酔い し れ て 我 を 忘 
れる こと に 求め て きた の で す 。 そ の 目的 で ある 愛す べき お 方 、 即 


ち ア ッ ラ ー が 、 音 楽 の 覆い の 後ろ に 
の 為 に 舞踏 に 夢中 に 


ある も の 


存在 する と 考え た の で す 。 こ 


な っ た の で す 。 し か し 彼ら は 、「 ハ ラー ム で 
に 、 癒 し へ の 効果 ある も の は 創造 され な い 」 と いう ハデ 
ィ ー ス を 聞き まし た 。 そ う 、 そ れ は 湧 れ か け て いる 泳ぎ の 初心 者 


が 、 あ た り 構 わ ず 草 を も つか も うと する の に 似 て いま す 。 何 か へ 
よ 、 そ の 愛情 を 持つ 人 の 目 を 閉ざし 、 ま た 廿 を も 聞こ 
えな くし ます 。 彼ら が も し 、 礼 拝 
いれ ば 、 舞 踏 や 音楽 に つい て 言及 する こと さえ な く 、 そ れ ら に 明 
いし れる こと な ど 思 いつ きも し な か っ た で し ょ 2 う 。 


の 強い 愛情 


兄弟 た ち 
れ 、 礼 拝 で 生じ る 完全 属 
い 遼 いも の で す 。 理 司 


よ ! 礼拝 と 音楽 の 間 ( 


の 完全 性 を わずか で も 味わっ て 


こ ど れ ほど の 距離 が ある の で あ 
E と 音楽 で 生じ る 影響 も 、 互 い に 同じ くら 


を 理解 する で し ょ う 。 


E を 持つ 人 で あれ ば 、 こ れ だ け の 示唆 で 多く 
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イ バ ー ダ に 喜び を 感じ る こと 、 こ れ ら を 行う こと が 困難 に 感じ 
られ な いと いう こと は 、 ア ッ ラ ー の 最大 の 恵み の 一 つ で す 。 特に 


礼拝 の 喜び は 、 完 全 


せん 。 ファル ド の + 


の 礼拝 の 喜び が 感じ られ 


に 成就 し て いな い 人 に は 味わう こと が で きま 


L 拝 の 喜び を 味わう こと は 、 そ うい っ た 人 々 に 


固有 の も の で す 。 なぜなら 完全 さ に 近づい た 人 に は 、 ナ ー フ ィ ラ 
E す が 、 完 全 さ に 至っ た 人 に は 、 た だ フ 


ァ ル ド の 礼拝 の 喜び が 感じ られ る た めで す 。 ナ ー フ ィ ラ の 礼拝 に 


豆 び を 感じ ず 、 フ ァ ル ド を 行 
(ナー フィ ラ の 礼 提 


f う こと は 大 き な 益 と され ます 。 


E と は 、 フ ァ ル ド や ワー ジブ 以外 の 礼拝 と いう 


意味 で す 。 日 に 5 回 の 礼拝 の スン ナ や 、 そ の 他 の ワー ジブ で は な 


い 礼 振 は 、 全 て ワー ジブ で す 。 ム アッ カ ダ で ある も の 、 ム アッ カ 
ダ で は な いも の 、 全 て の スン ナ は ナー フィ ラ で す ) 


礼拝 で 4 


【【 


じ る 喜び に は 、 我 欲 の 取り 分 は あり ませ ん 。 人 が これ 


を 味わう 際 、 我 欲 は すす り 泣 いた り 泣 き 叫ん だ り し て いま す 。 ア 
ッ ラ ー よ 、 こ れ は どれ ほど に 偉 大 な 位階 で し ょ うか 。 私 た ちの よ 
うに 魂 が 病 し で いる 人 々 が この 言葉 を 聞く こと も 大 き な 恵 み で あ 


り 、 真 の 幸福 で す 。 
十分 に 知り な さ v 


*\。 この 世界 で の 礼拝 の 位階 、 段 階 は 、 来 世に 


お いて アッ ラー に 3 


に か か る 時 で す 。 


す 。 来 世に お いて アッ ラ 


まみ える こと の よう に 宗 高 な も の で す 。 こ の 世 


界 で 人 が アッ ラー に 最も 近 し く な る の は 、 礼 拝 を し て いる 時 で 


に 最も 近 し く な る の は 、 ア ッ ラ ー に お 


この 世界 で の 全て の イ バ ー ダ は 、 人 を 礼拝 が 


す 。 永 遠 の 幸 福 、^ 


で きる 状態 に する 為 の も の で す 。 真 の 意図 は 、 礼 拝 を 行う こと で 


・ 限 の 恵み を 得る こと は 、 礼 拝 を 行う こと に よ 


っ て の み 可 能 と な 


ます 。 


礼拝 は 全て の イ バ ー ダ より も 、 そ し て 断食 より も 尊 いも の で 
す 。 礼 拝 が ある か ら こ そ 、 心 が 喜び で 満た され ます 。 礼 振 が ある 


か ら こ そ 、 罪 が 消さ れ ま す 。 人 を 悪事 か ら 守 り ま す 。 ハ ディ ー ス 
で は 、「 礼 拝 は 心 の 楽し み で あり 、 喜 び の 源 で ある 」 と され て い 


ます 。 礼 拝 は 悲し ん で いる 
9 礼拝 は 心 の 癒 し で す 。 


礼拝 の 神秘 


に 喜び を 与え ます 。 礼拝 は 魂 の 糧 で 


イマ ー ム ・ ラ ッ バ ー ニ は 「 書 筒 集 」 と いう 本 の 第 1 巻 、304 番 
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目 の 書簡 で 次 の よう うに 語っ て いま す 。 
ー に 感謝 し 、 預 言 者 ム ハ ン マ 
に 祝 


「 ア ッ ラ 
が あり ま 


す よ うに ) 


く の 章 旬 で 、 善 行 を する 信者 た ち が 天 国 
0 この 善行 と は 何で し ょ うか 。 い 
。 それと も その 一 部 で し ょ うか 。 も し 全て の 良い 


呈 


も 、 それ を 実行 する こと 


アッ ラフ 


* (アッ ラー の 祝福 と 
晶 祈 願 を 行っ て か ら 、 
こと が で きる よう ドッ アー を し ます 。 


随 


永遠 の 幸福 を 得 


ー は クル アー ン の 多 


に 入る こと を 教え られ て 


行い の 全て で し ょ 5 


行い で ある 


は 誰 に も で きま せん 。 そ の 一 部 で ある 


ヽ 


な ら 、 ど の よう な 


し 


ー は その 恵み に より 次 の よう 
善行 と は 、 イ スラ ー ム の 5 つの 


旧 


ら 救 われ る こと は 強 
で あり 、 人 々 を 罪 や 醒 
昧 章 第 45 節 で は 


、「 本 当 に 礼拝 は 、 
ける 」 と され て いる の で す 。 
件 を 実行 する こと が で きれ ば 、 そ の 恵み に 感謝 し た こと ( 


(人 を ) 
一 人 の 人 が 、 


行い が 求め られ て いる の で し ょ うか 。 
に 仰せ られ て いま す 。 こ こ で の 
成 要素 で あり 、 村 
く 願 われ ます 。 な ぜ な ら こ れ ら は 誠実 な 行い 
い 行 いか ら 守 り ま す 。 


紀 


ア 


E で す 。 地獄 か 


事実 クル アー ン の 昌 
柄 行 と 悪 
イス ラー ム の 5 つの 条 


事 か ら 遠 ざ 


こ な り ま 


す 。 なぜなら アッ ラー は 、 婦 人 章 第 146 節 で 「 も し あな た が た が 


感謝 し て 信仰 する な ら ば 、 ア ッ ラ ー 


は どう し て あな た が た を 処 六 


され よう か 」 と 仰せ られ て いる た めで す 。 だ か ら イ スラ ー ム の 5 


つの 条件 を 実践 する 為 


この 5 つの 条件 の うち で 最も 重要 な も の が 礼 


イス ラー ム の 柱 で す 。+# 
9- 肖 の 。 


SM) ま す よ うり 人 E。 
礼拝 に 立つ 時 ( 


ー 
= 


ー は 被 造物 の イ バ ー ダ を 全く 必要 と され て いな いこ 
を 持た れ て いな いこ と 、 人 の 礼拝 
宣言 する こと で す 。 礼拝 中 の タク ビー ル 
適し た 優れ た 点 も カ 
ビー フ に も この 意味 
その 為 ル クウ の 後に は タク ビー ル が 命じ られ て いま せ 


(NR 
に 何 の 効 用 も な いこ 
が 、 ア ッ ラ ー 
(0 
が あり 、 


と を 
に ふさ わし い イ バー ダ を 行う に 


に 、 心 か ら の 努力 を する べき な の で す 。 


E で あり 、 こ れ は 


L 拝 の 徳 の うち の どれ も 損なう こと な く 行 


努力 し な けれ ば な り ま 
きれ ば 、 イ スラ ー ム の 根本 の 大 き な 基 盤 が 形成 され た こと ( 
ます 。 地 獄 か ら 救 われ る 為 の し っ か 
な る の で す 。 ア ッ ラ ー が 私 た ち 全員 !( 


ます 。 


ト ん 。 ネ 


ルク ウ で の タス 
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と し た 糸 を 手 に 
こ 正 し い 礼 提 


し 拝 を 完全 に 行う こと が で 


こ な り 
し た こと に 
E を 行わ せ て くだ 


I 学 デー プン アデ グル Ll 志 言 うこ ご は 、 ア ッ 


と 、 ど の 和 撤 
は アッ フー 


ーーー] 礼拝 の 書 ーー 一 


ん 。 し か し サジ ュ ダ で の タス ビー フ の 後 で は 命じ られ て いま す 。 


な ぜ な ら サ ジュ ダ は 、 謙 虚 さ 、 謙 送 の 最たる も の で あり 、 
これ を 行う こと で 真 に 、 
思い 込む こと が あり ます 。 こ の 思 
に 身 を 付 し て 起き 


卑 小 さ を 示す 最たる 段階 で ある 薦 、 
な イ バ ー ダ を し て いる と 
か ら 身 を 守る 為 、 サ ジュ ダ 
ル を 行う こと は スン ナ で す 。 ま た サジ ュ 


ラー (崇高 で ある )」 と 言う こと が 命じ られ て いる の で す 。 礼拝 
拝 の 最後 に 預言 者 ム ハ ン 
夜 に お っ し ゃ っ た こと で 誉れ を 得 ら れ た 


は 信者 た ちら の ミー ラー ジュ 
マ ド が ミー ラー ジュ 
言葉 、 す な わ ち 「 ア ッ タ ヒヤ ー ト ッ ゥ ッ 」 を 
いま す 。 だ か ら 礼 
ジュ と する べき で す 。 ア ッ ラ ー へ の 近 
に 求め る べき な の で す 。 

預言 者 ムハンマド 


で あり 、 礼 


呈 


(アッ ラー の 祝福 


出 等 
た 


上 が る 際 に 
ダ の タス ビー フ で 、 


昌 え る こと が 命じ られ て 


E ま を 行う 人 は 、 礼 拝 を E 


分 に と っ て の ミー ラー 


と 


し さ の 最高 の 状態 を 礼拝 


FE 安 が あり ます よう に ) 


は 仰せ られ て いま す 。 


「 人 が アッ ラー に 


を 行っ て いる 時 で ある 。」 礼拝 を 行う 人 は 、 ア ッ ラ ー と 
に 懇願 し 、 そ の 偉大 さや 、 ア ッ ラ ー 以 外 の 何 も の も 無 で 
従っ て 、 礼 拝 で は 恐れ 、 景 
快 み が 生じ 得る 為 、 そ こ か ら の 征 め を 得 て 楽 に な る よう に 
に 9? 度 挨拶 を 行う こと が 命じ し られ て いま す 。 


グ ツジ デー 
ある と いう こと を 
怖 、 
礼拝 の 最後 

預言 者 
後 、83 
て 1 回 、 
は 、 れ f 
わし い 、 
タフ ミー ド に よっ て 、 札 拝 で 誉れ を 得 た 


に する の で す 。 


ロ 


メス ピー プ 、 299 回 ググ ミー ド 、 
タフ リー ル を 行い な さい 」 と 命 


ロ 


最も 近づく 時 と 


は 、 礼 振 


ムハンマド は ある ハデ ィ ー ス で 、 


[ 拝 で の 過ち を タス ビー フ で 杉 う 為 で す 。 ア ッ ラ 
完全 な イ バ ー ダ が で き な か っ た こと を 告げ る も の で す 。 


鍛錬 に よる も の で ある こと を 訟 識 し 、 こ の 大 き な 恵 み 


会 話し 、 


「 フ ァ ル ド の 礼拝 の 
88 回 タク ビー ル 、 そ し 
$ じ られ て いま す 。 こ の 理 
ー に ふさ 


こと が アッ ラー の 援助 と 
に 感謝 する 


の で す 。 タ クビ ー ル を 行う こと で 、 ア ッ ラ ー 以 外 に イ バ ー ダ に ふ 


さわ し い 存 在 は 何 も な いこ 
礼 提 
才 い 、 
持た な いと いう こと を 、 
よっ て 確認 すれ ば 、 


と を 宣言 
E を 条件 や その 徳 に 従っ て 行い 、 


心から 、 純 粋 
この 礼拝 は 受け 入れ 


し ます 。 
そこ 
礼拝 を 行え を た こと を 感謝 し 、 イ バー ダ に は 他 の 誰 も 権利 を 
に 、 カ リマ ・ タ ウ ヒ ー ド に 


で の 不足 を この よう に 


られ 得る の で す 。 こ の 人 


は 、 礼 拝 を 行っ た 人 、 救 われ る 人 と な る の で す 。 ア ッ ラ ー よ 、 預 
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言 者 た ちの うち 最も 崇高 な お 方 へ の 敬意 の 為 に 、 私 た ち を 、 六 拝 


を 行 全 し も べべ と な きる て で くだ きい 。 デ アーミー ジ 。 


NDY 


礼拝 の 後 の ド ゥ アー 

「 ア ル ハ ム ド ゥ リッ ラー ヒ ラッ ピル アー ラミ ー ン 。 ア ッ サ 
ジー トウ み ツタ サザ ア ーー テテ プペ ーー リザ ハデ デ ディ 
ン ワ アー リヒ _ ワ サフ ビ ヒ ー アジ ュ マ ー イ ン 」 

主 よ 、 行 っ た 礼拝 を 認め て くだ さい 。 私 の 来世 、 先 行き を 良い 
も の と な さっ て くだ さい 。 最期 の 息 で カリ マ ・ タ ウ ヒ ー ド を 唱え 
る こと が で きま す よ うに 。 亡くな っ た 、 私 に 関わ る 人 々 を お 許し 
くだ さい 。 

「 ア ッ ラ ー フ ンマ グフ ィ ル ワル ハム ワ アン タ ハイ ルッ 
ジー さこ ー ツ 、 ダ サッ ジッ ニー ふみ スリ マン ウツ テル ラク こら 
ビッ サー リヒ ー ン 、 ア デッラ ー フ ンマ グフ ィ ル リ ワー リ ダ ー ヤ 
ワ リ ウス ター ズ イ ヤ ワ リム ッ ミ ニー ナ ワル ムッ ミナ 
ー ト ゥ ヤ ウ マ ヤク ー ム ル ヒサ ー ブ 」 

主 よ 、 私 を シャ イタ ー ン の 災い か ら 、 敵 の 災い か ら 、 悪 を 命じ 
る 我 欲 の 災い か ら 守 っ て くだ さい 。 私 た ちの 家 に 、 良 い も の 、 
合法 で 尊い 糧 を お 上 恵み くだ さい 。 イ スラ ー ム に 従う 人 々 に 祝福 を 
お 与え くだ さい 。 ム スリ ム の 敵 た ち を 減 ぼ し て くだ さい 。 不 信仰 
者 と 聖 邊 を 行う へ ムスリム た ち を 、 神 の 援助 に よっ て お 助け 下さ 
い 。 
「 ア ッ ラ ー フ ンマ イン ナカ アフ ー ウ ン カリ ー ム ン トッ ゥ ヒ 
ッ プ ブル アフ ワ ファ ー フ アン ニ 」 

アッ ラー よ 、 病 人 に 健康 を 、 苦 し ん で いる 人 々 に 癒し を お 与え 
くだ さい 。 

「 ア ッ ラ ー フ ンマ イン ニー アッ サル カッ スハ ー タ ワル ア 
ー フ ィ ヤ タ ワル アマ ー ナ タ ワ フス ナル フル ク ワッ ル ダ 
ー ビル カ ダ リ ビラ フフ マティカ ヤー アル ハマ ル ラ ー ヒ ミー 
ン 」 

わが 母 、 わ が 父 、 子 供 た ち 、 親 戚 、 友 、 そ し て 全て の イス ラー 
ム の 上 兄弟 た ち に 、 尊 い 生涯 と 良い 徳 、 正 し い 知 性 と 健康 、 正 し 
い 方 向 へ の 導き 、 正 し い 道 を お 恵み くだ さい 、 主 よ ! アー ミー 
ン 。 
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「 ワ ル ハ ム ド ゥ リッ ラー ヒ ラッ ピル アー ラミ ー ン 、 ア ッ ラ ー 
フン マ サッ リ アラ ー、 ア ッ ラ フン マ バー リク アラ ー、 ア 
ッ フ ラー フン マ ラッ バ パ バナー アー ティ ナー、 ワ ル ハ ム ド ッ ウッ リッ 
ラー ヒ ラッ ビル アー ラミ ー ン 。 ア スタ グフ ルッ ラー、 ア スタ グ 
フル ッ ラ ー、 ア スタ グフ ルッ ラ ハ ル アズ ィ ー ム アル カリ ー ム 
アッ ラズ イィ イー ラー イラ ー ハ イッ ラー フワ る ハイ ヤル カ ュ ユー 
マデ アト ッ タープ イラ イジ] 


E 細 の 解説 (ドゥ アー が 受け いら れる 為 の 条件 ) 
ムスリム で ある こと 。 
スン ナ に 従う 信仰 を 持っ て いる こと 。 こ の 為 、4 つの 学派 の どれ 
か に 従う こと が 必要 で す 。 
ファ ルド を 行う こと 。 カ ダー に 残っ た 礼拝 を 、 夜 、 そ し て スン ナ 
の 代わ り に カ ダ ー を 行い 、 少 し で も 早く 済ま せる べき で す 。 

ファ ルド の 礼拝 が カ ダ ー に 残さ れ て いる 人 の 、 ス ン ナ と ナー フ 
ィ ラ の 礼拝 、 そ し て ドッ アー は 受け 入れ られ ませ ん 。 つ まり 、 そ 
れ 自 体 が 真正 な も の で あっ た と し て も 、 そ の サワ ー ブ は 与え られ 
ませ ん 。 シ ャ イタ ー ン は ムスリム を 天 く 為 に ファ ルド を 無 価値 な 
も の と 示し 、 ス ン ナ や ナー フィ ラ を 行わ せよ うと し ます 。 礼拝 
は 、 時 間 が 来 た こ と を 認識 し 、 早 いう ち に 行う べき な の で す 。 
ハラ ー ム を 避け る べき で す 。 受け 入れ られ る の は 、 ハ ラー ル で あ 
る も の を 日 に する 人 の ドゥ アー で す 。 
ワリ ー の 誰か を 媒介 に し て ドッ アー を 行う べき で す 。 

イン ド の 学者 の 一 人 ムハンマド ・ ビ ン ・ ア フ マ ド ・ ザ ー ヒ ド 
は 、 そ の 書物 の 54 章 で 、 ペ ベル シア 語 で 次 の よう に 語っ て いま 
す 。「 ド ゥ アー が 認め られ る 為 に は 、2 つの こと が 必要 で ある 。 一 
つ は 、 ド ゥ アー を イフ ラー ス で 行う こと で ある 。2 つめ は 食べ た 
も の 、 着 て いる 者 が ハラ ー ル で ある こと で ある 。 信 者 の 部 屋 に 、 
率 た ば ほど で あれ ハラ ー ム で ある も の が あれ ば 、 こ の 部 屋 で な さ 
れ た ドッ アー は 受け 入れ られ な い 。」 イ フラ ー ス と は 、 ア ッ ラ ー 
以外 の 何 も の に つい て も 考え ず 、 た だ アッ ラー か ら 求 め る こと で 
す 。 こ の 為 、 ス ン ナ に 従う 学者 た ち が 教 えた 形 で 信仰 を 持ち 、 イ 
スラ ー 人 < 従う こと 、 特 に 他 の 人 の 権利 を 侵害 し な いこ 
。 こ 5 回 の 礼拝 を 行う こと が 必要 な の で す 。 


0 
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信仰 を 新た に する ドッ アー 

アッ ラー よ ! 思春 期 に 達し て 以来 、 こ の 時 まで 、 イ スラ ー ム の 
敵 や ビ ド ッ ア に 逸脱 し た 人 々 の 英 購 を 信じ し て 持っ て し まっ た 誤っ 
た 信仰 と 、 ビ ドゥ ア で あり 罪 で ある 私 の 発言 、 私 が 聞い た も の 、 
見 た も の 、 行 っ て きた こと に つい て 、 私 は 深く 悔やん で いま す 。 
2 度 と あの よう に 誤っ た 形 で 信仰 し な いこ と を 願い 、 ニ ー ヤ し 、 
意図 し ます 。 預言 者 た ちの 始ま り で ある の は 預言 者 アー ダム で あ 
り 、 最 後 の 預 言 者 は 言 者 ムハンマド で し た 。 私 は 、 こ の ?2 人 の 預 
言 者 、 そ し て 2 人 の 間 に や っ て きた 話 預 言 者 を 信じ まし た 。 全 て 
正しく 、 誠 実 で す 。 彼 ら が 知ら せ て いる こと は 正しい の で す 。 
アー マン トゥ ビッ ラー ヒ ワ ビ マ ー ジャ ー ミン イン 
ディ タダ ター、 マク ぬ ふみ ラー ディ ッ ラ ア 、 ワ アー マシ トッ 
ラス ー リ ッ ラ ー フ ワ ビ マ ー ジャ ー ミン イン ディ ラス 
リッ ラ デン ふ ラ ー デ イィ ラス ー リ ッ ラ ー フ 、 ア ー マ ン 
ッ フ ラー ヒ ワ マフ ラー イカ ティ ヒ ワ クト ッ ビ ヒ ワ 
ワル ラウ ミル アー ヒ リ ワ ビル カ ダ リ ハイ リヒ 
ー ワウ シャ ッ リ ヒー ミナ ッ ラ ー ヒ タダ アー ラー ワル バス 
バダ ル マ ウ ティ ハッ クン アシ ュ ハ ドッ アン ラー イラ ー 
ハ イッ ラッ ラー フ ワ アシ ュ ハ ドゥ アン ナ ム ハ ン マ ダ ン 
アブ ドゥ フ ワ ラス ー ル フ 。 


TTY 


礼拝 の 英知 (礼拝 と 健康 ) 
ムスリム は 礼拝 を 、 ア ッ ラ ー の 命令 で ある 為 に 行い ます 。 ア ッ 
ラー の 命令 に は 多く の 英知 、 効 用 が あり ます 。 禁 じ ら れ て いる こ 


に も ゃ 、 や 害 の 一 部 
は 、 今 日 医学 の 研究 者 た ち に よっ て 確認 され て いま す 。 イ スラ ー 
ム ほ ど に 健康 を 重要 視 す る 宗教 や 思想 は 他 に あり ませ ん 。 イ スラ 
ー ム は 、 イ バー ダ の 最も 崇高 な も の で ある 礼拝 を 、 生 涯 の 最後 ま 


で 行う こと を 命じ てい ます 。 礼 拝 を 行う 人 は 、 当 然 健康 の 為 の 効 
H を も 得る の で す 。 礼 拝 が も た ら す 健康 面 で の 効用 の うち 、 一 部 
は 次 の 通り で す 。 
礼拝 で 行わ れ て いる ゆっ くり と し た 動作 は 、 心 臓 に 負担 を か け ま 
せん 。 礼拝 は 一 日 の 様々 な 時 間 に 行わ れる 為 に 、 人 を 常に 力強く 
民 ち ます 。 
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日 に 頭 を 地面 に 


80 
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司 つ ける 人 の 脳 に 


凍 この 人 為 、 脳 細胞 が 十分 
憶 や 人 格 を 損なう こと は あま 


律動 的 に 多く の 
9 に 成 さ れ 、 
りあ り ま せん 。 こ うし た 人 え 々 は 、 よ 


が 運 
L 拝 を 行う 人 が 記 


り 健康 的 な 生涯 を 送り ます 。 今 日 の 医学 で 誰 知 症 と 呼ば れる 状態 


に は な り に 


よ い 状 態 で 
が 上 が る こと が な く 、 


で きま す 。 白内障 や 緑内障 
き は 、 
と よっ て 


礼拝 を 行う 際 の 動 
や すく な り 、 そ れ 【 
が 容 
を 果たし ます 。 
の 予防 や 勝 朋 を 空 に 3 
日 に 5 回 行わ れる 礼 
れる こと の な い 筋 や 


こく い の で す 。 
人 大 人 0 べ の SHOIG 人 9 に 21 
行 を 維持 し て いま す 。 こ の 為 、 
の 前 部 に ある 液体 が 常に 入れ 替わる こと が 
ME 
に 混ざり 、 
に くく な り 、 す い 了 騰 で 酵素 
< 分 泌 さ れる こと を 助け 、 ま た 同様 に 便秘 を 防ぐ 上 で も 役割 
堅 臓 や 尿道 が 十分 に 決 が れる こと と な り 、 
\ っ た 点 で も 助け と な 
拝 の リズ ミカ ル な 動き は 
関節 を 動か し 、 関 節 症 や 石灰 化 
の 病気 、 そ し て 筋肉 が つる こと を も 防ぎ ます 。 
体 の 健康 の 為 に は 、 清 潔 さ 


に: を 


は 、 肉 体 的 か つ 精 神 


ル は 体 の 健 有 


予防 医学 に お いて は 
で す 。 礼拝 の 時 間 は 
も 適し た 時 間 で す 。 


に ある 食物 が 十分 
日 に た まり 


に な り ま す 。 


行 を 新た に 


っ て 体 が 再 


時 に 、 


清潔 さ を 細 


施 こ る 欧 で な な いひ 、 


睡眠 を 促す 重要 な 要素 が 礼拝 で す 。 さらに 
は 。 沙 ジュ ダ を 行う だ 0 り 
び ば び 活力 を 取り 
礼拝 の これ ら の 効用 を 得る 為 に は 、 礼 提 
E 持 する こと 、 食 べべ 過ぎ な いこ 
ル で ある も の を 食べ る こと 等 に も 


「 で 地面 
戻し ます 。 


この 導 具 で の 対 、 金 や 纏 


更 れ 梨 て た 心 を 、 落 を 多 る こと 次 双 族 する 
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ば し た り し て いる の で 、 


良 球 の 内 部 の 圧力 


胆汁 が 流れ 


尿道 結石 
に 


常 生 活 で 動か さ 


は 当然 不可 欠 で す 。 ウ 
的 な 清浄 で す 。 礼拝 と 
の で す 。 体 と 魂 の 清め の な い 礼 振 
を 維持 し ます 。 
申 的 に も 休息 し 、 清 め ら れ た こと ! 
、 一 定 の 時 間 行わ れる 体 の 動 


は あり ませ ん 。 
イ バ ー ダ の 務め を 


果たし た 人 


し 、 呼 吸 を 活性 


DE これ に よ 


E を 時 間 通 り 


の よう な 関節 


ドゥ ー と グ ス ル 


は 、 清 浄 さ その も の な 


ウド ゥ ッ ー や グ ス 
人 は 、 精 


き は と て も 重要 
化す る 為 に 最 


蓄積 し た 静電気 


に 行う と 同 


、 靖 潔 で ハラ ー 


注意 を 払う こと が 必要 で す 。 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


第 7 部 
礼拝 の イス カー トウ (死後 、 金 銭 で 償い を 行う こと ) 
死者 の 為 の イス カー トッ と 循環 

「 ヌ ー ル ウル - イザ ー フ 」、「 タ フタ ー ウ ィ ー」 の 注 息 、 そ し て 
「 ハ ラビ ー」 と 「 ド ゥ ル ウル. ムン タカ ー」、 及 び 「 ウ ィ カ ー 
ヤ 」、「 ド ゥ ラル 」、 そ し て 「 ジ ャ ウ ハ ラ 」、 そ し て その 他 の 弓 重 な 
書物 で 、 断 食 の 項 の 最後 に 、 遺 言 を 残し た 死者 の 為 に イス カー ト 
ゥ と 循環 を 行う 必要 が ある こと が 書か れ て いま す 。 例 えば 、「 タ 
フタ ー ウ ィ ー」 の 注 邊 で は 、「 行 われ な か っ た 断食 の 代償 金 を 支 
払い 、 イ スカ ー ト ゥ を 行う こと が は っ きり と 定め られ て いる 。 礼 
拝 は 断食 より も 重要 で あり 、 認 め ら れ て いる 差し 障 り に よっ て 行 
えな か っ た 礼拝 、 そ し て カ ダ ー を 行う こと を 望ん で いた の に 死に 
至る 病 に か か っ た 人 た ちの 実行 で き な か っ た カ ダ ー に つい て 、 断 
食 と 同様 に イス カー トッ ゥ を 行う こと に つい て は 、 学 者 た ちの 意見 
の 一 致 が ある 。 イ スカ ー ト ッ ゥ が で き な い と 言う 人 は 無知 な の で あ 
る 。 なぜ な ら 各 学派 の 一 致し た 意見 に 対抗 し て いる か ら で あ る 。 
ハデ ィ ー ス で は 、『 誰 も 、 他 人 の 代わ り に 断食 を する こと は で き 
ず 、 礼 拝 を する こと も で き な い 。 し か し 、 彼 の 断食 や 礼拝 の 代わ 
り に 貧者 に 食事 を させ る こと は で きる 』 と され て いる 。」 

7 の 2 NIS E 代 MNO 
マー ム た ち が 、 自 分 と 同じ よう に 想像 で 話し て いる と 思い 込ん で い 
る 一 部 の 人 々 が 、「 スラ ー ム に は 代償 金 や 循環 は な い 。 そ れ は キ 
リス ト 教 徒 が 罪 を 告白 する や り 方 に 似 て いる 」 と 主 上 す る の を 陸 に 
する こと が あり ます 。 こ うし た 言葉 は 、 彼 ら 自 身 を 危険 に 陥れ ま 
す 。 なぜなら 預言 者 ムハンマド は 、「 わ が ウン マ は 逸脱 し た 事柄 に 
お いて 意見 を 一 致 さ せる こと は な い 」 と いわ れ て いる の で す 。 こ の 
ハデ ィ ー ス は 、 ム ジュ タ ヒ ド (イジ ュ テ ィ ハ ド テ 法 的 解釈 を 行う 
人 ) が 意見 を 一 致 さ せ て 承認 し て いる 事柄 は 、 当 然 真実 で ある こと 
を 示し て いま す 。 こ れ ら を 信じ な い 人 は 、 こ の ハデ ィ ー ス を 信じ な 
いこ と に な り ま す 。 イ ブ ニ ・ ア ー ビ デ ィ ー ン は ウィ トル の 礼拝 に つ 
いて 語る 際 、「 イ スラ ー ム に お いて 必須 と され て いる こと 、 す な わ 
ち 無 知 な 人 々 も 知っ て いる イジ ュ マ ー (ムジ ュ タ ヒド た ち が 意 見 を 
一 致 さ せ て 承認 し て いる こと ) で ある 知識 を 信じ な い 人 は 、 不 信仰 
者 と な る 」 と 語っ て いま す 。 イ ジュ マー と は 、 学 者 た ちの 意見 の 一 


| 16S | 


致 を 意味 し ます 。 イ スカ ー ト ッ を 俳 


ーー 


で きる で し ょ うか 。 


父 た ち は 


[ 間 を 行い ます 。 し ヵ 


その お 金 
イス カー トド ト み 1 


和 環 


な く 貧 


スラ ー ム に 適し た 


われ て いる イス カー 
い 」 と 言え ば 、 よ り 


陥ら ず に 
だ 


ー ン 6 
「 差 
的 な 
た 時 


助 き で 行う だ 


済み 、 さ ら に イス ラー ム に 奉仕 を 
で し ょ う 。 イ スカ ー ト ッ ゥ と 6 
に 行わ れる べき か を 下記 で 説明 し て い 
よ 、 カ ダー の 礼 
し 障 り が あり 、 カ ダー 
け の カ 
に その 償い を 代償 金 
こと は ワー ジブ で す 。 カ ダー する だ け 
遺言 は 必要 あり ませ ん 。 ラ マダ ー ン 月 


が あ 
で 文 


は 、 現 在 で は 
用 で 行わ れ て いま せん 。 イ スラ ー ム に イス カー 
トゥ は な いと 言う 人 々 は 、 そ の よう に 主 


鐘 計 


礼 振 の 書 一 


と 似せ る こ 


と が どう し て 


E の 告 E 
告白 を させ て いる 


ヽ 口 


と し て 、 人 々 に 


ゝ し イス ラー ム で は 、 宗 教 者 は イス カー トッ ゥ を 
了 え ませ ん 。 イ スカ ー ト ッ ゥ を 行え る の は 死者 の 後見 人 の み で あり 、 
は 宗教 者 で は 


者 に 与え られ る の で す 。 


ほとん どす べ 


E 張 する 代 


ウゥ と 循環 は イス ラー ム に 適し た 形 で 
が うつ た だ でしょ う ル し 、 
て いた で し ょ う 。 こ 2 う 言 っ て いれ ば 、 


私 た ち 
HH 身 が 


フー 


っ た 


講 舞 が イス ラー ム 


彼ら 


E す 。 イ ブ ニ 


に 残し た 礼拝 が ある 人 が 、 
る の に 行わ な か っ た な 
払う (イス カー トッ ) 
+ の 力も な か っ 
に 断食 を 行え 


区 後 で 次 の よう 1 計 ee o 


て の 場所 で 、 イ 


わり に 「 現 在 行 
は な 
も 彼ら を 支持 し 
坊 ろ し い 危 険 に 
こと に な っ て い 


Rs う 


ー ビ デ ィ 


それ ら を 象 後 
ら ば 、 亡 く な っ 
為 に 遺言 を する 
た の で あれ ば 
な か っ た 旅行 者 


や 病人 も 、 カ ダー を 行う 時 間 が な いう ち に 亡くな っ た の で あれ ば 、 
遺言 は 必要 あり ませ ん 。 ア ッ ラ ー は 彼ら の 差し 障 り を 認め られ る の 
で す 。 病 人 の 償い の イス カー トッ は 、 死 後に その 後見 人 に よっ て 行 


われ ます 。4 


E 前 に ( 


は 行わ れ ま 


スカ ー ト ッ ゥ を 行わ せる こと ! 


「 ジ ラー ウル ・ 2 
そし て 他 者 の 権利 が 自 2 
人 の そば で 遺言 を 行う こと 、 も し く は 
葉 読 ませ せる こと は 、 ワー ジブ で ある 。 


「 ア ッ ラ ー の 権利 、 
2 人 の 証 


な い 人 が 幅 


せん 。 生き て いる 人 が 、 
は 認め られ な い の で す 」 


に 残 


二 半 


雷 


分 の 為 に イ 


っ て いる 人 が 、 
いた も の を 彼ら 


この よう な 権利 が 残っ て い 
言 を 行う こと は 、 ム スタ ハブ で ある 」 


償い の イス カー トッ の 為 に 遺言 を 行っ た 死者 の 後見 人 、 す な わ 


> 


ち 遺 産 を それ ぞ れ の 


本 


所 に 費やす 導 
相続 人 が いる 人 は 、 遺 産 の 8 分 


に 遺言 を 行っ 


の 1 を 、 そ れ ぞ れ の 定時 の 礼 電 


た 人 、 も し く は 


E の 


為 、 そ し て ウィ トル の 礼拝 の 為 、 加 えて カ ダ ー を 行う べき で ある 


| 166 | 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


一 日 分 の 断食 の 為 に 、 フ ィ ト ラ の 量 、 つ まり 半 サ ア (520 ディ ル ハ 
ム も し く は 1750 グラ ム ) の 麦 を 貧者 に 代償 金 と し て 支払 いま す 。 
ハナ フィ ー 派 で は 、 償 い の イ スカ ー ト ッ ゥ の 為 に 遺言 を 行っ て い 
な か っ た の で あれ ば 、 後 見 人 が 償い の イス カー トッ を 行う こと は 
必要 あり ませ ん 。 シャ ー フ ィ ー 派 で は 、 遺 言 を 行わ な か か っ た の で 
あれ ば 、 後 見 人 が 行う 必要 が あり ます 。 ハ ナ フ ィ ー 派 で は 、 他 人 
に 支払 うべ きも の が あり 、 遺 言 が な い 場 合 、 死 者 が 遺し た 財産 か 
ら 後見 人 が 支払 うこ と が 必要 で す 。 さ ら に 、 債 権 者 は 、 遺 産 が 相 
続 さ れ た 時 に は 、 裁 判 を 起こ さ ず に 受け 取る べき も の を 受け 取る 
こと が で きま す 。 カ ダー に 残さ れ た 断食 の 代償 金 を 払う こと 、 す 
な わ ち 財産 に よっ て それ を 払う こと を 遺言 し た の で あれ ば 、 そ れ 
を 実行 する こと は ワー ジブ で す 。 なぜなら イス ラー ム が 命じ て い 
る か ら で す 。 遺言 を し て いな い の で あれ ば 、 礼 拝 の 代償 金 を 払う 
こと は ワー ジブ プ で は な く 。 ジャー イズ (時 され る こら ) と な り ま ま 
す 。 こ の 最後 の ? つ は 、 も し 認め られ な く て も 、 少 な く と も サダ 
カ の サワ ー ブ が 生じ 、 罪 を 清め る 助け と な り ま す 。 イ マー ム ・ ム 
ハン マ ド は この よう に 語っ て いま す 。 
「 マ ジュ マー ウル - アン フル 」 で は 次 の よう に 記さ れ て いま す 。 
「 我 欲 と シャ イタ ー ン に 従っ て 礼拝 を 行わ ず 、 生 涯 の 最後 が 近 づ 
いて 初め て それ を 後悔 し 、 礼 拝 を 行い 、 カ ダー を し 始め た 人 が 、 
カ ダ ー す る こと が で き な か っ た 礼拝 の イス カ ゥ の 為 に 遺言 を 
遺す こと は 認め られ な いと いわ れる が 、 そ れ が 許さ れる こと は 
『 ム スタ ス フ ァ ー』 で 記さ れ て いる 」 

ジラ ー ウ ル ・ ク ルビ ー で は 次 の よう に 記さ れ て いま す 。「 他 者 
に 払う べき も の と は 、 返 すべ き 借 金 、 信 託 、 強 礁 し た も の 、 盗 ん 
だ も の 、 対 価 等 の 理由 で 支払 うべ きも の 、 そ し て 貴 嘩 、 傷 害 、 不 
正 な 利用 と いっ た 肉体 の 権利 、 そ れ か ら 俺 唇 、 か ら か い 、 陰 
傷 と いっ た 心 の 権利 で ある 。」 
イス カー トッ を 行う 為 に 遺言 を 行っ た 死者 の 財産 の 3 分 の 1 を 
充て る の で あれ ば 、 後 見 人 は この 財産 で 代償 人 金 を 払う こと が 必要 
で す 。 そ れ に 充て よう と し な い の で あれ ば 、 財 産 の 3 分 の 1 以上 
を 遺産 相続 人 が 寄付 する こと が 許さ れる と 、「 フ ァ ト ッ フ ウル .- 
カ デ ィ ー ル 」 で は 記さ れ て いま す 。 同様 に 、 フ ァ ル ド で ある ハッ 
ジ を 行う 為 に 遺言 を 遺 せ ば 、 遺 産 相続 人 も し く は 他 の 人 が ハッ ジ 
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の 代金 を 贈る こと は 認め られ ませ ん 。 死ぬ 前 に 遺言 を せ ず 、 遺 産 
相続 人 が 彼 自 身 の お 金 で イス カー トッ を 行い 、 ハ ッ ジ に 行け ば 、 
死者 の 借り は 返さ れ た こと に な り ま す 。 相続 人 以外 の 人 の お 人 金 で 
は 、 こ れ ら は 認め られ な いと 言う 人 々 も いま す が 、「 ド ゥ ル - ウル 
- ム フ タ ル 」 や 「 マ ラー キル - ファ ラー フ 」、「 ジ ラー ウル ・ ク ル 
ビー」 と いっ た 本 の 著者 た ち は 、 認 め ら れる と し て いま す 。 

賞 い の イス カー トッ は 、 雲 の 代わ り に 小麦 燈 、 あ る い は 1 サ ア 
の オオ ムギ 、 ナ ツメ ヤシ 、 プ ドウ を 計算 し て 、 そ れ ら で 払う こと 
も で きま す 。 (なぜなら 、 こ れ ら は 小麦 より も な お 貴重 で あり 、 
貧者 に と っ て より 効果 的 だ か ら で す 。) 全て の 代わ り に 、 価 値 の 
ある 金 や 銀 で 支払 うこ と も で きま す 。 (紙幣 で は イス カー トッ は 
で きま せん 。) ティ ラー ワ の サジ ュ ダ の 為 に 代償 金 を 払う 必要 は 
あり ませ ん 。 


イス カー トッ や 循環 は どの よう に 行わ れる か 

代償 金 が 遺産 の 3 分 の 1 を 超え る な ら 、 遺 産 相続 人 た ち が 許 可 
を 与え な い 限 り 、3 分 の 1 以上 の 部 分 を 支払 い に 費 や すこ と は で 
きま せん 。「 ク ニヤ 」 と いう 書物 で は 、 次 の よう に 記さ れ て いま 
す 。「 全 生涯 の 礼拝 の 為 に 財産 の 3 分 の 1 を 支払 うこ と を 遺言 し 
た 死者 に 、 借 金 が あっ た 場合 、 債 権 者 が 遺言 の 執行 を 許し た と し 
て も 、 こ の 遺言 の 執行 は 認め られ な い 。 な ぜ な ら イ スラ ー ム は 、 
まず 借金 を 返す こと を 命じ て いる か ら で あ る 。 借金 を 返す こと 
は 、 債 権 者 が 認め る こと に よっ て 先 延ばし に は され な い 。」 
全て の 礼拝 の イス カー トッ を 行う よう 遺言 を し た 人 が 何 歳 で 亡 
く な っ た の か 不明 で あれ ば 、 遺 し た 財産 の 3 分 の 1 が 礼拝 の イス 
カー トッ に 足り な い 場 合 、 こ の 遺言 が 認め られ ます 。 遺産 の 3 分 
の 1 が イス カー トッ ゥ に 十分 で ある か 、 余 る 場合 は 、 こ の 遺言 は 認 
め ら れず 、 人 逸脱 と され ます 。 なぜなら 、 財 産 の 3 分 の 1 が イス カ 
ー ト ッ ゥ に 足り な い 場 合 、3 分 の 1 に よっ て イス カー トッ ゥ を 行う 礼 
拝 の 数 が 一 定 で ある こと か ら 、 遺 言 は この 礼拝 の 為 に 適用 され ま 
す 。 残り の 礼 振 の 為 の 遺言 は 無 意 味 な も の と な り ま す 。8 分 の 1 
の 方 が 多い 場合 、 生 涯 、 す な わ ち 礼拝 の 数 が 一 定 で は な い 為 、 遺 
言 は 無効 と な り ま す 。 
礼拝 の イス カー トッ の 為 に 遺言 を 行う 死者 に 全く 財産 が な い 場 


、 あ る い ! 


し て お ら ず 、 
望ん で いれ ば 、 


行う 義務 は 
は 一 


ーー ] 礼拝 の 書 ーー 一 


は 8 分 の 1 が 遺言 に 


後見 人 が 彼 E 


で ある 6 回 


。 1 


リラ で ある 


見 人 が 5 個 


年 分 の ネ 
て 6600 リラ と な り 3 


の 金 


の 礼拝 の 為 に 


時 に は 、1 


貨 を 借 


誠 。 


スラ ー ム を 
0 


知り 。 


E 齢 か ら 19 


う 為 ( 


こ 後見 人 は 、 


腕 


、 女 性 で あれ ば 9 有 
E 分 ある か を 計算 し ます 。 
年 の 為 に 8660 キロ の 麦 を 支払 
が 180 クレ シュ で ある な 


輸 、 


こ 足 りな い 場 合 、 あ る い は 全く 遺 
身 の 財 産 で イス カー 
人 OR 
あり ませ ん 。 循環 を 行 
年 の イス カー トッ ゥ の 為 に (8 
す 。 死 者 が 男性 で あれ ば 
ナス し 、 で き て いな い 礼 拝 が 何 有 
10 キロ 、1 
うこ と が 必要 で す 。 例 えば 、1 キロ の 麦 
[ 拝 の イス カー トッ は 6588 リラ 、 も し く は 切り 上 げ 
E す 。1 ア ルト ッ ン ・ リ ラ (7.9 グラ ム ) が 120 
E 分 の 礼拝 の イス カー 
は 念 の 為 と し て 60 アル トゥ ン ・ リ ラガ が 必要 
世俗 的 な こと に 夢 


指 


輸 、 旬 を 作 


言 を 


ゥ を 行う こと を 


マイ 


分 


E を 


ゥ の 為 に 55、 も し く 
と な り 


ます 。 死者 の 後 


に な っ て お ら ず 、 イ 
愛し て いる 数 人 の (例え ば 4 人 の ) 貧者 を 見 つ 
(彼ら が フィ トラ を 払う こと の で き な い 、 


すなわち サダ カ を 受 


け 取 る 貧者 で ある こと が 必須 条件 と な り ま す 。 NN 


ば イス カー 


を 受け た 人 、 も し く は 遺産 相続 人 の 一 人 、 も 
、「 亡 く な っ た 何 革 氏 の 礼拝 の イス カー トッ の 人 為 、 
と いい 、 


一 人 の 代理 


対価 と し て この ぉ j アル トゥ ン を あな た に 


トゥ ッ ン を 最 
は 、 


す 」 と いい 、 


それ を 与え 、 


者 に 4 
環 が な され 
カー トッ し 
年 分 の 礼拝 


日 


枚 あ れ ば 72 回 、 


人 で 金 


トゥ ! 


人 は 


初 の 貧者 に 


法 だ あ 
の 為 に 


の 為 に 29 


ロ 


の 循環 を 行い ます 。 


包 応 し ま 


金 が 20 枚 で あれ ば g6 
の 数 も 10 枚 で あれ ば 、48 年 分 の 礼 


48x60 三 2880 アル ト 


回 


与え 8 
に サダ カ の ニー ヤ で 与え 
「 受 け 取 り ま し た 。 私 は 承認 
これ を 遺産 相続 人 も し く は その 代 
人 も それ を 受け 取り ます 。 そ れ か ら 3 
贈り 物 と し て 受け 取り 3 
、 も し く は 4 人 の 貧者 に 一 


E で 60 歳 で ある 


は 認め られ ませ ん 。) 死者 の 後見 人 、 


E す 」 


E す 。 


し た 。 こ れ を あな た !【 


索 ら の り ち の 


5 アル 
それ か ら 和 貧者 


こ 贈 


理 人 に 贈り 、 
E た 彼 、 も し く は 次 の 貧者 に 
ます 。 こ の よう 
回 ずつ 与え 、 受 け 取 る こと で 循 
ます 。 こ の 循環 で 、20 アル トゥ ン の 礼拝 の 償い を イス 
に な り ま す 。 死者 が 男 必 


相続 


に し て 同 


場合 、48 


ッ ゥ ン を 払う こと が 必要 で 
す 。 こ の 為 に は 、2880+20 で 、144 回 の 循環 を 行い ます 。 金 が 10 


iP 


いま 


持 


E の 
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す 。 貧 者 の 数 が 10 


貫い の イス カー トゥ 


ーーー] 礼拝 の 書 ーー 一 


2 する 金 の 


な ぜ な ら 、 
礼拝 を 行わ な か っ た 年 x1 
数 x 循 環 の 数 だ か ら で す 。 こ の 例 で 
48x60 三 4x5x144 三 4x10x72 三 4x20x36 三 10x10x29 
と な り ま す 。 
この よう に 、 礼 振 の イス カー トッ ゥ で! 


ます 


金 の 紙幣 的 な 1 
と 麦 の 価値 は 常に 
イス カー トッ の 人 為 に 
金 の 数 、 つ ま 


値 


1 か 
1 か 
と 認め られ て いま す 。 
算 さ れ ま す 。 


礼 振 の イス カー トッ ゥ を 終え た 後 で 、 
で あっ た 断食 の イス カー トッ ゥ の 薦 ! 


に 38 回 循 舞 させ ます 。 
イス カー トッ は 、52 
わ ち 0.73 個 の アル 
一 派 で は 1 個 の 金 が 
48 


に 同時 
1 年 分 の 麦 の 量 ( 
ご O 詳 
の 為 、 イ スカ ー ト ッ ゥ の 計 
の 礼拝 の イス カー トゥ は 5 アル トッ ン 

1H の ラマ ダン の 断食 の イス カー トッ は 1 アル トッ ゥ ッ ン 
循環 され る 人 金 の 量 と 循環 の 数 は ここ か ら 


.5 キロ の 才 


に 減る か 、 同 時 に 


算 し た 6 
算 は 常に 、 


1 年 分 の 断 


ます 。 
。 これが 循環 の 数 と な り ま す 。 
SINS つま り 、 
ヽ 増え ます 。 
と は 変わ ら な いよ う ! 
60 アル トゥ ッ ン も ほ 


は 循環 の 数 を 見 出す 為 に 
年 分 の 金 の 数 と 、 死 者 が 礼拝 を し て いな か っ た 数 を か け ま 
に 、 循 環 さ れる 金 の 数 と 貧者 の 数 を か け 
2 つめ の 積 の 答え で 割 


す 。 さ ら 
ー つ め の 積 の 答え を 
小麦 や 
金 の 価値 
この 観点 か ら 
に 、1 年 分 の 
ぼ 同 じ で す 。 こ 


慎重 な も の と し て 、 


計 


実行 で きず 、 カ ダー すべ き 
こ 、5 アル トゥ ッ ン を 4 人 の 貧者 
すなわち 、1 年 分 つま り 30 
も し く は 5.55 グラ ム の 人 金 、 
ゥ ン ・ リ ラ だ か ら で す 。 
「 食 の 償い の イス カー トッ と な り 、 
年 の 為 に は 48 個 の 金 を 払う こと が 必要 と な り ま す 。5 個 
を 4 人 の 貧者 に 循環 させ れ ば 、20 アル トゥ ン を 払っ た こと に 


分 の 断食 内 の 
す な 
に ハナ フィ 


この よう 


の 金 
な り 


ます 。 カ ダー され る べき 断食 の イス カー トッ を 行っ た 後 は 、 ザ カ 


ー ト の 為 、 そ れ か ら 


議 牲 の 為 に 何 回 ヵ 


回 の 誓い の 為 の 償い に 毎 


障 りな く 
も 、1 日 
ア の 小雪 


断 さ れ て 


食 の 償い の 為 に 、 


で 循環 を 行う こと 


い が あ る な ら 、 


一 回 の 誓い の 為 に 


1 日 【 
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そし て 一 人 の 貧者 に は 、1 
以上 の も の を 与え る こと は で きま せん 。 だ か ら 匠 い や 断 
は で きま せん 。 
こ 10 人 の 貧 


* 循 環 を 行い ます 。 
10 人 の 貧者 が 、 
賞 い を 必要 と する 
60 人 の 貧者 が 必要 で す 。 


そし て 正 


当 な 差し 


分 の 断食 の 償い の 為 に 


半 サ 


維 い の 償 
2 キロ ずつ 


谷 者 に 


の 小麦 、 も し く は 小麦 粉 、 
金銀 を 与 上 ます 。 こ れ は 一 人 の 貧者 に 10 
で きま す 。 あ る い は 一 
この お 金 
志す 0 


産 


も 行う こと が 
た を 代理 人 に 


し て くだ 


1 


し 


ー 代 や 新聞 代 と 


こと は 、 料 政 


10 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


ます 。 
さい 」 と 言い 


ある い は 


司 等 の 1 


値 を 持つ その 他 の 財 


人 の 貧者 に 紙幣 を 渡 


間 続 け て 払う 形 で 
「 あ な 


し ン ヽ 


で 毎 
間 


し て 費 や せ ば 、 そ れ は 
E 人 と 取引 し 、10 日 


間 こ の 料 正 
行っ て か ら 中 断 


E 人 の 元 で 朝晩 食事 を する よう 
し た 断食 や ズ ハ ー ル の 償い も 


と も 、1 
者 に 60 


を 与え る こ も し くけ は 毎日 9 

遺言 が され て いな い ザ カー 
ませ ん 。 遺産 相続 
椅 を 行う こと が で きる と いう ファ トウ ワ が 出さ きれ て いま す 。 
金 を 貧者 に 


分 の 


循環 を 行う 際 に 


人 人 了 人 の 還 の の のち の らら に の DD 
せん 。 貧者 も 、 そ れ を 返す 際 に 
す 。 そ し て 後見 人 は 、 受 け 取 り ま し た と 言い 
カー トッ を 行え な い 状 態 で あれ ば 、 誰 か を 代理 人 と し 、 


人 帝 い の 為 ( 


は ザ カ ー 


後見 人 は 、 


、 朝 晩 9 
食事 を する 代わ り に 


ロ 間食 事 を 
で 計 一 や 
区 や 良い 
貧者 が 


、 10 


丸 


認め られ ませ ん 。 
金 を 料理 人 に 渡し 、 
し ます 。 ニ ー ヤ を 
同様 で あり 、 こ の ?2 つ 


(に 


に 60 人 の 貧者 に 1 


、 も し く は 1 人 の 貧 


、 半 サ ア の 小麦 も し く は 同等 の 1 
食事 を させ 
の イス カー 
の イス カー 


ロ 


こ 贈り 


人 が イス カー トッ ゥ や 循環 を 行い ます 。 
イマ ー ム ・ ビ ル ギ ウ ィ ー の 「 ワ シー ヤ ト ゥ ナー メ 」 と いう 書物 


と 、 そ の カー ディ ザー デ ・ ア フ マ ャ ド 氏 の 解説 で は 、 
ブ の 量 の 財産 を 持っ て いな いこ 


で あっ て も 


これ の 量 の + 


と いい 、 


L 有 


稚 め られ ます 。 
E の イス カー 
す 」 と 言う 必要 が あり ます 。 
を 受け 取っ た 時 に 
が あり ます 。 認識 し て 
す 。 こ の 貧者 も 慈悲 深く ふる まい 、 
3 二 の 
他 の 貧者 に 与え ます 。 そ の 
知 し まし た 」 と 言わ な 
の も の で ある こ と を 訟 識 し ま 


は それ が 


、 対 1 


谷 者 【 


谷 者 も 


ゝ な い の で あ 


直 の ある その 他 の 財産 
る こと か 必要 で す 。 

ゥ を 行う 必要 は あり 
ゥ の 為 に も 、 自 ら 循 


あたえ る ご と に 、 礼 拝 も 
け ま 
言う 必要 が あり ま 
ます 。 後 見 人 は イス 
この 代理 


ン 


し 記 き 


貧者 は 9 サー 


と が 条件 と な り ま す 。 死 者 の 親 威 
に 与え る 際 に は 
ゥ ッ の 人 為 に 


、「 何 某氏 の これ 
これ を あな た に さしあげ ま 
「 承 知 し まし た 」 と いい 、 金 


自分 の も の で ある こと を 誰 識 す る 必要 


れ ば 前 も っ て 教え る べき で 


ヨ ら の 意志 で 「 


誰 々 の 礼拝 の 


けれ ば いけ ま 


と し て これ を あな た 
貧者 も それ を 手 に 
せん 。 そ れ を 受け 取り 、 
す 。 こ の 2 番 


に 差し 上 げ ま す 」 
取っ て 「 承 
分 


目 の 貧者 も 「 受 け 
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ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


まし た 。 認 め ま し た 」 と いっ た 後 、「 こ れ を 
失 目 の 貧者 に 与え ます 。 こ れ に よっ 
ー ト 、 犠 牲 、 フ ィ ト ル の サダ カ 、 願 掛け 


あな た に 差し 上 げ ま 
て 、 礼 拝 、 断 食 、 ザ 


、 他 者 に 返す べき 権 


和 動物 の 権利 に つい て 循環 を 行う べき で す 。 誤 っ た 、 道 を 外れ 
た や り と し も 、 他 者 に 返す べき 権利 に 含ま れ ま す 。 誓い や 断食 の 


償い の 為 に 循環 を 行 URIDP DE ん 。 


それ か ら 、 金 が どの 貧者 の 手 に 残っ た と し 
れ を 自ら の 願い と 承認 に よっ て 後見 人 に 贈り 
取り 、 認 め ま し た と 言い ます 。 も し 贈り 物 と 
その 貧者 の 財産 で あり 、 無 理 や り 礁 うこ と は 


は 一 定 の 額 の 金 も し く は 紙幣 、 あ る い は 死者 の 持ち 物 を この 貧者 
に 贈り ます 。 借金 が あ 


に 与え 、 こ の サダ カ の サワ ー ブ も 死者 の 魂 
る 貧者 と 、 思 春期 に 達し て いな い 子 供 は 、 こ 
で きま せん 。 なぜなら 、 手 に し た 人 金 で 借金 を 


人 符 。 電 NN - そ 
ます 。 後見 人 は 受け 
し な けれ ば 、 そ れ は 

で きま せん 。 後見 人 


の 循環 を 行う こと は 
返す こと が ファ ルド 


と な る か ら で す 。 こ の ファ ルド を 行わ ず 、 死 者 の 償い の 為 に 金 を 


別 の 貧者 に 与え る こと は 認め られ ませ ん 。 循 
て も 、 彼 自身 は 全く サワ ー ブ を 得 ら れず 、 さ 
と に な り ま す 。 

財産 が な い 死 者 が 、 循 環 を 行う こと を 遺言 
後見 人 が 循環 を 行う こと は ワー ジブ に は な り 


環 が 認め られ た と し 
ら に は 人 罪 を 犯し た こ 


に 遺し て いた 場合 
ませ ん 。 死者 の 償い 


を イス カー トッ できるだけ の 額 の 合計 が 、 遺 産 の 3 分 の 1 を 越え 


な いと いう 条件 で 遺言 行う こと が ワー ジブ 
より 、 循 環 を 必要 と する こと な く 、 0 
3 分 の 1 が イス カー トッ に 足り る 場合 、 

半生 重り お Se 邊 放 お PO 


と な り ま す 。 これ に 
ゥ が 行わ れ ま す 。 
分 の 1 より も 少な い 財 
こと に な り ま す 。 


イプ ニ ・ ア ー ビ デ ィ ー ン は 5 巻 の 273 ペー ジ で 次 の よう に 語っ 


て いま す 。「 小 さ な 子 供 た ちがい る 、 あ る い ! 
と する 思春 期 に 達し た 誠実 な 子供 た ちがい る 
で ある 慈善 や 善行 を 遺言 する の で は な く 、 財 
に 遺す こと が より 良い 。 」 


「「 バ ッ ザ ー リ ヤ 」 で 贈り 物 に 関す る 項目 で 


は 貧し く 遺 産 を 必要 
病人 は 、 ナ ー フ ィ ラ 
産 を 誠実 な 子供 た ち 


は 、 次 の よう に 説 


か れ て いま す 。「 財 産 を 慈善 の 為 に 費やし 、 罪 人 で ある 子供 に は 


遺産 を 遺し て は いけ な い 。 なぜなら 罪 を 助け 
ある 。 罪 を 犯す 子供 に は 、 日 常 的 な 生計 に 必 
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る こと に な る か ら で 
要 な も の 以上 の 金 、 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


財産 を 与え て は いけ な い 。」 

実行 で き て いな い 礼 拝 、 断 食 、 ザ カー ト 、 犠 牲 、 
り 、 こ れ ら の 為 に 遺産 の 8 分 の 1 より も 少な い 
内 、 残 っ た お 金 で クル アー ン を 全 章 読み 、 マ ウリ 


匠 い が 多く あ 


財産 の 循環 を 行 


ー ド を 読む よ 2 


言 す る こと は 認め られ ませ ん 。 これ ら を 読む 為 に お 金 を 払う 


人 、 受 け 取る 人 は 罪 を 犯し た こと に な り ま す 。 の 
る 為 に お 金 を 受け 取る こと 、 払 うこ と は 認め られ 
重 の D ビ P 
死者 が 実行 し な か っ た 礼拝 、 断 食 を 、 遺 産 相続 
が カ ダ ー す る こと は 認め られ ませ ん 。 し か し ナー 


ルアー ン を 教え 
ます 。 読 む 為 に 


人 や その 他 の 人 
フィ ラ の 礼拝 を 


行い 、 断 食 を し 、 そ の サワ ー プ ブ を 死者 の 魂 に 贈る こと は 認め ら 


れ 、 ま た 良い こと で す 。 
死者 が 実行 し な か っ た 巡礼 を 、 遺 言 に 遺し た 誰 


か が カ ダ ー を 行 


うこ と は 認め られ ます 。 つ まり 、 死 者 は その 負債 か ら 救 われ ま 


す 。 なぜなら 巡礼 は 、 体 と 財産 の 両 放 に よっ て な 
だ か ら で す 。 ナ ー フ ィ ラ の 巡礼 は 他 者 の 代わ り 
と が で きま す 。 ファルド で ある 巡礼 は 、 た だ 死ぬ 


され る イベ バー ダ 


に いつ で も 行う こ 


まで 巡礼 に 行く 


こと の で き な い 人 の 代わ り に 、 代 理 人 に よっ て 行わ れ ま す 。 


「 マ ジュ マ ウル .- アン フル 」 と 「 ド ッッ ル 


ウル ムン タカ 


ー」 で は 、「 死 者 の イス カー トッ は 埋葬 の 前 に 行わ れ な けれ ば な 


ら な い 」 と され て いま す 。 埋葬 後 に も 認め られ る こ 
ター ニ 」 で は 書か れ て いま す 。 
死者 の 為 の 礼拝 、 断 食 、 ザ カー ト 、 犠 牲 の 償い 
は 、 一 人 の 貧者 に 5 サー ブ の 量 以 上 を 与え る こ 


と が 「 ク ヒス 


の イス カー トッ ゥ 
と が で きま す 。 


さら に は 、 金 の 全て を 一 人 の 貧者 に 与え る こと も で きま す 。 
死 の 床 に ある 病人 が 、 行 わな か っ た 礼拝 の 代償 金 を 払う こと は 


認め られ ませ ん 。 断食 が で き な い 程 に 老衰 し て い 


る 人 が 、 で き な 


か っ た 礼拝 の 代償 人 金 を 払う こと は 認め られ ます 。 病人 は 礼拝 を 、 
全 生 邊 ウ し DO 
よう な 動き で あっ て も 1 日 以上 礼拝 が で き な い 病人 の 、 で き な か 
っ た 礼拝 は 許さ れ ま す 。 回復 し て も 、 こ れ ら を カ ダ ー す る 必要 は 
あり ませ ん 。 で き な か っ た 断食 に つい て は 、 回 復 す れ ば それ を 行 


こと が 必要 で す 。 回 復 す る こと な く 亡 く な れ ば 、 


は 許さ れ ま す 。 


| 173 | 


これ ら の 断食 


ーーー] 礼拝 の 書 ーー 一 


第 


32、 そ し て 54 の ファ 


人 の 子供 が 思春 期 に 達し た 
ウ ヒ ー ド を 唱え た 時 、 つ まり 
ムハンマド ッ ン ラフ スー ルッ プ 
た 時 に は 、 彼 は ムスリム と な り 
こ 許 され ます 。 し か し 彼ら 


に 


意味 を 学び 、 信 じ 、 


は 、 全 て の ム ス ! 
り 、 信 仰 の 6 つの 条件 、 す な わ ち 
「 イ スラ ー ム 


8 部 

ルド 

時 、 そ し て 不信 仰 者 が カリ マ ・ タ 
「 ラ ー イラ ー ハ イッ ラッ ラー 
」 と いい 、 そ の 意味 を 知り 、 信 じ 
ます 。 不 信仰 者 の 全て の 罪 が すぐ 
ム と 同様 、 で きる 限 
| アー マン トッ 」 を 暗記 し 、。 そ の 
全て 、 つ まり 背 言 閉 お あの シマ ャ ド 


が 伝え られ た 命令 や 禁止 事項 の 全て を 、 ア ッ ラ ー が 教え られ た こ 


と を 信じ る 」 と 言う べき で す 。 
直面 する 出来 事 の うち 、 フ ァ ル 
た こと 、 そ し て ハラ ー ム で ある 


学ぶ こと も 、 フ ァ ル ド で す 。 これ ら を 学び 、 フ ァ ル 
“で ある こと を 否定 すれ ば 、 


ラー ム ふ を 避け る こと が ファ ル 


後 ( 


に 
ー ュ 


で きる 限り 、 全 て の 生活 や 
“で ある も の 、 す な わ ち 命令 され 
も の 、 す な わ ち 禁じ られ た こと を 
を 行い 、 プ ュ 
つま り 


認め な けれ ば 、 信 仰 は 失わ れ ま す 。 こ れ ら の 学ん だ こと の どれ か 


ー つ で も 気に入ら な い の で あれ ば 、 ム ル タ ド と な っ て 
イラ ー ハ 
イス ラー ム の いく つか の 命令 を 実行 する こと 、 


す 。 ム ル タ ド は 、「 ラー 


と 、 断 食す る こと 、 巡 礼 に 行く 


し まい ま 
イラ アップ ご 言う こと 、 
例え ば 礼拝 する こ 
慈善 や 善行 を 行う こと な ど 


だ 、 


に よっ て 、 ム スリ ム と な る こと は あり ませ ん 。 これら の 


い は 、 来 世 で 何 の 効用 も も た ら 
まり 信じ し て いな いこ と を 悔 悟 し 、 


民 い 行 
し ませ ん 。 否定 し て いる こと 、 つ 
悔やむ こと が 必要 な の で す 。 


イス ラー ム 学 者 は 、 
必要 で ある ファ ルド か ら 22 個 、 


32 の ファ ルド 
信仰 の 条件 : 6 
イス ラー ム の 条件 : 
礼拝 の ファ ルド : 1 
ウド ッ ー の ファ ルド : 4 

グ ス ル の ファ ルド : 3 

タ ヤ ン ム ム の ファ ルド : 2 

タ ヤ ン ム ム の ファ ルド が 8 つ で 


5 


全て の ムスリム が 学び 、 信 じ 


じ 、 従 うこ と が 
を 選ん で いま す 。 


さら に は 54 仙 


ある と 言う 人 々 も いま す 。 そ の 場 
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合 、 前 部 で 33 の ファ ルド と な り ま す 。 


信仰 の 条件 (6 つ ) 
アッ ラー の 存在 と 唯一 性 を 信じ る こと 
天使 た らち を 信じ る こと 
アッ ラー が 下さ れ た 世 典 を 信じ る こと 

アッ ラー の 預言 者 た ち を 信じ る こと 

来世 を 信じ る こと 

運 帥 、 す な わ ち 良い こと も 悪い こと も アッ ラー か ら で あ る こと 
を 信じ る こと 


イス ラー ム の 条件 (5 つ ) 

カリ マ ・ シ ャ ハー ダ を 唱え る こと 

毎日 5 回 、 時 間 が 来 た ら 礼拝 を 行う こと 
財産 の ず ザ カ ー ト を 支払 うこ と 
ラマ ダー ン 月 に 毎日 断食 を 行う こと 

それ が で きる 人 は 生涯 に 一 度 巡 礼 を 行う こと 


O 


礼拝 の ファ ルド (19 個 ) 

A. 礼 拝 の 前 の ファ ルド は 7 つ で す 。 これ ら を 条件 と も 呼び ます 。 
汚れ か ら の 清め 

大 汚 か ら の 清め 

アウ ラ の 場所 を 覆う こと 

キ ブ ラ に 向かう こと 

時 間 

ニギ 

イフ ティ タフ も し く は タフ リー マ の タク ビー ル 


B. 礼 拝 中 の ファ ルド は 5 つ で す 。 こ れ ら を ルク ン と 呼び ます 。 


キヤ ー ム 
キラ ー ト 
ルク ウ 
サジ ュ ダ 
座位 


ーーー] 礼拝 の 書 ーー 一 


ウド ッ ゥ ッ ー の ファ ルド (4 個 ) 
ウド ッ ー を 行う 際 に 顔 を 洗う こと 
手 を 、 肘 と 共に 洗う こと 

員 の 4 分 0 と 
足 を 中 と 共に 洗う こと 


斉 


グ ス ル の ファ ルド (3 個 ) 
日 を 洗う こと (マズ マラ ) 

鼻 を 洗う こと (イス ティ ン シ ャ ー ク ) 
全身 を 洗う こと 


タ ヤ ン ム ム の ファ ルド (9? 個 ) 

ジュ ヌー ブ の 状態 、 も し く は ウド ッ ー の な い 状 態 か ら 清 め ら れる 
為 に ニー ヤ を 行う こと 
両手 を 土 に つけ 、 顔 を マス フ す る こと 、 再 び 両 手 を 土 に つけ 、 両 
腕 を 肘 か ら 手 の ひひ ら ま で 撫で る こと 


52 の ファ ルド 

アッ ラー が 唯一 で ある こと を 信じ る こと 
ハラ ー ル で ある も の を 食べ る こと 、 飲 むこ と 
ウド ッ ー を 行う こと 

日 に 5 回 の 礼 振 を 行う こと 

ジュ ヌー ブ の 状態 か ら グ スル を 行う こと 
糧 が アッ ラー か ら の も の で ある こと を 信じ る こと 
合法 で あり 、 清 潔 な 衣類 を 身 に 着け る こと 
アッ ラー を 信頼 する こと 

満足 する こと 

恵み に 対し 、 ア ッ ラ ー に 感謝 する こと 

運命 を 甘受 する こと 

災難 に 忍耐 する こと 

罪 を 悔 惜 す る こと 

アッ ラー の ご 満悦 の 為 に イ バ ー ダ を 行う こと 
シャ イタ ー ン が 敵 で ある こと を 知る こと 
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クル アー ン の 規定 を 受け 入れ る こと 

死 が 真実 で ある と 知る こと 

アッ ラー の 親友 の 友 と な り 、 ア ッ ラ ー の 敵 の 敵 と な る こと 
父 や 母 に 善行 を 施す こと 

療 を 命じ 、 悪 を 避け る こと を 教え る こと 

親戚 を 訪問 する こと 

信託 を 在 切 ら な いこ と 

常に アッ ラー を 恐れ 、 つ け あ が っ た り 了 堕落 し た り し な いこ と 
アッ ラー と その 使徒 に 従う こと 

非 を 避け 、 イ バー ダ を 多く 行う こと 

ムスリム の 統治 者 に 従う こと 

世界 を 、 警 告 と いう 観点 か ら 見 る こと 

アッ ラー の 存在 を 熟考 する こと 

逢 を 、 委 洲 に 関連 する 言葉 か ら 守 る こと 

心 を 清らか に 保つ こと 

決し て 誰か を 笑い も の に し な いこ と 

ハラ ー ム で ある も の を 目 に し な いこ と 
信者 は どの よう な 状態 で あれ 、 約 束 に 忠実 で や る こと 

耳 を 、 邪 悪 な も の を 聞く こと か ら 守 る こと 
Il 識 を 学ぶ こ 

1 りや 計測 器 を 正しく 用 いる こと 

アッ ラー の 懲 凡 に つい て 自分 は 心配 な いと 思わ ず 、 常 に 恐れ る こ 
と 
ムスリム の 貧者 に ザ カ ー ト を 支払 うこ と 、 助 ける こと 
アッ ラー の 慈悲 に 絶望 し な いこ と 

自我 の 欲望 に 従わ な いこ と 

アッ ラー の ご 満悦 を 得る 為 に 食事 を 提供 する こと 
足り る だ け の 量 の 糧 を 得る 為 に 働く こと 
財産 の ザ カ ー ト 、 収 穫 物 の ウツ シュル を 支払 うこ と 

H 経 中 、 産 初期 で ある 人 と 同 全 し な いこ と 

心 を 罪 か ら 清め る こと 

うぬぼれ を 避け る こと 

思春 期 に 達し て いな い 孤 児 の 財産 を 保護 する こと 
若い 少年 に 近く 接し な いこ と 


ョ > 
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5 回 の 礼拝 を 時 間 通 り 
迫害 
アッ ラフ 
婦 洲 を 避け る こと 


人 0 


実行 する 気 が な い の に 


不信 仰 に つい て 
悪事 の うち 


に 行い 、 
に よっ て 他 者 の 財産 を 奪わ な いこ 
ー に 何 も の も 配 さ な いこ と 


カ ダ ー 


まな いこ と 


誓約 し な いこ と 


な り ま す 。 預言 者 ヘ へ ムハンマド を 信 半 


ラー の 位階 か ら も た ら さ れ 、 私 た ち 


ら 信 じ 、 言 
言い ます 。 そ れ を 口 【 
こと は 許さ れ ま す 。 


信仰 が 生 
し る し で ある と し て いる こと を 語っ た り 、 


も 悪い こと は 、 ア ッ ラ ー を 信じ な いこ と 、# 
者 で ある こと で す 。 信 じ る べき こと を 信じ な い 場 合 、 


と は 不信 


に 教え られ た こ 
言葉 で も 繰り 返し 語る こと を 「 イ ー マ ー ン (信仰 ) } 


に 出す こと が 妨害 され る 状況 で ロ 


じ る 為 に は 、 イ スラ ー 只 9 
用 いた りす る こと を 避 


に 残さ な いこ と 


ほ 神 論 
不信 仰 者 と 
叫 で す 。 ア ッ 
と 全て を 心 か 
ど 


に 出さ な い 
の 


ける 必要 も あり ます 。 イ スラ ー ム の 徳 、 す な わ ち イス ラー ム の 命 


レム 
本 


本 


ち 、 預 言 者 た ちの いずれ か を 傷 


す 。 否定 する こと と は 、 つ ま 
認め な いこ と を 意味 


いこ と 、 
と な り ま す 。 


不信 
に よる 
聞い た 
を 、「 無 


川 に 
不信 仰 で す 。 


す 。 1 


つめ は 単純 な 無 


と を 知っ て いま す 。 彼 ら に 1 
う な 状態 で す 。 は 交 間 


は 3 種類 あり ます 。 無 


知 で す 。 


知 に よる も の 、 強 い 


す 。 無 


知 に 


この 人 々 は 
は 誤っ た 信条 


了 物 と 


は あり 


も 2 種類 が あり 


禁止 事項 の どれ か ーー つ を 軽視 する こと 、 ク ルアー ン 、 天 使 た 
E 辱 する こと は 、 不 信仰 の し る し で 
り そ れ ら を 知っ た 後 で あえ て 信じ な 
し ます 。 疑う こと も 、 否 定 す る こと 


否定 、 判 断 


こと が な く 、 考 えた こと も な い 為 に 信仰 し な い 人 の 不信 爺 
知 に よる 不信 仰 」 と 呼び ま 


に 避 


ー 


、 目 分 


が 無知 で ある 


ませ ん 。 
区 別 す る も の は 、 知 識 と 理解 


ee 


ご ヽ 


動物 の 


で ある か ら で す 。 こ うい っ た 人 々 は 動物 以下 と な り ま す 。 なぜ な 


ら 動 物 は 創造 され た 事柄 ! 
の クウ つめ は 「 形 成 さ れ た 無 


内 


こ お い て より 優れ て いる か ら で す 。 無知 


hh」 で す 。 誤 っ た 、 逸 脱し た 信条 で 


す 。 ギ リシア 哲学 を 信 泰 する 人 々 や 、 ム スリ ム の うち 72 の ビ ド 
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ゥ ア の 派 で ある よう な 人 々 が これ に 当たり 


つめ の 無知 


き 


着 、 非 難 さ れる 
の 同行 者 、 
2 で 切 』 


し な いこ と で す 。 


信仰 の 3 種類 


の 印 と 見 な し て 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


は 、 


こと へ の 恐れ か ら 6 生じ 


断 に よる 不信 仰 で す 


日 に 日 


は 、 判 
いる 言葉 を 


「 頑 迷 な 谷 定 」 と も 呼 ( 
うぬぼれ 、 


E す 。 こ の 


h よ り も な お 悪い も の で す 。 楽 の な い 病 気 の J 


され ます 。 和 名 


言 他 は この 』 


無知 は 、1 
ト う な も の 


っ て いて 


凶 位 を 得る こと へ の 愛 
E す 。 フ ィ ル アウ ー ン と そ 
ビザ ン ツ 旦 帝 へ ヘラ クリ オス の 不 


ト う な も の 


。 イスラーム が 不信 仰 
HH し た り 、 行 動 を 取っ た り し た 人 


は 、 例 え 心 で 受け 入れ て いた り 、 信 じ て い る と 語っ て いた と し て 


も 、 不 信仰 


者 と な り ま す 。 イ スラ ー ム が 工 視 を 命じ し て いる も の を 


尊敬 する こと 、 イ スラ ー ム が 尊敬 する こと を 命じ し て いる も の を 工 


視 す る こと も 、 


アッ ラー が 天 、 
と は 不信 仰 で す 


あな た が 私 を ひど い 
に あわ せる 、 と 言う こと は 不信 仰 で す 。 


どい 


不信 仰 な こと で す 。 


も し く は 空 か ら 私 た ち を 見 


o 


に あわ せ た よ うに 、 


何 基 の ムスリム 
不信 仰 で す 。 

偽り 
不信 


思 で す 。 


は 私 の 目 に は ユダ ヤ 教 徒 


て お られ る 、 


と 言う こ 


アッ ラー も あな た を ひ 


天使 を 傷 辱 する 言葉 を 語る こと は 不信 仰 で す 。 
クル アー ン 、 さ ら に は その 一 文字 に つい て も 、 そ れ を 人 矯 辱 する 言 


葉 を 語る こと 、 そ の 一 文字 を 信じ な いこ と は 不信 仰 で す 


楽 装 を ! 
真正 で ある 有 
と は 不信 仰 で 3 
ませ ん 。) 


ほ 法 や 新約 聖 


臣 
青 


。 (現代 で は 真正 で ある 有 


、 ど 言う こと は 


で ある 言葉 に つい て 、 ア デッラ ー は ご 存じ で ある と 言う こと は 


島 ら し な が ら ク ルアー ン を 読む こと は 不信 仰 で す 。 


Oo 


世 
再 


を 信じ な いこ と 、 こ れ ら を 悪く 言う こ 
ま 法 や 新約 加 


は 存在 し 


クル アー ン の 例外 的 な 文字 を 読み 、 ク ルアー ン と は これ で ある と 


言う こと は 不信 


叩 で す 。 


預言 者 た ち を 傷 


辱 す る 言葉 を 語る こと は 不信 仰 で す 。 
クル アー ン で 名 が 告げ られ て いる 9?25 人 の 駐 言 者 た ち (アッ ラー 
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の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) の 誰か 一 人 で も 信じ な いこ 
不信 仰 で す 。 


と て も 良い こと を 行っ た 人 に つい て 、 預 言 者 より も な お 


い  、 と 言う こと は 不信 仰 で す 。 


避 届 


預言 者 た ち は 助 け を 必要 と し て いた 、 と 言う こと は 不信 仰 で す 。 
な ぜ な ら 、 彼 ら の 貧し さ は 彼ら 自身 の 願い に よる も の だ っ た か ら 


で すら 

誰か が 、 自 分 が 預言 者 で ある と いい 出し た と き 、 そ れ を 信じ 
も 不信 仰 者 と な り ま す 。 

来世 で 起こ る 出来 事 を か ら か うこ と は 不信 仰 で す 。 


る 人 


墓場 や 最後 の 審判 の 日 の 罰 に つい て 、( 知 識 や 科学 に そぐわ な い 


と いっ て ) 信じ し な いこ と は 不信 仰 で す 。 
天国 で アッ ラー に お 目 に か か る こと を 信じ な いこ と 、 私 は 
望め な い 、 ア ッ ラ ー を 求め る 、 と 言う こと は 不信 仰 で す 。 


天国 は 


イス ラー ム を 信じ な いこ と を 示す 言葉 、 例 えば 「 科 学 知識 は イス 
ラー ム の 知識 より も ずっ と 価値 が ある 」 な ど と 言う こと は 不信 仰 


で すれ 
礼拝 を し て も し な く て も 同じ で ある と 言う こと は 不信 仰 で す 。 
私 は ザ カ タート を 払わ な いと 樹 う こと は 不信 便 で す 。 
利子 が 合法 で あれ ば よかっ た の に 、 と 言う こと は 不信 仰 で す 。 
人 才 が 合法 で あれ ば よかっ た の に 、 と 言う こと は 不信 爺 で す 


えた 人 の 為 に 善 を 願う ドゥ アー を する こと は 不信 仰 で す 。 


言 仰 者 と な り ま す 。 


る 」 と いう ハデ ィ ー ス を 聞い て 、「 私 に は 説教 台 、 壁 掛け 、 
他 に 何 も 見 えな い 」 と 言う こと は 不信 仰 で す 。 

イス ラー ム の 知識 を 信じ な いこ と 、 そ れ ら 、 そ し て イス ラ 
者 を 軽視 する こと は 不信 仰 で す 。 
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ハラ ー ム で ある 品 を 貧者 に 与え て サワ ー ブ を 期待 する こと や 、 
者 が この 与え られ た お 金 が ハラ ー ム で ある こと を 知り な が ら 、 


MD2 


央 


イマ ー ム ・ ア ー ザ ム ・ ア ブー・ ハ ナ フ ィ ー の 類推 ( キ を ヤー ス ) は 
正しく な いと 言う こと は 不信 仰 で す 。 ワ ッ ハ ー プ 派 は この 為 に 


需 


知ら れ て いる スン ナ の どれ か を 気に入ら な いこ と は 不信 仰 で す 。 
「 私 の 墓 と 、 私 の 説教 全 と の 間 ! 析 天馬 の 寿 園 の 中 の 庭園 で あ 
墓 の 


不信 仰 者 と な る こと を 望む 人 は 、 そ れ を ニー ヤ し た 瞬間 に 不信 爺 
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者 と な り ま す 。 

他 者 が 不信 仰 者 と な る こと を 望む 人 は 、 不 信仰 を 好 ん で いる 為 に 
そう 望ん で いる の で あれ ば 、 不 信仰 者 と な り ま す 。 

不信 仰 の 原因 と な る こと を 知り つつ 、 自 ら の 意思 に よっ て 不信 仰 
の 言葉 を 語る 人 は 不信 仰 者 と な り ま す 。 知 ら ず に 語っ た 場合 も 、 
学者 た ちの 多く に よれ ば 、 や は り 不 信仰 者 と な り ま す 。 
不信 仰 の 要因 と な る 仕事 を 公 に 行う 人 こと は 不信 仰 で す 。 知 ら ず 
に 行っ た と し て も 不信 仰 と な る 、 と する 学者 も 多い で す 。 

腰 に 、 ズ ナー ル と 呼ば れる 神父 の 帯 を 撤 く こと 、 不 信仰 者 に 特有 
の 何 か を 身 に 着け る こと は 不信 仰 で す 。 商 人 が ダー ル ・ ア ル ・ ハ 
ラブ (戦争 の 世界 三 異教 徒 が 主権 を 持つ 世界 ) で 用 いる こ SN 
信仰 で す 。 こ れ ら を ユー モア と し て 、 他 者 を 笑わ せる 為 、 冗 談 
言う 為 に 用 いる こと も 、 不 信仰 の 要因 と な り ま す 。 

不信 仰 者 の 祝日 に 、 そ の 日 に 特有 の も の を 彼ら の よう に 用 いる こ 
と 、 そ れ ら を 不信 仰 者 に 贈る こと は 不信 仰 で す 。 
知性 を 持ち 、 知 識 を 備え 、 文 学者 で ある こと を 示す 為 に 、 も し く 
は 周囲 の 人 々 を 和 驚か す 為 、 笑 わせ る 為 、 喜 ば せる 為 、 あ る い は か 
ら か 2 う 為 に 語っ た 言葉 に つい て 、 判 断 に よる 不信 仰 の 恐れ が 持た 
れ ま す 。 激 怒 、 立 腹 、 欲 望 に よっ て 語ら れ た 言葉 も 同様 で す 。 
陰口 を た た いて いた 人 が 、 私 は 陰 日 な ど た た いて いな い 、 彼 が 持 
つも の に つい て 語 MERGE は 不信 仰 で す 。 
子供 の 頃 に 婚 如 し た 少女 が 、 思 春期 に 達し 知性 を 持っ た 時 に 、 信 
仰 、 イ スラ ー ム に 人 かす RA 
で あれ ば 、 夫 と 離婚 し 、 本 人 は 背 教 者 と な り ま す 。 男 性 も 同様 で 
す 。 
一 人 の 信者 を (正当 な 理由 な く ) 殺害 し た 人 、 も し く は 殺害 を 合 
じ た 人 に 「 よ く や っ た 」 と 言う こと は 不信 仰 で す 。 

殺害 が ワー ジブ で は な い 人 に つい て 、 殺 害さ れる べき で ある と 語 
る こと は 不信 仰 で す 。 

誰か を 正当 な 理由 な く 了 殴る 、 も し く は 殺害 する 迫害 者 に 、「 よ く 
や っ た 、 彼 は こん な こと を され て 当然 だ 」 と 言う こと は 不信 仰 で 
す 。 
事実 で は な い の に 、「 ア ッ ラ ー は ご 存じ だ 、 あ な た を 子供 の 時 か 
ら と て も 愛し て いた 」 と 言う こと は 不信 仰 で す 。 
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地位 の ある ムスリム が くし ゃ み を し た 時 、 彼 に 「 ヤ ル ハ ム ハ ッ ラ 
ー」 と いっ た ひと に 、「 目 上 の 人 に は そん な こと は いっ て は いけ 
な い 」 と 言う こと は 不信 仰 で す 。 

務め で ある こと を 信じ ず 、 軽 視 し 、 礼 拝 を 行わ な いこ と 、 断 食 を 
Np。 ザ カ ー ト を 支払 わな いこ と は 不信 仰 で す 。 
アッ ラー の 慈悲 に 望み を 絶つ こと は 不信 仰 で す 。 
それ 自体 は ハラ ー ム で は な く 、 後 で 生じ た 理由 の 為 に ハラ ー ム と 
な っ た 財産 や お 金 を 「 ハラ ー ム リ ガイ リヒ 」 と 呼び ます 。 盗 
まれ た 、 あ る い は ハラ ー ム で ある 手段 で 得 ら れ た 財産 が これ に 当 
た り ま す 。 これら が ハラ ー ル で ある と 言う こと は 不信 仰 で す 。 死 
肉 、 懇 肉 、 ワ イン な ど 、 そ れ 自 体 が ハラ ー ム で ある も の を 「 ハ ラ 
ー ム リ アイ ニ E ヒ 」 と 呼び ます 。 こ れ ら が ハラ ー ル で ある と 言 

こと は 不信 仰 で す 。 
確実 に ハラ ー ム で ある と 知ら れ て いる 全て の 罪 に つい て 、 ハ ラー 
ル と 呼ぶ こと は 不信 仰 で す 。 

アザ ー ン 、 モ スク 、 法 学 書 な ど 、 イ スラ ー ム が 価値 を 置い て いる 
も の を 軽視 する こと は 不信 仰 で す 。 

ウド ゥ ー が な いこ と を 知っ て いな が ら 礼 拝 を 行う こと は 不信 仰 で 
まぁ 
知っ て いる の に 、 キ ブラ 以外 の 方 向 に に 向かっ て 礼拝 を 行う こと は 
不信 仰 で す 。 礼拝 を キ ブ ラ に 向かっ て 行う 必要 は な いと 言う 人 
は 、 不 信仰 者 と な り ま す 。 
一 人 の ムスリム を の の し る 為 に 不信 仰 者 と 言う こと は 、 不 信仰 に 
は な り ま せん 。 不 信仰 者 と な る こと を 望ん で 言う の で あれ ば 、 不 
信仰 で す 。 
俳 で ある こと を 重要 視 せ ず に 罪 を 犯す こと は 、 不 信仰 で す 。 
イ バ ー ダ を 行う こと が 必要 で ある こと 、 罪 を 避け る こと が 必要 で 
ある こと を 信じ な いこ と は 不信 仰 で す 。 
集め られ た 税 が 統治 者 の 財産 と な か る こと を 信じ る こと は 不信 仰 で 
す 。 
不信 仰 者 た ちの 宗教 的 儀式 を 気に入る こと 、 必 要 に 迫 ら れ て いな 
い の に ズ ナ ー ル (神父 の 帯 ) を 撤 く こと 、 不 信仰 の 象徴 を 用 いる 
こと 、 こ の 人 々 と 親愛 な 関係 に な り 揚 手 す る こと は 不信 仰 で す 。 
目 ら 認め て 、「 何 々 の も の は 、 誰 々 が 持っ て いる 、 も し そこ に 


| 182 | 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


ナ れ ば 私 は 不信 仰 者 に も ユダ ヤ 教 徒 に も な ろう 」 と 区 約 し た の で 
あれ ば 、 そ の も の を その 人 が 持っ て いて も いな く て も 、 こ の 人 は 
ら 認め て 不信 仰 に 至っ た こと に な り ま す 。 

女 洲 、 同 性 愛 、 利 子 、 嘘 の よう な 確実 に ハラ ー ム で ある も の に つ 
いて 「 ハ ラー ル で あれ ば よかっ た の に 、 そ う で あれ ば 私 も し た の 
に 」 と 望む こと は 不信 仰 で す 。 

預言 者 た ち (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) を 信じ て 
いる が 、 し か し 預言 者 アー ダム は 預言 者 か どう か わか ら な い 、 と 
言う こと は 不信 仰 で す 。 

預言 者 へ ムハンマド が 終末 の 時 代 の 預言 者 で ある こと を 知ら な い 人 
は 、 不 信仰 者 と な り ま す 。 
誰か が 、「 預 言 者 た ちの 語っ て いる こと が 正しけれ ば 、 私 た ちゃ も 
救 わ れ て いた だ ろう 」 と いえ ば 、 不 信仰 者 と な り ま す 。( こ の 言 
葉 を 疑い の うち に 語っ た の で あれ ば 不信 仰 者 と な り ま す 。) 
誰か に 人 々 が 「 来 な さい 、 礼 拝 を し な さい 」 と いっ た 時 、 そ の 人 
が 「 私 は 礼拝 し な い 」 と いえ ば 、 不 信仰 者 と な り ま す 。 た だ その 
意図 が 、「 あ な た の 言葉 に よっ て 礼拝 を 行う こと は し な い 。 ア ッ 
ラー の 命令 に よっ て 礼 振 す る の だ 」 と いう も の で あれ ば 、 不 信仰 
者 に は な り ま せん 。 
誰か に 、「 ひ げ を 一 定 以上 に 短く する な 、 あ る い は 一 定 以上 の 部 
分 を 切り な さい 、 爪 を も 切り な さい 。 預言 者 ムハンマド の スン ナ 
な の だ か ら 」 と 人 々 が いい 、 そ の 人 が 「 私 は 切ら な い 」 と いえ 
ば 、 不 信仰 者 と な り ま す 。 他 の スン ナ も 同様 で す 。 (あな た の 言 
葉 で は や ら な い 、 た だ アッ ラー の 使徒 の スン ナ で ある 為 に 行う の 
だ 、 と 言う こと は 不信 仰 に は な り ま せん 。 否定 す る 意図 で 言え ば 
不信 仰 と な り ま す 。) 

誰か が 口 明 を 短く し た 時 、 そ ば に いる 人 が 「 無 駄 な こと を し た 」 
と いえ ば 、 そ れ を 言っ た 人 が 不信 仰 者 と な る こと が 懸念 され ま 
す 。 (日 ひげ を 短く する こと は スン ナ で す 。 スンナ を 軽 視 し た こ 
と に な り ま す ) 

誰か が 頭 か ら 足 まで 絹 の 衣装 を 着 て いた 時 に 、 他 の 人 が その 様子 
を 見 て 「 素 晴らし い 」 と いえ ば 、 そ の 人 の 不信 仰 が 懸念 され ま 


誰か が キ ブ ラ に 対し て 足 を 伸ばし て 座っ た り 、 あ る い は キ ブ ラ に 
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対し て つば を 吐い た り 、 キ ブラ の 方 向 に 尿 を し た り と いう マク ル 
ー フ で ある こと を 行い 、 そ の 人 に 「 こ の 行為 は マク ルー フ だ 、 や 
っ て は いけ な い 」 と 人 々 が た し な め た 場合 、 彼 が 「 全 て の 罪 が こ 
れ く らい で あれ ば 大 し た こと は な い 」 と 言っ た な ら 、 不 信仰 が 懸 
念 さ れ ま す 。 つ まり 、 マ クル ー フ を 重要 で は な いも の と 見 な し た 
た めで す 。 

誰か の 台 使 が ドア か ら 中 に 入り 、 その 主人 に 「 ア ッ サ ラー ム ア ラ 
イク ム 」 と 言っ た 時 、 そ の 主人 の そば に いた 人 が 「 黙 れ 、 主 人 に 
挨拶 を 送る と は 何 て こと だ 」 人 人 0MM 
り ま す 。 し か し その 意図 が 礼儀 作法 を 教え る こと で あり 、 挨 反 
0 の の DP 
ん 。 

信仰 が 増え る 、 減 る と 言う こと は 不信 仰 で す 。 し か し 、 成 封 さ や 
アタ テー 0 し さ に よる 、 と 言う の で あれ ば 不信 仰 に は な り ま 
せん 。 

キ ブ ラ は 2 つ あ る 、 一 つ は カー バ で も う 一 つ は エル サレ ム で あ 
る 、 と 言う こと は 不信 仰 で す 。 現在 2 つ で ある 、 と 言う こ ょ は 
不信 仰 で す 。 た だ し 、 エ ル サ レ ム の 至高 の 館 は キ ブ ラ だ っ た 、 そ 
の 後 カ ー バ が キ ブ ラ と な っ た 、 と 言う の で あれ ば 不信 仰 に は な り 
ませ ん 。 

八 か が イス ラー ム 学 者 を 根拠 も な く 嫌っ て いれ ば 、 そ の 人 の 不信 
が 懸念 され ます 。 

誰か が 食事 を する 際 に 話さ な いこ と は ソロ アス ター 教 の 良い 伝 
続か ら の も の で ある 、 と 言え ば 、 あ る い は 月 経 中 、 産 裾 中 の 夫人 
と 同人 開 し な いこ と は ゾロ アス ター 教 の 良い 行い か ら の も の で あ 
る と 言え ば 、 不 信仰 者 と な る と され て いま す 。 

誰か に 「 あ な た は 信者 な の か 」 と 尋ね た と き 、 相 手 が 「 イ ン シ ャ 
ラー」 と 答え 、 そ れ 以 上 の 説明 を し な けれ ば 不信 仰 者 と な り ま 
す 。 
誰か が 、 子 供 を 亡くし た 人 に 「 ア ッ ラ ー に は あな た の 息子 が 必要 
だ っ た の だ 」 と いえ ば 、 の 
女性 が 腰 に 黒い 糸 を 巻き 、 そ れ が 何で ある か 尋ね られ た 時 に 「 ズ 
ナー ル (神父 の 帯 ) で す 」 と 答え る の で あれ ば 、 不 信仰 者 と な り 
ま し 


に ーー 人 = 


0 
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誰か が ハラ ー ム で ある も の を 食べ る 際 に 
ば 、 不 信仰 者 と な り ま す 。 これ 
な わ ち 死 肉 や ワイ ン と いっ た ハラ ー ム に つい て 適用 


れ 自 体 が ハラ ー ム で は な い 、 


は な く 、 
誰か が 、 


ノヽ フ 


「 ビ スミ ッ ラ ー」 と いえ 


1 グー の さ リッ ザ イード 、 サザ 


され ます 。 そ 


ー ム ・ リ ・ ガ イリ ヒ に つい て は 
この よう で は あり ませ ん 。 強要 され た も の を 食べ る 際 ( 
ラー と 言う こと は 不信 仰 と は な り ま せん 。 そ れ 自 
強要 され た こと が ハラ ー ム な の で す 。 

不信 仰 を 認め る こと は 不信 仰 で す 。 誰 か を 呪 
「 ア ッ フ ラー が あな た の 命 を 不信 仰 の うち 取ら 
えば 不信 仰 者 と な る 、 と いう 点 で 学者 た ちら は 


こ ビ スミ ッ 
体 は ハラ ー ム で 


いな が ら 、 
NL で 


移 。 夫 全 四 どけ 0D の も 本 全 ご だ じじ 科 滞っ 
に 、「 そ の 罪 が 永遠 で 厳し いも の と な る よう に 」 と 認め る こと は 


不信 仰 に は な り ま せん 。 
誰か が 、「 ア ッ ラ ー が 
と 言い 、 し か し 実際 
信仰 者 と な 
こと に な り ま す 。 
誰か が 女性 と 証 


ぜ な ら 預 言 者 ムハンマド は 4 
ませ ん で し た 。 預言 者 が 
信仰 で す 。 


人 な し で 結婚 
我々 の 証人 だ 」 と いえ ば 、 


ご 存じ だ が 、 
に は それ を し た こと を 認識 し て いる な ら 、 不 
ます 。 それ 人 は 、 ア デア ッ テ ア 


(幽玄 界 は アッ ラー が 


私 は これ これ を し て いな い 」 


こ 舞 


に 無 


知 と いう 中 傷 を 行っ た 


し 、 そ の 人 や や 妻 が 「 ア ッ ラ ー と 預言 
2 人 と も 不信 仰 者 と な り ま す 。 な 
E 前 に 幽玄 界 の こと を ご 存じ で は あり 


られ た 人 の み が そ れ を 知る こと が で きま す 。) 


「 私 は 盗ま れ た も の 、 目 に 
ば 、 そ れ を 言っ た 人 も 、 


聞い て 信じ た 人 も 不信 仰 者 と な り ま 


陥 玄 界 の こと を ご 存じ だ と 言う こと は 不 
ご 存じ で あり 、 ア ッ ラ ー が 教え 
見 えな いも の を 知っ て いる 」 と 言え 


o 


「 私 に は ジン が 教え て くれ る 」 と 言え ば 、 や は り 不 信仰 者 と な り 
ます 。 預言 者 た ちら や ジン で すら 、 幽 玄 界 の こと は 知り ませ ん 。 


(幽玄 界 は アッ ラー が ご 存 


み が そ れ を 知る こと が で きま 
に 誓う こと を 望ん だ 時 、 他 の 誰か が 「 私 は あな た 
まな い 。 


誰か が アッ ラー 
が アッ ラー こと を 望 

うこ と を 求め る 」 と 言え ば 、 
誰か が 、 好 まな い 人 に 対し 
と いえ ば 、 不 信仰 者 と な り 


に 故 2 


メ 


不信 仰 者 と な る と 言わ れ て いま 
「 あ な た の 顔 は 私 に と っ て 命 取 
E す 。 なぜなら 、 


じ で あり 、 ア デッラ ー が 教え られ た 人 の 


離婚 や 名 誉 、 葵 れ を か け て 著 
5 お 
だ 」 
命 を 取る の は 僅 大 な 
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天使 アズ ラー イー ル だ か ら で す 。 
誰か が 、 礼 拝 を 行わ な い の は 素敵 な こと だ と いえ ば 、 不 信仰 者 と 


な り ま す 。 誰 か が 誰か に 礼 朝 


拝 を する の は 私 に は 難し い 」 
て いま す 。 

誰か が 
と な り 
行っ た 
か ら か け 離 れ た 存在 で す 。 
「 父 な る アッ 
誰か が 
う 【 


に 


「 預 言 者 


デ 
ー 


誰か が 
うに ) は 


ーー 
っ 


と 言え 


「 ア ッ ラ ー は 天 に お ける 私 の 証人 だ 」 と いえ ば 、 不 信仰 者 
す 。 な ぜ な ら 、 ア ッ ラ ー に どこ か に いる 、 と いう 中 傷 を 
と に る た めで す 。 アッラー! 


ラー」 と 言う 人 は 不信 爺 
ムハンマド (アッ ラー の 祝 
) は 食事 の 後 、 指 を 舐め られ た 
「 そ れ は 不作 法 だ 」 と いえ ば 、 不 信仰 者 と な り ま す 。 
[預言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝 
黒 か っ た 」 と いえ ば 不信 仰 者 と な り ま す 。 


ま E を し よう と 呼び か け 、 そ の 人 が 「 礼 


に 


、 不 信仰 者 と な る と いわ れ 


よ 、 居 場所 が 制限 され る こと 


o 


者 と な り ま す 
時 と 平安 が あり ます よ 
」 と 言っ た 時 、 他 の 誰か が 


戸 


ョ と 平安 が あり ます よ 
黒い 色 を ア 


と 


ラブ 人 、 ア ラブ 人 と よぶ こと ご き お り を 時 い フ ァ ト ッ マ と 呼ぶ こ 
と が 広く み ら れ ます 。 これら は 避け られ る べき で す 。) 


「 柚 は アッ ラー が 与え られ る 。 


し か し し も ゃ べべ も 行動 すべ きだ 」 と 
いえ ば 、 こ の 言葉 は シル ク に あたり ます 。 なぜなら しゃ も べべ の 行動 


も アッ ラー に よる も の で ある か ら で す 。 
誰か が 「 キ リス ト 教 徒 で や る こと は 、 ユ ダ ヤ 教 徒 で ある こと より 


も 良い 。 ア メリ カ の 不 
こと より も 良い 
は キリ スト 教徒 より も 、 


韻 


プ マ 


各 
と 


「 不 信心 者 で ある こと は 
う 人 は 


産 主義 
いで ある と 言う べき な の で す 。 
切 
、 不 信仰 者 と な り ま す 。 


ミン 


者 で ある こと より も 良い 


言 仰 者 で や る こと は 、 共 産 主義 者 で ある 
」 と 言え ば 、 不 信仰 者 と な り ま す 。 


ユダ ヤ 教 徒 
キリ スト 教徒 より も より 災 


と 


戸 


」 


「 知 識 の 評議 会 が 何 の 役に立つ の か 」、 も し く は 「 学 者 た ちの 言 
うこ と を 誰が 実行 で きる の か 」、 も し く は ファ トワ ー を 無視 し て 
「 学 者 の 言葉 が 何 の 役 に 立つ の か 」 と 言え ば 、 不 信仰 者 と な り ま 


す 


誰か が イス ラー ム に 対す る 不信 仰 を 言 
た の で あれ ば 、 笑 っ た 人 も 不信 仰 者 と な り ま す 。 


二 


ラド 


弓馬 、 空 


て 


され て いた な ら 、 不 信仰 と は な り ま せん 。 
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和夫 彼ら は 知っ て い 
ここ に ある 」 と いえ ば 
不信 仰 に は な り ま せん 。( ワ リー の 魂 は 、 ア ッ ラ ー の よう に どこ 
6 思い 起こ され た 場所 
とこ はい な い の で す 。) 
2 電 4FUNM り ピコ 


誰か が 「 シ ャ イフ の 魂 は いつ で も ここ 
る 」 と いえ ば 、 不 信仰 者 と な り ま す 。 了 


に も 存在 され る と いう わけ で は あり ませ 
に 存在 し ます 。 思い起こさ れる 前 に は そこ 


ます 。 


誰か が 「 預 言 者 チア ー ダ ム が 麦 を 食べ な けれ ば 、 私 た ち は 罪 を 犯す 


存在 と は な ら な か っ た 」 と 言え ば 、 不 信仰 者 と な り 


E す 。 し か 


し 、「 預 言 者 アー ダム が 木の実 を 食べ な けれ ば 、 私 た ち は 世 界 に 
存在 し な か っ た 」 と 言う こと が 不信 仰 と な る か どう か に つい て は 


論議 が な され て いま す 。 
「 預 言 者 チー ダム が 布 を 織っ て いた 」 と 


いっ た 時 、 


誰か が 「 そ れ 


な ら 私 た ち は 布 屋 の 子孫 だ と いう こと だ 」 と 言え ば 、 不 信仰 者 と 


な り ま す 。 
誰か が 小さ な 罪 を 犯し 、 他 の 人 が 彼 に 悔 


計 す る よう に 


言っ た 時 、 


その 人 が 「 私 が 何 を し た と いう の か 。 な ぜ 悔 惜 を する の だ 」 と 言 


えば 、 不 信仰 者 と な り ま す 。 


誰か が 他 の 人 に 「 来 な さい 、 イ スラ ー ム 学者 を 


訪ね よう 」、 も し 


く は 「 法 学 、 イ ルミ ハル の 本 を 読ん で 学ば ぼう 」 と 言っ た 時 、 そ の 
人 が 「 そ ん な も の 学ん で どう する の だ 」 と 言え ば 、 不 信仰 者 と な 


り ま す 。 な ぜ な ら 、 こ れ は 知識 を 軽視 する こと だ か ら で す 。 


クル アー ン の 解釈 本 、 法 学 の 本 を 傷 辱 す 

人 、 悪 く 言 う 人 は 不信 仰 者 と な り ま す 。 

誰か に 「 あ な た は 誰 の 子孫 な の か 。 どの 

る あな た の 派 の イマ ー ム は 誰か 、 行 動 に 
は 誰か 」 と 聞か れ た 時 、 答 えら れ な 

と な り ま す 。 

絶対 的 に ハラ ー ム で ある も の を ハラ ー ル 


| 


る 人 、 こ れ ら を 好ま な い 


で ある と 言 


仰 者 と な り ま す 。 (タバ コ を ハラ ー ム で ある と 言う 


民族 な の か 。 
お ける あな た の 派 の イマ 
ゝ の で あれ ば 、 


信仰 に お け 


不信 仰 者 


全て の 宗教 で ハラ ー ム で あり 、 ハ ラー ル と され る こと が 才 智 に そ 


ぐ わ な いよ うな 事柄 に つい て 、 ハ ラー ル で あれ ば よかっ た と 願う 
こと は 不信 仰 で す 。 委 通 、 同 性 愛 、 満 腹 し て いる の に 更に 食べ る 
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人 測 王 愛 け 取 る こと 、 直 うこ と か ど で す 、 ワイ ツジ が ハタ アー 
ル で ある こと を 望む こと は 、 不 信仰 で は あり ませ ん 。 なぜなら 全 
て の 宗教 で ハラ ー ム で は な いか ら で す 。 
崇高 な る クル アー ン を 、 会 話 の 中 で 用 いる こと は 不信 仰 で す 。 
ギフ ヤー いう 名 の 人 に 、「 ヤ ヤー よ 、 麻 典 を し っ か り ょ 守 
れ 」 (マルヤ ム 章 第 12 節 か ら ) と いえ ば 、 不 信仰 者 と な り ま す 。 
クル アー ン を か ら か っ た こと に な る の で す 。 楽器 、 ゲ ー ム 、 歌 の 
間 に ク ルアー ン を 読む こと も 同様 で す 。 
今 来 た 。、 ビ スミ ッ ラ ー」 と 言う こと 人 は 炎 い で す 。 何 か を た くき 
ん 見 た 時 に 「 マ ー ハ ラ カ ッ ラー (アッ ラー が 何と 多く の も の を 創 
造 さ れ た の か )」 と 言っ た 場合 、 意 味 を 知ら な けれ ば 不信 仰 者 と 
な り ま す 。 
誰か が 「 今 は あな た を 責め な い 、 人 々 は 南 め る こと を 罪 と 呼ぶ ら 
LMO」 誠 言 うこ とる は 、 炎 いで す 。 
誰か が 「 ジ ブ プラー イー ル の 子 生 の よう に 真っ 裸 だ 」 と 言う こと は 
災い で す 。 天使 を か ら か うこ と に な り ま す 。 
「 上 息子 の 頭 」 も し く は 「 私 の 頭 」 と いう 言葉 に 暫 い の 意味 を 持た 
せれ ば 、 つ まり 「 ア ッ ラ ー に 玖 っ て 、 息 子 の 頭 の 為 に 」 と 言え 
ば 、 不 信仰 と な る こと が 懸念 され ます 。 
クル アー ン 、 マ ウリ ー ド 、 そ し て 導 美 の 歌 を 、 楽 器 を 鳴ら し な が 
ら 責 う こと 、 演 奏 器 具 と 共に 読む こと は 不信 仰 で す 。 
人 ン 、 マ ウリ ー ド 、 牙 美 の 責 、 祝 福 祈 願 を 、 罪 が 行わ れる 
場 で 尊敬 の 意 を 持っ て 唱え る こと は ハラ ー ム で す 。 楽しみ 、 娯 楽 
の 為 に 唱え る こと は 不信 仰 で す 。 
スン ナ ! に 従っ て 唱え られ る ムハンマド の アザ ー ン を 聞か ず 、 大 功 
に し な い の で あれ ば 、 す ぐに 不信 仰 者 と な り ま す 。 
クル アー ン に 自分 の 頭 で 意味 付け を する 人 は 不信 仰 者 と な り ま 
凍 
クル アー ン や ハデ ィ ー ス で 明白 に 告げ られ 、 法 解釈 の 見 解 を 出す 
イマ ー ム た ち が 意 見 を 一 致 さ せ て 教え て いる 事柄 、 そ し て ム ス リ 
NO 知ら れ て いる 信仰 上 の 知識 に 適っ た 形 で 信仰 し な 
人 は 、 不 信仰 者 と な り ま す 。 不 信仰 の この 種 の 形 を 「 イ ル ハ 
、 信 じ る 人 を 「 ム ル ヒ ド 」 と 呼び ます 。 
ah に 敬意 を 持っ て 挨拶 を する 人 は 、 不 信仰 者 と な り ま す 。 


こ ー 
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MM こ 敬 意 を 表す 言葉 を 語る こと 、 
と は 不信 仰 で す 。 


他 着 の 不信 爺 を 並ぶ 人 は 不信 仰 者 と な り ま 


例え 
多 計 


ば 「 わ が 師 よ 」 と 言 


クル アー ン が 録音 され た テー プ や レコ ー ド は 、 ク ルアー ン の 崇高 


な 正本 と 同様 に 尊い も の で す 。 これら に 不 克 な 態度 を 取る こと は 
不信 仰 で す 。 
ジン と 交わ っ て いる 占い 師 や 占星 術 師 、 ま じ な い 師 を 訪ね 、 役 ら 


が 語る こと や 行っ て いる こと を 信 


じ る こと は 、 不 信仰 で す 。 時 に 


は 当たっ た と し て も 、 ア ッ ラ テー 以外 の 他 の 誰か が 全て を 知り 、 望 


むこ と を 何で も 行う と 信じ る 行為 


で ある た めで す 。 


を 信じ る こと は この 通り で は あり ませ ん 。) 


スン ナ を 軽視 する こと や 、 
の 

ズ ナ ー ル と 呼ば れる 
架 、 ク ロス と 呼ば れる まっ すぐ 


父 の 帯 を 巻く こと 、 


(科学 の 知識 


大 切 に せ ず 放棄 する こと は 不信 仰 で 


偶像 、 す な わ ち 十字 
に 切ら れ た ? つの 棒 、 像 、 そ し て 
する こと 、 祭 め る こと 、 イ スラ ー ム の 徳 を 教え 
の どれ か を 傷 唇 する こと 、 イ スラ ー ム 学者 の 誰か を 俺 


情 


人 


と な る 言葉 を 語る こと 、 


架 、 
それ ら の 絵 を 崇拝 

る 宗教 書 

する こと 、 か ら か うこ と 、 不 信仰 の 要 
書く こと は 不信 仰 で す 。 ま た 、 崇 め る 
を 俺 辱 し 、 憩 辱 す る こと が 命じ られ て 
た 不信 仰 で す 。 


に は 必ず 効果 が ある 」 と 言い 、 
ムスリム が 、 上 ら を 不信 心 者 と 呼ぶ 人 
よう な 承認 を 示す 返事 を すれ ば 、 


こと が 命 
\ る 何 か を 祭 め る こと も ま 


「 ま じ な い 帥 は まじ な い に よ っ て 望む こと を 当然 行う 、 ま 
信じ る 人 は 不信 仰 者 と な り ま 
に 対し 、 
彼 も 不信 仰 者 と な り ま す 。 


じ ら れ て いる 何 か 


や じ な い 
す 。 
と いっ た 


「 は い 」 


2 プー ム で ある こと が 知ら れ て いる 一 定 の 財産 で 、 モス ク を 人 造ら 


h の 慈 


せる こと 、 サ ダ カ を 支払 うこ と 、 そ の 1 


誰か に 絶対 に 


香 を 行わ せる こと 、 
これ に 対し て サワ ー ブ を 期待 する こと は 、 不 信仰 で す 。 
に ハラ ー ム で ある 財産 か ら サ ダ カ を 与え て サワ ー ブ を 


期待 する こと 、 受 け 取 っ た 貧者 が ハラ ー ム の お 金 で ある こと を 知 


っ て いな が ら 「 ア ッ ラ ー が 度 ん で くだ さい ます よう に 」 


と で 、 与 えた 人 も 、 
も 、 皆 が 不信 仰 者 と な り ま 
結婚 が ハラ ー ム で ある 女 f# 


生 と 結婚 する こ 
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と に 区 つ 


ー 


言う 2 こ 


と 言 


「 ア ー ミ ー ン 」 と いっ た 人 が いれ ば その 人 


いて 、 そ れ を ハラ 
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ー ル と 言う 人 は 、 不 信仰 者 と な り ま す 。 

再 場 、 遊 技 場 、 罪 が 犯さ れ て いる 場 に お いて 、 ラ ジオ や スピ ー カ 
ー で クル アー ン や マウ リー ド を 聞い て 楽し むこ と は 不信 仰 で す 。 
クル アー ン を 、 楽 器 を 演奏 し な が ら 読 むこ と は 不信 仰 で す 。 
ラジ オ や スピ ー カ ー で 読ま れ て いる クル アー ン に 対し て 失礼 な 態 
度 を と る こと は 不信 仰 で す 。 

アッ ラー 以外 の どの よう な 存在 に 対し て も 、 ど の よう な 目的 が あ 
っ た と し て も 、「 創 造 者 」 と 言う こと は 不信 仰 で す 。 

「 ア ブ ド ッ ルカ ディ ル 」 と 言う 代わ り に 、「 ア ブ ド ゥ ルコ イド ッ ゥ 
ル 」 と 言う こと は 、 も し 意図 的 で あれ ば 不信 仰 で す 。「 ア ブ ド ゥ 
ル ア ジ ズ 」 と 言う 代わ り に 「 ア ブ ド ッ ゥ ッ ル ゼイ ズ 」、「 ム ハン マ ド 」 
と 言う 代わ り に 1 メモ 」、! ハ サザ サン] と 言う 代わ ね わり に 「 ハ ッ ツ 」、 
「 イ ブラ ー ヒ ー ム 」 と 言う 代わ り に 「 イ ボ 」 と 言う こと も 同様 で 
す 。 こ れ ら の 名 前 を 靴 や サン ダル に 書く 人 、 そ れ を 踏む 人 の 信仰 
NE 

ウド ゥ ー が な いこ と を 認識 し な が ら 礼 拝 を 行う こと 、 ス ン ナ で あ 
2 間 の の D と は 不信 仰 で す 。 ス ン ナ に 重き を 置か 
な いこ と は 不信 仰 で す 。 

無知 な 人 々 が ワリ ー を 創造 主 と 思 い 込 むこ と を 懸念 し て 、 そ の 墓 
を 破壊 する 、 と いう 言葉 は 不信 仰 で す 。 

凶 者 、 特 に 自分 の 子供 が 不信 仰 者 と な る 要因 と な っ た 人 は 、 不 信 
仰 者 と な り ま す 。 

姦通 、 同 性 愛 が 認め られ る と 言う こと は 、 不 信仰 で す 。 

クル アデ アーン の 言葉 や 、 ハ ディ ー ス 、 そ し て 意見 の 一 致 に よっ て 宣 
告 さ れ て いる ハラ ー ム に 重き を 置か な いこ と は 、 不 信仰 で す 。 
大 き な 罪 を 繰り 返す こと 、 頑 な に 繰り 返す こと は 不信 仰 に 引き ず 
り 込 まれ る 要因 と な り ま す 。 礼拝 に 重き を 置か な いこ と は 不信 仰 
で す 。 

文章 、 文 字 が 書か れ た 紙 、 和 覆い 、 礼 拝 用 の 紋 後 を 床 に 敷く こと 
( 傷 辱 の 為 に 敷く こと 、 利 用 する こと ) は 不信 仰 で す 。 

アブ ー・ バ クル ・ ス ッ ド ゥ ー ク と ウマ ル ・ ウ ル ・ フ ァ ー ル ー ク 
(アッ ラー が お 諾 び くだ さい ます よう に ) に カリ フ に な る 権利 は 
な か っ た 、 と 言う こと は 不信 仰 で す 。 

アッ ラー と は 別に 、 死 者 か ら 何 か を 求め る こと は 不信 仰 で す 。 


ー ン ン 
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「 テ ズ ヴ ェ レ ン ・ デ デ 」( そ の 人 に 願え ば 子供 が 授かる と され 
る ) と いう よう な こと は と て も 本 いも の で あり 、 不 信仰 の 要因 と 


な り ま す 。 


死者 を 土 に 埋め る こと は ファ ルド で あり 、 こ の ファ ルド に 重き を 
お か ず に その 奉仕 か ら 逃 げ る 人 、 知 識 や 科学 を 主張 し て 「 死 者 を 


理 め る こと は 時 代 遅 れ だ 、 偶 
よう に 死者 を 焼く こと が よ 
ムル タ ド と な り ま す 。 


アッ ラー の 友 で ある ワリ ー た ちの うち 、 亡 く な っ た 、 も し く は 生 


崇拝 者 や 共産 主義 者 、 不 信仰 者 の 


良い 


」 と 言う 人 の 信仰 は 失わ れ 、 


き て いる 誰か に つい て 、 言 葉 ち もしくは 心 で 否定 する こと は 不信 仰 


で す 。 

ワリ ー た ちや や 知識 人 、 税 の 徴収 係 で ある 人 々 へ の 敵対 は 不信 仰 で 
す 。 

「 ワ リー た ち に 一 切 の 罪 が な いと いう 特性 が ある 」 と 言う こと は 
不信 仰 で す 。 一切 の 罪 が な いと いう 特性 は た だ 預言 者 た ち に の み 
あり ます 。 

知識 か ら 何 も 得る こと が な い 人 は 、 信 仰 が な い 状 態 で 去る こと が 


懸念 され ます 。 そ こ か ら 何 か を 得る 為 の 最低 限 の こと は 、 こ の 知 


識 を 信じ し る こと で す 。 


クル アー ン を 、 イ スラ ー ム 学者 た ちの 誰 も が 読ん だ こと の な い 形 
で 読む こと は 、 そ の 意味 や 言葉 を 壊さ な か っ た と し て も 、 不 信仰 


@ す か 。 


神父 た ちの イ バ ー ダ に 特有 の も の を 用 いる こと は 不信 仰 で す 。 
何ら か の 出来 事 が 勝手 に 生じ し た も の で ある と 信じ る こと 、 そ し て 


と 言 居 う ーー ご ど は 不信 仰 で す 。 


動物 が 、 単 細胞 か ら 高 等 な も の へ と 進化 し 、 つ い に 人 間 と な っ た 


礼拝 を わざ と 行わ ず 、 カ ダー を 行う こと も 考え な い 、 そ の 為 に 久 


を 受け る こと を 妨 れ な い 人 
ま 滞っ 


ラー ム が 不信 仰 の し る し と 見 
り 強 制 さ れ た り し て いな い の 
教 友 を 嫌う 人 は ムル ヒド と 呼 


は 、 ハ ナ フ ィ ー 派 で も 不信 仰 者 と な り 


不信 仰 者 の イ バ ー ダ を イ バ ー ダ と し て 行う こと 、 例 えば 、 教 会 で 
鳴ら し て いる オル ガン 等 の 楽器 や 鐘 を モス ク で 鳴ら すこ と 、 イ ス 


な し て いる こと を 、 必 要 に 人 迫 ら れ た 
に 用 いる こと は 不信 仰 で す 。 
ば れ ま す 。 ム ル ヒ ド は 不信 仰 者 と な 


| 19 


| 
| 


ーーー] 礼拝 の 書 ーー 一 


り ま す 。 

不信 仰 者 の 絵画 を 高い と ころ に 飾り 、 上 時 め る こと は 不信 仰 で す 。 
絵画 や 像 、 モ デル 、 十 字 架 、 あ る い は 星 、 太 陽 、 邊 と いっ た も の 
に 神 性 が ある こと を 信じ る こと 、 例 えば 望む も の を 創造 し 、 望 む 
こと を 行い 、 病 人 を 癒す 、 と し て 凡 め る こと は 不信 仰 で す 。 

アー イシ ャ が 不貞 で ある と いい 、 そ の 父 が 教 友 で ある こと を 信じ 
な い 人 は 不信 仰 者 と な り ま す 。 

預言 者 イー サー が 天 か ら 下 り て くる こと が 、 必 ず 起 こる こと と し 
て 知ら れ て いま す 。 こ れ を 信じ な い 人 は 不信 仰 者 と な り ま す 。 
クル アー ン で 、 そ し て ハデ ィ ー ス で 、 天 国 が 吉報 と し て 伝え られ 
た 人 に つい て 、 不 信仰 者 で ある と 言う こと は 不信 仰 で す 。 
科学 の 経験 の 範 晴 に 含ま れ な い 、 科 学 と か か わり の な い ク ルアー 
ン の 章 名 を 、 科 学 の 知識 に 結び 付け よう と する こと 、 サ ハー バ や 
その 次 と その 次 の 世代 の 人 々 の 解釈 を 変え る こと は 大 き な 罪 と な 
り ま す 。 こ の よう な 解釈 や 翻訳 を 行う 人 は 不信 仰 者 と な り ま す 。 
ムスリム で ある 少女 が 、 思 春期 に 達し た 時 に イス ラー ム に つい て 
何 も 知 ら な けれ ば 、 不 信仰 者 と な り ま す 。 男性 も 同様 で す 。 
ムスリム 女性 が 頭 、 腕 、 足 を 露出 し た 状態 で 外 に 出る こと 、 男 性 
が それ を 見 る こと は ハラ ー ム で あり 、 罪 で す 。 こ れ に 重き を 置か 
ず 、 気 に 留め な い の で あれ ば 、 信 仰 は 失わ れ 、 不 信仰 者 と な り ま 
す 。 

預言 者 ムハンマド が 教え られ た ファ ルド と ハラ ー ム も 、 ク ルアー 
ン で 明白 に 告げ られ て いる ファ ルド や ハラ ー ム と 同様 に 尊い も の 
で す 。 これら を 信じ な い 人 、 認 め な い 人 は イス ラー ム か ら 離 れ 、 
不信 仰 者 と な り ま す 。 

ルク ウ の タス ビー フ で 「 ズ 」 の 音 で 「 ア ズィー ム 」 と 言う こと 。 
アッ ラー は 僅 大 で ある と いう 意味 で す 。 も し 「 ザ 」 の 音 で アズ ィ 
ー ム と いえ ば 、「 ア ッ ラ ー は 私 の 敵 で ある 」 と いう 意味 に な り 、 
礼拝 は 無効 と な り ま す 。 意味 が 変わ っ て し ま う 為 、 不 信仰 の 要因 
と も な り ま す 。 

クル アー ン に 節 を つけ て 読む ハー フィ ズ に 、 何 と 美しく 読ん だ の 
で し ょ うと 言う 人 の 信仰 は 消え 、 不 信仰 者 と な り ま す 。4 つの 学 
派 と も 、 ハ ラー ム で ある も の を 美しい と 言う 人 は 不信 仰 者 と な る 
と 見 な し て いま す 。 た だ 、 声 、 音 色 、 ク ルアー ン を 読む こと 自体 
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が 素晴らし いと いう こと を 意図 


ませ ん 。 


天使 や ジン の 存在 を 信じ な い 人 は 、 不 信仰 に 
クル アー ン の 章 旬 で は 、 
意味 が 与え られ ます 。 
に 従う 
不信 仰 の 要 


マー イー ル 派 ) 


魔術 を 行う 際 、 


で す 。 


ムスリム に 「 不 信仰 者 よ 」 と 言う 人 、 あ る 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


それ ぞ れ の 言葉 に は 明 
この 意味 を 変化 させ 、 
人 は 不信 仰 者 と な り ま す 。 
と な る 言葉 や 行い が あれ ば 、 不 信仰 


し て いっ た 人 


考 


メー ソン と 言う 人 、 


と 信じ る の で あれ ば 、 発 
イ バ パー ダ を 行う 人 が 、 
に は 罪 が 多い 、 
は 強い と 言え ま 


り ま す 。 


預言 者 た ちの 数 を 
る と 言う こと 、 あ 
ます 。 こ れ は 不信 


9H 


認め な いこ と は 


才 † 


言 仰 の 要因 


不 


性 も し く は 女 : 


ト 産 主義 


と 言う 人 は 


言 者 自 


信仰 が 損 


が 、 不 信仰 の 要 
は 紀和 細 0 


は 、 不 信仰 に 


は な り 


は な り ま せん 。 
白 で よく 知ら れる 
バー ティ ン 派 (イス 


Y\ は ムスリム に フリ ー 
、 彼 を 不信 仰 者 で ある 


身 が 不信 仰 者 と な り ま す 。 


員 な われ た こと に 不安 を 抱き 、 
イ バ ー ダ は 私 を 救 わ な い 」 と 考え れ ば 、 そ の 信仰 
す 。 信仰 が 続く か どう か を 疑う 人 は 不信 仰 者 と な 


「 私 


明言 する こと は 、 預 言 者 で な い 人 を 預言 者 で あ 
る い は 預言 者 を 預言 者 と 認め な いこ 
兄 で す 。 なぜなら 、 預 言 者 た ちの うち 一 人 で も 
、 誰 一 人 と し て 認め な いこ と を 意味 する の で す 。 


と と な り 得 


生 の ムスリム は 、 学 者 た ち が 意 見 を 
と な り 得 る と 告げ て いる 一 つの 言葉 、 も し く は 行い 
と な る こと を 論 識 し 、 
真剣 に 


ヨ H 発 的 に 
に 、 も し く は 冗談 


際 時 RM k な 不信 
仰 」 と いわ れ ま す 。 頑 迷 な 不信 仰 に よっ て ムル タ ド と な る 人 は 


以前 の イ バ ー ダ の サワ ー ブ が 失わ れ ま す 。 
こと は で きま せん 。 裕福 で あれ ば 
り ま す 。 ム ル タ ド で ある 時 に 行っ た 礼拝 、 有 
ー は 行い ませ ん 。 


9 
は 十分 で は 


あり 
も 悔 悟 を 行う こと 


棄 教 以前 に で 


が 必要 で す 。 


ませ ん 。 不 信仰 の 要 


致 さ せ て 


( 轟 迫 を 受け る 
で 、 笑 わせ る 
は いな か っ た と 


悟 を し て も 取り 戻す 
時 び 巡 礼 に 行く こと が 必要 と な 
『 食 、 ザ カー ト の カ ダ 
* き な か っ た も の に つ 
悟 を する 為 に は 、 カ リマ ・ シ ャ ハ 


いて カ ダ ー を 
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ダ を 唱え る だ け で 


因 と な っ た その も の に つい て 
(イス ラー ム か ら 、 


どの 扉 を 通っ 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


て 出 た の で あれ 、 そ こ か ら 入 る こと が 必要 で す 。) も し 不信 仰 の 
要因 と な る こと を 知ら ず に 語っ た り 、 行 っ た り し た の で あれ ば 、 
ある い は 不信 仰 の 要因 と な る か どう か 学者 た ちの 間 で 意見 が 統 
され て いな い 言 葉 を 意図 的 に 語っ た の で あれ ば 、 信 仰 が 失わ れ 、 
婚 問 が 無効 と な る か どう か は 疑問 で す 。 用 心 と し て 、 信 仰 を 新た 
に し 、 婚 妃 を 行う こと が 良い と され ます 。 知 ら ず に 語る こと 
を 、「 無 知 に よる 不信 仰 」 と 言い ます 。 知 ら な いこ と は 正当 な 理 
] で は な く 、 大 き な 俳 で す 。 な ぜ な ら 全 て の ムスリム に と っ て 、 
知っ て お くべ きこ と を 学 記 の は ファ ルド で ある か ら で す 。 不 信仰 
の 要因 と な る 言葉 を 、 誤 っ て 、 間 違っ て 、 あ る い は 言葉 に 複数 の 
意味 が ある こと か ら 唱 に 出し た こと と な っ て し まっ た 人 の 信仰 や 
婚 如 は 、 無 効 と な り ま せん 。 た だ 悔 悟 と 儀 悔 、 す な わ ち 信仰 を 新 
た に する こと は 良い と され ます 。 

不信 心 者 は 、 カ リマ ・ タ ウ ヒ ー ド を 唱え る こと で 信者 と な る よ 
うに 、 信 者 も 、 一 つの 言葉 を 口 に する こと で 不信 仰 者 と な る の で 
す 。 
一 人 の ムスリム の ある 言葉 、 あ る い は ある 行い に 100 の 意味 が 
ある 場合 、 つ まり 100 通り の 見 解 が で きる 場合 、 そ の うち の 1 つ 
が その 人 が 信仰 を 持つ こと を 示し 、 残 り の gg9 が 不信 仰 者 で ある 
こと を 示し て いる な ら 、 こ の 人 は ムスリム で ある と 見 な され る 
き で す 。 つ まり 不信 仰 を ボ す 99 の 意味 は 目 に せ ず 、 信 仰 を ボ す 1 
つの 意味 を 見 る の で す 。 この 言葉 を 誤解 し て は いけ ませ ん 。 こ の 
為 に は 2 つの 点 に 注意 すべ き で す 。 一 つ 目 は 、 こ の 言葉 、 行 い の 
括 が み ス リム で ある こと で す 。 一 人 の フラ ンス 人 が クル アー ンジ を 
褒め 、 イ ギリ ス 人 が アッ ラー は 唯一 で ある と いっ た と し て も 、 彼 
ら が ムスリム で ある と 言う こと は で きま せん 。 二 つ 目 と し て 、 一 
つの 言葉 や もしくは 行い に 100 の 意味 が あっ た 場合 、 と 言わ れ た こ 
と で す 。 逆 に 、100 の 言葉 も し く は 100 の 行い の うち 、1 つが 信 
仰 を 示し 、99 が 不信 仰 を 示し て いる の で あれ ば 、 こ の 人 を ム ス リ 
ム と 呼ぶ こと が で きる と は 言わ れ て いな い の で す 。 


全て の ムスリム は 朝晩 、 こ の 信仰 の 為 の ドゥ アー を 唱え る べき 
2 の 
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「 ア ッ ラ ー フ ンマ イン ニー アウ ズ ビ カ ミン アン ウシ ュ 
リカ ビ カ サイ アン ワ アナ ー アラ ム ワ アス タグ フィ 
ルー カカ リマ ー ラー アラ ム イン ナカ アン タ アッ ラー ム 
ル グ ユ ー ブ 」 

「 ア ッ ラ ー フ ンマ イン ニ ユリ ー ド ッ ゥ アン ウジ ャ ッ デ 
ィ ダ ル イー マー ナ ワン ニカ ー ハ タ ジ ュ ディ イー ダン ビ カ 
ウリ ラー イラ ー ハ イッ ラッ ラー ムハンマド ッ ン ラス ル 
デジ ダー」 

と ドゥ アー し 、 悔 悟 し 、 信 仰 を 新た に し 、 婚 巡 を 行い ます 。 


信仰 が 私 た ち に お いて 維持 され 、 和 失わ れ な い 為 に : 

に 見 えな いこ と を 信 じ る こと 

に 見 えな いこ と を 、 た だ アッ ラー が 、 そ し て アッ ラー が 教え ら 
れ た 人 々 が ご 存じ で ある こと を 信じ る こと 

ハラ ー ム を ハラ ー ム と 論議 し 、 信じ る こと 

ハラ ー ル を ハラ ー ル と 設 識 し 、 信 じ る こと 

アッ ラー の 罰 に 対し て 自分 は 大 丈夫 と 思わ ず 、 常 に 恐れ て いる こ 
と 

アッ ラー 望 を 絶た ず に いる こと 


ムル タ ド と な る 事柄 を 否定 する こと も 、 悔 惜 で す 。 ムル タ ド が 

修悟 を 行わ ず に 死ね ば 、 地 獄 の 炎 で 永遠 に 久 を 受け ます 。 こ の 
為 、 不 信仰 を 強く 恐れ 、 話 し 過ぎ な いよ うに する べき で す 。 ハ デ 
ィ ー ス で は 、!「 い つ で も 意義 の ある 、 効 果 の ある こと を 話 な さ 
\。 あ る い は 黙っ て いな さい 」 と され て いま す 。 真剣 で ある べき 
で あり 、 冗 談 を いっ た り ふ ざけ 過ぎ た り し て は いけ な い の で す 。 
理性 や 人 間 性 に ふさ わし く な いこ と を 行っ て は いけ ませ ん 。 自 分 
身 を 不信 仰 か ら 守 る べく 、 ア ッ ラ ー に 多く ドゥ アー を 行わ な け 
れ ば な り ま せん 。 


9f 


現在 信仰 が あっ て も 、 将 来 的 に 信仰 が 失わ れる 要因 と な る 事柄 : 
ビ ド ッ ゥ ッ ア を 行う こと 。 つ まり 壊れ た 信条 を 持つ こと 。 (スン ナ の 
学者 た ち が 教 えて いる 信仰 か ら わ ず か で あれ 離れ た 人 は 、 人 逸脱 者 
も し く は 不信 仰 者 と な り ま す ) 

行動 を 伴わ な い 信 仰 。 
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体 の 9 つの 器官 を 正しい 道 か ら 人 逸脱 させ る こと 。 


大 き な 罪 を 犯し 続け る こ 


の 


イス ラー ム の 恵み へ の 感謝 を や め る こと 。 
来世 に 、 信 仰 の な い 状態 で 行く こと を 恐れ な いこ と 。 


迫害 を 行う こと 。 


半 


母 や 父 に 反抗 的 で ある こ 


0 


スン ナ に 従っ て 唱え られ る ムハンマド の アザ ー ン を 聞か な いこ 


正しかっ た と し て も 、 匠 い を 多く 行い 過ぎ る こと 。 
礼拝 で 、 礼 拝 の 構成 要素 と な る も の を 正しく 行う こと を 放棄 する 


1 4 


礼拝 を 重要 で は な いと 


1 
忌 い 、 


学ぶ こと や 子供 に 教え る こと を 重要 


視 せ ず 、 礼 拝 を 行う 人 の 妨げ と な る こと 。 
アル コー ル 飲 料 を 摂取 する こと 。 

ふ ス リム を 苦し め る こと 。 
ワリ ー で ある と 偽り 、 イ スラ ー ム の 知識 を 売る こと 。 
罪 を 忘れ る こと 、 軽 視 す る こと 。 


うぬぼれ る こと 、 つ まり 思い 上 
目 慢 、 す な わ ち 私 の 知識 や 宗教 的 な 行い は 多い と 言う こと 。 

謝 信 者 で ある こと 、 備 善 者 で ある こと 。 

始 む こと 、 イ スラ ー ム の 兄弟 に つい て 怒 始 する こと 。 

政府 、 指 導 者 の 、 イ スラ ー ム に 反する も の で は な い 指 示 に 従わ な 


0 の 


ウラ マー (知識 人 た ち ) 


口 明 を 、 ス ン ナ の 量 以 


術 や 魔法 を 行う こと 。 


上 に 1 


が る こと 。 


誰か に つい て 、 経 験 を 通さ ず に 「 良 い 」 本 
嘘 を 頑固 に 主張 し 続け る こと 。 
か ら 人 逃げ る こと 。 
ば すこ と 。 
性 が 絹 の 衣装 を 身 に 着け る こと 。 

陰口 を し つこ く 行 うこ と 。 
不信 仰 者 で あっ た と し て も 、 
世俗 的 な 事柄 の 為 に 激怒 する こと 、 い らい ら す る こと 。 
利子 を 受け 取る こと 、 支 払う こと 
褒め られ よう と 服 の 腕 や 裾 を 
麻 


隣人 を 苦し め る こと 。 


過度 | に 長く する こと 。 
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ムスリム で あり 、 誠実 で や る マフ ラム の 親戚 (結婚 する こと が 永 
遠 に 禁じ られ る 男女 の 親戚 ) の 訪問 を 放棄 する こと 。 

アッ ラー が 愛さ れる 人 を 愛さ な いこ と 、 イ スラ ー ム を 損 な お うと 

する 人 を 愛す る こと 。 (アッラー 故に 愛す る こと 、 ア ッ ラ ー ゆ え 

に 憎む こと は 信仰 の 条件 で す 。) 

信者 の 上 兄弟 を 8 日 以上 憎み 続け る こと 。 

女 洲 を 続け る こと 。 

同性 愛 を 行い 、 悔 惜 を し な いこ と 。 

アザ ー ン を 、 法 学 の 本 が 教え て いる 時 間 に 、 ス ン ナ に 従っ て 唱え 

な いこ と 、 ス ン ナ に 従っ て 唱え られ て いる アザ ー ン を 聞い た 時 に 

敬意 を 持っ て 聞か な いこ と 。 

ItItcI+x+KIjld 
に も か か わら ず 、 穏 や か な 言葉 で それ を や め さ せ な いこ と 。 

昌 娘 、 そ し て 忠告 を 行う 権利 を 持っ て いる 女性 た ち が 、 頭 や 

腕 、 足 を 露出 させ 、 和 飾り 立て 、 芳 香 を つけ て 外 に 出る こと 、 悪 い 

人 た ちょ 合う こと を 認め る こと 。 


多く の 大 罪 (72 の 大 罪 は 以下 の 通り で す ) 

正当 な 理由 な く 人 を 殺す こと 。 

女 通 を 行う こと 。 

同性 愛 を 行う こと 。 

ワイ ン や 、 ア ルコ ー ル を 含ん だ 飲み 物 を 飲む こと 。 (ビール を 飲 
婦 こ と は ハラ ー ム で す 。) 

物 盗 を 行う こと 。 
快楽 の 為 に 覚せい 剤 を 摂取 する こと 。 

他 者 の 財産 を 無理 や り 奪 うこ と 。 

偽り の 証言 を 行う こと 。 

ラマ ダーン 月 の 断食 を 、 正 当 な 理由 な く 、 ム スリ ム の 前 で 放棄 す 
る こと 。 

利子 を 受け 取る こと 、 支 払う こ 

奪い を 多く 行い すぎ る こと 。 

母 や 父 に 反抗 的 で ある こと 、 対 立 す る こと 。 

マフ ラム で あり 、 善 良 な 親戚 へ の 訪問 を 放棄 する こと 。 

戦い に お いて 、 戦 うこ と を 放 径 し て 敵前 逃亡 する こと 。 
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不正 に 、 孤 児 の 財産 を 着服 する こと 。 

衝 、 重 り を 正しく 用 いる こと 。 

礼拝 を 、 時 間 よ り も 前 、 も し く は 後に 行う こと 。 

ムスリム の 上 兄弟 の 心 を 傷つけ る こと 。 (カー バ を 倒す こと より も 
より 大 き な 罪 と な り ま す 。 ア ッ ラ ー を 最も 傷つけ る 不信 仰 の 他 に 
は 、 心 を 傷つけ る こと ほど の 大 人 罪 は あり ませ ん ) 
預言 者 ムハンマド ( 彼 の 上 に アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よ 
うに ) が 語ら れ た 言葉 を 語る こと 、 そ れ を 預言 者 ムハンマド が 語 
っ た と し て 中 傷 す る こと 。 

わい ろ を 受け 取る こと 。 

正しい 証言 か ら 輝 げ る こと 。 

財産 の ボカ ー ト と ウシ ュ ル を 支払 わな いこ と 。 
十分 な 力 を 持つ 人 が 、 罪 を 犯し て いる 人 を 見 て 、 そ れ を や め さ せ 
よら うと しない こと 。 

生き た 動物 を 火 で 焼く こと 。 

上 款 高 な る クル アー ン を 学ん だ 後 、 読 み 方 を 忘れ る こと 。 

至高 な る アッ ラー の 慈悲 か ら 、 望 み を 絶つ こと 。 
ムスリム で あろ うと 、 不 信仰 者 で あろ うと 、 人 々 を 裏切る こと 。 
豚肉 を 食べ る こと 。 

預言 者 ムハンマド の 教 友 た ちの 誰か 一 人 で も 愛さ な いこ と 、 嫌 う 
還 結 8 

満腹 で ある の に 食べ 続け る こと 。 

妻 が 、 夫 の 寝床 か ら 逃 げ る こと 。 

妻 が 、 夫 の 許可 な く 訪 問 に 出かけ る こと 。 

純潔 を 守っ て いる 女性 に 売春 婦 と 言う こと 。 
ムスリム の 間 で 、 人 の 陰口 を 他 の 人 に 言い つけ る こと 。 

秘め られ る べき 場所 (アウ ラ ) を 他人 に 見 せる こと 。 (男性 は 腕 
と 膝 の 間 、 女 性 は 髪 や 腕 や 足 が ア ウラ で す ) 他 者 の アウ ラ を 見 る 
こよ も ハラ ー ム で す 。 

死 肉 を 食べ る こと 、 他 者 に 食べ させ る こと 。 

信託 を 裏切る こと 。 

ムスリム の 陰口 を 言う こと 。 

始 むこ と 。 

至高 な る アッ ラー に 何 も の か を 配 す る こと 。 
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嘘 を つく こと 。 

うぬぼれ る こと 、 自 分 を 過大 評価 する こと 。 

死 の 床 に ある 病人 の 遺産 相続 人 か ら 財 産 を 盗む こと 。 
非常 に けち で ある こと 。 

現世 を 深く 愛す る こと 。 

アッ ラー の 懲罰 を 坊 れ な いこ と 。 

ハラ ー ム で あめ る も の を ハラ ー ム と 信じ な いて こ ょ と 。 

ハラ ー ル で ある も の を ハラ ー ル と 信じ な いこ と 。 

旨い 師 の 占い や 、 占 い 師 が 幽玄 界 か ら 知 ら せ を も た らし て いる と 
信じ る こと 。 
棄 教 する こと 、 ム ル タ ド と な る こと 。 

正当 な 理由 な く 、 他 人 の 女性 や 娘 を 見 る こと 。 

女性 が 男性 の 服 を 着る こと 。 

男性 が 女性 の 服 を 着る こと 。 

カー バ 神 殿 で 罪 を 犯す こと 。 

時 間 に な っ て いな い の に アザ ー ン を 唱え る こと 、 礼 拝 を 行う こ 
巡 。 
政治 家 の 命令 や 法律 に 送ら うこ と 、 反 抗 す る こと 。 

他 者 の 秘め られ た 場所 を 母 の 秘め られ た 場所 に 似せ る こと 。 
凶 者 の 母 を 侯 大 す る こと 。 

互い に 狙い を つけ る こと 。 

犬 の 食べ 残し を 食べ る こと 、 飲 むこ 
施し た 善 に つい て 恩 着せ が まし い 熊 
絹 の 衣装 を 身 に 着け る こと 。( 男 性) 
無知 で ある こと に 固執 する こと 。 (スンナ の 信条 、 フ ァ ル ド 、 ッ 
ラー ム 、 そ し て 必要 な 知識 を 学ば な いこ と ) 

アッ ラー、 そ し て イス ラー ム が 教え て いる 名 前 以外 を 日 に し て 故 
約 を 行う こと 。 

知識 か ら 逃 げ る こと 。 

無知 で ある こと は 災い で ある と 理解 し な いこ と 。 

小さ な 罪 を 繰り 返す こと に 固執 する こと 。 

必要 が な い の に 、 高 笑い を する こと 。 

礼拝 の 時 間 が 過ぎ る だ け の 時 間 、 ジ ュ ヌ ー ブ (大 汚 ) の 状態 で 出 
歩く こと 。 
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歌 を 歌う こと 、 


] 経 も や し く は 産 得 


2 


店 
自殺 


する こ 


ム ト ア の 婚 


トゥ の 婚 敵 ( 


は 頭 、 髪 、 腕 、 


同様 、 薄 く 、 
香り を つけ た 
アウ ラ の 場 
は 、 性 欲 を 
性 欲 を 伴っ て 
服 で 徐 わ れ た 


Ma 


(一 時 的 で 、 


期間 限定 の 婚 英 ) は ハラ 


対価 を 払っ て の 婚 名 
ー ム で す 。 女 
足 を 赴 出 させ て 外 に 出る こと が ハラ ー ム で ある と 


) や ム ワ ッ カ ー 
性 や 少女 た ち 


飾り 立て た 、 


服 


体 を 締め 


見 こ と は の ジー ム み で す 。 


林 を 、 性 欲 を 人 


や ハラ ー ム の 要 


く こ と は ハラ 
2 の か 」 と 言 
の ドウ みーや 


で 


うこ と は 不信 仰 で す 。) 


付け 
を 着 て 外 に 出る こと も ハラ ー ム で す 。 

所 を 体 に ぴっ た りす る 服 で 呈 っ て いる 女 1 
府 わ な く と も ハラ ー ム で す 。 他人 の 女 1 


E っ て 見 る こ 
と な る よう な 絵 を か く こ と 、 印 刷 す る こと 、 描 
(ハラ ー ム で ある も の に 


グ ス ル に 必要 以上 の 水 を 


の ラー ム で ず 。 


過去 の ワリ ー に 


る と 言う こと 


信じ な いこ と 、 
iR 


に 対し 邪推 する こと 、 据 害 する こと 、 財 産 を # 
と 、 始 み 、 中 傷 、 嘘 を つく こと 、 陰 


彼ら の 墓 に よっ て 】 


つい て 如 日 
、 役 ら の 言葉 か ら イ スラ 


死ぬ こと で ワリ ー ( 陳 


2 言 ' の E 
ー ム の 徳 に ふさ わ 
意味 を 取り 出 そ う と する こと 、 死後 も 奇 味 を 起 
Em 人) で 
恵み を 得る 人 々 を 妨害 する こと は 、 ム ス 


! い \ 


て いる 、 も し くく は 


価 を 見 る こ 
生 の 下着 を 、 
ぴっ た り し た 
E 欲 


きつ く 体 に 
と は ハラ ー ム で す 。 眉 


、「 ど うな る と い 


1H』 い る こと は 浪費 で あり 、 


、 彼 ら に ま 知 で あ 
し く な い 
HH こし て いた こと を 


で は な く な る と 考え る 


つい て 全 


ほ 理 や り 奪う こ 


AG 


を 言う こと と 同様 ( 


こ ハ ラー 


信仰 を 失っ た まま 死ぬ こと の 要因 と な る 10 の 事柄 : 


アッ ラー の ご 命令 


と 禁止 され た こと を 学ば な いこ と 。 


その 信仰 を 、 ス ン ナ に 従う 人 々 の 信条 に 適う 形 で た だ さ な い こ 
誠 

現世 の 財産 、 地 位 、 名 誉 に 執着 する こ 

人 々 、 動 物 、 自 分 まじ 、 し 
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アッ ラー に 、 そ し て 良い も の が も た ら さ れる 要因 と な る 存在 に 
感謝 し な いこ と 。 
信仰 を 失う こと を 恐れ な いこ と 。 

日 に 5 回 の 礼 振 を 時 間 通 り に 行わ な いこ と 。 

利子 を 受け 取る こと 、 支 払う こと 。 

イス ラー ム に 従っ て いる ムスリム を 軽視 する こと 。 彼ら に 、 後 進 
的 で ある と いっ た よう な こと を 言う こと 。 

売買 春 に 関わ る 言葉 、 文 章 、 絵 を 、 話 すこ と 、 書 く こ と 、 描 く こ 
どど 。 


スン ナ の 道 に 従う 人 々 の 信条 を 持っ て いる 為 に 、 下 記 の 点 に 注意 
すべ き で す 

アッ ラー に は 固有 の 特性 が あり ます 。 こ れ は ザー ト の 特質 (アッ 
ラー に 帰 さ れる 特質 ) と は 異な り ま す 。 

信仰 は 増え る こと は な く 、 ま た 減る こと も あり ませ ん 。 

大 き な 罪 を 犯す こと で 信仰 は 失わ れ ま せん 。 

幽玄 界 を 信じ る こと は 原則 で す 。 
信仰 に 関す る 項目 で は 類推 は 行わ れ ま せん 。 
アッ ラー は 天国 で その 姿 を 示さ れ ま す 。 
タワ ッ ク ル (まず 努力 を し 、 結 果 を アッ ラー に 委ね る こと 、 信 頼 
する こと ) は 信仰 の 条件 で す 。 

行為 ( イ バ ー ダ ) は 信仰 の 一 部 で は あり ませ ん 。 

運命 を 信じ る こと は 、 信 仰 の 条件 で す 。 

行動 に お いて 、4 つの 学派 の どれ か に 従う こと は 条件 で す 。 

教 友 た ち 、 そ し て 預言 者 へ ムハンマド の 家族 、 そ し て 妻たち の 全て 
を 愛す る こと が 条件 で す 。 

4 大 カリ フ の 崇高 さ は 、 カ リフ と な っ た 順序 どおり で す 。 

礼拝 、 断 食 、 サ ダ カ と いっ た ナー フィ ラ の イ バ ー ダ の サワ ー ブ を 
他 者 に 贈る こと は 、 認 め ら れ て いま す 。 

ミー ラー ジュ は 、 魂 と 肉体 に よっ て 行わ れ た も の で す 。 

ワリ ー (聖人 ) た ちの 奇 路 は 真実 で す 。 

と りな し は 真実 で す 。 

メス ト の 上 か ら マ ス フ と 行う こと は 認め られ て いま す 。 

墓場 で は 尋 間 が 行わ れ ま す 。 
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墓場 で の 六 は 魂 と 肉体 に 与え られ ます 。 

人 間 と 、 そ の 行い を も アッ ラー が 創造 され ます 。 人 に は わずか な 
選択 を 行う 意志 が ある の で す 。 

糧 に は 、 ハ ラー ル の も の も 、 GII 

ワリ ー (聖人 ) の 魂 を 媒介 と し 、 彼 ら に 氏 み る 、 と いう 形 で ドゥ 
アー を 行い ます 。 


ス デ アデ ッ ズ ィ ン が 声 を 宴 り と げ 、 そ か ら イ カー マ を 存 っ た 
その 症 は カー バ だ 和 責 サ られ 、 そ し て ニー ヤ を 存 っ た 
大 妨 を 革 つ 人 々 が それ を 己 に し 、 喪 意 の うち だ 訪 い て いた 
それ か ら 尋 に 立ち 、 ア デッラ ー に し ぁゃ も で と し と て 大 を えた 


悪い 性 質 

不信 仰 。 

無知 。 

非難 され る と いう 恐れ 。 (人 々 が 非難 し た り 、 け な し た り 、 責 め 
た りす る こと を 悲し ん で 、 真実 を 受け 入れ な いこ と ) 

称 震 を 愛す る こと 。 (うぬぼれ 、 人 に 訟 め ら れる こと を 好む こ 


言 仰 。( ビ ドゥ ア の 信仰 ) 

ナ フ ス に 従う こと 。 我 の 欲望 、 快 楽 、 性 欲 に 従う こと ) 
模 條 に よる 信仰 。( よ く 知 ら な い 人 々 を 模 條 する こと ) 

偽善 。 (見せ か け 、 来 世 的 な 行為 を 行う こと で 現世 で の 欲望 を か 
な えよ うと する こと ) 
長生 き へ の 願望 。 (快楽 や 心地 よさ が 続く よう 、 
望む こと ) 
現世 で の 快楽 を ハラ ー ム で ある 手段 で 得 よ うと する こと 。 
うぬぼれ 。 自ら を 優れ て いる と 見 な すこ と 。 

へ りく だ り 。 (過剰 な 謙虚 さ ) 

自ら の 行っ た 良い _ こと 、 イ バー ダ に 満足 し て いる こと 。 

始 み 。 焼 きも ち を 焼く こと 、 如 す る こと 。 恵み が 相手 か ら 失 わ 
れる こと を 望む こと 。 ア ブル ライ シー・ サ マル カン ディ ー は 、「s 
種類 の 人 の ドゥ アー は 認め られ な い 。 ハ ラー ム で ある も の を 食べ 


く 生 きた いと 


癌 
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る 人 、 陰 口 を 行う 人 、 如 む 人 」 と 語っ て いま す 。 

他 者 を 低く 見 る こと 。 

他 者 の 身 に 生じ た 炎 い 、 被 害 を 長 ぶ こと 。 

友情 を 放棄 する こと 、 腹 を 立て る こと 。 

勝 病 で ある こと 、 勇 気 が な いこ と 。 

怒り や 厳し さ が 過 剰 で あり 、 有 害 で ある こと 。 

奪 約 や 約束 を 守ら な いこ と 。 

背信 。 億 信者 の し る し で あり 、 信 頼 を 損なう 言葉 や 行い 。 

約束 を 破る こと 。 ハ ディ ー ス で は NAM 

る 。 嘘 を つく こと 、 約 束 を 守ら な いこ と 、 信 を 裏切る こと 」 と 

され て いま す 。 

邪推 。 邪推 は ハラ ー ム で す 。 罪 が 許さ れ な いと 思う こと は 、 ア ッ 
ー に 対す る 那 推 と な り ま す 。 信 者 に つい て ハラ ー ム を 犯し て い 

る 、 つ まり 人 罪 を 犯す 人 で ある と 見 な すこ と は 了 邪推 と な り ま す 。 

財産 へ の 執着 。 財 産 に 夢中 に な る こと 。 

後回し に する こと 。 善行 を 施す こと を 後回し に する こと 。 ハ ディ 

Ni ili つの も の の 価値 を 知り な さ 

い 。 死ぬ 前 に 命 の 価値 を 、 病 気 に な る 前 に 健康 の 価値 を 、 現 世 

で 、 来 世 を 獲得 する こ 0 の 価 休 を 年 を 取る 前 に 若 さ の 価値 を 、 

貧し く な る 前 に 豊か さ の 価値 を ]」 と され て いま す 。 

俳 を 犯し て いる 人 々 を 愛す る こと 。 罪 の 最大 の も の は 、 人 迫害 で 

す 。 ハ ラー ム で ある こと を 行っ て いる 人 を 、 ブ ファ ー ス ク (人 罪 を 犯 

し て いる 人 ) と 言い ます 。 

学者 た ち を 敵視 する こと 。 イ スラ ー ム の 知識 と 学者 た ち を 作 辱 す 

る こと は 不信 仰 で す 。 

フィ トナ (人 々 を 苦難 や 災い に 陥れ る こと で す 。 ハ ディ ー ス で 

は 、「 フ ィ ト ナ は 眠っ て いる 、 そ れ を 起こ す 人 々 に 呪い を 」 と さ 

れ て いま す ) 

それ が で きる カカ が ある の に 、 ハ ラー ム を 犯し て いる 人 を 止め よう 

と し な いこ と 。 現世 の 為 に 教え を 差し 出す こと (ムダ ー ハ ナ )。 

教え の 為 に 現世 を 差し 出す こと は ムダ ー ラ と 言い ます 。 

意地 を 張る こと 、 分 の 過ち や 相手 の 正 し さ を 認め な いこ と 。 真 

実 、 事実 を 聞い た 時 に に 誰 罰 め な いこ 

二 面 性 。 信 者 の よう に 見 せ か けつ つ 、 実 際 は 信仰 を 持っ て いな い 
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こと 。 内面 と 外面 の 不一致 。 

熟考 し な いこ と 。 罪 に つい て 、 被 造物 に つい て 、 そ し て 自ら に つ 
いて 考え な いこ と 。 

ムスリム へ の 呪い 。 
ムスリム に 悪い あだ名 を つけ る こと 。 

差し 障 り を 認め な いこ の 

クル アー ン を 誤っ て 解 息 する こと 。 
ハラ ー ム で ある こと を 行う こと に 固 哉 する こと 。 
際 日 。 
悔 惜 を し な いこ と 。 
財産 や 地位 へ の 欲望 。 


悪い 性 質 を 避け 、 良 い 性 質 を 備え る よう 努力 する べき で す 。 
ハデ ィ ー ス で は 、 次 の よう に 仰せ られ て いま す 。 

「 イ バー ダ が 少な いし も べべ は 、 良 い 性 質 に よっ て 審判 の 日 に 高 
い 位 階 を 得る 」 
「 イ バー ダ の 中 で 最も 容易 で あり 、 最 も 効果 的 な も の は 、 少 し し 
か 話さ な いこ と と 、 良 い 性 質 を 持つ こと で ある 」 

「 自 分 か ら 遠 ざか っ た 人 に 近づく こと 、 人 迫害 する 人 を 許す こと 、 
彼 自 身 を 苦し め た 人 に 慈悲 を 施す こと は 、 良 い 性 質 を 持つ こと 
で ある 」 と され て いま す 。 


クル アー 


私 た ち は 


ども まし 
字 に どの 
むこ と は 
に 読む 為 に 


ーー 礼拝 の 書 ーー 一 


第 9 部 
礼拝 の 為 の 章 と ドウ ゥ アー 


ン の 章 句 や ドゥ アー は ロー マ 字 で 書く こと が で きる か 
クル アー ン の 章 句 や ドゥ アー を ロー マ 字 で 表記 し よう 
た が 、 そ れ は で きる こと で は あり ませ ん で し た 。 ロ ー マ 
よう な 印 を つけ た と し て も 、 章 名 や ドッ アー を 正しく 読 
不可 能 で す 。 こ れ ら を クル アー ン の アラ ビア 文字 の よう 
は 、 知 っ て いる 人 が 読ま せ 、 何 度 も 繰り 返し 慣れ させ 


< と が 必要 で す 。 こ の 習得 は 必ず 必要 と な る 為 、 知 っ て いる 人 


に 直接 ク 
せま す 。 
で 、 パ 


ルアー IN 
この 上 恵み の 大 き さ 、 現 世 と 来世 で の 効用 と いう も の に 
ディ ー ス や 法学 書 で は 詳し く 説 いて お 100 


の 多 さ を 教え て いま す 。 


従っ て 
に 通わ せ 、 
き な サ ワー 


ーー ズ で は 、 


ー ン の 先 


全て の ムスリム は 、 凍ら 
クル アー ン の 文字 と その 読み 方 を 十分 に 教え ん 、 こ の 大 
ブ を 獲得 させ る 努力 を する べき な の で す 。 あ る ハデ ィ 
「 子 供 た ち に クル アー ン を 教え る 人 、 あ る い は クル ア 
生 に 通わ お せる 人 に は 、 教 えら れ た 全て の 文字 に つい て 、 


10 回 カー バ を 訪問 し た だ け の サワ ー ブ が 与え られ る 。 そ し て 審判 


の 
だ ろう 」 
ラー 


礼拝 の 為 


ファ ー テ 
慈悲 あま 


万 
慈悲 あま 
最後 の 審 
わた し た 
願 う 。 
わた し た 


有 の 主 、 


に 、 そ の 頭 に 王 守 が 与え られ る 。 全 て の 人 は それ を 見 て 羨む 


と され て いま す 。 他 の ハデ ィ ー ス で は 、「 子 供 た ち に イ 
を 教え な い 人 は 地獄 に 行く 」 と され て いま す 。 

の 章 の 意味 

ィ ハ 章 ( 開 端 章 ) 


0 の 御名 に お いて 。 

アッ ラー に こそ 凡 て の 称 讃 あれ 、 

ね く 慈 愛 深き 御方 、 

き の 日 の 主宰 者 に 。 

ち は あ な た に の み 崇 め 仕 を ん を 、 あな た に の み 御 助け を 請 い 


ち を 正しい 道 に 導き た まえ 、 
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あな た が 御 恵み を 下さ れ た 


象 章 
あな た の 主 が 、 象 の 仲間 に 、 
の か 。 


礼拝 の 書 一 


人 々 の 道 に 、 あ な た の 怒り を 受け し 


者 、 ま た 踏み 迷 え る 人 々 の 道 で は な く 。 


どう 対処 な され た か 、 知 ら な か っ た 


か れ は 、 か れ ら の 計略 を 壊滅 さす せら れ た で は な いか 。 
か れ ら の 上 に 群れ な す 数 多 の 鳥 を 遣わ され 、 
焼き 土 の 確 を 投げ 付け させ て 、 


食い 荒らさ れ た 式 層 の よう 


象 の 事件 
エチ オ ピ ア 旦 帝 の ナジ ャ 
ブラ ハ と いう 名 の 部 下 が い 


に な され た 。 


ー シ ー に は 、 イ エメ ン 総 督 で あっ た ア 


まし た 。 ア ブラ ハ は 、 人 々 が マッ カ の 


カー バ を 訪問 する こと を 断念 させ る 為 、 サ ナ ア の 町 に 、 飾 り 立て 


られ た 巨大 な 教会 を 造ら せ 3 


E し た 。 し か し その 目的 は か な わ ず 、 


カー バ を 訪問 する 人 々 は その 教会 に 0 


フカ イン 族 の ヌ フ ァイル と し 


\ う 名 の 若者 が 、 夜 、 こ っ そり 持っ て 


きた 汚物 で 、 教 会 の あら ゆる 場所 を 汚し まし た 。 こ れ を 理由 と し 
て 、 ア ブラ ハ は 大 軍 を 用 意 し て マッ カ へ と 進み 始め まし た 。 軍 の 
前 に は 、 ナ ジャ ー シ ー の 連れ て きた 一 頭 の 大 き な 象 が いま し た 。 
象 を 軍 の 前 で 歩か せる こと で 、 軍 が 勝利 する と 考え られ て いた の 


(の 


この よう に し て 軍 は マッ カ へ と 進み まし た 。 町 に 入ろう と し た 


時 、 象 は ある 場所 に 倒れ 込み 、 ど うし て も 動 こ うと し ませ ん で し 


た 。 あ ら ゆ る 努力 に 関わ ら ず 、 象 を マッ カ の 方 へ 進ま せる こと は 


で きま せん で し た 。 他 の 方 角 へ 


は 走っ て 進む の で し た 。 ま さ に そ 


の 時 に に 、 ア デ ッ ジ テー は アパ ー 


ビル と いわ れる 鳥 た ち を 送ら れ ま し 


た 。 鳥 た ち は 、 口 や 足 で 石 を 運び 、 そ れ を アブ ラ ハ の 軍 の 上 に 落 


と し まし た 。 象 章 で 描か れ て いる よう に 、 軍 は 「 食 い 荒 ら 6 され た 
攻 層 の よう に 」 な っ た の で し た 。 


この 出来 事 が 起こ っ た 年 を 、 ア ラブ 人 た ち は 「 象 の 年 」 と 呼ん 
で いま し た 。 こ の 出来 事 か ら 50 一 55 日 後に 、 預 言 者 ムハンマド 
(アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) が お 生ま れ に な り 、 
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この 世界 に 誉れ を 与え られ た の で す 。 


クラ イシ ュ 族 章 
クラ イシ ュ 族 の 保護 の た め 、 
冬 と 夏 の か れ ら の 隊商 の 保護 の た め is、( そ の アッ ラー の 御 恵 み の 


た め に ) 
か れ ら に 、 こ の 聖 殿 の 主 に 仕え させ よ 。 
飼え に 際 し て は 、 か れ ら に 食物 を 与え ん 、 ま た 恐れ に 際 し て は 、 そ 


れ を 除い て 心 を 安らか に し て 下さ る 御方 に 。 


慈善 章 

あな た は 、 審 判 を 嘘 で も や る と する 者 を 見 た か 。 

か れ は 、 孤 児 ix に 手 荒 く する 者 で あり 、 

また 貧者 に 食物 を 与え る こと を 勧め な い 者 rs で ある 。 
災い な る か な 、 礼 振 す る 者 で あり な が ら 、 

自分 の 礼 振 を 色 せ に する 者 。 
(人 に ) 見 られ る た め の 礼 拝 を し 、 
慈善 を 断 わ る 者 に 。 


潤沢 章 

本 当 に われ は 、 あ な た (ムハンマド ) に 潤沢 を 授け た 。 

さあ 、 あ な た の 主 に 礼拝 し 、 犠 牲 を 捧げ な さい 。 

本 当 に あな た を 憎悪 する 者 こそ 、( 将 来 の 希望 を ) 断 た れる で あ 
9 


18 全て の 被 造物 が その お 方 に 戻り 、 旗 護 を 求め る 唯一 の 存在 で す 。 ま た この 言 
葉 は 唯一 と いう 特性 を 示す も の で す 。 

1 伝承 の 一 つ に よる と 、 ア ブー・ ジ ャ フル の 遺産 相続 人 で ある 奴 閑 。 

is アブー ジャ フル 。 

ie 「 マ ー ウ ン 」 と は 、 ザ カー ト 、 サ ダ カ と いっ た 意味 に も な る の と 同様 、 人 が 
他 の 人 か ら 借 り た も の を も 意味 し ます 。 

rr イス ラー ム 学 者 た ち に よる 。 
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この 神聖 な 章 は 、 預 言 者 へ ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が 
あり ます よう に ) が 受け られ た 恵み と 、 そ の お 方 の 2 つの 神聖 な 
使命 を 示す も の で す 。 こ の 章 で の 「 潤 沢 」( カ ウサ ル ) と いう 語 
に つい て イス ラー ム 学 者 た ち は 様々 な 意味 を 与え て いま す 。 学 者 
っ た 胃 の 多く の 見 解 に よれ ば 、 

国 の 川 、 も し く は 貯水 池 で あり 、 そ の 水 は 蜜 より も 甘く 、 乳 よ 
も 曰く 、 雪 より も な お 冷た いと され ます 。 

高 な る クル アー ン と され ます 。 これ は 現世 的 、 来 世 的 な 尊 さ を 
約 し た 書物 で す 。 
預言 者 へ ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) が 
与え られ た 、 預 言 者 と し て の 誉れ で す 。 

天 と 地 で 預言 者 ムハンマド の 為 に 行わ れる 多く の ズ ィ ク ル と 称賛 
2 
預言 者 へ ハン マ ド の 子供 た ちと 彼 に 従う 人 々 で す 。 

預言 者 へ ムハンマド の 教 友 た ちと その ウン マ の 学者 た ち で す 。 

預言 者 ムハンマド の 息子 カー スム が 亡くな っ た 時 、 ア ー ス ・ ビ 
ン ・ ワ リー は 「 も は や ムハンマド の 血筋 は 絶た れ た 。 彼 を 思い 出 
させ る 息子 は 残っ て いな い 」 と 言い まし た 。 他 の 備 信者 た ち も こ 
れ を 口 に 出し て いま し た 。 彼ら は 、 ム スリ ム に 困難 な 状況 や 苦痛 
が 生じ る と それ を 喜び 、 気 分 良く な っ て いま し た 。 こ の 荘厳 な 章 
が この 不信 仰 者 た ちの 人 逸脱 し た 考え を 拒ん だ の で し た 。 非常 に 短 
い 章 で ある に も か か わら ず 、 非 常に 多く の 真実 を 示し て いま す 。 


燈 湊 ご 省 


不信 心 者 た ち 章 


言っ て や る が いい is。「 お お 不信 者 た ちよ 、 

わた し は 、 あ な た が た が 崇め る も の を 崇め な い 。 

あな た が た は 、 わ た し が 崇め る も の を 、 崇 め る 者 た らち で は な い 。 
わた し は 、 あ な た が た が 財 め て きた も の の 、 崇 拝 者 で は な い 。 


is マッ カ の 偽 信者 アブ ー・ ジ ャ フル 、 ア ス ・ ビ ン ・ ワ リー、 ア ス ヴ ァ ド ・ ビ 
ン ・ ア ブ ド ゥ ルウ ッ タ リブ 、 ワ リド 、 ウ マイ ヤ ・ ビ ン ・ ハ ラフ や その 他 の 人 々 
は 、 ア ッ バ パー ス を 通し て 預言 者 へ ハハ ンマ ド に 知ら せ を 送り 、 次 の よう な 提案 を 
行い まし た 。「 一 年 間 は 彼 が 私 た ちの 神 を 崇拝 する よう に 。 ま た 一 年 は 私 た ち が 
彼 の アッ ラー を 崇拝 し よう 。」 こ れ に 対し て この 章 が 啓示 され まし た 。 
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あな た が た は 、 わ た し が 崇め て きた も の の 、 SN 
あな た が た に は 、 あ な た が た の 宗教 が あり 、 わ た し に は 、 わ た し 
の 宗教 が ある の で ある 。」 


援助 章 

アッ ラー の 援助 と 勝利 が 来 て 、 

人 びと が 群れ を な し て アッ ラー の 教え (イス ラー ム ) に 入る の を 
見 た ら 、 

あな た の 主 の 栄光 を 堂 め 称え 、 ま た 御 赦 し を 請 え 。 本 当 に か れ 
は 、 度 々 赦 さ れる 御方 で ある 19。 


標 構 章 

アブ ー・ ラ ハブ の 両手 は 減 び 、 か れ も 減 び て し まえ 。 
か れ の 富 も 儲け た 金 も 、 か れ の た め に 役立ち は し な い 。 
や が て か れ は 、 燃 え 盛 る 炎 の 業火 の 中 で 焼 か れ よ う 。 
か れ の 妻 は その 新 を 運ぶ 、 

に 杯 樽 の 荒 縄 か け て 。 


解説 : この 蘭 厳 な 章 は 、 預 言 者 ムハンマド を 迫害 し 、 苦 し め た ア 
ブー・ ラ ハブ と その 妻 が 滅び る こと 、 厳 し い 六 を 受け る こと を 伝 
える も の で す 。 預言 者 へ ムハンマド は 、「 あ な た の 親戚 に 恐れ を 抱 
か せな さい 」 と いう 神 の 命令 を 受け 、 サ ファ ー の 丘 に 意 り 、 近 親 
者 を 呼び 、 彼 ら を イス ラー FU 
ドー 9 ラ ハ ブ は ここ で 預言 者 ムハンマド 【 に 語ら れ た こと に 議 を 唱 
え 、 彼 を 傷 辱 し て その 場 を 離れ 、 ま た そこ に Co 
し た 。 ア ブー・ ラ ハブ の 妻 も 、 預 言 者 ムハンマド が 歩か れる 道 
に 、 夜 、 と げ の ある 木 や 草 を 運ん で は そこ に 巻い て いま し た 。 さ 
ら に 預言 MS 


9 この 章 に は 預言 者 ムハンマド の 死 へ の し る し が あり ます 。 こ の 章 を 預言 者 ム 
ハン マ ド が 読ま れ た 時 、 ア ッ バ ー ス は 泣い て いま し た 。 ア ッ ラ ー の 使徒 が な ぜ 
泣い て いる の か を 誤 ね わる と 、 ア ッ バ ー ス は 「 こ の 章 に は あな た の 死 へ の し る し 
が あり ます 」 と 言い まし た 。 預 言 者 ムハンマド は 、「 あ な た の いう 通り だ 」 と 言 
われ ま し た 。 
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アブ ヴー 


こ 穴 が あき 、 


ラ ハ ブ は 、 ヒ ジュ ラ 歴 9 年 、 
了 人 Ai ] し た こと に 耐え られ ず 、 七 
子供 た ち す ら 近 寄れ な い : 


バド ッ ゥ ル の 
後に 死ん 


伏 態 で し た 。 3 


戦い で イス ラ 
で いま す 。 体 
後に よ 


5 畠 葬 さ れ ま し た 。 そ の 後 、 そ の 妻 も 死亡 し 、 そ れ に ふさ わ 
し い 六 を 受け る こと と な っ た の で し た 。 


純正 章 
言え ん 、「 か れ は アッ ラー、 
アッ ラー は 、 自 存 さ れ 2%0、 
御 産 みな さら な い 


か れ に 比べ 得る 、 何 も の も な い 。」 


租 明 章 
講 、 
か れ が 創 ら れる も の の 悪 
深まる 夜 の 痢 の 悪 
結び 目 に 
まだ 。 


奴 始 する 者 の 災 始 の 


人 々 章 

言え 、「 ご 加護 
人 間 の 王 、 
人 間 の 神 
こっ そり と 忍び 込み 
それ が 人 間 の 胸 に 


を を い 願 う 、 


テー 
ーo 


20 全て の 被 造物 が その お 方 に 
葉 は 唯一 と いう 特 


ラビ ド ・ ビ ン 
ち 11 本 に 結び 目 を 作り 、 
て 預言 者 ムハンマド は 病気 に 
預言 者 ムハンマド に 伝え まし た 。 
これ に より 、 


「 艇 明 の 主 に ご 加護 を を い 
(災難 ) 
( 危 書 ) か ら 
息 を 吹き か ける (妖術 使い の ) 女 た ち の 悪 か ら 、 


悪 


で 


な り ま 


( 炎 厄 ) 


人 間 


・ ア サム と いう 名 の ユダ ヤ 教 徒 が 、 
まじ な い を か け て 井戸 に 投げ 入れ まし た 。 
し た 。 後 に 
ー に よっ て 井戸 か ら 日 
こ な り まし た 。 


髪 は ア 


頂 言 者 へ ハハ ンマ ド は 元 通り 健康 


11 節 で め や る の は 、 こ れ を 示唆 する も の で す 。 


唯一 な る 御方 で あら れる 。 


し 、 御 産 れ に な られ た の で は な い 、 


願う 。 
か ら 、 


か ら 。」 


、 路 く 者 の 悪 か ら 。 
中 きか ける 。 


、 天 使 ジ ど ブ リー 


和 
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戻り 、 底 護 を 求め る 唯一 の 存在 で す 。 ま た この 言 
性 を 示す も の で す 。 


預言 者 へ ハン マ ド の 髪 の う 


それ に よ 
が この こと を 
HH され まし た 。 
月 章 と 人 々 章 が 
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ジン ( 幽 精 ) で あろ うと 、 人 間 で あろ うと 。」s 


アー ヤ ト ル ・ ク ル シ ー 
慈悲 あま ね く 慈 愛 深き アッ ラー の 御名 に お いて 


アッ ラー、 か れ の 外 に 神 は な く 、 永 生 


こ 自 存 され る 御方 。 仮 眠 も 


吾 膝 も 、 か れ を と ら え る こと は 出来 な い 。 天 に あり 地 に ある 凡 て 
の も の は 、 か れ の 有 で ある 。 か れ の 許し 無く し て 、 誰 が か れ の 御 


許 で 執り 成す こと が 出来 よう か 。 か れ は (人 びと の )、 以 前 の こ 


と も 以後 の こと を も 知っ て お られ る 。 か れ の 御 意 に 適っ た こと の 


外 、 か れ ら は か れ の 御 


知識 に 就 い 


て 、 何 も 会 得する と ころ は な い 


の で ある 。 か れ の 玉座 は 、 凡 て の 天 と 地 を 導 っ て 広がり 、 こ の 2 


つ を 守っ て 、 疲 れ も 覚 えら れ な い 。 か れ は 吾 高 に し て 至 大 で あら 


れる 。 


礼 振 の ドゥ アー の 意味 


スプ ハー ザ カ 


アッ ラー よ 、 あ な た は 一 切 の 欠点 も な い お 方 で す 。 完全 性 を 示す 
特性 の 全て で あな た を 匠 美 いた し ます 。 あ な た に 感謝 し ます 。 あ 
(あな た の 誉れ は 全て の も の を し の ぎ ま 


な た の 美 名 は 宗 高 で す 。 


す 。 233) あな た の 他 に 


デア デ ッ タ ヒヤ ー ト ッ ゥ 


は 存在 し 3 


ませ ん 。 


尊 祭 、 礼 讃 、 神 聖 の きわ み の ア ッ ラ ー を た た え 替 り ま す 。 お お 


み 使 いよ 、 あ な た に 平安 あれ 、 ア ッ ラ ー の 恩恵 と 祝福 あれ 、 私 た 


32 ル バ ブ に よる クル アー ン の 解釈 所 に よれ ば 、 こ の 章 に 存在 する 5 回 の 「 人 
間 」 と いう 語 は 、5 つの 異な る 階級 の 人 を 示唆 する も の で す 。 これら は 、 


子供 た ち 

若者 た ち 

老人 た ち 

誠実 な 人 た ち 

人 の 姿 を し た シャ イタ ー ン 
で す 。 


23 この 部 分 は 更 儀 の 礼拝 を 行う 除 に 加え られ ます 。 
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全て 、 ア ッ ラ ー の 忠誠 な し も べ の 上 に 平安 あれ 、 私 は アッ ラー 
の ほか に 仕え る に 値する も の が 存在 し な いこ と を 証言 し ます 。 ま 
た 私 は 、 ム ハン マ ド が アッ ラー の し も べ で あり 、 み 使い で ある こ 
と を 証言 し ます 。 


が グータン ジマ サッ リ 

お お アッ ラー よ 、 ム ハン マ ド と その 後継 者 に あな た の 恵み を 与え 
こま え 。 あな た が イブ ラー ヒー ム (アブ ラ ハ ム ) と その 後継 者 に 
恵み を 与 ら れ た よう に 。 ま こと に あな た は 讃 美 すべ き 荘 厳 な る 
方 で あら れ ま す 。 


山 


アッ ラー フン マ 。 バー リク 
お お アッ ラー、 ム ハン マ ド と その 後継 者 を 加護 し た まえ 。 あな た 
が イブ ラー ヒー ム と その 後継 者 を 加護 し た よう に 。 ま こと に あな 
た は 讃 美 すべ き 蘭 厳 な る 方 で や られ ます 。 


ラッ パ バナー アー ティ ナー 
ああ 主 よ ! この 世界 と 来世 で 私 た ち に 療 を お 与え くだ さい 。 私 た 
ち を 炎 の 懲 太 か ら お 守り くだ さい 。 最 も 慈悲 深い お 方 よ 、 あ な た 
の 慈悲 に よっ て 。 


クヌート の ドッ アー 

お お アッ ラー よ 、 私 達 は あな た の ご 加護 を を い 、 あな た の お 許し 
を 願い ます 。 ま た 、 あ な た を 信じ 、 あな た に 帰依 し ます 。 私 達 は 
区 上 の 儀式 で あな た を 讃え て 、 あ な た に 感謝 し 、 あ な た の ご 因 を 
忘れ ませ ん 。 ま た 、 あ な た に 従わ ぬ も の と 絶交 し て 見 捨て ます 。 
お お アッ ラー よ 。 あ な た に の み 私 達 は 仕え ん 、 あ な た に 祈り また 服 
従 し ます 。 私 た ちら は 急 いで あな た の も と に 参じ 、 精 進 し ます 。 私 
た ち は 、 あ な た の お 恵み を 束 願 し 、 あ な た の 懲罰 を 恐れ ます 。 ま 
こと に あな た の 懲 六 は 不信 者 に 対し て 下り ます 。 


